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京都府久世郡久御山町大字佐山小字新開地ほかに所在する佐山遺跡に関する

報告書を『京都府遺跡調査報告書J第33冊として刊行します。

佐山遺跡の発掘調査は、第二京阪道路および京都南道路建設に伴い、国土交

通省近畿地方整備局の依頼を受けて、（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

が主体となって、平成9年度以降、継続して実施したものであります。

各年度の調査成果の概要については、逐次『京都府遺跡調査概報J－ 『京都

府埋蔵文化財情報』に掲載してきたところですが、本書は、それら概要報告で

果たせなかった詳細な事実報告を行ったものであります。

現地での発掘調査の実施から本書の刊行に至るまで、国土交通省近畿地方整

備局に、多大のご理解とご協力を賜りました。また、京都府教育委員会・久御

山町教育委員会をはじめ、関係各方面から、有益なご指導ならびに、ご助言を

頂くことができました。この場を借りまして厚く御礼申し上げます。

最後に、この仕事にかかわった担当職員諸君の労苦をねぎらうとともに、本

書が京都府のみならず、わが国の考古学研究の進展に寄与することを、心から

願ってやみませんO

平成15年12月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター

理事長 上田正昭
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仔1 仁ゴ

1.本書は、京都府久世郡久御山町佐山に所在する佐山遺跡の発掘調査報告書である。

2.佐山遺跡の調査は、国土交通省近畿地方整備局からの依頼を受けて実施した。現地調査は、

平成9年度に試掘調査を行い、続いて平成12年度から平成13年度まで本調査を実施した。

3.現地調査および本報告書に係る経費は、すべて国土交通省近畿地方整備局が負担した。

4.本書に掲載した遺構図は、国土座標第6系座標系（日本測地系）によっており、方位は座標の

北を指す。また、国土地理院発行地形図の方位は真北を指す。

5.本書で使用したトレンチ名・遺構番号などは、原則として調査当時のものである。ただし、

異同のある場合は、その旨を本文または注に記載したO

6.本書の遺構の表記に使用したアルファベットは、 SBを掘立柱建物跡、 SDを溝ないしは

濠、 SEを井戸、 SKを土坑ないしは屋敷墓、 SHを竪穴式住居跡、 SXを落ち込みなどの

不明遺構の略とする。

7.本遺跡については、すでに『京都府遺跡調査概報』などによって、その調査成果の一部を公

表しているが、報告書作成に向けての整理作業の過程で、いくつかの新しい所見を得ること

となった。本報告書の作成に当たって、これらを正すよう努めた。したがって、本書と既存

概報との間に相違がある場合は、すべて本書が正しいものとする。

8.本書の執筆は、以下の通りである。執筆分担は、各文末に明記した。

第l章 奥村清一郎、第3章第3節、第4章第3・4節竹原一彦、第3章第3節、第4章

第1. 5節、第5章第 1. 2節森島康雄、第3章第2・3節伊賀高弘、第3章第 1. 2 

節、第4章第1. 5節、第5章第1・2節、第6章、付編2 高野陽子、第2章第1節一福

岡正春（名古屋大学大学院生）、第2章第2節、第4章第2・3節一内田真一郎（現久御山町

教育委員会）、第4章第 1・2節、付編 1－近藤奈央（立命館大学大学院生）、付編2－岩井

俊平（京都大学大学院生）が執筆したO また、土器の胎土分析については、奈良県立橿原考古

学研究所共同研究員奥田尚氏に玉稿をご寄稿いただいた。

なお、文章中の各種用語の表記のうち、執筆者の用語に対する概念を反映するものについ

ては、敢えて統一しなかった。

9.本書に掲載した写真は、遺構 ・遺物の検出状況を各年度の調査担当者が、また、遺物写真を

調査第 l課資料係主任調査員田中彰が撮影した。

10.本書の編集は、調査第l課資料係ならびに森島の協力を得て、高野が行った。

11.調査・整理報告に関わる実測図・写真などの記録は、当調査研究センターにおいて保管して

いる。
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第1章調査の経緯

第1節調査にいたる経過

佐山遺跡は、京都府久世郡久御山町大宇佐山小字新開地ほかに所在する。遺跡が所在する久御

山町は、南山城の沖積平野の中でも最も標高の低い位置を占めており、北は淀川と旧巨椋池干拓

国、南は木津川に取り固まれた立地条件から、比較的遺跡分布の疎らな行政区として、これまで

周知されてきた。また、原始・古代の遺跡については、巨椋池の当時の汀線を干拓前のそれより

大きく想定し、原始・古代遺跡、の分布しない行政区と見る見解もあった。その後、木津川河床遺

跡や水垂遺跡などで、標高9mを大きく割り込む標高8.5m前後で、集落遺構が相次いで、確認され、

久御山町内においても沖積層に埋もれた原始・古代遺跡が新たに発見される可能性が急速に高ま

ってきた。

このような経過の中で、今回、第二京阪道路および京都南道路の建設に伴って、佐山遺跡、に初

めて調査のトレンチが設定され、掘削されることとなった。試掘が始まった平成9年5月27日は、

久御山町における遺跡の発掘調査の開始日となった。

各年度の発掘調査は京都府教育委員会の指導のもと、京都府教育委員会・原因者（国土交通省

（旧建設省）・日本道路公団）・当調査研究センターの3者による事前協議を経て、原因者からの

依頼にもとづき、当調査研究センターが実施してきた。各年度の発掘調査のあらましは、以下の

とおりである。

平成 9年度

『京都府遺跡地図 第5分冊〔第T肱〕』によると、佐山遺跡はその西端部の一部が道路建設
予定地にかかっていることが判明した。当該地は、戦時中は飛行場、戦後は工業団地として土地

利用されてきたため、現地表には全く遺跡、の徴候はとどめていない。このため、遺跡の範囲を確

認するための試掘調査を、 2度にわたって実施した。

第l次調査は、周知の遺跡の範囲内に限定して、第1・2トレンチの2か所の試掘トレンチを

配置して、遺構・遺物の埋没状況の確認に努めた。その結果、古墳時代の竪穴式住居跡・溝など

の集落に伴う遺構・遺物が検出され、遺跡は周知の遺跡範囲外にも広がっていることが明らかに

された。

第2次試掘調査は、対象範囲を拡大し、木津川以北、旧巨掠池干拓国以南の南北総延長1.4km 

の道路建設予定地内の13か所（第3～15トレンチ）に試掘坑を配置し、遺構・遺物の埋没状況の把

握に努めた。その結果、第4・5・7・10・14. 15の各トレンチで遺構や顕著な遺物包含層が確

認された。佐山遺跡関係では、第7トレンチにおいて、島畠の下層から古墳時代の竪穴式住居跡

l基が検出され、遺跡の北限が周知の遺跡の範囲を越え、少なくとも第7トレンチを含み込む範
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第 1図 各年度の調査地配置図
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調査の経緯

溝－道路 ・水田・島畠などの遺構が検出された。調査期間の都合上、下層遺構の調査については、

次年度に持ち越された。

平成12年度

平成12年度は、 A地区では、 A I地区の下層とA-2地区の上層および下層の発掘調査を実

施し、 A地区での調査を完了した。B地区では、上層の調査を実施した時点で、遺跡はさらに南

方へ展開していることが予想されたので、水路を越えた南側に試掘トレンチを追加設定した。し

たがって、発掘調査部分をB-1地区、その南接地区をB-2地区と呼称し、以後の調査を進め

ることとした。

A l地区下層遺構は、中世の島畠の下層で検出された。島畠以外の水路 ・水田部では、後世

の耕作などのため、下層遺構の大半は失われていた。方形竪穴式住居跡24基、土坑、溝などの集
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落に伴う遺構が折り重なるような状態で検出された。竪穴式住居跡の年代は、 古いもので弥生時

代後期、新しいもので古墳時代中期に属していることが判明した。検出された竪穴式住居跡のう

ち、 SHlOl・108・120の3基は、近畿地方最古級（4世紀後葉～ 5世紀初頭）の造り付け竃をも

っ住居跡として注目された。

A-2地区の上層からは、 A l地区で検出された久世郡条里地割に沿った、南北方向の坪境

の道路とそれに伴う側溝、およびその両側に広がる島畠・水固などの跡が検出された。所属年代

はA-1地区と同様平安時代後期から鎌倉時代頃のものである。

A-2地区下層遺構には、竪穴式住居跡35基、掘立柱建物跡I棟、土坑、溝などがある。所属

年代は、弥生時代後期から古墳時代中期の聞におさまるものが多い。このうち、 SH397・449・

497・504の4基の竪穴式住居跡は布留式併行期のもので、造り付け竃をもつことを特徴としてい

る。 A-1地区検出の4例とともに、当地域への導入期の竃の資料として注目された。

B I地区の上層からは、南北方向に走る大規模な濠が検出された。この濠は、 ー町四方の領

主居館の外周に掘りめぐらされたもので、その東辺に相当すると推測され、内部からは掘立柱建

物跡などの遺構が検出されている。この濠の所属年代は、伴出遺物からみて、 11世紀後葉に開掘

され、 13世紀中葉頃に廃絶したと推定される。このほかA地区から続く条里型地割に関係する道

路と側溝、耕作溝群などの中世遺構も検出された。

B-2地区では、 B-1地区で確認された領主居館の南限を確定するため、試掘トレンチを追

加設定した。その結果、濠の南辺の一部を検出し、この領主居館の南北方向の規模が約l町であ

ることが明らかとなった。

平成13年度

最終年度となった平成13年度は、 B-1地区の下層とB-2地区の上・下層の面的な発掘調査

を実施した。

B-1地区の下層からは、 弥生時代後期から古墳時代後期にかけての竪穴式住居跡44基・溝 ・

井戸、奈良時代と思われる掘立柱建物跡l棟などの遺構とそれらに伴う遺物が検出された。この

うち、 竪穴式住居跡SH251は、 44基検出された竪穴式住居跡の中でも唯一の円形住居で、直径

約11.4mの規模を測る。弥生時代後期中葉の府内最大級の住居跡であることが判明した。

B-2地区上層からは、平安時代後期から鎌倉時代にかけて存続した領主居館の、外周部に掘

りめぐらされた、大規模な濠の南東隅部を検出したO この濠内からは、多くの土器・陶磁器類の

ほか、牛・馬各l頭分の骨や短刀3点、柿経などの遺物が出土した。 これらの遺物は、この居館

の年代や性格を究明する貴重な資料として各方面の注目を集めた。

B-2地区下層からは、弥生時代後期末葉頃の竪穴式住居跡3基、溝、土坑、井戸などの遺構

とそれらに伴う遺物が検出された。このうち、東西方向に走る溝SDl027は、微高地の南縁部に

掘られたもので、当該期の集落の南縁を区画する溝と考えられる。 溝内でも特に集落に近い側、

すなわち北側の斜面から、弥生時代後期の土器が多く出土した。
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第2節調査体制

今回実施した佐山遺跡発掘調査（試掘を含む）の調査体制は、下表のとおりである。

整理作業は、各調査年度のほか、平成14・15年度に報告書作成のための土器実測、図版作成、

製図、遺物写真撮影、原稿執筆、編集なとずの作業を行った。報告書作成作業は、高野陽子を主担

当とし、各年度の調査担当者がこれを助けた。

現地調査および報告書の作成にあたっては、多くの作業員 ・調査補助員 ・整理員の方々にご協

力いただ~i~t－＝。また、現地調査および報告書の作成にあたっては、京都府教育委員会・久御山町
教育委員会をはじめ下記の方々からご指導 ・ご協力をいただいたO 記して謝意に代えたい。

（奥村清一郎）

調査協力者（敬称略 ・五十音順）

赤j畢徳明 ・青木勘時・石野博信・ 一瀬和雄・宇野隆夫・梅木謙一 ・奥田尚 ・河合忍 ・岸本道

昭・小池香津江 ・合田幸美・近藤広 ・寒川旭 ・清水みき ・吹田直子 ・鋤柄俊夫・高橋美久二 ・立

花聡・谷口恭子 ・中津圭二 ・中川寧・中川要之助 ・橋本久和 ・漬野俊一・菱田淳子・広瀬和雄 ・

松井章・松田真一郎・光谷拓実 ・三村修次 ・百瀬正恒 ・森浩一 ・森岡秀人 ・森下大輔 ・門田誠

一・山田隆一 ・山田哲也 ・山川均 ・米田敏幸 ・米田美恵子

付表l 調査体制一覧

年度 地区 調査主体者 調（事査務責局任長者） （総事務務課局長）
調査担当責任者 調査担当

理事長） （調査第2課長）

課長補佐兼
奥村清一郎

第l次試掘 調査第3係長

平成9
樋口隆康 木村英男 福島利範

調査員 森下衛

(1997) 安藤信策
課長補佐兼

奥村清一郎
第2次試掘 調査第3係長

調査員 岩松保

調査第3係長 辻本和美

平成l1 
A l地区 向上 向上 向上 平良泰久

主任調査員 竹原一彦

(1999) 
調査員

森島康雄
高野陽子

調査第3係長 辻本和美
A-1地区

主任調査員 竹原一彦
平成12A-2地区
(2000) B-1地区 向上 向上 向上 向上

森島康雄
B-2地区 調査員 中村周平

高野陽子

調査第3係長 辻本和美

主任調査員 竹原一彦

平成13B l地区
向上 中谷雅治 向上 岡崎研一

(2001) B-2地区 向上 主査調査員
伊賀高弘

調査員
高野陽子
松尾史子
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第2章遺跡の環境

第1節地理的環境

1 .佐山遺跡の位置

佐山遺跡の所在する久世郡久御山町は、桂川・宇治川・木津川の3川合流地域の東部、京都盆

地南部の旧巨椋池（以下、 巨椋池）と木津川に挟まれた埋没自然堤防である微高地に位置している。

京都盆地南部地域は、盆地内で最も標高が低く巨椋池や木津川の氾濫原と思われていたため、 遺

跡、の存在は少ないと考えられていた。しかし、 巨椋池の南縁にあたる地区において、佐山遺跡の

置置丹波帯中・古生層

．．火山岩類

盟店大阪層群

瞳 花闘岩類

第3図 京都盆地周辺の地質

日 ほかに市田斉当坊遺跡や佐山
野

川 尼垣外遺跡で発掘調査が行わ

れ（次節参照）、本地区の縄文

時代晩期から中世までの遺跡

の様相が明らかになってきた

ことから、当該地域において

さらなる遺跡の存在の可能性

が示唆された。そこで、本節

では巨椋池周辺の地形・地質

を中心に京都盆地南部地域の

地理的環境を概観する。

2.京都盆地周辺の地殻変

動と地質

京都盆地は、断層運動によ

って形成されたもので、 琵琶

湖の南西、大阪平野の北東に

位置し、四方を中 ・古生層の

丹波層群と花両岩類からなる

山地に固まれている（第3図）。

また、滋賀県湖東地域およ び

南山城の正陵は、130～170万

（寒川旭・杉山雄一・衣笠善博(1983)50万分のl 活構造図no.11「京都」
年前に堆積した主に硬質のチ

地質調査所を一部改編） ヤー ト礁からなる厚さ 150～

-6-
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200mの中部喋層で構成されている。チャートは砂岩や頁岩とともに丹波山地や鈴鹿山地などの

近畿北部や東部の山地を構成しているが、現在の琵琶湖より南部に存在した古琵琶湖から流出し、

古奈良湖に流入していた古瀬田川によって運搬・堆積したもので、忘る。京都盆地は山地と盆地の

間に存在する断層の運動によって山地が隆起して盆地内が沈降しており、その窪みに地層が堆積

する造盆地運動と呼ばれる地殻変動が過去数百万年間継続している。奈良盆地の周辺と南山城を

流れる木津川沿岸および京都盆地周辺などの正陵を構成する大阪層群や古大阪層群は、造盆地運

動で、堆積した越詰で、ある O 反射法地震探査を用いた地質解釈によると、京都盆地内の堆積物の厚

さは宇治川以北では300～400m、以南では700mにも及んで、♂る（第4図）。第四紀に入ると、氷

期 間氷期サイクルが顕著になり氷期が繰り返し訪れ、間氷期には海水準が上昇して、この地域

では大阪層群と呼ばれる海成粘土が繰り返し堆積している。
（注8I 

約100～130万年前に堆積したMaOやMalと呼ばれる海成粘土層は、大阪平野北縁の茨木市や高

槻市では北摂山地（丹波山地）に接して分布することから、約130万年前に大阪平野の北部の沈降

が始まったと考えられている。また、琵琶湖東岸のボーリングでは、同時代の植物質粘土層が基

盤岩を覆うことから、その付近も同時に沈降が始まったと考えられる。南山城でも、京田辺市北

部や八幡市南部丘陵の約100～130万年前の砂層の古水流が北西に向かうことから、中部喋層を堆

積した沈降域が隆起し始めるとともに、より北側の巨椋池付近に沈降域が生じたと考えられる。

このように、約130万年前に琵琶湖の南東岸 京都盆地南部 大阪平野北部を結ぶ北東一南西方

向の沈降帯が生じたO

Ma 0・Ma1 海成粘土層は、大阪平野北東部まで分布するが京都盆地南縁の八幡正陵に分布しな

いことから、海は京都盆地まで進入しなかったと考えられる。約80万年前に堆積したMa3海成粘

土層は京都盆地南部の乙訓E陵、東南部の深草丘陵、そして山城盆地南部にまで分布する。平成

11 (1999）年に京都市が南区で地震防災を目的としたボーリング調査を行った結果、 Ma3海成粘土

層は基盤岩の直上で、検出さht－：。しかしMa3海成粘土層は八幡正陵のみに分布し、ほかの南山城
の丘陵には分布していない。また、京都市が中京区で行ったボーリング調査では、約60万年前の

（注10)

Ma 5海成粘土層が最下部で、見つかっており、京都盆地北部も沈降域であると考えられる。京都盆

地の地形は全体的に南に低いが、反射法地震探査による地質解釈では、地下の大阪層群は全体的
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第4図 京都盆地の南北方向地質模式断面図（注14をもとに作成）
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に北に傾斜している（第4図）。 また、南山城では京田辺市東部の木津川右岸に基盤岩（古生層）が

露出し、左岸の段丘面はこの付近から北および、南に緩傾斜して♂Z。これら最近の地形・地質か

京都府遺跡調査報告書

ら京都盆地北部が沈降して南山城が隆起する造盆地運動が今も続いていると考えられる。また、

そのような造盆地運動による沈降を上回る量の土砂を鴨川や桂川が運搬・堆積して京都盆地の南

傾斜を形成している。

これとは別に近畿では数十万年前より六甲変造盆地運動は、数百万年も前から続いているが、

動と呼ぶ断層の動きがあり、山地が隆起して盆地や平野が沈降している。京都盆地と西山は西山

断層群で分けられるが、その最も南の金ケ原断層が天王山と男山東麓を北西一南東に通り、隆起

した両山地の聞を淀川が大阪平野に流出している。また、 宇治川と桂川の合流点付近から東北東

方向に宇治川に沿ってのびる長さ 9kmの伏在断層が確認されている。断層の上盤と下盤のボーリ

ングで確認された火山灰層の高度差から、平均活動間隔は1万数千～2万数千年、最新の活動時

l回あたりの変異量は2m弱と推定されて♂1%。宇治川断層によって、期は約1000～3000年前、

少なくとも約70万年前以降、京都盆地北部と南部の分化が促進されており、沈降速度は南部のほ

うが相対的に速いことが報告されている。

3.巨椋池周辺の地形・地質

これは、巨椋池周辺を含む京都盆地南部地域は、 京都盆地内で最も沖積層が厚い地域である。

桂川・ 宇治川・木津川によって運ばれた土砂によって堆積物が形成されたためである（第6図

a）。木津川は、笠置山北部や信楽地域の花両岩地帯を通り京都盆地に流入している。花両岩は

等粒状深成岩のため、桂川流域の丹波帯の砂岩や泥岩のような粒度の細かいものに比べて風化し

やすく、風化に伴って鉱物ごとにバラバラになった 「マサ土Jと呼ばれる砂を大量に排出してい

る。宇治川は、いったん琵琶湖に集水されて流出しているため土砂の運搬量は木津川に比べ相対

的に少ない。

巨椋池周辺の表層堆積物は、共通して深度lOm付近を境界に上位の粘土・シルト・砂の細粒層

と下位の砂礁の粗粒層に分けられる（第5図）。 巨椋池の堆積物は、細粒の粘土 ・シルトを多く含

3川合流地域では砂が卓越する。干拓直前の池底面の標高は0.P. +lOm～＋llm、水深むが、

したがって、標高＋lOm以上の堆積物は干拓埋土などの人工的な盛土であはlm前後で、あった。

東

回

E
問
団。

。。

巨椋池干拓地

－－ 
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3川合流

。。［ 。。
堆積層の厚さ約10m

。
地質ボーリングの結果による巨椋池周辺の東西方向地質断面模式図（注目より引用）

-8-

。。。。。。
第5図



遺跡の環境
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2.粘土 3シルト 4砂

匡ヨ l皿皿 21 .試料採取地点 2.織豊時代の堤

3.旧2万分l地形図（明治45年発行）の水域 4.明瞭な旧流路

5.自然堤防 6氾濫原 7.丘陵 ・段丘面（扇状地を含む）

5.砂磯1盛土

巨椋池周辺の表層地形（a）と巨椋池堆積物の岩相と放射性炭素年代（b) （注目より引用）第6図

る。巨椋池付近の洪積層相当の地層は、西側で0.P. ± 0～＋ 4m、東側で＋ Smで、ある。その

レンズ状の砂層が

喋層の上に数mにわたって堆積し、その上に粘土・シルト層が堆積している。また、離層上面の

標高は東側ほど高く、粗粒分が卓越芋li。

上に砂・シルト・粘土が厚さ数m～lOmで、堆積する。木津川に近い地域では、

巨椋池周辺の表層堆積物の年代について、石田(1969）は旧横大路沼の堆積物から深度3.9m付

近で4190±130yrBPで、あわせて深度7.3m付近にアカホヤ火山灰に対比される火山灰層を報告

している。また、岡田(1997）は巨椋池堆積物の花粉分析を行い、あわせて放射性炭素年代を深度

6.5mの砂層付近で4250±120yrB P、深度lOm付近の砂層では5950±120yrBPと報告して♂2
この流木と地

yr 山最上層の有機質土壌の放射性炭素年代は、加速器質量分析計（AMS）で測定され2490±30

B Pと2390±30yrBPの年代を報告してしな。

（第6図b）。 また、佐山遺跡では、地山最上位で炭化した流木が検出されている。

4.巨椋池および周辺地形の変遷

巨椋池は京都盆地南部の木津川・桂川・宇治川の3川合流地点東部に位置し、周囲約16畑、面

積約8krrl、水深は最大で1.Smの遊水池であった。16世紀後半以前の巨椋池は、宇治川が直接東

部から流入し、西部では木津川や桂川が合流していた（第7図a）。16世紀後半に豊臣秀吉によっ

て宇治川の河道付け替えが行われたことにより、宇治川は巨椋池と切りはなされ、池を大きく迂

回して流れるようになった（第7図b）。明治元(1868）年に、木津川の河道が現在の位置へ付け替

3川合流付近を中心に大幅な河道の付け替え工事が行われ、

こうして水害は減少したが、池の循環機能の低下、

9-

巨椋池はほぼ独立した池になった（第7図c）。

さらに明治43(1910）年には、えられ、
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0 1 2 3,. 
'----'-----'---~＇＇ ' 

a : 13～16世紀頃

c : 1896～1911年の淀川改修工事以前

b : 1590年代

d：現在

第7図 巨椋池周辺地形の変遷図（aは注目、 b～dは注23より引用）

水質の急激な悪化を招きマラリアを発生させるほどの環境になった。そこで、昭和8(1933）～ 

16 (1941 ） 年に干拓事業が行われ、巨椋池は水田へと姿を変え現在へ至って♂~（第 7 図 d ） 。

5.巨椋池の成因

巨椋池の成因については、地理学分野を中心としていくつかの論考がある。水山(1956）は、京

都盆地へ流入する木津川や桂川が大量の土砂を運搬し扇状地を拡大する過程で副次的に生じた湖

水であるとした。吉田(1962）は、更新世前半までの断層湖であった山城盆地の北部にあたり、こ

の縮小後も水域として残ったものと Lt~ 。 内藤 (1969）は、縄文海進の間接的な影響を受けて下流
側から堆積が進み河川勾配がゆるやかになった結果、流路の閉塞によって湿地ないし湖沼が形成

されたと推定している。

中世以前の巨椋池は万葉集に記述が見らPt£。ここで詠まれている巨椋池がどの程度の水域で
あったかは不明で、あるが、この記録は人々が認識するほどの水域であったことを示唆している。

だが、巨椋池の成因やその後の変還は明らかになっていないことが多い。その理由として、京都

盆地は内陸に位置するため大阪平野のように年代が比定できる海成層の堆積が少なく、周辺の山

地からの砂・礁などの粗粒堆積物が多いため、表層部の堆積物は大阪平野に比べて粗粒物から構

nu 
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遺跡の環境

成され連続性も悪いことがあげられる。また、砂や礁の堆積物中には年代の指標となる火山灰や

微化石が含まれることが少ないため、層序学的な解明はあまり進んでいなかった。しかし、近年

の京都市の調査や京滋バイパスなどの道路建設の際のボーリング調査などによって、巨椋池干拓

地やその周辺の堆積物の様相が徐々に明らかになってきた。

造盆地運動で生じた内陸の凹地に湖（池）または平野（盆地）が生じるのは、造盆地運動の速さと

堆積土砂量の関係で決定する。現在も造盆地運動で京都盆地は陥没し、その出口の天王山と男山

の間の狭陸部の岩盤は金ケ原断層を境に隆起しているが、淀川の流れが隆起する岩盤を侵食し続

け、また多量の土砂が京都盆地に堆積したため、海水準が上昇して河川勾配が低下し土砂流出が

減少した縄文時代にも湖が生じなかった。このように巨椋池の成因を造盆地運動に求めることは

できない。また、旧横大路沼の堆積物では海成の貝化石が含まれず、大阪平野に粘土層が堆積し

ていた時期に巨椋池周辺では砂層が堆積していることから、海進の直接的な影響は受けていない。

地質ボーリングの結果と放射性炭素年代から、縄文海進の頃は平野であったことを示す砂層が

堆積し、海退が始まるとともに粘土の堆積が始まって以後継続して粘土層が堆積している。この

結果は、巨椋池は更新世から完新世にかけて継続的に水域を保っていたわけではなく、その成立

は数千年を遡らず、また、巨椋池成立後の水域の変遣は不明であるが、粘土層の堆積状況から継

続的に集水域を保っていたことが示唆される。一方、巨椋池の西部では、木津川起源の厚い砂層

が堆積している。木津川は、南山城地域の天井川の分布が示すように花両岩質のマサ土と呼ばれ

る砂を大量に運搬している。放射性炭素年代が示す、巨椋池の堆積物が砂層から粘土層へと変化

する時期は、大阪平野が河内湾から海退や土砂の堆積によって河内潟へと地勢が変化しており、

逆の変化を示している。巨椋池の成因については不明な点が多いものの、木津川の土砂運搬が巨

椋池西部に厚い砂層を堆積させ京都盆地の出口を塞いだ結果、巨椋池の成立に寄与した可能性が

話人 これまで巨椋池やその周辺の環境変選は、表層地質の層序や年代について明らかになって

いないことが多かったため、成因や滞水域の変化などについての研究は進んでいなかった。しか

し、近年の地質ボーリング調査や、佐山遺跡の調査を端緒にして、今後、巨椋池成立の舞台とな

った本地域の地形・環境変還が明らかになることが期待される。

（福岡正春）

第2節歴史的環境

本報告の佐山遺跡が所在する久御山町佐山の地域一帯では、かつて町域のほとんどが低湿地で

あり、頻繁な木津川・宇治川・巨椋池の氾濫などの地勢的要因から、顕著な遺跡が存在するとは

考えられていなかった。しかし国道 l号京都南道路および第二京阪道路建設に伴う一連の発掘調

査によって、調査地北方に市田斉当坊選跡（第8図3、以下同図遺跡番号）、南方に佐山尼垣外

選動（2）、そして今回報告する佐山遺跡(1）と、縄文時代晩期～中世末期にわたる複合遺跡の存在

が明らかとなった。

以下では、佐山遺跡を中心とした木津川下流域における歴史的環境について概観する。
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第8図 調査地周辺遺跡分布図（国土地理院1/50,000京都西南部 ・京都東南部）

1.佐山遺跡 2.佐山尼垣外遺跡 3.市田斉当坊遺跡 4.佐古環濠集落 5.佐山環濠集落
6.林寺跡 7.小倉遺跡（旧巨椋神社東方遺跡） 8.神楽田遺跡 9.若林遺跡
10.一里山遺跡 11.広野廃寺 12. ＿§＿椋遺跡 13.室木遺跡 14.西山古墳群 15.上大谷古墳群

16.久津川車塚古墳 17.平川廃寺 18.芝ヶ原遺跡 19.芝ヶ原古墳 20.久世廃寺

21.正道遺跡 22.尼塚古墳群 23.塚本東遺跡 24.宮ノ平古墳群 25.芝山遺跡

26.森山遺跡、 27.大住車塚 ・南塚古墳 28.荒坂 ・女谷横穴群 29.美濃山廃寺 ・下層遺跡

30.狐谷横穴群 31.美濃山王塚古墳 32.宮ノ背遺跡 33.幸水遺跡 34.西ノ口遺跡

35.新田遺跡、 36.内里八丁遺跡 37.上津屋遺跡 38.木津川河床遺跡 39.雲宮遺跡

40.水垂遺跡

円
ノ
U
】



遺跡の環境

旧石器・縄文時代 木津川下流域において旧石器時代に遡る遺跡はまだ発見されていないが、

これまでに宇治丘陵上では城陽市芝ヶ原遺跡(18）、美濃山正陵上では八幡市金右衛門垣内遺跡・

荒坂遺跡・宮ノ背遺跡（32）から後期旧石器時代のナイフ形石器が出土・採集されている。

縄文時代の遺跡については、これまでに城陽市横道遺跡・森山選動（26）など丘陵上に位置する

集落遺跡が確認されているなか、佐山尼垣外遺跡の調査によって、溝跡から晩期の土器が多量に

出土しており、当該期の集落遺跡がより低い沖積低地にも形成されていたことが明らかとなった。

弥生時代 前期の遺跡としては山城地方で最古の稲作の場を示す長岡京市雲宮蓮動（39）が代表

としてあげられるが、木津川下流域では遺構を伴った遺跡はこれまで検出されていない。

中期の代表的な遺跡として市田斉当坊遺跡がある。この遺跡は多重環濠をめぐらし、環濠内外

に約90基以上の竪穴式住居跡や井戸・方形周溝墓が検出された。また、碧玉剥片や紅簾石片岩な

ど玉作り関連遺物の出土から、手工業生産の痕跡も確認することができる。その規模・特徴は、

桂川右岸域最大の集落と墓域を形成し、当該期の集落構造を最も良く把握できる長岡京市神足

選動と共通することからも、市田斉当坊遺跡はこの地域における一大拠点集落と考えられ、その

周辺には佐山尼垣外遺跡、宇治市若林選動、（9）・小倉遺跡、（｜日巨椋神社東方選跡）(7）がある。

後期に入ると、多数の竪穴式住居跡の検出状況から、新たに佐山遺跡が拠点的集落として形成

される。同じ沖積低地には、方形周溝墓が検出された佐山尼垣外遺跡や、土坑の検出、土器の散

布が認められる宇治市神楽団遺跡（8）があり、また、宇治丘陵上においては竪穴式住居跡が検出

されている城陽市森山遺跡などが点在する。一方、木津川左岸で：は中期末以降、美濃山正陵上に

立地する集落を中心に、八幡市金右衛門垣内遺跡・幸水差動（33）、後期後葉には美濃山廃寺下層

遺跡（29）・宮ノ背革動 ・西ノ口i齢、（34）なとマで、居住域 ・墓域が形成され、後期末には木津川河床

遺跡（38）・内里八丁選動（36）などが位置する沖積低地に広がりをみせる。

古墳時代 木津川下流域では弥生時代から継続して、佐山遺跡、木津川河床遺跡、内里八丁遺

跡などで大規模な拠点的集落が営まれるが、京都市水垂選動（40）のように古墳時代を通して営ま

れたものはなく、古墳時代中期の断絶期を経て、中期後葉に再形成される傾向がみられ、これら

の集落の継続期間は基本的に奈良時代にまで及んだ。周辺においては、弥生時代末～古墳時代初

頭の集落として、沖積低地において庄内期の竪穴式住居跡・溝が検出された城陽市塚本東選動

(23）がある。前期の集落としては宇治E陵上において竪穴式住居跡が検出された芝山遺跡（25）、

竪穴式住居跡および豪族居館と推定される、方形周溝状遺構を検出した森山遺跡などがあげられ

る。佐山遺跡では、前期中葉～後葉と推定される造り付け竃を有する竪穴式住居跡を検出してい

るが、宇治川沿岸に所在する宇治市塔ノ川選訟においても同様の住居跡が検出されており、南山

城地域における竃の導入過程を知る上で注目される。当該地における古墳の分布については、先

行するものとして弥生時代末～古墳時代初頭には、若林遺跡、で検出された庄内期の方形周溝墓、

そして宇治丘陵上に城陽市芝ヶ原古墳(19）・上大谷6・7号墳の墳丘墓がある。

前期古墳としては、木津川右岸の大谷川扇状地上に西山古墳群(14）・上大谷古墳群(15）・尼塚

古墳群（22）などの群集性をもっ小・中形古墳が点在し、これら古墳群が中核をなして、久津川古
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墳群の古い一群を形成する。大形前方後円（方）墳としては木津川左岸の男山正陵域に、八幡市石

不動古墳 ・西車塚古墳 ・東車塚古墳が前期後半に続けて築造されている。一方、対岸の宇治丘陵

上には宇治市庵寺山古墳、城陽市梅ノ子塚l手議などが存在するが、分布・墳正規模・副葬品の

内容から木津川下流域における前期の首長墓が木津川左岸に偏る様相が窺い知れる。

中期の集落としては、宇治市ー里山蓮酷(10）、城陽市室木蓮跡(13）で、竪穴式住居跡・土坑が検

出されている。中期古墳については、大谷川扇状地上に城陽市丸塚古墳・梶塚古墳、そして山城

地方最大の前方後円墳である久津川車塚古墳(16）が築造される。車塚苦造で、は、外堤上に埴輪棺

と二重の埴輪列、周濠側斜面からは葺石が検出されている。この古墳の形態は、同時期に築造さ

れた河内地域の大王墓に共通しており、被葬者とヤマト政権との密接な関係が推測される。続い

て芭蕉塚古墳が築造された。他地域では、宇治川右岸に宇治市二子山 1・2号墳や、木津川左岸

には八幡市美濃山王塚古墳（31）など存在するが、むしろ久津川古墳群の勢力が卓越するに至り、

久津川車塚古墳の被葬者を中心とした地域支配体制が進められたものと想定できる。また、市田

斉当坊遺跡では中期末の小形方墳が確認されており、沖積低地における古墳の分布について、今

後、調査の進展が期待される。

後期に入ると、当該地では集落の拡大が顕著に認められ、宇治市旦椋遺跡(12）、城陽市芝ヶ原

選勘(18）・正道遺跡（21）・宮ノ平遺跡（24）・森山遺跡（26）、八幡市新田遺跡（35）など、多数確認

されている。後期古墳については、久津川古墳群内では木棺直葬を主体部とする小形前方後円墳

や中規模の方墳 J円墳が築かれる程度で、かわって宇治川右岸に二重の周濠をもっ宇治市二子塚

古造が築造され、さらに隣接する木幡丘陵上には、木棺直葬系の大規模な後期群集墳である木幡

古墳群が形成された。また、横穴式石室の導入は、宇治丘陵南部の城陽市胃山古墳群・黒土古

選準なとごで、みられ、こうした地域で新たな勢力が台頭する。一方、木津川左岸では、美濃山丘陵

尾根斜面に八幡市狐谷横穴群（30）・荒坂横穴群 ・女谷横茶器（28）が後期～終末期にかけて築造さ

れた。

古代 律令期に入ると久御山町域は山代田久世（勢）郡に編入され、次いで官道の整備と周辺開

発が進められた。平城京を発する官道は、木津川右岸に近江・北陸や東国方面へ向かう北陸道・

東山道、木津川左岸には丹波 ・山陰へ向かう山陰道がある。北陸・東山併用道に隣接する城陽市

正道選勘（21）・芝ヶ原遺跡(18）・芝山選動（25）からは、大形掘立柱建物跡群 ・竪穴式住居跡群 ・

大形井戸が検出されており、瓦類・硯・斎串などが出土することから、官街施設に関連する集落

遺跡と推定されている。木津川左岸でも同様に、八幡市内里八丁遺跡（36）・上奈良選助、で、山陰道

に関連した道路状遺構・掘立柱建物跡・竪穴式住居跡などが検出されている。

木津川下流域で確認されている古代寺院は、宇治市広野廃寺(11）、城陽市平川廃寺(17）・久世

廃寺（20）、八幡市志水廃寺・美濃山廃寺（29）など、いずれも北陸・東山道、山陽・山陰道沿いに

集中して分布している。近年、久御山町林寺跡（6）において古瓦・土器の出土をみたことから、

久御山町域内での古代寺院の存在が推定されている。

『和名類緊抄』 高山寺本によると久世郡には、「竹湖・那羅・水主 ・那紀・久世・殖栗・栗

-14-



遺跡の環境

前・富野 ・拝志jの9郷を記し、同じく大東急記念文庫本では、これに「奈美・宇治 ・羽栗jを

加えた12郷が記載ま弘、そのうち「那紀・殖栗・拝志・羽栗」を久御山町西域に比定する見解が

ある。

『延喜式J巻九の「神名式J（延喜式神名帳）に記載された久世郡の式内杜は9社24座あり、そ

のうち隻栗神社・室城神社・荒見神社が久御山町域に想定されている。また、『延喜式』巻四八
みすのまき

の左右馬寮に記載される皇室領の牧場「美豆厩」が現在の藤和田周辺に、『類従雑要抄』巻ーに
きやまのみくりや

みえる供膳 ・供祭用の魚介・果物類を調進するために設けられた御厨「狭山江厨jが佐山周辺に

所在したと推定されている。

長岡京 ・平安京期になると、多くの資材・物資が官道だけでなく、木津川 ・宇治川・淀川の水

運を使って運ばれてきた。また、巨椋池を介した東西方向の水上交通路も発展し、「岡屋津j

「淀津」 －「伏見津」などが機能する。調査地から北西方の木津川旧流路沿いには、『殿暦』『玉

葉』などの摂関家歴代の日記から、「丹波津」の存在を知ることができる。

中世 南山城地域での荘園支配体制は、朝廷 ・公家 ・武家・寺社諸勢力がそれぞれに荘園を所

有する複雑な支配体制であった。佐山においては『石清水文書J所収の「保元三(1158）年十二月

三日官宣旨jに石清水八幡宮付属の極楽寺領のひとつとして「山城国居屋狭山」（『平安遺文J

2959）がみr5gのを初め、『石清水文書』には石清水八幡宮領「狭山郷jの記載が散見し、狭山郷
は平安時代末期以降、石清水八幡宮の支配を受けていたものと考えらh5i。また、木津川右岸一
帯に形成された「狭山荘jは、実相院領 ・興福寺領・法隆寺領として複雑な支配関係を雄九。

この時期の佐山遺跡・市田斉当坊遺跡・佐山尼垣外遺跡では、条里型地割に伴う坪境道と側溝

群が検出されており、久世郡条里を考察する上で貴重な資料と1!5i。さらに、佐山遺跡では鎌倉
時代を中心とした時期の条里型地割に沿った方形居館が検出されているが、八幡市上津屋選動、

(37）においても、鎌倉時代後期～室町時代にかけての大溝が確認されている。また、久御山町の

佐古（4）・佐山（5）・林などでは、中世後半に起源をもっ環濠集落がみられ、現在も一部環濠の痕

跡を残す。これらは応仁・文明期を中心とした戦乱時には軍事的な城砦として機能を果たすが、

さらに市田には「市田玉城神社縁起」の記載から、中世城館の存在が推定さ h5~ 。
中世における巨椋池の様子は、公卿の社寺参詣にあたり巨椋池の水上交通路が利用された記事

が見られる『玉葉Jや、具体的な行程を記した 『善隣国宝記』、『大乗院寺社雑事記jなどに散見

し、巨椋池が交通・流通の重要な役割を担ったことが窺い知れる。

近世以降 文禄三(1594）年、豊臣秀吉は伏見城を中心とする交通路を整備するため、前田利家

らに命じて巨椋池を分断する堤防を築いており、その堤跡として字治市横島堤 ・小倉堤が~i5~ 。
秀吉以後の治水工事としては、明治元(1868）年に木津川河道変更工事、明治30(1897）年に淀川

改修工事が実施され、これにより巨椋池に流れ込む河川は無くなり、遊水池としての機能が停止

した。その後、水質悪化・農地転換などの背景から、昭和8(1933）年に干拓工事が開始され、昭

和16(1941）年に終了し、古来、交通・流通の中心であった巨椋池は水田地帯へと様相を変える。

（内田真一郎）
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第3章遺構の調査

第1節基本層序

佐山遺跡は、旧巨椋池と木津川の間の微高地上に位置しており、基盤となる層位は、河川の氾

濫による厚い砂蝶層の堆積によって主に形成されたと考えられる（第2章第1節参照）。 調査地は、

現在は近代以降の大規模な開発で、全体にほぼ平

担な造成地となっているが、約1.5m下の造成前

の旧地形は、調査区南端で、南にむけて傾斜して

いる。地山面は、多少の起伏があ り、A-2地区

がやや高いものの、北から南に向けて標高約10.0

m前後で、推移する。 B-2地区南部では、小規模

Xoロ4500 な谷状の地形にあたるため、微高地上から約2m

以上低い位置で検出される。佐山遺跡の遺構群の

ほとんどは、この谷状地形の北側の微高地に分布

~ コ、3I 
X=-124460 

~ 1' Tパ
① 

X＝ー124540
しており、調査区から南に約lOOm離れた佐山尼

垣外遺跡とは、谷部によって隔たれるとみられる。

基本層位は、上位から、 I層 〔（3）暗黄灰色シ

ルト質細砂・ （4）暗黄灰色微砂〕、 E層〔（5）灰褐

色細砂・ （6）黄褐色微砂〕、皿層〔（7）黄灰褐色細

砂〕、 W層 〔（8）暗茶褐色粘質土〕からなる。I層

は約0.3m、E層は約0.6mの厚さをもっ安定した

堆積層である。困層は約0.4mの厚さを測る。N

層は部分的な検出にとどまるが、約o.1 mの厚さ
をもっ堆積層として確認された。わずかながら出

土した遺物から、I層と E層は、おおよそ近世遺

物包含層であり、田層は中世遺物包含層、W層は

古墳時代遺物包含層であることが判明した（第10

図） o N層については、 A-2地区の島畠上に限

って、不規則ながら薄く認められた。中世以降の

条里制関連遺構の掘削や開発による削平は、標高

約10.2m前後の地山面まで及び、それ以前の遺物

包含層をほとんど残さず、弥生～奈良時代の遺構

X＝ー124580

X＝ー124620

X＝ー124660

X＝ー124700

X＝ー124740

o 4Dm 

第9図 基本土層柱状図の位置
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第10図 A-2地区西壁第4地点南土層断面図
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第11図 基本土層柱状図
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l盛 土

2灰色細砂
3灰色シルト質微砂
4灰色微砂
5黄灰色細砂（灰色シルトをプロ 7ク状に含む）
6暗灰色シルト＋黄灰色中砂（ラミナ状堆積）
7暗灰色シルト （s 01149) 
8淡灰色微砂（SD1148) 

9.灰色細砂
JO. i.炎黄灰色中砂
11.灰色シルト質中砂

12.暗灰色シル ト質微砂

13，暗褐色粘質土

14.緑灰色シルト

15.黒褐色粘質土
16.緑灰色シルト＋黒褐色粘質土

17.灰褐色砂混じり粘質土

18.灰褐色シルト質中砂

19. l炎青灰色シルト

20.淡青灰色砂磯混じり（植物遺体多く含む）

21.淡緑灰色中砂

22.緑黄灰色中砂

23.淡青灰色中砂
24.黒灰色粘質土（放射性炭素年代測定）

25.砂磯層

第12図 B-2地区西壁第14地点土層断面図

群は、中世遺構検出面とほぼ同一面で検出された。

一方、調査区南端のB-2地区南では、 濠SD5は標高約7.2mまで深く掘削されるが、ここ

では地山として認識した灰色砂層上面で広葉樹の古木が出土し、加速器による放射性炭素年代分

析（AMS法）を行ったところ、縄文時代晩期に帰属する年代を得た（付編6参照）。 B-2地区南

西端でも、灰色砂層の直上で、植物遺体を多く含む黒灰褐色粘質土がみられ、やはり放射性炭素

年代分析によって、同様の年代を得ており、極めて古い時期に形成された堆積層が谷部の地点に

のみ遺存していることが判明した。

第2節弥生～古墳時代の遺構

1. A地区の調査

A-1地区では、条里制に関連する坪境道および里道側溝群によって、それ以前の遺構群は大

きく削平を受けていたが、調査区西側の島畠に利用された区域では、削平が深くまで及ばず、弥

生～古墳時代の集落関連の遺構を高い密度で検出したO 検出した遺構は、弥生時代後期～古墳時

代中期の竪穴式住居跡24基、古墳時代前期の土坑2基と小規模な溝群で、ある。また、 A-1地区

の調査終了後、埋め戻しを行うと同時に、 A l地区の南を拡張して、新たにA-2地区を設定

した。A l地区同様、 東部では、弥生～古墳時代の遺構群は、中世の里道側溝群および中世耕

作面によって削平されていたが、西部下層では、多数の遺構を検出した。検出した遺構は、 弥生

時代後期～古墳時代中期後葉の竪穴式住居跡35基、弥生時代後期末～古墳時代前期前葉の溝6条、

時期不明の掘立柱建物跡l棟、土坑l基などである。

A-1地区とA-2地区は、連続する調査区として設定しているため、以下では、A地区全体

の遺構概要をまとめて述べることにしたい。
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遺構の調査

(1)竪穴式住居跡

竪穴式住居跡SH47（図版第6) A-1地区北部中央で検出した住居跡である。平面形は、長

方形を呈し、規模は、 4.1×3.3m、深さ0.2mを測る。柱穴は多数検出しているが、主柱は3本

ずつ平行に配された6本柱である可能性が高い。中央の2柱穴の外側には、それぞれ周壁に接し

て、側柱とみられる柱穴を検出した。床面全面から、焼士や多量の炭化材が出土しており、焼失

住居と考えられる。炭化材は、住居床面の中心から放射状にみられ、多くは屋根材と推定される。

床面では、幅O.lm、深さ約 5cmの周壁溝の一部を検出した。出土遺物は乏しいが、山陰系高杯

が出土しており、佐山田A-2式期の住居跡と推定される。

竪穴式住居跡SH48（図版第6) A-1地区北部西側で検出した住居跡である。北東の一部は、

S Hl06・107と重複し、削平される。平面形はほぼ正方形を呈し、一辺約4.4～4.5m、深さ約

O. lmを測る。主柱穴は、床面やや中央寄りに配される 4基で構成される。柱聞の距離は約1.Sm 

を測る。壁際に沿って、幅0.25m、深さ0.1 mの周壁溝を検出した。出土土器から、時期は佐山

田B-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH92（図版第7) A-1地区北部西側で検出した住居跡である。SH93・94と

重複し、これらの床面を削平して構築される。平面形は、長方形を呈し、規模は5.4×4.5m、検

出面から床面までの深さは、約0.4mを測る。柱穴は、北西壁側で2基検出しており、 4本の主

柱が配されていたと推定される。埋土上層では、中央付近を中心に、約3.0×l.4mの楕円形状に

落ち込む炭化物層の広がりを検出した。層中には、土器細片が多く含まれており、住居廃絶後に

堆積したものと推定される。住居床面は、貼り床がなされ、貼り床下層では、周壁に沿って、馬

蹄形状の落ち込みが認められた。床面中央部で炉跡とみられる焼士を検出した。埋土から出土し

た土器は、庄内式要と布留式蓋が共伴しており、時期は佐山EA-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH93（図版第4) A l地区北部西側で検出した住居跡である。SH92・94、

S K98と一部重複して検出した住居跡である。規模は、 5×6m、深さ0.2mを測る。床面から

近江系斐が出土しており、佐山 I-2～3式期の住居跡と推定される。

竪穴式住居跡SH94（図版第6) A l地区北部西端で検出した方形の住居跡である。住居床

面の東側半分を検出したもので、規模は、一辺約6.2m、深さ0.3mを測る。主柱穴は、東壁に平

行に 2基確認しており、 4基で構築されたものとみられる。柱間の距離は、約2.9mを測る。出

土遺物は、床面直上で、ほぼ完形に近い無頚査や、器台が出土しており、佐山 I-1式期の住居

跡と推定される。A l地区において、最も古い時期の住居跡である。

竪穴式住居跡SH 95（図版第8) A-1地区北部中央で検出した住居跡である。SH99によっ

て、床面の一部を削平される。平面形はほぼ正方形に近いプランを有し、規模は 7×6.8m、検

出面から床面までの深さは、約0.25mを測る。柱穴は、 7か所で検出しているが、対角線上の4

基が主柱穴となるものとみられる。柱聞の距離は、約3.7mを測る。また、中央では、炉跡とみ

られる径約l.lmの焼土の広がりを検出した。出土土器から、佐山II-3式期古の住居跡とみら

れる。
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付表2 A地区竪穴式住居跡規模一覧

規模

地区 遺構番号 形態
長軸（m) 短軸（m) 床（面rri積） 

出土遺物 時期 備考

1 A 1 S H47 方形 4.1 3.3 13. 5 土器 佐山田A 2式 焼失住居
2 ，， S H48 ’， 4.5 4.4 19. 8 ’， 佐山田B l式

3 ，， S H92 ’， 5.4 4. 5 24. 3 ’， 佐山田A l式

4 ’， S H93 ’， 6.0 5.0 30. 0 ’， 佐山 I 2～3式
5 ’， S H94 ，， 6.2 残3.5 ’， 佐山 I-1式

6 ’， S H95 ，， 7.0 6. 8 47. 6 ’， 佐山11-3式古

7 イシ S H96 ’， 4.2 4.2 17. 6 ’， 佐山E 3式新
8 ，》 S H97 ’， 4.0 残3.2 イシ 佐山EAー l式

9 ，》 S H99 ’， 5. 5 3. 9 21. 5 ’， 佐山II-1～2式
10 ’， S HlOO 名， 6.1 5.6 34.2 ，， 佐山E 3式

11 ’， S HlOl ’， 5.0 4. 9 24.5 土器 ・鉄器 佐山EB-1式 竃／鉄製鋤先出土

12 ’， S Hl02 ’， 5. 3 4.8 25.4 土器 佐山II-4式

13 ，， S Hl04 ，， 7.4 7.0 51. 8 土器・鉄器 佐山II-4式 鉄製手鎌出土

14 ，， S Hl05 ，， 5. 5 残5.0 ’， 佐山II-3式古 鉄鍛鉄万片出土

15 ，》 S Hl06 ’， 4.6 残3.4 土器 佐山田Aー l式

16 イシ S Hl07 ’， 4. 2 3.5 14. 7 土器細片 佐山凹B-1式

17 ，， S HlOS ，， 4.8 3. 7 17. 8 土器 佐山田Bー l式 竃

18 ，， S Hl09 ，， 残2.8 残2.3 ，， 佐山IV-2式 竃

19 ，， S HllO ，， 残1.7 残4.0 ’， 佐山田B-1式

20 ’， SH 113 ，， 5.6 4. 3 24.1 ’， 佐山Eー l式

21 ，， S H116 ，， 残5.0 残2.2 ク 佐山 I-3～4式
22 ，， S HllS ’， 6. 2 5.3 32. 9 ク 佐山田Aー l式

23 イ少 S Hl20 ’， 5. 5 4.6 25. 3 ’， 佐山田Bー l式 篭

24 ’， S Hl23 ’， 残0.6 残3.5 

25 A 2 S H383 ’， 5.1 残3.8 土器 佐山II-4式

26 ’， S H384 ’， 5. 6 5. 5 30. 8 ’， 佐山H 4式

27 ’， S H392 イシ 5.3 4. 9 26. 0 ’， 陶邑TK23型式 竃

28 ’， S H394 ’， 4.9 残4.5 土器・鉄器 佐山EA I式 鉄鉱出土

29 ’， S H397 ’， 4. 4 残2.3 土器 佐山田B l式 竃

30 ’， S H398 ’， 6. 0 5. 7 34.2 ’， 佐山11-4式

31 ’， S H399 ，， 残3.1 残1.1 土務細片

32 ’， S H401 ，， 4. 2 3. 7 15. 5 土器 佐山 I-4式

33 ’， S H402 ,, 3.6 3.2 11. 5 ’， 佐山II-3式古 ベッド状遺僧

34 ’， S H403 ,, 6. 7 6.1 40. 9 切り合いから後期末

35 ’， S H421 ,, 5.0 4. 7 23. 5 土器 佐山田B I式

36 ’， S H426 イシ 4. 5 3.5 15. 8 ，， 佐山E 4式

37 ’， S H427 ,, 6.8 6.4 43. 5 ，， 佐山口－ 4式

38 ’， S H438 名シ 4. 7 4.5 21. 2 土器細片

39 ’， S H442 内シ 3. 4 3.3 11. 2 土器 佐山田B-1式 住居隅に焼土塊

40 ’， S H446 局以 残4.1 残3.4 土器細片

41 ’， S H447 。 4. 2 3.6 15. l 土器 佐山E 3式

42 ’， S H448 イシ 3.8 3.3 12. 5 

43 ’， S H449 イシ 4. 7 4.1 19. 3 土器 佐山田B l式 竃

44 ’， S H454 。 2. 6 2. 6 6. 8 ，， 官官El＊～ 
45 ，， S H457 名〉 4.0 2. 9 11. 6 土器細片

46 ，， S H458 名， 3. 4 3.0 10. 2 ，， 

47 ，， S H46J 。 残4.5 3.3 土器 佐山田Bー l式 焼失住居

48 ，， S H470 今 4.7 残2.8 。 佐山田Aー l式 壁際に石材あり

49 ’v S H471 イシ 4.4 3. 5 15. 4 ぞシ 佐山田A l式

50 ’〉 S H497 ク 5.8 5.1 29.6 土器鉄器 佐山田B l式 竃／鉄製万子出土

51 ’， S H50J ク 4.0 残2.2 土器 佐山E l式 試掘SHl7に該当

52 ’， S H501 ク 5.2 4. 2 21. 8 イシ 佐山II-1式

53 ,, S H502 ，， 。 佐山 I-3～4式
54 今 S H504 4シ 5. 4 5.0 27. 0 。 佐山田B-1式 竃

55 ，， S H505 今 6.1 5.0 30. 5 イシ 佐山田A 2式

56 ，シ S H524 ク 3. 4 3.0 10. 2 φ 佐山E 3式
57 。 S H525 ’， 

58 ,, S H526 五角形 土器 佐山I 2式

59 ’シ S H530 方形 6. 4 残3.5 土器細片
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遺構の調査

竪穴式住居跡SH 96 （図版第 9) A-1地区中央西側で検出した住居跡である。一部SHll3 

と重複し、その床面を削平する。平面形は、ほぼ正方形を呈し、規模は、 一辺4.2m、深さ0.4m

を測る。主柱穴は4基で構成され、柱聞の距離は、約1.6mを測る。庄内式要や近江系斐の一部

が出土しており、佐山E 3式期の住居跡と推定される。

竪穴式住居跡SH97（図版第10) A -1地区北部西端で検出した方形の住居跡である。床面の

西側は調査範囲外である。規模は一辺4m、深さ0.1 mを測る。柱穴は、南東壁に平行に 2基を

検出しており、 4本の主柱で構築されたと推定される。床面中央部で、炉跡とみられる一部被

熱・硬化した焼土塊を検出したO 出土土器から、佐山田A-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH99（図版第7) A-1地区北部中央で検出した住居跡である。 SH95と重複

し、その床面を削平している。平面形は、長方形を呈し、規模は約3.9×5.5m、深さ約0.2mを

測る。主柱穴は 7か所で検出した。床面中央付近で、約0.4mの焼土の広がりがあり、炉跡と推

定される。南東周壁に接して、 0.7×0.6m、深さ0.15mの方形の土坑（K 1）を検出したO 重複関

係から、時期は佐山II-3式期以降の住居跡とみられる。

竪穴式住居跡SH 100（図版第9) A l地区中央で検出したもので、 SHlOlと重複する住居

跡である。規模は、約6.1×5.6m、深さ約0.25mを測る。中央部で、径約1.5mの範囲に楕円形

状に広がる薄い炭層を検出した。また、南東の住居壁に沿って、周壁溝の一部を検出した。床面

から出土した土器片から、佐山II-3式期の住居跡と推定される。

竪穴式住居跡SH 101 （図版第10) A-1地区中央で検出した竃付きの住居跡である。平面形

は方形で、規模は、約5×4.9m、深さ約0.3mを測る。埋土上層で、炭化物混じりの焼土層を部

分的に検出した。焼土層およびその周辺では、土器が一括して出土したO 土器の器種は、完形の

高杯が多く、住居の廃絶にかかわる祭記的な行為が行われた可能性がある。また、柱穴は、対角

線状に各2か所、計8か所以上の柱穴を確認しており、住居の建て替えが行われたものと推定さ

れる。住居南東コーナーでは、造り付けの竃を検出した。竃の規模は、長さ1.6m、幅 lmを測

る。残存状況は良好で、馬蹄形状に壁体が遺存していたが、煙道部はすでに削平されていた。竃

の中央部の断ち割りによって、崩落した壁体内壁が確認され、焚口では幅約0.7m、長さ約0.5m

にわたって、 2～ 3cmの薄い炭化物層が認められた。また、燃焼部の上層では、土師器聾の口縁

部が出土し、崩落した壁体の直下から、支脚として利用されたとみられる高杯が、倒立して出土

した。出土遺物は土器のほか、床面から鉄製鋤先が出土している。住居の構築時期は、出土した

土器から、佐山田B-1式期とみられる。なおSHlOlの床面調査の際、住居床面を一部掘り下

げ、佐山II-3式期の土器が一括して出土したが、これらはいずれも下層のSHll6に伴う土器

とみられる。

竪穴式住居跡SH 102（図版第11) A -1地区南部で検出した住居跡である。規模は約5.3×

4.8m、深さ約0.25mを測る。床面中央部で、径約1.2m、深さO.lmの中央土坑を検出した。土

坑の底面には、被熱痕跡があり、薄い炭化物層が確認されたことから、炉跡と推定される。また、

この土坑の両側で、柱穴を検出した。西側と北側および、南側の住居壁体に沿って、幅約5～ 6cm、

っ“
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深さ約5cmの細い溝状の遺構を検出した。壁体の崩落を防ぐための周壁材を設置するための溝と

推定される。出土土器から、佐山II-4式期と推定される。

竪穴式住居跡SH 104 （図版第12) A -1地区南部西側で検出した住居跡である。SHll8・

120と重複する。規模は、7.4×7m、深さ0.25mを測る。断面の断ち割り調査によって、明確な

切り合い関係を認め、別の住居跡であることを確認した。SHl20とは、出土土器を比較すると、

3型式以上の聞きがみられるが、 主軸をほぼーにしている点は注目されよう。3基の住居が、

徐々に床面を縮小して構築されていることが判明した。出土土器から、時期は佐山II-4式期の

住居跡と推定される。

竪穴式住居跡SH 105（図版第13) A-1地区南部西側で検出した住居跡である。床面の約1/3

は、調査範囲外である。平面形は方形を呈し、規模は一辺約5.5m、深さ0.3mを測る。柱穴は5

か所で検出している。床面中央部には、土坑状の浅い落ち込みがあり、基盤面の赤変・硬化およ

び焼土の広がりがみられた。炉跡と推定される。また、南東壁の壁際に沿って、一部熱変化を受

けたとみられる黄褐色砂質土の堆積を認めているが、これは住居壁の補強のために使用された壁

土の可能性がある。住居床面から、庄内河内形棄などの多くの土器が出土しており、佐山II-3 

式期古と推定される。

竪穴式住居跡SH 106（図版第13) A -1地区北部西側で検出した住居跡である。SHl07と重

複し、床面東側の一部は、試掘の際に削平されている。平面形は方形を呈し、残存する一辺の長

さは4.6m、深さ0.2mを測る。柱穴は周壁溝上で2か所検出した。周壁溝は、幅約0.2～0.5m、

深さ0.15m、断面「U」字形をなし、各辺をめぐる。出土遺物は、床面から二重口縁壷・小形器

台片が出土した。出土土器から、住居の時期は佐山田A-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH 107（図版第13) A -1地区北部西側で検出した住居跡である。SHl06と重

複し、住居床面を大きく自IJ平されている。規模は4.2×3.5m、深さ0.1 mを測る。時期を確定で

きるような遺物は出土していないが、切り合い関係から佐山田B-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH 108（図版第11) A -1地区南部中央で検出した竃付きの住居跡である。平

面形は長方形を呈し、規模は4.8×3.7m、深さ0.4mを測る。住居南東隅で、造り付け竃を検出

した。主柱穴は、竃の設置される側の長側辺に沿って2基、対面する長側辺に3基配され、計5

基からなる。西壁に、沿って配置された2基の柱聞は2.2mを測るが、中央部で検出した2本の柱

聞は、約1.7mと狭くなっている。埋士上層から炭混じりの多量の焼土を検出しており、廃絶後、

一定期間を経過したのちに焼失したものとみられる。竃の規模は、長さ1.3m、幅lmを測る。

竃の残存状況は良好で、燃焼部中央とその前面で炭化物層を検出し、燃焼部中央上面では、高杯

3点が出土した。高杯は、 2点の脚を打ち欠き、反転させて重ねて固定し、さらにそのうえに完

形の高杯を倒立して設置したものであり、竃の支脚として用いられた可能性が高い。煙道はすで

に削平されており、確認できなかった。出土土器から、佐山田B-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH 109（図版第9) A-1地区中央西端で検出した竃付きの住居跡である。床

面の西側2/3は、調査範囲外であるが、床面の南東隅を検出しており、方形プランの住居跡とみ
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られる。規模は、残存長2.8×2.3m、深さ0.2mを測る。南東周壁に沿って、造り付け竃を検出

した。竃の規模は、長さ0.7m、幅0.5mを測る。竃の残存状況は、比較的良好で、馬蹄形を呈す

る壁体の基底部を検出した。燃焼部中央で、支脚として用いられた石材を検出した。竃内から佐

山町一 2式期の蓋が出土している。

竪穴式住居跡SH 110（図版第6) A l地区南部東端で検出した住居跡である。調査区の西

側は全体に中世の耕作により、著しく削平されており、住居跡は一部床面が遺存していたにすぎ

ない。検出した柱穴は l基で、深さは検出面から約0.15mと浅く、貼り床をもっ住居であったと

みられる。残存長l.7×4mを測る。出土土器から、佐山皿B-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH 113 （図版第13) A -1地区中央西側で検出した住居跡である。規模は、

4.3×5.6m、深さ0.3mを測る。平面形は、やや歪な長方形をなし、 SH96・101によって床面の

一部を削平される。柱穴は長側辺に沿って、東側床面に直線上に並ぶ3基を検出したO いずれも

浅く、西側の柱穴は削平されたものとみられる。本来6本柱で構築されていたと推定される。床

面から、規模0.3×lm、深さ約0.4mの土坑を検出した。出土土器から、住居の時期は佐山II-

l式期と推定される。

竪穴式住居跡SH 116（図版第4) A l地区南部西側のSHlOlの下層で検出した方形住居跡

である。規模は南東辺の残存長約5mを測る。出土土器から、時期は佐山I 3～4式期と推定

される。

竪穴式住居跡SH 118 （図版第12) A l地区南部西側で検出した方形の住居跡である。SH 

104・120と重複する。SHll8の規模は、 6.2×5.3m、深さ0.35mを測る。当初、 SHl04のベッ

ド状遺構であることも想定して調査を進めたが、断面観察と断ち割り調査によって、それぞれ独

立した住居跡であることを確認した。主柱穴は、住居床面のおおよそ対角線上の位置で検出して

おり、 4隅に配される。住居跡の東壁に沿って、幅約0.15m、長さ約l.6mにわたって帯状に床

面が赤変・硬化する部分が認められた。SHll8の床面は、北側を中心にSHl20によ って大きく

削平されるが、南東の床面の一部が残っており、ここから土器が一括して出土している。出土土

器から、佐山皿A-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH 120（図版第12) A l地区南部西側で検出した住居跡で、 SHl04・118と

重複する。重複する 3基のなかで、最後に構築された住居跡である。平面形は、長方形を呈し、

規模は5.5×4.6m、深さ0.6mを測る。住居西壁中央で、造り付け竃を検出した。西壁から約0.4

m離れた位置に構築され、規模は長さl.4m、幅0.7m測る。また、竃の北側で、住居の西壁と平

行して壁体から延びる土堤状の高まりを約0.4mにわたって検出したが、これは煙道に伴う遺構

とみられる。竃壁体の位置が住居壁から離れることや、煙道の壁体とみられる土堤状の高まりを

検出したことから、いわゆる「LJ字形竃として構築されたものと考えられる。主柱穴は、 4か

所で検出した。床面では、 0.65×0.35m、深さ0.2mの土坑（K 1 ) 1基を検出した。土坑内から

は、砥石が出土した。竃は、基盤を約O.lm掘り下げて構築される。一部残存する壁体は黄変が

認められたが、著しい赤変・硬化を伴うものではない。燃焼部中央上面では、棄が出土し、その
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下層から、脚部をうち欠いた高杯の口縁部が出土した。高杯は、上下に2点重ね、反転した状況

で出土したO 竃の前面には、炭化物層が、幅0.7m、長さ0.6mの範囲で、広がる。住居床面からは、

高杯・査・聾など多くの土器が出土した。出土した土器は、おおよそ佐山皿B l式期に位置づ

けられるものである。

竪穴式住居跡SH 123（図版第4) A 1地区中央西側でその一部を検出した住居跡である。

S H96・113と重複し、 SHll3によって、住居床面の多くを削平される。SHll3の北西壁の西

側と、 SHll3の南西壁の西側で、それぞれ周壁の一部を検出したO 規模は、残存長3.5×0.6m

を測る。床面から遺物は出土していないが、時期は、 SH 113が佐山II-1式期であることから、

これを下限とすることができる。

竪穴式住居跡SH383（図版第14) A-2地区の北端中央部で検出した住居跡である。住居北
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第13図 A-2地区竪穴式住居跡SH383遺物出土状況図（図版第14参照）
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遺構の調査

西部は、 A l地区から続く中世遺構によって一部削平される。竪穴式住居跡SH530と重複し、

その床面を切り込んで、構築されている。平面形は方形を呈し、規模は一辺5.1mを測る。主柱

穴は、南側の2基を検出した。南壁中央では、壁際に0.6×1.2m、深さ0.45mの土坑を検出し、

中から二重口縁壷の口縁部のみが口縁を下側に向けて出土した。この二重口縁査の体部片は周辺

から出土していないことから、口縁部のみを意図的に埋納したと推定される。床面中央では、半

径約 lmの範囲にわたって焼土を検出した。さらに南東隅周辺では、焼土を周壁に沿って約 lm 

にわたって「L」字形に検出した。また、南壁から東壁に沿って、 一部で周壁溝を検出した。幅

約0.15m、深さ約0.1 mを測る。住居床面からは、多量の土器が出土した。土器は、住居廃絶時

に一括廃棄されたものとみられる。出土した土器は、庄内式斐を主体とし、二重口縁査や小形丸

底鉢・小形器台、山陰系鼓形器台など多様な形式を含むが、高杯は低脚高杯を除いて出土してい

ない。土器は、合計116点を図化したが、出土土器全体の約6割が聾であり、庄内式斐は約40点

以上を数える。床面から土器とともに6点以上の炭化した桃核が出土した。佐山II-4式期の住

居跡と推定される。

竪穴式住居跡SH 384 （図版第15) A 2地区北西部で検出した住居跡である。住居北西部は、

S H471によって、 一部削平される。住居の平面形は、ほぼ正方形に近く、規模は約5.6×5.5m、

深さ0.2mを測る。主柱穴は、北西部を除いて3基検出しており、四隅に配されていたものとみ

られる。床面中央では、 0.5×0.7m、深さ約0.1 mの不整形の焼土坑を検出した。一部、赤変・

硬化しており、炉跡と推定される。北壁の壁際で0.4×0.3m、深さ0.4mの土坑（K 1）を検出し

た。北壁と南壁の壁際で、それぞれ被熱により黄変（一部赤変）したとみられる被熱粘土ブロック

を検出した。これらは、住居床面全体に広がるものではないため、焼失住居とみなすことは困難

である。住居の壁際にのみ部分的にみられることから、住居の壁材として、除湿の効果を得るた

めに、使用されたものとみることも可能であろう。床面からは、庄内河内形棄を含む多量の土器

が出土した。出土土器から、時期は佐山II-4式期と推定される。

竪穴式住居跡SH392（図版第16) A-2地区南端で検出した竃付き住居跡である。住居床面

南西部の一部は、調査区外である。住居跡の平面形は正方形を呈し、規模は5.3×4.9m、深さ

0.2mを測る。主柱穴は、対角線上に床面四隅に配される柱構造とみられ、調査区外の l基を除

く3基を検出し、床面北壁・南壁の一部で、壁際に幅約O.lm、深さ約O.lmの周壁溝を検出した。

竃は東壁に接して取り付けられる。竃の残存状況は良好で、幅約1.3m、長さ約1.2mの馬蹄形を

呈する壁体の基底部を検出した。竃の南側で、径約0.7m、深さ約0.3mの円形の士坑（K 1）を検

出した。士坑内埋土には、炭化物や細かな暗桂褐色焼土ブロックが含まれており、竃内の炭化物

や灰を廃棄・集積するための土坑とみられる。竃に近接する土坑で、こうした炭化物を出土する

ものは、 A 2地区SH449でも検出している。竃は、支脚として、完形の小形聾を転用して使

用しており、燃焼部床面中央で、倒立した状態で出土した。燃焼部から焚口にかけて、幅0.4m、

長さ0.5mにわたって炭化物層がみられる。竃袖部内壁と支脚の聞には、二次的焼成を受けた複

数の聾の体部片が内壁の崩落土とみられる焼土塊とともに出土している。竃の内壁に密着するも

に
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のもあり、内壁を保護するため、あるいは補修の際に用いられた土器片である可能性がある。ま

た、竃の南側に配された土坑からは、埋土から須恵器杯身・高杯、炭化した桃核が出土した。陶

邑TK23型式の須恵器が出土しており、住居の時期は古墳時代中期後半と推定される。

竪穴式住居跡SH 394（図版第17) A-2地区中央東部で検出した。東側の一部は、坪境溝の

側溝群で削平される。弥生時代後期後葉のSH526と重複しているが、 SH526よりも床面のレベ

ルは約0.3m低い。住居の平面形は方形を呈し、一辺の規模は4.9m、深さ0.4mを測る。東側の

一部が削平されるが、主柱穴は4基あり、四隅に配されるようである。出土土器は、住居検出時

に埋士最上層から多くの土器細片が出土したが、これらは住居廃絶後、 一定期間を経て堆積した

ものとみられる。住居床面では、基盤となる砂層の直上で土器が密着して出土しており、貼り床

は、 当初から行われなかったものとみられる。出土土器から、佐山皿A-1式期の住居跡とみら

れる。

竪穴式住居跡SH 397（図版第17) A-2地区南西隅で検出した方形の住居跡である。住居の

東側床面の一部を検出した。西側部分は調査区外である。主柱穴は東側床面に2基あり、四隅に

配されているものと推定される。東辺の壁寄りの位置で、竃の痕跡とみられる赤変硬化した粘土

ブロックを含む焼士の広がりを検出した。規模は、長さl.3m、幅0.95mを測る。残存状況は良

くないが、硬化部が「ハJの字状を形成し、その中央部に薄い炭化物層がレンズ状にみられるこ

とから、竃の袖部と推定される。中央部から若干の土器片が出土したが、支脚は認められない。

硬化部と住居床面の基盤となる地山掘り込み面までには、 約0.15mの貼り床となる土層が認めら

れる。出土土器から、佐山田B-1式期の住居跡と推定される。

竪穴式住居跡SH 398（図版第16) A-2地区南部で検出した住居跡である。住居中央部は、

試掘の際の重機掘削で一部削平されている。平面形は、正方形を呈し、一辺6×5.7m、深さ0.3

mを測る。主柱は四隅に配される。柱穴は深く、深さ約0.5mを測る。床面からは、土器類のほ

か、台石 ・砥石が出土した。土器は、地山直上から出土しており、貼り床は認められない。時期

は、佐山II-4式期である。

竪穴式住居跡SH 399（図版第16) A-2地区竪穴式住居跡SH398と重複する方形の住居跡で

ある。床面の高さがSH398よりも約0.1m高く、そのほとんどを削平されており、一部を検出し

たにすぎない。わずかに残存する床面では、 2基の柱穴を検出している。出土遺物は弥生土器片

を出土しているが、時期を確定できる資料ではない。

竪穴式住居跡SH 401 （図版第18) A-2地区南部で検出した住居跡である。床面の一部が、

試掘により一部削平されているが、平面形はほぼ正方形を呈する。規模は、 4.2×3.7mを測る。

主柱穴は4基からなり、床面中央と南東の住居壁際で、 土坑を検出した。中央士坑は、規模

0. 7×0.5m、深さ0.2mの楕円形を呈し、 二段土坑となる。また、南東壁の中央に接して設けら

れた土坑は、規模0.7×0.6mで、やはり二段土坑である。土坑内から遺物は出土していない。出

土遺物から、佐山 I-4式期の住居跡と推定される。

竪穴式住居跡SH402（図版第15) A-2地区南西部で検出した住居跡である。平面形は、ほ
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ぼ正方形をなし、規模3.6×3.2m、深さ0.2mを測る。主柱穴は、住居の四隅に配され、床面に

は、地山を削り出すことによって、高床部が設けられている。いわゆるベッド状遺構をもっ住居

跡である。本例のような住居床面を3分割して、両側に高床部を設け、中央部を帯状に一段低く

掘り窪めるタイプは、北部九州のほか播磨大中遺跡などに類例が知られる。中央やや西寄りでは、

炉跡と推定される径約0.2m、深さ約5cmの基底部に被熱のみられる土坑を検出し、周辺で薄い

炭層の広がりを確認した。また、 北東壁の壁際では、径約0.5m、深さ約O.lmの土坑を検出した。

出土遺物は、床面中央から短頚直口壷の口縁部と、結晶片岩と若干の炭化材が出土した。出土土

器から、時期は佐山II-3式期古と推定される。

竪穴式住居跡SH403（図版第18) A-2地区南部で検出した住居跡である。SH402の床面と

北東部の一部が重複し、削平を受ける。平面形は、正方形を呈し、規模は6.7×6. lm、深さ0.2

mを測る。主柱穴は、対角線上に4基を検出した。床面から遺物は特に出土していないが、佐山

II -3式期のSH402に床面の一部を削平されるため、これを下限とする。

竪穴式住居跡SH421 （図版第19) A-2地区中央東寄りで検出された住居跡である。平面形

は、正方形を呈し、規模は 5×4.7mを測る。主柱穴は、対角線上に 8基を検出しており、建て

替えが行われたものとみられる。まず、床面から約 5cm掘り下げた面で、各柱聞が5.5mとなる

四隅に配された柱穴を検出し、約O.lmの貼り床を除去したのち、さらに各柱聞が約3mとなる

床面中央寄りに配された 4基の柱穴を検出した。以上から、建て替えによって、柱聞を 3mから

5.5mに拡張していることが判明した。また、上層床面を検出した段階で、幅0.4～0.6m、深さ

約0.2～0.4mの周壁溝を検出した。こうした幅が広く深い周壁溝をもっ住居跡は、同じA 2地

区のSH505でも認められる。下層床面の中央部では、床面が一部赤変し、薄い炭化物の広がり

を検出した。周壁溝内からも炭化物混じりの焼土を部分的に検出した。出土遺物は、周壁溝の各

所および、住居下層床面から土器が出土した。西周壁溝の中央部では、布留式斐4個体の破片が

集積し、その直上から叩き石とみられる丸石が出土した。また、南周壁溝では、高杯と小形丸底

査が出土し、住居下層床面からは小形丸底壷のみが4ないし5個体出土した。下層床面から出土

した土器および周壁溝から出土した土器ともに、佐山田B l式期に帰属する。

竪穴式住居跡SH426（図版第18) A 2地区南部で検出した住居跡である。平面形は長方形

を呈し、規模は4.5×3.5m、深さ0.2mを測る。主柱穴は、対角線上に4か所で検出した。床面

北東部の一部で部分的に炭化物を検出した。床面から出土した土器から、時期は佐山E 4式期

とみられる。

竪穴式住居跡SH427（図版第20) A -2地区南部西端で検出した。平面形は正方形を呈し、

規模6.8×6.4mを測る。主軸をほぼSH460と重複しており、大きく削平されている。また、住

居西側床面の約2/5が、調査範囲外に広がる。SH427の床面は、 SH460の床面よりも約0.15～ 

0.2m高い。柱穴は、残存状況の良好な東部床面で l基検出しており、その位置から本来は4基

で構成されたとみられる。南東壁の中央部に接して、径約0.7m、深さ約 5cmの浅い土坑を検出

し、東部床面では、長さ約0.5m、幅0.3mの不整形な焼土の広がりを検出した。出土遺物は、床
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面上でほぼ完形の有段高杯や初期布留式費が出土した。時期は、 出土した土器から、佐山II-4 

式期とみられる。

竪穴式住居跡SH438（図版第21) A -2地区南部東寄りで検出した住居跡である。平面形は、

ほほ正方形を呈し、規模は4.7×4.5mを測る。主柱穴は、3基検出しており、4本柱と推定され

るが、南東隅の柱穴は検出できなかった。床面は、 上層が大きく削平されており、わずかに 5cm 

を残すのみである。出土遺物は、土師器片を出土したが、時期の確定できる資料ではない。

竪穴式住居跡SH442（図版第20) A -2地区南部中央で検出した住居跡である。平面形は、

ほぼ正方形を呈する。規模は、 一辺約3.4m、深さ0.3mを測る。主柱穴は3か所で検出したが、

本来四隅に配される構造とみられる。床面では、部分的焼土や炭化物を検出し、また、住居南西

隅では、馬蹄形状の赤変 ・一部硬化する焼土の広がりを検出した。規模は、長さ lm、幅0.65m

を測る。床面上約5～15cmの高さで、住居跡隅から中央部にかけて、一定の傾斜をもって下がり、

面を形成している。基盤に接して構築される黄変 ・硬化した壁体および支脚などは認められなか

った。しかしながら、馬蹄形を呈する焼土塊の前庭部下層で、皿状に落ち込む薄い炭層の広がり

を検出している。床面では、約5cmの厚さの貼り床を検出した。出土遺物は、南壁の壁際を中心

に、複合口縁聾、布留式斐 ・高杯が出土した。時期は佐山EB-1式期である。

竪穴式住居跡SH446（図版第19) A -2地区南部東寄りで検出した住居跡である。住居床面

東側は坪境側溝群で削平され、南側は試掘の際の重機掘削で削平されている。平面形は方形と推

定され、規模は一辺4.lm 以上、深さ約5cmを測る。床面から 3基の柱穴を検出した。出土遺物

は、土師器の細片を出土したが、時期を決定しうる資料ではない。

竪穴式住居跡SH447（図版第21) A 2地区中央南寄りで検出した住居跡である。平面形は

長方形を呈し、規模は4.2×3.6m、深さ0.1 mを測る。主柱は4基からなり、四隅に近い位置に

配される。柱聞は長辺2.9～3.0m、短辺2.4～2.6mを測る。床面の北東部を中心に、庄内式費 ・

小形器台などの土器が出土した。時期は、出土遺物から、佐山II-3式期と推定される。

竪穴式住居跡SH448（図版第21) A-2地区西寄りで検出した住居跡である。平面形は長方

形を呈し、規模は3.8×3.3m、深さ0.2mを測る。主柱穴は4基からなり、床面中央に寄せて配

される。柱聞は、長辺1.9m、短辺1.3mを測る。南西壁の壁際で長辺0.5m、短辺0.3mの楕円形

状を呈する深さ0.1～0.15mの浅い土坑（K 1）を検出した。床面の中央部に径約0.4mの不整形な

円形状の被熱部分があり、炉跡の痕跡とみられる。遺物は出土しておらず、時期は不明である。

竪穴式住居跡SH449（図版第22) A-2地区中央付近で検出した住居跡である。SH458と大

きく重複するが、 SH449の床面が深いため、削平は受けていない。平面形は長方形を呈し、 主

柱穴は4基を検出した。北西壁の中央には造り付け竃が設置されている。規模は、長さ0.9m、

幅lmを測る。竃は馬蹄形を呈し、燃焼部中央で支脚と推定される石材を検出した。燃焼部から

焚口にかけて薄い炭化物の広がりがみられる。また、燃焼部から高杯の破片が出土した。東側に

は径約0.4m、深さ約0.2mの土坑を検出した。土坑としては規模が小さく 、柱穴の大きさと大過

ないが、この中からは、 竃壁体の一部とみられる焼土塊や炭化物が出土しているため、竃に伴う
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堆積物の廃棄用土坑と判断した。ほかの柱穴内からは、炭化物などは出土していないが、住居の

南東壁の中央部壁際で、部分的に焼土の広がりを検出した。出土遺物は、床面や柱穴および竃か

ら高杯・小形丸底査が出土した。時期は佐山田B l式期と推定される。

竪穴式住居跡SH454（図版第21) A-2地区中央東寄りで検出した。北東部の一部はSD467 

と重複する。平面形は正方形を呈し、規模は一辺2.6m、深さO.lmを測る。A 2地区のなかで

は最も規模の小さい住居跡である。主柱は4基から構成され、柱穴は四隅に寄せて配される。出

土遺物は、南側の床面から庄内式重、布留式聾 ・高杯が出土してお り、佐山II-4～皿A l式

期と推定される。

竪穴式住居跡SH457（図版第23) A-2地区南部中央で検出した。SH442と一部重複し、南

隅を削平される。平面形は長方形を呈し、規模4×2.9m、深さ0.lmを測る。床面からは、南部

を除いて主柱穴を4基検出しており、柱穴は四隅に寄せて配される。柱間は、長辺4m、短辺約

2.4～2.9mを測る。出土遺物は、わずかな土器片が出土したが、時期を確定できるものではない。

竪穴式住居跡SH458（図版第22) A-2地区中央付近で検出した住居跡で、 SH449と重複す

る。平面形は長方形を呈し、規模は3.4×3.0mを測る。主柱穴は4基からなり、長辺の柱聞は

2.0m、短辺の柱聞が1.5～1. 7mを測る。床面中央部では、長軸0.4m、短軸0.3mの楕円形状に、

床面が強く被熱・硬化した部分があり、その周囲に炭化物・焼土の広がりが認められた。炉跡と

みられる。出土遺物は、若干の土師器片を出土したが、時期の確定できる資料ではない。

竪穴式住居跡SH460（図版第20) A-2地区南部西端で検出した住居跡で、その床面は、 S

H427とほぼ主軸をーにし、 SH427の床面の範囲内に入り重復する。床面の高さはSH460が約

0.15～0.2m低く、 SH427の構築後に、 一回り規模を小さくして建て替えられたものとみられる。

床面には、 SH460の周壁に沿って、焼土塊 ・炭化物が堆積しており、焼失住居と判断した。主

柱穴は、東側床面で2基検出しており、 4本柱で構成されるものとみられる。短辺の柱聞は、

1. 2mを測る。出土遺物には、佐山E 4式期の特徴をもっ土器群と、佐山田 B-1式期の特徴

をもっ土器群の2群があるが、前者は削平されたSH427に伴う資料と考えられることから、時

期は、佐山田B-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH470（図版第23) A-2地区北部西端で検出し、西側113は、調査範囲外であ

る。平面形は、方形を呈し、規模は一辺約4.7m、深さ0.2mを測る。古墳時代前期前葉の溝SD 

523に南西部の一部を削平される。主柱穴は、床面東側で2基検出しており、 4本柱で構築され

るものとみられる。柱聞は、約2.7mを測る。住居床面中央部で径約0.7m、深さ0.5mの中央土

坑を検出した。また、南東壁では壁際に、 0.7×0.6m、深さ約5cmの浅い土坑を検出した。この

士坑の基底部と壁体に接して、長さ約0.6m、厚さ約0.15mの川原石状の石材が固定されている。

出土遺物は、床面・中央土坑内から布留式費・小形器台などが出土しており、南東壁際の土坑内

からは砥石が出土したO 床面土坑内から砥石が出土する例は、本遺跡では、 A-1地区SHl20 

でも認められる。時期は、佐山田A-1式期と推定される。この住居の床面を一部削平して構築

される SB523は、 土器様式の上からはほぼ同一様式内に納まるが、住居の構築が先行しており、
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住居廃絶直後にSB523が掘削されたものとみられる。

竪穴式住居跡SH471 （図版第23) A-2地区北部西寄りで検出された住居跡である。SH384 

と東側の約113が重複し、 SH384の床面を削平して構築される。床面のレベル差は約0.3mを測

る。平面形は長方形を呈し、柱穴は7か所で検出した。主柱穴はそのうち0.1～0.15mの深さを

もっ3基とみられ、北西部の主柱穴は該当する位置で検出していないが、本来は4基で構成され

る住居と推定される。長辺の柱聞はl.Smを測り、短辺の柱聞はl.4mを測る。住居中央床面の一

部で、基盤の赤変 ・硬化する部分を確認した。住居跡の北西隅において、径約0.6m、深さ約0.3

mを測り、基底部が二段となる円形土坑を検出したO また、南西壁中央に接して、長軸約0.7m、

短軸約0.4m、深さ約O.lmを測る楕円形状の土坑を検出した。出土遺物は、布留式斐 ・小形丸底

鉢などが出土しており、佐山皿A-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH497（図版第24) A 2地区北部西側で検出した住居跡である。平面形は長

方形を呈し、 規模は5.8×5.lm、深さ0.2mを測る。住居東隅は一部古墳時代初頭の溝SD395と

重複する。主柱穴は、西部を除く 3基を検出しており、 4本柱で構成されるものとみられる。柱

聞は、長辺2.9m、短辺2.5mを測る。住居北隅には、造り付け竃が構築される。竃の規模は、長

さ1.1 m、幅1.64mを測り、壁体が馬蹄形状に遺存する。焼成部中央に、長さ約0.13m、厚さ約

8 cmの石材を立て、支脚とする。竃は断ち割った結果、基盤を約0.15m掘り込んで、構築されて

いることが判明した。焼成部から焚口にかけては、炭化物の広がりを確認した。竃の前庭部西側

では、径約0.3m、深さ0.3mの土坑が検出され、埋土から壁体の一部とみられる明桂褐色焼土塊

と、炭化物などが出土した。竃に伴う堆積物を廃棄するための土坑とみられる。こうした竃の横

に配置される土坑は、 A-2地区のSH392・458などでも検出している。また、床面からは、こ

のほかに複数の土坑を検出した。西床面の円形土坑SKlは、径約0.8m、深さ約0.3～0.35mを

測る。また、中央南寄りの楕円形状を呈する土坑SK2は、長軸0.9m、短軸0.7m、深さ約0.1 

mを測り、その東で検出した土坑3は、径約0.6m、深さ0.15mを測る。いずれの土坑からも、

遺物は出土していない。住居南側周壁寄りには、長さ約l.4m、幅0.4～0.8mの不整形を呈する

黄褐色に被熱した焼土の広がりを検出した。床面ではほかにも部分的に若干の焼土の広がりが認

められるが、いずれも壁際で検出しており、床面全体に検出されるという状況はみられない。出

土遺物は、竃焼成部内で、布留式聾の口縁部片や高杯の杯部などが出土し、床面から鉄製刀子

片 ・砥石が出土した。構築時期は、佐山田B-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH500（図版第23) A-2地区中央部で検出した方形の住居跡である。試掘の

際の重機掘削により、東側の113が削平されている。また、 SD467によって、南側の一部が削平

される。規模は、 一辺約4mを測る。柱穴は西側床面から、 2基検出しており、4基で構成され

る住居とみられる。柱聞は1.9mを測る。北東壁に近い位置で、部分的に焼土を検出した。出土

遺物は、試掘段階に一括して取り上げており、第5様式系聾 ・高杯 ・鉢などがほぼ完形の状態で

出土した。時期は、出土土器から佐山II-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH 501 （図版第24) A-2地区南部東端で検出した住居跡である。坪境側溝群
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により、床面西側1/3は削平され、東隅は調査範囲外である。平面形は、おおよそ長方形を呈す

るものとみられ、規模は5.2×4.2m、深さo.1 mを測る。柱穴は北部と南部の床面で、対角線上
に2基の主柱穴を検出しており、四隅に主柱を配するものとみられる。出土遺物は、受口状口縁

聾が出土しており、構築時期は佐山Il-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH502（図版第 5) A-2地区南東隅で検出した住居跡である。住居床面西部

は坪境溝で削平され、東部・南部は調査範囲外となっており、規模は不明である。床面からは、

北西壁に近い位置で柱穴を l基検出し、西側床面で径約0.3m、深さ0.3mの土坑を検出した。出

土遺物は、土坑内から近江系鉢が出土した。時期は佐山 I-3～4式期と推定される。

竪穴式住居跡SH504（図版第25) A 2地区北部東寄りで検出した住居跡である。平面形は

ほぼ正方形に近く、規模は 5×5.4mを測る。主柱は4基からなる。住居南隅で、造り付け竃を

検出した。竃の規模は、長さ1.1 m、幅 lmを測る。住居の北東および北西壁の壁際では、黄灰

色粘質土がブロック状に集積しており、竪穴式住居の壁面の保護材として用いられた可語祉があ

る。竃は、住居床面を約0.1 m掘り下げて構築される。両袖部となる壁体の一部が残存し、焼成

宮防、ら焚口にかけて薄い炭化物層が認められた。炭化物層の広がりは、住居壁面にまで至ってい

るが、煙道は検出していない。竃焼成部は幅約0.6mを測り、わずかに残る袖部壁体内側は、赤

変する。壁体は硬化の顕著なものではなく、調査時においても、住居床面に近いレベルの掘削に

至る まで、竃壁体と住居埋土との判別が困難であった。同様の状況は、 A-1地区で検出したS

Hl20の竃壁体でもみられ、壁体に粘性の強い構築土を用いていない点は、当遺跡の出現期にお

ける竃の特徴といえる。壁体の燃焼部中央床面から、支脚に転用されたとみられる布留式聾が出

土した。この聾は、体部下半を打ち欠き、中央基底部に口縁部をほぼ水平にして据えられている。

斐は二次的焼成を受けており、器壁外面の剥離が著しい。また、燃焼部で、は、袖部壁体内壁に接

するように、複数個体の聾の体部が出土しており、竃内壁の保護あるいは補修のために使用され

たものである可能性が高い。出土遺物は、竃周辺から複数の布留式聾・高杯・小形丸底査が出土

した。また、住居床面から砥石が出土している。時期は、佐山田B 1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH505（図版第26) A 2地区北部東寄りで検出した住居跡である。平面形は

ほぼ長方形を呈し、規模は6.1×5.0m、深さ0.3mを測る。主柱穴は4基検出し、柱聞は長辺2.4

m、短辺2.1 mを測る。床面では、断面観察から、約5cmの貼り床構築士を確認した。南壁中央

で、基底部が2段となる方形の土坑を検出した。規模は約1.4×1. 2m、深さ0.45mを測る。また、

土坑内の一部で焼土を検出した。床面で検出した周壁溝の規模は、幅0.3～0.8m、深さ0.2mを

測る。周壁溝内からは、西周壁溝と北周壁溝の一部で焼土を検出した。こうした、幅が広く深い

周壁溝をなす住居跡は、 A 2地区SH421でも検出された。貼り床上では、土器の細片が多く

出土した。床面東側で、規模径0.45×0.55mの土坑を検出した。出土遺物は、布留式斐・高杯・

小形器台などが出土し、時期は佐山田A-2式期と推定される。

竪穴式住居跡SH524（図版第25) A-2地区北東端で検出した住居跡である。 SH505に床面

南側の一部を削平され、東隅を坪境溝側溝群によって削平される。平面形は長方形を呈し、規模
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は3.4×3.0m、深さ0.2mを測る。主柱穴は、南側の削平部分を除く 3か所で検出してお り、4

基からなるものとみられる。柱聞の距離は長辺3.0m、短辺1.9mを測る。出土遺物は、床面から

鉢・小形器台が出土しており、構築時期は佐山II-3式期と推定される。

竪穴式住居跡SH525（図版第5) A-2地区北西端で検出した住居跡である。南側の一部を

検出したにすぎない。床面の北側の大部分は、 A-1地区に含まれ、島畠の造成に伴う掘削によ

って削平されている。遺物はほとんど出土しておらず、時期は不明で、ある。

竪穴式住居跡SH526（図版第26) A 2地区中央南寄りで検出した住居跡である。東側は坪

境溝側溝群によって削平され、南西側は古墳時代初頭の溝SD395と重複し削平される。また、

床面中央は、 SH394によって大きく削平されている。残された部分から平面形を検討すると、

住居床面北西角が105。を測り鈍角となることや、 SD395に削平された部分の一辺は南側への床

面の拡張が見られず、 SD395にほぼ平行とみなされることから、住居床面の南西角・南東角も

110～118°の鈍角となり、多角形住居となることは明らかである。さらに各辺の規模が約5.5～

6.5mの範囲で、比較的均等なものとみなすと、五角形住居と考えることが妥当で、ある。柱穴は、

周壁に沿って5基を検出したが、中央部が削平されているため、柱構造を復原するには至らなか

った。出土遺物は、西側床面で近江系斐 ・鉢 ・高杯、小形査などの土器片が出土し、北壁中央の

壁際では、完形の高杯 ・細頚壷が出土したO 時期は佐山I 2式期と推定される。

竪穴式住居跡SH530（図版第14) A-2地区北端で検出した住居跡である。SH383と重複し

ており、床面を大きく削平されている。平面形は方形を呈し、規模は一辺6.4m以上、深さ0.2m

を測る。床面は浅く、残存状況は極めて悪いが、南東壁から南西壁に沿って、高床部分が設けら

れており、いわゆるベッド状遺構をもっ住居跡とみられる。柱穴は2か所で検出したが、構造を

復原するには至らない。南東の高床部中央の一部が硬化・赤変しており、炉跡の可能性が高い。

埋土から土師器細片が出土したが、住居の時期を確定できる資料ではない。

(2）掘立柱建物跡

掘立柱建物跡S8544（図版第27) A-2地区北部東側で検出された建物跡である。棟方向は、

北東に59°振る 2間（4 m）× l間（3 m）の建物跡である。桁行方向の柱聞は約2m等問、梁間方

向の柱聞は3mを測る。柱穴の掘形は円形で、径約0.3～0.5m、深さ約0.3～0.4mを測る。柱穴

からは、古式土師器の細片が出土したが、時期を確定し得る遺物に乏しい。しかしながら、B-

l地区で検出した奈良時代以降と推定される掘立柱建物跡群が、いずれも条里型地割にのる南北

ないしは東西棟であり、これらとは主軸が異なることから、奈良時代以前の建物跡と推定される。

出土した土師器細片がおおよそ住居の時期を示すものとすれば、古墳時代前期の建物跡と考えら

れる。

(3）土坑

土坑SK 98（図版第27) A-1地区北部西側で検出した土坑である。平面形は方形を呈し、規

模約1.4×1. 65m、深さ約0.3mを測る。埋土は3層からなり、炭化物が多く含まれる。土器は主

に上層から中層にかけてのレベルで出土した。出土遺物は、庄内式聾のほか有段口縁鉢 ・小形器
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台などが出土しているが、完形となる個体は少ない。時期は、佐山II-3式期である。

土坑SK 117 （図版第27) A-1地区南部中央で出土した。SHl02の西側で検出した土坑であ

る。平面形は長方形を呈し、規模は、 1.4×2m、深さ0.4mを測る。土坑底では、さらに径約

0.5m、深さ約0.2mの不整円形の落ち込みを検出した。また、中央部で焼土の広がりを検出した。

出土遺物は、わずかに布留式斐の細片が出土している。この資料が土坑の時期を示すものとみな

すと、佐山田B-1式期と推定される。

土坑SK 126 （図版第27) A-1地区南部で検出した土坑である。平面形は楕円形状を呈し、

規模は長軸1.3m、短軸0.8m、深さ0.3mを測る。出土遺物は、庄内式蓋細片があり、おおよそ

古墳時代初頭と推定される。

土坑SK 396 （図版第28) A-2地区南部西側で検出した土坑である。平面形は、歪な楕円形

状を呈し、規模は1.2×1. 7m、深さ約O.lmを測る。土坑の上層の大部分が中世遺構によって削

平されたとみられ、土坑のほぼ基底部に近い部分のみを検出した。埋土からは、 2～3cmの細か

な炭化物と明桂褐色の細かな焼土塊が出土した。埋土は水被洗浄したが、鍛造剥片などの微細な

遺物は出土していない。土器などの出土は認められず、時期は不明である。

(4）溝

溝SD 395（図版第28) A -2地区北部から中央部にかけて検出した溝である。この溝は、

A-1地区へと続くが、 A-1地区南部の弥生～古墳時代の遺構は、中世遺構によって大きく削

平されているため、詳細は不明である。また、溝の南東端は、坪境側溝群により断ち切られ、側

溝群東側の平坦面においても、中世耕作面によって大きく削平されており、その延長は確認でき

なかった。溝は、ゆるやかに弧を描きながら、北東から南西方向へ張り出し、長さ約60mにわた

って検出した。規模は、幅約0.7～lm、深さ約0.4～0.6mを測る。溝の断面形は、逆台形状を

呈する。溝底のレベルは、北端で標高10.2m、中央付近で10.3m、南東端で10.4mを測り、北西

から南東に向けてやや高くなる。溝は大きく円弧を描くことから、何らかの領域を区画する区画

溝としての性格を帯びていた可能性が高い。溝内からの出土遺物は極めて少ないが、第5様式系

聾、庄内式聾の破片などが出土している。いずれも細片化しており、時期決定は難しいが、重複

する遺構の切り合い関係から判断すると、佐山 I 2式期の竪穴式住居跡SH526廃絶後に溝が

掘削され、埋没後に佐山II-3式期の溝SD466が構築されたことが明らかであり、古墳時代初

頭に掘削の下限が求められる。また、溝内から出土している土器片に、庄内式要の体部片が含ま

れることも矛盾するものではない。溝の廃絶時期はSD466と大きく隔たらない時期であり、お

およそ佐山II-2式期前後となる可能性が高い。限られた面積ではあるが、円弧の内側となる東

側と、外側となる西側では、住居跡の分布密度が異なる。溝の時期を以上のように推定すると、

内側に構築された住居は、竪穴式住居跡SH500・524ないしは、時期が確定できない掘立柱建物

跡SB544が該当する可能性があるに過ぎず、西側に構築された住居数の約半数となる。

溝S0466 （図版第29・30) A-2地区中央で検出した東西方向の溝である。西端は調査範囲

外へ延び、東端は坪境溝側溝群および中世の耕作面に大きく削平される。規模は、幅約0.5m、

今
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深さ0.3～0.4mを測り、長さ約27mにわたって検出した。区画溝の性格をもつものと考えられる。

溝の断面は、逆台形状を呈するが、立ち上がりが急であり、底部は平坦である。埋土は2層から

なるが、シル ト層は含まず、色調 ・土質とも近似しており、短期間で廃絶したものであろう。溝

底のレベルは、東端の標高10.0m、中央部10.lm、西端10.2mを測り、西から東に向けてやや低

くなる。出土遺物は、溝の東西でそれぞれ査・ 重などの土器群が一括して出土している。特に西

部(I地点）では、ほとんどの土器が上層から出土しているが、小形丸底壷（542）、庄内式棄（531)

は溝底から出土しており、段階的に廃棄が行われたものとみられる。また、東部（II地点）の出土

土器はほぼ完形品であり、土器の廃棄は祭把的な意味をもつものと考えられる。出土土器から、

時期は佐山II-3式期である。

溝S0467（図版第29) A 2地区中央部で検出した溝である。北西から南東へほぼ直線的に

掘削されるが、北西端は調査範囲外へ延び、南東端は坪境側溝群によって削平される。溝の規模

s 0466 
H地点

〕草C電電轟ゑ

s 0466 
｜地点

審事雪〔

O 1m 

第14図 A 2地区溝SD466遺物出土状況図（図版第29・30参照）
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は、幅約1.2m、深さ約0.4mで、約28.5mにわたって検出した。溝の断面は「U」字形を呈し、

溝底のレベルは北西端で約lOm、中央付近で約lOm、南東端で約9.9mを測る。出土遺物は、布

留式警が出土しており、佐山田B l式期と推定される。

溝SD 523（図版第30) A 2地区北部西側で検出した溝である。検出長9m、幅0.9m、深さ

約0.35mを測る。南東から北西へ斜行し、調査区外にむかつて延びる。溝の断面は「U」字形で、

溝底は南東側が徐々に浅くなる。埋土は、大きく上層と下層に分かれるが、土色・土質ともに近

似しており、シルト層の堆積はみられない。出土遺物は、砥石のほか、炭化物とともに高杯・小

形器台などが出土した。また、搬入土器では、胎土や形態から讃岐産と推定される大形複合口縁

査の口縁部が出土している。時期は、佐山田A l式期と推定される。

溝SD 527 （図版第5・28) A 2地区中央西端で検出した溝である。検出長4.Sm、深さ約

0.9～1. 3mを測る。中央部が特に深く、溝底の深さは一定ではない。庄内式聾が出土しており、

佐山II-3式期と推定される。

（高野陽子）

2. B-1地区の調査

B地区でも、 A地区と同様に、弥生時代後期から古墳時代後期の集落関連の遺構が、非常に高

い密度で検出された。竪穴式住居跡は、 B-1地区では総数44基を数え、その多くは重複してい

る。また、住居跡の分布は、調査区の北西部に特に高い分布域があり、南に向かつて、住居跡の

存在しない空白部分が目立つ傾向がある。これは、後世の土地利用の違いを反映し、高密度域は

中世以降、島畠として盛土によって造成され、これによって遺構が被覆されたことが原因と考え

られる。

(1)竪穴式住居跡

竪穴式住居跡SH 132（図版第37) 調査区の南端中央で検出した住居跡である。南北両側を後

世の撹乱で失うが、 平面形は方形で、正方形プランとみた場合、一辺の復原長約4mを測る。床

面から東西周壁に沿って周壁溝の一部を確認したが、柱穴は調査範囲内では検出されなかった。

おそらく住居掘削の際、住居の掘形が軟弱な地盤に達したため、安定した床面を確保すべくいわ

ゆる貼り床を施したものと考える。こうした床構造は、下層に砂層が堆積するB地区の普遍的な

工法である。出土遺物から時期は佐山田B 1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH 134 （図版第37) SH 132と重複して検出した住居跡である。周壁が示す住居

の方位は、 N25°Wを示す。ほかの遺構による撹乱の少ない北半部では、周壁下に沿って、周壁

溝が約0.2mの幅を保ってめぐる。床部分には大小の柱穴が2か所存在し、規模の大きな柱穴は、

住居の対角線上の周壁コーナーに偏って位置することから主柱と考えられる。出土土器から、時

期は佐山 I 4式期と推定される。

竪穴式住居跡SH 136（図版第39) 調査区中央南端において検出した方形住居跡である。SH 

411の北西に近接する。住居跡が位置する一帯は、新古の遺構が非常に複雑に重複している。検
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付表3 B地区竪穴式住居跡規模一覧

規模
地区 遺構番号 形態

短軸（m) 床（面rrl積） 
出土遺物 時期 備考

長軸（m)

l B l S Hl32 方形 土器 佐山田B I式
2 ，， S Hl34 ク イシ 佐山 I-4式

3 イシ S Hl36 ，， 5. 2 5.1 26. 5 ，， 佐山 I 2～3式

4 ，， S Hl42 ，， 5. 4 4. 8 25. 9 竃

5 ，， S Hl44 ，， 5.6 3. 9 21. 8 佐山E式ワ

6 ク S Hl46 ,, 4. 6 4. 5 20. 7 土器 佐山II-3～4式

7 イシ S Hl47 ’， 4. 3 4.0 17. 2 ，， 佐山 I 2式
8 イシ S Hl50 ，， 4.0 土器細片
9 イシ S Hl55 ’， 4.4 4. 4 19. 4 須恵器片
10 イシ S Hl69 イシ 8.0 7. 5 60. 0 土器 佐山 I 3式

11 dシ S Hl89 ’， 5. 6 ，， 佐山 I-4式

12 ク S Hl92 ’， 4. 9 4.8 23. 5 ，， 佐山 I-4式

13 ，， S H200 ’， 3.8 土器細片
14 ク S H210 ’， 4. 7 4. 2 19. 7 土器 佐山E 3式

15 ＂》 S H226 イシ 4.7 4. 5 21. 2 イシ 佐山W I式ワ 竃

16 イシ S H227 イシ 3. 3 3.3 10. 9 ,, 佐山II-2式

17 ，， S H228 ,, 4. 5 4.3 19. 4 ，示 佐山II-1式

18 イシ S H229 イシ 6.6 5. 7 37. 6 イシ 陶巴TK23型式 製玉塩土器、滑石製勾
出土

19 ク S H251 円形 11. 4 ク 佐山 I l式 中央土坑に周縁帯あ
り

20 ’， S H254 方形 4.3 4.1 17. 6 ，， 佐山II-2～3式

21 ’， S H266 ’， 5.8 5.0 29. 0 ,, 佐山II-1式

22 。 S H268 ’， 4.6 ,, 佐山 I-1式

23 ’， S H270 ’， 6.0 5. 2 31. 2 ,, 佐山EB 1式

24 。 S H272 ,, 6.8 5.1 34. 7 土器細片 佐山E l式
25 イシ S H273 イシ 4.0 3.6 14. 4 土器 佐山田A I式

26 ’， S H276 ’， 3.8 残2.4 9.1 ，， 佐山1式II 4～E A 

27 。 S H277 イシ 4. 3 ，》 佐山 I-4式前後

28 ’， S H278 ，， 残3.5 土器細片
29 ’， S H300 ’， 7. 6 7. 5 57. 0 土器 佐山 I-3～4式

30 ，， S H357 ’， 3.1 2.6 8.1 ，》 佐山II-3式

31 ’， S H358 ，， 5. 2 4.0 20. 8 ，》 佐山田Bー l式

32 ’， S H359 ，， 5. 2 残3.7 今 佐山田B-2式
33 。 S H360 ’， 残5.4 4. 3 ，， 佐山II-3式

34 ’， S H362 ’， イシ 佐山E 2式

35 ’， S H374 イシ 残4.8 残3.5

36 。 S H409 イシ 4.4 

37 ，， S H410 ,, 残3.8

38 ，， S H411 ’， 5. 5 5. 2 28. 6 佐山EBー 1式
39 ’， S H412 ’， 5. 5 佐山田Bー l式

40 ’J S H414 ,, 土器細片
41 ’J S H415 ,, 6.8 5. 9 40.l 土器 佐山II-2式 線刻土器出土
42 。 S H422 ウ 6.2 5. 7 35. 3 土器細片
43 ’， S H431 ，， 7.2 5. 8 41. 8 土器 佐山II-l式

44 ’， S H432 ，， 3. 9 土器細片
45 B 2 S Hll47 イシ 5.4 4.8 25. 9 土器 佐山II-2～3式
46 ゐ S Hll67 ，， 4. 8 残3.8 佐山II-1～2式
47 ’切 SH 1180 ，， 残3.5 残2.4

出した主柱穴は、 4基の主柱の西側の一辺を構成するものとみられる。柱間寸法は2.5mを測る。

出土土器から、時期は佐山 I-2～3式期と推定される。

竪穴式住居跡SH 142（図版第39) S Hl36とほぼ同じ位置で検出した方形住居跡である。規模

は、 5.4×4.Smを測る。住居の主軸を少し違えるものの、規模がSHl36に近く、建て替えとみ

られる。周壁は南辺を中世以降の溝で撹乱されるが、壁下に沿って、幅約0.15m、深さ約0.2m

の周壁溝が四周にめぐる。また、西辺周壁のかなり北に偏った位置に、竃の痕跡がある。馬蹄形

状の竃壁体の基底部を検出しており、その内側に炭が堆積し、被熱赤変部が周壁外に約0.3m延
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びていた。規模は、長さ0.9m、幅0.9mを測る。主柱は4本で、住居の中心から半径約2mの円

周上で、かつ住居の対角線に接する位置に配される。住居内埋土のうち、下層は貼り床にともな

う粘性土で、それより上位の厚さ 5cmにも満たない覆土中の遺物は少なく、時期の特定は困難で

ある。

竪穴式住居跡SH 144（図版第39) S Hl42と軸線を揃え、北側に隣接する住居跡である。ほか

の住居跡との重複はないものの、後世に穿たれた東西・南北方向の深い溝に縦横に撹乱されてい

た。断片的な成果を整理して復原すると、住居の平面形は長方形を呈し、規模は5.6×3.9mを測

る。周壁溝が壁下に沿って四周する。おおむね0.2mの幅を保ち、掘形底面からの深さも0.15～ 

0.2mを測る。床面では、柱穴を 4基検出した。遺物は出土しておらず、時期は不明であるが、

長辺と短辺の差の大きい長方形プランは、 A地区では古墳時代初頭の住居跡に特徴的であること

から、おおよそこれらと同様の時期と推定される。

竪穴式住居跡SH 146（図版第39) S Hl44に接するその北東側に周壁の軸をおおむね正方位に

向けた一辺4m前後の方形住居跡の一群がある。SHl46は、その南側中央に位置する。住居跡

の西側がSHl47と重複するが、断面観察の結果、後出する住居跡であることを確認した。周壁

溝は、幅0.2m、深さO.lmを保って壁下に沿ってめぐる。柱穴は、 6か所で検出し、それぞれ3

か所ずつ、柱筋を通して均等に配される。焼土は住居跡の中心やや西寄りから、西に向かつて幅

約lm、長さ 2mにわたって長楕円状に検出した。断面観察では、皿状の浅い掘り込みをともな

い、被熱赤変が認められたことから炉跡とみられる。出土した土器は、佐山E 3～4式期に帰

属する。

竪穴式住居跡SH 147（図版第40) S Hl46に重複して、その西側に並列するように位置する。

層位的には、 SHl46の掘形がこの住居跡内の土を掘り込んでいるため、先行する。住居跡の中

央部を後世の南北溝が深く撹乱するが、全容を復原する情報は残されており、南北にやや長い方

形プランを呈する。規模は、 4.3×4mを測る。幅0.15～0.2mの周壁溝を検出した。住居掘形底

には、特にその西半部に軟弱な砂層が拡がり、柱穴が検出されなかったことから、貼り床が想定

される。北辺周壁の中央やや東寄りの位置で、周壁面の上縁に、幅l.2mにわたって被熱痕が認

められた。出土土器から、時期は佐山 I-2式期と推定される。

竪穴式住居跡SH 150（図版第37) S Hl46を含む一群の中にあって、主軸を違える住居跡であ

る。住居掘形の平面は、一辺約4mの正方形を呈するが、その底面は標高約10.4mにあって軟弱

な砂層に達しており平坦ではない。柱穴や土坑などは検出されず、貼り床面を越える削平状況を

示すものとみられる。時期を特定できる遺物は出土していない。

竪穴式住居跡SH 155（図版第40) 主軸を正方位に揃える一辺4.4mの正方形フ。ランの住居跡で

ある。住居の掘形底には全面にわたって厚さ 6～lOcmの粘性土に粗い砂が混ざった士が貼り床と

して敷かれ、周壁溝は、その上面から掘り込まれている。断面から補うと、四周をめぐっていた

可能性が高い。床面から柱穴を4基確認したが、西周壁に近い位置で南北に近接する 2基は、そ

の配置から主柱とは考えにくい。出土遺物は、須恵器細片にとどまる。
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竪穴式住居跡SH 169（図版第40) 調査区の北西端で検出した住居跡である。主軸をN57° Eに

とり、規模は、 8.0×7.5mを測る方形住居跡である。床面積約60ぱを測り、今回、調査された方

形住居跡としては最も規模が大きい。周壁溝は、深さが一定しないため、住居の掘形底面での幅

は0.15～0.2mと乱れた数値を示す。この付近の基盤層位は標高10.5m付近を境に粗砂層に変わ

るが、この住居の掘形は標高10.4mまで掘り込まれているため、貼り床による地盤改良が施され

たようである。貼り床に用いられた粘性士は北東に向かつてo.1 mを超すなど厚くなるが、それ
によって造成された床面は、断面観察によるとおおむね同じ水準を保つよう補正されていたもの

とみられる。柱穴については、小規模なものが疎らに存在するにすぎず、特にその北西半部では

空白部分が目立つ。出土土器から、時期は、佐山I 3式期と推定される。

竪穴式住居跡SH 189（図版第48) 調査区の西端北寄りで検出した方形住居跡である。確認し

たのは、その東側1.Sm分で、多くは調査区から外れる。東周壁はほぼ完存しており、その長辺

は5.6mを測る。壁下に沿って、深さ0.2m、幅0.2～0.4mの周壁講をめぐらせる。床面では、南

北に大小2基一組にまとめられる 4基の柱穴を確認した。このうち南北両端の柱穴は、やや大き

く、 4本主柱の枠組みを構成することになる。3基の住居跡と重複するが、 SH270より古く、

S Hl92・272より新しい。出土土器から、佐山 I-4式期の住居跡と推定される。

竪穴式住居跡SH 192 （図版第41) S Hl89の東に位置し、その西端がSHl89に一部削平され

る方形住居跡である。規模は、 4.8×4.9mを測り、 N4 ° Eの方位をとる。ほほ一定の幅を保っ

てめぐる周壁溝を検出した。住居北壁西寄りの位置で、幅0.6m、長さ0.9mの範囲で焼土を検出

した。柱穴を複数確認したが、 主柱配列は不明である。出土土器から、時期は、佐山 I-4式期

と推定される。

竪穴式住居跡SH200（図版第37) 調査区の西半部の北端に位置する住居跡だが、その大半が

調査区外で、その南西辺付近の一辺を検出したにとどまる。検出した一辺は、約3.Smを測り、

ほぼ直線的に延びることから、平面形は方形プランと推定される。残存状況は悪く、検出面から

周壁溝底までの深さは0.1 m弱を測るにすぎない。周壁溝は北東辺にいたって周壁下縁から少し

離れて、その間に小さな平坦面を造る。時期の特定に耐える遺物は出土していない。

竪穴式住居跡SH210（図版第37) S H200の南東約2mに位置する住居跡である。平面形は方

形で、規模は、東西4.7m、南北4.2mを測る。SD5の西岸一帯は、後世の土地利用による削平

が著しく、集落関連の遺構の残りは悪い。SH210も残存度は低く、検出面から住居掘形までの

深さはO.lmを測るにすぎない。主柱穴は、北東の柱がずれるものの、住居掘形の対角線上に配

列される。出土土器から、時期は、佐山II-3式期と推定される。

竪穴式住居跡SH226（図版第42) 調査区北西で検出した住居跡である。SHl69と重複し、後

出する住居であるが、床面はSHl69の掘形底に達していない。一辺4.5m前後の正方形フ。ランを

呈するものとみられる。周壁下縁に沿って、幅0.1～0.3mの周壁溝をめぐらせるが、南辺の周壁

溝は、掘り直された形跡があり、 一部で二重に接して並走する。住居の南辺のほぼ中央部に、比

較的遺存度の高い竃を検出した。竃周壁の基底部は住居掘形の底部と粘性士を用いて構築してい
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る。基底部は幅0.9m、長さ1.2mを測る。煙道は周壁を穿つことなく竃本体の東側の壁体を東方

に直角に屈折させており、住居周壁との聞を煙道部とするいわゆる「L」字形竃である。柱穴は、

2か所で検出した。出土土器から、時期は、佐山町一l式期と推定される。

竪穴式住居跡SH227（図版第44) 調査区西寄りの中央付近で検出した、 一辺約3.3mを測る住

居跡である。大形円形住居SH251内に完全に納まるように重複するが、住居の掘形はSH251の

床面に達していない。住居の軸線はおよそN17 wを示す。住居掘形の下縁に沿って幅o.15～0.2 
mの浅い周壁溝をめぐらせる。主柱穴は、住居対角線上に配される。住居掘形底面をそのまま床

としており、その直上で土器類が出土した。時期は、佐山II-2式期と推定される。

竪穴式住居跡SH228（図版第44) 調査区東部で検出した方形の住居跡である。規模は、 4.5×

4.3mを測る。幅約0.2m、深さ約0.2mの周壁溝が、四辺をめぐる。主柱穴は、 4本柱によって

構成されるものとみられる。出土土器から、佐山II-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH229（図版第42) S H226の西側で、検出した方形住居跡である。規模は、

6.6×5. 7mを測る。住居内では柱穴が複数検出されたが、柱間す法約2.5mに位置する 4基の柱

が主柱穴とみられる。壁下をめぐる周壁溝の深さが住居の掘形底から0.1 m未満と浅いことや、

そのほかの住居内遺構の深度から、貼り床が想定される。なお、住居跡の南辺の東寄りで、炭を

比較的多く含む土壌が南北約2mにわたって不整形なプランを呈して確認されたO 当初、竃の痕

跡とみていたが、被熱痕がないことから、貼り床造成土に混入したものと考えられる。住居跡の

埋土上層から、陶巴TK23型式の須恵器杯蓋、製塩土器、滑石製勾玉形模造品が出土している。

竪穴式住居跡SH251 （図版第43) 調査区西部中央で検出した佐山遺跡で最大規模をもっ大形

円形住居跡である。多数の住居跡と重複するが、層位的には最も古く位置づけられる。周壁の平

面形は直径11.4mの正円形である。周壁溝は、後述する遺構の撹乱部以外は、幅0.3m、深さ約

0.25～0.4mを測る。住居跡の床については、住居掘形の掘り込みが、砂層に至ることなく安定

した粘質土中でと どまっていたので、貼り床などの造作は行われていないとみてよい。住居跡の

中心部には、住居の規模に比例するような規模の大きな炉が設けられる。その構造は、中央にす

り鉢状の土坑を穿ち、土坑の周囲に床面を少し掘り窪めた一定幅の平坦面を設け、その外縁に、

幅約0.2mの土堤（以下、周縁帯とする）がめぐるもので、内側には炭が薄く堆積していた。いわ

ゆる「灰穴判 ）に比定できるものである。中央土坑は、上縁の平面形が長径1.9m、短径1.Smの

やや不整円形を呈する。径0.75mを測る正円形プランの平坦な底部外縁は内湾気味に屈曲し、側

壁は立ち上がりの中ほどに傾斜変換点があり、それより上位の角度がゆるくなる 2段構造を示す。

深さ0.35mを測る。中央土坑の周囲は、住居床面から約0.1mの深さで、約0.5mの幅をもって、

浅く底部が平坦になるように掘り窪められる。周縁帯は基盤層の粘性土を削り残して整形したも

ので、基底幅0.3～0.4m、上縁幅0.15～0.25m、周溝底からの高さ約0.1mを測り、その横断面

形は低い台形を呈する。遺構内の堆積状況は、中央土坑が若干の炭混じりの土で人為的に埋めら

れた後、周堤内の全面にわたって炭が均質に敷き詰められるように広がる。ただ、熱による土壌

の変質は認められない。
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柱穴は、桁材の長さを 2m前後と想定し、住居跡の中心点から円を描くと、半径1.5mと2m

の円周上に柱穴が集中する傾向が読み取れる。外側の円周では、おおよそ1.8mを前後する間隔

で7本の柱穴（Pl～ 7）が、また、内側の円周では東西2.3m、南北2mの枠組みを構成する 4

本の主柱（p 8～10）が抽出できそうである。これとは別に、周壁溝に内接するように溝に沿って

短い間隔で並ぶ規模の小さな柱穴があるが、周壁体を保持する支持柱とみられる。

住居床面には、特に偏在することなく広い範囲にわたって焼土が堆積していた。建築木材の形

状を窺えるような炭化領域こそ残されていなかったが、この住居は焼失したものと考えられる。

床面上あるいは周壁溝の埋土の中から土器類が出土しており、佐山 I-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH254（図版第41) 調査区北部中央で検出した住居掘形の軸をSH210に揃える

方形プランの住居跡である。南北4.3m、東西4.lmの規模を有する。周壁溝は、幅0.2～0.3m、

深さ0.1～0.2mを測る。主柱穴は4基で、柱間寸法は東西2.4m、南北1.7mを測る。住居の中央

からわずかに北に、径0.6m、厚さ 5cmの、焼土に縁取られた炭が堆積する範囲があり、炉の痕

跡とみられる。出土土器から、時期は佐山E 2～3式期と推定される。

竪穴式住居跡SH266（図版第45) S H300と重複する住居で、SH300の床面を削平して構築

されている。周壁溝は、その底部付近を確認したにすぎないが、南東隅から鈍角をなして直線的

に延びる東辺と南辺を検出した。住居跡の平面形は一辺約5mの矩形を呈するものと考えられる。

出土土器から、時期は佐山E l式期と推定される。

竪穴式住居跡SH268（図版第41) S H266の東に隣接するように位置する方形住居跡である。

住居跡の北西が撹乱を受けるため、平面プランの全容を、正確に復原する要素を欠いている。残

存部分には、やや規模の大きな周壁溝がめぐり、その内側には径0.2～0.5mの掘形規模を有する

柱穴と、炉を示す焼土・炭の範囲を確認した。出土土器から、住居の時期は佐山 I-1式期と推

定される。

竪穴式住居跡SH270（図版第44) 円形住居跡SH251の北西部を大きく撹乱する住居の密集部

分に位置し、 層位の観察から、重複する 5基の住居跡の中で最も新しいと判断した住居跡である。

住居跡の平面形はほぼ正方形を呈し、 一辺5.2～ 6mを測る。検出面から住居掘形底までわずか

0. 1 mを測るにすぎないが、周壁溝を西辺と南辺で検出した。主柱穴は4基で、南辺の2本の主

柱は、柱間約1.2mの間隔で、存在する。住居南壁に接して、馬蹄形に閉じる浅い土坑を検出した。

出入り口に関連する遺構の可能性がある。出土土器から、時期は佐山田B-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH272（図版第41) S H270の北東に位置し、その約1/2の範囲がSH270の床面

に重複する住居跡である。6基の住居跡と重複関係にあり、後出する住居跡（SH189・192・

270・415）によって住居跡の範囲が上位に被覆されていたため、検出面レベルでは全くその輪郭

を確認することができなかった。この住居跡の掘形は、重複する住居跡の中では最も深く、後出

する住居跡の底面において住居の輪郭を確認することができた。規模は、長辺6.8m、短辺5.lm 

を測り、南北方向に長い胴張り気味の長方形を呈する。周壁溝は四周を途切れることなくめぐり、

幅0.15～0.3m、深さ約0.25mを測る。柱穴は、 2基の柱穴が住居跡南辺に平行し、 2mの柱間
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を保って位置しており 、4本で構成されていたものとみられる。住居跡の切り合い関係から、そ

の下限を佐山II-1期とすることができる。

竪穴式住居跡SH273（図版第44) 大形円形住居跡SH251の中央東寄りで、その周壁内に内包

される形で検出した方形住居跡である。住居の掘形は検出面から0.15mと浅く 、その底面に厚さ

6～8 cmの貼り床を敷く 。四周をめぐる周壁溝は貼り床上面から掘り込まれるが、その底部はS

H251の床面まで達していない。規模は、約4×3.6mを測る。床面には多数の柱穴が存在する。

特に深度の深い柱穴は、住居対角線上に位置し、4主柱から構成されるものとみられる。出土土

器から、時期は佐山皿A I式期と推定される。

竪穴式住居跡SH276（図版第46) 調査区北東端で検出した住居跡である。3基の住居が重複

するが、 SH276はその最も西側にあって、最も新しい住居跡である。検出したのは住居跡の南

東部で、検出長は東辺3.8m、南辺2.4mを測る。住居掘形の検出面からの深さは0.15mを測り、

その底面に厚さ 3～lOcmの貼り床を施し、その上面から、周壁下に沿って周壁溝を穿っている様

子が、断面から観察された。住居跡内の底面で、柱穴3基と小規模な南北主軸の溝状士坑を検出

した。出土土器から、時期は佐山E 4新～EA-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH277（図版第46) S H276とSH278に挟まれる ように位置する住居跡である。

東西を両住居跡に切られ、北側は調査区から外れ、さらにその中央部を南北方向の坪境溝群に深

く撹乱されるため、残存度は極めて悪い。わずかに住居跡の南西隅部と、そこから直線的に延び

る西辺と南辺の周壁が示すラインから、方形プランを示すものとみられる。住居跡の東西長は、

4.3mを測る。周壁下縁に接するように掘られた周壁溝の存在を認めた。出土土器から、住居の

時期は、佐山 I-4式期を前後する時期と推定される。

竪穴式住居跡SH278（図版第46) S H277と重複し、さらに東に位置する住居跡と考えるが、

検出したのは、南辺の一面で、残る大半は調査区外に展開するものとみられる。南周壁が示すラ

インは直線的で、方形住居だとすれば、その主軸線はNl0° Eを示し、西に位置する SH276と方

位を揃えることになる。時期を特定できるような遺物は出土していない。

竪穴式住居跡SH300（図版第45) 大形円形住居跡SH251の北東に接して検出した住居跡であ

る。SH266をその周壁内に内包して、 一回り規模の大きな方形住居跡である。後出する住居や

溝に削平されて失われた部分が少なくないが、周壁の外郭線が示す住居跡、の平面規模は、 一辺

7.6mを測る。主軸の示す方位はN22°Wで、近い方位を示すB地区では最大規模の方形住居跡S

Hl69に次ぐ規模を有する。住居の掘形は重複する住居の中では最も浅く、検出面から最大0.15 

mを測るにすぎない。主柱配列は、住居の四隅で結んだ対角線に近接する位置で、 4基を抽出し

た。出土土器から、時期は佐山I-3～4式期と推定される。

竪穴式住居跡SH357（図版第46) 円形住居跡SH251の南西に接して位置するB-1地区では

最小の方形住居跡である。規模は、 2.6×3.lmを測る。 l.2mの間隔をおいて東に位置する SH 

227とは、住居の主軸方位がおおむね一致しており、 北縁の周壁ラインを揃えるなど、両者の関

連性の高さが推察される。住居掘形の遺存度は悪く 、検出面からわずか3～5cmを測るにすぎな
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いが、その底面で周壁溝と柱穴を確認した。周壁溝は幅0.1～0.2m、深さ 8～13cmを測る。北東

辺の周壁溝が途切れる部分は、中央北寄りに位置し、長さにして約0.3mの聞を掘り残している。

先に関連性を示したSH227も、東辺に同様の周壁溝の途絶部が設けられており、充分な開口幅

とは言えないが、出入り口の可能性がある。柱穴の配列は、住居の対角線に近接する 4本の柱が

主柱とみられる。また、南北周壁に接してその辺の中央に位置する 2本の柱穴（p 5・6）は、住

居上屋の梁材の端を固定する役割で建てられた補助柱の掘形とみることも可能である。住居跡内

から土器類が、 一括性を保つ状態で出土しており、時期は、佐山II-3式期に帰属する。

竪穴式住居跡SH 358（図版第46) 調査区のほぼ中央に位置する住居跡である。周壁の平面形

は、やや南北方向に長い方形プランを呈する。規模は、 5.2×4mを測る。周壁溝は、幅0.2～

0.4m、深さ 5～lOcmを測り、周壁下縁に沿って四周をめぐる。住居の対角線に接する柱穴（p 1 

～5）が、主柱穴とみられる。ただ、南西隅の主柱は近接して2基認められ（p 4・5）、いずれ

かの l柱が補修のため追加された柱とみられる。土坑は、住居跡の中央やや西寄りに位置し、長

径lm、短径0.84mの楕円形プランを呈する。深さ約0.2mで、断面は「UJ字形である。出土

土器から、時期は佐山田B-1式期と推定される。

竪穴式住居跡SH359（図版第47) 調査区の東部中央で検出した住居跡である。SH360と重複

している。方形プランを有し、 一辺の規模は5.2mを測る。出土土器から、佐山EB-2式期の

住居跡である。

竪穴式住居跡SH360（図版第47) S H359と大きく重複した方形住居跡である。床面の北西が

一部削平されるが、南辺は残存しており、辺の長さは4.3mを測る。SH359によって、埋土の上

層が削平されるが、床面にまで及ばない。出土土器には、東海系パレス査の細片があり、佐山

II 3式期の住居跡とみられる。

竪穴式住居跡SH362（図版第37) 調査区東端で検出した住居跡である。方形プランと推定さ

れる住居跡の北西隅を検出した。床面の大部分は、調査範囲外となり、規模は不明である。北陸

系土器が出土しており、時期は佐山E 2式期に帰属する。

竪穴式住居跡SH 374（図版第47) 調査区東部で検出したSH228と重複する方形住居跡であ

る。床面の南側は、 SH228によって大きく削平される。北辺は、残存長4.8mを測る。床面で、

幅約0.3m、深さ約0.1 mの周壁溝と、柱穴を4か所で検出したO 遺物は出土しておらず、時期は

不明である。

竪穴式住居跡SH409（図版第47) 調査区の南端の中央部で検出した方形住居跡である。後世

の溝による削平を受け、遺存状態は悪く、検出面から住居掘形底面までの深さは0.1 m未満にす

ぎない。残存する部分をみるかぎり、主軸を正方位に揃える方形プランの平面形が想定され、南

北長は4.4mを測る。住居跡内からは周壁溝や柱穴が検出されず、すでに削平を受けたものと考

えられる。

竪穴式住居跡SH410（図版第47) S H409の北で検出した竪穴式住居跡とみられる遺構であ

る。床面西側の一部が残るにすぎない。方形プランを呈し、検出長は約3.8mを測る。住居跡内
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遺構の調査

の土は、検出面において貼り床造成土が露呈しており、周壁溝や柱穴は確認できなかったO 遺物

は出土しておらず、時期は不明で、ある。

竪穴式住居跡SH 411 （図版第37) 調査区中央南端で検出した。平面形は方形を呈し、規模は

5.2×5.5m、深さ0.1 mを測る。主軸はN76。Eを示し、ほぼ下層のSHl42と平行することから、

S Hl42の建て替えとみられる。床面では、主柱穴を 4か所で検出し、幅約0.4mの周壁溝を 3辺

で検出した。遺物は出土していないが、竃付き住居跡のSHl42に後出し、佐山EB l式期の

S Hl32に先行することから、佐山田B l式期に帰属する住居跡とみてよい。

竪穴式住居跡SH 412（図版第37) 調査区中央南端で検出した住居跡とみられる遺構である。

その北西隅の一部を検出しており、平面が方形を呈する住居跡とみられる。北辺の検出長は、約

5.5mを測る。検出面からの深さは0.15mを測るに過ぎず、壁下に周壁溝は残されていなかった。

S H411と同様、佐山田B l式期の住居跡とみられる。

竪穴式住居跡SH414 （図版第37) B -1地区の中央南端の住居密集域にあって、その北東の

一面を検出した方形プランを呈すると考えられる住居跡である。少なくとも 5基の住居跡と重複

関係にあり、その中では層位的にみて最も古く位置付けられる。

竪穴式住居跡SH 415 （図版第48) 大形円形住居SH251の北西に位置し、 SH272と主軸方位

を揃えて、おおむね同じ位置で検出した住居跡である。周壁の平面形は、南北両辺は5.7mの間

隔を保って平行するが、その辺長は北辺の方が2.4mほど長いため、矩形状を呈する。住居の掘

形底は平坦で、検出面からの深さは0.15～0. 25mを測り、 SH272の掘形より0.15m程度浅い。

複数の住居跡と重複しているが、層位から判断すると、 SHl92・270よりは古く、 SH272も含

め、それ以外の住居跡に先行する。この一群では、住居の主軸が正方位に近いものが新しく、正

方位に斜交するものが古い、という傾向が読み取れる。床面で柱穴を 6基確認した。このうち比

較的規模の大きな2基（P1・2）を結んだ柱筋は、周壁南辺と平行しており、主柱を構成するも

のとみられる。住居の床面には、コンテナにして6箱相当分の多量の土器類が、土器溜まり状に

一括出土した（図版第188）。これらの一部は、ほかの住居跡との重複関係を精査によって検討し

ている段階に取り上げたため、当初、別の住居跡に帰属するとしたものがあったが、調査の進展

によって、 SH415の床面の土器群と連続する一括資料であることが明らかになった。出土土器

には、西部瀬戸内系土器、東海系土器、近江系土器、北陸系土器など多くの外来系土器を含む。

時期は佐山II-2式期と推定される。

竪穴式住居跡SH422（図版第45) 住居の軸線をSH300のそれに揃えてN22。Wにとり、 SH 

300と相似形を保った一回り小さな方形住居跡である。重複する SH266・300との新古の関係は、

S H422が最も古く、また、より深く掘り込まれており、 SH422→S H300→S H266の構築順が

層位観察から確認できた。わずかに残る周壁の下縁に沿って周壁溝がめぐる。主柱穴は4基で構

成されるものとみられる。住居中央で、長軸l.8m×短軸0.9mを測る隅丸長方形プランの浅い土

坑を検出したが、熱による土壌の変成はなく、内部に焼土や炭などは堆積していない。

竪穴式住居跡SH431 （図版第48) 円形住居跡SH251の北西部に重複する住居跡群のうち、最
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も西寄りに位置する住居跡である。確認できたのは、南辺と北辺の一部で、その全体形を復原す

るには情報が足りないが、おおよそ南北主軸長5.8mに対し、東西長は約l.4m長いやや胴張り状

の長方形を呈するものかもしれない。周壁溝は、幅0.15～0.35m、深さ約0.15mを測り、掘形底

面をそのまま床とした可能性がある。柱穴の配置は、その配列の規則性を見出すのは難しく、柱

の間隔は0.7～2.5mと不揃いで、主柱穴の抽出は容易でない。床面に近い層から一括して土器が

出土しており、時期は佐山E l式期と推定される。

竪穴式住居跡SH432（図版第47) 円形住居跡の南東に位置する主軸を正方位に揃える方形住

居跡群の一つである。後出するSHl47に南側を削平され、北辺付近の一部が検出されたにすぎ

ない。残存部をみる限り、北辺は3.9mを測る。東西両辺の周壁ラインが南側のSHl47の延長線

上にあるため、当初はSHl47の拡張部とみていたが、住居掘形がSH432の方が約0.15m深く、

同一面で揃っていないことから、先行する別の住居跡と考えられる。周壁に沿って、幅0.24～

0.3m、深さ 5cmの周壁溝を検出したO 出土した土器類は量が少なく、細片に限られ、住居の時

期決定に耐え得るものではない。

(2）井戸

井戸SE 361 （図版第50) 調査区中央東端で検出した井戸である。平面形は、 歪な楕円形状を

呈し、検出面での規模は、長軸長約2.8m、短軸長2.3m、深さ0.85mを測る。井戸の掘形は、基

底部から約0.4mの高さのところで、傾斜変換点をもっ。下段基底部の規模は、長軸長1.43m、

短軸長l.25mを測る。遺物は、中層からほぼ完形の複合口縁査、布留式輩、小形丸底査などが出

土しており、佐山田B-1式期の井戸とみられる。

(3）溝

溝SD 194 （図版第37) 調査区の北寄りで検出した幅lm前後を測る、やや規模の大きな溝で

ある。溝の中軸線は直線を基調としており、調査区内では 「L」字形に折れる平面形を呈する。

検出総長は、 35mを測る。溝の横断面は、底部に幅0.3m程度の平坦面をつく り、側壁は内湾気

味に立ち上がる形状を基本とするが、幾分崩れてゆるい「UJ字形を呈する部分もある。溝の底

面レベルは、奈良時代の南北溝SD 170の西側では、おおむね標高10.3mの水準を保つが、それ

より東側では徐々に浅くなり、 SD4との接点付近では標高10.4mとなる。溝内から出土した遺

物のうち時期的な下限を示す資料には甑の体部があり、この溝は古墳時代中期の中で埋没して機

能を失った可能性が高い。何らかの区画をするために、掘削された溝とみられるが、「LJ字形

に固まれた内側では、併行する時期の遺構は検出していない。

3. B-2地区の調査

B 2地区では、調査区南側がA地区から続く微高地の小規模な谷部にあたり、弥生時代後期

～古墳時代の遺構は、おもに北側の微高地上で検出した。弥生時代後期～古墳時代初頭の竪穴式

住居跡3基、弥生時代後期の土坑6基、古墳時代初頭の井戸l基、弥生時代後期末～古墳時代初

頭の溝2条、 古墳時代後期の溝I条を検出した。
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(1)竪穴式住居跡

竪穴式住居跡SH 1147 （図版第49) 調査区北西で検出した方形住居跡である。規模は、 5.4×

4.8m、深さ0.2～0.3mを測る。主軸は、 N44°Wをとる。住居床面では、 4か所で柱穴を検出し

た。主柱穴は、住居床面のほぼ対角線上に位置する 4基とみられる。床面から土器が出土してお

り、佐山II-2～ 3式期の住居跡と推定される。

竪穴式住居跡SH 1167 （図版第49) SH 1147と一部重複する住居跡である。住居床面の東側の

一部を、 SHll47に削平され、床面の南側は、中世遺構によって削平されている。周壁のうち、

残存状況の良好な北辺は4.8mを測り、幅0.4m、深さ0.1 mの周壁溝がめぐる。柱穴を多数検出

したが、主柱穴は、住居のほほ対角線上に近い位置にあり、 0.3～0.5mの深さをもっ4基とみら

れる。住居床面から、遺物などは出土していないが、 SHll47との重複関係より、構築時期の下

限は佐山 II-1～ 2式期に求められる。

竪穴式住居跡SH 1180 （図版

第49) SH 1167と重複する住

居跡で、住居床面の東側は、

SH1167に削平される。また、

西側および南側も中世遺構に

削平され、規模の復原は困難

である。残存する北辺は、残

存長3.5mを測る。北辺は直線

的に延びることから、方形プ

ランの住居と考えられる。柱

穴は、北壁に平行して 2基を

検出しており、主柱を構成す

るものとみられる。床面から、

帰属時期を特定し得るような

遺物は出土していない。

(2）井戸

井戸SE 1166 （図版第50)

調査区の北東部で検出した

井戸である。平面は、やや歪

な円形のプランをもち、断面

は逆台形状を呈する。検出面

での規模は、径約1.95m、深

さ約0.9mを測る。掘形の側壁

は、底部から約0.35mの高さ

て華イ
凶

ー－A

0 2m 

第15図 B 2地区士坑SKl038・1190遺物出土状況図
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のところで傾斜変換点をもち、上段で大きく広がる。井戸上層から第5様式系費、庄内式斐など

が出土しており、時期は、佐山E 4式期と推定される。

(3）土坑

土坑SK 1051 （図版第51)

長方形プランの土坑で、検出面での規模は長さ 4m、幅l～1.5m、深さ約0.2mを測る。四壁

の立ち上がりは垂直に近く底部は平坦で、内部に茶灰色細砂質土と灰色粘質土と暗茶灰色土がブ

ロック状に混入する茶褐灰色土が堆積する。その規模・形状や埋土に人為的な埋め戻しの形跡が

窺えることから、墓の可能性も否定できない。土坑内から、時期を特定できる遺物は出土してい

ない。

土坑SK 1138 （図版第51) 調査区の中央やや西寄りに位置し、その南側をSDl027に削平され

る土坑である。平面形は主軸を南北にとる隅丸長方形を呈する。検出最大長3.lm、幅約1.5mを

測り、埋葬施設の可能性がある。ただ、内部に明確な木棺痕跡は認められない。土坑底の中央寄

りは、一段深く掘り込まれるが、その側壁の勾配はゆるく、底部に若干の起伏が目立つ。土層の

堆積状態では、下層に堆積し、炭化物が比較的多く混入する暗茶褐灰色粘質土が、土坑上層にま

で比較的直線的に立ち上がる状況を確認した。SKll90と同じような木棺墓の可能性がある。主

として埋土上層から土器がまとまって出土している。

土坑SK 1139 （図版第52）・1173（図版第53) SK 1138の西側に接して検出した土坑である。2

基の土坑は重複し、SKl139の下層の断ち割りにより、 SKl173を検出した。SKl139の平面形

は、やや歪んだ円形を呈し、規模は長径1.3m、短径lmを測る。埋土には、炭が多く混入して

いた。また、 SKl173は、楕円形状を呈し、長軸長約l.05m、短軸長0.85m、深さ0.6mを測る。

時期を特定できる出土資料はないが、 SDl027に後出する。

土坑SK 1140 （図版第52) 調査区西部で検出した土坑である。平面形は隅丸方形で、 一辺約

0. 7m、深さ0.25mを測る。土坑内から、北近畿系器台（778）が出土しており、 時期は佐山 I-4 

～II -1式期と推定される。

土坑SK 1142 （図版第38) S Kll38の北側で検出した東西に主軸をとる長方形の土坑である。

西側を後出する SK 1041に削平され、西端の状況を正しくと らえることができないが、南北長

0.8m、東西残存長約lm、深さ0.4mを測る。時期を特定できる遺物の出土はなかったO

土坑SK 1169（図版第53) 調査区中央西寄りで検出した土坑である。SDl027の断面観察の際

に設けた断ち割りにおいて検出した。平面形は、楕円形状を呈し、東西l.4m、西辺長1.5mを測

る。時期を特定できる遺物はなかった。

土坑SK1174（図版第38) SK 1169の南東に近接して位置する径lm、深さ0.3mの土坑であ

る。SDll71と重複関係にあり、 SKll74が新しい。削平が著しく 、検出面からの深さは0.2m

を測るにすぎない。小形の第5様式系斐が出土しており、時期は佐山E式期前半と推定される。

土坑SK 1188・1189（図版第38) 木棺墓SKll90の墓横掘形のすぐ東側に位置する小規模な円

形プランの土坑である。SKll90の精査の段階で確認された。SKll88は径約0.8m、深さ約
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0.15m、SKll89は長径0.5m、短径0.4m、深さ0.1 mを測る。いずれも土器細片を含むが、時

期を決定できるものではない。

土坑SK 1201 （図版第52）・1203（図版第38) 微高地縁辺に位置する土坑である。両者は主軸線

を揃えて東西に近接するように並んで、いる。SKl201は、ほほ正方形の平面プランを呈し、規模

は一辺約2m、深さ約0.2mを測る。SKl203は、隅丸長方形のプランを呈し、規模は約3.7× 

1. 6m、深さ0.3mを測る。いずれも南辺の立ち上がりはわずかしか残されていない。

S K 1201の埋土には、多くの炭化物が混入する。2基の土坑は、東西方向に円弧を描く SD 

1171と重複関係にあるが、これらの土坑が先行する。

(4）木棺墓

木棺墓SK 1190 （第15図、図版第51) 調査区の北壁に接し、その中央付近で検出された木棺墓

である。墓墳は主軸を東西にとる長方形プランを呈し、検出面では四隅が強く丸みを帯び、長軸

3.4m、短軸 lmを測る。墓墳の底部は、 2段構造をなし、内側が長さ1.6m、幅約0.5mにわた

って約0.lmi呆く掘り下げられる。また、墓壌の両小口側に、長さ0.8～1.2m、幅約0.3m、墓墳

底からの深さ0.2～0.4mの小口穴が掘り込まれている。そこに堆積する暗褐灰色粘土は、横断面

でみると、下段墓壊壁上縁を越えて南北ともにいくらか北側に傾くように帯状に立ち上がる。そ

の土質から長側板の痕跡とみられる。底板については、これに対応する痕跡が認められず、木材

による底板はなかった可能性が高い。つまり木棺の構造は小口板を深く埋めて固定し、それを支

えにして長側板を下段墓壊壁に沿って立て、小口板は長側板に挟まれ長側端が突出する「工工j形

を呈する組合式箱形木棺と推定できる。出土遺物は全て土器類で、棺の腐朽にともない棺内に落

ち込んだ状況を示しており、墓上供献に係わるものと考えられる。墓域を画する周溝などの囲緯

施設は検出されなかったが、造墓時の構築面が深く削平されていることから失われた可能性もあ

る。出土土器から、佐山I 3式期の木棺墓と推定される。

(5）溝

溝SD 1027（図版第54～56) 調査区中央で検出した、微高地縁辺部を東西にめぐる溝状遺構で

ある。幅約4～ 8mを測り、長さ約22mにわたって検出した。上層は大きく中世遺構によって削

平されている。東端では、幅6m、深さ0.4～0.5m、中央部では、幅約8m、深さ0.3mを測る。

溝の断面は浅く、ゆるやかな弧を描く 。溝の南側の立ち上がりが不明瞭であるため、当初、縁辺

部の自然流路の可能性も考えられたが、東部の溝断面（M M’）および調査区西壁断面（P-P')

において、地山の人為的な掘削面が認められたため、微高地縁辺部の傾斜地および落ち込みを利

用して、 一部掘削された溝と判断した。標高は、溝の東端が約8.7m、西端が8.2mと西側が低く、

東西における溝底の高低差は、約0.5mを測る。溝埋土は、暗灰色中砂・暗灰褐色粘質土を基層

とするが、調査区西壁付近では、植物遺体を多く含む黒灰色シルト質微砂を最下層として検出し

ており、この周辺では湿地性の環境を形成する時期があったことが窺われる。出土遺物は、溝内

から多量の土器が出土したが、多くは細片化している。溝の堆積層が全体に薄く不規則で、出土

遺物の層位的な取り上げは困難であったため、全体を 5区に分け（図版第55）、土器の集中する地
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点ごとに取り上げを行った。出土遺物は、佐山E l式期（古墳時代初頭）～皿B-1式期（古墳

時代前期後葉）までの長期にわたる土器を含むが、特に集中するのは、佐山E式期前半であり、

この時期に溝が主に機能していたと考えられる。溝と重複する土壌や井戸などの遺構が、佐山

I 3式期以前か、あるいは佐山II-4式期以降であることとも矛盾しない。比較的良好な残存

状況を示したのは2区であり、微高地縁辺の傾斜に沿って、多量の土器が出土した（土器群2）。

この地点における土器群の帰属時期は、佐山II-1～II -3式期と比較的幅があり、集落側の立

地する微高地側から、数次にわたって廃棄された状況が読みとれる。また、 5区についても、下

層の黒灰色シルト質微砂から、佐山E l～E 2式期を中心とする土器（土器群4・5）が出土

しており、溝のおおよその存続期間を知ることができる。一方、溝の南側の溝底部では、砂牒層

に混じり、佐山IDB-1式期の土器群が、わずかながら出土している。このことから、 SD1027 

は、人為的な管理が放棄されたのちも、増水時の排水路としての機能をも って、長期にわたって

存続していたものと考えられる。

溝SD 1050（図版第53) 調査区の北端で検出した東西溝である。幅約3.7mのl条の溝として

図化したが、断面観察などによると、その中央やや南寄りに6世紀後半の須恵器などを包含する

溝があり、その埋土を切るように南北両側に中世以降の2条の溝が主軸を平行に保って掘削され

ていることが判明した。SD1050は、この新しい溝に深く撹乱されて溝の肩を失っており、本来

の規模や主軸方位を正しく確認できなかった。遺物は、下層から陶巴TK209型式に並行する須

恵器杯身が出土している。

溝SD 1171 （図版第38) 調査区の中央やや北寄りを東西方向に貫流する素掘りの溝である。検

出長は34.6mを測り、両端はさらに調査区外に続くものとみられる。検出された範囲内における

溝の軸線が描くラインは、基盤地形の等高線ラインにおおむね平行関係を保ち、北側に円の中心

をおくゆるい円弧を示す。先に記したSD1027の北縁に近い地点に位置し、 SD1027の軸線とお

おむね同じラインを維持する。しかし厳密には、西端のSmにわたる幾分北側にくびれる部分は、

SD 1027の北縁ラインを越えてより北側に偏向する。断面観察によると、 SD1171は暗灰色シル

トを最下層として検出したが、その上層は、 SD1027によって削平される（図版第54参照）。 現状

では幅0.3～0.4m、残存する深さ約0.3mを測る「UJ字形断面の小規模な溝として確認された

が、上位の削平を想定すれば、下底幅の狭い、より規模の大きな溝であったかもしれない。溝内

から出土した土器から、帰属時期は、 SD1027に先行する佐山 I-3式期と推定される。

（伊賀高弘 ・高野陽子）

第3節奈良～江戸時代の遺構

今回の佐山遺跡、の発掘調査では、 A地区とB地区の調査対象地全域から、条里型地割に関連す

る遺構群を検出した。また、 B地区では条里型地割に規制された居館とみる屋敷地を検出した。

佐山遺跡は、古くは山城国久世郡に属し、現在の遺跡周辺の耕作地畦畔・水路・道路にみる整然

と区画された景観は、過去の条里型地割の痕跡を今に良くとどめている。なお、久世郡の復原
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2km 議~jJ~：舵側糊以JP践報j耐冷就撃組孤島畠 ・水固などがあ
久世郡条里型地割復原図（注62-c文献第 l図に一部加筆） り、いずれも条里型第17図

地割に関連する遺構である。検出した溝は総て素掘りの溝であり、護岸施設は伴わない。

A l地区の南端部、八里と九里の条里境界にあたる東西方向の里道と、同側溝群（SD13・

A地区の東部では、里道に直交する南北方向14・16・18・20・49・51～54）を検出した。また、

の坪境道と、同側溝群（SD5・7・17・19・63・65・67・203～206・234）を検出した。里道お

よび坪境道に伴う側溝群は、ほぼ同一場所で多数存在し、頻繁な道路の整備状況が窺える。

(1)土坑

A地区中央を東西に横断する里道とA地区東部を南北に縦断する坪境土坑SK 23（図版第31)

道の交点北西角、条里の九里四坪では南東角に当たる地点で検出した円形土坑である。直径約2

m、深さは検出面から約0.2mを測る。道路側溝のSDl4とSD63に切られる。土坑内埋土の上

口縁部を欠いた9世紀前半の須恵器壷（図版第115-1053）と、少量の獣骨片が出土して部から、

いる。検出位置・出土遺物などから、祭記関連の遺構とみられる。

ハU
p
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d
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落ち込みSx 66（図版第34) A-1地区の東部北端、南北坪境道の下部から検出した、窪地状

を呈する大形の土坑である。遺構の北部は調査区外に含まれ、全体の様相は把握できない。検出

面での平面形は方形に近い形状を示すが、溝底部は円形に近い形状であることから、当初は円形

の土坑であったとみられる。断面形は、土坑壁面の上部において屈曲する傾斜変換線が存在し、

漏斗状を呈している。土坑上半部は浅い土坑状のゆるやかな立ち上がりを示し、下部は壁面が強

く立ち上がる。土坑は、埋没が進行するにつれ、特に西半側で土坑肩部の浸食が進行した結果、

最終面で浅い方形状の土坑に変化したと判断する。最終面の浅い土坑の規模は、検出面で東西9

m、南北6m、深さ約0.3mを測る。土坑底は、検出面から約 lmの深さを測る。士坑下部壁面

の立ち上がり状況から、当初の土坑規模はおおよそ東西4.7mの数値が得られる。埋土は粗砂と

粘性の強い細砂・シルトが互層（ラミナ）に堆積し、人為的な埋め戻し状況は認められない。土坑

内から、土器片に混じって馬とみる獣骨も出土している。遺物は、灰紬陶器・鉄j宰など9世紀前

半代を示すものが多数を占めるが、 12世紀後半の白磁（図版第115 1051）がl点が含まれている。

出土遺物の内容は、祭杷との関連性が認められるものである。

土坑SK68～70（図版第31) 調査区北東部で検出した土坑状遺構である。SK68は、 SD59の

東端部にあって、同溝を切っている。土坑の軸線はSD59と同一で、土坑自体が溝とほぼ重複す

ることから、 SD59などの掘り直しとも考えられる。土坑の東端部は南に屈曲して終わる。土坑

の長さは東西方向で3.5m、深さは0.3mを測る。土坑SK69とSK70は、断面形が浅いすり鉢状

の土坑である。SK69は直径1.2～1. 4m、深さ1.1 m前後の円形土坑である。SK70は楕円形土

坑であり、長さ1.3m、幅O.Sm、深さ0.4mの規模を測る。土坑の長軸は、溝SD59など斜行す

る溝群と方位を揃える。

(2）里道側溝群と里道

条里の八条八里三十三坪・三十四坪と、八条九里三坪・四坪を分かつ東西方向の道路遺構であ

り、 A-1地区南端部に位置する。後世の削平の影響で、明確な路面および路盤は調査面では確

認できないが、道路側溝と判断する多数の溝群を検出した。検出位置・規模などから、久世郡条

里の里道と考えられる。

側溝にみる東西里道は、東西方向に全長約30m分を検出した。道路の北側溝は、 SDl3・14・

18・49であり、対する南側溝はSDl6・20・51～54とみられる。なお、 SDl6とSD54およびS

D52とSD53は、位置関係などから後世の深耕です断された同一の溝と判断する。

検出したこの側溝群は、少なくとも 3時期にわたる遺構とみられる。調査区西壁面の土層観

察 ・位置関係などから、条里の八里三十三坪と九里四坪聞の溝SDl3とSD54、SD49とSD52、

S Dl4とSD51が対応関係にある南北両側溝の可能性が考えられる。また、八里三十四坪と九里

三坪間では、北側溝SDl8に対応する南側溝が検出できないが、 SD54の東延長部で南に向けて

一段下がる傾斜が存在する。この傾斜面は、西のSD54( SD 16）との位置関係からみて、ある時

期の里道南側溝の肩部であった可能性が高い。後世の削平で本来の里道の路面幅は不明であるが、

八里三十三坪と九里四坪聞のSDl3とSD54の心々間隔距離は約6mの間隔を測る。同様に、 S
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Dl4とSD51聞は約5.4m、SD49とSD52間では約5.4mの間隔を測る。東隣の八里三十四坪と

九里三坪間では、 SDl8の中心と南側の傾斜面の下端聞は約6.0mを測る。 SDl4・49・51と同

一軸根上東側で対応する溝については、後世の削平で消滅したとみられ検出できない。南北側溝

の底面高には比高差が生じ、 SDl4はSD54に比べ約0.4m低い比高差を測る。この溝底高にみ

る比高差は、東隣の八里三十四坪と九里三坪間でも同様な状況にある。

側溝SD 13 （図版第34) 条里の九里四坪の南を画するとともに、里道の北側溝とみる東西溝で

ある。同側溝群の中では、最も北に位置している。調査区西壁から東に約18m分を検出した。溝

幅はl.4m、深さは検出面で0.2mを測る。溝の埋土には地震による墳砂跡が存在し、また、溝底

には地震の曲隆現象とみられる、大小の荒れた凹凸面が認められた。溝底高は標高9.85m付近に

ある。

側溝SD 14（図版第34) 条里の九里四坪の南を画するとともに、東西里道の北側溝とみる東西

溝である。溝は地区西端から真東へ直線的に延び、西端から約25m地点でほぼ直角に北に折れ、

南北方向溝SD63に接続する。検出面での溝幅は0.6～ lm、深さは約0.3mを測る。溝の横断面

は、「U」字形を呈し、溝底はゆるやかに東側に下がる。溝底の標高は、東コーナー付近で約9.4

m、西壁面では約9.Smを測る。溝の埋土は、深さのある東側に粒子の大きな粗い砂が堆積し、

その上部に粘性のある砂が堆積する。溝内埋土中から瓦器椀や白磁椀など12世紀後半の遺物（図

版第115 1019・1020）が出土した。

側溝SD 18（図版第34) 条里の九里三坪の南を画する東西溝である。西のSDl3に対して同一

軸線上にあり、東西里道の北側溝と判断する。溝の横断面はSDl4と同様に深い「UJ字形を呈

する。溝幅は約1.3m、深さ約0.3mを測る。多くの溝の埋土が細砂であったが、 SDl8は5mm前

後の小石を多く含む粗砂が堆積していた。

側溝S020（図版第31) S Dl8の真南に位置する東西溝である。検出範囲は狭いが、ほかの溝

との位置関係から、八里三十四坪の北を画する溝であるとともに、東西里道の南側溝とみられる。

溝幅は0.6m、深さ0.3mを測る。SDl8とSD20の心々間隔距離は約9.6mを測る。

側溝S049（図版第34) SD 14の南、約0.5mの間隔を保って東西方向に併走する溝である。

溝は後世の削平の影響から各所です断状況にあり、溝底の深い部分が断続的に検出できた。検出

面での溝は幅約O.Sm、深さ約O.lmを測る。東西里道の北側溝とみられる。

側溝SD 51 （図版第34) S D49の南に存在した溝である。当初は浅い東西溝を確認していたが、

周辺部での調査を進めるにつれ多くの地点で溝肩を失い、わずかながら楕円形の浅い土坑状の痕

跡が残る。東隣の三十四坪では、溝の同一軸根上で対応する溝は検出できない。

側溝S052・53（図版第31) 両溝は断続する同一溝とみており、道路の側溝群中の南端に位置

する東西溝である。溝幅約 lm、深さは最も深い地点で0.2mを測る。東隣の三十四坪では、溝

の同一軸線上に東西方向の溝SD20が存在する。

側溝S054( S Dl6) （図版第34) 条里の八里三十三坪の北を画するとともに、東西里道の南側

溝とみる東西溝である。後世の耕作で激しく削平を受け、各所です断状況にある。東側延長上に
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遺構の調査

ある東西方向のSDl6とは同一溝と判断している。SD54の溝底はSDl4に比べ0.3～0.4m上位

にあり、わずかに溝底の深部が遺構として検出できた。溝は幅0.8～0.9m、深さは最大でも0.1 

mで、ある。溝底は平坦ではなく、地震の曲隆現象と判断する荒れた凹凸面が認められる。溝底の

高さは、 SDl6は標高9.85m、SD54では標高9.9m付近にある。

(3）坪境側溝群と坪境道

A地区の東部を南北に縦断し、調査区の中程で東西里道と交差する。里道から北に62m、南は

96mの長さに亘って坪境道の側溝を検出した。検出した全長は、約164mを測る。A地区北壁面

の土層観察（第18図）の結果、坪境道の路盤である土鰻頭様の断面形の土砂が、頻繁に盛り上げら

れた状況が確認された。この路盤は、昭和初期の大規模な盛土層直下（標高11.5m付近）まで続く 。

坪境道は、当地に条里型地割が施行された後、常にほぼ同一場所に存在し、長期間にわたって、

条里型地割が整備され続けた状況が窺える。第18図は、落ち込みSX66の埋没後、その上部に営

まれた坪境道の断面である。時代が下るにつれ坪境道は東に移動するが、近世頃（標高10.5m付

近）には一旦、西方へ修正される。その後、しばらくの期間はほぼ同一地点に坪境道は留まるが、

やがて再度、東に移動した状況が読みとれる。調査区北壁面にみる各時期の路盤には両側部に溝

が存在する。両側溝の心々間隔距離はおよそ1.2～2mの範囲内にあり、多くは1.6m前後の規模

を測る。

東西里道以北（A-1地区）、条里の八条九里三坪と四坪間では、南北方向に延びる側溝群SD 

5・17・19・63・65・67を検出している。また、里道を挟んだA地区の南部、八条八里三十三坪

と三十四坪間では、坪境道126の側溝群SD203～205・236・381・382を検出している。溝SD63 

とSD67聞が一時期の道路と認識するものである。SD63とSD67の心々間隔距離は約2.4～2.7 

mを測る。溝SD67の南延長部は削平によって失われ、初期の道路に関しては不明な点が多い。

里道以南（A-2地区）の八条九里三坪と四坪間においても、道路面はすでに後世の削平を受け

失われるが、側溝の下部を検出することができた。側溝と判断する溝SD203～206・234・236・

381・382は、幅がlm前後であり、深さも検出面から深い地点で約0.4mを測る。西側の耕作面

（八里三十三坪）と溝底面との比高差はおおむね0.8m前後を測る。側溝は規模・形状がほぼ同ー

であり、併走関係にある。また、多数条の溝の存在は、頻繁な坪境の移動を示している。特に

A-2地区南部では、 SD381周辺部の側溝が切り合い関係にあり、道路側溝の対応関係が判然

としない。A l地区検出の側溝SD63は、ほぽ南側延長線上に存在する側溝SD 206 ( S D 236) 

と同ーの溝と判断し、条里型地割施行初期の坪境道西側溝とみている。このSD206では、 11世

紀後半の土器の出土をみている。西側溝に対応する東側溝は、位置関係から SD204・382が候補

に挙がるが、確定をみていない。

坪境道は、北壁断面にみる路面幅や、検出した側溝の間隔が里道に比べ幅が狭く、里道にみる

車や人の頻繁な往来を目的とした、本来の道路とはやや異なる状況にある。坪境道は、両側に大

規模な側溝が伴い、小規模ながらも通路の機能を果たしたと考えられる。このような状況から坪

境道とみられる。
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L=11.0m 

40 

55 54 

1.盛土 2灰色シルト質微砂（鉄分を多く含む） 3 淡黄灰色中砂 4黄灰色粘質土（鉄分を多く含む）

5灰色微砂（鉄分含む） 6灰色微砂（鉄分を多く含む） 7淡茶灰色微砂 8.灰色微砂＋i.炎黄灰色中砂（後者は細い筋状に入る）
9.暗茶灰色粘質土 10.暗灰色粗砂混じりシルト 11.暗灰色シルト質砂＋白灰色中砂の互層 12. i.炎灰色シルト質中砂
13.黄灰色中砂＋白灰色中砂（洪水砂） 14.暗茶灰色粘質土 15.淡灰色シルト質中砂 16.暗灰色シルト質細砂

17.暗茶褐色シルト質細砂 18.暗灰色シルト質微砂 19.暗灰色粘質土（淡緑灰色粘質土をブロック状に含む）

20.暗灰色シルト質中砂＋白灰色中砂の互層 21.暗灰色シルト質微砂 22.黄灰色中砂＋白灰色中砂（洪水砂）

23.淡茶灰色シルト質微砂 24.灰色微砂（鉄分含む） 25. B音茶灰色粘質土 26.暗灰色シルト質微砂

27.淡灰色シルト質中砂 28.淡黄灰色砂（灰色微砂含む） 29.暗灰色シル ト質細砂 30.淡茶灰色シル ト質微砂

31.暗灰色粗砂混じりシルト 32.賞灰色中砂＋白灰色中砂（洪水砂） 33.灰色型車混じり微砂 34. l炎茶灰色微砂

35.黄灰色中砂＋白灰色中砂（洪水砂） 36.暗灰色シルト質中砂＋白灰色中砂の互層 37.暗灰色シルト質微砂

38.暗灰色粗砂混じり シルト 39.淡茶灰色微砂 40.暗灰色シルト質細砂 41.暗灰色シル ト質微砂

42.淡灰色シルト質中砂 43.暗灰色シルト質微砂 44.暗灰色シルト質微砂 45.黄灰色中砂

46.＂長黄灰色中砂 （灰色微砂含む） 47.暗灰色微砂 48.暗灰色シルト質微砂 49.暗灰色粗砂混じりシルト

50.暗灰色シルト質微砂 51.暗灰色シルト質砂 52.暗青灰色磯混じりシルト 53.灰色磯混じり微砂

54.暗灰色磯混じり粗砂 55.暗灰色シルト質細砂

第四図 A-1地区北壁坪境道周辺土層断面図

坪境道および側溝は、 調査区北端で検出した落ち込みSX66と切り合い関係にある。 SX66が

水性堆積で埋没した、その後、坪境道および側溝が形成された状況が、調査区北壁面の観察で明

らかとなった。

側溝SD 5 （図版第33) 溝SD67の南側延長部に位置する、幅広で浅い南北方向の溝状遺構で

ある。溝SD54と同様、後世の削平で深掘部分が遺構として認識できた。SD67と同じく坪境道

の東側溝であるが、 SD67と同一遺構とは認識しがたく、時期の異なる東側溝とみられる。天目

茶椀の出土をみている。

側溝SD 6 （図版第33) 八里三十三坪と三十四坪問、坪境道に伴う素掘りの側溝群中で、 最も

東に位置する南北溝である。溝の北端は、東西里道の南側溝SD20の西端に接する状況にある。

溝幅は0.6～1.2m、深さは0.3m、検出全長は17mを測る。溝底高は標高9.Sm付近にあって、ほ

ぼ水平な状況ながらも南端部は次第に底面がゆるやかに上がる。溝の南延長線上には溝SD205 

が存在し、 43mの間断を挟むが同一溝とみられる。溝SD20との関係から、八里三十四坪の西を

画する溝であるとともに、坪境道の東側溝とみられる。

側溝SD 17・19（図版第34) 坪境道の東側溝とみている南北溝である。SDl7・19は同一溝で

あり、断続する溝底の深部が検出できた。検出面での溝幅は l～1.4m、深さは0.3mを測る。S

Dl9は東西里道を貫く状況にある。溝の南延長線上には溝SD6が存在し、 SD6も同一溝であ

る可能性が高い。
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遺構の調査

側溝SD 63（図版第33) 調査区東部で検出した南北溝である。南端部では西に屈曲して溝SD 

14と接続する。坪境道の西側溝と判断する。溝幅は約 lm、深さは検出面から約0.3mを測る。

調査区中央部において、溝底と道路検出面との比高差は約 lmを測る。溝埋土中から瓦器、土師

器、白磁など（図版第115-1023～1027）が出土した。

側溝S067( S D41) （図版第33) 調査区北部で検出した、溝SD63の東側を併走する南北溝で

ある。調査区北端から17m分を検出した。坪境道の東側溝と判断する。溝幅は約 lm、深さは検

出面から約0.25mを測る。溝底は、南に向かうほど高くなる状況にあり、溝自体はやがて消滅す

る。埋土中から14世紀代の瓦器椀が出土した。溝はさらに南に延びていたとみられ、南側延長線

上には南北溝SD204( SD 12）が存在する。30m以上の間断を挟むが、両溝は同一溝とみられる。

側溝SD 203( SD 8) （図版第35) 八里三十三坪と三十四坪問、坪境道に伴う南北溝である。

溝の北端は、東西里道の南側溝SDl6の西端に接する。直線的に南に延びる溝は、検出全長が95

mを測り、さらに南調査区外に延びる。溝幅は lm、検出面からの深さは0.4m前後の平均値を

測る。溝底高は標高9.7m付近にあって、ほほ水平な状況にある。SD8の埋土中から、瓦器椀

（図版第115-1021・1022）などが出土している。

側溝SD204(SD12）・381（図版第35) 溝SD203の東側を併走する南北溝である。溝の北端

は東西里道を貫き、北方向にlOm前後延びて途絶える。調査区北部検出の南北溝SD67との関係

から、坪境道の東側溝とみている。検出した溝の全長は、溝SD381を含め54mを測る。溝幅は

lm、検出面からの深さは0.4m前後の平均値を測る。溝底高は標高9.7m付近にあって、ほほ水

平な状況にある。15世紀代の土器の出土をみている。溝の南部は溝SD381に切られる。SD381 

は、 SD204をほぼ正確にトレースすることから、 SD204の掘り直し溝と判断する。

側溝SD 205（図版第35) 調査区南部、 SD205の東側に存在する南北溝である。溝の南部はS

D382に一部削平される。検出全長は23mを測る。溝幅は lm、深さは検出面から0.6mを測る。

調査区中央で検出した溝SD6との関係から、同一溝とみられる。溝内埋土から、 12世紀中葉の

土師器皿（図版第115 1088～1092）などが出土した。

側溝SD 206 (SD 9) （図版第35) 八里三十三坪と三十四坪問、坪境道に伴う側溝群の中で、

最も西に位置する溝である。位置関係から、溝SD9と同一溝と判断している。SD9は、東西

里道を貫く状況にあり、直線的に北に延びている。SD9は検出全長が32mを測る。また、 SD 

9は、 里道の側溝である SDl4とSDl6に一部削平される。SD206は調査区南端から北に53m

分を検出した。溝は中間付近で西に膨らむ動きを示すが、軸線は直線的で、ある。溝幅は lm、深

さは検出面から最大で0.4mを測る。なお、 SD206の本来の掘削面とみる溝西肩の耕作面と、溝

底との比高差は最大 lmを測る。溝底高は標高9.6m付近にあるが、 SD9の南端部と SD206北

端部は溝底がゆるやかに上昇する。SD206埋土中から土師器皿・瓦器椀・瓦質羽釜・ 白磁（図版

第115、1054～1074）などの出土をみている。瓦器椀は11世紀後半の年代観を示す。

側溝S0382（図版第35) A-2地区東南部で検出した南北溝である。溝は、調査区南端から

北に22mを測り、北端付近の溝底は北に向かつてゆるやかに上がる。溝幅は lm、検出面からの
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深さは0.15mと浅い。溝底高は標高lOm付近で、ある。側溝のSD205とSD381を切る。重複関係

から15世紀を遡らない。

(4）溝

溝SD 1 （図版第34) A-1地区の北端部で検出した東西溝である。溝の東端は坪境道に接し

て終わり、坪境道を越えて東側の九里三坪には延びない。溝の東端部は、溝SD59とSD63に切

られる関係にある。溝の東部は座標軸に並行する状況にあるが、中央以西は座標軸に対してやや

北に振る。溝は、東西両端の底部中央を結ぶ線を主軸とすれば、北方向への傾きは約8。を測る。

溝幅は3m、深さは検出面から0.5mを測る。平均的な溝底の標高は9.3m付近にある。溝の西端

部の埋土中から、 9世紀前半の土師器 ・須恵器（図版第115-1016～1018）に混じって、土馬（第18

図1757）が出土している。このSD lの東端は、坪の南区画溝である SDl4との心々距離が約54

mを測る。これは坪内をほぼ二分した数値に合致している。

溝SD 2 （図版第34) 溝SD59の南側で、 SD59と心々間隔距離約5.7mをもって併走する溝

である。溝の深さは深い地点で0.4mを測る。溝の東端部は溝底がゆるやかに上がり、坪境道の

西側溝SD65の手前で途絶える。

溝S056・72（図版第34) 調査区北端で検出した斜行する溝である。溝の主軸は、東西軸から

北に約13°振る。溝幅2.2m強、深さは0.5mを測る。溝の東部はSD72など2本に流れを変える

が、いずれかl本は掘り返しと判断する。溝の埋土は落ち込みSX66と酷似し、明瞭な切り合い

関係の判別が困難で、あったが、検出時点ではSX66より新しく、坪境道側溝SD67より古いと判

断した。SD72より 11世紀後半の土器が出土した。

溝S059（図版第34) 溝SD56の南側で、 SD56と心々間隔距離約5.4mをも って併走する溝

である。溝はSD lを切るが、坪境道とその側溝に切られる。溝幅 lm、深さは0.1 mを測る。

溝の東端は溝底がゆるやかに上がり途絶える。12世紀前半の土器が出土した。

(5）島畠

条里の九里四坪、道路側溝SDl4・63と坪内区画溝SD lに固まれた範囲内に、島畠を検出し

た。島畠は、全体を土砂の盛上げで形成されたものではない。当地の島畠は、畠部の周囲を掘り

下げ、排土を畠部分に盛土することで形成されたとみられる。島畠と SD 1 ・ 14 ・ 56聞には、島

畠面から約4～ 7m幅で一段下がった低地（S D55）が取り巻く。このSD55は、粘性の強い砂質

土や泥質砂が堆積し、灰色・暗青灰色など還元作用を受けた状況から、水田耕作が行われていた

とみられる。SD55の堆積土中から、土師器皿、瓦器椀、磁器（図版第115-1030～1033）などが

出土した。島畠の西部は調査区外に延びることから、島畠の全容に関しては不明である。検出し

た島畠は、島畠上に残る耕作溝群の方向性によって、 2時期に分かれることが判明した。初期と

判断する島畠は条里型地割に方位を合わせている。後期とみる島畠は、その方位を北から東方向

に約10。振っている。

初期の島畠は南北約40m、東西方向は約17.5mの範囲を確認した。島畠上の南東部分では、東

西方向の小規模な溝群SD31～35が存在する。溝群は、ほほ島畠の軸線と合致していることから、
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遺構の調査

同時期の耕作溝とみられる。溝は長さ4.5m前後に揃い、幅約0.3m、深さは0.lm前後を測る。

後期の島畠は、 SD55の土砂堆積が進んだ後、水田幅を縮小して再掘削し、 一回り大きな島畠

を形成している。その時点で島畠の北西部は東側に張り出し、島畠の主軸方位は北から東に10。

振る。水田域の縮小に伴い島畠の規模はやや拡大し、特に島畠の北東部と南部での拡張が顕著と

なる。島畠は南北が約46m、東西方向は北側で約22m、南部で、約18mを測る。この後期の島畠で

は、島畠と同じ斜行方位の小規模な耕作溝群（SD3・25～30）を検出した。耕作溝は最長のSD 

25で、約3lm、幅は約0.3mを測る。また、溝の深さは北端付近がO.lm、南端部では0.4mで、ある。

南北方向の耕作溝（SD3・25～30）の間隔は2.2～5.4mを測る。この中で南北溝SD3・25とS

D28南部の間隔は約4.5mに揃う。また、島畠面には東方向への振り角が弱い溝（S D27・37）も

みられ、溝の間隔は約5.5mを測る。この島畠面では、少なくとも 2時期の耕作溝を検出したが、

各グループ間に切り合いが無く先後関係は不明である。耕作溝に伴う遺物の出土はわずかである

が、おおよそ13世紀代を示すものである。島畠上には、先の南北溝に対して東西方向の耕作溝

( S D39）も存在する。この東西溝はSD39のみであり、北側のSD2・56・59とは同ーの方位を

とっている。

(6）耕作地（八里三十三坪）と耕作溝

A-2地区の八里三十三坪、坪境道の西側溝SD206以西には、側溝群検出面から一段高い位

置に耕作地が広がる。坪内では、北側A-1地区の九里四坪にみられた島畠と島畠を取り巻く水

田の形成はみられず、幅・深さとも小規模な耕作溝群が残る平坦面が広がっている。ただ、坪境

道および側溝群部分は、南北方向に広範囲に削られ、還元作用を受けた粘性のある砂質土の堆積

が認められる。この削平を受けた部分は、頻繁な坪境道の整備に伴う結果とみられるが、後世の

一時期、水田として使用されていた可能性も残る。A-1地区の九里四坪では、後期島畠面に斜

行する耕作溝群が存在するが、この八里三十四坪で同様な斜行溝は確認できない。

三十三坪内にみる耕作溝群は、北部では特に東西方向溝が多くを占めている。一方、南部では、

格子模様状に東西 ・南北の方向性をもっ溝が入り交じる状況にある。この耕作溝群のうち、南北

溝のSD268とSD316は、ほかの耕作溝と幅 ・深さにおいて変化がみられないが、坪内を長く直

椋的に縦断する状況にある。SD268とSD316の間隔は約11mを測る。また、 SD268と東側の

坪境道側溝SD206( SD 9）間も、約llmの間隔を測る。この数値は、東西方向の一坪をほぼ10

等分したものに合致することから、南北溝のSD268とSD316は、三十三坪内を区画する溝と判

断される。この区画溝の状況から、八里三十三坪の土地割は南北方向の長地型であることが明ら

かとなった。なお、 SD316では、 14世紀代の土師器皿が出土した。

三十三坪の南部では、やや規模の大きな東西溝SD207 ・ 213が存在する。ともに幅約lm、深

さは0.25m前後を測る。SD207・213は、坪境道側溝SD206から西約9m付近で、ともに終わる。

この数値は坪内を12等分した数値にほぼ合致する。また、 SD207とSD213の心々間隔距離は約

13. 3mを測る。これはー坪を 8等分した数値にほぼ合致する。このような状況から、 SD207と

S D213は、坪内の区画溝と判断している。さらに、 SD213以北で13.3mの距離にほぼ合致する
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耕作溝は、 SD239・252・377が挙げられるu この3本の溝はSD207やSD213に比べ小規模で、

あるが、多くの耕作溝群中にあって特に東西の長さが長い傾向にある。この3本の溝に関しても

坪内の区画溝の可能性が高い。 なお、区画溝のSD207とSD213から、11世紀後半の土器（図版

第115-1075～1078・1079～1087）が出土した。

2. Bー 1地区の調査

B地区は、条里の八条八里二十七坪と二十八坪に跨る地点に位置する。B地区の調査は、北の

A地区調査と同様に調査年度 ・水路の存在などから、 B-1・ B-2地区に分割して実施した。

B l地区では、地表下3m（標高10.3m）付近から、 大規模な濠（SD5）をめぐらせる屋敷地

（八条八里二十八坪）を検出した。屋敷地内から、掘立柱建物跡 ・井戸・墓・溝など、多くの遺構

を検出した。濠SD5の西側の屋敷地内では、南北に並列する 2棟（SB1・2）の建物跡や、屋

敷墓と推定される土壌を検出し、また、調査区中央部の坪境溝の東側では、ピット群を検出した。

建物を復原することはできないが、出土遺物は12世紀前半頃のものが多く、この時期の建物が存

在したものと考えられる。 （竹原一彦）

(1)掘立柱建物跡

掘立柱建物跡SB 356（図版第59) B -1地区北部で検出した奈良時代の掘立柱建物跡である。

南北桁行3間（全長約5.2m）×東西梁行2問（全長約4.9m）の総柱建物に復原できる。掘形につい

ては、西側柱筋にのる柱穴列が、この建物跡の検出面からさらに深さ0.3～0.4mを測る後世（近

世）の溝によって、柱穴上半部分を撹乱されている。このため、掘形の平面形状や規模を同じ条

件で比較して観察できないが、側柱・束柱ともに一辺lm前後（0.65～l. lm）の方形プランを示

し、その四辺は、正しく正方位に揃える。また、複数の柱には掘り直しによって位置の修正の痕

が検出された。検出面からの深さは、0.35～0.45mを測り、南の柱ほど深いが、掘形底部の水準

は、おおむね標高10.3m前後で、ある。柱の痕跡は、柱根こそ遺っていないものの、恵まれた土壌

環境から掘形埋土とは容易に区別でき、外縁に酸化帯をめぐらせる粘性の強い土に変質した形で

明確に検出することができた。それによると、柱の材の断面は整った円形で（直径0.23～0.37m）、

その載面は、平坦なものと、やや丸みを帯びるものがある。こうした遺存状態が非常に良好な柱

痕跡から建物の設計企画を検討すると、柱脚の配列は、 整数の尺単位による心々す法に基づいて

いることがわかる。すなわち、柱間寸法を柱径の心々で計測すると、対面する柱間総聞が、桁

行 ・梁行とも同寸にならず、 北妻総間（5 m）が南妻総間（4.Sm）より0.2m長く、西平側総間（5.6

m）が東平側総間（5.2m）より0.4m長いという誤差が生じる。また、これとは別に一辺0.15～0.4 

mの掘形をもっ浅い柱穴が、 主柱穴に近い位置に存在する。その位置などから、深く掘り込まれ

た足場柱穴が削平を免れて残ったものと考えられる。

掘形内の埋土は水平方向に層状をなして、 質の異なる土を交互に埋め戻すといった簡易な版築

方法がとられる。埋土中に含まれる遺物は遺存状態の悪い土器の細片が多く 、時期のわかるもの

のほとんどが弥生～古墳時代のもので二次的混入である。そうした中で、西側柱列の北から 2番
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目の柱穴掘形最下層から、小片ながら須恵器杯Bの高台部分が、器形を特定できない土師器供膳

形態土器とともに出土している。須恵器杯Bの出土と、後述する SK228の主軸方位が、この建

物跡のそれとおおむね同じであることを積極的に評価すれば、土坑の示す年代（平城皿期）に近接

した時期に造営時期を求めることも不可能ではあるまい。柱穴の規模と配置から、総束柱構造が

想定でき、柱材の太さも含めると、高い床荷重に耐えうる構造の高床形式の「クラ」とみるのが

妥当である。 （伊賀高弘）

掘立柱建物跡SB 1 （図版第60) SD 5西側で検出された掘立柱建物跡である。東西3間（6.6

m）×南北4間（8.Om）を測る総柱建物である。柱問寸法は、東西が約2.2m、南北が約2mのほ

ぼ等間隔であるが、西端の柱列はやや不等間隔である。柱当たり部分の埋土に炭化物や焼士を含

むO ピットからは11世紀後半の瓦器椀、土師器皿などが出土している。

掘立柱建物跡SB 2 （図版第60) 東西3間（6.9m）×南北3間（5.9m）を測る総柱建物跡であ

る。柱間間隔は2.2m程度を測るものが多いが、 SB lに比べて誤差が大きい。時期を特定でき

る遺物は出土していないが、 SB Iとほぼ柱筋を揃えて建てられていることから、同時期の建物

と考えられる。SB 1・2のピットの断ち割りは、下層遺構の調査時に行う予定であったが、ピ

ット 3基が断ち割られたのみで、柱筋を貫く最終断面図は作成されなかったので、断面図を提示

することはできない。 （森島康雄）

(2）土坑

土坑SK 228（図版第59) 調査区西部中央で検出した奈良時代の土坑である。一辺1.1 mを測る

正方形プランを呈し、各辺はおおむね正方位に揃える。側壁が垂直に立ち上がる箱形を呈する。

ただ底面は粗砂層に達するためか平坦で、はなく、いく分起伏がみられる。内部から完存率の比較

的高い土器類（須恵器杯A・B、同環状把手付蓋、土師器杯A・C、同聾、製塩土器など）を主体

に、凸面に縄目叩きを施した平瓦などを混じえて、炭化物とともに出土した。その出土状態は、

土坑埋土の上部に集中し、おおよそ均質に分布している。また、供膳土器の多くは正立しており、

土坑内への人為的な据置行為が複数回にわたって行われた可能性が指摘できる。土器類には、包

含層位による時間差は認められず、平城E期（8世紀第2四半期）の範囲に納まる。

(3）屋敷墓

屋敷墓SK 108 （図版第63) B -1地区の北西端で検出した土師器皿を多量に出土した土坑で

ある。遺構の規模・形状や遺物の出土状況から墓と考えられる。墓壊は、残存する深さ約0.15m

を測るにすぎず、遺構の上位がかなり削平されていることが予想される。さらに、ゆるい勾配で

立ち上がる側壁の断面形状なども考慮すると、遺構の底部に近い部分のみが残存したものと考え

られる。また、 土坑の西側と南側は、トレンチ際に設けた排水溝やより新しい遺構などによって

撹乱されており、全容を知ることはできない。ただし、遺された遺構の上幅ラインが直線を描く

ことから、おそらく南北方向に主軸をもっ長方形プランを呈するものとみられる。検出面での規

模は、長軸長0.93m以上、短軸長約0.85mを測る。墓墳底部の北寄りはさらに径約0.65mの不整

円形プランを呈する浅い皿状断面を示す掘り込みがみられる。土器類は、この深掘部の範囲内で、
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墓壌の中軸線より西側に偏って南北方向に並べるように供献されていた。その出土状況は、皿の

内面を上に向けて2から 3枚づっ重ねるように据置き、それを4単位南北方向に接するように連

ねて配置している。皿は総数13個体あり、皿の口径は大小2種認められる。棺の形跡は遣されて

いなかったが、供献土器の出土状態から直方体の棺が使用され、その北寄りの西側板に、一列に

土器が供献されていた可能性がある。土器の示す時期は11世紀末～12世紀初頭である。

屋敷墓SK 416 （図版第63) B -1地区北西部で検出した。SKl08の南西約lmに位置する木

棺墓とみられる長方形を呈する土坑である。墓墳の西部は調査区外にあるが、主軸がおおむね正

方位と一致する東西に長い長方形を呈するものとみられる。規模は、検出面での上縁幅0.5～0.7 

m、長さ1.5～1. 6mを測る。断面形は、底部は平坦で、、側壁は長 ・短側いずれもゆるい勾配で内

湾気味に立ち上がる。墓坑内には木製の棺の痕跡が遣されていた。すなわち、木質が腐朽して厚

さ2～3cmを測る灰色シル トに置き変わった土と、その周りで変成を受けた幅5～7cmの暗黄灰

色砂質土を帯状に確認した。これらから棺の構造を復原すると、四隅の交角部が長 ・短側のいず

れも突出しない箱形を呈し、その平面規模は、幅0.4m前後、 長さlm 以上を測る。 また、東小

口から0.85m西の位置に、南北の長側（板）に納まる範囲でこれと直交する同様の土質の変化する

部分があり、棺内を仕切っている。棺底については、土質の変化はみられず、底板はなかったも

のとみられる。代わって、墓坑内埋土とは区別できる暗黄褐灰色シル ト質細砂が認められたが、

この部分に蓮などの有機質素材が敷かれた可能性がある。また、墓墳の東北東から西南西にかけ

て、 暗灰色シルト質粘土が棺内部分に限って陥没するような形で薄く堆積しており、棺蓋が棺側

材の腐朽によって落ち込んだ痕跡とみられる。棺の西半に偏って砥石l点と小形の土師器皿の上

に瓦器椀をのせた一組の土器が出土した。ただ、 これらの遺物は、元の位置を動いて傾いた状態

で出土しており、先の棺蓋陥没土より上に堆積した土の中に含まれていることから、棺上に置か

れていたものであろう。出土土器の年代は、 12世紀後半を示す。条里区画の坪の中では、土坑S

Kl08ともに北東（艮）の方角に位置する。考古 ・文献・民俗各分野における葬墓制の研究によっ

て提唱されている「屋敷墓」とみられる。

(4）落ち込み

落ち込みSx 191 （図版第57) 調査地中央西端で検出した。落ち込みSXl91は東肩の一部を検

出したもので、規模は径1.5m以上、 深さ0.5m以上を測る。遺物は、 13世紀頃の特徴をもっ。五

輪塔の各部材が出土した。

(5）奈良時代の溝

溝SD 170（図版第66) 調査区の西寄りを南北方向に貫く素掘りの溝である。検出総長約46m

を測る。溝の軸線は直線で、その方位はN4 °Wを示す。溝の規模は、 検出面の高低によって、

上縁幅が0.65～l.4mと一定ではないが、南北の トレンチ壁面の断面では1.5mを測る。深さも残

存度を反映して0.3～0.7mとぱらつくが、溝底は標高約lOmの水準を保つ。横断面形は、底に平

坦面を設けず丸みをも ったまま、側壁が幾分内湾しつつ、外上方に浅い角度で立ち上がる「UJ 

字形を示す。古墳時代以前の遺構と重複する部分では、層位からみていずれも この溝の方が新し
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いが、中世以降の溝には、削平される。出土遺物は、須恵器杯Bなどの8～ 9世紀を示す遺物が

少量ではあるが、最下層から出土しており、この溝の年代を知る手がかりとなる。ちなみに、こ

の溝の位置は、条里型地割の坪内の l段を限る地割におおむね一致する。 （伊賀高弘）

(6）坪境道側溝群と坪境道

SD5の東側に平行して南北方向の溝が複数切り合って検出された。これらの溝と SD5の聞

が坪境道と考えられるが、路面は削平されており、残っていない。

溝SD 7 （図版第66) B -1地区を貫くもので、南端付近では、 SD5の湾曲に対応するかの

ように西側に屈曲する。断面形は「U」字形であるが、北部では中央部がさらに l段深く なり、

南部では方形に近い。溝底には多少の凹凸があるもののレベルはおおむね一定であるが、南部の

約lOmは、約0.2～0.3m低くなっている。西側に新たに掘られたSD79によって、西肩の大半が

壊されているため、正確な幅は不明であるが、 0.6～0.8m程度の幅があったものと思われる。埋

土は青灰色砂混じりシルトである。 13世紀中頃の瓦器椀などが出土している。

溝S079（図版第66) 調査区北端から約35mにわたって検出した。SD7の西に平行して掘ら

れ、 SD7の西半を壊している。また、北半部の西肩はSD91で壊されている。幅は南部では約

0.6m程度を測り、北部ではSD91に切られて正確には測れないが、やや広くなり0.8m余りと推

定される。深さは約0.4～0.5mを測り、検出した坪境溝群の中では最も深く掘られている。溝底

のレベルはほぼ一定であるが、南端部の約7mは約0.3m低くなっている。埋土は灰青色粘土で、

瓦器椀、瓦質土器三足羽釜など、 13世紀中頃までの遺物が出土した。

溝SD 91 （図版第66) 調査区北端から16m余りにわたって検出した。SD79の西肩を壊してほ

ぼ平行に掘られている。幅は北部で0.2～0.3m、南部で0.6～0.7mを測る。溝底のレベルは北端

部で10.4m前後、南端部で10.2m前後で、あり、南に向かつて低くなる。埋土は暗灰青色磯混じり

粘質土である。

溝S099（図版第66) S D91の西に平行して約7mにわたって検出した。SD91に東肩を壊さ

れているため、幅は不明であるが、断面形から判断して0.6m程度はあったものと想定される。

深さは約0.2m程度で、溝底のレベルは南が約O.lm低い。埋土は暗灰色喋混じりシル トである。

溝S094（図版第57) S D99の西側に平行して約9mにわたって検出した。深さは北端部で約

0.2m、南端部で約0.05mを測る。溝底のレベルは北に向かつてゆるやかに低くなっており、北

端部が南端部に比べてO.lmあま り低い。土師器皿、土師器羽釜などが出土したO

溝SD 6 （図版第57) S D79の西に平行して約24mにわたって検出した。幅は北端部付近で約

0.6m、南端部で約0.2mを測る。深さは北端部で0.25mを測るが、南に向かつて徐々に浅くなる。

溝底のレベルはほぼ一定であるが、 南に向かつてわずかに低くなっている。瓦器椀、土師器皿、

瓦質土器三足羽釜などが出土した。埋土は灰青色砂混じり粘土である。

溝SD 8・9（図版第57) 調査区の南東隅で検出した。溝底のレベルは、 SD8は南に向かつ

て低くなり、SD9は北に向かつて低くなっている。途中で途切れているため、それぞれ遺構名

を付けたが、溝底レベルの高い部分が削平された本来は一連の溝と考えられる。幅0.5m前後を

可
E
よ
p
n
v
 



京都府遺跡調査報告書 第33冊

測り、深さは最も残りのよいところで0.15m程度で、ある。出土遺物は少ないが、 SD9から11世

紀代の瓦器椀などが出土した。

溝SD 95（図版第57) 調査区北東端で約7mにわたって検出した。幅は約0.45～0.8mを測る。

深さは残りの良い北半部でも約0.05m程度しか残っていない。溝底のレベルは南がやや低い。土

師器皿、瓦器椀などが出土した。

溝SD 11 （図版第66) 全長22mあまりにわたって検出した。幅約0.4mを測り、深さは北部で

は約0.3mを測るが、南部では0.1m程度である。溝底のレベルは北端が南端に比べて約0.25m低

い。土師器皿、瓦器椀などが出土した。埋土は青灰色疎混じりシルトである。

S Dll以西で検出された各溝の埋没時期には大差がなく、おおむね13世紀中頃である。切り合

い関係からみると、基本的には東から西へとわずかずつ位置を変えて掘り直されている。SDll 

の東側で検出されたSD8・9・95がこれらの溝よりも古い時期の溝であることを合わせて考え

ると、坪境溝が徐々に西側に移動していることがわかる。SD5によって狭められた東側の区画

が坪境道を侵して徐々に広げられて行った様子が窺える。

また、溝の埋土はいずれも比較的粘質の土で、流水堆積は認められない。

(7）坪境道以東（八里二十七坪）の遺構

B-1地区の中央部ではピットが検出された。建物を復原することはできないが、出土遺物は

12世紀前半頃のものが多く、この時期の建物が存在したものと考えられる。

ピット群の南側、調査区南東部では平行する東西方向の溝を 3条検出した。SD81は幅約0.9

～1. 3m、深さ約0.3mを測る。埋土は淡緑灰色磯混じり粘質土である。SDl3は幅o.7～1. 1 m、

深さ約0.1 mを測る。埋土は淡緑灰色砂質土である。SDl2は幅 1～l.4m、深さ約O.lmを測る。

埋土は暗青灰色離混じり粘質土である。SDl03は幅0.15～0.25m、深さ0.3mを測り、埋土は暗

灰色粘質土である。SDl2埋没後に掘られている。これらの溝は出土遺物が少なく、時期を特定

することができないが、坪境溝との切り合い関係からみて、 12世紀～13世紀中葉までに納まる遺

構と考えられる。

これらの溝は、坪を南北にほぼ2等分する位置にあり、東側の坪を等分する溝であると思われる。

B-1地区の北東部では東西方向の溝を 2条検出したO S D96は長さ約1.Smにわたって検出

した。幅0.2m前後、深さは約O.lmを測る。出土遺物は少なく時期は不明で、ある。SD97はSD 

96の南側で平行して長さ約2.2mにわたって検出した。幅約0.5～lmを測る。深さは約0.1～0.2 

mで、溝底のレベルは西側が低い。12世紀後半の瓦器椀が出土している。

これらの溝は、坪の北端からほぼ1/4坪の位置にあたる。

(8）耕作溝

SD2とSD3の間で南北方向の耕作溝群を検出した。幅0.3～0.4mで、深さO.lm程度のも

のが多い。黒色土器椀や土師器皿が出土した。11世紀前半までに埋没した溝であると考えられる。

また、これらの溝に先行する東西方向の溝が数条検出されている。

(9）濠
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溝SD 5 （図版第67) 調査区東部を南北に貫く濠である。幅約7～8m、深さ約l.4mを測る

が、南部では幅・深さともに規模が大きくなり、幅11.5m、深さ約2.1mを測る。条里型地割の

坪境に位置しており、その西側に掘立柱建物跡が検出されていること、北に隣接するA-2地区

ではこの延長部分が検出されていないことなどから、 SD5は両調査区の間にある坪境で西に屈

曲しているものと推定される。

断面形は、浅い「U」字形を呈する。埋土は大きく 5層に分けることができる。I層は、灰色

砂混じりシルト層で下半部には黄灰色中砂を層状に含む。肥前陶器椀などが出土しているが、肥

前磁器は出土しておらず、江戸時代の早い段階で埋没した可能性が高いが、出土遺物が少ないた

め埋没時期の確定は難しい。江戸時代に再掘削された溝の埋土である。E層は、砂を多く含む灰

色～青灰色のシルトを主体とする。SD5がほぼ埋没した段階以後に徐々に堆積していった層と

考えられる。この層からの出土遺物も少ない。E層は粘土が中心で、常時滞水した状態で堆積し

たものと考えられる。B-1地区北半では、皿層は、砂や礁を多く含む層（図版第67断面図B-

B＇の9・10層、断面図A A＇の7・8・10層）を境に上下に分けることができる。特に断面図

B-B’の 9層は微砂と粘土の互層であり、 一時的な流水による堆積とみられる。出土遺物の量

もこれを境に大きな差が認められ、 E層下半の出土遺物は極めて多い。一方、 B-1地区南部で

は、皿層の中に複数の磯層を挟むが、各層ごとの出土遺物の量には、中央部ほどの顕著な差は見

られない。皿層の出土遺物は13世紀中葉までに納まる。N層は粗砂と礁からなる層で、粗砂の聞

に直径5cm程度以下の亜円礁を含んでおり、洪水などで一時期に堆積したものと思われる。この

層からの出土遺物は比較的少ない。V層は砂を比較的多く含む粘質土層である。

なお、 B-1地区南部以南では、 N・V層に相当する層は、 E層に削られて残っていない。

この堆積状況から、 SD5は、当初に掘削されてから洪水によっていったん埋没したが、再び

掘削され、人為的に埋め戻されることなく放置されて徐々に埋没していき、江戸時代初頭に浅い

溝として掘り直されたものと考えることができる。

SD5が最初に掘削された時期については、 V層の出土遺物が11世紀後葉を中心に、 12世紀前

葉までの遺物に限られることから、 11世紀後葉に遡るものと思われる。また、いったん埋没する

時期はW層の出土遺物から13世紀前半と考えられ、機能を終える時期はE層の遺物から13世紀中

葉頃とみられる。

SD5の底面で南北方向の溝SDl09を検出した。SD5に切られており、調査区中央部付近

でのみかろうじて検出できたが、ほかの部分はSD5によって完全に削平されている。SD5以

前に、 B地区の屋敷地を囲っていた溝の残欠であると考えられる。11世紀中葉の瓦器椀などが出

土したO

(10）近世の溝

SDl～3は平行する南北方向の溝である。近世の遺物が出土している。

溝SD 1 （図版第57・66) 調査区北西部で約31mにわたって検出した。座標北から東に約

6. 3°振っている。幅はl.5～2mを測る。深さは0.2m前後で、断面形は浅い皿形を呈するが、中
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央部の一部は西側に0.2～0.3mのテラスを持つ。溝底のレベルはほぼ水平である。

溝SD 2 （図版第57・66) SD lの東側に約2.3～2.8mの間隔をおいて平行し、約30mにわた

って検出した。南端部は溝SDllOに切られる。 幅1.5～2m、深さ約0.3～0.5mを測る。断面形

は浅い「U」字形で、東側に幅約0.2～0.5m程度のテラスを持ち、北部ではテラスの上面が溝状

に数cm掘り込まれている。溝底のレベルは南端部が北端部に比べて約0.25m低い。

溝SD 3 （図版第57) SD 2の東側に約9.5mの間隔をおいて平行し、約24mにわたって検出

したO 幅は1.5～2mを測る。深さは北部で約0.2mを測るが、南部で、は数cmしか残っていない。

断面形は浅い皿形を呈する。

溝SD 4 （図版第57) 調査区中央部を南北に貫く溝である。SD3に切られ、 後述する SD5 

を切っている。幅は、南部では4m、北部ではSD3に切られているため不明であるが、 5m前

後と推定される。深さは0.2m程度で、ある。近世の遺物が出土している。

（森島康雄）

3. Bー2地区の調査

B-2地区では、濠SD5は西に直角に折れ、濠に固まれた屋敷地内から、 2棟（SB1151・

1153）の建物跡や、井戸 ・溝などを検出した。B 2地区検出の2棟の建物跡は、ほぼ同一場所

での建て替えが行われている。また、 SD5の屈曲部付近では、腰刀のほか、牛馬の骨格や、柿

経・形代など、水辺の祭杷行為にかかわる遺物が出土している。

(1)掘立柱建物跡

掘立柱建物跡SB 1151 （図版第61) B -2地区北西部で検出した総柱の掘立柱建物跡である。

建物規模は、東西3間（8.lm）×南北3間（5.7m）の規模を測る。東西の柱間寸法は、西から2.7 

m ・ 2. 4m ・ 3 mを測る。南北の柱穴間隔は北から2.lm・ l.5m ・ 2.1 mを測る。建物の方位は、

ほぼ国土座標軸に合致している。柱穴掘形の平面形は円形と隅丸方形が混在するが、円形掘形の

柱穴が主体を占める。また、柱穴は直径約0.3m、深さ0.1～0.2m規模のものが多数を占める。

柱穴埋土は淡黄灰色系茶褐色土である。SB 1153とは重複関係にある。柱穴に伴う遺物は少ない

が、 11世紀末～12世紀初頭の土器が出土している。

掘立柱建物跡SB 1153 （図版第61) 東西4間×南北2問の規模を測る、総柱の東西棟建物跡で

ある。建物の桁行は、柱穴心々間隔で7.8m、個々の柱穴間隔は西から2.lm・2.lm・1.Sm・ 

1. Smを測る。梁間は、柱穴心々間隔が4.5m、個々の柱穴間隔は北から2.3m・ 2.2mを測る。建

物の方位は、ほぽ国土座標軸に合致している。柱穴掘形の平面形は、 SB 1151では円形プランが

多数を占めていたが、 SB 1153は隅丸方形の柱穴が多い傾向にある。柱穴掘形は、一辺もしくは

直径が0.4m前後を測る。深さは深い柱穴で、検出面から約0.4mで、ある。各柱穴の底面レベルは、

桁行方向はほぼ水平、梁間方向は地形の傾斜と同様に南方向にやや下がる。柱穴埋土は淡黄灰色

系茶褐色土である。SB 1153は、建物の西北部分がSB 1151の東南部分と重なり、重複関係にあ

る。SB 1151と同じく、 11世紀末～12世紀初頭の年代観をもっ。両建物の柱穴に切り合いが認め
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られないことから、建物間の先後関係については不明である。

(2）井戸

井戸SE 1009 （図版第62) 濠SD5の南東コーナーから北西側12m付近で検出した井戸であ

る。掘形は、検出面では円形であるのに対し、底部付近では方形的な形状を呈している。検出面

での直径は約2.4m、井戸底では一辺約l.3mを測る。深さは、検出面から約l.7mを測る。井戸

底の標高は7.Sm付近で、ある。埋土は全体に亘ってシルトであり、井戸枠の存在を示す士層の変

化は特に認められない。井戸底では、中央から北西側にやや偏って、集水桝とみる曲物が据えら

れている。曲物は楕円形で、長さ0.5m、幅0.4m、高さ0.15mを測り、底板は除かれている。曲

物の設置には、井戸底に曲物より一回り大きな坑を穿っている。

(3）土坑

土坑SK 1006（図版第63) B -2地区の北西部、 SB 1153の西側で検出した方形土坑である。

一辺は約 l×0.6m、深さは0.15mを測る。土坑底は平坦で、はなく、周囲から中央部にかけて浅

く窪む。土坑埋土は暗茶灰色土であり、わずかに炭化物を含んで、いた。屋敷墓の可能性がある。

土坑内から、 11世紀末～12世紀前半頃の年代観をもっ土器（図版第124-1487～1493）が出土した。

多くは土師器皿であって、瓦器椀もわずかに含まれている。また、これらの土器は、完形もしく

は完形比率が高い傾向にある。

土坑SK 1007 （図版第62) 調査区の中央北部で検出した。濠SD5の西肩とは約6m離れる。

掘形は円形で、直径約l.9m、検出面から約0.9mの深さを測る。底面の標高は 9m付近で、ある。

遺物の出土はほとんどみられない。素掘りの井戸跡とも考えられる。

土坑SK 1008 （図版第62) 屋敷地の南西部で検出した。濠SD5の南東コーナーから北西側12

m付近に位置する。掘形は円形で、直径約2.Sm、検出面から約O.Smの深さを測る。土坑底の標

高は8.6m付近で、ある。埋土の中央部は、特にシルト質の強い粘質土であることから、井戸の可

能性が高い。埋土の上層から、 11世紀後半頃の年代観をもっ土器（図版第124 1494～1512）が出

土した。

(4）坪境道側溝群

側溝SD 1150（図版第58) B -2地区南部、 SD5の南側から検出した東西溝である。溝幅は

1 m前後、深さ0.5～0.Smを測る。溝は幾度かの掘り直しを行っている。溝の西部では、溝の移

動はほぼみられないが、東部側では時期が下がるに従って南に移動している。SDl150は、出土

遺物が比較的少なく、時期確定には至らないが、 SD5-c層を切ることから、 13世紀後半頃の

坪境側溝（北側溝）の可能性が高い。

側溝S01172（図版第58) B 2地区の北東隅、 SD5の東側で検出した南北方向溝である。

検出長は約 7m、溝幅l.5m以上、深さ約 lmを測る。溝内の堆積が進むにつれ、溝自体はやや

西に移動する状況にある。溝の埋土中から、 13世紀前葉の瓦器椀、瓦質鍋（図版第125-1558～

1571）などが集中して出土している。完形品も多く、 一括性の高い遺物である。

(5）溝
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溝SD 1049（図版第64) B -2地区北西部で検出した東西溝である。幅約4m、深さ約 lm、

検出長は約8mを測る。埋土は灰色系の粗砂およびシルト質中砂であり、遺物の出土はほとんど

みられない。埋土も比較的新しく、屋敷地を南北にほぼ二分する検出位置から、屋敷地廃絶以降

の耕作地に伴う区画溝（半坪）とみられる。調査区西壁面の観察では、 SDl049は溝幅を減じなが

らも再掘削を繰り返し、江戸時代頃まで存在している。また、時代が下るほど溝底面は上昇し、

位置も次第に北方向に移動する。

溝SD 1053 （図版第64) B -2地区北西部で検出した南北溝である。溝は北から東にやや振り、

小さく蛇行する。溝幅は北から南にかけて広がり、 0.8～l.4mを測る。溝底はゆるやかに南に下

がり、深さは0.6mを測る。検出全長は10.4mを測り、溝の南端は後世の耕作溝群によって完全

に削られている。溝内埋土は灰色シルト質微砂であり、炭化物を含んでいる。溝内から、瓦器

椀・土師器皿・黒色土器・緑紬椀など比較的多くの土器（図版第123・124-1457～1483）が出土し

たO 瓦器椀の年代観は11世紀第3四半期を示している。

溝SD 1145・1149（図版第64) この両溝は、 SDl200の内側で検出した溝である。SDl200な

どと同様、屋敷地東南隅で直角に屈曲する。溝幅は0.6～0.8m、深さは0.6m前後を測る。SD 

1145とSDll49は切り合い関係にあり、 SDll45はSDll49の掘り直しとみられる。SDll45で

は、屈曲部近くの東西方向溝の底部から、 11世紀後半頃の年代観をもっ瓦器椀や土師皿（図版第

125-1515～1537）が一括して出土した。この土器群は、溝底の北側端に偏る状況にあり、完形品

も多いことから、祭最E関連遺物とみられるものである。

溝SD 1146・1147・1200（図版第64) この溝群は、 SD5の内側に位置し、屋敷地の東と西を

区画する状況にある。溝幅は0.6～0.8m、深さは0.6m前後を測る。B-2地区東部北壁では、

S Dll46の埋土上にSD5東濠第19層（ c層）の堆積が確認され、 SDll46がSD5に先行する溝

であることが明らかとなった。B l地区検出のSDl09は、 SDll46とほぼ同一軸線上にあり、

ともにSD5に切られることから、両溝は同一溝の可能性が高い。11世紀中頃の年代観をもっ土

器（図版第125-1538～1540）が出土した。SDl200は、屋敷地南東部で西に屈曲した後、西約12

m付近で、さらに南東方向に斜めに再度屈曲する。SDll46とSDl200も切り合い関係にあり、 S

Dl200が新しい。11世紀末～12世紀初頭頃の年代観をもっ土器（図版第125-1556～1557）が出土

した。SDll47は、屋敷地の南端部にあって、 SDl200の西側延長線上に位置する東西溝である。

S Dl200とは、方向性や位置関係から、密接な関係にあるとみられる。SDll47の東端部は、南

西方向に鋭く屈曲し、 SDl200西部と併走している。この併走する両溝の間隔は約2mを測り、

SD5に切られるまで、長さ約6.5m分を検出している。このSDl200とSDll47の併走部分は、

周囲の状況から屋敷地の内外を結ぶ一時期の通路と考えられる。SD5は、この通路およびSD 

1200とSDll47を切っている。

(6）耕作溝

B-2地区北部で検出した東西方向の溝群である。特に中央部やや北側、およそ9mの範囲に

10数条の東西溝（S Dll40～1153）が集中している。溝は、幅がlm前後の比較的大きな溝で占め
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られ、重複して切り合う状況にある。南に屈曲する溝（SD1017・1042）も存在することから、耕

作地内を小区画した溝群とみられる。調査区北部では、幅約0.3mの東西溝（SD1002・1003）が

存在する。このSDl002・1003は耕作に伴う溝とみられる。耕作地の全様は窺えないが、耕作溝

の方向性から、 B-2地区は東西方向の長地型地割とみられる。

(7）濠

屋敷地の外周をめぐる大規模な濠と、多くの溝を検出している。また、 濠に関連して一部で護

岸施設などを検出した。

濠SD 5 （図版第67～69) B -2地区では、直角に折れる東濠と南濠のコーナーを検出した。

東濠は、 B-1地区とB-2地区の東部付近を南北に貫く。東濠は、 B-2地区検出の屋敷地

南東隅を起点に、 一部未調査範囲を含むが、 B-1地区北端までの間約80mに亘って検出してい

る。東濠は、さらに北に延びる状況にある。道路を挟んだ北側A 2地区（八条八里三十三坪）で

は、濠が検出できないことから、東濠はA地区とB地区間の道路下付近で西に屈曲するものと推

測される。B-1地区の東溝は、北部側は条里型地割に規制された直線的な溝であるが、南端付

近では西の屋敷地側に軸線を振る。また、 B-2地区で検出した東溝は、 B-1地区北部の直線

的なSDSの南延長線上に位置している。B-1地区東溝にみる西への蛇行状況は、 B-1地区

とB-2地区聞が現水路による未調査区域となり、その詳細に関して確認ができない。ちなみに、

このSDSの蛇行地点は、ほぽ屋敷地を南北に二分する半坪の地点に該当する。

D-D’は、 B-2地区東濠の南端付近での断面図である。濠幅は約11mを測る。濠底は濠の

北部側に比べlm近く下がり、標高8m付近にある。特に調査区東壁面（図版第69－中・下段）で

の濠底は最も低く、約7.4mの標高を示している。SDSの東溝南端部は、南濠を含む全体でc

層（B-1地区SDS・III層）の堆積が進んだ中にあって、堆積速度が比較的遅く、澱み状況にあ

ったとみられる。a・ b層は、澱み部分に新たに堆積したものであり、南方調査区外に延びる状

況にある。a・ b層にはラミナ層や喋層の多く存在することから、澱みの期間内にも頻繁な流水

の時期が含まれている。濠における水利は、部分検出であって詳細は不明であるが、近代の地図

に南東の佐山集落からB-2地区間に延びる水路が認められる。中世段階においても同様な水路

が存在した可能性も高いが、今回の調査では濠の南東コーナ一部分の全容が判明せず、東濠と南

濠が単純に屈曲していたか、コーナーから南東方向に水利が延びていたかの判断は確定にいたら

ない。

c層の19・25層は、シルトもしくはシルト質の強い粘質砂であり、帯水した状態で堆積したも

のと考えられる。また、この19・25層（D-D' ・ I -I＇断面）は比較的多くの植物や獣骨を含む

状況にある。特に19層では、柿経・人形など多くの木製品が出土した。柿経（図版第131-1735)

は調査区東壁付近、人形（図版第131-1737）は調査区北部から出土した。また、調査区東壁付近

では、 25層の濠底直上のA地点から腰万（図版第130-1731）が出土した。

SDSの南濠は、コーナーを起点に西に27m分を検出した。図版第68(F F' ・ G σ）は、
南濠の2か所の断面である。濠幅は9～lOm、深さはl.Sm前後を測る。濠の横断面はゆるやか
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な「UJ字形を呈する。断面観察の結果、濠は早くから土砂の堆積が進んでいる。南濠内の埋土

は、大きく 2層に分かれる。c層のうち37・39・50層は、護岸（s x 1100）の背後に認められる最

も古い堆積土である。この土層はシルト系の粘質砂であり、ほかのSD5のc層と大差は認めら

れない。調査時点では護岸内部と濠内の埋土の分離が困難であり、全体を c層とした。南濠c層

は、出土遺物においてもほとんど時期差がないことから、 c層の堆積は比較的短期間であったと

考えられる。南濠の堆積状況は南岸部ほど堆積が早く進み、濠の中軸線は次第に北側に移動した

状況が確認される。その結果、南岸は 2m程度北上し、濠幅は 8m前後に狭まっている。南濠で

は、コーナー付近の南岸部分において護岸施設（s x 1100）を設けている。

南濠では、濠底の直上付近から、腰万と判断する短万 2点（図版第130-1730・1732）が出土し

た。 1730は、優美な黒漆塗りの鞘と柄の万装具（帯え）が伴う腰万であり、護岸SXllOOの北西C

地点から出土した。1732は濠のコーナー付近B地点の濠底面から出土した。

南濠東部のコーナー付近において、巨木の樹幹（s x 1101）が出土した。樹種は広葉樹で、全長

約9m、直径約0.9mを測る。樹幹には根を残し、人為的加工は加えられていないことから、風

倒木とみられる。濠底から上半部分が出ているが、下半部は地山の砂磯層中に残る状況から、木

津川上流からの流木と考えられる。類例として、佐山遺跡の南東約2km、木津川河畔の城陽市第

3浄水場建設工事に伴って、同様な樹幹群の出土が知られる。この樹幹群の放射性炭素分析の年

代値は、 3,700～3,300年前（縄文時代後期）を示している。出土状況・内容などに共通性が認めら

れることから、本例（SXllOl）も同一性の高い資料とみられる。

護岸Sx 1100（図版第70) S D 5南濠の東コーナ一部南岸付近に設けられた、板と竹や杭を使

用した護岸施設である。杭列は、濠の南岸から約3.6m内側を並行に走り、検出全長は約lOmを

測る。護岸は、さらに東方調査区外に延びる状況にある。護岸自体は、板材や竹を横方向に渡し、

外側を杭で止める構造である。護岸は構造・使用材が一定でなく、小規模単位で変化しているこ

とから、頻繁な補修が行われた結果と判断される。護岸の内部側の埋土は濠内堆積土であり、顕

著な地盤改良などの作業は確認できない。護岸は強度不足であったとみられ、濠内に倒れ込む状

態で検出した。全体の様相として軟弱な護岸であった印象を強く受ける。

護岸の西側部分は、なかでもていねいな構造を認めるものである。護岸は長さ約5.0m、幅0.1

～0.15m、厚さ約 1cmの薄い一枚板（スギ）を横に渡し、外側から杭で固定している。杭の間隔は

0.5～0. 7mを測る。護岸面は、 11枚の板で板面を表に上下に組み上げる。杭は曲がりくねるもの

もあり、幹部ではなく、太めの枝を加工している。杭は、太い部分でも直径O.lm前後で、ある。

中央部以東の護岸は、規模形状からみて極めて簡便な護岸状況にあり、繰り返し行われた補修

部分とみられる。護岸の中央部では、約2mの範囲で板材による粗い網代組みが行われる。使用

する板材は、西側護岸の板と特に変わらない。網代組みの縦板は下端が矢板状に尖らず、水平な

小口のままであることから、濠底に打ち込まれた状態にはない。また、網代の中間付近において

杭による固定が行われないことから、土砂を押さえた程度の補修部分とみられる。護岸の東部は、

約2.5mの範囲で細竹を横に渡す。竹は、直径3～ 4cmを使用し、 5段約0.2～0.25mの高さで積
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み上げた状況にある。検出護岸の東端部、調査壁面では板材が姿を現している。部分検出である

が、縦板的な板材の存在から、東側調査区外では網代組みの護岸が行われている可能性が高い。

護岸内側埋土中から、 12世紀末頃の土器（図版第126-1632・1633）が出土した。

護岸SXllOOは、濠内土砂の堆積がある程度進んだ時点で築かれている。護岸は、水流から岸

辺の土砂を守る必要性から行う性格が強い。また、船着き場などの施設にも設けられる場合があ

る。SXllOOは、 SDSの土砂堆積がある程度進んだ段階で設けられたことが、背後に残る SD 

5堆積土の存在から明らかである。軟弱地盤補強としての護岸施設であるが、その範囲は濠の全

域には設けられず、極一部にのみ存在する。また、護岸内部で検出した2頭の犠牲獣は、特に手

厚い護岸祭杷が行われたことを物語る。このような状況から、 SXllOOは単なる護岸施設とみる

よりも、濠における重要な場所と考えられ、船着き場であった可能性が高い。

犠牲獣（図版第70) 護岸SXllOOの護岸内側から、牛と馬のほぼ完全骨格が各l体分出土した。

牛の骨格は東側、馬の骨格は西側に別れ、各骨格の間隔は1.3mを測る。骨格はともに濠底直上

付近に横たわり、いずれも頭部を西に、尻側は東に、足は南に向けている。牛馬の骨格は、遺存

骨格に解体痕はみられないが、ともに両前脚を欠く共通性がある。また、午の頭骨においては、

角が抜き取られた状況にある。残る後ろ足は、膝関節付近で交差する共通性が認められ、紐など

で縛られていた可能性が高い。この牛馬に関しては、祭杷に伴って屠殺された犠牲獣と考えられ

る。調査においてSDSのc層掘削時には、埋土に大きな変化がみられず、牛馬の骨格が姿を現

すまであまり注意が払われない状況にあった。わず、かに残った骨格周辺の濠底部を精査したとこ

ろ、各骨格を中心に一回り大きく地山がやや窪む状況が確認できた。このような状況から、この

犠牲獣の埋納には、護岸の背後に土坑を穿って行われた可能性が高いと判断される。

濠SDSやA地区検出の土坑および条里関連溝から、祭杷に関連した獣骨や土製 ・木製の祭杷

遺物が出土した。祭杷の内容・重要度によって、使用される祭記具は異なっていた可能が高い。

多くの場合、出土獣骨は頭蓋部分（歯・顎など）や四肢骨であることや、護岸SXllOOの犠牲獣は

ほぼ完全骨格であり、数（2頭）の上からも格段に突出した内容をもつことから、特に重要な祭杷

が執り行われた可能性が高い。

（竹原一彦・伊賀高弘）
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第4章出土遺物

第1節土器

1 .弥生～古墳時代の土器

各遺構出土土器の形式分類については、第5章第l節の分類に基づくものである。また、出土

遺物による各遺構の帰属時期は、第3章の遺構一覧表（付表2・3）に示したとおりである。

(1) A-1地区

竪穴式住居跡SH47（図版第71) 斐G(2）、高杯L3 (1）が出土した。高杯は、杯部中央外面に

に刺突痕を残す山陰系高杯である。

竪穴式住居跡SH48（図版第71) 聾F2 b (3）、高杯L1 (4) ・ K 2 (5・6）、小形丸底査B(7・

8）が出土した。

竪穴式住居跡SH92（図版第71) 二重口縁査B(9）、短頚直口査B(10）、斐E2 a (11～15) . 

F 2 b (16）、高杯K1 (17）・L1 (18）、小形丸底鉢B(22）・G(19）、小形器台B(23）・c2 (21）、

細頚査A2 (24）が出土した。17はいわゆる畿内系高杯であり、また、 18は山陰系高杯である。小

形器台B(23）と細頚査A2 (24）は、周辺からの混入とみられる。

竪穴式住居跡SH93（図版第71・72) 短頚直口壷A(25）、聾B(27）・D1 (26・28）、高杯（29)

が出土した。

竪穴式住居跡SH94（図版第72) 無頚査A(30）、器台A1 (31）が出土した。30には、 2つで一

対となる紐通しの穿孔が、対角線上2か所に施される。31は、 二段に各3つずつ施された透かし

孔をもっ。30・31は、出土状況から組み合わせて使用されていたものとみられる。

竪穴式住居跡SH95（図版第72) 加飾を施す二重口縁査B(32）、斐B(35) ・ E 2 a (36～38）、

鉢c(40）が出土した。

竪穴式住居跡SH96（図版第72) 斐E2 a (41）・D2 (42）が出土した。42は、 肩部に斜交する

ハケが施されており、近江系受口口縁斐D2とみられる。

竪穴式住居跡SH97（図版第72) 蓋E2 a (43）が出土している。

竪穴式住居跡SH99（図版第72) 聾c2 (44）の底部のほか、甑として用いられたとみられる穿

孔を施す聾Bの底部（45）が出土している。

竪穴式住居跡SH 100（図版第72) 近江系の聾D(47）、小形丸底鉢A2 (46）が出土した。

竪穴式住居跡SH 101 （図版第72・73) 49～64がSH 101に伴う土器である。65～74は、 SH 

101の下層から出土したものである。SHlOl床面の断ち割りによって、 SH 101に先行し、重複

するSHll6を検出しており、 65～74は、この住居に帰属するものと判断される。SHlOlからは、

妻F2 b (51・50）・H(52）、小形丸底査B(64）のほか、山陰系の高杯L3 (55～57・59～63）、畿
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内系の高杯K1 (58）が出土した。下層出土土器は、直口査A(68）、短頚査B(69）、聾B皿（71). 

E 2 a (73）が出土した。外来系土器としては、 SH 101に帰属する資料では、東海系の台付聾

(54）が出土し、下層から讃岐産とみられる大形査（65）や阿波産と推定される二重口縁壷（67）、南

関東などに通有の形式である棒状浮文をもっ二重口縁査（66）などが出土している。

竪穴式住居跡SH 102（図版第73) 聾E2 a (76）、高杯K(77）などが出土している。

竪穴式住居跡SH 104（図版第75・76) 二重口縁査B(129）、蓋Bと聾Eの折衷形式（130）・E

2 a (131）、高杯 I(132）、小形器台B(134）のほか、 山陰系鼓形器台(133）が出土した。133は、

胎土の特徴から、鳥取県の千代川周辺からの搬入土器とされる。

竪穴式住居跡SH 105（図版第73・74) 口縁部に擬凹線を施す広口査A(78）、近江系の受口壷

A 2 (80）、聾BII (83～86）・F1 a (87・90）・E2 a (89・91・93・94）・E2 b (92・95・96）、

高杯E1 (99・101）・F(100) ・ H 2 (105）、小形器台B(108）などが出土した。外来系土器は、有

段口縁の壷（79）が、形式的特徴から西部瀬戸内系土器とみられる。また、 92・95・96の庄内式蓋

は、 生駒西麓産の胎土をもっ。

竪穴式住居跡SH 106（図版第74) 二重口縁査D(109）・小形器台D2 (110）が出土した。109は、

いわゆる伊勢形二重口縁査の系譜をひく形式とみられる。

竪穴式住居跡SH 108（図版第75) 直口査A(111）、蓋F2 b (112～116）、高杯L3(117～120)

が出土した。121は、 高杯Mの口縁部であろう。

竪穴式住居跡SH 109（図版第75) 聾(122. 123）は、布留式直後の形式で、口縁端部が外側に

やや肥厚する。小形丸底査が共伴する。口縁端部に面をなす第5様式系窒B(124）は、混入と考

えられる。

竪穴式住居跡SH 110（図版第75) 布留式要F2 b (126）が出土している。

竪穴式住居跡SH 113 （図版第75) 「くjの字口縁の鉢Bが出土している。

竪穴式住居跡SH 116 （図版第75) 端部に面をなす斐c(116）が出土している。
竪穴式住居跡SH 118 （図版第76) 短頚直口壷A(135）、聾E2 a (136～138) ・ F 2 b (139～ 

141）・G1 (147）、高杯K1 (143) ・ E 1 (144）・J(145）が出土した。高杯142は、杯部底部外面

に刺突痕があり、高杯Lの一部とみられる。

竪穴式住居跡SH 120（図版第76. 77) 二重口縁壷E(148・149）、聾F2 b (154～157) ・ G 1 

(158）・G2 (150・152・153）・H(159・160）、高杯K2 (163）・L3 (166・170)・ M(l64・165）、

小形丸底壷A(169) ・ B (167 ・ 168）が出土した。151の「くjの字聾は、外面の一部にタタキを残

す。出土状況から、高杯163の杯部に載せられ、セ ットで用いられていたと判断される。また、

外来系土器では、東海系台付要の脚部の一部(161）が出土している。

土坑SK 98（図版第77) 小形丸底鉢E(172・173）、小形器台B(l74）が出土した。

(2) A-2地区

竪穴式住居跡SH383（図版第77～81) 二重口縁査B(178）は、床面の小土坑内から出土したも

ので、体部を打ち欠き、埋納したものとみられる。二重口縁壷c(179・180）、短頚直口査B
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(183・184・186・188）、直口壷A(185・187）、聾E2 a (190～203・205～229）・E2 b (204) ・ 

F 1 a (230・232・236）・F2 a (239）・F2 b (237・238）・G2 (235）、高杯H2 (243・244）、

器台c2 (242）、小形丸底鉢A1 (251・252)・ A 2 (253～259）・D(248) ・ E (249・250）が出土し

た。246の小形査は、わずかに底部を残すもので、 小形丸底査Aの祖形となった査であろう。外

来系土器は、 204が生駒西麓の胎土をもっ。また、 239は体部肩部内面に指頭圧痕が顕著に施され

ており、初期布留式聾に阿波などの東部瀬戸内地域の技法が認められる資料として注目される。

240・241は、底部が平底となる山陰系の斐とみられる。また、245は北近畿系の有段口縁の受部

をなす器台である。

竪穴式住居跡SH384（図版第81～84) 加飾を施す二重口縁査B(260）・c(261）、短頚直口査

B (262～265）、直口査B(267）、短頚査c(268）、短頚壷B(269）、聾E2 a (271～272・274～

306）・ E2 b (273）・F2 a (307・308）・F2 b (309～314）・G1 (315・318）・D2 (316）・D3

a (317）、高杯H(322・323）、 小形丸底鉢A1 (326) ・ A 2 (327）・B2 (321・324）・D(319)・G

(320）・F(325）、小形器台D2 (328）が出土した。 273は、生駒西麓産の胎土をもっ。 また、329

の小形台付査は、東海系の形式とみられる。

竪穴式住居跡SH392（図版第84) 「くjの字口縁の蓋（330～335）のうち、332～335は、口縁

端部が肥厚し、内面に段をもっ。須恵器は、無蓋高杯（337）、杯身（338～340）が出土した。

竪穴式住居跡SH 394（図版第85) 短頚直口査B(341）、斐C1 (343) ・ E 2 a (345～351) ・ F 

2 a (354）・F2 b (352・353）、 高杯J(356) ・ K(357）、小形丸底鉢c(360）・E(359）、小形器

台D1 (362）・D2 (361）が出土した。外来系土器は、吉備系聾（344）の口縁部、北陸系斐（355）が

出土している。

竪穴式住居跡SH397（図版第85) 斐F2 (364）が出土した。肩部に横ハケを明瞭に残しており、

聾F2 bの中でも古相を示す。

竪穴式住居跡SH398（図版第85・86) 聾E1 a (367～371) ・ F 1 a (372）、高杯E1 (376) . 

H (374）・G(377）、 小形丸底鉢c(378）、小形器台D1 (380）が出土した。高杯Elは、内外面に

ベンガラとみられる赤彩を施すもので、東海からの搬入土器とみられる。脚部がゆるやかにスカ

ート状に開く高杯（375）は、2個を対として、対角線上に4か所に穿孔が施される。 こうした穿

孔方法は、北陸系土器に特徴的にみられるものである。また、聾（369）は、 生駒西麓産の胎土を

もつ。

竪穴式住居跡SH 401 （図版第86) 短頚査B(381）、「くjの字口縁のタタキ聾B(382～385）、

受口状口縁をなす斐D3a(386）、 高杯E2 (387）、台付鉢B(388）、 小形査（390）、鉢B(389）が

出土した。聾Bには、口径25cm以上の大形品BI (384）、 16～25cmの中形品BII (383）、 16cm以下

の小形品Bill (382・385）がある。387は、東海系高杯の影響を受けた折衷形式である。斐Bはい

ずれも体部下半に粘土接合痕があり、体部上半に調整変化点が認められることから、底部と体部

との2大別分割成形および体部の2分割成形が行われたものであろう。

竪穴式住居跡SH402（図版第87) 391は、短頚直口査Bの口縁部である。当初から体部が打ち
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欠かかれていたものとみられる。精良な胎土を用いた精製品である。

竪穴式住居跡SH 421 （図版第87) 聾F2 b (392～395）、高杯K2 (396・397）・L2 (398・

399）、小形丸底鉢A2 (401・406）、小形丸底査A(402・403・405）・B(404・407）が出土した。

398・399は、杯部中央外面に径約3mmの刺突が施される。401は、体部下半の一部に焼き継ぎ状

の修復痕跡があり、極めて注目される資料である。体部に用いられたものとは別の粘土生地によ

って欠損部が補填され、 二次的焼成が行われている。また、 402には、口縁部に打ち欠きが認め

られる。400の高杯は、杯部を欠損しており、形式は不明だが、胎土には角閃石を多量に含んで

おり、搬入土器とみられる。

竪穴式住居跡SH 426（図版第90) 直口壷A(472・473）、斐D(474) ・ E 2 a (476) ・ E 2 b 

(475）・F2 a (477）、高杯H2 (478）、小形丸底鉢B(479）、小形器台D1 (480）が出土した。

竪穴式住居跡SH427（図版第87・88) 二重口縁壷B(408・410). c (409）、短頚査B(411）、

直口壷A(412）、棄E2 a (413・414）・c2 (416）・F2b(417）、高杯K(419）・G(418）、小形

丸底鉢B(421）、小形器台B(422）・C1 (423）が出土した。475は、 生駒西麓産の胎土をもっ。

竪穴式住居跡SH442（図版第88・89) 聾F2 b (433・434）、高杯K1 (437) ・ K 2 (435・

438）・L3 (436）が出土した。

竪穴式住居跡SH460（図版第88) 聾E2 a (424）・F1 a (425・427）・F2 b (426・428）、高

杯K2 (430）などが出土した。426には、 肩部上半に刺突痕が認められる。

竪穴式住居跡SH497（図版第89・90) 短頚壷B(458）、短頚直口壷B(459）、聾F2 b (460～ 

462）、高杯L1 (465）・L3 (463・464）が出土した。高杯（466～471）は、脚部および杯部が欠損

しており、形式は不明である。

竪穴式住居跡SH 500（図版第90) 広口壷Ba ( 481）、斐BI (485・487)・ B II (482・484・

486) ・ Bill (483）、高杯E1 (488）・F(489）、鉢A(490）、小形斐（491）が出土した。485は、体部

と底部の2大別分割成形、さ らに体部の2分割成形痕が明瞭に認められる。

竪穴式住居跡SH504（図版第91) 聾F2 b (496・497）・G2 (498）、高杯L3 (495・499）、小

形丸底壷B(500）が出土した。有段口縁の査（494）は、北陸地方からの搬入品とみられる。

竪穴式住居跡SH526（図版第91) 広口壷A(504）、細頚査A(506）、斐D1 (507）・c2 (509）、

高杯B1 (510）・B2 (514）、鉢A(512・513）が出土した。510の杯部中央外面には、 径約3mmの

刺突痕が認められる。511は、受口状口縁をなす近江系小形査である。

溝S0374（図版第94) 聾E2 a (578）の口縁部が出土している。

溝S0466（図版第92) 二重口縁査A(517) ・ B (518・521). c (519）、広口壷B(522）、短頚査
B (525）、短頚直口壷A(523・524）、査E1 (530・532）・E2 a (533～536）・E2 b (531）・A1 

(537）・F1 a (538）、器台D(539）、鉢D(540）が出土した。522は、播磨地域に通有の形式であ

る。528は、多量の雲母・角閃石を含んでおり、 讃岐産大形査の底部とみられる。531は、 生駒西

麓産の胎土をもっ。538は胎土分析の結果、肉眼で判別できない微細な多量の角閃石を含んでお

り、搬入土器とみられる。
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溝SD467（図版第94) 布留式斐F2 b (577）が出土している。

溝SD 523（図版第93・94) 二重口縁査B(544）、聾E2 a (548～550) ・ F 2 a ( 54 7・551)・ F 

2 b (553～556）、高杯］(557) ・ K 2 (558・559・561・562）、台付鉢D(569・570）、小形丸底鉢

F (571）、小形丸底鉢A2 (574) ・ A 3 (572・573）、小形器台E(575）・ F1 (576）などが出土した。

545は、讃岐産とみられる大形査の口縁部である。口縁部内面に、炭化物の付着が認められる。

567は、北近畿の日本海沿岸部の地域で散見される器台であろうか。高杯には、脚部に横方向の

ミガキを施すもの（565・568）が現れるが、縦方向のミガキを施す古い要素をもつもの（563）も残

存している。

包含層（図版第94) 弥生時代中期中葉の垂下口縁をなし、棒状浮文をもっ広口壷（579）や、近

江系聾口縁部（580）が出土した。

(3) B-1地区

竪穴式住居跡SH 134（図版第95) 二重口縁壷A(583）は、体部外面に粗いハケが施される粗製

品である。

竪穴式住居跡SH 136（図版第95) 鉢B(585）は、口径37.5cmの大形品で、ある。体部外面上半に

タタキ、内面にミガキ、底部に葉脈痕が確認される。

竪穴式住居跡SH 146（図版第95) 聾D(586）の口縁部片が出土している。

竪穴式住居跡SH 147（図版第95) 器台A2 (588）は、 2段に3方向から透かしを施す。

竪穴式住居跡SH 169 （図版第95) 広口査A1 ( 589）、費C2 (592) ・ D 1 (591）、高杯B1 

(593）、鉢B(595）が出土した。592は、口縁部端部に面をもち、体部内面にナデ調整を施す。

竪穴式住居跡SH 184（図版第95) 広口査c(584）は、口縁部端面に面をなすもので、灰白色系

の色調を呈す。播磨系か。

竪穴式住居跡SH 189（図版第95・96) 二重口縁査A(596）、タタキを施す短頚査B(598）、妻

B (599）、脚裾部に刻みをもっ高杯（597）、高杯D(600）・ E1 ( 601）・G(603）、近江系の鉢A

(602）が出土した。599は、大形の歪であり （B皿）、粘土接合痕が体部下半と上半の2か所で明瞭

に認められる。底部と体部の2大別分割成形、さらに体部の分割成形を示すものである。600の

高杯は、杯部に明瞭な段はなさないが、粘土接合痕が認められる。601は、脚部が「ハjの字状

に開く東海系高杯とみられる。

竪穴式住居跡SH 192（図版第96) 外面ハケ調整する棄A(604・612）、タタキ調整する斐B

(605～611）が出土した。聾Aは、口縁部が「く」の字状に屈曲するA2 (612）とゆるやかに外反

するA3 (604）がある。また、第5様式系タタキ斐Bには、矢羽根のタタキをもつもの（608）があ

る。この聾の底部には、焼成前の穿孔がなされている。

竪穴式住居跡SH226（図版第96) 「くjの字状の口縁をなす聾（616・617）、布留式費の系譜

を引き体部外面に縦ハケを施す聾（618）、椀状の杯部をなす高杯（619・620）が出土した。

竪穴式住居跡SH227（図版第97) 第5様式系タタキ聾B(621・622・636）、単純 「く」の字口

縁をなす初期庄内式聾E1 (623・625・626・628・629）・ E2 a (624・627）・ D(632・633）、体
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部外面に縦ハケを施す「く」の字状口縁の小形聾（634）、鉢B(635）、高杯F(638）・E1 ( 639）、

中空の小形器台c(640）が出土した。有段口縁の聾（630・631）は、北陸地方からの搬入品とみら

れる。630には、口縁部内面に指頭圧痕が列状に施されており、月影式聾の特徴を示す。

竪穴式住居跡SH228（図版第97) 短頚査B(641）、高杯H(642・643）が出土した。642は、脚

上部が中実状を呈し、 643は杯部に縦方向のミガキが施されており、古式の高杯の特徴を残して

いる。

竪穴式住居跡SH229（図版第97・98) 椀状の杯部をなす高杯（644）、須恵器杯身（645）、製塩

土器（646）が出土した。製塩土器は、胎士に砂粒をほとんど含まない灰白色を呈する焼成の良好

な土器で、大阪湾周辺からの搬入品とみられる。

竪穴式住居跡SH251 （図版第98) 外面縦方向のハケを施す聾A1 (649）・タタキ調整を施す蓋

B (651）・近江系の聾D1 (648）、近江系の鉢A(650）が出土した。

竪穴式住居跡SH266（図版第98) 外面ハケ調整を施す聾A(652）、高杯E(653・654）が出土し

た。654は、脚部に2段の透かしを 3方向から入れるもので、東海から北近江にみられる形式で

ある。

竪穴式住居跡SH268（図版第99) 656の大形査は、上層精査中に出土したもので、 SH268と

して取り上げたが、床面出土資料とは共伴するものではない。口縁部を上下に拡張し、球形の体

部をなす。床面からは、体部外面をハケ調整する長頚査A(655）、聾C1 ( 657）・c2 (658）、高
杯A(659）、近江系の鉢A(660）が出土した。

竪穴式住居跡SH357（図版第99) 長頚査B(671）、短頚査B(673）、聾E1 (672）、体部外面を

ハケ調整する斐（674）、中実の脚をもっ高杯（675）、小形丸底鉢A1 (676）が出土した。

竪穴式住居跡SH359（図版第99) 口縁部端部内面に強い横方向のナデが施され、やや肥厚す

る聾（677・679・680）、高杯N(678）が出土した。加飾査（683）と脚部に2段の透かしを 4方向か

ら入れる器台（682）はいずれも小片であり、前述した土器群と時期差があることから、混入とみ

られる。

竪穴式住居跡SH360（図版第99) 684は、外面にミガキを施す器台口縁とみられる。685は、

小片であるが、直線文と山形文が施されており、東海系パレス査の体部片とみられる。

竪穴式住居跡SH415（図版第100～102)

二重口縁壷B(687）・c(688）、短頚査B(690・713）、直口査B(692）、蓋A3 (709・711)・ B 

(694～696・698～704・706・707）・ c2 (697）・E1 (705）・E2 a (720）・D1 (714）・ D2

(715）、高杯G(727）・ F(728）・H2 (729）、器台B1 (731）、台付鉢c(732・733）、小形器台B
(735）、手倍形土器A2 (736）が出土した。第5様式系タタキ聾Bは、口径と体部最大径によって、

B I (696）・BII (694・695・698・699・701・702・707）・ BIII (700・703・704・706）の3形式に

分けられる。706は、頭部および肩部に焼成前の線刻が施される。線刻の施された土器片は3片

に分かれるが、接合点が認めらないため、図化した3片の配置については推定復原によるもので

ある。外来系土器としては、 691の頚部に突帯を付す短頚査は、口縁端部の刻みの手法などから、
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第19図 B l地区SH415出土線刻土器（706)

西部瀬戸内地方からの搬

入品と推定される。また、

有段口縁蓋（716～719)

は、月影式費の特徴をも

ちながらも、肩部にタタ

キが施されることから、

北陸南部から湖北ないし

は湖西にかけての地域で

生成された折衷形式と考

えられる 。715は、胎

士 ・形式から、湖東南部

の野掛川周辺からの搬入

品であろう。高杯（726）、

l～3.破片A 4.破片B（図版第100参照） 器台（730・731）は、東海

から北近江に類例をみる。手倍形土器Bは、近江に特徴的な形式である。

竪穴式住居跡SH 431 （図版第102) 斐D3 b (738）、高杯H1 (739）、台付鉢A(740）、小形器

台A(743) ・ C 1 (742）が出土した。738は、近江系受口口縁蓋と第5様式系聾との折衷形式であ

る。743は、定式化前の初現的な形態をなす中空小形器台で、受部が皿状にゆるやかに立ち上がる。

井戸SE 361 （図版第102) 二重口縁壷E(744）、斐F2 b (745～747）、小形丸底壷A(751）・ B

(752・753）などが出土した。750は器台の一部と考えられが、受部内面に、漆とみられる黒色の

樹脂が付着しており、容器として転用されたものである。754の器台片は、弥生時代後期後葉の

形式であり、混入したものであろう。

溝SD 156 （図版第103) 加飾を施す二重口縁壷c(755）、聾BI (758) ・ B II (757）・ E2 a 

(759・760）・E2 b (761・762）、高杯F(763）が出土した。

溝SD 194（図版第103) 把手付の甑の体部片（764）、近江 ・東海系の器台（765）が出土している。

包含層（図版第103) 767は、口縁端部に沈線をもっ「く」の字口縁の蓋で、肩部に3条の直線

文を施すことを特徴とする。弥生時代後期中葉の中部瀬戸内系の聾とみられる。手倍形土器

(769・770）は、いずれも近江系であるが、無文の手倍形土器A1 (770）と、線刻をもっ手惜形土

器A2 (769）が出土している。771は、 P325から出土した縄文時代晩期の無刻み突帯文土器と考

えられるが、貼り付けられた突帯のほとんどが剥離しているため詳細は不明で、ある。内外面をナ

デ調整し、口唇部を二枚員のような工具によって刻む。滋賀里町式から口酒井期のものであろうか。

（高野陽子・近藤奈央）

(4) Bー 2地区

竪穴式住居跡SH 1147 （図版第104) 加飾査の体部（772）、口縁部に面をなす蓋c(773）、小形

器台B(774）の一部が出土した。
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土坑SK 1006 （図版第104) 中世遺構であるが、古墳時代の遺物の混入がみられた。頚部に刻

み突帯をもっ短頚査（779）は、赤茶色の 5mm前後の砂粒が特徴的に入るもので、西部瀬戸内系の

壷である。

土坑SK 1140 （図版第104) 北近畿系器台（778）が出土した。

土坑SK 1138 （図版第104・105) 体部外面をハケ調整する「くjの字蓋A1 (787）、第5様式

系斐BI (784）、口縁部に面をなし、体部外面をハケ調整する聾C1 (783・786）、近江系蓋D1 

(781・782）、高杯B1 (790）が出土した。

土坑SK 1139 （図版第106) 短頚壷A(791）、蓋A2 (792）・BII (793）・F2 b ( 794) ・ F 1 a 

(795）、口縁部に刻みと浮文を施す器台Blが出土した。

木棺墓SK 1190 （図版第105・106) 広口壷B(804）、第5様式系聾BII (806～810）、端部に面

をなす蓋c2 (811・812）、高杯c(814）、器台片（815）が出土した。

井戸SE 1166 （図版第104) 第5様式系蓋BIII (775）、近江系受口状口縁聾D2 (776）、庄内式

要E2 a (777）が出土した。

溝SD 1027 （図版第106～113) 規模が大きく、地点によって遺物の出土状況も異なるため、 5

区に地区分けし、さらに遺物の集中がみられる場合は、土器群ごとに細分して取り上げた。SD 

1027には時期幅があり、出土土器の大半は佐山E式期（古墳時代初頭）に帰属する。出土した土器

は細片が多く、完形に復原可能なものは、 2区の一部で認める程度であった。包含層的な出土遺

物としては、縄文時代晩期の土器や弥生時代中期前葉～中葉の土器が各数点ある。また、古墳時

代前期後半の土器も、上層を中心に数点出土している。

1区東（図版第106) 広口壷c(816）、二重口縁査（817）、聾BI (818・821)・ B III (827）・D3

b (822）、長頚査B(820）などが出土した。823の大形有段口縁聾は、北陸系窒とみられる。

1区西（土器群 1) （図版第107) 短頚査B(828・830）、加飾された大形査（829）、蓋A2

(837）・BI (841）・BII (835・836・839）・BIII ( 832～834）・c(845・846）・c2 (840・842). 

D (843・844）・D1 (838）・D2 (854）・ E2 a (848・849）が出土した。布留式聾（856）は、 1区

東南で、ほかの土器群の検出面の直上で出土したものである。l区では、この時期の遺物はほか

に認められない。

2区（土器群2) （図版第108・109) 二重口縁査A(861）・B(857）、直口壷A(859）、短頚直口

壷A(860）、整BI (876）・BII (877）・C1 (862・863）・E2 a (879・880）、高杯H(881）・E

(871）、器台A(875）などが出土した。口縁部に擬凹椋を施す857は、黒谷川E式の阿波系二重口

縁査で、口縁部内面に炭化物の付着がみられる。866は、体部外面に繊細な縦方向のミガキ、内

面底部に指頭圧痕を顕著に残す。下回所式の吉備系聾である。871は、近江湖東から東海にかけ

てに特徴的にみられる高杯である。882の小形丸底壷Bは、 2区南西で出土したもので、ほかの

土器群に比してやや時期差がある。883は、大和形聾の系譜をヲ｜く弥生時代中期前葉の聾である。

884は、 4条の直線文を施す広口長頚査の肩部である。弥生時代中期前葉の資料とみられる885は、

タタキを施す台付査である。

-77-



京都府遺跡調査報告書 第33冊

3区（図版第109) 広口壷A1 (889）、短頚査B(886）、斐E2 a (891) ・ F 2 b (893）などが出

土した。892は、下膨れの体部をなす査であり、北近畿から北陸にかけての地域で特徴的にみら

れる形式である。

4区（土器群3) （図版第110) 広口査A1 (894) ・ B (895）、妻A1 (899) ・ A 2 (896) ・ B II 

(897・898）・c(902）・c2 (900・901）・D1 (903）、高杯I(905）などが出土した。蓋C2は内
面ハケ調整するものを主体とするが、 901は内面にケズリを施す。

5区南（土器群4) （図版第110) 広口壷A(906）、長頚査A(907）、警A3 (910) ・ B II (911・

915）・BIII (912）・ D1 (913）・D2 (914）・E2 a (916）・F2 b (918）などが出土した。

5区西（土器群5) （図版第111) 広口査B(924）、受口口縁査（921）、短頚査B(922）、斐BII 

(926～928）・ c2 (930）・D1 (929）・D2 (931）・E2 a (932）・F2 b (933）、器台B1 (935）が
出土した。934は、下膨れの体部をもっ台付査と推定される。脚内面に、刺突痕をもっ。

5区東（図版第111) 広口査B(936）、斐E2 a (942）、高杯G(939）、器台B1 (940）などが出

土した。941は、著しく加飾された器台で、受部の口縁に擬回線文 ・刻み・円形浮文を施し、胴

部に2条の直線文と刺突文、裾部に4条の回線文を施す。屈曲して開く受部形態や、加飾の要素

は、東海から近江湖北 ・湖東にかけての特徴とみられる。

5区（図版第112) 広口壷A2 (944）、斐BII (947) ・ D 1 (945・946）などが出土した。

溝SD 1027北断ち割り （サブトレ 1) （図版第112) 聾A1 (953) ・ B I (954) ・ B II (952・955～

958）・BIII (959・962）・c2 (961・964)・ D 1 (963）、有段口縁斐（965）などが出土した。口縁部

に擬凹線文と棒状浮文をもっ器台（968）は、脚部に2段の透かしを 3方向から入れるもので、主

に東海から近江湖北 ・湖東に分布する形式である。

溝SD 1027 （図版第113) 斐A(970) ・ B I (974）・ BII (975・977・978). c 2 (971・972・

981）・E2 a (983）、高杯L3 (988）、鉢A(989）・B(990）、小形丸底査A(992）などが出土した。

984の庄内式聾の体部は、 生駒西麓産の胎土である。また、985は、口縁部に刻みを施すもので、

東海系S字聾A類の範障に属するが、口縁部形態や体部の張りはすでにS字聾B類の古相の特徴

を示しており、廻間E期古相に帰属する土器とみられる。

溝SD 1050（図版第114) 「くjの字口縁をなす蓋（998）、須恵器杯身(1000）などが出土した。

杯身は陶邑TK209型式併行期のものである。

溝SD 1171 （図版第114) 斐A1 (993）、鉢A(995）、器台A2 (997）などが出土した。994の加

飾性の高い近江系受口状口縁斐は、体部にタタキを施しており、第5様式系聾との折衷的な土器

である。 （高野陽子）

包含層（図版第114) 1001は、SDl027の下層から出土した。口唇部は面取りせずに刻みを入

れたようであり、厚みが不均ーになっている。断面三角形の突帯は接合面をていねいにナデ消し、

二枚員によって 「DJ字の刻み目を入れる。内面はナデ調整で、外面は二枚貝条痕が明瞭に残っ

ている。口酒井期に比定できょう。1002は、SDl027から出土した突帯文土器である。間延びし

た 「DJ字の刻みを施した断面台形状の貼り付け突帯の接合痕はナデ消されておらず、上下を摘
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みながら貼り付けを行った様子がみられる。ナデ調整がされてはいるものの、粘土紐痕が明瞭に

残り、途中で継ぎ足した痕跡も確認できる。肩部に一条の沈線が棒状工具によって施文されてい

る。内傾する器形を呈し、口唇部は面取りがされていない。船橋式土器に相当すると考えられる。

1003 . 1004は、 SD5の包含層から出土した縄文土器の深鉢体部片である。1003は、土器片中央

に断面が台形状に近い三角形の突帯を貼りめぐらし、浅い「DJ字の刻み目を施す。内外面はて

いねいに撫でてはいるが、粘土紐痕や指頭圧痕が明瞭に残り、突帯より下側には煤が付着してい

る。器形などから長原式段階に位置付けられよう。1004は、断面三角形の突帯上下部に、貼り付

け時に施されたと考えられる浅い沈線が所々に残っている。突帯上の刻み目は浅い「DJ字であ

る。外面はていねいにナデを施しているが、粘土紐の痕跡を残す。また、内面は粘土紐痕跡と板

状工具によってナデ調整を行ったと考えられる幅のある条線が数条残っている。長原式土器に比

定でき、突帯上部で少し締まり気味になる器形から1003より少し古くなると考えられる。1005は、

南西区包含層出土の突帯文土器である。貼り付けられた突帯上には「OJ字の刻みが施され、口

唇部にも刻みを入れる。内面に粘土紐痕や板状工具によるナデ痕跡が残り、外面にもナデの痕跡

が見て取れる。1006は、 SDl027最下層出土の口縁部片で、貼り付け突帯上に浅い「D」字の刻

み目をもち、口唇を刻む突帯文土器である。内外面はナデを施し、口唇部や突帯に粘土の塊が付

着している。1005・1006は、口酒井期土器に帰属するとみられる。

二重口縁査B(1007）、斐D1 (1008）・E2 a (1011）・F2 b (1010）が出土している。1009は、

磨耗が著しいが、口縁部形態や胎士から、阿波系土器とみられる。

2.奈良～江戸時代の遺物

(1) Aー 1地区

a.坪境溝

（高野陽子 ・近藤奈央）

溝SD 1 （図版第115) 須恵器杯(1016）、土師器椀(1017）、土師器高杯(1018）が出土している。

高杯は脚部に面取りを施す。土師器は赤糧色を呈する。いずれも平安時代初期に位置付けられる。

溝SD 14 （図版第115) 大和型瓦器椀(1019）、白磁椀(1020）のほか、東播系須恵器鉢、褐粕陶

器片、瓦質土器三足羽釜などが出土している。大和型瓦器椀はIII-A（古）であり、 12世紀後半に

位置付けられる。

溝SD 8 （図版第115) 楠葉型瓦器椀(1021）と信楽焼鉢(1022）が出土している。信楽焼鉢にす

り目は観察されないが、内面は磨滅によって平滑になっている。

溝S063（図版第115) 土師器小皿(1023・1024）、楠葉型瓦器椀(1025・1026）、白磁皿(1027)

のほか、瓦質土器羽釜の小片などがある。土師器小皿は外傾する口縁部が短く屈曲するもので、

14世紀に下がるものと思われる。白磁皿の内面には沈線状の段がみられる。

溝S041 （図版第115) 楠葉型瓦器椀(1028. 1029）のほか、東播系須恵器鉢がある。楠葉型瓦

器椀(1029）は小破片で口径は復原できないが、器壁が薄く、内面の残存部下端にわずかにヘラミ
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ガキが認められる。14世紀前半に位置付けられる。

溝SD55（図版第115) 土師器小皿(1030）、楠葉型瓦器椀(1031）、灰紬陶器皿(1032）、白磁椀

(1033）のほか、口禿げの白磁皿、大和産の瓦質土器すり鉢、瓦質土器火鉢の小破片などがある。

楠葉型瓦器椀は炭素を吸着せず、黄灰色を呈する。 14世紀前半に位置付けられる。

溝SD 4 （図版第115) 出土遺物には、土師器小皿(1034）・大皿(1035）、楠葉型瓦器椀(1036）、

瀬戸美濃焼緑紬皿(1037）・天目茶椀(1038）、青磁皿(1039）、青花皿(1040）、瓦質土器羽釜

(1041）・鍋(1042）、常滑焼斐(1043・1044）のほか、備前焼すり鉢・信楽焼すり鉢・瓦質土器茶釜

などの小片がある。瀬戸美濃焼緑軸皿は口縁部に鉄粕が施され、天目茶椀は外面下半に錆紬がみ

られる。青花皿は内面に玉取獅子が描かれている。常j骨焼聾(1043）は、赤褐色と茶褐色の胎土が

充分に混ざらずにマーブル状を呈する。1044は常滑焼としたが、 常滑特有の砂っぽい胎土ではな

く、粘性の強い胎土である。

溝SD 11 （図版第115) 大和産の瓦質土器すり鉢(1045）が出土している。

溝SD 5 （図版第115) 天目茶椀(1046）のほか、東海地方産とみられる鉢が出土している。

溝SD72（図版第115) 土師器小皿(1047）と白磁皿(1048）が出土している。11世紀後半に位置

付けられる。

溝SD43・59（図版第115) 13世紀前半から中葉の楠葉型瓦器椀が出土している。

b.耕作溝

溝SD 3 島畠上の耕作溝群からの出土遺物は少ないが、イスラム陶器の小片（図版第264-

(a））がSD3から出土した。SD3のほかの出土遺物には13世紀代とみられる楠葉型瓦器椀の小

片がある。

c.落ち込み

落ち込みSx 66（図版第115) 灰粕陶器皿(1049）、須恵器聾(1050）、白磁椀(1051）のほか、篠

窯須恵器鉢、鉄i宰などが出土している。灰柚陶器は内面に厚い紬が掛けられている。

d.土坑

土坑SK 23（図版第115) 須恵器査(1053）が出土している。端部を欠くが、口縁部は大きく外

反する。オウセンドウ廃寺採集品に類例がある。平安時代前期に位置付けられる。

e.包含層（図版第115)

1052は褐柚陶器水注である。注目の内面は非常に平滑に仕上げられ、手由が掛けられている。

(2) Aー 2地区

a.坪境溝

溝S0206（図版第115) 土師器小皿(1054～1058）・大皿(1059～1068）、楠葉型瓦器椀(1069・

1070）、土師器羽釜(1071）、灰柚陶器鉢(1072）、白磁皿(1073）・椀(1074）などが出土している。

土師器小皿は、口縁部が「て」字状を呈するものと、外反するものがある。土師器大皿は、口縁

部に l段または2段のヨコナデが施され外反するものである。楠葉型瓦器椀は、外面の下半まで

分割性の明瞭なヘラミガキが施されている。灰紬陶器鉢は底部内面が磨り減って、きわめて平滑
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になっている。畳付も平滑である。

溝S0205（図版第115) 土師器小皿（1088・1090）・大皿(1092）、土師器台付小皿(1089）・大皿

(1091）のほか、大和型瓦器椀、褐紬陶器の小片が出土している。土師器小皿は、「てJ字状の口

縁部が形骸化したものと、コースター状のものがある。大和型瓦器椀は図化することはできなか

ったが、 12世紀中葉のものである。

溝S0202（図版第116) 楠葉型瓦器椀(1094）のほか、東播系須恵器鉢、滑石製石鍋の小片が出

土している。

溝S0201 （図版第116) 土師器小皿(1095）、大和型瓦器椀(1096）、東播系須恵器鉢(1097）のほ

か、瓦質土器三足羽釜の脚が出土している。

溝S0203（図版第116) 大和型瓦器椀(1099）、楠葉型瓦器椀（1100）、信楽焼壷(1101）、白磁椀

(1102）のほか、土師器小皿、東播系須恵器鉢、瓦質土器三足羽釜・盤などが出土している。楠葉

型瓦器椀は小片が多いが、 13世紀後半以降のものが大半である。

溝S0235（図版第116) 楠葉型瓦器椀(1103）、土師器羽釜(1104）、瓦質土器羽釜(1105）、山茶

椀(1106）が出土している。楠葉型瓦器椀は、 13世紀前半頃のものがみられる。土師器羽釜は、大

和産である。山茶椀は、猿投産の灰色を呈するもので、畳付に籾の痕跡がみられる。

溝SD 204 （図版第116) 土師器大皿(1107）、回転台土師器小皿（1108）、大和型瓦器椀(1109）、

楠葉型瓦器椀(1110）、信楽焼鉢(1111）、陶器土瓶(1112・1113）のほか、土師器小皿、瓦質土器三

足羽釜、白磁椀、 青磁椀などが出土している。土師器大皿は、外傾する口縁部が長く伸びるもの

で、 15世紀代の特徴を示す。1112・1113は、内面に細かな布目圧痕の残る型押しの製品で、同一

個体である。外面には魚子様の細かな凹凸がみられ、 1113には龍の足状のものが貼り付けられて

いる。産地は不明で、あるが、胎土からみて中国製の土瓶かと思われる。

b.坪内区画溝

溝S0207（図版第115) 土師器小皿(1075・1076）・大皿(1077・1078）が出土している。小皿は

口縁部が 「て」 字状を呈するもの、土師器大皿は、口縁部に l段のヨコナデが施され外反するも

のである。

溝SD 213 （図版第115) 土師器小皿(1079～1085）、土師器台付大皿(1086）、楠葉型瓦器椀

(1087）のほか、 白磁椀W類の小片が出土している。土師器小皿は、口縁部が「てj字状を呈する

ものと、外反するものがある。楠葉型瓦器椀は、底径が大きく、やや腰の張る器形で、外面の高

台付近まで分割性の明瞭なヘラミガキが施されており、見込みにはジグザグ状暗文が施される。

溝S0318（図版第116) 土師器小皿(1098）が出土している。外傾する短い口縁部をもっ。SD 

318およびこれに平行する耕作溝の出土遺物には図化できるものはないが、 14世紀に下ると思わ

れる楠葉型瓦器椀の小片がSD316から出土している。

(3) B - 1地区

a.土坑

土坑SK 228 （図版第116) 須恵器杯蓋(1114～1116）・杯(1117～1121）、土師器皿(1122～
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1124）・鉢(1125）・斐(1126）、製塩土器(1127）がある。須恵器の胎土には、白色粒を多く含むも

の(1114～1116・1118～1120）、黒色粒を多く含むもの(1117）、砂粒をほとんど含まない精良なも

の(1121）の3者があり、杯Aでは、 白色粒を含むものは底部に回転へラケズリが施され、 口縁部

がほぼまっすぐに伸びるのに対して、精良な胎土のものは底部にヘラケズリが施されず、口縁部

が外反しており、胎土と調整 ・器形との聞に対応関係がみられる。土師器皿では、 1122は見込み

に連弧状の暗文が施され、 1123・1124は口縁部内面に放射状の暗文が施される。いずれも赤樫色

系の色調を呈する。

b.掘立柱建物跡と柱穴群

掘立柱建物跡SB 1と柱穴群（図版第116・122) 掘立柱建物跡SB Iの柱穴の出土遺物は小破

片が多いが、 P70に土師器小皿(1128）、 P29に楠葉型瓦器椀(1129）があり、 P50では楠葉型瓦器

椀の小片が出土した。いずれも11世紀後半に位置付けられる。また、 P106の出土遺物には楠葉

型瓦器椀(1130）が、坪境溝の東側で検出したP85の出土遺物には士師器小皿(1407）・大皿(1408)

がある。P85の周辺のビットでは、 土師器大皿 ・小皿、瓦器皿など、 12世紀代までに納まる小破

片が出土している。

c.屋敷墓

屋敷墓SK 108（図版第116) 屋敷墓と推定される SKl08出土遺物には、 土師器小皿(1136～

1145）・大皿(1146・1147）などがある。いずれも口縁部が外反する。 1148は赤樫色を呈する土師

器皿で、埋土に混入した遺物と思われる。

屋敷墓SK 416（図版第116) S K416出土遺物には土師器小皿(1356）、大和型瓦器椀(1357）が

ある。12世紀後半のものである。

d.耕作溝（図版第116)

掘立柱建物跡SB 1に先行する耕作溝群の出土遺物には、須恵器杯A(1131）、土師器小皿

(1132）、 黒色土器A類椀(1133）、須恵器査(1134）、黒色土器B類椀(1135）などがある。

e.区画溝

溝S081・97（図版第122) S D81の出土遺物には土師器皿の小片などがあり、SD97からは、

楠葉型瓦器椀(1409）が出土している。

溝SD 109（図版第116) 濠SD5が掘られる以前に敷地を囲んでいた溝と思われる SDl09の

出土遺物には、 土師器小皿(1149）、楠葉型瓦器椀(1150～1154）がある。楠葉型瓦器椀はいずれも

高台付近まで分割ヘラミガキが施される初期のものである。

f .濠

濠SD 5 （図版第117) SD5の出土遺物は I～V層に分けて取り上げた。I層からの出土遺

物には、弥生土器聾（1155・1156）、土師器高杯(1157）、須恵器壷(1158）・鉢(1159）、大和型瓦器

椀(1160）、楠葉型瓦器椀(1161）、東播系須恵器鉢(1162・1163）、瓦質土器火鉢(1164）・すり鉢

(1165）、緑紬間器皿(1166）、古瀬戸灰紬陶器平椀(1167）、信楽焼壷（1168・1169）・すり鉢(1170）、

須恵器鉢(1171）、備前焼すり鉢(1172）、唐津焼椀(1173）、 白磁皿(1174）・椀(1175・1176）、褐紬
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陶器査(1177）、丸瓦(1178）などがある。唐津焼椀は、胎土目でオリ ーブ色の紬が掛かる。最上層

ではあるが、以下の層よりもむしろ弥生土器などの割合が高く、江戸時代初期に周辺の遺構が撹

乱されたことを示している。H層の出土遺物は少なく、図化できるものがない。

E層の出土遺物には、土師器大皿（1179・1185～1191）・小皿(1192～1195、1197～1214）、土師

器台付大皿(1180～1184）・小皿(1196）、土師器椀(1215）、回転台土師器椀(1216）、大和型瓦器椀

(1217～1220）、楠葉型瓦器椀(1221～1241）、和泉型瓦器椀(1242）、瓦器杯(1243）、瓦器皿（1244

～1253）、黒色土器A類椀(1254～1255）、黒色土器B類聾(1256）、土師器羽釜(1257・1259・

1260）、土師器斐(1258）、瓦質土器鉢(1261～1263）、土師器十能(1264）、瓦質土器鍋(1265・

1266）、瓦質土器羽釜(1267）、瓦質土器三足羽釜(1268～1271）、滑石製石鍋(1272）、須恵器杯身

(1273）・杯B蓋(1274）・杯A(1275）・椀(1276）・壷(1277～1282）、東播系須恵器聾(1283）・鉢

(1285～1298）、須恵器鉢(1299）、緑紬陶器椀（1300・1301）・皿(1302～1304）、灰柚陶器椀

(1305・1306）・皿（1307～1309）、白磁椀（1310～1313）、越州窯青磁水注(1314）、青白磁合子葦

(1315）、青磁椀(1316）、褐軸陶器鉢(1317）などがある。13世紀前半から中頃の遺物が大半である

が、 13世紀後半に下がるものもわずかにみられる。

土師器大皿は、すべて口縁部に l段のヨコナデを施すもので、 2段にヨコナデを施すものはみ

られない。土師器小皿は口縁部が「て」字状を呈するものと、口縁部に 1段のヨコナデを施すも

のがある。大皿には台付きのものも多数みられる。瓦器椀は楠葉型瓦器椀が圧倒的多数を占める

が、 12世紀後葉以前には大和型もみられる。和泉型瓦器椀は l点(1242）のみ出土している。東播

系須恵器鉢は口縁部が方形に近いものから下方に肥厚するものまでみられる。緑紬陶器は京都産

(1300・1303）、近江産(1301）、東海産(1302・1304）がある。1303は篠窯産である。1301は見込み

部分にのみヘラミガキが施されている。灰紬陶器皿(1309）の高台内には、「政所Jの墨書があり、

その左側にも墨痕が認められるが判読できない。

IV層はB-1地区北半部にしか残っていなかったため出土遺物は少ないが、土師器小皿(1318）、

瓦質土器三足羽釜(1319～1321）、須恵器壷(1322）、白磁椀(1323）、東播系須恵器鉢(1324～1328)

などがある。13世紀前半頃までの遺物を含む。

V層もB l地区の北半部にしか残っていなかったため、出土遺物は比較的少ない。出土遺物

には、土師器台付小皿(1329）、土師器小皿(1330～1338）・大皿(1339～1344）、大和型瓦器椀

(1345・1348）、楠葉型瓦器椀(1346・1347・1349～1351）、須恵器壷(1352）、白磁椀(1353・1354）、

瓦質土器鍋(1355）がある。土師器台付小皿は形骸化した「て」字状口縁を呈するもので、土師器

小皿・大皿は口縁部に l段のヨコナデを施すものである。瓦器椀は、外面にも比較的密なヘラミ

ガキを施すものであるが、ミガキの条線の間隔が聞き、分割性の崩れたものもみられる。

g.坪境溝

溝S095（図版第122) 土師器小皿(1358・1359）、白磁椀(1360）のほか、瓦器椀の小片などが

出土している。

溝SD 11 （図版第122) 土師器小皿(1361）、楠葉型瓦器椀(1362）のほか白磁椀の小片が出土し
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ている。

溝SD 9 （図版第122) 楠葉型瓦器椀(1363）が出土している。

溝S082（図版第122) 土師器小皿(1364）・大皿(1365・1366）が出土している。

溝SD 79 （図版第122) 土師器小皿(1367）、楠葉型瓦器椀(1368・1369）、土師器羽釜(1370）、

瓦質土器三足羽釜(1371・1372）、東播系須恵器鉢(1373・1374）、白磁椀(1375）のほか瓦質土器火

鉢の小片などが出土している。

溝SD 7 （図版第122) 土師器大皿(1376）、大和型瓦器椀(1377）、楠葉型瓦器椀(1378～1381）、

白磁皿(1382）が出土している。

溝SD 91 （図版第122) 土師器小皿(1383）、楠葉型瓦器椀(1384～1390）、瓦器皿(1391）、土師

器羽釜(1392・1393）、瓦質土器羽釜(1394）のほか、瓦質土器三足羽釜の小片などが出土している。

溝SD 101 （図版第122) 楠葉型瓦器椀(1395）が出土している。

溝SD 6 （図版第122) 土師器小皿(1396・1397）・大皿(1398）、楠葉型瓦器椀(1399・1400）、

東播系須恵器椀(1401）、土師器羽釜(1402）、瓦質土器羽釜(1403）のほか、瓦質土器三足羽釜（図

版第272一（2））、須恵器壷の小片などが出土している。

溝S094（図版第122) 土師器小皿(1404）・大皿(1405）、土師器羽釜(1406）のほか、楠葉型瓦

器椀、須恵器壷、国産陶器斐の小片などが出土している。

(4) Bー2地区

a.掘立柱建物跡

掘立柱建物跡SB 1151 （図版第123) S B 1151を構成するピットでは、P1067 . 1070・1074・

1079・1106の出土遺物に土師器小皿(1410～1414・1416・1417）・大皿(1415）などがある。土師器

小皿は口縁部が「てJ字状を呈するもの、コースター状のものが中心である。このほか、図化で

きないが、土師器台付皿、黒色土器A類椀、楠葉型瓦器椀などの小破片が出土している。

掘立柱建物跡SB 1153 （図版第123) SB  1153を構成するビットでは、P1102・1109・1120の

出土遺物に土師器小皿(1418～1421・1425）・大皿(1423）、回転台士師器小皿(1422）、楠葉型瓦器

椀(1424）・小椀(1426）がある。土師器小皿は口縁部が 「て」字状を呈するものが中心である。瓦

器椀は外面の下半までていねいなヘラミガキが施される。

b.柱穴（図版第123)

周辺の建物に復原できないピッ トの出土遺物には、 土師器小皿(1428・1429・1431・1436・

1439・1440・1444・1445・1449～1451・1455・1456）・大皿(1430・1432・1441・1446・1452）、

回転台土師器大皿(1433）、黒色土器A類椀(1434）、楠葉型瓦器椀(1435・1437・1443・1447・

1448・1453・1454）、白磁椀(1438）などがある。いずれも、12世紀初頭頃までに納まる様相を示す。

c.溝

溝SD 1053（図版第123・124) S Dl053の出土遺物には土師器小皿(1457～1465）、回転台土師

器小皿(1466）、黒色土器A類椀(1467～1469）、黒色土器B類椀(1470・1471）、楠葉型瓦器椀

(1472～14 78）、瓦器皿(1479・1480）、回転台土師器椀(1481）、緑紬陶器椀(1482）、土師器羽釜
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(1483）などがある。土師器小皿は口縁部が「て」字状を呈するもの、瓦器椀は高台付近まで分割

性の明瞭なヘラミガキが施されるもの、瓦器皿は底部外面に密なヘラミガキが施されるもので、

11世紀第3四半期の瓦器椀出現直後の様相を示す良好な資料である。なお、楠葉型瓦器椀(1478)

の外面にはヘラミガキがまったく施されていない。

溝SD 1002 （図版第124) 白磁椀(1484）が出土している。

溝SD 1003（図版第124) 土師器小皿(1485）は、短い口縁部が外反するものである。

溝SD 1038（図版第124) 白磁椀(1486）が出土している。

d.土坑

土坑SK 1006（図版第124) S K 1006の出土遺物には、土師器小皿 ・大皿がある。12世紀前半

頃に位置付けられる。

土坑SK 1008 （図版第124) 土師器小皿(1494～1499）・大皿(1500・1501）、楠葉型瓦器椀(1503

～1507）、土師器羽釜（1508・1509）、東播系須恵器蓋(1510）、瓦器皿(1511）、白磁椀(1512）があ

る。土師器皿は口縁部がl段のヨコナデによって外反するものである。瓦器椀の外面のヘラミガ

キには、分割性が明瞭なものと分割性の乱れたものがある。11世紀後半から12世紀前半頃に位置

付けられる。

e.井戸

井戸SE 1009 （図版第124) SE 1009の出土遺物には、土師器小皿(1513）と東播系須恵器椀

(1514）がある。 11世紀後半に位置付けられる。

f.区画溝

溝SD 1145 （図版第125) SD 5の内側で検出された区画溝の出土遺物には、土師器小皿(1515

～1519）、土師器台付小皿(1520）、土師器大皿(1521～1525）、土師器台付大皿(1526）、白磁椀

(1145）、瓦器皿(1528）、楠葉型瓦器椀(1529～1537）が出土している。

溝SD 1146（図版第125) 土師器小皿(1538）・大皿(1539）、灰柚陶器水注(1540）が出土している。

溝SD 1147 （図版第125) 土師器小皿(1541～1546）・大皿(1547～1549）、楠葉型瓦器椀(1550・

1551）、大和型瓦器椀(1552）、無紬陶器椀(1553）、須恵器聾(1554）、国産開器斐(1555）のほか、

黒色土器A類椀、白磁椀・皿の小破片が出土した。

溝SD 1200（図版第125) 土師器大皿(1556）、瓦器皿(1557）がある。いずれも11世紀後葉から

12世紀初頭に位置付けられる。

g.坪境溝

溝S01172（図版第125) 土師器小皿(1558～1564）、楠葉型瓦器椀(1565～1568）、瓦器皿

(1569・1570）、瓦質土器三足羽釜がある。瓦器椀は外面のヘラミガキが省略され、内面のへラミ

ガキも間隔の大きく開いた疎らなものである。

h.濠

濠SD 5 （図版第126) SD 5の遺物はa・ b ・ cに分けて取り上げられているが、すべて

B l地区の皿層に相当する層であり、層ごとの時期の違いは認められない。SD5-aの出土
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遺物には、土師器大皿（1572）、楠葉型瓦器椀(1573～1575）が、 SD5-bの出土遺物には、土師

器小皿(1576～1598）、土師器台付大皿(1599）、土師器大皿（1600～1603）、楠葉型瓦器椀(1604・

1605・1607）、大和型瓦器椀(1606・1608・1609）、瓦器皿(1610）、緑粕陶器椀(1611）、 山茶椀

(1612）、東播系須恵器鉢(1613）、瓦質土器盤(1614・1615）、須恵器壷(1616・1617）、白磁椀

(1618～1628）、青磁椀(1629・1630）、青磁皿(1631）がある。SD5 bの中で検出したSXllOO 

の出土遺物には、土師器小皿(1632）・大皿(1633）がある。SD5 cの出土遺物には土師器小皿

(1634～1637）・大皿（1638～1642）、楠葉型瓦器椀(1643・1644）、東播系須恵器鉢(1645）がある。

SD5の層位不明の出土遺物には、土師器小皿(1646～1658）・大皿(1659～1665）、土師器台付大

皿(1666）、緑粕陶器椀(1667）、無軸陶器椀(1668）、山茶椀(1669）、瀬戸美濃焼天目茶椀(1670・

1671）、白磁椀(1672～1676）・皿(1677）、瓦器皿(1678）、大和型瓦器椀(1679・1681）、楠葉型瓦

器椀（1680・1682）、須恵器斐(1683）がある。

i.包含層（図版第127)

包含層の出土遺物には、瓦質土器三足羽釜(1684）、滑石製石鍋(1685）、須恵器鉢(1686）、白磁

椀(1687）がある。

（森島康雄）

第2節石製品

石鎌（図版第128-1688～1690)

1688は、 B-2地区の包含層から出土した凹基鎌である。長さ2.35cm、幅1.67cm、厚さ0.47cm、

重さ1.43 gを測る。調整剥離の状態から基部を最初に作っている。縄文時代後・晩期に多く出土

するいわゆる五角形織で、石材はサヌカイトである。1689はB-1地区の包含層から出土した。

背面に上方からの剥離痕を残す凹基搬である。長さ2.82cm、幅1.7cm、厚さ0.4cm、重さ1.58 gを

測る。比較的ていねいな作りで、基部を最終的に作り出している。先端部などに新しい剥離痕が

認められる。サヌカイト製で、弥生時代の石鍛とみられる。1690は、 B-2地区SDl027(3区

東）の包含層出土の凹基鎌である。長さ3.35cm、幅2.46cm、厚さ0.49cm、重さ2.58 gを測る。基

部を作った後に側縁を加工したと考えられ、形態などから弥生時代のサヌカイト製石鍛と考えら

れる。

石針（図版第128-1691)

1691は、 B-1地区の包含層から出土した磨製石針である。長さl.66cm、最大幅0.27cm、重さ

0. 24 gを測る。上下部以外は縦方向や右上がり方向、左上がり方向の研磨痕が認められ、部分に

よるが最大で13面体になっている。上部は折損したと考えられる。サヌカイト製で、弥生時代中

期中葉から中期後葉の石針と考えられる。

石斧（図版第128 1692) 

1692は、 A-1地区包含層から出土したO 刃部を大きく折損しているものの、横断面形は円形

を成していることから、弥生時代中期の太型蛤刃磨製石斧であると考えられる。残存長7.7lcm、
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出土遺物

幅5.86cm、厚さ3.95～5.63cm、重さ320gを測る。表面はていねいに研磨されている。基部小口

に、叩打痕が認められることから、叩き石として転用されたものとみられる。石英を多く含む砂

岩製で、色調は淡赤褐色を呈する。

石庖丁（図版第128-1693)

1693は、 B-2地区SDl027から出土した石庖丁の一部である。両端を大き く折損しているが、

半月形を呈していると推定される。残存長4.7cm、残存幅6.4lcm、厚さ0.19cm、重さ11.78 gを測

る。主要剥離面側に刃部が施され、また、ていねいな研磨により均等な厚さに仕上げている。背

面には剥離痕と刃部を形成するまでには至らない横方向の研磨痕が刃部反対面に残る。紐孔は両

面穿孔による。黒灰色を呈するホルンフェルス製である。

石剣（図版第128-1694)

A-1地区包含層出土の石剣の柄である。長さ6.lcm、幅2.7cm、厚さ0.6lcm、重さ19.13 gを

測る。使用時か製作時に折損し、のち調整剥離を加え、別のものに作り直そうと した再加工未製

品である。両面に細かい研磨痕と粗い研磨痕が縦横に残り、側面にも左上がりと横方向の研磨痕

がほぼ全面に残る。暗緑褐色を呈する頁岩製である。

敵石（図版第128 1695・1696)

1695は、 B-2地区SDl053から出土した。長さ7.75cm、最大径6cm、重さ410gを測る。上

面に敵打痕、下面に敵打痕と麿り面が残る。下面全体に赤色顔料が付着している。使用面の範囲

は約3.5～3.8cmで、あり、 一部側面にも及ぶ。時期は不明である。対になるべき石臼は出土してい

ないが、石杵と呼んで差し支えない遺物である。灰緑色の砂岩を使用している。

1696は、 A-2地区のSH421より出土した。顕著な敵打痕はみられないが敵石である可能性

が高い。長さ12.73cm、最大幅9.64cm、厚さ4.95～6.42cm、重さ1395gを測る。石材は、斑糖岩

製である。

勾玉（図版第128-1697)

B-1地区のSH229上層から出土した。扇平で「CJ字形を呈し、尾部の一部が欠損してい

る。長さ3.42cm、中央幅l.4cm、厚さ0.45cm、重さ4.23 gを測る。青緑色の滑石で作られており、

全体に粗い斜め方向の研磨痕が残る。孔は両面から穿孔されている。

台石（図版第128 1698) 

A-2地区のSH398から出土した。E分岩製で、主面・裏面の2面に磨り面が認められる。両

面とも細かな擦痕を観察できる。長さ30.8lcm、最大幅22.09cm、厚さ3.82～7.05cm、重さ719g 

を測り、その重量 ・形態から、主に台石として使用されていたものと考えられる。

石核（図版第128-1699)

A-2地区のSH402の床面から出土した紅廉石片岩である。残存長11.8cm、幅8.55cm、厚さ

0. 79cm、重さ92.38 gを測る。明確な加工痕は認められない。

砥石（図版第129-1700～1713)

A-1地区のSH92から出土した。1700は、流紋岩製で、磨り面は主面・ 裏面 ・両側面の4面
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に認められ、いずれの磨り面も細かな擦痕を観察できる。特に主面は中央部の磨滅が進み、内湾

している。長さ10.05cm、最大幅7.llcm、厚さ2.75～3.llcm、重さ289.8 gを測り、その重量・形

態から「持ち砥石」と思われる。1701は、 A l地区のSH99から出土した。磨り面は主面 ・裏

面の2面に認められ、平滑で、細かな擦痕が観察できる。また、主面には敵打痕もみられる。長さ

16.0Scm、最大幅13.15cm、厚さ9.62～10.32cm、重さ3760gを測るホルンフェルス製の砥石であ

る。その重量・形態から「置き砥石jと思われる。 1702は、 A l地区のSHlOOから出土した。

磨り面は、主面・裏面・両側面に認められ、総ての磨り面に細かな擦痕と粗い筋状の研磨痕を観

察できる。長さ14.72cm、最大幅6.2cm、厚さ2.87～3.84cm、重さ490gを測る。石材は、頁岩製

である。 1703は、 A l地区のSHl20内の土坑から出土した。ホルンフェルス製で、磨り面は

主面・裏面・両側面の4面に認められ、主面には細かな擦痕、両側面には細かな擦痕とともに粗

い筋状の研磨痕を観察でき、特に左側面はよく研磨され、磨滅が進み内湾する。また、右側面に

は一部蔽打痕がみられる。長さ19.9cm、最大幅5.6lcm、厚さ2.45～3.34cm、重さ495gを測る。

1704は、 A-2地区のSH398から出土した。麿り面は主面・裏面の2面に認められ、両面とも

細かな擦痕が観察でき、特に主面はよく研磨され、平滑である。長さ17.24cm、最大幅4.25cm、

厚さ2.55～5.39cm、重さ685gを測る。石材は、砂岩製である。1705は、 A 2地区のSH427か

ら出土した。麿り面は主面・裏面・左側面・端面の4面に認められ、主面には細かな擦痕が顕著

にみられ、内湾する。左側面は細かな擦痕とともに粗い筋状の研磨痕を観察でき、端面にも筋状

の研磨痕がみられる。断面多角形を呈し、長さ22.16cm、最大幅15.84cm、厚さ5.9～10.95cm、重

さ4790gを測る。その重量・形態から「置き砥石jと思われる。石材は、ホルンフェルス製であ

る。1706は、 A-2地区のSD204から出土したO 磨り面は主面・右側面の2面に認められ、主

面は粗い筋状の研磨痕を観察でき、磨り面中央には溝幅0.47cmを測る断面「VJ字形の筋状痕を

有する。右側面には細かな擦痕を観察できる。また、左側面から裏面にかけて、蔽打痕がみられ

る。長さ13cm、最大幅4.Scm、厚さ2.56～4.9cm、重さ435gを測る。石材は、砂岩製である。

1707は、 A-2地区のSD204から出土した。主面・右側面の2面と一部左側面に認められ、主

面は細かな擦痕とともに、粗い筋状の研磨痕を観察でき、内湾する。両側面には細かな擦痕を観

察できる。長さ11.lcm、最大幅5.Scm、厚さ2.5～4.32cm、重さ460gを測る。石材は、砂岩製で

ある。1708は、 B-1地区SH272から出土した。5面の磨り面があり、総ての磨り面に細かな

擦痕と粗い筋状の研磨痕を観察でき、内湾する使用面もある。断面多角形を呈し、長さ10.75cm、

最大幅5.82cm、厚さ4.25～5.66cm、重さ380gを測る。 1709は、 B-1地区のSE361から出土し

た。磨り面は、主面・裏面・両側面とも 4面に認められ、総ての磨り面に細かな擦痕を観察でき

る。また、端面から右側面にかけて、敵打痕が顕著にみられる。長さ14.lcm、最大幅9.36cm、厚

さ2.48～5.7lcm、重さ690gを測り、砂岩製で石英を多く含んでおり、色調は淡赤褐色を呈する。

1710は、 B-1地区のSH415から出土した。主面に磨り面がある。よく研磨され中央部の磨滅

が進み、内湾する。長さ12.89cm、最大幅15.76cm、厚さ3.99～7.Slcm、重さ2260gを測る。砂岩

製で、その重量・形態から「置き砥石」と思われる。1711は、 B 1地区のSK416から出土し
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た。4面の磨り面がみられ、端面も磨り面として使用される。主面は細かな擦痕とともに、斜め

方向に揃った筋状の研磨痕がみられ、母岩から切断する際につけられた工具による痕跡と推定さ

れる。側面 ・端面には細かな擦痕とわずかに粗い筋状の研磨痕を観察できる。長さ15.3lcm、最

大幅2.13cm、厚さl.16～2.15cm、重さ117.23 gを測る。石材は、 頁岩製である。1712は、 B 1 

地区のSD5から出土した。磨り面は主面・裏面 ・両側面とも 4面に認められ、総ての磨り面に

粗い筋状の研磨痕を観察できる。主面は特によく研磨され平滑な磨り面がみられる。長さ5.7cm、

最大幅4.6cm、厚さ2.48～2.56cm、重さ122.5 gを測り、粘板岩製である。1713は、 B-2地区の

SD5から出土した。磨り面は主面・裏面 ・両側面とも 4面に認められ、総ての磨り面に細かな

擦痕を観察できる。残存長7.2cm、最大幅4.6cm、厚さl.68～2.16cm、重さ139.48 gを測る。更に

端面にもわずかに使用痕がみられる。砂岩製である。

（近藤奈央・内田真一郎）

第3節鉄製品

鉄鉱（図版第130-1714・1715)

1714は、 A-1地区のSHl05から出土した。有茎圭頭形の鍛である。鎌身部の断面は菱形、

茎部の断面は方形である。先端部と茎端部を欠損しており、残存長5.25cm、身部幅10.26～

12.4cm、茎部幅0.32cmを測る。17日は、 A-2地区のSH394より出土した。有茎三角形の鍛で

ある。頚部はやや内側に反って茎部に至る形状をなす。鎌身部の断面は長円形に近く、 茎部の断

面は長方形を呈する。茎端部を欠損しており、残存長5.24cm、身部幅2.98cm、茎部幅0.39cmを測る。

鋤先（図版第130-1716)

1716は、 A l地区のSHlOlから出土した。欠損部分が著しいが、両方の折り返し部がみら

れ、鋤先であることが確認できる。全長5.58cm、袋部残存幅14.48cm、刃部推定幅14cmを測る。

手鎌（図版第130 1717) 

1717は、 A l地区のSHl04から出土した。両方の折り返し部が確認できる。全長l.49cm、

袋部幅4.7lcm、刃部幅4.47cmを測る。

鉄力（図版第130-1720)

1720は、 A-1地区のSH 105から出土した。鋒部の破片である。残存長4.37cm、身部幅

2.26cm、背の厚さ0.52cmを測る。

刀子（図版第130-1718・1719・1721)

1718は、 A-2地区のSH497から出土した。茎部を欠損しており、関の形態は不明で、ある。

残存長6.88cm、身部幅l.55cm、背の厚さ0.36cmを測る。1719は、 A 2地区のSD523より出土

した。鋒先と茎部が欠損し、関の形態は不明である。残存長7.88cm、身部幅l.48～8.6cm、厚さ

2.05cmを測る。1721はA 2地区の包含層から出土した。鋒部の破片である。残存長3.76cm、身

部幅l.7lcm、背の厚さ0.38cmを測る。

（内田真一郎）
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腰万（図版第130-1730～1731・1733)

B-2地区の濠SD5南東コーナー付近から、腰万とみる小万3点が出土した。

1730は、 SD5の内側溝底コーナーから北約7.5m （図版第58、A地点）、 1731は、同コーナー

から西約8m（図版第58、B地点）のいずれも溝底付近から出土した腰万である。1733は、護岸施

設SXllOO西端から西約5m（図版第58、C地点）で出土した。1730は、白木の柄を装着して出土

した腰万である。鞘は伴っていない。刃長22.2cm、刃幅2.6cm、刃棟厚さ0.5cm、茎長10.lcmで、

万身は平作りである。茎部は、関から2.9cmの位置に目釘穴が設けられる。柄は呑口式であり、

鞘口に呑まれる部分はわずかに波状の凹凸が認められる。柄口の先端から4.8cmの位置に、直径

0.5cmの目釘穴が設けられ、木製の目釘が残る。また、刃部を下に向けた柄の左側面、目釘穴の

右側に隣接して目貫穴が存在する。目貫穴は、目釘穴と同サイズであるが柄を貫通することはな

く、柄の左面にのみ存在する。出土時点では目貫は存在せず、木栓がはめられていた。1731は、

刃長21.6cm、刃幅2.5cm、刃棟厚さ0.4cm、茎長8.8cmを測る腰万である。刀身は平作りである。

茎部は、聞から3.4cmの位置に直径0.4cmの目釘穴が設けられる。刃部は、頻繁に研がれたためか、

若干痩せている。鞘と柄は伴っていない。1733は、黒漆塗りの鞘と柄を装着した状態で出土した。

呑口式の腰万であり、鞘 ・柄を含む全長は43.4cm、刃長23.6cm、刃幅2.4cm、刃棟厚さ0.4cmを測

る。刃部には鏑が付き、両側面に樋をもっ。鞘 ・柄は朴材を使用し、白木に規則的に糸を巻き、

漆で塗り固める。鞘口は半円状に内側に入り込み、刃幅部は鞘口から鞘尻にかけて次第に幅を減

じる。鞘口は0.9cmの幅で一回り小さく削られ、その範囲には漆を塗った形跡が無く 、白木のま

まである。当初、この鞘口部分には金属製の鯉口が伴っていた可能性がある。鞘には栗形と奔を

納める植が設けられている。栗形は鞘の片面にあって半円形の板状を呈し、円形の紐通し穴（直

径0.5cm）が2か所設けられている。栗形は長さ2.4cm、厚さ0.4cm、突出長は0.7cmを測る。奔の

橿は栗形に相対する鞘の右側面に存在する。植の全長は19.6cmを測る。植にみる奔の胴部は、長

さ12cm、幅1.lcmで、ある。竿部の長さは8.lcm、幅は0.5cmを測る。胴部から竿部にかけてはゆる

やかにその幅が減じる。植は鞘口から 7cmの間（算胴部）は表に現れるが、その先は鞘の内部に潜

らせる。植の潜り込み部分では、表側には木部が無いことから漆膜で覆われていたとみられる。

橿部分の漆は、鞘口の植先端から7.4cmまでを塗布し、潜り込み部は白木状態である。柄部は、

全長15.6cmを測る。柄口から柄尻にかけて幅が減じ、柄口幅は2.3cm、柄尻幅は1.7cmで、ある。柄

口と柄尻は丸く仕上げる。万身聞から3.3cmの位置に直径0.5cmの木製目釘が残る。

小柄（図版第130-1732)

A-1地区島畠を取り巻く低地（S D55）の堆積土中から出土した。全長23cm、刃長12.lcm、刃

部幅2.8cmを測る小万である。柄部は、ほほ刃幅のままの銅板製の搭えをもっ。 刃部は、頻繁に

研がれたためか、若干痩せている。

鉄釘（図版第130-1722・1723)

B l地区のSD5から出土した、釘と判断する鍛造品である。頭部から先端にかけて厚みが

減じ、先端を尖らせる。1722は、長さ2.6cm、厚さ0.4cmを測る。1723は、先端を欠損するが、 長
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出土遺物

さ3.3cm以上、厚さ0.5cmを測る。

熊手（図版第130-1725)

「SJ字状にゆるやかに湾曲する鍛造品であり、形態から熊手（3本か）のうち両サイドの 1本

と判断する。B-2地区SD5の出土である。断面は方形で、先端は尖り気味に終わる。熊手の

長さは8.5cm、厚さは最大で0.6cmを測る。

鉄鎌（図版第130-1727)

B l地区のSD5の出土である。切先を含む刃渡り部分の多くを欠損するが、柄部と刃渡り

の一部が残っている。柄部は、先端にかけて尖らせて折り曲げ、目釘穴を設けている。刃部と柄

部の境は明瞭である。刃部と柄部の角度は約135。を測る。刃幅は2.9cmを測る。

鉄津（図版第130-1728・1729)

2点の椀形をした鉄淳が出土している。底部には砂が付着している。断面の観察によれば、ス

ポンジ状の層と鉄の層に分かれる。1728は、 B l地区SD5の出土である。長さ11.3×8.5cm、

中央部の厚さ3.2cmを測る。1729は、 B-2地区包含層から出土した。長さ5.7×5.5cm、中央部

の厚さ3.6cmを測る。

不明鉄製品（図版第130-1724・1726)

B I地区のSD5から出土した、両端が尖る棒状の鍛造品である。断面は方形で、中央部か

ら両端にかけて厚みを減じ、先端部は平たく尖る。長さ7.7cm、厚さ0.6cmを測る。1726は、 B-

1地区SD5から出土した、用途不明の鍛造鉄製品である。長さ約44cm程度、幅l.5cm前後、厚

さ0.7cm前後を測る。その一端は直角に二つに折れて分岐し、「T」字形を呈する。分岐した先端

聞は4.2cmの長さを測る。分岐の基部は 「UJ字形に窪み、その窪みの一方には平らな半円形の

小さな突起が作り出されている。突起は長さ0.7cm、高さ0.5cm、厚さ0.2cmを測る。分岐部分の

先端は一方が尖るのに対し、もう一方は先細りするものの先端が面を持って終わる。棒状部は、

分岐側からもう一方の先端にかけて、幅が次第に減じる。棒状部の先端の幅は8.7cmを測る。欠

損は認められず、完形品とみられる。

第4節木製品

佐山遺跡では、 B地区から木製品が出土した。特にB-2地区のSD5東溝の有機物包含層

（第四層）から、柿経や形代、下駄、漆器椀、部材など多くの木製品が出土している。また、わず

かではあるが、同じB-2地区土坑SKll70から木製農具が出土した。

鍬先（図版第131-1734)

1734は、土坑SKll70出土の鍬先である。破損しているが直柄の広鍬である。長さ25.2cm、残

存幅14.6cmを測る。柄穴は円形であり直径は4.5cmを測る。鍬身の内側で、柄穴の上部に泥除け

をはめ込む溝の痕跡が認められる。

柿経（図版131-1735・1736)

1735は、柿経である。出土地点は、 SD5のコーナーのやや北部東岸側である。幅l.6cm、厚
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さO.lcmの薄く削った板の両面に経文が墨書されている。柿経は両端を欠くが、長さ24.3cmが遺

存していた。柿経の解読を進めた結果、片面（右）には、「・養於悌所散天衣住虚空中」。もう片面

（左）には、「－口賢聖衆口口口口口口口口Jと解釈される経文であることが判明した。柿経の右

面の経文は、『妙法蓮華経』巻第一比輸品第三の一節で、若芝と判明した。1736は、柿経の頭部も

しくは笹塔婆の可能性が高い。薄い板材の先端を圭頭状に削り、両側から切り込みを入れて頭部

をつくる。細部の観察では、頭部の形状は五輪塔の空風輪様にも見て取れる。片側と下部を欠く

が、長さ13.6cm、幅2.lcmを測る。経文などの墨書はみられない。

形代（図版第131-1737～1740)

1737は、人形である。薄い板材の先端を円形に削り、 頭部を作り出している。頭部からやや下

がった両横に、下方から浅く長い切り込みを入れる。下半部は鋭利な刃物で斜めに削ぎ切りして

いる。全長15.9cm、幅2.lcmを測る。1738は、ヘラ状の木製品である。全長は12.6cmを測る。

1739は、一方を有頭状に削り出す棒状の木製品である。全長は25.3cmを測る。表側は3面を面取

りするが、 裏側は平坦に仕上げる。下端は表から裏面にかけて斜めに荒く切断する。 頭部は先端

から3.3cm付近で、両横面に切り込みを入れている。頭部の小口面は削りによってていねいに仕

上げている。1740は、 鏑矢とみる鎌形の木製品である。薄い板材の先端を鍛身状に削り出す。鍛

部は、先端から213付近で両横から切り込みを入れ、鍛身部と鏑部分を作り出している。鏑の中

央部には、 小さな円孔が認められる。残存長は19.5cm、銑身の長さ4.3cm、鍛身幅2.5cm、先端か

ら鏑までの長さは6.6cmを測る。

椀（図版第131-1741)

1741は、 黒漆塗りの木製椀の底部である。見込みの部分に、赤漆で文様が描かれるが、大半を

欠損するため、内容は不明である。高台は直径7.7cm、高さ0.5cmを測る。

下駄（図版第132-1742・1743)

1742・1743は、一木から削り出した下駄であり、2点とも左足用である。下駄は、角を丸く落

とした小判形に仕上げている。足を乗せる表面は平滑に仕上げている。1742は、長さ17.7cm、

1743は長さ約19cmを測る。長期間の使用により歯の損耗が著しい。

柄（図版第132-1744)

1744は、柄とみる板状の木製品である。形状から、 2枚l組のl枚とみている。折損品であり

一方の小口側は失われているが、下端とみる一方の小口面は丸く整えている。表面は丸みのある

蒲鉾状に削るが、裏面は平坦で、滑らかに仕上げる。側面の片側に、長さl.9cm程度の浅い逆台形

の割り込みを設けている。全長は13cm以上、幅2.8cm、厚さは0.8cmを測る。

鞘（図版第132 1746) 

1746は、刀などの鞘の一部と判断しているものである。板材の片面は、周囲を0.3cm程度残し、

内側を平らに割り込む。鞘の表面は傷みが激しく 、凹凸が著しい。残存長は11.5cm、幅4cm、割

り込みの深さは約0.2cmを測る。

底板（図版第132 1747) 
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1747は、曲物の底板である。直径13.4cm、厚さ0.7cmを測る。

板状木製品（図版第132-1748)

1748は、用途不明の板材である。残存長19.5crn、幅4.5crn、厚さは0.5crnを測る。細長い板材の

一方の小口部は、片面からのていねいな削りによって、万の切っ先様に弧を描いて尖り気味に終

わる。削りが行われない片方の板面には、刃物による多数の直線的な傷が認められる。また、先

端から10.3crn離れた板面の中央に方形の穴が存在する。穴は一辺1.5×2. lcrnで、やや斜めに傾い

て設けられている。祭杷関連遺物の可能性もある。

不明木製品（図版第132 1745・1749・1750)

1745は、細長い棒状品であり、左右対称の 2枚の部材を組み合わせる。全長14.2cm、幅は

l.8crn前後を測り、断面は方形で角部を丸く仕上げる。上端部から下端にかけて幅と厚みを窄め、

下端小口の一方の角は特に丸く仕上げる。下端からl.6cmの位置に目釘穴が存在し、また、目釘

穴を繋ぐ表面の半周部に、 0.5crn幅で、溝状の割り込みを設けている。もう一方の上端から約3cm 

の位置に、片面から斜め下方向に鉄釘（径0.2crn）が打たれた状況が認められた。釘の先端は片側

表面には達していない。挟んで、固定する用途が考えられ、工具の柄とみることもできる。1749・

1750は、柄を角材の両端に設けている。2点とも、ほぼ同一規格で作られている。全長は27.2crn、

幅3.7crn、厚さ2.8crnを測る。柄の長さは左右でやや異なり、 一方の柄は2.2crn、もう片方は2.5crn

を測る。柄は角材の l面に接して設けられ、それ以外の3方の木部は取り除かれる。柄の木取り

は、年輪に対してほぼ直交する。表面の仕上げが粗雑であることから、梯子もしくは車輪の部材

かと考えられる。表面に磨滅痕がないことから、車輪の骨材の可能性が高い。

（竹原一彦）

第5節そのほかの遺物

(1)土錘（第20図1751・1752)

1751は、 B-1地区SD5から出土した土玉状をなす土錘である。ほぼ球形を呈し、中央に径

0.6crnの紐通しのための穿孔がなされる。外面はナデ調整され、 一部欠損する。径3.4crn、厚さ

3. lcrnを測る。色調は、淡灰褐色を呈する。1752は、 B-2地区SDl027から出土した管状土錘

である。中央に、径0.9crnの紐通しの穿孔がなされる。長さ4.2cm、厚さ5.8crnを測る。外面はナ

デ調整され、 一部指押さえが認められる。色調は、淡褐色を呈する。

(2）輔羽口（第20図1753～1755)

1753・1754は、 B-1地区SD5から出土した輪羽口の一部とみられる。1753は、 SD5の5

区から出土した。断面は「UJ字形の曲線をなし、小口部に、被熱によるとみられる細かな気泡

がみられる。赤褐色に赤変している。長さ4.65crn、厚さ3.2crnを測る。1754は、 SD5の3区か

ら出土した。断面は 「UJ字形をなす。小口に比熱によるとみられる細かな気泡がみられる。内

面は被熱により赤変し、 一部煤状に薄い炭化物が付着する。長さ2.5crn、厚さ 1cmを測る。1755

は、 SD5から出土した輔の羽口の一部である。断面のほぼ半分を欠損する。外面は細かなひび
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B I区SD5:1751・1753～1756

B-2区SDl027: 1752 

10cm 

第20図

A-1地区SD 1 : 1757 

B-1区包含層： 1758・1759

。

が多数入り、内面に被熱によるとみられる赤変が認められる。内面の一部に、炭化物が付着する。

復原外径約9cm、同内径約2.4cm、厚さ3.2cmを測る。色調は、 i炎樫褐色を呈する。

(3）土馬（第20図1756・1757)

B-1区のSD5から出土した。1757は、 土師質の土馬で、1756は、 土馬の尾とみられる。

A-1地区SD lから出土した。頭部にたてがみを表現し、上方へつきあげた尾を作り出す小形

粗製の土馬である。精良な胎土を用い、色調は、明桂褐色を呈する。長さ8.9cmを測る。

(4）埴輪（第20図1758・1759)

1758・1759は、いずれもB-1地区の包含層から出土した。1758は、円筒埴輪の一部とみられ

る。外面は縦ハケ、内面はナデ調整を基調に部分的に横ハケが認められる。突帯は、断面が台形

のシャープな作りで、下部のナデつけがていねいに行われる。硬質の土師質で、色調は淡黄灰褐

色を呈する。残存長8.7cm、厚さl.lcmを測る。1759は、 形象埴輪の一部とみられる。体部は扇平

で、断面が台形の突帯を付す。突帯は、幅が広く、突出度が低い。突帯上辺と下辺のナデつけは、

ともに不十分である。外面は磨耗が著しいが、 一部に縦ハケが認められる。内面は、斜め縦方向

のハケが施される(1単位12本、約2.2cm）。焼成は軟質の土師質で、色調は淡黄灰褐色を呈する。

（高野陽子）残存長10.lcm、厚さ1.4cmを測る。

(5）銭貨（第21図1760～1764)

B-1地区のSD5から出土した3点銭貨は合わせて5点出土している。遺構に伴うものは、

のみである。個々の計測値は、付表4にまとめた。なお、計測の方法は、独立行政法人文化財研
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1760 

線型おも

もJl

番τョ 銭名 初鋳
地
区

年

1760 延喜通賓 907 B 1 

1761 成平元賓 998 B 1 

1762 祥符元賓 1008 B 1 

1763 ！~~寧元賓 1068 A-1 

1764 聖宋冗賓 1101 A-1 

1761 

。
第21図 出土銭貨実測図

付表4 出土銭貨計測表

遺
重（g量） 外外縁径 外内縁径 外内郭径 内内径郭4者

位層
(11111) (11111) (11111) 
(Ga心b) (Na＋判b)(ga-f9b) (na冊 b)
/2 /2 /2 /2 

SD5 2.07 18.70 14. 73 6.87 5. 15 
V層

SD5 2.39 22. 10 18.68 7.20 5.57 
N層

SD5 3.49 24. 75 19.08 7.45 6. 13 
E層

精査中 (1. 65) 

西島低畠南地
2.33 23.05 18.50 7.50 6.33 

出土遺物

1763 1764 

5cm 

外縁 文字
厚 面厚

(<gm必）＋ (a＋伽c
C+D)/4 +<l) /4 

1. 25 0.96 

1. 23 0.52 

1. 15 0. 75 

1. 38 0.92 第22図銭貨計測位置

1. 02 0. 70 

1760は、延喜通賓である。裏面は箔ズレが生じており、厚さが不均ーになっている。1761は、

成平元賓である。鋳上りが良く、銭名も明瞭で、あるが、外縁が削り取られ、径が小さくなってい

る。1762は、祥符通賓である。表面の外縁の輪郭は明瞭であるが、背面の外縁はやや不明瞭で、あ

る。銭名も鋳潰れて不明瞭で、ある。 1763は、照寧元賓である。左側の約1/3が欠損している。鋳

化が進行し、銭名が不明瞭になっている。1764は、聖宋元賓である。全体に薄い作りで、赤銅色

を呈する。銭名は鋳潰れて不明瞭である。背面は外縁が不鮮明で、ほとんど平坦になっている。

模鋳銭の可能性がある。 （森島康雄）

(6）五輪塔（第22図1765)

B-1地区SXl91から出土した。空輪と風輪は一石で作られており、残存長2lcmを測る。火

輪は円錐形で、段をもち、笠部下側に l辺8cmの方形の柄穴がある。径38.5cm、残存高約13cmを

測る。塔身となる水輪との接合は、柄穴接合によるとみられるが、水輪側の接合部は欠損してい

る。軒はそらず、面をていねいに削り、平滑に仕上げられている。水輪は、約1/5程度が残存す

るにとどまり、磨耗が著しい。横幅の大きな水輪として復原できる。残存高17.7cm、残存幅

23. 7cmを測る。地輪は、方形の四隅の一部が残存しているが、大部分が欠損していたため、幅は

phd 
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第23図 五輪塔実測図
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推定復原によった。残存幅23crn、高さ

13crnを測る。石材は、淡黄灰色を呈する

凝灰岩製である。

以上、各輪を復原して組み合わせると、

五輪塔の高さは、推定復原高約72crnを測

る。火輪の厚みが薄いことや、水輪が横

にやや拡張する形状に復原できることか

ら、 平安時代後期～末頃の五輪塔とみら

れる。

（高野陽子）



第5章総 括

第1節出土遺物の検討

1 .弥生時代後期～古墳時代の土器様相

佐山遺跡の調査では、 A l・A 2・B-l・B-2地区を合わせて計約12,OOOm＇を対象とし、

縄文時代から江戸時代までの土器を中心に、コンテナ数にして約1,000箱以上の遺物が出土した。

このうち大半は、弥生時代後期後葉～古墳時代前期および平安時代末期～鎌倉時代の土器である。

ここでは、まずコンテナ総数約700箱を数える弥生時代後期後葉から古墳時代中期初頭の土器に

ついて、形式分類を試み、その編年的考察を行いたい。

(1)土器の分類

弥生時代後期から古墳時代中期前半の土器には、査 ・聾 ・高杯・器台・鉢の基本器種のほか、

いわゆる小形精製土器とされる小形丸底鉢・小形丸底査・小形器台、手倍形土器などがある。土

器の形式分類にあたっては、例えば近江系土器など、様式の一端を構成すると判断される外来系

土器については、在来系土器の基本形式と同様に扱い、分類の対象とする。また、製作目的にふ

さわしい調整の種類と手法の選択によって、土器の系統が決定づけられると考えることから、形

態的特徴に基づいた形式分類を行ったうえで、主体的に選択される調整と手法を提示し、さらに

分類が可能な場合は、細分案を示す。

a.壷の分類

査には、広口査 ・長頚査 ・細頚査・短頚査・ 二重口縁査 ・直口査・短頚直口査 ・無頚査がある

（第24図）。分類にあたって、完形品で出土したものが限られる形式については、口頚部形態を主

たる分類基準とした。

長頚査

長く上方に拡張する口頚部に、球形ないしは無花果形の体部をもっ査。

〈長頚査A> 口頭部はやや外反気味に上方に拡張し、最大径は体部の中位ないしは上位にもつ

もの。

〈長頚査B> 口頭部はやや内湾気味に上方に拡張し、最大径は体部の下部にもつもの。

長頚壷Aは、体部外面にハケ調整を施す畿内第5様式に通有の形式である。長頚査Bは、口縁

端部をやや内湾気味に立ち上げる点や、体部最大径が下部にあることから、東海地域のいわゆる

瓢査の影響を受けて製作された折衷形式とみられる。

無頚壷

〈無頚査A> ゆるやかな丸みをもっ体部に、ごく短く直立する口縁部を取り付ける査。体部

最大径を中位にもつ。
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広口壷 A
 

壷
一
査一軒主無 長頚壷 細頚査A

A B 

買〈
c 

短頚壷

A 瓦長L
玉事L

B 二重口縁壷

A D 
c 

モ=rr 短頚直口壷

A 1 I A 2 

E 

第24図形式分類(1)

体部外面に縦方向のミガキが施される精製品である。肩部最上位で対角線上にそれぞれ2個の

小さな紐通しの穿孔が施される。

広口壷

口頚部が大きく外方に聞き、球形ないしは無花果形の体部をもっ査。

〈広口壷A> 頚部は、直立状に立ち上がり、ゆるやかに外反する口縁をなすもの。

く広口査B> 口頚部は、屈曲がみられず、頚部の基部から斜め上方に大きく開くもの。

〈広口壷C> 頚部は、直立状に立ち上がり、明瞭な屈曲部をもち、斜め上方に開くものO

広口査の形式は、主に口頭部の形状によって、 3類に分類できる。広口壷Aは、主に口縁部端

面に3～5条の擬凹線文が施される。また、広口査Bの口縁部端面は、無文でミガキないしはナ

デが施され、口縁部を垂下させるものが通例である。広口査Cは、無文を基本とする。播磨など

に多くみられる形式である。

細頚壷

〈細頚壷A> 長い直線的な口頚部に扇球形の体部をもっ査。口径・頚部径が小さく、頚部が

強く絞り込まれたプロポーションをなす。

体部外面調整は、ミガキを基調とする。体部と口頭部の接合部には、刻み突帯がめぐり、体部
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最上位に櫛描波状丈などの加飾が認められるものがある。

二重口縁重

大きく外方に開く 二重口縁をもち、球形ないしは倒卵形の体部をなす査。

〈二重口縁壷A> 短くゆるやかに外反する頚部に、外反ないしは直線的に伸びる口縁を取り

付けるものO

〈二重口縁壷B> 直立気味に立ち上がる頚部に、水平ないしは斜め上方に直線的に開く短い

受部を取り付け、その外端部に外反ないしは斜め上方に直線的に伸びる口縁を接合するもの。

〈二重口縁査C> 直立気味に立ち上がる頚部に、斜め上方に直線的に伸びる受部が取り付き、

その外端部に粘土帯を貼り付け、上下に拡張した口縁を作り出すものO

〈二重口縁壷D> 長くゆるやかに外反する頚部に、直線的に伸びる口縁部を取り付けるもの。

〈二重口縁査E> 山陰系のいわゆる複合口縁をもつもの。

二重口縁査の形式は、口頚部の形態によって、基本的には5類に分類できる。二重口縁査Aは、

畿内第5様式の後半に出現するもので、弥生時代後期後葉～末の基本形式である。加飾しないも

のが基本である。二重口縁査Bは、古墳時代初頭以降、盛行する形式で、いわゆる 「茶臼山型査」

の系統である。加飾するものとしないものがある。二重口縁壷Cの口縁部にみる粘土帯接合技法

や、口頭部が水平に近い角度で屈曲し、受部を大きく作り出す形式的特徴は、東海系パレス査と

畿内系二重口縁査の折衷形態として出現した近江・東海系二重口縁壷の系譜を引くものであろ

う。この形式は、加飾を基調とするが、新しい段階には加飾しないものが現れる。二重口縁査D

「伊勢型二重口縁査」の系譜を引くとみられる。

短頚壷

短く立ち上がる口頭部に、球形の体部をなす査。

〈短頚壷A> 短く直立する口頭部をなすもの。

〈短頚査B> 斜め上方に直視的に立ち上がる口頭部をなすもの。

〈短頚壷C> やや内湾気味に直立する口頚部をなすものO

短頚査Aは、外面にミガキ、内面はハケ調整を基調とする。短頚査Bの外面調整は、タタキが

施されるものと、ハケを施すものがあるが、内面はいずれもハケ調整される。

短頚直口壷

斜め上方に拡張する口縁部に、強く引き締まった頚部をもち、球形の体部をなす査。短頭直口

壷は、いずれも器高30cm以上の大形品である。

〈短頚直口壷A1 > やや外反気味に伸びる口頭部をなすものO

〈短頚直口壷A2 > 直線的に伸びる口頭部をなすもの。

短頚直口査は、外面調整がハケおよびナデ、内面はケズリを基調とする。口縁部端部は、単純

に納めるもの・外方向に拡張するもの・つまみ上げるもの・肥厚するものがあり、バラエティに

富む。

直口壷
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斜め上方に直線的に伸びる口縁部に、強く引き締まった頭部を特徴とする壷。

〈直口査A> 大きく外傾して直線的に伸びる口頚部をなすもの。

〈直口査B> 口頚部がやや内湾気味に立ち上がるもの。

b.聾の分類（第25図）

聾A

「く」の字に外反する口縁をなし、体部外面に縦方向のハケを施す平底の聾。

〈聾A1 ) 口径が体部最大径を凌駕し、体部上位に最大径をもつもの。

〈蓋A2 > 口径が体部最大径とほぼ同じか、あるいは陵駕するもの。

〈聾A3 > 口縁部の屈曲がやや不明瞭なもの。

護

A B 

A2 
D 

ア手、

E 

F 

E 2alll 

G H 

足昌三：：〈 戸普く

第25図形式分類（2)
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体部外面に施される縦方向のハケを

径体部
特徴とする。内面にハケおよびナデを

山(cm) 
． ． 

施す。畿内第5様式前葉からの系譜を 25 R』

引く斐である。 ． － ． － 
窒B

20 ．・時． ． 

「く」の字口縁をなす聾で、体部上 ・..... ・！....・．－
位ないしは中位に最大径をもっ。体部

15 ............も．． 
』h .... 

外面にタタキを施し、内面にハケある
........ .... 

10 

いはナデを施す第5様式系のタタキ聾。

聾Bは、本来は口径と器高を基準と ~I 10 15 20 

して分類すべきだが、口縁部のみの破
口径（cm)

豊臣B （第5様式系蔓〉

片が多いため、口径と体部最大径を基

準とする。口径と体部最大径には相関 体部

径

山関係があり （第26図）、以下の3類に分 (cm) ． ． 
25 ． 

類することが可能で、ある。 ． ．．．圃－ 
[ I ] 口径18cm以上、体部最大径 20 ・． ．．－ー－－.ー・． 

........ .... “’ ・．
． 

24cm以上の大形品。

[ II ] 口径14cm以上、 18cm未満、
15 .... -1企畠

........ 
体部最大径24cm未満、ないしは器高20

10 
～30cmの中形品。

［皿］ 口径14cm未満、器高20cm未 ~l 10 15 20 
満の小形品。 口径（cm)

蓮E2 （庄内式聾〉
この形式は、弥生時代後期後葉～末 第26図棄の法量分布

に聾の機能分化が進み、小形品が出現

し、大形品［ I ] ・中形品［ II ] ・小形品［皿］の 3形態となる。中形品 ・大形品は、底部成

形・体部成形と 2大別工程で基本的には成形されるが、体部成形に関しては、弥生時代後期末に

至っても、 肩部付近に体部を 2分割する粘土接合痕を残すものがあり、体部成形の小工程が基本

的には、 2段階の工程で行われていると考えることができる。この接合痕は、乾燥工程が短いた

めか、底部成形と体部成形の粘土接合痕に比べて、判別の困難なものが多いが、体部外面のタタ

キ板の押圧角度や、内面調整時のハケの施文角度からも、 2段階の工程が通例であったことは明

らかである。小形品には、このような体部成形の小工程を示す分割成形痕は認められない。また、

多くの個体では、口縁部の接合方法は、口縁部に用いられた粘土紐が、体部上端部を包み込んで

接合されており、頚部でタタキ痕跡が途絶えている。この成形技法は、井上和丈良ゃ豊岡卓造民

が明らかにした技法と基本的に同じであり、いわゆる「口縁部タタキ出し技法Jではないo

塞C

可
E
よハU

唱

Ei
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口縁部が外反し、端部に立ち上がりをもち、面をなす平底の聾。体部の外面調整によって2類

に分類できる。

〈聾C1 > 外面にハケを施すもの。

〈聾c2 > 外面にタタキを施すもの。

播磨・摂津・南丹波などの地域で散見される形式である。

聾D

口縁部が受口状を呈する近江系棄。口縁部形態と加飾の在り方によって、3類に分類する。

〈聾D1 > 口縁端部を単純に納めるものO 体部外面は、ハケを施したのち加飾することを基

本とする。

〈輩D2 > 口縁端部を強く外方へ引き出すもの。体部外面は、ハケを施したのち加飾するこ

とを基本とする。

〈斐D3 > 口縁端部はDlと同様で、あるが、加飾が施されないもの。聾D3は、調整技法に

よって、さらに 2類に分類できる。

〈聾D3 a> 体部外面をハケ調整するもの。

〈蓋D3 b > 体部外面をタタキ調整するもの。

聾D1は、近江北部系とされ、聾D2は近江南部系とされる。また、蓋D3は、主に周辺地域

における近江系棄の受容形態であり、 D3aは北近畿から北陸の外面縦ハケ調整を特色とする聾

の分布域との接点となる地域に多く、また、 D3bは南丹波・山城などの第5様式系蓋の分布圏

との接点となる地域でしばしば認められる形式である。

聾E

「く」の字状口縁をなし、体部外面に精織なタタキ・体部内面にケズリを施す庄内式費である。

斐Eは、口縁部形態と、タタキの組み合わせで、 3類に分類する。完形で出土しているものが

限られるため、底部形態については分類に含めない。

〈聾E1 > 口縁端部を単純に丸く納めるもの。体部外面に右上がりないしは水平の精微なタ

タキを施すものO

〈聾E2 > 口縁端部をつまみあげる聾。体部外面に右上がりないしは水平のタタキを施す。

タタキ原体は、 1cmあたり 6～8本の精綴なタタキを施す。

聾E2は、口縁部形態および胎土によって2類に分類する。

〈斐E2 a> 口縁部が外反気味に伸び、頚部の稜が弱いものO 淡褐色・淡黄褐色系の発色を

なし、胎土は石英・長石・流紋岩など、主に軽鉱物を中心に含む。

〈聾E2 b > 口縁部が直線的に伸び、頭部の稜がシャープなものO 暗茶褐色系の発色をなし、

胎土に角閃石・雲母などの重鉱物を多く含む。いわゆる生駒西麓産とされる胎士をもっO

さらに、翌E2aは、第26図に示したように、大きさから 3類に分類できる。

[ I ] 口径18cm以上、ないしは体部最大径24cm以上の大形品。

[ II ] 口径14cm以上、 18cm未満、ないしは器高10～20cm以下の中形品。
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l～4. タタキ成形

7.頚部内面のハケ調整

ーーー」
第27図斐E2 aの各種調整

5.口縁部外面の粘土紐痕 6.体部内面上半のケズリ調整

8.頚部内面のハケ調整

[III] 口径14cm未満、器高lOcm未満の小形品。

聾E2 aは、費E2bよりも、相対的に口縁部の立ち上がり角度が大きく、口縁部の外反度が

強いことを特徴とし、頚部の屈曲にもシャープさを欠く。盛行期には、しばしば口縁部中位にま

で、タタキ痕を明瞭に残す個体があるが、その痕跡は成形の仕上げとなる口縁部上半への粘土紐

の接合によって途切れており、口縁部を形成する粘土部分にまで、体部成形と一体となるタタキ

成形が行われていることがわかる（第27図）。一方、聾E2bは、頚部の屈曲が明瞭であり、タタ

キ痕が頭部で途切れるか、あるいはわずかに口縁部下位に及ぶ例が通例であり、頚部ラインまで

を単位として体部タタキ成形を行い、体部上端から粘土紐を接合することによって、直線的な口

縁部を作り出すと考えられる。聾E2 aと斐E2 bは、接合手法の違いが、口縁部の形態差とな

って現れる。聾E2 aは、米田敏幸氏らが提唱する、「庄内播磨謹峯」とされる形式に相当する。

「庄内播磨型聾jは庄内大和諺6金と基本的に同じ形式とされ、庄内河内形蓋の対極にある蓋とし

て扱われる。しかしながら、庄内大和形聾の口縁部形態は、蓋E2 aにみられるような、強い外

反傾向は一般的ではなく、タタキ原体の条痕幅が大きいことや、左上がりのタタキを基調とする

点でも、聾E2 aと手法的に大きく異なっており、両者は系統的に区別して扱われるべきであろう。

聾F

「くjの字状口縁をなし、口縁端部が肥厚する布留系聾。体部はほぼ球形ないしは倒卵形を呈

し、体部外面をハケ調整し、内面にケズリを施す。外面のハケ調整の手法と、さらに口縁端部の

形態によって、 3類に分類する。

〈聾F1 a> 体部外面は縦ハケを基調とし、口縁端部をつまみ上げるか、外方ヘヲ｜き出すもの。

円
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〈聾F2 a> 体部外面は横ハケを基調とし、口縁端部をつまみ上げるか、外方へ引き出すもの。

〈棄F2 b > 口縁端部を内側に折り返し、水平か下方に肥厚させる、横ハケを基調とするもの。

聾F1 aは、いわゆる布留傾向聾と称される歪である。また、斐F2 aは、初期布留式斐であ

り、棄F2bは、盛行期の典型的な布留式歪である。

警G

単純「くJの字状口縁をなす輩。体部外面のハケ調整の手法によって2類に分類する。

〈蓋G1 > 外面に縦ハケを施すもの。

〈聾G2 > 外面に横ハケを施すものO

斐Gは、内面にケズリを施すもので、ハケを施す聾Aとは系譜が異なり、布留式棄の出現以降

に盛行する斐である。

聾H

いわゆる複合口縁をなす歪であり、体部外面ハケ調整、内面ケズリを特徴とする。

2次口縁が擬口縁の上端に接合される（擬口縁手法）山陰系歪である。

聾｜

口縁部が外面側に厚みをなし、口縁端部をわずかに外方に引き出す斐。体部外面はハケ調整さ

れ、内面にケズリを施す。

c.高杯の分類（第28図）

高杯A

杯部は、皿状を呈し、大きく外反する口縁をなし、ゆるやかに聞く短い脚部をもっ高杯。

弥生時代後期前半に特徴的な畿内系高杯である。

高杯B

皿状の杯部をなし、裾部で大きく開く脚をもっ高杯。脚部形態によって2類に分類する。

〈高杯B1 > 脚部が、屈曲して開くもの。

〈高杯B2 > 脚部は裾部で大きく開くが、屈曲が不明瞭なものO

弥生時代後期後半に特徴的な畿内系高杯である。

高杯C

杯部は深く、屈曲して斜め上方に直線的に伸び、脚部は屈曲して「ハjの字状に開く高杯。

畿内系高杯のうち小形化の進行した形式である。

高杯D

杯部は深い鉢状を呈し、明瞭な屈曲部をもたず、ゆるやかに開く脚をもっ高杯。

高杯E

杯部は深い鉢状を呈し、ゆるやかに開く脚部をもっ高杯。杯部形態によって2類に分類する。

〈高杯E1 > 深い鉢状の杯部は、口縁部が外方に大きく聞き、内湾気味に立ち上がるものO

〈高杯E2 > 杯部は浅く、口縁部が屈曲して外反するもの。

高杯E1は広義の東海系高杯であり、近江で受容された形式とみられる。高杯E2は、高杯E
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第28図形式分類（3)

lと畿内系高杯との折衷形態であろう。

高杯F

底径の小さな杯部に、大きく斜め上方に直線的に伸びる口縁をなし、屈曲して開く中実の脚部

をもっ高杯。

内外面および脚部に縦方向の精綴なミガキを施す畿内系高杯の形式である。

高杯G

杯部に段をなし、口縁部が大きく斜め上方に直線的に伸びる有段の高杯。

初現的な形式は加飾を伴うもので、畿内系高杯の形式である。

高杯H

椀状の杯部をなし、脚部は屈曲して大きく聞く低脚の高杯。脚部径によって2類に分類する。

〈高杯H1 > 脚部が未発達で口径が脚部径よりも大きいもの。

〈高杯H2 > 脚部径が口径を陵駕するもの。

吉備系高杯の影響下に出現したとされる高杯である。

高杯｜

杯部に稜をなし、脚部は屈曲して大きく開く低脚の高杯。

東海系高杯の形式である。
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高杯J

杯部は、屈曲して斜め上方へ直線的に伸び、ゆるやかに広がる脚部をもっ。

高杯K

脚部は、裾部で屈曲して 「ハjの字状に大きく開く高杯。杯部形態によって2類に分類する。

〈高杯K1 > 杯部は深く、明瞭な稜をもっ。

〈高杯K2 > 杯部は浅く 、退化した稜をもっ。

布留式の主要形式となる畿内系高杯である。

高杯L

杯部は、明瞭な稜をもたず、口縁部がゆるやかに立ち上がる高杯。杯部中央外面に刺突孔が施

される。

〈高杯L1 > 杯部が深く、ゆるやかに屈曲する ものO

〈高杯L2 > 杯部は浅く 、脚部は稜をもち、裾部で屈曲して開くもの。

〈高杯L3 > 杯部は浅く、脚部は稜をもたず、ゆるやかに大きく開くもの。

いずれも山陰系高杯の系譜を引くが、高杯L3は、山陰系高杯と畿内系高杯の折衷形態である。

高杯M

杯部は、口径が大きく、明瞭な稜をもち、口縁部が外反気味に立ち上がる高杯。

杯部中央外面に刺突孔をもつものがあり、山陰系の系譜を引くとみられる。

高杯N

杯部は内湾気味に立ち上がり、ゆるやかに開く脚部をなす高杯。

d.器台の分類（第29図）

器台A

受部端部が垂下し、外面に擬回線文を施す器台。胴部から受部にかけての、 傾斜変換点の有無

によって2類に分類する。

〈器台A1 > 胴部から受部にかけてゆるやかに開くもの。

〈器台A2 > 胴部上位で、大きく屈曲して開くもの。

器台Aは、弥生時代後期前半の中部瀬戸内系土器の波及域を中心に、瀬戸内から畿内・北陸ま

での広い地域に分布する。

器台B

受部端部外面に面をなす器台。端部の形態によって2類に分類する。

〈器台B1 > 口縁端部に面をなすもの。

〈器台B2 > 口縁端部を立ち上げるもの。

受部の破片しか出土していないが、本来は受部から胴部にかけて明瞭な屈曲をもつもので、東

海から近江で盛行する形式である。

器台C

受部と脚部の間にシャープな屈曲をもっ器台。口縁部を上下に拡張し、棒状浮文を付す。
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第29図形式分類（4)

受部が有段で、大きく外反する器台。

e.鉢の分類（第29図）

鉢A 受口状口縁をなすもの。

鉢B 「くjの字状口縁をなすもの。

鉢C 体部が「ハ」の字状に大きく開くもの。

鉢D 体部が浅く、皿状を呈するもの。

鉢Aは近江系、鉢B・Cは畿内第5様式後半に主体となる鉢の形式である。

f .台付鉢の分類（第29図）
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第30図 小形丸底鉢Aの係数比 （企は一部推定復原）

とする。

小形丸底鉢A

台付鉢A 鉢部口縁が

「くJの字状口縁をなす

もの。

台付鉢B 鉢部が椀状

を呈するもの。

台付鉢C 細長い小形

のを本部をもつものO

台付鉢D 鉢部が 「ハ」

の字状に大きく開くもの。

g.小形丸底鉢の分類

（第29図）

体部が鉢状の形態をと

るもの、すなわち体部最

大径が体部の上半に位置

し、口径が体部最大径を

超えるものを小形丸底鉢

頚部の屈曲が明瞭な鉢。口頭部高の器高に占める比率によって係数比をとると、第30図のよう

に3類に分類することが可能で、ある。

〈小形丸底鉢A1 > 

〈小形丸底鉢A2 > 

〈小形丸底鉢A3 > 

小形丸底鉢B

口頭部が短く、口頚部高が、器高の1/3未満のもの。

口頚部が拡張するもので、口頭部高が、器高の1/3以上、1/2未満のもの。

口頚部が大きく拡張し、口頭部高が、 器高の1/2以上のものO

口頚部が短く 、頚部の引き締まりが弱いもの。

小形丸底鉢C

頚部に明瞭な屈曲のみられないもの。

小形丸底鉢D

器高が口径の1/2以下で、口径が大きく肩平なもの。

小形丸底鉢E

器高が口径の1/2以下で、有段口縁をもつもの。

h.小形器台の分類（第29図）

小形器台A

皿状の受部をなし、内湾気味に聞く脚をもつもの。

小形器台B
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脚部に傾斜変換点をもっ中空の器台。

小形器台C

直線的な脚をもっ中空の器台。

小形器台D

直線的な脚をもっ中実の器台。口縁端部の形態によって2類に分類する。

〈小形器台D1 ) 口縁端部を単純に納める。

〈小形器台D2 > 口縁端部をつまみあげる。

小形器台E

脚部が、裾部でゆるやかに広がるもの。

小形器台F

「XJ形のプロポーションをもっ器台。屈曲部の形態によって2類に分類する。

〈小形器台F1 ) 中空のもの。

〈小形器台F2 > 中実のもの。

総括

小形器台A・Bは東海系の形式であり、小形器台C・Dは畿内庄内系、小形器台Fは畿内布留

系の形式である。

i.小形丸底壷の分類（第29図）

体部が査状の形態をとるもので、体部最大径が、口径を超えるものを小形丸底査とする。

小形丸底査A

体部最大径が、体部上位にあるもの。

小形丸底壷B

体部最大径が、体部中位ないしは下位にあるもの。

ト手賠形土器の分類（第29図）

いずれも鉢部が受口状口縁をなすものが出土している。加飾の有無によって2類に分類する。

手賠形土器Al

覆部に加飾しないもの。

手賠形土器A2

覆部に文様や線刻を施すものO

(2）土器の変遷一一括資料の時間列一

出土土器は、竪穴式住居跡や土坑の一括資料など遺構の切り合い関係に基づく層位的な資料が

主体であり、溝出土の良好な層位的資料は得られていない。したがって、土器編年も、遺構の切

り合い関係や、土器の型式学的特徴をもとに、一括資料を中心とした時間列を検討した上で、土

器形式の組成変化に画期を見出し、ここから編年案を提示するという手法をとる。

佐山遺跡は、弥生時代後期中葉から古墳時代中期前半まで、古墳時代前期前半のわずかな空白

期を除いて、ほぽ継続する遺跡である。各期における出土土器の資料総数は必ずしも充分なもの

ではないが、弥生時代後期中葉から古墳時代中期初頭にかけてのー遺跡における土器変遷を、大
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きな断絶なく提示できる極めて良好な資料である。本節では、佐山遺跡、の出土土器を対象として、

弥生時代後期中葉から布留式併行期までの土器群の様式変遷を明らかにする。検討する資料は、

遺構一括資料を層位的資料とし、遺構の切り合い関係と型式学的特徴の新古に基づき、 一括資料

の時間列を提示したのち、全体の変遷を詳述する。ここに示す時間列とは、高杯の形式の変化や、

あるいは型式変遷を主軸に、小形祭式土器群の形式変化や、 聾の組成変化を補完的に用いること

により、 一括資料の新古を検討したものであり、連続する一本の資料列（第31～34図）として表示

ヂZ。
資料lは、 B l地区SH268の高杯A(659）に着目して提示するものである。組成を明らかに

することを重視し、同一器種を含まないために、厳密にはSH268との新古が明確ではないA-

l地区SH94 ・ B -1地区SH251出土資料を補完資料として挙げる。高杯Aは、弥生時代後期

前葉から続く形式の最終的な形態である。資料2は、 A-2地区SH526出土資料を基準とする

もので、資料3へと続く高杯B類（510）が新たに出現する。査の組成においても、資料lの長頚

査から細頚査へと変化しており、新しい要素と考えられる。資料3のB 2地区SKl138出土資

料は、高杯Bの口径の楼小傾向および脚部の低脚化から資料2に後続する資料として位置づけら

れるものである。資料4のB-2地区SKll90出土資料では、高杯が小形化するほか、資料3以

前に第5様式系の斐Bと措抗してみられた縦ハケの「く」の字蓋Aがみられず、第5様式系斐が

聾の主体となっている。この組成変化は、資料5・6へと続く。資料5は、 B-1地区SHl69 

出土資料があげられるが、資料3でみられた高杯B(593・594）は、脚軸径がさ らに小さ く引き締

まり、低脚化の極まった形態となっている。また、第5様式系斐は、体部最大径が資料4の形態

よりも下位にあり、口縁部も薄く短く立ち上げるものが現れる（590）。資料6のB-1地区SH

189出土資料では、第5様式系斐が体部低位に最大径をもつことに加えて、東海系高杯（601）が新

たに出現する。東海系高杯の影響は資料7・8段階へと続く。また、 査では、この段階以降主体

となる二重口縁査が現れる。資料7は、第5様式系聾の中でも、最終形態となる小形斐が登場す

るため、資料6の後出とした。資料8は、小形の第5様式系蓋の増加に加えて、鉢B(490）の底

部形態が資料6の突出した底部から、窪み底へと変化する。資料9のB l地区SH431出土資

料は、小形器台が出現する最初の資料である。器種組成において、資料8と比較する資料に乏し

く、資料8から 9への新古は明確でなない。資料9の蓋D3 b (738）の小形化傾向も、8との新

古を分かつものではないが、小形器台を含む組成から、資料8に後出するものとした。資料10の

B-1地区SH227出土資料は、資料9でみられた小形器台A(431）から小形器台c(640）への形

態変化および初期庄内式聾E1 (622・623・628・629）の登場から資料9に後続させる。資料11の

A l地区SH95出土資料は、尖底をもっ庄内式聾E2 a (37）とその口縁部（36）を含む。この資

料の段階に、庄内式蓋の地域形が明確になる。資料12のA I地区SHl05出土資料は、庄内河

内形蓋E2 b (95・96）が最初に流入する資料である。資料11とは、同型式の資料にめぐまれない

ため、新古の比較は困難であるが、 後続する資料13以降に庄内河内形棄の搬入が引き続き認めら

れるため、この位置に置く。この点に関しては、資料10の東海系高杯E(639）と資料12の同形式
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〈特色・主要形式〉
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（特色・主要形式〉

庄内式委E2 a (350～）と
布留式要F2 b (353～）の

措抗
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15 

畿内系高杯K類（357)
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庄内式要E2 a (548）の
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(572・573）の出現
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総括

の高杯（99）を比較すると、口径および杯部底径の棲小化傾向が資料10から12へと進行することか

らも明らかである。資料13のA-2地区SD466出土資料は、加飾二重口縁査の盛行期の資料で

ある。この資料から、いわゆる布留傾向斐F1 a (538）が出現する。続く資料14は、 A-2地区

S H383の一括資料であるが、初期布留式斐F2 aが最初にあらわれる資料である。小形精製土

器は、資料13では尖底をもつものがみられたが、資料14では小形丸底鉢A1 (251) ・ A 2 (253・

256・257）に変化する。また、資料13と比較すると、二重口縁査Bの無文化が進行する。聾は多

様性がみられた資料13から、資料14では庄内式聾E2 aが主体となる。また、資料14では、小形

丸底鉢Eは同形式（249・250）における形態変異が顕著であったが、資料15では定式化（359）し、

聾では典型的な布留式費F2 b (352・353）が比率を増す。資料16はA-2地区SD523出土資料

が該当するが、小形丸底鉢はA3 (572・573）が、また、小形器台では新たにF(576）が出現する。

資料17は、 A-2地区SH421出土資料が該当する。この資料では、蓋は典型的な布留式蓋F2

bのみからなり、資料16にみられた聾F2aは完全に終息する。また、小形精製土器も小形丸底

鉢から小形丸底査（402～406）へと変化し、小形器台は終息している。高杯は資料16では畿内系高

杯Klの脚部（568）とみられる資料や、脚部に縦方向のミガキを施す資料が含まれていたが、資

料17では調整の省略の著しい畿内系高杯K2 (396・397）が主体となる。資料16から17の聞には、

型式の継続性があまり認められず、時間的なヒアタスが大きいことが明らかである。

資料18のA-2地区SH504出土資料では、 山陰系高杯L3 (495）の脚部がゆるやかに外反する

傾向を示すことや、資料20以降に布留式棄とならんで、聾の組成の一端を占める斐Gが登場する

ことから、資料17に後続する資料とした。資料19のA-2地区SHl08の山陰系高杯L3(117・

118）は、資料18の同形式（495）に比して、脚軸径がさらに小さく細くなることから、後出する資

料と考えられる。資料20のB-1地区SH359にみられる高杯N(678）は、山陰系高杯Lから資料

21で出現する椀状高杯への過渡的な形態を呈する。また、この段階から、布留式蓋F2bが終息

に向かい、形骸化がはじまる。資料21のB l地区SH226出土資料では、布留系聾（618）の特色

であった肩部の横方向のハケが消滅し、斜め縦方向の粗いハケを施すようになる。高杯、は、資料

20からさらに杯部の内側への湾曲が強まる椀状高杯（619・620）が主体となる。資料22のA-1地

区SHl09出土資料では、布留系蓋は、ほほ終息し、口縁部外面を外方に引き出す斐(122・123)

が通有の形式となる。

(3）土器編年

弥生時代後期の土器様式を佐山 I式、古墳時代初頭（早期）の土器様式を佐山E式、布留系土器

の様式を佐山皿式と大別したうえで、佐山遺跡出土の弥生時代後期中葉～古墳時代中期初頭の土

器群を対象とし、その編年案を示す。前述した一括資料の時間列に沿って、遺構出土の一括資料

を構成する形式組成を一覧に示したものが付表5である。表中の上位の遺構から下位の遺構へと、

形式組成が連続的に変化していることが明らかであり、一括資料の新古の判断の裏付けとするこ

とができる。
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山城は、淀川水系を通じて瀬

戸内沿岸部から、また、近江

を通じて北陸 ・東海などから

多系統の土器群が流入 してお

り、東西交流のルートの結節

点となっている。弥生時代後

期の土器様相は、複数の系統

が消長し、後期を通じて近江

総括

費
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畿内南部の影響が強まる。さ 凹聾Fla皿聾F2a圃 聾F2b 圏 .G 醐 •H

らに、後期末には、近江・東 高杯
8-1 SH415 い川、体問、州似品、＂＂＇＂~ 拘置｝由 可高司V//////h防げ尉悼'l///////////,

海系士器群（広義の東海系土器 ~－~型~~~ ……川川川川山川川l”＂＇
aノ山ハ 1111111川川＇＂州川 よλ、、ミ，，吋於M

群）が組成をなし、その在地化

の過程で複雑な土器様相を生

み出している。

これらの形式群が消長する

弥生時代後期中葉～末の土器

A-2 SH421 I 

A-1釧120I 
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様式を佐山I式とし、さ らに ん2SH421脳一一四国醐脚叩

4小様式に区分する。

佐山｜一 1式（一括資料の時

間列資料1) 

抑制抑品目W品 W品協跡押'l///.<(7)
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第35図 遺構別の各形式の構成比

A-1地区SH94、B-1地区SH251・268を基準資料とする。山城では、木津町燈龍寺遺跡、

S H03・06出土資料が該当する。佐山I-1式は、瀬戸内系土器群の影響が色濃く見られた弥生

時代後期前半から、近江系土器群や、いわゆる畿内第5様式系土器群が盛行する後半期へと移行

する段階である。

佐山 I式を設定するにあたって、山城での位置づけが問題となるが、これに先行する段階の山

城の土器様相を端的に示す資料は、弥生時代後期中葉前半の長岡京市長法寺SD22Sおや京都市
岡崎遺跡2号墓の出土資料が該当する。長法寺では、壷・高杯に主に畿内系土器の影響がみられ

る一方、妻はすべて中部瀬戸内系土器の系譜下にあり、ここから派生して生成したと考えられる

外面縦ハケ調整で、内面ナデ調整の「くjの字口縁聾Aが主体である。こうした資料と比較する

と、佐山 I式として挙げた土器群は、査は長頚壷や最終段階の無頚査など基本的に畿内系が踏襲
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されるものの、聾の系譜は聾Aに加えて、第’5様式系タタキ蓋のB、受口状口縁聾D、端部に面

をなす聾Cが組成をなし、多系統の要素がみられる。第5様式系聾Bは、弥生時代後期中葉が出

現期であり、 SH251出土資料が山城でも古い段階の資料で、これ以降、聾の組成の一端を構成

するようになる。高杯は、口径が大きく皿状の杯部をもち、脚部が上部から裾部に向けてゆるや

かに「ハjの字状に開く高杯Aが含まれており、弥生時代後期前葉以来、存続してきた高杯Aが

この段階まで残存する。また、鉢は、近江系がこれを補完する。

佐山 1-2式（資料2・3) 

A 2地区SH526、B-2地区SK 1138を基準資料とする。山城では、長岡京市今里遺跡S

B 1223、SKl222、同谷山遺跡SH03などが該当する。佐山 I-2式は、中部瀬戸内系土器が在

地化し、派生して展開した形式が低調となり、近江系土器の各器種および畿内系土器が盛行する

段階である。

S H526とSKll38出土資料は、時間列の検討で述べたとおり、高杯BIの型式変遷によって、

新古を指摘することが可能である。壷は広口壷A・細頚壷Aを主体とする。広口査Aは、弥生時

代後期中葉以降、近畿地方南部を中心に盛行する形式であり、口縁部に擬回線文が施されるもの

が通有の形式としてみられる。細頚壷Aは、畿内では弥生時代後期前葉から初現的な形態をみる

が、盛行期を迎えるのは後期後葉～後期末であり、器台B・Cとのセット関係をとるものが散見

される。この段階には口頭部の拡張が顕著で、なく、頭部の引き締まりの弱いものが通有の形態で

ある。斐は、中部瀬戸内系土器の系統下に在地化を遂げ派生したA類が存続する一方で、近江北

部系聾が組成の一端を構成するようになり、加えて第5様式系のタタキ聾B類にも、大形品（聾

B 1）が登場する。聾の中では、口縁部に端面をもっC類の系譜が問題となるが、これらは口縁

端部を薄く仕上げるものが通例で、近江系斐との折衷形態である斐D3とは、 区別して扱われる

べきであろう。高杯は、この段階から皿状の杯部をもっ高杯のうち脚部に明瞭な屈曲部をもつも

のが組成の主体を占めるようになる。

佐山 1-3式（資料4・5)

B 2地区SK1190、B-1地区SHl69を基準資料とする。山城では、 八幡市備前遺跡SD 

01出土資料が該当する。佐山 I-3式は、近江系が低調に向かい、各系統の中では第5様式系土

器の顕在化する段階である。

壷は口頭部がゆるやかに屈曲する広口壷Aを主体とし、新たに口頭部が大きく外方に聞く広口

壷Bが加わる。聾は、第5様式系の聾B類が優勢となり、聾C類や近江系蓋D類は客体的な在り

方を示すようになる。高杯は、前様式からつづく皿状の杯部をなし、脚部が屈曲して開く Bl類

が主体であるが、口径の媛小化が進み、脚軸部径が小さくなる。鉢は、近江系の受口口縁の鉢が

なお主体であるが、「くjの字口縁をなす鉢Aが新たに組成加わる。

佐山｜ー4式（資料6・7)

A-2地区SH401・500、B-1地区SHl89を基準資料とする。山城では、京都市和泉式部

町遺跡、SHl2、長岡京市今里遺跡SD2710出土資料などが該当する。佐山 I-4式は、主要器種

122 
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における第5様式系土器の優勢は前段階よりさらに強まる傾向があるが、新たに近江で受容され

た東海系土器が流入する段階であり、 一部の器種では主たる形式となる。

査は、前段階と同様、広口査Aが主体となる一方、新たな形式として口頚部が外反する二重口

縁壷Aが登場する。この様式から II-1式にかけての山城の資料では、京都市植物園北遺跡、など

のように、東海系の系譜下にある広口査が盛行しており、近江を介して東海系土器の影響が現れ

る。聾は、第5様式系タタキ聾が弥生時代後期を通じて最も盛行する段階で、 小形品が新たに登

場し、口径による機能分化が進む。本様式で最も注目されるのは、高杯の系譜の変化である。第

5様式系に加えて、この様式から組成をなす深い杯部をなし、スカート状に広がる脚部を特徴と

する高杯Eは、東海系高杯の系譜を日｜く形式であり、近江で受容されたものである。鉢は、この

段階までの主体であった近江系が退潮し、「くjの字口縁をなす鉢が主体となる。

佐山II式

佐山E式は、小形器台 ・小形丸底土器などの小形祭式土器群の出現と、加飾二重口縁壷 ・低脚

高杯などの広域展開する祭式土器の盛行によって、特徴づけられる様式である。祭式土器にみる

新たな展開が、古墳の造営に象徴的にあらわれる社会 ・経済的な発展と変容に関連づけられると

いう認識のもとに、佐山E式を弥生時代後期土器様式から分離した新たな大様式として設定する。

佐山E式の時間幅は、庄内式蓋の存続期と大きく重なるが、厳密には小形祭式土器と初期庄内式

棄の出現は、 一致 ・連動するものではなく、後者が遅れて出現し、佐山E式前半にも残存するた

め、庄内式斐の生成と終息に様式を規定する最大の理念を求めるものではない。佐山H式の最終

段階の資料群は、庄内式斐の盛行期のものであり、同時に初期布留式棄が客体的ながら存在する。

後続する佐山E式との弁別は、庄内系の祭式土器群の形骸化と表裏の関係にある布留系土器群の

定式化にある。この段階に至るまでの様式変遷は、 4小様式から構成される。

佐山IIー1式（資料8・9)

B-1地区SH228・266・431を基準資料とする。山城では、京都市中臣遺跡67次SK2、同

植物園北遺跡16次SKl4出土資料が該当する。

佐山II-1式は、小形器台や低脚高杯などの初現的な形式が登場する段階であり、畿内系祭式

土器の新たな形式群が流入し、組成に組み込まれる。前段階に高杯などの形式に顕著にみられた

近江 ・東海系土器群はこの様式においても盛行する。本様式の基準資料としたSH431とSH228 

の聞における、小形器台の形態変異は大きく、この様式の中にもいくつかの段階があることを予

想、させる。

査は、広口査A・二重口縁壷Aを主体とし、新たに広口査Cや東海系土器の影響を受ける長頚

査Bが組成をなす。要は、前様式と同様、第5様式聾が盛行するが、さらに聾C2や近江系との

折衷形態である聾D3bが加わり、タタキ成形が広く用いられる。

高杯は、杯部稜径が小さく、脚部が屈曲して開く畿内系の高杯Flのほか、前段階に盛行した

近江 ・東海系の高杯Elが盛行する。この様式を特徴づけるのは、低脚高杯Hの出現だが、高杯

H lは杯部が大きく、弥生時代後期末の椀状の杯部をもっ高杯の要素をなお残している。中実で
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脚部高の高いH2の出現は、以後に盛行する低脚高杯の直接的な祖形として注目される。佐山E

式を象徴づける小形器台は、小形器台の原形というべき、皿状の受部をなす小形器台Aに加えて、

東海系とみられる小形器台Bの初現的な形態がこの段階に現れる。

佐山11-2式（資料10)

佐山II-2式は、 B-1地区SH227を基準資料とする。山城では、八幡市木津川河床遺跡S

HlO、京都市水垂遺跡SD 101出土資料が該当する。また、これらを補完するものとして、 B-

1地区SH415出土資料を参考資料として挙げる。全体に畿内系を主体とする組成であるが、 第

5様式系土器と、庄内系土器が折半する段階である。佐山I式の最終段階から系譜的にみられる

近江・東海系土器（広義の東海系土器）も、 依然と して様式を構成する状況が続く。

査では、広口査が低調となり、 加飾された二重口縁壷Bや近江 ・東海系の二重口縁査Dが新た

に登場する。聾の組成は、第5様式系のタタキ聾が一定の割合を占め、遺構単位では、なお優勢

である。SH415の資料は、特にその傾向が顕著で、あり、 II-2式古相として位置づけられる も

のである。この様式で最も注目 される変化は、庄内式棄の出現であり、細筋化した原体による外

面タタキ成形と、内面ケズリ調整を特徴とするいわゆる初期庄内式費Elが登場する。共伴資料

にみるこの段階の斐は、口縁を単純に納める聾Elのほか、つまみ上げる聾E2 aもわずかなが

らみられるが、口縁部の形態や、体部内面に一部ハケ調整の痕跡を残す点など、過渡的な要素を

もっ。高杯では、近江・ 東海系の系譜をヲ｜ く高杯Elは、 口径 ・器高の棲小化が進み、衰退し、

かわって稜径の小さな畿内系高杯Fが主体となる。小形器台は、東海系の中空の器台Bが主体で

あるが、組み合わせとなる小形丸底鉢の形式は明らかではない。外来系土器が多く、河内や西部

瀬戸内地方のほか、北陸 ・近江・東海地域からの搬入が顕著だが、各形式は系統的にみられるも

のではなく 、定着性はない。基準資料となるSH227出土資料には、搬入土器として、古式の月

影式斐が共伴しており、併行関係を知るうえでの手がかりとなる。

佐山｜｜ー3式（資料14)

古相の基準資料をA-1地区SH95・105とし、新相の基準資料をA-1地区SD466、SK98、

S H398出土資料とする。山城では、古相では京都市中臣遺跡67次SB7、八幡市内里八丁遺跡

S D222、新相では京都市水垂遺跡SD98出土資料などが該当する。庄内式聾をはじめとする畿

内系土器群が盛行する段階であり、前段階まで一定の比率を占め、様式を構成していた近江 ・東

海系土器は退潮傾向にある。かわって東部瀬戸内や山陰地方など、中・四国を中心とした遠隔地

からの土器の搬入がみられ、特定の器種においては、組成に組み込まれる。

壷は、二重口縁査A・B・Cのほか、新相から短頚直口査Bが新たに登場し、以後、主要な形

式となる。二重口縁壷B・Cは、加飾性が最も高まる段階にある。棄は、古相では、在地産とみ

られる聾E2 aの口縁部のつまみ上げが顕著になり、尖底化が進む。また、生駒西麓産の胎土を

もっ聾E2bが新たに搬入され、庄内式聾の地域形が明瞭になる。新相では、単純 「く」の字口

縁の初期庄内式聾の系譜下にある尖底の斐El、庄内式費F2a・F2bのほか、いわゆる布留

傾向とされる外面に縦ハケ調整を施す「くjの字口縁聾F1類があり、新旧の要素が混交する。
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また、前様式から続く第5様式系聾は、小形品を中心に依然として残存している。小形祭式土器

では、新相において尖底の小形丸底鉢Aのほか、有段口縁の小形丸底鉢Gが登場する。小形丸底

鉢Gは、定式化した小形精製土器として、布留式の成立を先行様式から弁別する指標とされてき

たものだが、組み合わせとなる小形器台Bは定式化以前の形態で、従来、認識されてきたよりも、

早い段階に出現していると考えられよう。

佐山11-4式（資料14)

A-2地区SH383・384出土資料を基準資料とする。山城では、京田辺市大切遺跡、SDOI、八

幡市内里八丁遺跡流路295出土資料などが該当する。庄内系土器群が基本形式を構成し、第5様

式系土器はほぼ終息する。佐山 I 4式以来、様式の一端を占めてきた近江・東海系土器にかわ

って、中－四国地方からの土器流入が一段と顕著になる。佐山E式を特徴づけた小形祭式土器群

は多様化し、庄内式棄の地域形が生産のピークを迎える一方、初期の布留式斐が出現する。

査は、 二重口縁壷B・Dに加えて、短頚直口査が盛行する。二重口縁査Bは、加飾と無文の査

が相半ばする。無文の二重口縁壷Bの口縁部の接合形態は、庄内系の技法である 2次口縁下端を

垂下させる技法による。聾は、庄内式費E2が盛期を迎え、おおよそ大・中 ・小の3形式に分か

れるようになる。新たな形式では、外面縦ハケ調整、内面ケズリの「く」の字口縁聾Gと、横ハ

ケを特色とする布留式費F2が出現する。この様式における初期布留式斐の口縁端部形態は、斜

め上方、あるいは水平に内側に折り返すもの（以上蓋F2 a）が主体であるが、肥厚するもの（聾

F 2 b）もすでに一部にみられる。高杯は、杯部が有段となる高杯G、低脚高杯H2など庄内系

の形式が盛行する。小形祭式土器群では、口縁部の拡張が進んだ小形丸底鉢A2が主体となり、

新たに頚部の屈曲の弱い小形丸底鉢B、頚部に明瞭な稜のない小形丸底鉢Cが登場する。有段の

E類については、口縁部の形態変異が大きく、定式化をみない。

佐山川式

佐山田式は、布留系土器群の定式化によって象徴される様式とする。前段階を象徴づけた小形

丸底鉢・小形器台からなる小形祭式土器は仮器的性格を強め、定式化する。小形丸底鉢は、有段

口縁の形式に加えて、体部の縮小と口縁部の拡張が極限にまで進む。また、小形器台では、中空

の「XJ形器台が登場する。初期布留式費は、佐山II-4式の中で出現するが、様式を弁別する

うえでは過大に評価されるべきではない。なぜなら初期布留式聾をわずかながら含むII-4式の

基準資料は、小形祭式土器群が多様化し、盛行する段階であり、庄内式窒の地域形の生産がピー

クを迎えるからである。庄内系土器群が最も大きく展開する段階が、初期布留式費の出現期とな

っており、布留式斐の出現よりも、むしろ布留系土器群の定式化によって大別様式を弁別するこ

とが、より資料実態を反映した区分となる。

E式の様式区分については、小形祭式土器にみる器種変化に最大の画期を求め、 皿A式と illB

式に二分芋弘前半は器台と鉢のセットからなる小形祭式土器や畿内系高杯が組成をなすが、後

半は佐山E式以来続いてきた小形丸底鉢・小形器台の系譜がほぼ終息し、小形祭式土器の主体は

小形丸底壷へと変化する。また、主要な器種において、山陰系を中心にした形式に精選され、組
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第40図
編年表（第36～41図）に用いた土器の遺構名

[ I l式］ A-1: S H94 B一l:SH251・268
[I 3式］ B -1 SH 169 B -2 : S K 1190 
[II -1式］ B 1 S H431・228・266

[II -3式］〈古＞ A 1 S H95・105
[II -4式］ A 2: S H383・384

土器の変遷（5)

[ I 2式］A-2:SH526 B-2:SK1138 
[I -4式］A -2 : S H401 B -1 : SH 189 

[II -2式］B 1 : S H227・415（参考）
〈新＞ A 1 : S K98 A 2 : S H398 S D466 

p
n
u
 

qノ“
唱

E
i



総括

小形丸底鉢．壷 小形器台

Al' 主1/ ]' ,., 叫＝亥0～重多三L/3印三貯且、？？？台

÷一守シ7ι；；イfi里i語9:-D,-Iヨ午二
F 1 

A,,, I I i歪李基
ミ幕7ヰイ事 iI 1 T I 
」L I Eザ~ t：~A~ ~：重B
iヨブ事届

宝：宝：~ ~事
二立：t 君主＼

三 T' ~，患

台付鉢杯口
[i5J 

買事五F

d生

B 

145 

A 

B 

2 

佐

山

l
 

ーー

2 

椀形高杯

マP佐

山

IV 

編年表（第36～41図）に用いた土器の遺構名

[IDA l式］ A 1 : S H92 A 2 : S H394・SD523 

[IDA 2式］ A 2: S H505 ※参考資料雲宮遺跡（下八ノ坪地点）SD 1702 

[IDB-1式］〈古＞ A -2 : S H421 ＜新＞ A 2: SH 108・120 B 2:SE361 [IDB-2式］ Bー 1: S H359 

[IV式］ B -1: S H226 （備考）変遷を明らかにするため、 E I式ではSDl027出土資料を一部に用い、遺構数の激

減する皿Aー I式では、山城におけるこの様式の代表的な一括資料である雲宮遺跡SD 1702出土土器を参考資料とした。
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成上の大きな変革が起こる。

佐山lllA-1式（資料15・16)

A l地区SH92、A-2地区SH394、SD523出土土器を基準資料とする。山城では、 八幡

市木津川河床遺跡土器溜まり、向日市鴨田遺跡（長岡京跡左京第30次）S X2401出土資料などが該

当する。

壷は、二重口縁査B、短頚直口壷B・C、直口査Aのほか、超大形査として、讃岐産の有段口

縁査が組成に含まれる。斐は、庄内式聾E2 a、外面縦ハケ調整の 「くjの字斐G、布留式聾F

2 bからなる。斐の構成比は、 SH92は、 蓋E2 aが83%、聾F2bが17%、SD523は斐E2 

aが33%、聾F2bが44%であり、本小様式にあっても庄内式聾は依然として高率で組成をなす。

布留式聾は定式化した聾F2bが主体と して展開する。高杯は、ゆるやかに裾部が開く庄内系の

高杯Jや近江 ・東海系の最終形態とみられる高杯Eがなお残存しているが、 主要形式は脚部が

「ハjの字状に屈曲して開くいわゆる畿内系高杯Kに移行するものとみられる。新出形式の中で

も注目されるのは、山陰系高杯Lの出現である。以後の主形式となる高杯Lのうち、脚軸径が大

きく、深い杯部をもっ高杯Llが登場する。小形祭式土器では、口縁部が長く拡張し、仮器化を

極めた小形丸底鉢A3と、「X」形小形器台F1およびF2が出現する。また、前様式で口縁部

形態に大きな形態変異のみられた有段の小形丸底鉢Eは、定式化する。

佐山lllAー2式

佐山田A-2式は、遺構が激減する段階であり 、A-1地区SH47・A 2地区SH505など

遺物の限られた遺構を挙げるにすぎない。後続する皿B-1式の資料群に移行するまでを経過的

に知る資料を古相から順に近隣の調査例に求めれば、向日市鴨田遺跡SX3007、大山崎町下植野

南遺跡、SH395677、向日市雲宮遺跡（下八ノ坪地点） SD 1702出土資料を挙げることができょう。

各器種において、庄内系の形式群はほぼ完全に終息し、布留系の形式群に席捲される段階である。

編年表においては、形式変遷を補足的に示すため、向日市雲宮遺跡SDl702の資料によって補完

した。

査は、山陰系の系譜をヲ｜く二重口縁査Eと短頚直口壷Bが組成の中心となる。聾の基本形式は、

口縁端部内面の肥厚する斐F2 bとな り、これに体部内面ケズリを特徴とする単純「くJの字口

縁聾などが加わる。また、佐山田－ 1式で出現した 「XJ形小形器台F2や、小形丸底鉢A3・

小形丸底鉢Eや、いわゆる畿内系の高杯K2が主要形式となる。特に高杯K2は脚部高が高く、

杯部の深い形態をとるものが主体となる。

佐山IllB-1式（資料17～19)

A 2地区SH421 ・ 108・120、B-2地区SE361を基準資料とする。山城では、古相として

長岡京市開田城ノ内遺跡SD9029を、新相として精華町椋ノ木遺跡第4次SHOl、長岡京市古市

森本遺跡、SDl702出土資料などを挙げることができる。この小様式の最大の特色は、小形祭式土

器の組成変化であり、前段階において盛行したいわゆる小形精製土器とされる鉢と器台からなる

小形祭式土器群がほぼ終息し、かわって小形丸底査が小形祭式土器の主体となる。また、査・ 高
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杯などの器種においても形式の主体は、畿内系から山陰系へと大きく転換する。基準資料とした

S H421と、 SHl08・120、SE361の出土資料は、高杯の形式組成や形態変化から、新古が明ら

かであり、それぞれ古相と新相とする。

査は、いわゆる山陰系複合口縁である二重口縁壷D・ 直口壷Cなどを主体する。要は、布留式

費F2bと単純「くjの字口縁聾Gに加えて、この様式から新たに山陰系の聾日が登場し、組成

の一端を占め。斐F2 bは、新相では口縁部長が短くなり、長胴化傾向が強まる。高杯は、脚部

が「ハjの字に屈曲して聞く畿内系高杯Kと山陰系高杯の系譜をヲlく高杯Lが主要形式となり、

相半ばする。古相では、畿内系との折衷形態である高杯L2が主体であるが、新相では、定式化

した高杯L3が盛行する。さらにこの様式では、同じく山陰系の系譜をヲ｜く大形高杯Mが出現す

る。小形祭式土器では、小形器台がほぼ終息する。また、古相では小形丸底鉢が一部残るが、新

相においては小形丸底査へと移行する。

佐山IllB-2式（資料20)

B 1地区SH359を基準資料とする。山城では、向日市中海道遺跡17次SH09、城陽市室木

遺跡SH3出土資料がおおよそ当該期のものである。この小様式においては、斐は布留式蓋F2

bと、肩部横ハケ調整が省略化される退化過程にある布留系斐が主体となる。資料が乏しいなが

らも、 SH359出土資料を敢えて布留式の最終段階として設定する根拠は、基準資料としたSH 

359の高杯の形態にある。高杯Nは、杯部口縁がゆるやかに内湾気味に立ち上がり、脚部に屈曲

をもたない形式である。同形式が出土し組成が判明した例は、府内では八木町池上遺跡SH 

522などにある。その一括資料をみると、警は球胴の体部をなす布留式蓋F2 bが8割以上を占

め、高杯Nのほか、山陰系高杯Lの最終形態を含み、縄薦文を施す甑が共伴する。SH359出土

土器は、こうした資料に併行するものであり、布留系土器の形式が維持される最終段階として、

佐山田式の中に位置づける。

佐山IV式（資料21・22)

布留式直後から須恵器の使用が本格化するまでの様式として佐山町式を設定し、佐山遺跡にお

ける須恵器の導入に至るまでの変遷の見通しを述べておきたい。布留系土器群が終息してから、

須恵器の使用が一般化する陶邑TK23型式の段階までに、高杯および聾の形態変化から少なくと

も2小様式が想定できるが、ここでは資料的限界があるため、小様式の設定は行わず、前半と後

半に二分する。

佐山町式前半の基準資料は、 B-1地区SH226とし、 W式後半の基準資料としてA 1地区

S Hl09を挙げる。山城では、前半の資料として向日市東土川遺跡SD303009を、また、後半の

資料として向日市下植野南遺跡SK36171を挙げる。

佐山町式前半は、外面縦ハケの布留系棄がなお残存する一方で、新たな形式として、口縁部外

面が全体に肥厚し、端部をわずかに外方に引き出す聾 Iが現れ、高杯にも杯部が大きく内湾する

形式が登場する。こうした組み合わせのみられる資料は、山城には良好な資料があまりないが、

併行する資料には奈良県平城京左京三条二坊下層 SD 881出土資料などを挙げることができ、

ハ可
U

円
ノ
“

唱
E
よ



京都府遺跡調査報告書 第33冊

2 

第42図 土器編年の併行関係

おおよそ問邑TK216型式を前後する段階とみられる。また、佐山IV式後半は、 口縁部がやや内
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湾し、端部周辺で外方に引き出す「く」の字斐が登場する段階で、須恵器の使用が一般化する陶

邑TK23型式直前に広域で展開する形式である。

(4）併行関係

本節では、佐山遺跡出土土器編年の山城における位置づけと既存の土器編年との併行関係につ

いて述べる。

山城地域の弥生時代後期土器の編年は、森岡秀人氏によって、 5小様式に区分する案が提示さ

れている。森岡編年は、 後期前葉の部分に関して、資料蓄積が不充分な中で行われた作業であり、

のちに森岡氏自身が明らかにしたように、現在では後期中葉の土器相として認識されている京都

市中臣遺跡52次4号住居出土資料などの西の辻I式併行の土器群をV-1様式と して認識し、前

葉の土器群に含めたために、後期前葉～中葉の編年に課題を残すものとなった。山城における後

期前半の資料群については、近年、木津町木津城山遺跡でまと まった資料が報告され、筒井崇

韮荘、同遺跡の資料を古相と新相に分け、後期を 6区分するうちの第2段階～第3段階にあたる

としている。木津城山遺跡の資料群は、高杯の形式や聾の形式および内面ハケ調整などの製作手

法から判断すると、全体に後期前葉の中でもやや新しい様相を示している。したがって山城地域

全体の後期前半期の土器群の再整理の中では、これらに先行する資料として、中部瀬戸内系土器

の影響が強く認められる中臣遺跡第52次1号住虐跡などを位置づけ、 編年の再構築を行う必要が
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ある。

佐山遺跡出土資料群は、弥生時代後期の中でも後半に帰属するもので、佐山 I-1式は、皿状

の杯部に「ハ」の字状に大きく開く脚をもっ高杯Aや無頚査Aの存在、あるいは「く」の字蓋B

lや近江系鉢Aのプロポーションが体部上半に最大径をもつことなど、おおよそ後期中葉後半の

特色をもっ。後期前葉からの変遷を代表的な基準資料によって辿れば、中臣遺跡52次l号住居跡

（後期初頭）→木津城山遺跡SX05（後期前葉）→長法寺遺跡溝SD22808（後期中葉前半）と変遷し、

これに後続する資料群といえる。前述した森岡編年との比較では、後期を 5区分する中で設定さ

れたV-2式の中でも新しい一群と、佐山 I l式が接点をもつことになろう。森岡編年では、

続く V-3式に手倍形土器や高杯B類が新たに加わることから、小形器台を含まないV 5式ま

での3小様式の設定は、おおよそ後期後葉～末を三分したものとなっている。佐山編年との対比

で問題となるのは、後期末の土器様相である。佐山 I-4式は、第5様式系タタキ棄を基調とす

る伝統的な土器組成が続く 一方で、新たに外来系の要素として、近江を介した東海系土器の影響

が現れる段階であり、高杯に特にこの影響が顕著に現れる。森岡編年が出された当時、こうした

第5様式系の土器組成から、庄内系の土器組成への転換期の資料群の存在は、ほとんど知られて

いなかったが、今回の佐山遺跡の資料群によって段階的な変化が明らかとなり、後期末の土器様

相をより明確に抽出することが可能となった。したがって、森岡氏が参考資料として挙げた弥生

時代後期V-5様式に続く山城日一 l様式の向日市東土川西遺跡出土鍛初、東海系高杯や小形

器台の形式が、 SH227出土資料に近似するものが含まれることや、第5様式系聾と初期庄内式

聾が棄の組成の主体を占める点から、佐山E 2式に接点を認めるものである。

庄内式併行期の土器編年については、園下多美樹良ゃ吹田直子氏が精力的に分析しているが、

中でも吹田氏は、山城地域全域を対象にした、庄内併行期前後から古墳時代前期に至る土器編年

を提示してい2。弥生時代後期末の土器群の対応関係をみると、小形器台の「成立直前段階の可
能性があるjとしてあげられた吹田山城V期の資料群は、おおよそ佐山 I-4式から佐山II-1 

式の資料群に対応するものであり、小形器台に象徴される小形祭式土器の成立に画期をおく佐山

E式と接点が見出せる。しかしながら、基準資料とされた土器群の中には、高杯の形態などから

明らかに小形器台出現後の資料が含まれており、細部においては一致しない。また、山城VI期の

基準資料とされた中臣遺跡67次SK2から、中臣遺跡67次SB7までの資料は型式変異が大きく、

羽・四期と佐山E l～3式との詳細な対応関係の検討は、やや困難なものとなっている。吹田

山城珊期は、布留式警の出現期であり、佐山II-4式と対応する。続く同区期は、向日市長岡京

跡左京30次SX2401と長岡京市下八ノ坪SD5308などが基準資料とされるが、前者は佐山田A 

l式の様相を呈し、後者は空白期である佐山EA 2式の基準資料としたものであり、 一定の時

間幅をもつものと考えられる。

次に周辺地域との併行関係を、弥生時代後期末～古墳時代初頭を中心にみて行きたい。

野洲川流域を中心とした近江の湖南では、伴野幸一氏が編年案を提示して ~i~Si 。弥生時代後期

を対象とする伴野編年V期は、後葉にあたる部分が5・6期として二分される。 V-6期に長脚
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の東海系器台が組成に含まれるが、東海地域の影響は査・ 高杯を中心に、続く VI期に強く及ぶと

され、庄内式蓋出現以降の土器相を切り離して、大別様式として示される。VI-1期は、近江・

東海系高杯（以後広義の東海系とする）の形式から、佐山 I-4式と対応する。VI-2期は小形器

台を含むことや東海系高杯の型式の近似性から、佐山II-1式を含むが、下限は、近江南部系斐

D2と線刻を施す近江系手倍形土器の型式から佐山II-2式までを含み、ある程度の時期幅が予

想される。VII期は、典型的な庄内式蓋の出現から、近江系受口口縁聾および布留式聾の終駕期ま

でが対象であり、庄内式費出現期のVII-1期が佐山E 2～3式、布留式斐出現期の四 2期が

佐山E 4式、小形丸底鉢A3類が登場する四一3が佐山田A-1式に対応する。

湖東で、は植田文雄氏の編f義ゃ、湖北では宮崎幹也氏の編卒業が出されている。植田氏による
斗西編年では、斗西l期を弥生時代後期とし、斗西2期は東海系土器の影響の強まる段階とされ

る。斗西2期から 3期（古相）への東海系高杯の形態変化は、佐山II-1新相から 2期の変化にお

およそ対応させることができょう。一方、宮崎編年では、法勝寺F-1～3と顔戸G-1～3が

庄内式と併行関係にあるが、法勝寺F-1～3期の資料は、小形器台出現以前であり、その土器

組成はむしろ弥生時代後期末の様相を示す。佐山編年との対応は、法勝寺Fl～3期が佐山I

3～4式に、顔戸G-1期が、東海系高杯の型式と器種組成から、佐山II-1・2式に接点をも

っ。また、顔戸G 3は布留式警の出現期であることから、佐山E 4式とおおよそ併行する。

以上のように、近江における弥生時代後期末～古墳時代初頭の土器様式は、 南部、北部ともに、

東海系土器の在り方が様式設定そのものに深くかかわり、小形器台出現前後に2から3小様式に

わたって東海系土器が組成に影響を与える点で、山城の土器様相とほぼ一致している。

次に東海との併行関係について、赤塚次郎氏による廻間議警と永井宏幸 ・村木誠氏による尾張
付主87)

編年をもとにみて行きたい。赤塚次郎氏による廻間編年は、 S字聾A類を特色とする廻間I式を

古墳時代初頭の土器様式と位置づけ、 0～4期の5小期に分ける。廻間 I式前後の土器群と佐山

編年との併行関係は、杯部高と杯部底径に新古が大きく反映する高杯Eの型式の比較が有効であ

る。佐山II-1式では、基準資料のーっとしたSH266（新相）や、周辺地域の同時期資料とみら
(i188) 

れる下鳥羽遺跡低湿地状遺構下層などで、近江 ・東海系高杯Eが出土している。この段階の高杯

Eは杯部が深く、口径の1/2以上を測る大きな杯部底径をもち、東海では、藤田英博・ 高木宏和

氏による美濃編年羽 子支の今遺跡SB 7や砂行遺跡SB Al2の形態に近い。また、近江では、

近江北部の顔戸G-1で提示された碇遺跡SDOl出土長科に類例をみられることから、尾張低地

部の編年では東海廻間 I-3式、尾張四 3式に併行するものと考えられる。続く佐山II-2式

は、高杯Eの杯部の棲小化傾向や、参考資料としたSH415の東海系のいわゆる椀状高杯の形状

から、廻間 I-4式、尾張Vll-3様式におおよそ対応するものとみられる。

廻間式は、畿内土器様式との対応関係がしばしば問題にされてきたが、近年、併行関係の基準

資料とされてきた纏向遺跡出土語科に修正が加えられ、併行関係についても再考の必要が生じて

いる。纏向新編年を提示した豊崎長は、小形器台 ・小形丸底鉢という小形祭式土器の成立を画期

として古墳時代土器様式と しての纏向様式が成立すると し、纏向2～4類をこれにあてる。東海
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京都府遺跡調査報告書 第33冊

との併行関係は、纏向3類古相の細頚壷の形態的特徴が、廻間I 4式のものに類似し、続く 3

類中相から新相は、 S字斐A・B類の共伴する段階から、 B類のみの段階へと変化することから、

廻間］］ -1式から］］ -2式への様相変化に一致するとする。寺沢薫氏による大和議半との対応は、

纏向の溝の層位的資料に修正が加えられたため、困難なものとなっているが、 土坑資料では、寺

沢庄内 1式の基準資料とされた東田土坑6Aは、纏向3類中相の基準資料となっており、東海で

は廻間］］ -1式に対応することになる。

纏向様式は、庄内式聾の出現に画期を置かず、また、庄内式要から布留式斐への変化を連続的

なものとしてとらえる点で、従来の庄内式の設定概念とは異なるが、小形祭式土器の成立をメル

クマールとすることによって、古墳時代土器様式としての設定概念はむしろ明確なものとなって

いる。佐山編年においても、小形祭式土器の出現を様式の大別において重視しており、小形器台

の出現する佐山］］ -1式は、纏向2類古相との併行関係が予想できるが、佐山B-1地区SH 

431出土の小形器台は、纏向辻土坑lの小形器台よりも形態的には古く、先行する可能性がある。

佐山］］ -1式と廻間 I-3式、および佐山］］ -2式と廻間 I-4式との対応関係は前述したとお

りだが、これに先行する佐山 I-4式の高杯の杯部の形態的特徴は、廻間 I-1・2式および尾

張四一2の形態に近いものであり、廻問 I式前半は、弥生時代後期末と併行し、 佐山］］ -1式が

廻間I 3式と、さらには纏向2類古相と対応するものと考えられる。

一方、佐山田式と畿内布留式編年との併行関係は、小形精製土器の中でも、小形器台の盛行期

である寺沢布留 l～2式が佐山EA式に対応し、小形器台F2や小形丸底鉢A3の盛行する佐山

田A-1式が布留 l式に併行する。また、布留3式前半は、小形器台がなお残存するとされるた

め、佐山田B-1式が先行する可能性があるが、高杯K2の形態などから判断すると、おおよそ

両者は併行関係にある。佐山田B-2式は、布留系聾が残存し、布留式の組成が維持される最終

的な段階であり、布留4式古相と対応する。

(5）外来系土器

外来系土器は、型式から判断する限り、少なくとも全体の土器出土量の約9～10%を占める。

これらには、口縁部に端面をなし立ち上がりをもっ聾C、あるいは近江系との折衷形式の聾など

は含めていないので、これらの帰属によっては、さらに増加することになる。

外来系土器は、佐山 I式前半（弥生時代後期中葉後半～後葉）には、近江系が顕著である。近江

系の聾・鉢は、様式の一端を占める。近江の中でも、北部系とされる土器群が主体である。野洲

川流域でみられる特徴的な胎土をもっ土器は、 この段階にはほとんどみられない。外来系土器の

可能性が高い土器として注意される形式は、聾Cであるが、山城における弥生時代後期中葉前半

の様相を知ることのできる土器が限られており、断定はできない。受口状口縁と混同される場合

が多いが、受部の立ち上がりの形態は異なっており、別系譜の土器と考えるべきであろう。こう

した形式の土器は、播磨北部から西丹波などで散見される。

佐山 I式後半（弥生時代後期末）は、東海系土器の影響が近江から山城にかけての地域では特に

強まる段階である。東海地方から直接搬入された土器ということではなく、東海系土器が湖北な
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いしは湖東で受容された形式であり、近江・東海系土器と呼ぶべきものである。器種は、高杯・

器台を主とする（第43図488・654・731・871・935・940）。佐山 I式後半は、第5様式系聾が最も

盛行する段階であるが、 一方で高杯・器台の形式は、近江・東海系土器が主体となり、様式構造

の変容がはじまる段階でもある。

佐山E式は、外来系土器が最も多く認められる段階である。 E式前半に注目されるのは北陸系

土器であり、指頭圧痕を口縁部内面に残す月影式の蓋（630）や大形の有段口縁聾（823）などが認め

られる。また、体部にタタキを施す第5様式系聾の技法を用いた折衷的な有段口縁聾（716～

718・965）が出土しているが、これらはタタキ聾と擬凹線文系有段口縁棄との分布の境界領域で

ある北陸から北近江の地域あるいは若狭の周辺部で生成された可能性がある。佐山E式後半にあ

っては、西部瀬戸内系土器（79・691・779）、吉備系土器（344・866）、讃岐（65・528・545）・阿波

系土器（67・857・1009）、山陰系土器(133・240・241）、北陸系土器（355・494・630・631・670・

823）、南関東系土器（66）、東海系土器（54. 161・276・685・692・726・985）など遠隔地から搬入

される土器が増加する。外来系土器の中では、讃岐・阿波系土器など、瀬戸内沿岸部からの流入

が顕著である。依然として近江系土器は、一定量流入しているが、この段階には野洲川流域の近

江南部系土器（715. 914）がみられるようになる。

佐山E式後半において特に問題になるのは、いわゆる「庄内播磨」とされる庄内式費E2 aの

扱いである。この形式は、佐山E式後半の主体となる聾であり、佐山II-4式に至っては、 l住

居から30点以上出土する例もみられた。佐山遺跡のみに限らず、八幡市内里八丁蓬勤 ・同木津川

河床蓬跡、向日市鴨田遺跡からも同型式の庄内式聾が出土しており、その量的・面的な出土状況

から山城で生産された在地産庄内聾である可能性が高いと考えられる。しかしながら、奥田尚氏

による胎土分析の結果によれば、この形式の聾には、多量の流紋岩が含まれることから、産地は

播磨である可能性が高いとされる。確かに佐山遺跡、で出土している在地産とみられる第5様式系

聾に含まれる砂粒は、花両岩類・堆積岩類が主体である。佐山遺跡の東に位置する宇治川の河川

堆積物は、宇治東部丘陵の堆積岩起源の砂粒が主体であり、南に位置する木津川では、山城南部

正陵の花両岩起源の砂粒が主体となっている。したがって、奥田氏の指摘のように流紋岩組成の

砂牒構成をとることは自然の状態では考えられず、要E2 aが流紋岩組成をなすのであれば、意

図的に流紋岩が混和材として選択されたとみざるを得ない。佐山遺跡と播磨との関係を考えると、

佐山 I式期には、中央土坑に周縁帯をもっ住居があり、佐山H式期には播磨大中遺跡で多く検出

されたベッド状遺構をもっ住居が認められる。こうしたことから播磨周辺地域と人の移動を伴う

交流があったことは、検出遺構からも想定でき、そうした背景のもとで聾E2 aが生産されたと

考えられる。奥田氏の指摘を受け、佐山遺跡の聾E2 aと形態・色調などが近似する兵庫県太子

町斑鳩遺跡、の庄内式費との鉱物組成を比較した結果（付編4参照）、粘土生地が異なると考えられ

るデータを得ており、今後さらに理化学的な分析サンプルを増やし、型式学的な検討を詳細に進

めることを課題としたい。

（高野陽子）
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2.中世土器の様相

今回の調査では、 11世紀後半の良好な一括資料を多数得ることができた。 A 2地区SD 

206・213、B-1地区SDl09・SK108、B 2地区SDl053・1145・1147などである。中でも、

B 2地区SDl053は瓦器椀出現期の良好な一括資料である。黒色土器B類椀が共存し、瓦器椀

の器形は体部が直線的に伸びるものや丸みをもって立ち上がるものなど個体差が著しく、瓦器皿

は底部外面にまで分割ヘラミガキを施している。A 2地区SD205・207、B 2地区北西部の

p 1102をはじめとするピット群、SDll46、SE 1009などの遺物も、それぞれ量は少ないが11世

紀後半に属する資料である。

また、 11世紀後半を中心に12世紀前葉までの遺物を含み、やや時期幅がみられるものがB 1 

地区SD5V層と B-2地区SKl008から出土している。

12世紀代の良好な資料は少なく、 B 2地区SKl006から土師器大皿・小皿が出土している程

度である。

13世紀前半の資料もさほど多くないが、 B-1地区SD7・79・91、B 2地区SDll72など

の坪境溝から出土している。中でも、 B-2地区SDll72出土遺物は13世紀前葉の良好な資料で

ある。

このように、今回の調査で得られた一括資料には時期的な偏りがみられる。また、 13世紀後葉

以降の遺物は極端に少ない。そこで、ここでは、 一括資料を中心にしながら、ほかの遺構出土の

遺物も含めて、当遺跡の11世紀後半～13世紀中葉の土器様相を述べてみたい。

11世紀後半～12世紀前葉の主な器種構成は、供膳具は瓦器椀、 土師器大皿 ・小皿が中心で、わ

ずかに瓦器皿、白磁椀・皿、回転台土師器椀・小皿、東播系須恵器椀がある。煮炊具は土師器羽

釜、瓦質土器鍋がある。

瓦器椀は楠葉型が主体であるが、 大和型も一定量みられる。良好な一括資料が少なかったので、

統計的な処理は行っていないが、実測図を掲載したこの時期の瓦器椀55点のうち、大和型は 5点、

楠葉型は50点であるから、 10%弱が大和型で占められているとみて大過ないだろう。

土師器皿はほぼすべてが手づくね成形である。手づくねのものは、平安京跡で出土する洛外産

土師器皿とは胎土・手法などが異なり、在地産と思われる。

この時期の土師器大皿は、口縁部が大きく外反する器形を呈し、口縁部にヨコナデによる l段

の凹みがみられるものが大半である。口縁部に 2段の凹みがみられるものはSD206などに少量

みられるのみである。この時期の平安京跡の土師器大皿は、 2段の凹みがみられるものが通例で

あり、この地域の特色として指摘できる。土師器小皿は、「て」字状口縁をもつものと口縁部が

外反するものが大半であり、この時期の中でも新しくなるにつれて「て」字状口縁をもつものが

少なくなっていく傾向がうかがえる。また、大皿・小皿ともに台付きのものが一定量含まれるこ

ともこの時期の特徴である。

回転台土師器皿は全体で数点出土しているのみであるが、 15世紀までの幅広い時期の遺物を含

むSD204を除くと、いずれも11世紀後半の遺構から出土している。
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土師器羽釜は、内傾する短い口縁部をもつもので、淀川～木津川流域の中世遺跡に広く分布す

るものである。このほか、「くj字状に外反する口縁部をもち、口縁端部を短く内側に折り返す

大和産のものがごく小数みられる。瓦質土器鍋は受け口状の口縁部をもつもので、平安京跡にも

みられるものである。

12世紀中葉～後葉は良好な資料が乏しい。瓦器椀は楠葉型と大和型がある。実測図を掲載した

この時期の楠葉型瓦器椀は9点であるのに対して、大和型瓦器椀は14点と楠葉型をうわまわって

いる。個体数が少なく、また、 一括資料を統計的に扱った結果でもないので不確定な部分は多い

ものの、この時期の瓦器椀は大和型が過半数を占めていた可能性が指摘できるだろう。この時期

の土師器大皿は前代のものに比べると、口縁部が内湾しながら立ち上がり、直立気味になってい

る。小皿には「てj字状の口縁部をもつものはほぼ無くなる。

13世紀前葉～中葉の主な器種構成は、供膳具は、瓦器椀、土師器小皿 ・大皿が中心で、わずか

に瓦器皿、白磁椀、青磁椀がある。煮炊具は土師器羽釜、瓦質土器羽釜、瓦質土器三足羽釜があ

り、調理具に東播系須恵器鉢がある。この時期の瓦器椀は、 l点の和泉型を除いてすべて楠葉型

であり、大和型はみられない。大和型瓦器椀の分布圏は12世紀中葉～後葉にも っとも拡大し、そ
（注96)

の後、縮小することが知られているが、大和型瓦器椀の分布圏の北端付近に位置する当遺跡でも

この傾向を確認することができる。土師器大皿 ・小皿は、平らな底部と屈曲して立ち上がる口縁

部との境が明瞭なものが主体となる。小皿の口径は縮小し、 8～8.5cmを測る。大皿は良好な資

料が少ないが、やはり縮小している。土師器皿に台付きのものはみられない。平安京跡では、こ

の時期には白色系の深手の皿が現れるが、当遺跡ではみられない。

磁器椀は、この時期でも白磁が中心で、青磁はごくわずかである。SD5皿層出土の実測図を

掲載した磁器椀のうち白磁椀は25点であるのに対して、 青磁椀は3点のみである。12世紀以前の

遺物を含む資料であることや統計的処理をしていないことを考慮しでも、青磁椀の数が少ないこ

とは明白であり、この時期には、まだ青磁が大量に流通していなかったとみられる。

土師器羽釜は、依然として内傾する短い口縁部をもつものが主体であるが、 12世紀前葉までの

ものに比べると口縁部がやや長く伸び、鍔の接合部の面積が小さくなる傾向がうかがえる。この

ほか、内湾する口縁部の端部を外側に折り返して玉縁状に納める大和産のものがみられる。大和

産の土師器羽釜はこの時期に分布圏を山城南部に広げることが知られて郎 、当遺跡で大和産の

土師器羽釜が出土することも、この動きの中で理解できる。瓦質土器の羽釜は、内傾する短い口

縁部をもち、短く突出する鍔と三足を貼り付けた三足羽釜と、土師器羽釜と同様の内傾する短い

口縁部をもつものが多い。また、内傾して長く伸びる口縁部に段をめぐらせる鉄釜を模倣したも

のが1点みられる。

（森島康雄）
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第2節集落構造の変遷

佐山遺跡の存続期間は、弥生時代後期中葉～古墳時代後期と、奈良～江戸時代に至る 2時期に

大きく分かれる。本節では、それぞれの期間における集落の変還を中心に詳述し、派生する問題

や集落としての特質を明らかにして行きたい。

1 .弥生～古墳時代の集落変遷

(1)佐山遺跡の継続期間とその立地

佐山遺跡、は、弥生時代後期中葉～古墳時代中期末まで、大きな断絶なく継続的に営まれる。こ

れ以前の状況は、遺構を検

l出していないため不明であ

るが、包含層中から、縄文

時代後期～晩期の土器、弥

生時代前期の可能性のある

土器小片、弥生時代中期前

半の土器などが出土してい

る。佐山遺跡の南端から約

100 m南には、佐山尼垣外

遺跡、があ り、ここでは縄文

時代晩期の溝状遺構、弥生

時代中期の方形周溝墓群が

検出されている。こうした

ことから、佐山遺跡と佐山

尼垣外遺跡の聞の微高地に

は、縄文～弥生時代中期に

かけての集落が存在した可

能性が高い。

佐山遺跡における集落形

成は、弥生時代後期中葉後

。
九山城の主な弥生時代後期～古墳時代初頭の遺跡

2.若林遺跡 3.塚本東遺跡 4.森山遺跡 る。調査地内では、古墳時

6.燈龍寺遺跡 7.木津川河床遺跡

9.西ノ口遺跡 10.宮ノ背遺跡 11.備前遺跡
減し、若干の空白期がある

13.鴨田遺跡 14.馬場遺跡 15.水垂遺跡

17.今里遺跡 18.谷山遺跡 19.長法寺遺跡ものの、ほほ継続的に営ま

21.植物園北遺跡 22.岡崎遺跡
れている。遺跡は、最終的

24.大薮遺跡、 25.椋ノ木遺跡 26.上狛西遺跡
には古墳時代後期後半に、

半にはじま り、最終的には

第44図

1.佐山遺跡

5.田辺天神山遺跡

8.内里八丁遺跡

12.東土川西遺跡

16.森本遺跡

20.中海道遺跡

23.中臣遺跡

27.木津城山遺跡

古墳時代中期末まで継続す

代前期前半には住居数が激
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遺跡南部のB-2地区北端において溝が掘削されるのを最後に一端終息しており、再び奈良時代

に建物跡が構築されている。集落としての最盛期は、古墳時代初頭の佐山E式後半にあり、住居

群に加えて、井戸や溝群が掘削され、集落規模を大きく拡大するようである。この時期は、山城

盆地における弥生時代後期～古墳時代の集落変遷において、大きな画期がみられる段階である。

山城盆地の弥生時代後期の遺跡は、前葉には盆地北部で山科の小盆地に位置する京都市中臣遺

跡、（第44図23）、南部で正陵上に築かれた木津町木津城山遺跡（第44図27）などがあり、中葉には盆

地中部西半の乙訓地区や、南部の木津町燈龍寺蓮勘（第44図6）などの山麓部の安定した高燥の地

域で集落が営まれる。弥生時代後期における標高の低い沖積地での集落展開は、中葉後半にはじ

まる佐山遺跡が端緒となるが、後期後葉～末の集落は、なお盆地北部の岡崎選動（第44図22）や、

南部の備前遺跡（第44図11）など、山麓縁辺部などを中心に営まれており、佐山遺跡のように湖沼

の周辺部や河川の氾濫原に近い地域に集落が営まれている例はほとんどみられない。しかしなが

ら、古墳時代初頭の佐山E式後半（庄内併行期後半）になるとこの状況は一変し、 巨椋池の周辺部

および大形河川の氾濫原に近い低湿地の開発が進行し、佐山遺跡のほか、水垂遺跡（第44図15）、

木津川河床遺跡（第44図7）、内里八丁遺跡（第44図8）など、 巨椋池周辺の低地部に新たな集落が形

成されはじめるようになる。巨椋池は、縄文時代晩期～弥生時代前期以降は低湿地を形成してい

たとされる。その南半地点のボーリングでは、安定したシルト堆積層が確認され、特に南部では

昭和初期の干拓まで湖沼として継続的に存在していたことが明らかとなっている。巨椋池を東西

に横断するルートは、平安時代にもこの地の主要な交通路として利用されたことが文献にも残る

が、古墳時代においても、水上交通の基幹路として重要な位置を占めたために、この周辺に集落

が形成され、佐山遺跡、の集落規模の拡大にも繋がったと考えられる。佐山遺跡では、外来系土器

が多くみられることが一つの特色となっており、近江・河内はもちろん、西は周防 ・美作・備

中・讃岐・阿波・山陰、東は北陸・東海 ・南関東など、遠隔地の土器が多量に搬入されている。

中でも、西部瀬戸内や南関東からの土器流入は特に注目されるもので、遠隔地との物資の交流を

担う中心的な集落となっていたと考えられる。

(2）各期の遺構変遷

佐山遺跡では、約8,500ばにおよぶ調査地の全域から、弥生時代から古墳時代の多くの集落関

連遺構を検出した。A地区では、竪穴式住居跡59基、掘立柱建物跡l棟、 土坑、溝などを検出し、

B地区では、 竪穴式住居跡47基、井戸2基、土坑、溝などを検出した。調査地の約1/3は、主に

条里制関連遺構の掘削によって、完全に削平されているため、本来はさらに多くの竪穴式住居跡

群が営まれていたものと推定される。

佐山｜式期

佐山遺跡の遺構群の変遷（第45図）をみて行くと、まず弥生時代後期中葉～末の佐山 I式段階は、

調査区全域にわたって疎らに竪穴式住居跡が散在する状況である。佐山 I式期前半は、 B-1地

区北西部に直径11.4mを測る唯一の円形住居跡SH251が構築される。この住居が集落の形成の

端緒となった可能性が高く、 I式前半には、 A I地区北部で方形住居跡SH93・94、A-2地
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第45図遺構変遷図(1)
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区中央西で五角形住居と推

定される SH526などが構

築される。

大形住居として注目され

る円形住居跡SH251 （第46

図）は、径約 2mの中央土

坑に周縁帯を付設する特殊

な構造の住居であり、山城

では初出の住居形態であ

る。このような周縁帯を伴

う土坑は、かつて都出比日

志氏が「灰穴炉Jと命名され

たもので、現在までの類例

は、吉備を中心に約200例
J主l舶）

近くを数える。その出現は

弥生時代前期の吉備にあ

り、中期から後期に周辺地

域および西方の播磨 ・山

陰 ・讃岐 ・阿波 ・丹波など

へ波及したと考えられる。

西播磨を中心に主に分布す

る、いわゆる 「了ち主攻」

は、この周縁帯を伴う中央

土坑の形態が吉備から波及

する過程で独自に変形した

総括
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第46図住居変遷図

ものであろう。佐山遺跡SH251は、弥生時代後期中葉後半に位置づけられるが、この時期の周

縁帯付き中央土坑を伴う住居は、近畿地方では、兵庫県南部の播磨に30例以上が集中し、ついで

その周辺の丹波 ・摂津に多く分布している。こうしたことから、集落形成の端緒となったSH 

251は、播磨から摂津にかけての瀬戸内東部地域から、淀川ルートで波及した住居形態とみるこ

とができょう。

佐山I式期前半は、多様な平面形をもっ住居がみられるが、特に注目されるのは、 A 2地区

で検出した五角形住居跡で、ある。弥生時代後期中葉から後半の五角形住居跡は、山城では京都市

中臣遺跡や長岡京市谷山遺跡に類例があり、近江では、伊勢遺跡群などの野洲川流域の遺跡で比

較的多くの類例が報告されている。 SH526では、近江系土器が一括して出土しており、出土土

器の様相からも、近江との深い関連性が指摘できる。
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一142-

以上のように、佐山遺跡では集落

への形成期から、播磨・摂津や近江と

の地域間交流が盛んに行われ、東西

この溝も佐山E式期末には機能を終



総括

え、埋没したようであり、佐山II-4期には、竪穴式住居跡群が溝に重複して営まれれている。

また、 B 2地区では、溝SDl027を検出したが、この溝は、出土土器から佐山E式期を中心に

機能しており、一旦埋没したのち、佐山田式期後半に再び自然流路として一次的に機能し、再び

埋没したようである。

佐山E式期における住居で特に注目されるのは、 A-2地区南西部で検出したSH402である。

この住居は規模約3.2×3.6mの小形の方形住居跡で、床面中央が帯状に一段深く掘り下げられた、

いわゆるベッド状遺構をもっ住居である。こうした構造のベッド状遺構をもっ住居は、播磨の大

中遺跡などで特徴的にみられ、北部九州から影響を受けたものとして石野博信氏らが注目される

ものである。佐山E式期の播磨との関係は、土器の交流においても注意される。この時期は、前

述したように遠隔地との土器交流が盛んに行われる段階であるが、特に問題となるのは蓋E2 a 

とした庄内式警の由来であろう。斐E2 aは米田敏幸氏によって「庄内播磨型jとされたもので

あるが、佐山遺跡、では、例えばA-2地区のSH383ではこの種の聾が30点以上出土しており、

遺跡全体の中で主体的な棄となっている。こうした形態の聾は、播磨や摂津との人の移動を伴う

交流のなかで在地で生み出された可能性が高く、特徴あるベッド状遺構を付設する住居の検出と

も合わせて、佐山E期後半は、東部瀬戸内地域と深い交流が認められる段階といえる。

佐山川式期

佐山田式期は、古墳時代前期前半の皿A期に一時住居数が激減し若干の空白が認められるが、

前期後半のEB期には再び多くの住居が営まれるようになる。EA期の住居は、いずれも北半の

A地区に構築され、南半のB地区への広がりはみられない。一方、 EB期の住居は、 B-1地区

に広がり、この地点では井戸も構築される。

佐山田期において、特に注目されるのはEB期における造り付け竃の導入である。佐山田B期

は、畿内布留3式にほぼ併行するが、この時期の造り付け竃は近畿地方では最古段階の資料であ

る。竃付き住居は、 A-1地区では4基、 A 2地区では5基を検出し、 B l地区で3基を検

出した。このうち、計7基が佐山田B期の布留式併行期の竃である。検出した竃の構造は、いず

れも壁体を構築し、その中央基底部に高杯・斐などの土器や石材を支脚として設置するものであ

る。竃は、「LJ字形竃のほか、竪穴式住居跡のコーナ一部分に取り付けられるものと、住居壁

体の中央部に設置されるものがある。その変遷は、「Lj字形竃では、住居壁体中央に取り付け

られるものが導入当初からみられるが、 一般的な形態の竃では、住居のコーナ一部分に取り付け

られるものが先行し、やがて住居壁体中央に設置されるものへと移行し、その形態が定着するよ

うになる。

列島内での竃の検出例は、現状では北部九州が最も早く、福岡市西新遺跡では古墳時代前期前

葉に壁体と支脚を伴う定形化した竃が集落内で定着するが、こうした例はまだ北部九州の中でも
（注！C4)

一部の地域に限られるようである。近畿地方では、最古の竃の検出例として、庄内式新相の大阪

府の四ツ池遺跡SAOlが知られてきたが、この事例は、竃の壁体とされた粘土塊が、その断面か

らドーム状の構造をなしていたとする明確な根拠に乏しく、炉跡が別にある上に、支脚を伴うも
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第49図 佐山遺跡および佐山尼垣外遺跡の検出遺構

よび住居群の構築から若干の空白期
（古代～近世）
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を経て、 B-2地区北端で一部を検出したSDl050が6世紀末頃に掘削されるのを最後に一端集

落は終息し、再び奈良時代に掘立柱建物跡が構築されるまで空白期が続く 。

(3）集落の特質

縄文時代に関しては、遺構を伴わないが、包含層中から晩期の土器が若干出土した。これまで

のところ、市田斉当坊遺跡や、佐山遺跡の北部の道路予定地の試掘調査では縄文土器は出土して

おらず、佐山尼垣外遺跡から続く縄文時代遺物の包蔵地は、おおよそ佐山遺跡のB地区を北限と

することが判明したO また弥生時代中期についても、若干の遺物が出土しているが、遺構は検出

していない。中期の遺構については、佐山尼垣外遺跡で方形周溝墓を検出しており、近隣に集落

が広がるものと考えられる。

佐山遺跡、における集落形成は、弥生時代後期中葉にはじまり、古墳時代中期末まで続く。この

間、大きな断絶は無く、竪穴式住居はほぼ継続的に営まれ、その検出総数は100棟を超える。そ

の内訳は、時期の判明しているものだけを挙げると、佐山 I式期（弥生時代後期中葉～末）15基、

佐山E式期（古墳時代初頭）34基、佐山田式期（古墳時代前期）28基、佐山町式期～陶邑TK23型式

併行（古墳時代中期）5基である。特に古墳時代初頭から前期にかけては、集落形成がピークを迎

えており、府内最大規模の古墳時代前期集落であることが判明した。これらの集落を形成した集

団の墓域は、 B-2地区に弥生時代後期の埋葬施設が一部認められるほか、佐山遺跡から南に約

lOOm離れた佐山尼垣外遺跡で、弥生時代後期の方形周溝墓が検出されており、佐山遺跡の南部

を中心とした低地部に墓域が広がるものと考えられる。また、佐山遺跡、から約 lkm北に位置する

市田斉当坊遺跡では、弥生時代後期の遺構は検出されておらず、遺物の包含もほとんど認められ

ないが、 一方で古墳時代前期の溝や、中期古墳が検出されており、古墳時代以降は、佐山遺跡か

ら北へと開発が進むものとみられる。こうした土地利用の在り方は、長期的にみると巨椋池の汀

のラインや後背湿地の範囲が、変動を繰り返していたことに大きく規制されたであろう。

佐山遺跡の竪穴式住居跡の調査では、播磨周辺の地域からの影響を受けた中央土坑に周縁帯を

もっ住居跡や播磨大中遺跡に類例がみられる特殊なベッド状遺構をもっ住居、弥生時代後期中葉

から後葉に近江南部から山城に多く分布する五角形住居、東海などでしばしばみられる周壁溝幅

の広い古墳時代前期の住居など、東西の影響の認められる住居跡を検出した。このほか、周防・

吉備・讃岐 ・阿波などの瀬戸内地方や、山陰・北陸・東海・南関東地方など、遠隔地からの土器

が搬入されており、山城の中でも、交流拠点としての性格をもっ集落であったとみられる。

2.古代～近世の遺構の変遷

(1)条里型地割関連遺構の変遷

（高野陽子）

条里型地割関連遺構のうち南北方向のものが、 A地区東端の溝群とその延長上に位置する B-

l地区SD5の東辺付近であり、東西方向のものがA 1地区南端の溝群付近とB-2地区南端

のSD5南辺付近であることは、周辺の遺存地割から容易に理解できるところであるが、ここで
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は、もう少し微視的に条里型地割関連遺構の変遷を捉えてみたい。

調査地では、坪境溝などの条里型地割に関連する可能性のある遺構が各地区で検出された。そ

れらの中でもっとも時期の遡るものは、 A l地区南東部で検出された土坑SK23とA-1地区

北端で検出された溝SD lである。これらは、平安時代前期の遺構である。SK23は周辺の遺存

地割からみて、坪境の交差点に位置するものである。SD lは西半では座標軸の東西方向から東

で南に約12。振る方向を示すが、東半部はほぼ座標軸に平行する方向を示す。SK23とSD 1と

の心々距離は約54mを測り、 SD lが坪を東西に二等分する溝であることが知られる。

ただし、この条里型地割の境界線は固定的なものではなく、 時代とともに移動する。例えば、

A地区東端で検出された南北方向の溝群をみれば、 A 2地区では、 SD206、SD203、SD 

204、と西に位置するものから東に位置するものへと埋没時期が新しくなる傾向がうかがわれる。

11世紀後半のSD206から、 15世紀のSD204までの間に、条里型地割の境界線は東に約4m移動

しているのである。

B地区では、 SD5東辺の東肩がSK23を通る境界線に一致するが、B-1地区北半における

堆積状況の検討により、 SD5はいったん埋没した後、 東に少し移動して再掘削されているとみ

られることから、11世紀後半に最初に掘削されたSD5の東肩は、これよ りも西に位置した可能

性が考えられる。SD5の東で検出された坪境の溝群は、 SD5の存続期間のうちに、基本的に

は徐々に西に移動している。

東西方向の溝群は検出状況が良好でないため条里型地割の境界線の移動を跡付けることは難し

いが、 A-2地区南部で検出された区画溝とみられる SD377とSD252の心々距離が一坪の約

1/10であることに注目すれば、 SK23とSD377の南北方向の距離が約33.4m、SK23とSD252 

との南北方向の距離が約44.2mで、あるから、 SD377はSK23から南へ3/10坪のラインからさ ら

に南へ0.7m、SD252はSK23から南へ4/10坪のラインからさらに南へ0.6mず、れている。SD 

252・377からは時期のわかる遺物は出土していないが、 SD252の南側でこれと平行する小溝の

多くから、黒色土器などの10～11世紀前半の遺物が出土しており、SD252・377も、同時期の遺

構である可能性が考えられる。したがって、 古代末期までの聞に条里型地割の境界線がわずかに

南に移動している可能性を考えることができる。

1 l世紀後半では、 A-2地区南部で検出された東西区画溝SD213とSD207の心々距離が約

13. 3mと、 一坪の約1/8に近い数値を示すことから、これらの溝は、それぞれ坪の北端から南に

5/8坪、 618坪に掘られた溝と考えることができる。この場合、SK23を通る古代前期の境界線を

基準とすると、 SD213は、坪の北端から南に5/8坪のライ ンよりもさらに南に約2.7m、SD207 

は、坪の北端から南に6/8坪のラインからさらに南に約2.3mに位置するので、この時期の境界線

は、古代末期の境界総よりもさらに南に移動している可能性が考えられる。

S D207が坪の北端から618坪の位置に掘られていると考えれば、 B-2地区南端で検出したS

D5南辺の南肩は、坪の境界線にほぼ一致するが、 B-1地区北端付近に想定される SD5北辺

は、坪の境界棋には一致せず、 SD5北辺の北肩が約1/10坪分北に位置するものと想定される。
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B-1地区東端で検出された12～13世紀に属する SD96とSDl2・103の心々距離が約27.4m

と一坪の約1/4であることから、これらの溝は、それぞれ坪の北端から1/4坪、 1/2坪に掘られた

溝であると考えることができる。この場合、 SDS北辺北肩想定位置から南に1/10坪に位置する

と想定される前述の境界線を基準とすると、 SD96は坪の北端から南に1/4坪のラインから北に

約3.7m、SDl2・103は、坪の北端から南に、 1/2坪のラインから北に約3.6mに位置するので、

SDSの東の坪の境界線は、 SDSに固まれた居館の存在する坪よりも北にずれている可能性が

ある。

なお、奈良時代とみられるB 1地区SB356は、ほぼ正方位の方向に建てられた建物であり、

A l地区SK23からー坪分南の交差点を基準にすると、北柱列が境界線から約40尺（約11.9m）、

東柱列が境界線から西に約50尺（約15.Om）となって、条里型地割の境界線から割り付けられた建

物である可能性を指摘することができるが、 SB356の各柱筋の方向が相互に平行または直角に
liEI091 

なっていないこと、ほかに同時代の建物などがないことから、条里型地割との関連性を認めるに

は慎重にならざるを得ない。

(2) B地区の居館とその性格

B地区で検出された濠SDSは、条里型地割の坪境に、沿って検出されたもので、方形居館の濠

と考えることができる。居館の南北の幅は、前述のように、北辺の濠が坪境から北にν10坪分広

がると想定されることから、濠の外法で、約120mになるものと考えられる。居館の西辺について

の手がかりはないが、濠の規模から考えて、居館の東西の幅も少なくとも一坪分になる可能性が

高い。

ここに営まれた方形居館は、最初から巨大な濠に固まれていたわけではない。方形居館は、当

初は、 B 2地区南東部で検出されたSDll45のような幅lm前後の溝によ って区画されていた。

B-1地区SDl09もこの時期の区画溝の残欠であると考えられることから、この段階から、 S

DSとほぼ同じ範囲を区画していた可能性が高い。この区画溝が、短期間のうちに何回か掘り直

された後に、規模を格段に大きくして掘り直されたのが濠SDSである。B-1地区北半では、

SDSが早い段階で一度埋ま った時の埋土が残っており、その断面観察から、 SDSは、その掘

削当初から幅7～Sm程度はあったものと推定される。この濠は、全国的にみても中世の方形居

館の濠としては、もっとも時期の遡るものであり、最大級の規模をもつものである。

その後、 11世紀後葉と13世紀前半の2回埋没した痕跡が確認できるが、そのつど再掘削されて

13世紀中葉まで濠として機能している。

方形居館を囲む濠については、濠の内側に土塁を想定して防御的な機能を重視する考えがある

が、 SDSの場合、埋土中に土塁が崩落したと考えられるような堆積土は認められず、士塁の内

側裾に掘られることの多い溝も検出されていないことから、 SDSの内側には土塁が存在しなか

ったと考えられる。 B-1地区の掘立柱建物跡SB lが濠の西肩からわずか4m足らずのところ

に建てられていることも、土塁が存在しなかったことを示すものであろう。

そうすれば、幅Sm前後の濠が一定の防御機能を持っていたとしても、 SDSが防御を主たる
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総括

目的に掘削されたものとは考えられない。それでは、 SD5を掘削した主たる目的は何であった

のだろうか。これを理解する鍵は、遺跡、の立地にあると思われる。

佐山遺跡は、旧巨椋池と木津川に近く、山城盆地でも最低所に位置しており、遺構検出面の標

高はllm未満で、ある。豊臣秀吉による小倉堤・槙島堤の築堤以前は、宇治川の流れが宇治橋のや

や下流で西に向かい、巨椋池に直接流れ込んでいた。また、遺跡の南には木津川が間近に流れて

いる 。 遺跡は、宇治川・木津川の増水による被害を受けやすい土地に立地しているので詰l~ o

遺跡がこのような低地に立地していることから、 SD5の主たる機能は治水であったと考えら

れる。方形居館を画する溝が短期間のうちに、次々と掘り直されているが、各溝の埋土は均質な

粘質土であり、人為的に埋められたものではない。 また、洪水によって遠くから運ばれてきた土

砂によって埋没したものでもない。おそらくは、ゆるやかな浸水によって埋没したものと思われ

る。遺跡は山城盆地の最低地である巨椋池に近接し、南には木津川が流れていることから、たび

たび浸水被害を受けたものと思われる。方形居館を画する溝が短期間のうちにたびたび掘り直さ

れているのは、このような事情によるものであり、浸水被害を防ぐために巨大な濠をめぐらせた

ものと考えられるのである。そして、また濠は方形居館の威信を示す機能とともに周辺の耕作地

を潤す瀧概用ため池の機能も果たしたと思われる。

濠のもうひとつの機能として、舟運を利用した交通・流通路としての機能が考えられる。SD 

5の南西部で検出したSXllOOは濠の底に杭を垂直に打ち込んで、岸側に横木をあてがう ことに

よって、濠の中に垂直な護岸を作り出すもので、船着場と考えることができる。濠は小船の運航

には充分な幅を持っており、巨椋池や木津川を通じて淀川水系につながる交通 ・流通路となって

いたのではないだろうか。東海系の山茶椀、中国の褐軸陶器、西アジアのイスラム問器など、遠

隔地からもたらされた遺物が出土していることも、このことを示している。

このような巨大な濠に固まれた居館の主は、在地領主層であると考えられる。『石清水文書』

（『平安遺文』 2959）には、保元三(1158）年に石清水八幡宮の極楽寺領に「居屋狭山jの名がみえ

る。調査地は近世には、佐山集落の北に隣接し、佐古集落の領域に含まれるものと思われるが、

史料の年代は居館の存続年代に含まれており、「居屋狭山jがSD5に固まれた居館そのものを

指す可能性もあるだろう。

在地領主層が居館を構えるに当たって当地を選んだ背景としては、平安時代中期に置かれた荘

政所の故地であったことが重要であったと考えられる。

平安時代中期の遺構は、 A-2地区南部からB l地区にかけて東西および南北方向の小溝群

が認められる程度である。遺構の切り合い関係から東西方向のものが古く南北方向のものが新し

いが、遺物からは明確な時期差を見出すことができず、両者ともに10～11世紀前半の耕作関連の

遺構であると考えられる。一方、この時期に属する遺物はSD5などの後世の遺構から出土した

ものを含めて比較的多く、黒色土器・篠窯須恵器・緑紬陶器・灰紬陶器・越州窯青磁水柱・銭貨

などがあり、イスラム陶器も、この時期に当遺跡にもたらされた可能性がある。中でも、「政所j

と墨書のある灰粕陶器と延喜通賓は注目すべき遺物である。同時代の文献史料にみえる「政所」
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は、ほぼすべてが寺杜の政所であり、荘政所設置の実態は不明で、ある。今回の調査では、当該期

の建物遺構などは検出されなかったが、「政所」の墨書土器が出土したことは、付近に荘政所が

存在したことを示唆するものである。また、延喜通賓は、いわゆる皇朝十二銭のひとつであるが、

巨椋池以南の山城南部で平安時代の皇朝十二銭を出土する遺跡は管見では8遺跡のみであり、そ

のうち10世紀の皇朝十二銭が出土した例は、城陽市久世廃寺の 1点のみである。皇朝十二銭は都

城 ・官街・ 寺院などで出土することが多く、延喜通賓の出土は政所の存在と無関係ではないだろう。

かつて荘園経営の拠点が置かれていたという由緒のある特別な土地ゆえに、居館を構えるに相

応しい場所と認識されたと考えられるのである。

(3）歴史時代の遺構の変遷

最後に、今回の調査によ って判明した歴史時代の遺構の変遷を経時的に述べることによってま

とめとしたい。

古代前期の遺構にはA-1地区SD 1 ・ S K23、B-1地区SB356 ・ S K228・SDl70など

がある。このうち、 SK228は奈良時代中期であり、 SB356も決め手はないものの奈良時代の建

物とみて間違いないだろう。SB356は総柱で倉庫と考えられるが、奈良時代の遺構はこれらの

ほかには認められず、これらの遺構の性格は不明と言わざるを得ないが、 全地区を通じて奈良時

代の遺物がほとんど認められないことからも、大規模な施設が広範囲に存在したことは考えられ

ない。

また、これらの遺構の軸線は、ほぼ正方位に一致しているものの、条里型地割との関連性は明

らかにしえず、当地における条里型地割の施工が奈良時代に遡る証左とすることはできないであ

ろう。

平安時代前期の遺構は条里型地割に関連する遺構であり、 SK23は祭杷を行った遺構と考えら

れる。これらの遺構によって、 当地においては、平安時代前期には条里型地割が施工されていた

ことが明らかとなった。この時期の条里型地割関連遺構が少ないのは、ほぼ同じ場所に営まれた

後世の条里型地割関連遺構によって削平された結果であると考えられるが、 B地区より二坪分南

に位置する佐山尼垣外遺跡では、南東 北西方向の平安時代前期の溝群が検出されており、条里

型地割を明示する溝などの施工は必要部分に限られていた可能性も考えられる。

平安時代中期になると、 A-2地区南部からB l地区にかけて、耕作関連の遺構が認められ

るようになる。また、前述のとお り、付近に荘政所が置かれ、荘園経営の拠点となった可能性が

高い。

平安時代後期の11世紀第3四半期頃には、 B地区に居館が出現する。居館は、 当初は幅lm前

後の溝によって区画されていたが、 11世紀後葉までには巨大な濠SD5に置き換えられる。居館

内部では総柱の掘立柱建物跡4棟、井戸2基、屋敷墓2基などが検出されている。検出された建

物は、居館の中心建物ではないだろう。また、居館内では鍛冶生産も行われていた。SD5の出

土遺物から、この居館は13世紀中葉まで存続したと考えられる。

この時期、 A地区では坪境溝と条里型地割に規制された区画溝が検出され、掘立柱建物跡など
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は検出されていないことから、耕作地が展開していたものと思われ、集村化の兆候はみられない。

荘園の耕作地の中に、荘園の管理施設としての機能をもっ居館が存在する景観である。

居館が機能を終えた鎌倉時代後期以降も、 A地区は引き続き耕作地であったようで、坪境溝や

区画溝が検出されるが、 B地区では当該期の遺構 ・遺物はほとんど認められない。

室町時代には、 A I地区では島畠の造成が行われた。島畠の東側に掘削されたSD55によっ

て、 A-2地区で検出され、 A-1地区にも続いていたであろう13世紀以前の坪境溝群は完全に

削平されて残っておらず、 14世紀以降に埋没したSD63も底部のみを残して削平されている。S

D55の時期の特定は難しいが、 SD63よりも新しいこと、大和産の瓦質土器火鉢やすり鉢が出土

しており、 SD55埋没後に掘られたSDllからも15世紀代の遺物が出土じていることから、 14世

紀以降に掘削され、 15世紀代のうちには埋没しているものとみられる。SD55の埋没後に、 A-

l地区では島畠上面に座標北から東に11。前後振る方向の平行する溝が4条掘削され、島畠の方

向が一時的に正方位から大きく逸脱するが、間もなく正方位を向く坪境溝SD4が掘削され、 S

D4も16世紀中葉頃には埋没する。

文禄5(1596）年に起こった伏見地震に際しては、 B-1地区で噴砂が発生した。噴砂は坪境溝

や濠SD5の埋土を切り裂いている。当時の地表面は残っていなかったため確認できなかったが、

調査区の壁面にみられる噴砂の規模から考えて、噴砂は当時の地表面にまで到達したものと予想

される。

江戸時代になると、 B-1地区で、座標北から約6。東に振る方向の溝SD l～3が掘削され

る。これらに直交する SDllOなども同時期の可能性が高い。この時期にはSD5はすでに埋没

しているが、上部を浅く再掘削して水路が掘られている（SD5-I層）。この水路は、 SD5南

辺では確認できず、調査区の南にまっすぐ続いていたようである。

近世以降は、遺構面の調査を行っていないが、江戸時代以降の遺構面の上昇は著しく、 lm前

後に及ぶ。客土を繰り返しながら耕作が続けられたのであろう。この上層には、 A地区では戦前

の京都飛行場の盛土がみられる。終戦間際、赤とんぼと言われた練習機が飛んでいたという。さ

らに上層には工業団地造成の盛土が全面を覆っている。調査開始直前の景観である。

（森島康雄）
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第6章おわりに

平成9年度の遺跡範囲確認のための試掘調査にはじまり、平成11年度から3年にわたって継続

調査された佐山遺跡の発掘調査成果は、以上のとおりである。

旧巨椋池南部の低湿地には、かつては遺跡が存在することさえ知られなかったが、今回の第二

京阪道路および京都南道路建設に伴う遺跡、の確認調査によって、 南北約2kmにおよぶ路線帯の範

囲で、佐山遺跡・佐山尼垣内遺跡 ・市田斉当坊遺跡と 3つの遺跡の存在が確認され、発掘調査が

行われたことにより、この地の歴史を解明するうえで大きな成果をあげることができた。3遺跡、

のうち、主に縄文時代から弥生時代後期の集落関連の遺構や方形周溝墓および条里型地割に関連

する遺跡を検出した佐山尼垣内遺跡については、昨年度報告書が刊行されており、今回刊行に至

った佐山遺跡の報告書が第二京阪道路および京都南道路関係遺跡の2冊目の報告書になる。今年

度中に弥生時代中期の大規模な環濠集落であることが判明した市田斉当坊遺跡の報告書が刊行さ

れる予定であり、平成15年度をもってすべての整理報告業務を終えることになる。

佐山遺跡は、複合集落遺跡であり、3年間継続した調査によって、各時代の多大な調査成果を

得ることができた。特に注目される成果は、府内最大規模となった古墳時代前期集落の調査にお

いて、近畿地方では最古級の造り付け竃が複数検出されたことであり、列島内でもー早く竃が定

着した地域であることが判明し、その導入過程を知る貴重な資料が得られた。また、古代から中

世の遺構調査では、 一町四方を取り囲むとみられる幅7～ 8mの濠が検出され、方形居館の濠と

推定された。濠の開削時期は11世紀後半に遡り、在地領主の方形居館の濠としては、囲内で最古

段階のものであることが判明した。長期にわたる調査のなかで、出土遺物の総量は1000箱を超え、

本報告書では、弥生土器および古式土師器約1,200点、中世土器約600点を図化することができた。

特に弥生時代後期から古墳時代前期の土器は、 一遺跡のなかで、弥生時代から古墳時代の移行期

の土器変選を知ることができる極めて良好な資料であり、従来の山城の編年上の空白期を埋める

とと もに、今後の土器編年の基準資料となるものである。また、方形居館の濠から出土した鎌倉

時代の腰万は、黒漆塗りの万装具の装着状況を今に伝える優品であり、腰万の出土品としては、

全国的にみてもほとんど例のない貴重な資料となった。

一連の調査において、前述した竃を検出した古墳時代前期集落の関連遺構群と、中世の方形居

館に伴う濠の検出は特に衆目を集め、これらの遺構を中心にした平成12・13年度の現地説明会で

は、多数の見学者が現地を訪れた。また、 平成14・15年度の公開講演会でも、これらの遺構がテ

ーマとして取り上げられ、 大きな反響を呼んだ。特に平成15年度の当調査研究センターの公開講

演会は、佐山遺跡、が所在する久御山町で開催することができ、地元を中心とする多くの方々にご

参加し、ただいたことは、担当者一向、大きな喜びとなった。本書に記した調査成果が広く活用さ
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れ、この地の歴史を解明する一助となることを願って止まない。

末筆ながら、現地調査にご理解とご協力を賜り、調査の進展を見守っていただいた国土交通省

並びに日本道路公団、そして地元久御山町の方々、また調査の調整 ・運営などでご協力をいただ

いた京都府教育委員会 ・久御山町教育委員会、さらに猛暑 ・酷寒のなか発掘調査に参加し、整理

業務にご参加 ・ご協力いただいた多くの方々に、厚く御礼申し上げます。

（高野陽子）

注1 岩松保 ・森下衛「佐山遺跡試掘調査 第二京阪自動車道関係遺跡発掘調査概要J（『京都府遺跡調査

概報』第84冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1998 

竹原一彦 ・岩松保・高野陽子ほか「国道l号京都南道路関係遺跡発掘調査概要J（『京都府遺跡調査

概報』第95冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 2000 

竹原一彦・高野陽子「佐山遺跡の発掘調査J（『京都府埋蔵文化財情報』第77号 （財）京都府埋蔵文

化財調査研究センター） 2000 

竹原一彦 ・森島康雄 ・高野陽子「国道l号京都南道路関係遺跡平成12年度発掘調査概要」 （『京都府

遺跡調査概報』第101冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 2001 

竹原一彦・伊賀高弘「佐山遺跡第3次の発掘調査」（『京都府埋蔵文化財情報』第82号 （財）京都府

埋蔵文化財調査研究センター） 2001 

竹原一彦 ・伊賀高弘 ・野島永・高野陽子ほか 「国道l号京都南道路関係遺跡平成13年度発掘調査概

要」 （『京都府遺跡調査概報J第105冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 2002 

注2 京都府教育委員会『京都府遺跡地図 第5分冊［第2版H 1985 

注3 辻本和美・竹原一彦 ・柴暁彦 ・中村周平 『佐山尼垣外遺跡j（『京都府遺跡調査報告書』第31冊

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 2001 

注4 調査参加者（敬称略・五十音Jil買）

平成9年度

東政江・石橋紘二 ・上回真一郎・小川正志・奥平慶子 ・尾田孝・梶本祥史 ・川嶋聡子・木下亮 ・木

本陽子 ・小荒尚幸 ・榊原貴子 ・坂本薫 ・菅谷友一 ・高橋あかね・辻井和子・坪内達雄・栃木道代・

中村美也 ・永田優子・灘井貴博 ・西脇夏海 ・長谷川洋・ 福田玲子 ・細山田章子 ・本多伯舟 ・宮本美

紀 ・村山和幸・森田千代子 ・山崎美智子・山道祐美子 ・山本健一 ・与十回節子 ・米本雅一

平成11年度

安達華孝 ・伊豆元みずえ・井上聡 ・江口美由紀 ・奥平贋子 ・岡井宏文 ・尾崎嘉美 ・川嶋聡子・木下

亮 ・近藤奈央 ・小西ひとみ・佐伯光祥 .i事井亮祐 ・汐碇誠 ・繁田真理・渋田和昌・庄司友明 ・鈴木

香織 ・竹内和子・谷口梢・田中由美・辻井和子 ・遠山昭登 ・栃木道代・殿井恵 ・中島恵美子・永田

優子・南部勝・長井謙治・西村香代子・西島真由美 ・橋本真理子 ・服部喜代子・ 馬場順平 ・福嶋美

保・福田玲子・堀大介・松下道子・村山和幸・森田千代子・盛本照代・山崎美智子 ・山中道代・横

井宏行 ・与十回節子 ・李義之

平成12年度

安達華孝 ・大谷礼子・荻野富沙子 ・奥平慶子 ・尾崎嘉美 ・川嶋聡子・木下亮 ・小西ひとみ・近藤奈

央 ・佐伯光祥 ・i峯井亮祐・繁田真理 ・汐碇誠 ・渋田和昌・庄司友明 ・鈴木香織 ・竹内祥子 ・田中由

美 ・谷口梢・辻井和子 ・土屋みづほ ・栃木道代 ・殿井恵・中島恵美子 ・南部勝 ・西島真由美 ・西村
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香代子・馬場順平 ・福嶋美保・福田玲子・松下道子・村山和幸・森田千代子・盛本照代・山中道

代・吉田幸恵・ 与十回節子

平成13年度

伊豆元みずえ ・市川創・今林信祐・内田真一郎 ・奥田美佳 ・奥平慶子・尾上忍・片岡暁美・金成綱

太郎・黄瀬桂子・久保山啓成・越奈央子 ・小西ひとみ・小牧健太郎・近藤奈央・財前幸一郎.i峯井

亮祐・汐碇誠・繁田真理 ・庄司友明・杉浦直子・鈴木浩子・田中美恵子 ・田中由美・田村和成・辻

井和子・土屋みづほ・栃木道代・中島恵美子 ・中村里美・西島真由美・西村香代子・西村美智子・

八田尚彦・福田玲子 ・松野元宏・望月誠子・山中道代・与十回節子・渡辺今日子

平成14年度

合田美佐子 ・赤木卓郎 ・秋山美佳・荒川仁佳子・有淳明子・岩井俊平・内田真一郎 ・内海操 ・奥平

慶子 ・金成綱太郎 ・木村涼子・久保山啓成・黒慶子 ・越奈央子・小西ひとみ・近藤奈央 ・田中美恵

子 ・田中由美・辻井和子 ・土屋みづほ ・筒井由香・栃木道代 ・内藤チエ・西村香代子・長谷川マチ

子・馬場洋子・福田玲子・藤田久子・船木登喜江・堀田直志 ・松尾奈緒子 ・松下道子・松野元宏・

丸吉繁一 ・村上優美子 ・村本幸美・望月誠子・盛本照代・安田純子 ・山中道代・吉岡弘子

注5 横山(1995）によれば、 500～600万年前に伊賀盆地が沈降して湖L古琵琶湖）が生じ、その後、北方の

滋賀県南部甲賀丘陵が沈降して新たな湖が生じるとともに、伊賀盆地付近は隆起して先に生じた湖

は消滅した。このように北側が沈降し南側が隆起する地殻変動を繰り返し、約100万年前に現在の琵

琶湖が生じた。現在の琵琶湖周辺の地殻変動は、北部および西部が沈降し、南部や東部が隆起して

いる。横山車雄『移動する湖、琵琶湖j 法政出版 1995 

j主6 中川要之助 『人の暮らしと大地の科学』 法政出版 1993 

注7 竹村恵二 「基準ボーリングと深部の地質j（『新関西地盤一京都盆地 j 地域地盤情報活用協議

会） 2002 

注8 Maは、 Marineを省略したものである。

注9 竹村恵二 ［京都地域の深部構造と活構造」 （『新関西地盤一京都盆地 』 地域地盤情報活用協議

会） 2002 

注10 前掲注7。

注l1 前掲注9。

注12 山田浩二「深部構造調査」 （『新関西地盤 京都盆地－j 地域地盤情報活用協議会） 2002 

注目 京都市 『宇治川断層に関する調査成果報告書J 2002 

注14 伊藤浩子 ・北田奈緒子・斎藤礼子「i支部の地質」（『新関西地盤 京都盆地 』 地域地盤情報活用

協議会） 2002 

注目 石田史朗 ・大石郁夫 ・那須孝梯・横山卓雄「京都盆地南部の沖積層（演旨）」（『第四紀研究j8巻12

号 日本第四紀学会） 1969。なお、文中の放射性炭素年代は、すべて暦年代へ較正していない測定

値である。放射性炭素年代から暦年代への較正は、大気中の℃濃度の経年変動を考慮する必要があ

る。詳しくは、中村（2001）を参照されたい。中村俊夫 「放射性炭素年代とその高精度化J（『第四

紀研究』40巻6号 日本第四紀学会） 2001 

注目 岡田俊子「京都府南部巨椋池堆積物の花粉化石組成にみられる人為的影響 アカガシ亜属の減少と

イネ属の増加」 （『第四紀研究j36巻3号 日本第四紀学会） 1997 

注17 付編6参照。

注目 a.吉田敬市［巨椋池の変遷J（『巨椋池干拓誌』 巨椋池土地改良区編） 1962 
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注

b.岩城啓美「地域の地形」 （『新関西地盤一京都盆地 j 地域地盤情報活用協議会） 2002 

注目 水山高幸 「水辺に関する一二の疑問J（『史想』第3巻） 1956 

注20 吉田敬市「巨椋池の成因J（『巨椋池干拓誌』 巨椋池土地改良区編） 1962 

注目 内藤博夫「京都盆地西部の低地の微地形と浅層の地質についてJ（『奈良女子大学文学部研究年報』

第13巻） 1969 

注22 「巨椋乃入江響むなり 射白人の伏見向田井に雁渡るらし」 （『万葉集J巻九 1699) 

注23 小高猛司「概説一関西の地質と京都の土質JU新関西地盤 京都盆地 』 地域地盤情報活用協議

会） 2002 

注24 中川要之助・福岡正春「巨椋池の成因と南山城の古代（演旨）」（『第40回同志社大学理工学研究所研

究発表会講演予稿集J 同志社大学理工学研究所） 2002 

注25 竹原一彦「市田斉当坊遺跡の発掘調査J（『京都府埋蔵文化財情報』第72号 （財）京都府埋蔵文化財

調査研究センター） 1999 

竹原一彦・岩松保ほか「国道l号京都南道路関係遺跡発掘調査概要J（『京都府遺跡調査概報』第90

冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1999 

岩松保「市田斉当坊遺跡第2次（C2地区）」（『京都府埋蔵文化財情報』第75号 （財）京都府埋蔵文

化財調査研究センター） 2000 

竹原一彦・高野陽子ほか「国道I号京都南道路関係遺跡平成12年度発掘調査概要」 （『京都府遺跡調

査概報』第101冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 2001 

竹原一彦 ・伊賀高弘「国道l号京都南道路関係遺跡平成13年度発掘調査概要」 （『京都府遺跡調査概

報J第105冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 2002 

注26 前掲注3。

注27 近藤義行ほか 「森山遺跡調査概報」 （『城陽市埋蔵文化財調査報告書J第6集 城陽市教育委員会）

1977 

小泉裕司・岡田憲一『森山遺跡発掘調査報告書』（『城陽市埋蔵文化財調査報告書』第32集 城陽市

教育委員会） 1997 

注28 中川和哉 ・戸原和人ほか 『雲宮遺跡』（『京都府遺跡調査報告書』第22冊 （財）京都府埋蔵文化財調

査研究センター） 1997 

注29 岩崎誠 「弥生時代」 （『長岡京市史j資料編一 長岡京市役所） 1991 

岩崎誠「集落の拡大」 （『長岡京市史J本文編一 長岡京市役所） 1996 

注30 岸岡貴英「若林遺跡第3次」 （『京都府遺跡調査概報』第64冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター） 1995 

浜中邦弘 ・吹田直子「若林遺跡発掘調査概報」 （『宇治市埋蔵文化財発掘調査概報』第40集 宇治市

教育委員会） 1998 

注目 吉水利明・杉本宏 『巨椋神社東方遺跡発掘調査概報』（『宇治市埋蔵文化財発掘調査概報』第1集

宇治市教育委員会） 1980 

『宇治市遺跡地図』2002年版では、旧巨椋神社東方遺跡と旧小倉環濠集落を統合し、小倉遺跡と表

記している。

宇治市教育委員会 『宇治市遺跡地図』2002年版 2002 

注32 桝井豊成・赤松一秀「幸水遺跡（第1・第2次）発掘調査概要」 （『八幡市埋蔵文化財発掘調査概報J

第25集八幡市教育委員会） 1998 
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注33 桝井豊成 ・竹中友里代『大阪工業大学構内遺跡発掘調査概報』 八幡市教育委員会 1992 

注34 桝井豊成 ・赤松一秀『西ノ口遺跡発掘調査概報』（『八幡市埋蔵文化財発掘調査概報』第24集 八幡

市教育委員会） 1998 

辻本和美・河野一隆ほか「一般地方富野荘八幡線関係遺跡（西ノ口遺跡 ・宮ノ背遺跡 ・備前遺跡）発

掘調査概要J（『京都府遺跡調査概報』第81冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1998 

注35 植山茂 ・千喜良淳ほか［内里八丁遺跡」 （『京都文化博物館調査研究報告』第13集 京都府京都文化

博物館） 1998 

竹原一彦ほか「内里八丁遺跡IJ （『京都府遺跡調査報告書』第24冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研

究センター） 1999 

森下衛ほか「内里八丁遺跡H」（『京都府遺跡調査報告書j第30冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究

センター） 2001 

注36 上村和直・木下保明ほか 『水垂遺跡 長岡京左京六・七条三坊』（『京都市埋蔵文化財研究所報告』

第17冊 （財）京都市埋蔵文化財研究所） 1998 

注37 小泉裕司『塚本東遺跡発掘調査概報』（『城陽市埋蔵文化財調査報告書J第31集 城陽市教育委員

会） 1996 

注38 杉本宏・吹田直子 『平等院旧境内多宝塔推定地第l次発掘調査概報』（『宇治市埋蔵文化財発掘調査

概報』第24集字j台市教育委員会） 1994 

注39 近藤義行 ・小泉裕司 「久津川遺跡群発掘調査概報J（『城陽市埋蔵文化財調査報告書』第18集 城陽

市教育委員会） 1988 

注40 浜中邦弘「一里山遺跡発掘調査概要J（『宇治市埋蔵文化財発掘調査概報J第39集 宇治市教育委員

会） 1997 

注41 小泉裕司「久津川遺跡群発掘調査概報J（『城陽市埋蔵文化財調査報告書』第25集 城陽市教育委員

会） 1994 

注42 小泉裕司・庚瀬覚「久津川車塚古墳発掘調査概報（97 1～3トレンチ）J（『城陽市埋蔵文化財調査

報告書J第35集城陽市教育委員会） 1998 

小泉裕司「久津川車塚古墳の調査」（『城陽市埋蔵文化財調査報告書』第40集 城陽市教育委員会）

2001 

注目 山田良三 ・増田一裕 『芝ヶ原遺跡発掘調査報告書J 芝ヶ原遺跡調査会 1980 

近藤義行「芝ヶ原遺跡発掘調査概報J（『城陽市埋蔵文化財調査報告書』第21集 城陽市教育委員

会） 1991 

注44 梅原末治「五箇荘二子塚古墳」（『京都府史蹟勝地調査曾報告』第四冊 京都府） 1923 

杉本宏 「二子塚古墳外濠発掘調査概要J（『宇治市埋蔵文化財発掘調査概報』第10集 宇治市教育委

員会） 1987 

杉本宏「五ヶ庄二子塚古墳昭和62年度発掘調査概要J（『宇治市埋蔵文化財発掘調査概報J第11集

宇治市教育委員会） 1988 

注目 近年、黒土l号墳の発掘調査によって、巨石材を使用した大形の両袖式横穴式石室が確認されている。

小泉裕司「黒土l号墳の調査」 （『城陽市埋蔵文化財調査報告書』第40集 城陽市教育委員会）

2001 

注46 岩松保「第二京阪道路関係遺跡平成12年度発掘調査概要」（『京都府遺跡調査概報J第101冊 （財）

京都府埋蔵文化財調査研究センター） 2001 
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岩松保「第二京阪道路関係遺跡平成13年度発掘調査概要」 （『京都府遺跡調査概報』第105冊 （財）

京都府埋蔵文化財調査研究センター） 2002 

注47 近藤義行 ・小泉裕司・高橋美久二 ・伊賀高弘「正道官街遺跡J（『城陽市埋蔵文化財調査報告書J第

24集城陽市教育委員会） 1993 

注48 小池寛「芝山遺跡」（『京都府遺跡調査概報』第25冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）

1987 

小泉裕司「芝山遺跡の発掘調査成果とその検討」（『京都考古』第80号 京都考古刊行会） 1996 

小泉裕司 『城陽市埋蔵文化財調査報告書』 第37集 城陽市教育委員会 1999 

注49 上奈良遺跡は、所在する周辺域が 『延喜式J内膳司条に記載される菜園「奈良園」の推定地となっ

ており、「園」の関連遺跡と考えられている。

清水みき 「8世紀の乙訓園J（『長岡京古文化論叢j]] 中山修一先生喜寿記念事業会） 1992 

桝井豊成・赤松一秀「上奈良遺跡発掘調査概報」 （『八幡市埋蔵文化財発掘調査概報』第16集 八幡

市教育委員会） 1994 

注50 これら木津川下流域の古代集落が沖積低地の農地開発を目的として成立・拡大したことは、 『日本書

紀Jの仁徳天皇十二年十月条に 「掘大溝於山背栗隈県以潤田、 是以其百姓毎年豊之」、さ らに推古天

皇十五（607）年二月条に「山背国掘大溝於粟隈jと記載されている「菓隈大溝」の掘削からも示され、

濯概用に整備された栗隈大講の所在は、調査地東方約850mに位置する現在の古川を充てる説もある。

谷岡武雄 『平野の開発』 古今書院 1963 

西脇一修「粟隈大溝と古川」 （『久御山町史J第l巻 久御山町） 1986 

荒川史「栗隈の大溝に関する一試案」 （『あまのともしび原口正三先生古希記念集』） 2000 

注51 江谷寛・桐山秀徳『京都府久御山町林寺跡試掘調査報告書』 （財）古代挙協舎 2002 

林寺跡の調査では、奈良 ・平安時代の遺物のほかに、縄文時代晩期、弥生時代中期・末期、 古墳時

代後期の遺構・遺物の出土があり、市田斉当坊遺跡・佐山遺跡 ・佐山尼垣外遺跡と関連して、巨椋

池南畔での集落の展開を考察する上で貴重な資料が得られた。

注52 a.下中邦彦編 『京都府の地名』（日本歴史地名大系第6巻平凡社） 1981 

b.角川日本地名大辞典編纂委員会 ・竹内理三編 『26京都府 下巻j（角川日本地名大辞典 角川書

店） 1982 

注目前掲注52a。調査地周辺の字名「佐山jは「狭山」の転靴であり、文献史料によっては「狭山」と

も記される。狭山郷の名は 『和名類従抄』には記載がなく、 『久我家文書Jにみえる（保安三(1122)

年十一月二四日付および同四(1123）年四月二六日付の「右京大夫牒案jに「久世郡、狭山郷椿社里

廿ー坪一丁、廿八坪九段」と記録されているのが初見とされる。この文書は私的家政機関の起草で

あるため、狭山郷は公的な行政区画としては存在しておらず、単なる地域の通称、として使用された

ものではないかと考える説がある。

注目 前掲注52a。古代・中世の狭山郷と石清水八幡宮との関係は明確ではないが、 『石清水文書jには石

清水八幡宮領狭山郷の記載が散見する。応仁二(1468）年十月十七日付「室町幕府奉行人連署奉書」

に「石清水八幡宮領、山城国狭山郷事」とあるのを始め、「管領細川勝元内書J－ 「後花園院院宣」

などにみられ、これら一連の文書は、応仁の乱に際して石清水八幡宮領狭山郷で起きた違乱を止め

させ安堵し、所務を全うするよう石清水八幡宮社務に命じるものである。降って、元亀二(1571）年

九月二七日付の「織田信長領知朱印状jにおいても、同様の執達を行っている。このようなことか

ら狭山郷は、平安末期以降、石清水八幡宮の支配を受けていたものとされる。
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注目 前掲注52a。狭山が荘号をもって文献史料にみえるのは、建武田(1337）年十一月二九日付「光厳上

皇院宣」 （『実相院文書j）で、「山城国狭山荘奉信通濫妨事、奉聞候之処、止其妨、可令全所務給旨、

院御気色所候也」と記されている。この文書の宛先には 「実相院僧正御房」とあることから、狭山

荘が実相院領荘園であったことを知ることができる。また、観応三(1352）年七月二六日付「御挙状

等執筆引付」 『大乗院文書』には「口口八講料所山城国狭山荘jとあり、この頃は興福寺領荘園であ

った。さらに文安年間(1444～1449）に成立した「太子伝玉林抄」 （『法隆寺蔵尊英本』）には「法隆

寺末寺末庄事十八也」のひとつに「佐山庄山城国」とみえ、この頃には法隆寺の所領として存在し

たこともみえる。この狭山荘の範囲は、近世における佐山村 ・市田村・佐古村 ・林村・ 田井村・下

津屋村から、現宇治市域にあたる広野村・大久保村、および現城陽市域にあたる富野村 ・枇杷庄村

まで含む広域な範囲と推定されている。

注目 久世郡の条里地割復原については、第一坪を各里の南東角に置いて西進する千鳥式の配列が推定さ

れており、久御山町佐山では「七ノ坪J「四ノ坪」「十六」などの地名が今も残る。

高橋美久二「城陽の条里遺構」（『城陽市史』第l巻 城陽市役所） 2002 

注目 八幡市教育委員会 『上津屋遺跡発掘調査現地説明会資料J 2001 

注58 瀧口宣男「久御山の城館J（『久御山町史』第l巻 久御山町） 1986 

注目 梅島堤の建設は、それまで横島（宇治市槙島町）から北西に流れ、 三軒家（宇治市小倉町）付近で直接

巨椋池へ流れ込んでいた宇治川に堤防を築くことで、 巨椋池北側、伏見丘陵へと迂回させ、巨椋池

から切り離し、淀へと流れるようにした大土木工事である。字治川を伏見城の外堀として機能させ、

さらに城下町伏見の水運路を確保したと考えられている。また城下町伏見を交通 ・流通の拠点とす

るべく、 巨椋池内に小倉堤を築き、もともと巨椋池を迂回する経路であった大和街道（北陸道）を移

設して、堤上に街道を通すことで城下町の行き来を活発化させた。

執筆にあたっては以下の文献を参照した。

巨椋池土地改良区編 『巨椋池干拓誌J 巨椋池土地改良区 1962 

足利健亮 ・秋山元秀ほか「宇治川の治水J（『宇治市史J第2巻 宇治市役所） 1974 

堤圭三郎「昭和54年における埋蔵文化財の発掘J（『埋蔵文化財発掘調査概報』第l分冊 京都府教

育委員会） 1980 

金子明雄ほか「地域の歴史と洪水史」（『巨椋池干拓六十年史』 巨椋池土地改良区） 2001 

注60 都出比呂志 『日本農耕社会の成立過程J 岩波書店 1989 

都出比呂志が西日本型の炉として注目し、中央土坑に囲炉裏や火鉢に通じる温暖効果を求めて命名

した。こうした遺構は、東部瀬戸内に多く分布し、西日本に広く展開しており、類例が各地で蓄積

されつつある。

注61 a.高橋美久二、前掲注目。

b.鳥井治夫「山城国久世郡・綴喜郡・相楽郡に於ける条里の考察」（『近江』第7号 近江考古学

研究会） 1986 

c.竹原一彦「京都府久世郡久御山町の条里型遺構についてJ（『京都府埋蔵文化財論集』第4集

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 2000 

久世郡条里型地割の復原によれば、 A-1地区は八条九里三坪と同四坪に比定されるが、高橋復原

（注目）では、七条八里三坪と同四坪に相当する。今回報告では、条里について現時点では、 A-1

地区を八条九里三坪 ・同四坪説を元にしている。久世郡条里では宇治川左岸付近を起点に東から西

に向かつて条は数詞で数え、里は個別の固有名調で呼ばれている。里に関しては、文献に残る里の
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位置を現地比定することが難しく、ここでは便宜上、綴喜郡境の青谷川付近を起点に南から北に数

詞で現している。

注62 経文については、出土時点での解読は（財）向日市埋蔵文化財センターの清水みき氏、その後の詳細

な解読 ・検討は、木簡学会の渡辺章氏にお願いした。

注63 井上手口人「『布留式』土器の再検討J（『文化財論叢』 奈良国立文化財研究所） 1982 

注64 豊岡卓史「『纏向』 土器資料の基礎的研究J（『纏向遺跡の研究.I－『纏向』第5版補遺篇） 奈良県

立橿原考古学研究所付属博物館） 1999 

注65 都出比邑志「古墳出現前夜の集団関係J（『考古学研究』20 4 考古学研究会） 1974 

注66 米田敏幸「庄内播磨型棄の提唱」（『庄内式土器研究』皿 庄内式土器研究会） 1992 

注67 関川尚久「纏向遺跡の古式土師器」（『纏向』 桜井市教育委員会） 1976 
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付編 1

縄文時代晩期中葉～後葉の山城盆地

近藤 奈央

1 .はじめに

約1万2千年前に始まると考えられている縄文時代は、草創期 ・早期 ・前期・中期 ・後期 ・晩

期という 6期に区分されている。この6期区分の最後に位置付けられている縄文時代晩期は、深

鉢の器面調整に巻員を用いた（巻員条痕）滋賀里E式、頚部に強いナデを施し胴部を二枚員条痕と

ケズリにより調整する滋賀里IIIa式、従来滋賀里Eb式と呼ばれていたケズリ調整中心の篠原式、

l条の刻目突帯をもっ深鉢が現れた滋賀里N式、l条の刻目突帯文深鉢に少量の2条突帯文深鉢

が混じり、尖底 ・丸底から平底に変化した口酒井期、 2条突帯文深鉢が主流になる船橋式、船橋

式よりも作りが簡略化している長原式に細分されている。そして、滋賀里E式・滋賀里皿a式は

晩期前葉、篠原式 ・滋賀里W式・口酒井期は晩期中葉、船橋式 ・長原式は晩期後葉に相当する。

2.縄文時代遺跡の概観

久御山町佐山遺跡出土の縄文土器は、晩期中葉の滋賀里町式から晩期後葉の長原式に比定でき

る。この時期の土器を有する遺跡は、京都盆地の東部と南西部に比較的まとまって分布している。

前者は、京都の中心部からは北東方向に位置する京都大学周辺にあたる。後者は、向日市南部か

ら長岡京市にかけて広がる乙訓地域である。前者の比叡山西南麓では、縄文時代早期から人が生

活を営んでいた痕跡が発見されている。修学院離宮遺跡や一乗寺向畑町遺跡においては、押型文

土器が出土し、次の前期からは北白川追分町遺跡を中心とし、晩期初頭には一時断絶するものの、

晩期中葉には再び集落が営まれ、弥生時代まで続く。一方、中期終末からの土器が出土する乙訓

では、後期後葉の宮滝式土器を経て、少量ではあるが後期末の滋賀里I式、そして晩期前葉の滋

賀里E式土器が存在する。晩期中葉以降も広い範囲にわたって生活痕跡が認められており、弥生

時代前期以降に繋がって行く地域である。このほかに山科では後期から、宇治川下流域では口酒

井期からの遺跡が点在している。以下、佐山遺跡、の時期を含む、篠原式から長原式までの土器を

出土した主な遺跡の概要を述べて行きたい。

3.篠原式～長原式土器出土遺跡の概要

篠原式古段階から中段階の遺跡は前段階（滋賀里皿a式）に続いて僅少ではあるが、良好な資料

が出土した遺跡として、向日市森本遺跡と加茂町金ヶ辻遺跡がある。向日市森本遺跡（第 l図26)

では、流路の堆積層から、滋賀里Ea式から篠原式中段階の土器や石器が大量に発掘されている。
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土器は一括性が高く、

石器についても、製作

工程が追えるものとさ

れ、滋賀里Ea式から

篠原式を中心とする集

落が営まれていたとみ

られる。木津川に流れ

込む蛇吉川流域にある

金ヶ辻遺跡（第 l図42)

では、包含層中からで

はあるが、篠原式古段

階から中段階にかけて

の土器がまとまって見

つか っている 。 また、

縄文時代晩期中葉～後葉の山城盆地

京都大学教養学部構内

遺跡（第 1図 8）におい

ても篠原式中段階の土

器が出土している。篠

原式新段階になると、

北白川追分町遺跡（第 l

図6）や京都大学構内遺

跡（第 l図 7）の京都盆

地東部と、中野遺跡（第

l図23）や開田遺跡（第 1.佐山遺跡

第 l図 縄文時代晩期中葉～後葉の遺跡分布図

2.一乗寺向畑町遺跡 3.北白川別当町遺跡

l図32）などの京都盆地 4.北白川小倉町遺跡 5.北白川廃寺 6.北白川追分町遺跡

7.京都大学構内遺跡 8.京都大学教養部構内遺跡、 9.吉田近衛町遺跡
南西部に加え、山科に

10.京都大学病院構内遺跡 11.聖護院遺跡 12.楠物園北遺跡
ある旧安祥寺川流域に

13.内膳町遺跡 14.二条城町遺跡 15.高倉宮下層遺跡

も遺跡が認められるよ 16.坊城町遺跡

うになる。中臣遺跡（第 19.中臣遺跡

22.中久世遺跡
l図19）からは土器棺墓

25.東土川西遺跡
2基が出土し、その内

28.鶏冠井遺跡

1基は篠原式新段階の 31.十三遺跡

深鉢（第2図 1）を 2個 34.雲宮遺跡

用いて合わせ口にした 37.下植野南遺跡

40.塚本東遺跡
土器棺であった。この

17.東九条山王町遺跡

20.大宅廃寺下層遺跡

23.中野遺跡

26.森本遺跡

29.今里遺跡

32.開田遺跡

35.水垂遺跡

38.寺界道遺跡

41.椿井大塚山古墳
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18.安祥寺下寺跡

21.谷口遺跡

24.渋川遺跡

27.石田遺跡

30.開田城ノ内遺跡

33.馬場遺跡

36.百々遺跡

39.佐山尼垣外遺跡

42.金ヶ辻遺跡
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遺跡、では、同時期の掘立柱建物跡や大型の柱跡、土壊が検出されている。そのほか、篠原式新段

階の土器棺墓を出土している遺跡は、長岡京市馬場遺跡（第l図33、第2図2）などがある。滋賀

里N式以降も比叡山西南麓や乙訓地域では遺跡が点在しており、引き続き生活痕跡が認められる。

北白川追分町遺跡の3.5m四方の土墳からは、口唇部を刻む篠原式土器と 1条刻日突帯文土器が

遺構内に広がって出土している。突帯文土器には口唇部刻みの有無、肩部の張り方、施文などに

多くの種類が認められる。盆地西南の大山崎町下植野南遺跡（第 l図37）では、 2基の土器棺墓か
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ら刻目突帯を持つ滋賀里町式土器（第2図3）と口酒井期と考えられる 2条刻目突帯文土器が出土
（注3I 

している。次の口酒井期の土器は、長岡京市開田城ノ内遺跡（第 l図30、第2図6）、京都市吉田

近衛町遺跡（第l図9）などで出土している。土偶や石棒を出土している高倉宮下層遺跡（第l図

15）では、土器溜まりから口酒井期の土器（第2図5）が発見されている。 同時期の土坑が数か所

で、また、石器や剥片が多数発見されており、近くに集落の存在を窺わせる。船橋式土器は旧巨

椋池東端附近に位置する宇治市寺界道遺跡（第 l図38、第2図8）の土壌からまとまって出土し、

山科区安祥寺下寺遺跡（第l図18、第2図7)や同大宅廃寺下層遺跡（第 l図20）では、単棺の土器

棺墓が発見されている。終末期の長原式になると、北白川追分町遺跡、や長岡京市今里遺跡（第 l

図29、第2図10）において、頚部と底部が窄まり胴部に最大径をもっ査形土器が土器棺として利

用される。今里遺跡の土器棺墓は、口縁部を打ち欠いた深鉢を蓋に使用していた。そのほかに、

前述の寺界道遺跡のような前段階から続く遺跡に加え、鴨川西岸の内膳町遺跡（第 1図13）など、

この時期に新しく形成されたと考えられる遺跡がある。

4. まとめ

このように、縄文時代晩期中葉～後葉の主要な遺跡、は、山城盆地の東部と南西部に集中して分

布し、そこでは比較的永続的に集落が営まれていたことがわかる。しかし、これら両地域の土地

利用は、地域単位で見ると永続的ではあるが、個別に見ると総ての時期を網羅しているというわ

けではなく、断続的である。全時期を通して生活痕跡が残る向日市鶏冠井遺跡、においても、時期

によっては遺構の検出地点が移動し、遺物量の総量も地点によってばらつきが認められる。よっ

て、この時期の居住形態は、 lか所に定住するのではなく、狭い範囲、つま．り北白川周辺地域や

乙訓地域という限られた範囲内で移動を繰り返す形態のもので、あったと考えることがで、説。遺

跡数の少ない山科盆地や旧巨椋池以南においても同様の傾向が見てとれることから、佐山遺跡も

晩期中葉頃から利用され始めた同様の居住域のーっと考えられよう。現在、このような遺跡にお

いて、住居跡が発見されていない遺跡が大半であるが、遺物が流路などの遺構から出土している

ことから、一定期間の居住が行われたとみられる。盆地の中でも低地部に立地しているために、

後世に住居跡などが流失したと考えられよう。一方、分布図に示した遺跡には、土器棺墓の単独

出土が目立つ。こうした検出例が多いのは、前述した狭い範囲内での移動を行う集落が墓域を形

成する年月 何世代にも渡る長い年月 よりも同じ場所に住んでいた期間の方が短かったことを

表しているとも考えられ、 lか所にいた期間を想定する指標に成り得る可能性を指摘できょう。

縄文時代の土地利用がいかなる理由に起因したのかという問題は、土器や石器だけではなく、

土偶などの儀礼・祭杷に用いたと考えられる遺物の検討も含めた集落変遷を再分析する必要があ

り今後の課題である。

注l 晩期に位置付けられていた滋賀里I式土器は、東北・北陸地方の土器型式との共伴関係などから後

期末に遡る可能性が指摘されており（文献a・ b ・ c）定着しつつある。また、滋賀里E式土器につ
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いても、後期に遡る部分がないのかを検討する必要があると考えられている（文献d）。

a.家根祥多「近畿地方における縄文晩期編年研究の現状」 『シンポジウム 縄文時代後・晩期安行

文化土器型式と土偶形式の出会い 発表要旨』（『埼玉考古』別冊4 1・2・3 埼玉考

古学会・ 『土偶とその情報』研究会） 1992 

b.家根祥多「滋賀里式土器」 （『日本土器事典』 雄山閤） 1996 

c.大塚達朗「広域編年に関する安行式研究からの提言」（『平成4年度科学研究費補助（総合A）研

究成果報告書』「縄紋晩期前葉 中葉の広域編年J 北海道大学文学部附属北方文化研究施設）

1994など

d.千葉豊「近畿・中国・四園地方 後期」（『縄文時代』第10号第2分冊縄文時代文化研究会）

1999 

注2 すぐ南側に位置する佐山尼垣外遺跡からは、突帯丈土器の出現期である滋賀里W式を含む晩期中葉

篠原式新段階から船橋式の土器などが流路から出土している（中村周平ほか『佐山尼垣外遺跡』

（『京都府遺跡調査報告書J第31冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 2001）。北西から南

東に向かつて流れていたとされる流路の西半分から出土していることから、住居域は西側に広がり、

その範囲を想定するならば、ほぼ同時期の土器を出土した佐山遺跡が北限にあたると考えられる。

そのため本論では、この2遺跡を一つの遺跡として、晩期中葉から晩期後葉までの土器が出土した

遺跡を扱うことにした。

注3 兵庫県伊丹市口酒井遺跡第6次調査出土土器から、口酒井期が「一条凸帯文深鉢の平底化と、少量

の三条凸帯と査の出現」 （泉拓良「縄文と弥生の間に」 『月刊歴史手帖』14巻4号 名著出版 1986) 

として設定された。しかし、長岡京市開田城ノ内遺跡から出土した土器のように、丸底でありなが

ら二条突帯を持つ深鉢も存在しており、地域差 ・時間差によるものとも考えられる。口酒井期がど

の地域まで適応できるのかということは、今後の課題である。

注4 今回、北白川周辺地域や乙訓地域として、狭い範囲内での移動を想定したが、矢野健一氏はこの山

城盆地の両地域を含むさらに広い地域、またはそれぞれが別の地域（北白川周辺地域ならば琵琶湖西

岸、乙訓地域ならさらに南西の地域）と関係する広い地域を縄文集落の領域とし、集落は複数で纏ま

り、 10～20Kmの広がりの中で規模や場所を流動的に変化させると考えている（文献a）。 北白川・乙

訓両地域から滋賀里I・ II式土器が殆ど出土していないこと、中村健三氏による長原式土器の調整

における差異の指摘（文献b）からも、後者の山城盆地の2地域がそれぞれほかの地域と一つの集落

領域を形成するという考え方は納得のいくものである。しかし、他時期の土器の詳細な比較検討を

要するので、ここでは遺跡の集中している地域を一つの単位とした。なお、京都盆地の集落変遷や

規模などに関しては、示唆に富む論文がすでに多数公表されている（文献c. d）。

a.矢野健一 「西日本の縄文集落」（『立命館大学考古学論集.III 立命館大学考古学論集刊行会）

2001 

b.中村健二「近江・山城の凸帯文後半期の土器について」 （『滋賀文化財だよりJ144 （財）滋賀

県文化財保護協会） 1990 

c.泉拓良「近畿地方の事例研究J（『講座 考古地理学.I4 学生社） 1985 

d.千葉豊「京都盆地の縄文時代J（『京都大学構内遺跡調査研究年報 1989～1991年度』 京都大

学埋蔵文化財研究センター） 1993 

補注 旧巨椋池南岸の地質調査を行った中川要之助氏（同志社大学理工学研究所）らの説によれば、巨椋池

周辺は、縄文晩期～弥生前期に低湿地化が始まったとされ、それまで縄文海進による影響で生じた
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と考えられていた巨椋池の形成時期がかなり新しくなることが分かった。巨椋池周辺は、縄文時代

終末期にはすでに湿地帯であった可能性もあることから、湿地の範囲と宇治川の流路が正確には分

からないことを考慮し、従来通り旧巨椋池を入れた図を作製した。
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付編 2

てしミつ竃の口刀
甘
且
ハ
ト現出

高野陽子 ・岩井俊平

めにじ1 .は

近年、古墳時代前期に属すると考えられる造り付け竃の発掘例が近畿地方と北部九州を中心に

この内の7基は古墳時代前増加している。佐山遺跡においても11基の住居跡から竃が検出され、

こうした日本における出現期の竃については多くの論考があるが、国期に属するものであった。

内で自生的に発展したとするより、朝鮮半島からの渡来人によって一部の地域に竃が導入され、

その後に日本列島各地に伝播したとする見方が有力になりつつある。各地の出現期の竃の構造的

これまであまり詳細に論じられてな違いや導入時期の差などについては、資料数の制限もあり、

こなかった。そこで小稿では、今回出土した佐山遺跡の資料を含めて、布留式併行期の出現期竃

の構造と時期を再検討し、列島における竃受容のあり方を考察する。

2.出現期竃の分布

ー町ー

7.小阪遺跡

8.尺度遺跡

9.安満遺跡

10.佐山遺跡

11.平等院下層遺跡

12.西ノ辻遺跡

。
争

l .御床松原遺跡

2西新町遺跡

3.塚堂遺跡

4.宮山遺跡

5不入岡遺跡

6樫井西遺跡

出現期竃の分布
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出現期の竃について

2.第13次調査67号住居跡
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4.第13次調査43号住居跡
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I a （壁中央に配置される「LJ字形の竃） : 1・2
I b （盤中央に配置される通常の竃） : 3 

II a （住居隅に配置される「LJ字形の竃） : 6 
II b （住居隅に配置される通常の竃） : 4・5

第2図北部九州（西新遺跡）の出現期竃
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本稿で対象とするのは、竪穴式住居跡内に造り付けられた竃で、古墳時代前期に属するもので

ある。ここで竃とするものは、袖部の壁体内壁は被熱し、燃焼部が構築されたことが明らかなも

のであり、こうした点が不明瞭ないわゆる類カマドは除く。第 l図のように、その分布は北部九

州地方と近畿地方に集中している。特に北部九州では、福岡市早良区西新町遺跡で、 60例以上の

布留式古段階併行の竃が検出されている。この遺跡からは、 竃の有無にかかわらず朝鮮半島系の

遺物が多く出土している。九州ではほかに糸島郡御本松原遺跡や熊本県阿蘇郡宮山遺跡に同時期

の竃をみるにすぎず、次には福岡県塚堂遺跡など、布留式新段階の竃となり、古墳時代前期の竃

が広く拡散するという状況は特にみられない。一方近畿地方では、北部九州ほど多くの例は知ら

れておらず、佐山遺跡、とこれにやや遅れる安満遺跡、を除けば、ほかの遺跡では単発的に導入され

る傾向がある。出現期竃が検出された遺跡から、特に目立って半島系の遺物が出土している訳で

はないことも北部九州とは異なっている。北部九州、比近畿地方を除けば、そのほかの地域では、

山陰の倉吉市不入岡遺跡の例が布留式併行期の竃として注目される。

3.竃 の構造

次に、出現期竃の構造を検討する。古墳時代以降、住居に造り付けられる竃の基本構造は、火

を燃やす燃焼部を粘土や細砂などで築いた壁（袖部）で囲み、 前面に焚口、背面に煙道を開口する。

また、上面には聾などの器を据える掛口をもち、燃焼部には据えた器を支える支脚が置かれた。

しかし、実際に検出される竃の形態・構造は多様であり、造り付けられる場所にも違いがある。

特に出現期の竃では、住居の壁際に沿ってのびる煙道を持つ、いわゆる 「LJ字形竃（または

「オンドル状遺構」 ）が多く見られ、注意をBlく。 以下では、住居内で竃が配置される場所や、煙

道をもっ竃の違いに留意して大まかな分類を行う。

①住居壁の中央付近に配置される「LJ字形竃（I a類）

住居周壁のいずれか一辺の中央付近に竃の本体が築かれ、そこから煙道が住居隅部に向かつて

のびる。西新町遺跡13次調査の23号住居跡（第2図1）、平等院下層SB 17住居跡（第3図4）、な

どが典型であり、出現期竃の中では最もその出土例が多い。尺度遺跡、の500住居跡例、樫井西遺

跡l号住居跡例はこのタイプに属するが、 煙道が住居の隅までのびないやや特殊な構造を持って

いる。

②住居壁の中央付近に配置される通常の煙道を持つ竃(Ib類）

住居周壁のいずれか一辺の中央付近に竃の本体が築かれ、煙道が背面からまっすぐ外にのびる

と考えられる。出現期の竃では西新町遺跡、13次調査の48号住居跡（第2図3）、佐山遺跡のSH 

449（第4図6）などにその例が認められる。なお、須恵器出現以後、広く波及する竃はこのIb 

類に属する。

③住居の隅部に配置される「L」字形竃（II a類）

住居のいずれかの隅部に竃の本体が築かれ、煙道が別の隅部に向かつてのびる。 西新町遺跡5

次調査のSC03住居跡（第2図6）、13次調査の58号住居跡にその例が認められる。特にSC03住
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1.四ツ池遺跡SAOl 

。

出現期の竃について

サ
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t~ 3.樫井西遺跡1号住居

／ 
4.平等院下膚遺跡S817 

。 Sm 

I a （壁中央に配置される「Lj字形の竃）: 2～ 5 

※ 1は「類カマドjの参考資料
＼ る t-_::: , r一一一一1 ， 

一 一一一' I I l f 」一rTγてE
I I ¥ ¥ ・.: ，.て~I

5.酉ノi土遺跡S807 

第3図近畿地方の出現期竃
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出現期の竃について

居跡は、住居内のベッド状遺構を掘り込んで、竃を作り、「LJ字状にのびる煙道が2条確認でき

るという非常に特殊な構造を持っている。

④住居の隅部に配置される通常の煙道を持つ竃（II b類）

住居のいずれかの隅部に竃の本体が築かれ、煙道が背面からまっすぐ外にのびると考えられる。

西新町遺跡5次調査SC04住居跡（第2図5）、同13次調査42号住居跡、佐山遺跡SH 101 （第4図

4）など、多数の例が確認されている。

以上のように、出現期の竃は配置される場所と形態によって大まかには4つのタイプに分類す

ることが可能である。このうち Ia類と Eb類が出現期竃の主流を占めており、須恵器出現以後、

次第に Ib類へと移り変わる。

4.最古の竃

列島内における最古段階の竃として、これまで近畿地方では、大阪府堺市四ツ池遺跡のSAOl 

の事例が知られてきた。SAOlでは、竃壁体とされた焼土塊周辺から、おおよそ庄内併行期新相

に位置づけられる10点あまりの土器が出土し、最古級の竃として報告された。しかしながら、こ

の竃とされる遺構は、古墳時代前期後半にみられる竃の構造とは大きく異なっている。通常の竃

の壁体の場合、内側が被熱痕跡をもち、赤変するのに対して、四ツ池遺跡SAOlでは、左袖部は

「焼土を積み上げた」構造であり、右袖部は「全体的に赤色酸化jし、「床面および肩部では熱に

よる変化を認めなかったjとされる。報文によれば、袖部壁体の内側が被熱する構造のものとし

て復原することは困難で、あり、ドーム状をなし、燃焼部を確保する通常の竃の構造とは異なるも

のと考えられる。支脚に関しては、粘土などで構築した場合は検出が困難であるとしても、前堤

部に通常堆積する炭化物混じりの土層がみられないことも、焚口があるのか否か、構造の分析を

困難にしている。SAOlでは、住居壁面に取り付く竃とされる焼土塊のほかに、住居床面中央で

炉跡が検出されている点も例外的である。竃に類する構造物と考えられるが、古墳時代前期後半

にみられる竃とは、構造的に異なることから、 SAOlの事例は、いわゆる類カマドの一例とみて

おきたい。

定式化した竃を、壁体を伴い、壁体内面に被熱痕跡を認めるものと位置づけた上で、列島内に

おける竃の導入をみて行くと、前述のとおり最も早い段階に導入されるのは、北部九州の西新町

遺跡の事例である。西新町遺跡の竃については、武末純一氏による詳細な検討が行われており、

最古段階の竃は、 5次調査9号竪穴式住居跡とされ、武末編年の宮の前A期、畿内との併行関係

ではおおよそ庄内式新相に位置づけられる住居で検出されている。この竃は、北壁中央に配置さ

れる Ib類である。西新町遺跡において、竃が定着するのは、宮の前B期～有田 I期とされ、畿

内との併行関係では布留式古段階に併行する。西新町遺跡では、長期にわたる調査の中で、これ

まで60例以上の住居跡が検出されている。中でも特に竃が集中する時期は、西新4式f鮮とされ

る時期であるが、これは布留式蓋の肩部に一条沈椋が施される段階であり、畿内編年に照らせば、

寺沢布留r誌併行の住居に集中しているといえるだろう。この時期には、前述したすべてのタイ
円
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プの竃が確認されるが、最も多くみられるのは Ia類である。これらは、煙道が明確な「LJ字

状にならず、ゆるやかなカーブを描いて住居隅部に向かうものが多い。武末氏はこうした形態の

長い煙道をもっ竃について、オンドルとしての機能があるとしてぷる。西新町遺跡の集落の最終

段階は、布留l式～布留2式古相に併行するとみられる西新4式後半だが、北部九州では、ほか

にこの時期の資料は糸島郡御床松原遺跡や熊本県阿蘇郡宮山遺跡などにみられる以外にほとんど

類例がなく、造り付け竃は周辺に波及することなく、 一旦終息する。

列島内において、布留式期の竃は、西新町遺跡のー遺跡60例以上という、例外的な数を除けば、

つぎには佐山遺跡の7例が最大であり、その意味で西新町遺跡は、特異な性格をもっ遺跡と言わ

ざるを得ない。この遺跡では、渡来系の瓦質土器 ・陶質土器など朝鮮半島系の土器の出土量も突

出しており、武末氏によれば、調査区によって、出土土器の系譜が全羅道系と伽耶系に分かれる

傾向があるとされ、竃を構築した集団も複数であったとされる。北部九州では、古墳時代前期前

半に完全に定着したかにみえる定式化した造り付け竃は、西新町遺跡という特異な集落の中で、

周辺の遺跡にほとんど波及することなく、 一旦終息し、再び5世紀段階になって内陸部の福岡県

浮羽郡吉井町の塚堂遺跡で5基の造り付け竃を付設した住居が検出される段階まで、集落単位で

受容されたことが明らかな遺跡はいまだ見つかっていない。塚堂遺跡の例は全て Ib類であり、

「LJ字形竃はみられず、西新町遺跡との直接的な系譜関係は今のところ追える状況にはない。

5.近畿地方の竃の形式と変遷

近畿地方では、布留式期の定式化した造り付け竃としては、管見の限り、 6遺跡、14例を挙げる

ことができる。これまでのところ、出土土器から判断するかぎり、最も古く位置づけられるのは、

大阪府羽曳野市尺度遺跡500住居跡である。この住居は削平が著しく、土器の出土した柱穴が、

確実に住居に伴うのか否か問題を残すが、この柱穴から出土した高杯は、布留 l式を下るもので

はなく、住居に伴う土器であるとすれば、近畿地方での最古の造り付け竃と位置づけることがで

き、その時期も北部九州における竃の導入時期と大きく隔たるものではない。竃は、支脚は認め

られないが、袖部の壁体内面が赤変・被熱しており、 Ib類の竃である。後続するのは、大阪府

泉佐野市梶井西遺跡、の事例であり、ここでは住居北辺の中央で竃とされる焼土塊と、横煙道が検

出されている。竃の配置は、尺度遺跡と同様、Ib類である。出土した土器は、杯部が深く 、長

脚化傾向の著しい高杯が出土しており、おおよそ布留2式併行とみられる。

佐山遺跡では、合計7基の布留式期の竃が確認され、布留式期の竃としては、 西新町遺跡に次

ぐ数の出現期の竃を検出し、近畿地方においても、布留式期に竃を受容する集落が存在すること

が明らかとなった。類型別では、 A地区SHl20の竃が、住居壁面中央に「L」字形竃を配する

I a類に属すA地区SH397もその可能性が考えられる。このほかは、 Ib類がl例、Eb類が

4例となっている。竃の時期は、いずれも佐山田B式期のものであり、おおよそ布留3式に併行

するが、各住居には大きな時期差は認められない。7基の中でも、出土土器から、より古相を示

すのはA地区SHl20とSH504出土の土器群であり、「LJ字形竃の Ia類と通常のEb類が極
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出現期の竃について

表近畿地方の出現期竃一覧

番号 遺跡名 所在地 住居跡名 住居規模（m) 類 竃の位置 大きさ 備考

西ノ辻 滋賀県能登川町 S B07 4.6×4.4 I a 北辺中央

2 平等院下層 京都府字治市 S Bl7 3.6×3.4 I a 東辺中央 0.8×0.5 短期間の廃棄

3 佐山 京都府久御山町 SH 101 4.9×5.0 II b 南東隅 1. 6×l. 0 鉄製鋤先出土

4 イシ ク S Hl08 3. 7×4.8 II b 南東隅 l. 3×l. 0 

5 イシ 。 S Hl20 5.5×4. 7 I a 西辺中央 1. 4×0. 7 

6 イシ ク S H449 4. 7×4.1 I b 北辺中央 0.9×1. 0 

7 4シ 今 S H497 5.8×5. 1 II b 北隅 1. 1×1. 64 鉄製刀子出土

8 ゐ 今 S H504 3.8×3.6 II b 南隅 1. 1×1. 0 

9 尺度 大阪府羽曳野市 500住居 北5.2・南4.0 I a 南辺中央 0. 7×0.67 煙道短い
×4.2 

10 樫井西 大阪府泉佐野市 l号 4. 7×4.2 I a 北辺中央 1. 0×0.6 煙道短い

11 安威 大阪府茨木市 住居19 3.5×3.0 I b 北東辺中 0.9×0.55 
央

12 ，， ，， 住居24 3.5×3.2 I b 北辺中央 0.9×0.35 

13 ，， ，， 住居25 4.9×4. 7 II b 北東隅 0.8×0.42 瓦質土器出土

14 ，， ，， 住居35 4.5×一 II b 北東隅 l. 15× 
0.35 

めて短い時間幅の中で導入されたと考えられる。このSHl20の竃は、住居壁からやや離れて構

築され、北側にむけて住居壁と平行にのびる煙道部とみられる壁体の一部を検出している。住居

隅のコーナーに竃を配する Hb類は、 SH504以後も、 A地区SHlOl・108・497などでも検出さ

れ、後続する布留式期の竃の基本形態となる。佐山N式期以降は、A地区SHl09・392などのよ

うに、住居壁面中央に竃が設置される Ib類が通例の形態となるが、 B地区SH226にみる「L」

字形竃もなお存在している。

一方、佐山遺跡と同じ山城盆地に位置する平等院下層遺跡SB 17は、 Ia類の 「Lj字形の竃

を検出している。出土土器は、口径が小さく、杯部の拡張の著しい高杯が出土しており、佐山田

A式新相、すなわち布留3式でも新しい段階に位置づけられよう。また、 滋賀県能登川町の西ノ

辻遺跡SB07では、竃は北辺中央に配置される Ib類の竃が検出されており、出土土器から、お

およそ布留3式期に位置づけられるものである。一集落から複数の竃を検出した例と しては、 茨

木市安威遺跡が挙げられるが、いずれも布留4式以降のものである。

以上のことから、近畿地方における竃の導入は布留 l～2式期とみるのが妥当である。竃は大

阪湾沿岸部の地域に部分的に導入されるが、この時期には定着をみず、布留3式期以降、大阪湾

沿岸部から淀川水系を中心に広がり、先進的な集落に導入されたと考えられる。

6.まと め

出現期の竃について、小稿で、は、袖部となる壁体の内側が被熱し、構造の復原が可能なものを

竃とし、出現の時期およびその変遷について述べた。したがって、従来竃とされてきた堺市四ツ

池遺跡や愛媛県下久米遺跡などはこの範曙に含まず、 壁際の焼土と される、いわゆる類カマドと
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みる。

竃の出現の背景については、自生的なものか、大陸から伝播したものか、論議がなされてきた

が、韓国でも李弘鐘氏らによって再検討ぎ弘、釜山市大也里遺跡、ソウル市漢沙里遺跡などの例

が知られるようになり、原三国時代において、竃はすでにかなり普及していたことが明らかにさ

れている。 近年は、列島内でも多量の朝鮮半島系土器を出土することで知られる福岡市西新町遺

跡において、西新3式以前の庄内併行期においてすでに竃が導入され、西新4式後半（布留 l式

後半～2式前半か）に至るまでに60例以上の類例が知られており、竃の出現は、早くに西谷正氏

らが指摘したように、もはや朝鮮半島とのかかわりを否定できない状況にある。

近畿地方の出現期竃は、これまで判明している事例を挙げれば、出土土器から布留O～l式と

みられる羽曳野市尺度遺跡の事例が最も古く、次いで布留2式の泉佐野市梶原西遺跡と続く。近

畿地方の中では、竃は、大阪湾沿岸部で最初に導入されたと考えられよう。その後、すぐには定

着せず、布留3式期に至って淀川水系を中心に広がり、 一部の集落で受容されたと考えられる。

佐山遺跡は、近畿地方では最も早く集落単位で竃が導入され、定着が明らかになった遺跡であり、

竃の変還を知ることができる貴重な例となった。その変選は、導入当初は住居のコーナーに配置

され、次第に時期が下がるにつれて、住居壁面中央に配置されるよう になる。「LJ字形竃に関

しては、導入当初にみられるが、時期の下がる佐山町式においても、 壁面中央に配置されるもの

と混在して存在する。住居のコーナ一部分から、中央へと移り変わる竃の配置位置の変遷は、近

年報告された5世紀前半を中心とする高槻市安威遺跡の差益と同様で、あり、古式の竃は住居のコ

ーナーに配置される傾向が強いといえる。安威遺跡では、瓦質土器や陶質土器など、朝鮮半島系

の土器が出土しており、渡来系集団とのかかわりが注目されるが、佐山遺跡では、朝鮮半島系の

遺物は出土しておらず、出現期竃の構築の背景を渡来系集団と短絡的に結び付けられる状況には

ない。佐山遺跡で注目されるのは、小形の鉄製品が複数の住居跡から出土していることであり、

竃の出現と小鍛冶が関連する可能性は否定できず、鉄器生産の側面からも竃導入の問題が検討さ

れる必要があるだろう。

小稿をまとめるにあたって、梅木謙一 ・合田幸美 ・筒井崇史・ 門田誠一 ・松井忠春 ・山田隆一

の各氏にご教示いただいたO 記して謝意を表する。

注l 武末純一 「西新町遺跡の竃ーその歴史的意義一」『碩陪予容鎮教授停年退任紀念論叢J 1996 

注2 重藤輝行「西新町遺跡、における古墳時代集落の展開に関する予察J（『西新町遺跡Ej 福岡県教育

委員会） 2001 

注3 畿内布留式土器編年は、寺沢薫氏による編年によった。

寺沢薫「畿内古式土師器の編年と二 ・三の問題J（『矢部遺跡』 奈良県立橿原考古学研究所）

1986 

注4 前掲注l。

注5 西新町遺跡では、 山陰や中部瀬戸内・近畿地方などの土器も朝鮮半島系の土器と混在して多量に出

180-



出現期の竃について

土しており、武末氏は、朝鮮半島系の人々との交流の相互作用の中で竃が生み出されたとされる（前

掲注1文献）。

注6 西新町遺跡は、朝鮮半島系土器が多量に出土するだけでなく、山陰 ・中部瀬戸内・畿内系土器が混

在して出土しており、交流拠点となっていたことは明らかである。同時に朝鮮半島系土器の出土量

は、北部九州でも突出しており、いわば居留地的な性格をもっ集落であったと考えられる。

注7 李弘鐘「平平常施設斗登場工卜地域相」 （『嶺南考古学』 12 嶺南考古学会） 1993 

注8 西谷正「伽耶地域と北部九州」『大宰府古文化論叢』 1983 

注9 奥和之 「竃について」 （『安威遺跡J 大阪府教育委員会） 2000 
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付編 3

佐山遺跡から出土した土器に見られる砂磯

尚奥田

佐山遺跡から出土した土器の表面に見られる砂離を肉眼で観察した。始めに各資料の全体を裸

眼で観察し、観察良好な部分を倍率30倍の実体顕微鏡で観察した。識別した石種構成 ・粒形など

を基にして類型に区分し、砂磯相から砂礁の採取地を推定した。

1 .砂磯種の特徴

識別した石種は、花両岩 ・閃緑岩 ・流紋岩・砂岩 ・泥岩・チャート・片岩 ・火山ガラスで、鉱

物種は、石英 ・長石 ・白雲母 ・黒雲母 ・角閃石 ・輝石 ・撒横石である。各砂礁種の特徴について

述べる。

花商岩： 色は、灰白色で、粒形が角 ・亜角、粒径が最大Smmで、ある。石英 ・長石が噛み合って

いる。

閃緑岩： 色は、灰白色、粒形が角、粒径が最大0.7酬で、ある。石英・長石・角閃石が噛み合っ

ている。

流紋岩： 色は、灰白色 ・灰色・暗灰色 ・褐色 ・茶褐色・赤褐色 ・茶色 ・赤茶色 ・茶灰色と色が

さまざまで、粒形が角・亜角・亜円・円、粒径が最大6mmで、ある。石基はガラス質で、斑晶鉱物

として石英や長石がみられるものもある。また、溶結しているものもある。

砂岩： 色は、灰色 ・暗灰色・褐色 ・茶褐色で、粒形が亜角 ・亜円 ・円、粒径が最大3mmで、ある。

細粒砂からなる。

泥岩： 色は、灰色 ・暗灰色 ・黒色 ・褐色 ・茶褐色 ・茶色で、粒形が亜円、粒径が最大4肌で、あ

る。片理がみられるもの、石英質のものなどがある。

チャー卜 ：色は灰色で、粒形が亜角、粒径が最大2肌で、ある。

片岩： 色は、灰色 ・暗灰色 ・褐色で、粒形が角 ・亜角 ・亜円、粒径が最大Smmで、ある。石英質

片岩 ・泥質片岩・絹雲母石英片岩 ・紅簾石片岩である。

火山ガラス ：無色透明 ・黒色透明で、粒径が最大0.5聞で、ある。員殻状 ・フジツボ状 ・束状を

なす。

石英： 無色透明、粒形が角、粒径が最大3mmで、ある。複六角錐あるいはその一部が認められる

ものがある。

長石： 灰白色で、粒形が角 ・亜角、粒径が最大4聞で、ある。

白雲母： 無色透明、板状で、粒径が最大0.2mmである。
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佐山遺跡から出土した土器に見られる砂磯

黒雲母 ：黒色 ・金色で、板状をなす。粒径が最大4mmで、ある。

角閃石 ：黒色で、粒形が角・亜角、粒径が最大l.5mmで、ある。粒状 ・柱状である。結晶面に固

まれているものもある。

輝石 ：褐色 ・暗緑色 ・青緑色透明で、粒状、粒形が角、粒径が最大0.3mmで、ある。

撤構石 ：黄緑色、粒状で、粒形が亜円、粒径が最大0.5mmで、ある。857の資料に見られる。

2.類型区分

識別した砂牒種構成を基にして、源岩を考慮して類型に区分すれば、I・ II・町.VII .四類型

に区分される。更に、細区分すれば、I類型は Ib ・ I dgn類型、 E類型はHb ・ II ad類型、 N

類型はIVaghn ・ IV d ・ IV e ・ IV g ・ IV ghn ・ IV gn ・ IV n類型、四類型は四 d・刊e類型、咽類型

は咽n類型に区分される。各類型の特徴について述べる。

I b類型： 花両岩質岩起源と推定される砂離を主とし、閃緑岩質岩起源と推定される砂離をわ

ずかに含む砂礁からなる。花岡岩類が分布する付近の砂喋と推定されるが、砂礁の採取地につい

ては限定し難い。

I dgn類型 ：花岡岩質岩起源と推定される砂離を主とし、流紋岩質岩起源 ・砕屑岩起源と推定

される砂離、他形の角閃石をわずかに含む砂礁からなる。砂喋相的に遺跡付近の砂礁と推定される。

II b類型： 閃緑岩質岩起源と推定される砂礁からなる。砂際相的に八尾市恩智付近の砂礁と推

定される。

II ad類型： 閃緑岩質岩起源と推定される砂離を主とし、花両岩質岩起源・流紋岩質岩起源と推

定される砂礁をわずかに含む砂礁からなる。砂礁の採取地としては讃岐付近が推定される。

IVaghn類型： 流紋岩質岩起源と推定される砂離を主とし、花崩岩質岩起源・砕屑岩起源・片岩

起源と推定される砂礁、他形の角閃石をわずかに含む砂礁からなる。砂礁相的に湖東付近の砂礁

と推定される。

IV d類型： 流紋岩質岩起源と推定される砂礁からなる。流紋岩質岩が分布する付近の砂礁であ

るが、砂礁の採取地については推定し難い。

IV e類型 ：流紋岩質岩起源と推定される砂離を主とし、自形の角閃石をわずかに含む砂礁から

なる。砂礁相的に加賀南部付近の砂礁と推定される。

IV g類型： 流紋岩質岩起源と推定される砂離を主とし、砕屑岩起源と推定されるものをわずか

に含む砂礁からなる。砂磯相的に湖東付近の砂磯と推定される。

IVghn類型 ：流紋岩質岩起源と推定される砂離を主とし、砕屑岩起源 ・片岩起源と推定される

砂喋や他形の輝石をわずかに含む砂礁からなる。砂醗相的に因幡付近の砂礁と推定される。

IVgn類型： 流紋岩質岩起源と推定される砂離を主とし、砕屑岩起源と推定される砂際、他形の

角閃石をわずかに含む砂礁からなる。砂磯相的に湖東や播磨付近の砂礁に区分される。

IV n類型 ：流紋岩質岩起源と推定される砂礁を主とし、他形の角閃石や輝石をわずかに含む砂

礁からなる。砂様相的に播磨 ・和泉 ・加賀南部 ・湖東などの砂礁に区分される。
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VII d類型：砕屑岩起源と推定される砂礁を主とし、流紋岩質岩起源と推定される砂礁をわずか

に含む砂喋からなる。安芸から周防付近にかけての砂礁と推定される。

VII e類型：砕屑岩起源と推定される砂礁を主とし、自形の輝石をわずかに含む砂礁からなる。

丹波から湖北付近の砂礁と推定される。

VIII n類型：片岩起源と推定される砂喋を主とし、他形の角閃石をわずかに含む砂礁からなる。

砂醗相的に阿波付近の砂礁と推定される。

3.砂礁の採取地について

佐山遺跡は西南部に田辺丘陵、東に木津川があり、北に平地が広がっている。砂礁が供給され

た後背地としては、田辺丘陵、木津川、 宇治川が挙げられる。田辺から山崎に続く丘陵には大阪

層群相当層が分布し、岩清水八幡宮の山塊には丹波帯の中生層が分布する。宇治川や木津川には

花両岩質岩起源の砂礁を主とし、泥岩や砂岩、流紋岩などの砂離がみられる。

このような地質条件を基にすれば、 Idgn類型で、在地とした砂礁が遺跡付近の砂礁であり、

II .町・刊・四類型の砂礁は他地の砂礁である。

II b類型で河内思智とした砂礁は角閃石や長石が細粒～粗粒で、角がある。閃緑岩の媒乱した

砂牒あるいは媒乱した石を砕いて砂礁としたような砂礁である。八尾市恩智の恩智神社の東方に

露出する閃緑岩に粘土を混ぜればこのような胎土となる。生駒西麓の胎土とされ、東大阪市の客

坊谷付近の砂喋と言われているが、客坊谷付近の砂離には角閃石が多く、輝石や撤榎石が含まれ

る。河内型庄内室とされている査には輝石や撤樟石が認められない。Had類型で、讃岐とした砂離

は高松市の南方にある石清尾山付近に分布する閃緑岩の媒乱砂と推定され、角閃石と長石が目立

つO 角閃石には結晶面がみられるものもあり、粒が揃っている。わずかであるが自形の石英や流

紋岩の砂離が含まれる。Ead類型で、吉備とした砂礁は角閃石に結晶面があるものが多く、閃緑岩

に針状で自形の角閃石が含まれる。総社平野の東部を流れる足守川中流域の砂喋と推定される。

町類型で加賀南部とした砂礁は、小松市を流れている梯川流域の砂喋と推定され、同類型で湖

東とした砂礁は、野洲川から彦根にかけての付近、特に愛知川や日野川流域の砂礁の可能性が高

い。因幡とした砂離は千代川下流付近の砂礁と推定される。

VII類型の砂礁は中生層や古生層の砂礁と推定され、砂喋相的に四 d類型とした砂礁は、広島県

の西部から山口県の東部付近の瀬戸内海側の砂蝶の可能性があり、 VIIe類型で丹波・湖北とした

砂礁は、京都の北部から滋賀県の北部に分布する丹波帯の地層が分布する付近の砂礁の可能性が

ある。

国n類型とした砂離は紅簾石片岩などの砂離がみられ、徳島市を流れる吉野川下流付近の砂礁

と推定される。紅簾石片岩は、秩父市の長瀞や和歌山市の紀ノ川、愛媛県の土居町付近に見られ

るが、砂磯相的には吉野川下流付近の砂礁に似ている。

以上のようにわずかの土器の砂礁についてしか観察しなかったが、遺跡が位置する在地はもと

より、阿波・周防？・讃岐・ 吉備 ・播磨・因幡・加賀・湖東といった広い範囲の砂蝶が確認できた。
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佐山遺跡から出土した土器に見られる砂磯

庄内式期に限つての結果しか言えないが、土器に含まれている砂疎構成は殆ど同じであり、同

じ付近で製作されたものであるといえる。因幡とした砂礁は千代川下流付近と推定される。すぐ

西方の白兎付近になれば角閃石が多くなり、砂磯相が異なる。同様に倉吉付近や大山の北部、米

子となれば、また、異なる。河内型庄内聾でも中田遺跡を中心とする東弓削遺跡・小阪合遺跡 ・

成法寺遺跡 ・萱振遺跡・東郷遺跡などの範囲に集中して出土し、砂喋構成 ・砂礁相的に全く同じ

である。吉備とした聾の砂礁でも総社平野東部の加茂遺跡付近の砂礁と推定されるものが非常に

多く、旭川下流の百間川遺跡付近の砂喋構成を示すものも稀にみられる。このように砂礁の採取

推定地はどの地域でも限定された場所となっている。
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一一
一
佐山遺跡出土弥生土器の胎土分析

f散檀原

じめに1 .は

本報告は、 2001～2003年度の3次にわたり実施した佐山遺跡出土土器の胎土分析結果を主とし、

さらに比較試料の分析結果も含めまとめたものである。考古遺物の自然科学的方法による産地同

定は、考古学において重要な一分野を形成している。特に土器の胎土分析については従来多くの

試みがなされているが、採取地点ごとの母材の変化、製作過程に含まれる多様性という複雑系試

料の典型ともいうべき性格から、分析方法の有効性と結果の解釈をめぐる議論は尽きない。本稿

では有効な胎土分析の方法論的確立を目指し、今回行った新しい試みとともに、合わせて得られ

た結果について議論する。

まず最初に本稿での胎土分析の基本的な方針を述べておきたい。それは、光学顕微鏡オーダー

の粒子観察を重視することである。すなわち胎土中に含まれる粒子のうち光学顕微鏡で容易に観

したがって数10μm粒径以下の粘土鉱物や石基岩片などは察できるものを対象とするのである。

対象外となり、現在広く行われている主成分や微量成分などの組成分析も行わない。その代わり

100倍程度の光学顕微鏡で観察される火山ガラス・重鉱物 ・軽鉱物や珪藻 ・プラン ト・ オパール

などの動植物化石について、 モー ド分析（粒子含有率計数測定）や有無の記載を行うのである。こ

の方針の背景には、胎土は純粋な自然物ではなく、混合 ・水簸 ・加熱程度の差といった人的加工

要素を強くもつことがある。サンプル全体としてバルク測定をしたのでは、構成粒子単位でみら

れるような詳細な対比検討が困難な場合があるものと考えられる。もちろんバルク測定のメリ ッ

より詳細な解析が可能と予想される。トも大きく、ここで行う方法と併用することで、

したがって本稿では主に4種類の分析、火山ガラスや鉱物の含有率を計測する全鉱物組成分析、

比重2.85より大きい重鉱物の組成分析、そして新たな試みとして比重が2.85より小さい軽鉱物の

組成分析と斜長石の屈折率測定を取り入れた。いずれの分析も顕微鏡下で火山ガラス・鉱物さら

にそのほかの粒子を計数するモード分析であることを確認しておきたい。以下にそれらの分析方

法について説明する。

2.試料

本稿で対象とする試料は大きく 2群に分けられる。主たる試料群は佐山遺跡出土土器試料であ

り数の上でも29点と大部分を占める。一方ほかの群は比較の目的から分析したものであり、佐山

遺跡以外の出土試料が4点、遺物ではないが遺跡中の砂層や現木津川河床堆積物が4点の合計8
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第3図 佐山遺跡等胎土データ複合分析三角ダイアグラム
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第4図 産地別試料の胎土分析データ複合三角ダイアグラム

点である。ただし佐

山遺跡出土遺物の分

析結果は委託業務分

析報告の関係から、

2つの系統に分け図

表中でのとりまとめ

を行二った。 lつには

2001～2003年度の3

次にわたり実施され

た佐山遺跡出土土器

試料22点のみでまと

めたものである （第

1・2図、表l参照）。

もう 1つは 5グルー

プ27点からなる様式

や産地別試料を対象

にしたものである。

うち19点は佐山遺跡

出土試料を様式別に

グルーフ。A ・B ・C

に3分 した。それ以

タトにグループDは比

較試料として分析し

た佐山遺跡外の出土

プ

な

の

一

は

中

ル

で

跡

グ

物

遺
遺

る

出点

土

す

晴

4

出

連

物

は

関

遺

E

く

砂層や現木津川河床で採取された砂喋層試料4点である。さて佐山遺跡出土遺物グループA・

B・CやグループDは以下のように分類される。まずグループAは4点で在地弥生第5様式系斐

に、グループBは6点で近江系聾に、 グループC9点はいわゆる庄内播磨系整、グループDは兵

庫県太子町鵠遺跡出土のいわゆる庄内播磨系聾試料である（第1・2図、 表 1）。 なお、これら 2

つの系統で共通する佐山遺跡試料は第1・2図の＊印で示される12点である。

3.分析方法

( 1）試料の採取
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分析試料は、試料の

もつ考古学的価値を損

なわないように配慮し

て切り取る位置を決

め、ダイヤモンドカ ッ

ターおよびのみを用い

て適宜切削し採取し

た。その結果、 以下の

分析に供した試料片は

l～5 g程度である。

対象試料が少なくなり

過ぎると平均的組成か

らの偏移が懸念される

が、分析試料の量的制

約からやむを得ない場

合があった。 しかしそ

の際には慎重に試料片

を観察 し、 分析結果へ

の悪影響 を除くため、

異常な部位を避けてサ

ンプリングを行った。

(2）前処理

試料片は50℃で一昼

夜乾燥し、秤量後乳鉢

で lつずっていねいに

粉砕した。次に 2リッ

トルビーカー中で適宜

水替えをしながら水洗

し、さ らに300ミリリ

ットルノfイレックスピ

ーカ ーに移し超音波洗

浄を行った。この際、

中性のヘキサメタ リン

酸ナトリウム溶液を微

量加え、懸濁がなくな

佐山遺跡出土弥生土器の胎土分析

表1 2003年度佐山遺跡胎土試料中の斜長石屈折率のK-S検定結果

通番 報告書
有意水準の高い順

番号
項目

．第彦会1盆 ・第五島全2量 第．曇盆3• a第E告会4曾 企第量生5• 第企量島全6盆 ・第量全7盆 企第暑金8盆

1 192 曾臨 通書 5 14 20 15 
相告書番号 276 854 507 949 

省K置S積，k軍,. 99.6 師 3 65.5 56.0 

2 194 ‘ 
通番 唱唱 8 19 21 17 13 6 
報告書番号 630 530 697 781 485 736 383 

書K－司S居犠合定姐 99 7 99.1 93.6 93.6 76.0 53.7 52.4 

3 239 通番 7 唱7 22 唱S 19 21 8 
報告書書骨 386 485 921 599 697 781 530 

~－；犠，b定・ 99.7 93.6 77.1 66.9 53.7 53.7 由。

4 271 ＊ 量書 官3 15 
報告書番号 736 949 

書K－・S検，b定・ 63.2 514 

5 276 調ド 量書 1 14 
報告書番号 192 854 

書K－・S樟，b定・ 99 6 88.3 

6 383 ＊ 通番 19 17 2 22 
縄告書番号 697 485 194 921 

倉K－膏S檀申定告． 87.1 64.4 52.4 51.0 

7 386 通番 3 17 18 22 8 19 
報告書番号 239 485 599 921 530 697 

’K－・S檀ー宜． 99 7 93.6 82.1 77.1 76.4 53.7 

8 530 通番 2 17 21 19 7 11 13 3 
帽告書番号 194 485 781 697 386 630 736 239 

省K－官S樟官定峨 99.1 96.8 96.8 95.9 76.4 76.4 71.7 50.0 

9 538 通番 16 22 18 
報告書番号 985 921 599 

有K－量S櫨水定温 93.6 77.1 52.8 

10 627 通番 15 

’E告書番号 949 

有K量S横水宣準 24.6 

11 630 通番 2 21 8 13 唱7
報告書番号 194 781 530 736 485 

書K－官S横官定樽 99.7 93.6 76.4 76.0 53.7 

12 660 量書

報告書書骨

! ・S検，k定.. 
13 736 通番 11 8 4 14 2 20 21 唖S

報告書番号 630 530 271 854 194 507 781 949 

書K・S横，k定.. 76.0 71.7 63.2 58.7 53.7 53.7 53.7 52.4 

14 854 調ド 通番 15 20 5 13 
組告書番号 949 507 276 192 736 

書K・S檀，金定調． 92.7 92.0 88.3 86.3 58.7 

15 949 通番 14 20 1 13 4 
縄告書番号 854 507 192 736 271 

有K量S檀水定,. 92.7 86.3 58.0 52.4 51.4 

16 985 通番 9 18 
組告書書毎 538 599 

布K－置S績水宣,. 93.6 45.5 

17 485 ー・ 量書 8 3 21 7 19 2 6 11 
報告書番号 530 239 781 386 697 194 383 630 

省K－量~樟＂＇定!II 96.8 93.6 93.6 93.6 93.6 76.0 64.4 53.7 

18 599 * 通番 22 7 3 9 
報告書書骨 921 386 239 538 

書K－’~績＂＇定皐 1叩 O 82.1 66.9 52.8 

19 697 t陣 通書 21 8 2 17 6 7 3 
lll告書番号 781 530 194 485 383 386 239 

右K－霞S横，k定!!I 99.7 95.9 93.6 93.6 87.1 53.7 53.7 

20 507 ＊ 通番 14 15 1 13 
報告書番号 854 949 192 736 

省K－置S横業定担 92.0 師 3 65.5 53.7 

21 781 4・ 通番 19 8 11 唱7 2 13 3 
縄告書番号 697 530 630 485 194 736 239 

重＂：.＂，檀d，定鋪． 99.7 96.8 93.6 93.6 93.6 日1 53.7 

22 921 ‘ 
通書 18 3 7 9 6 
報告書番号 599 239 386 538 383 

書K膏S檀ヲ信童組 1叩 O 77.1 77.1 77.1 51.0 

※ 有望E氷ヨ150百以よのlit料について高い順に左から韮ベて示す。
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表2 産地別胎土 ・比較試料中の斜長石屈折率のK-S検定結果

通番 報書告号書
、．

項目
軍“・盆1・ ’鋪E骨量Z． ・曹b盆3・ 曹‘.！ ‘揮’盆5・ ，舗b盆e園． ・曹..?. 軍緬E’盆8・ ’！； ・ 揮‘a，盆10・ a’~！！ 曹‘ー盆12・ ’舗~凶1~

A－唱 383 司陣 週‘・ E・官 C-6 E-2 A-4 E-3 A-2 C-2 C-5 B-6 

暢告書番号 SH137 197 木i*lllc-1 697 木海111c-2 485 533 194 921 

：＇.！＇.・－定・ '8.2 ’・.. '2. f ・7.’ 871 ... 57.’ 監2.•・ 51.0 

A-2 485 ’‘ 
盃書 8 B-5 3 C-3 7 A・4 C-6 C-5 E・1 E-3 C-6 E-2 C-2 

報告書番号 530 781 239 534 3田 697 628 194 SH137 木蜘ll(j).2 197 木津川(j).1 533 

~・4・si._・定・． 蝿 B "・' ’＂ "' "' ". 76.0 76.0 7'.0 78.0 76.0 76.0 7'.0 

A・3 599 ‘ 通． B-6 7 C-3 3 9 

....・・4 921 386 534 239 538 

・K－・·~』定． 100.0 82.1 70.1 ... ・ 52.8 

A-4 697 司旭 通． E・1 C-2 85 8 C-6 C-5 E・2 E-3 A-2 

....・骨骨 SH137 533 781 530 628 194 木和11c-1＊；和ll(j).2 485 

ー＂＇・s・！定． 抽 .7 P9.7 P9.7 ...・ "・' "・' "・' "' '3.0 

B・1 B制 ＊ 通． 15 B-4 B-3 C-9 C-4 C-1 13 E-4 

報告書書骨 949 507 929 276 192 37 7謁 ＊海Ill②

・＂！＇.・h定・． .,, 92.0 89.0 ... 3 蝿3 5'.7 5'.7 5'.7 

目－2 9唱3 通． B-6 7 3 

.....・骨 921 3田 239 

：＇.！倹占定． '20 76.0 53.7 

B・3 929 温・ 旬3 C-1 B・1 8 C-7 C-5 BS B-4 E-4 

．． 告．．．， 736 37 854 530 271 194 781 507 **Ill② 
・K-S・・ー－定・ 100.0 ... o 89.0 78.0 77.3 771 77.’ 77.’ ？？一宮

B・4 507 調． ll喬 B-1 15 B-3 C-4 E-4 13 
...... 4 854 949 929 192 木＊川② 7謁

奮＂＇・•！定． '2.0 86.3 77.1 .,. 53.7 53.7 

B-5 781 ＊ 通書 C-6 A-4 8 11 A・2 C-5 C-2 B-3 
線告書番4 628 697 530 630 485 194 533 929 

ー＂＇・S倹~定・ ... , .. .7 師 8 '" '3.6 '3.6 93.e 771 

B-6 921 ＊ 盈・ A-3 82 C-3 3 7 9 02 A・1
......骨 599 913 534 239 386 538 サンプル2 383 

書•：•也定・ 100.0 92.0 77.f 77.1 77.f 771 53.0 510 

C-1 37 遺書 B-3 1・、 E-4 13 C-7 B-5 C-5 8 B-1 C-6 

....・番号 929 630 木海Ill② 736 271 781 194 530 854 628 

：；：検也定幽 .... '" "' "' BS.O 76.0 70.0 ". 四 7 53.7 

C・2 533 通番 A-4 E-2 85 C-6 C-6 ，， C-5 E-1 E-3 A・2
蝿告書番号 697 木海111c-1 781 628 197 630 194 SH137 木鴻111c-2 485 

ー＂！~・L定- S>Sl.7 "・' "・' 030 "・' 700 70.0 70.0 70.0 78.0 

C-3 534 遺書 3 7 A-2 B-6 E-1 E・3 A-3 

...... 4 239 386 485 921 SH137 木湯川①2 5回

・＂！＇占貧定． "' "・' "・' 77.f 70.0 700 70.1 

C-4 旬92 －・ 温喬 C9 8-1 8-4 15 B-3 

報告書番号 276 854 507 949 929 

ー＂！＇占a定姐． .... 蝿 3 65.S 5'.0 53.0 

C-5 194 司院 通． C-6 11 8 A-4 85 B-3 A・2 C-1 C・2 E-2 

....・・4 628 630 530 697 781 929 485 37 533 木海川(j).1

~・s・I..・定幽 99.7 ... , '" "・' ’3.6 77.1 76.0 700 700 700 

C-6 旬97 盃・ A・1 E－旬 C-2 E-3 E・2 A-4 A・2 B-5 C-6 3 

．．舎・・4 383 SH137 533 木日制11c-2木湯川⑪1 697 485 781 628 239 

・K-S・aーa定・ ... "・' PJ.5 "・' 78.0 700 70.0 53.7 日？ 53.7 

C-7 271 司防 通． C－旬 E-4 83 ’3 15 

報告書書骨 37 木津川② 929 7担 949 

書＂！＇也・定． "・' 81' 7玖3 '32 51.< 

C-8 628 通． T’ B-5 C-5 A-4 C・2 8 A・2 E・2 C-1 C-8 E-1 E・3 E-4 

．．告．．号 630 781 194 697 533 530 485 木湯川(j).1 37 197 SH137 ＊湯川c－2＊湯川②

盆K－・SIー・定・ ＂＇マ .. .7 .. .7 "・' "・' .... 70.0 70.0 53.7 53.7 53.7 S3 7 53.7 

C-9 276 . 温・ C-4 B-1 
帽告書番号 192 854 

:;-s・・を2・~ ... 883 

0-1 サンプル1 通． 16 D-3 
帽告書書骨 985 サンプル3

ー＂！！定－ ’主2 5'.7 

D・2 サン7Jレ2 ヨ‘・ 9 16 8-8 D・3 0-4 
帽告書書骨 538 985 921 サンプル3ザンプル4

ーK－・SIー－定． 金魚1・ P$1.7 53.0 担。 却。

D・3 サンフル3 通． 0-4 9 16 D・1 0・2
輔告．書骨 サンプル4 538 985 サンプル1サンプル2

・K－・·~食b定・ 回 S 730 ,,., 58.7 500 

0-4サンプル4 温・ D・3 9 16 D・2

’R告・・4 サンプル3 538 985 サンプル2

ー＂！・占－定“・ 聞置 '°' 同e 担。

E-1 SH137 通． A-4 A・1 C-8 E・3 A・2 B-5 C-2 C-3 E-2 
組告書書骨 697 383 197 ＊湯川⑪2 485 781 533 534 本諸制11(!).1

・＂！＇占貧定． 9・7 '8.2 "' "・' 70.0 70.0 70.0 70.0 70.0 

E-2木量制lc-1 通． C-2 A-4 A-1 C-8 C-8 C-5 E-3 E-1 A-2 
...... 4 533 697 383 197 628 194 ＊湯川(j).2 SH137 485 

ーK-S・．ー定“・ "・' "' ・2.’ 70.0 70.0 76.0 700 760 70.0 

E-3木津川①・2 ヨ‘・ A-4 C-8 E－旬 3 A・1 7 C・2 A-2 B-5 E-2 C-3 

....・・4 697 197 SH137 239 383 3田 533 485 781 ＊創刊⑪ 1 534 
！＇.！・，－定． '" "・' "・' "' 87.1 700 76.0 760 76.0 76.0 700 

E-4 木津川② 通a・ 13 11 C-1 C-7 B-3 B・1 B-4 C-2 C-8 cs 
報告書署骨 736 630 37 271 929 854 日7 533 628 194 
KSltli< ・3.6 "・' "・' 8’し. 77.f 5'.7 S3 7 思37 53.7 53.7 

t出伺息不’l50ll以上の鼠軒について高い順に左から韮ベて示す．敵宇のみの通番鼠料は褒1 1中のi;tp~示す．
※ 報告書番号右側のe印は褒，＿，と共通する鼠料を示す．
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佐山遺跡出土弥生土器の胎土分析

るまで洗浄液の交換を繰り返した。ついで、飾別時の汚染を防ぐため使い捨てのフルイ用メッシ

ユ・クロスを用い2段階の飾別(120、250メッシュ）を行った。こうして得られた120-250メッシ

ュ(1/8～l/16mm）の粒径試料を、比重分別処理を加えることなく封入剤（nd=1. 54）を用いて岩石

薄片を作成した。

(3）重鉱物分析

前処理で作成した薄片を用い偏光顕微鏡下で検鏡を行った。

検鏡作業は、主要重鉱物であるカンラン石（01）・斜方輝石（Opx）・単斜輝石（Cpx）・褐色普通角

閃石（BHb）・緑色普通角閃石（GHb）・不透明（鉄）鉱物（Opq）・カミングトン閃石（Cum）・黒雲母

(Bt）・ジルコン（Zr）・アパタイト（Ap）を鏡下で識別し、ポイント ・カ ウンターを用いて無作為に

200個体を計数してその含有比を百分率で示した。なお、この作業は封入薄片1枚（封入粒子3000

～4000個）を対象に行い、試料により重鉱物含有の少ないものは結果的に総数200個に満たないこ

とをお断りしておきたい。また一般に重鉱物分析は、重液処理により重鉱物を濃集してなされる

ことが多いが、風化したり火山ガラスが付着してみかけ比重が軽くなる鉱物が測定対象から除外

されることを防ぐため、重液処理は加えていない。

(4）火山ガラス・重鉱物・軽鉱物含有率測定（全鉱物組成分析）

主として重鉱物・軽鉱物 ・焼結粒子の量比の試料ごとの違いをチェックする目的で分析する

が、試料問の差がそれほどないことから分析項目を増し、火山ガラス・軽鉱物・重鉱物・岩片・

焼結粒子の5項目について含有粒子数をランダムに計数した。このうち焼結粒子としたものは胎

土中の粘土を主体とする粒子で、焼結され多くの微細粒子が集合し塊状となるものをさす。作業

要領は基本的に前述の重鉱物分析と同じで、前処理で作成した l薄片中の各粒子を無作為に200

個まで計数した。

(5）軽鉱物組成

温度変化型屈折率測定装置（RIMS）を用い、軽鉱物の屈折率を l粒子ずつチェックして識別

を行いながら、粒子数比をモード分析した。対象となる鉱物は、カリ長石（kf)・アルカリ長石

(af)・低屈折率斜長石(low-pl）・石英（Qz）・高屈折率斜長石（high-pl）である。このうち深成岩

起源のカリ長石と、流紋岩や凝灰岩起源のアルカリ長石は、光学顕微鏡のみで常に識別が可能と

はいえず一括して計数した。また石英の最小屈折率n1= 1. 544を境に屈折率値から斜長石を 2分

した。そのうち低屈折率をもっアルバイトとオリゴクレース（ともに斜長石の成分の違いによる

鉱物名。表1・2参照）をここでは仮に低屈折率斜長石として一括したO 一方石英の屈折率より

高いものをここでは高屈折率斜長石と呼び、アンデシン ・ラブラドライト・ バイトウナイト・ 7

ノーサイトの4鉱物を一括した。これら高屈折率斜長石は、カコウ閃緑岩や閃緑岩などの深成岩

や、石英安山岩 ・安山岩あるいはそれらと同質の凝灰岩に含まれる。

作業要領は基本的に重鉱物分析と同様である。しかし温度変化型屈折率測定装置で2～4種類

の浸液を変えながら鉱物を識別し量比を測定していくため、それに伴う複雑な集計作業をして軽

鉱物含有率を算出する点で異なる。
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(6）斜長石の屈折率測定

斜長石の屈折率測定は、基本的にガラスの屈折率測定と同様な操作で作業を行うが、鉱物の場

合には、 l結晶ごとに一定の光学的方位を見定め測定する点で異なる。斜長石の屈折率測定は坪

井の方法（Tsuboi,1968a）に準拠し、温度変化型屈折率測定装置（RIMS）を用いて行う。具体的

な測定手順と意味については、以下に、坪井齢 、(1977）を引用し雰開上の屈折率測定の要領を説

明する。

嬰開片上の屈折率測定（坪井ほか1977)

斜長石の1破片を乳鉢などでたたき砕いて（磨り潰すのでなく）得られる細粉は、ほとんど全て

が、（001）面または（010）面に平行な勢開片である。各勢開片上の屈折率として、 ni (001）、 n2 (001）、

Il I (010）、n2(010）の4つがあり、以下に述べる関係が知られている（Tsuboi,1968a）。

(a）斜長石では、各種ごとにni(OOl）の値と ni(OlO）の値がほとんど相等しいという偶然の事

実がある。すなわちn1 ( 001）キni(OlO）なる関係が成り立つ。

(b）このnlの値は斜長石の化学組成によって変化するが同じ化学組成のものであれば、低温型

のものであっても高温型のものであってもその値に変わりはない。

(c）このnl値は、 Anのモル%の増加にしたがって大きくなる。

以上の（a）～（c）からわかるように、与えられた斜長石の試料について野開上の Illを決めれば、

低温型・高温型の別にかかわりなくその化学組成を知ることができる。

温度変化型屈折率測定装置（RIMS）を用いた測定手順および要領は、ここでは省略するが、

それによって識別される鉱物には以下のものがあり、成分や屈折率の違いにより細かく区別し命

名されているため、 一覧表として示す（表3参照）。

こうして得られた斜長石の屈折率値をもとに第1・2図に示される頻度分布図を描くと、各試

料の特徴が比較できる。さらにこれら頻度分布を l独立変数の関数である連続分布とみなしK一

、S検定（Ko1 mo go rov Sm i rnov検定）を行った。その結果、斜長石屈折率頻度分布の近似度が高い試

料間の関連が表1・2に一覧される。

表3 斜長石および近似した最小屈折率（n 1）をもっ鉱物の比較

鉱物名 組成 最小思折率（n,)

石英（qua巾） Si02 n1 = w =1.544 

玉髄（chalcedony) Si02 円。＝w=l.5311.544 
斜長石（plagioclase) (Na,Ca)AISi303 

曹灰石（albite) Ab，田An,-Ab冊An10 n, = 1.528-1.532 

灰曹長石（oligoclase) Ab，。An10-Ab1,An30 n, = 1.532-1.543 

中性長石（andesine) Ab7,An30-Ab日An叩 n, = 1.543-1.554 

曹灰長石（labradorite) Ab田An卯－Ab,,An70 n, = 1.554-1.565 

亙灰長石（bytown ite) Ab3,An70-Ab，。An90 n,=1.565ー1.575

灰長石（ano同hite) Ab,,An90-Ab,An，曲 n,=1.575ー1.580

カリ長石 ( K.Na) Si,03 

正長石（orthoclase) Or，回一Or7,Ab30 n，＝守α＝1.5181.522 
サニディン（sanidine) Or，田ーOr.,Ab弱 町二α＝1.518-1.523 
微斜長石（microline) Or，曲ーOr8,Ab20 n，＞α＝ 1.518-1.522 
71-')'Jレーλ（anoパhoclase) Or37Ab63-0r,,Ab90 町二α＝1.520-1 .526 
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坪井の方法（Tsuboi,l 986a）に

より得た斜長石の屈折率から、

斜長石の化学組成を知ることが

できる。さらに斜長石の組成か

ら岩型の分類が可能となる。一

例として都城・ 夫抜(1975）によ

る火山岩の岩型の簡単な分類表

を示す（表4）。厳密に岩型と組

成を対応させようとするといく

つかの例外があ り、あくまでも

一般的な傾向を示すものとして



佐山遺跡出土弥生土器の胎土分析

表4 火成岩の岩型の簡単な分類表（都城・久城，1975)

マフィック火成岩類 中間火成岩類 フェルシック火成岩類

マフィック鉱物の体積% 70 40 20 

長 石 Caに富む斜長石 中性の斜長石
Naに富む斜長石、カリ長石

斜長石＞カリ長石 斜長石＜カリ長石

長石とシリカ鉱物を含 細粒 玄武岩 安山岩 デイサイト 流紋岩

む（ソレアイト系列、 中粒 石英ドレライト 石英閃緑岩ポーフィリー カコウ閃緑岩木。ー7ィリーカコウ岩ポーフィリー
カルクアルカリ系列）

組粒 石英ガブ口 石英閃緑岩
カコウ閃緑岩

カコウ岩石英モンy・ニ岩

長 石 Caに富む斜長石
中性～Naに富む斜長石， Naに富む斜長石、カリ長石
カリ長石（斜長石＝カリ長石） （斜長石くカリ長石）

長石に富むがシリカ鉱 細粒 カンラン石玄武岩 粗粒安山岩，ミュゲアライト 組面岩
物も準長石も含まない

中粒 カンラン石ドレライト モンゾニ岩ポーフィリー 関長岩ポーフィリー
（ソレアイト系列の一部
71~1JIJ系列の一部） 粗粒 カンラン石ガブ口 モンゾニ岩 関長岩

細粒
ベイサナイト、

テフライト フォノライト

準長石を含む
カンラン石ネフェリナイト

（アルカリ岩系列） 中粒 テッシェナイト ネフェリンモンゾニ岩ポーフィリーチンゲアイト

粗粒
エセクサイト、

ネフェリン・モンゾニ岩 ネフェリン閃長岩
アイジョライト

j主この表にあげた岩型の中で、長石を含まないのはカンラン石ネフヱリナイトとアイジョライトだけである。

利用することを念頭に入れておくべきであるとし、彼らは以下の点を指摘している。この表では

Caに富む斜長石とはアノーサイトからCaに富むラブラドライトまでを指し、中性とはラブラドラ

イトとアンデシンを指し、またNaに富む斜長石とはNaに富むアンデシンからアルバイトまでを指

している。フェルシック火成岩類は、 Naに富む斜長石が多いものと、カリ長石が多いものとに区

別され、その境をほぼ1: 1としてある。

4.分析結果

胎土を多角的な面から分析した今回の結果は、多くの要素から構成される。そのため個別のデ

ータを正確に一望すると同時に、各分析値間の相互の関係を把握することは容易ではない。そこ

で2種類の図を作成し、分析結果の表示を試みた。

まず第1・2図には分析項目にしたがい、各試料ごとの分析値をグラフで示した。次に第3・

4図には、全鉱物組成分析（火山ガラス・重鉱物・軽鉱物組成）と重鉱物組成をそれぞれ三角ダイ

アグラムにプロットし、 2枚のグラフを一枚に重ね合わせて描き、 6個の要素データを同時に比

較できるようにした。なお、第3・4図の表示（本稿では複合三角ダイアグラムと呼ぶ）は一般に

は使用されないため、図の読み方につき以下に簡単に説明する。

重鉱物組成データ（・で表示）では、三角ダイアグラムの頂点に端成分として黒雲母（Bt）をおき、

次に左下に端成分として不透明（鉄）鉱物とジルコン・アパタイトの和（Opq+Zr+Ap）、最後に右

下に緑色角閃石と斜方輝石および単斜輝石の和（GHb + Opx + Cpx）を端成分としてプロットした。
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このように三角ダイアグラムを描くと各頂点に近いほどその成分が多くなることが示される。Bt

は主として花嗣岩起源の可能性が高い要素とみなすことができる。Opq+Zr+Apはいず、れも比重

が大きく風化にも強いため粘土中に残りやすく、水簸の過程で沈降し排除されやすい要素である。

そのほかの成分であるGHb+ Opx + Cpxは火山灰起源の可能性を含む要素で、胎土の母材を検討す

るには有効と判断した。

一方、全鉱物組成（火山ガラス・重鉱物・軽鉱物含有率・岩片・焼結粒子、口で表示）では、三

角ダイアグラムの3つの端成分として、頂点に重鉱物＋火山ガラスを、左下に岩片・焼結粒子、

右下に軽鉱物を配置し、それぞれプロットした。その理由は、粘土鉱物を主とし非結晶～微結晶

の集合体である焼結粒子は土器材料の主成分であること、軽鉱物はそれに次ぐ主成分粒子であり、

重鉱物＋火山ガラスは含有量がともに少なく 一括して副成分粒子とみなせると判断したからであ

る。なお、軽鉱物は第3・4図には、総和含有率が表示されるが、第1. 2図では、さらにカリ

長石・斜長石・石英などに細分し、各鉱物含有率が帯グラフとして示される。

5.考察

以下に実際の分析結果から読み取れる内容について述べる。

(1)第1図からみたグルーピング

全鉱物組成分析で特異性が目立つのは火山ガラス含有が際立って多い試料538である。ほかに

はこれほどの特異性を示すものはない。

重鉱物組成で特徴のあるものは、 大部分の試料に黒雲母が検出されたにもかかわらず、 3つの

試料485・538・660で黒雲母がまったく検出されないか、あっても極微量に止まることである。

次に角閃石や輝石類の含有の多い試料が注目される。その中でも試料538・627・854の3つはこ

れらの重鉱物が多く、また試料854は不透明（鉄）鉱物が抽出されない点でも特異である。

軽鉱物組成および斜長石屈折率測定では各試料とも大きな差がないようにも見える。特に石英

とカリ長石 ・アルカリ長石の含有率は試料ごとに大きな差は認められない。しかし斜長石では微

妙な変化が試料間で認められる。ちなみに石英より屈折率が低いlowplは花岡岩や流紋岩質試料

に起源すると考えられるが、試料192・276・660・949の4試料ではlow-plのみが検出される。ま

た次の5試料271・507・627・736・854でも大部分の斜長石がlowplからなる。これに対しhigh

plのみを含む試料は検出されないが、 high-plが多いものには以下の 5試料383・386・538・

599・985が指摘される。そのほかの試料ではlow-plとhigh-plの含有量にあまり大きな差がなく、

ほほ似た含有率をもっ。

(2）第2図からみた試料のグルーピング

最も顕著な結果は、比較試料グループDの4点とグループEの4点が、ほかのグループ試料と

際立つ違いをもつことである。特にグループDの4点は特異な組成を示す。ただし重鉱物組成、

軽鉱物組成、斜長石屈折率頻度分布ではグループA・B・Cの多くのものと共通するものが多い

ことも指摘できる。このことは、火山ガラスや焼結粒子は混和材としての砂礁に含まれるのでは
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なく、粘土生地に直接混入していることを示唆する。

なお、グループA・B・C間での分析値による識別は困難といわざるを得ない。逆に同グルー

プ内での試料間の違いがかなり見られる。以下に具体的に指摘する。

グループA（在地弥生第5様式系斐）に属する 4点の結果は大きくばらつく 。分析結果から試料

383と599は近似し、 697もそれに準じるとみてよい。しかし485は大きく異なり、黒雲母Btがまっ

たく検出されない点でも特異で、ある。

グループB（近江系聾）に属する 6点の結果はかなりばらつくものの、互いに大きな違いは認め

られない。細かくみると試料507と781、921と929、854と913の2試料ずつが互いに近似し、小さ

な組をつくるようにも見える。

グループC（いわゆる庄内播磨系斐）に属する試料は全体として比較的よくまとまり、グループ

AおよびグループBの一部と区別することは困難で、ある。ただし全体の傾向に対し37だけは大き

く異なり特異である。細かくみると、 9点のうち37を除く残り 8点はさらに2群に分かれ、試料

192・197・271・276と194・533・534・628の4点ずつがよくまとまる。

グループD（鵠遺跡試料）は火山ガラス・緑色普通角閃石・ high-plを高率で、含む共通した特長

をもち、いずれも火山灰起源の胎土であることを強く示唆する。

グループE（現木津川河床堆積物など）の4点は採取地点が異なるため一括して論じることはで

きないが、結果としてこの4点はすべて他試料の分析結果と異なる傾向をもっ。砂喋試料なので

当然の結果ともいえるが、火山ガラスや焼結粒子を含まないことがほかとの最大の違いである。

(3）第3図からみた試料のグルーピング

複合三角ダイアグラムからなる第3図においては、連結線の位置のまとまりにより、グルーピ

ングカfできる。

まず全体の傾向から大きく外れて図示される特異なデータをもっ試料を指摘したい。試料

485・538・627・660・854の5試料がそれである。残る17試料も、境界は不鮮明ながらさらに2

群に分けられる。 l群は黒雲母が多いことを特徴とする 8試料で、試料192・194・239・271・

276・383・530・736がそれに該当する。一方残る 9試料はかなりばらつきをもち試料386・507・

599・630・697. 781・921・949・985から構成される。

(4）第4図からみた試料のグルーピング

全体の傾向から大きく外れて図示される特異なデータをもっ試料は、まずグループDに属す

sample l～4の各試料であり、似た試料は第3図に示される試料538のみである。これら以外に

は、 37・485・854・913の各試料とグループEの4試料に特異性が指摘される。

(5）斜長石屈折率頻度分布のK-S検定（表1・2) 

K-S検定は有意水準が高いものほど近似すると考えてよく、およそ90%を越すものについて、

試料聞の近似性が高いとみてよい。具体的にK-S検定の結果について言及することは極めて煩

墳であり、表1・2をもとに相互のデータを再吟味することで、個別の実質的な検討が行われる

ものと期待される。
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(6）そのほかの一般的注意

測定結果で指摘した点のうち、黒雲母の含有量についてコメントする。黒雲母は結晶にH20を

含む構造をもっところから、強熱されると熱により分解されやすい鉱物である。そのため胎土の

焼結程度により保存量に大きな差が生じることが懸念される。ただし日本列島の多くの地域には

土壌中に黒雲母は普遍的に存在するため、その含有量を無視することはできない。

前述のように黒雲母が微量にしかない試料538と、 一方黒雲母が多く含まれる試料985とには三

角ダイアグラム上でのプロッ ト位置に著しい差があるが、斜長石屈折率のK-S検定で両者の近

似性が非常に高いことが判明した。ここで両試料の被熱度を測定データの面から検証すると、試

料538中の角閃石に褐色角閃石（B出）の割合が高いことが注目される。 一般に角閃石は緑色を呈す

るが、高温酸化を受けると褐色化することが知られている。いま試料538と985がもともと近似す

るものであったとすると、試料538中にはかなり多くの黒雲母が含まれていたことになる。しか

し試料538が緑色角閃石のかなりの部分を高温酸化させたとすると、含有していた黒雲母はほと

んど熱分解してしまった可能性が生まれる。この指摘が正しければ、同一あるいは近似した胎土

でも、焼結度に応じ黒雲母の存在量や角閃石の見かけ上の色調に大きな差が生じることが予想さ

れ、測定データの解析に注意が必要で、あることを指摘したい。以下に土器焼成時の熱による測定

データへの影響について整理しておく。

重鉱物組成では、黒雲母は強い熱により熱分解の恐れがある。また緑色角閃石（GHb）は強熱に

より酸化して褐色角閃石（BHb）化する可能性がある。しかしそのほかの鉱物は基本的に土器焼成

温度では変化しないと考えられる。当然斜長石の屈折率も加熱による変化はなく 、胎土母材を推

定する上で安定した分析手段となるであろう。また粘土試料の焼結実験からは、以下の変化が胎

土に生じることが知られている。まず元々含まれていた有機物（有機炭素を含む）は焼成により焼

失する。粘土鉱物は焼結粒子となり、ほかの結晶やガラス、 プラント ・オパールなどを取り込む。

さらに火山ガラスは熱により脱水化しヒビ割れや褐～淡褐色の着色現象を生じることがあるが、

ガラスそのものが失われることはない、などである。

今回得られた系統的なデータセッ トには、ここで指摘した以外の情報を内包する多くの可能性

を秘めているものと思われる。試料のもつ考古学的情報をもとに解析を進めれば、試料問の相違

および近縁性に対する糸口が今後発見される余地はまだ残されているものと考えられる。データ

の多角的な検討と活用を心から期待したい。

注I Danhara, T., Yamashita, T., Iwano, H. and Kasuya, M. (1992) :An improved system for measuring 

refractive index using the thermal immersion method.Quaternary International.13/14,pp.89-

91. 

憧原徹 I温度変化型屈折率測定法J（『日本第四紀学会編 第四紀試料分析法 2.研究対象別分析

法』東京大学出版会） 1993 pp. 149~ 1 57 . 

注2 Tsuboi,S. (1968a) :Optical determination of low-and high-temperature plagioclase. I, Proc. 

Japan Acad. ,44,pp. 151-154. 
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注3 坪井誠太郎 ・水谷伸次郎 ・諏訪兼位 ・都築芳郎（『斜長石光学図表』 岩波書店） 1997 pp.5 9. 

注4 都城秋穂・久城育夫（『岩石学H 岩石の性質と分類J 共立全書） 1975 p. 60. 

補注 グループD4点の兵庫県太子町鰐遺跡出土土器サンプルデータについては、公表し比較検討を行

うことについて太子町教育委員会から快諾を得た。記して深く謝意を表する。

補記 本分析については、 （株）京都フイッション ・トラックに委託した。
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付編 5

跡の花粉化石群集
、豆主

1塁佐山

車ヰ1 .試

花粉化石群集の検討は、佐山遺跡、の28試料について行った。以下に、各試料の簡単な記載を示す。

A-1地区西壁画試料（試料14～24)

試料14～16は基準層位第8層（本文第3章第l節第10図参照、以下同じ）、試料17は第7層、試

料18・19は第6層、試料20は第5層、試料21～23は第4層、試料24は第3層に相当する。試料14

～16・22は褐鉄鉱が発達する。

A-2地区西壁試料（耕作溝サンプル）（試料41)

基準層位第7層。

B-1地区S005試料（試料25～29)

佐山遺跡（A l ・A-2地区西壁試料）の花粉化石一覧表表l

41 

樹木
ツガ属 Tsuga I 一 一 一 一 一 一
マツ属檀維管東亜贋 Pinus subgen. Diploxylon 58 7 - 一 一 ー
マツ属（不明） Pinus (Unknown) 10 14 一 一 一 一 一 ー
スギ属 Cryptomeria 50 24 - 一 一 一 一
イチイ科ーイヌガヤ科ヒノキ科 T. -C 1 一 一 一 一 一 ー ー
クマンデ属ーアサダ属 Carpi nus Ostrya 6 2 - ー ー ー ー ー
カパノキ属 Betula 4 一一一ーー ー ー ー ー ー ー
ハンノキ属 Al nus 31 36 - ーー ー ー ー ー
プナ属 Fagus 1 1 － 一ーー 一一一 ーーー
コナラ属コナラ亜属 Quercus subgen Lepidobalanus 30 5 - ー ー ー
コナラ属アカガシ亜贋 Quercus subgen. Cyclobalanopsis 9 I 一 一 一 一 一 ー
クリ属 Castanea 1 4 - ー ー 一 一
シイノキ属 Castanopsis 1 4 一 一 一 一 一 一
ニレ属ーケヤキ贋 Ulmus Zelkova 1 1 
エノキ属ムク ノキ属 Ce! t1s-Aphananthe 4 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー
ウルン属 Rh us - 1 －ー ー ー

モチノキ属 Ii ex - 1 - ー ー ー 一 一 一 一
カエデ属 Acer - I - ー ー ー ー ー ー
トチノキ贋 Aesculus I - ー ー ー ー ー
ツパキ属 Camellia - 1 一 一 ー ー ー ー － 

2吉本
イネ科 Gramineae 579 253 - ー ー
カヤツリグサ科 Cyperaceae 37 7 一 一 一 一 一 一 一 ー ー
ミ1アオイ属 Monochor i a 4 1 ー
ギシギン属 Rumex 1 1 - ー ー ー ー ー
他のタデ属 other Polygonum - 1 - ー ー ー ー 一 一 ー ー ー
アカザ科ーヒユ科 Chenopodiaceae -Amaranthaceae 6 10 - ー ー ー ー ー
ナデンコ科 Caryophyllaceae 7 14 - ー ー ー
アブラナ科 Cruc i ferae 189 381 3 - ー ー ー ー ー ー ー ー
パラ料 Rosaceae I －ーー ー ー ーー ー ーー ー
キカ シグサ腐 Rota la 15 8 - ー ー ー ー ー ー ー
キ ツネノマゴ腐 Justicia 1 - ー ー ー ー ー 一 一 一 ー ー
ヨモギ腐 Artemisia 5 1 - ー ー ー ー
他のキク亜科 other Tubuliflorae 1 4 ーーーーーー ー

タンポボ亜科 Liguliflorae 1 4 - ー ー 一 一 一 一 ー

シダ植物
サンンヨウモ Sal vinia na tans Al 1 I 一 一 ー ー ー ー ー
単条型胞子 Monolete spore 8 10 I - ー ー ー ー 1 
三条型胞子 Tri lete spore 7 5 - 一 一 一 一 一 一 ー ー ー

樹木花粉 Arboreal pollen 208 104 0 0 O O O 0 O O O O 
草本花粉 Nonarboreal pollen 847 685 3 O O O O O O O O O 
シダ植物胞子 Spores 16 15 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
花粉・胞子総数 Total Pollen & Spores 1071 804 4 0 O O O O O O O 1 

24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 
宇名和名
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試料25は第24層（図版

第67参照、以下同じ）、

試料26・27は第32層、試

料28は第29層、試料29は

第33層に相当する。試料

25・27・28は褐鉄鉱が発

達する。

B-2地区西壁試料

（試料30～40)

試料30は第13層（本文

第3章第 1節第11図参

照、以下同じ）、試料31

は第14層、試料32は第15

層、試料33は第16層、試

料34は第17層、試料35は

第19層、試料36は第20層、

試料37は第22層、試料38

は第23層、試料39は第24

層、試料40は第25層に相

当する。試料30・32・

33・35・38.39は褐鉄鉱

が発達し、試料40は植物

遺体が混じる。なお、こ

の植物遺体は、加速器質

量分析法（ANS法）によ

る放射性炭素年代測定が

実施されている（付編6

参照）

佐山遺跡の花粉化石群集

表2 佐山遺跡（B-1地区SD5試料）の花粉化石一覧表

和名 芋名
25 26 27 28 29 

樹木
ツガ属 Tsuga 
マツ属複級官東亜属 Pinus subgen. Diploxylon 
マツ属（不明） Pinus (Unknown) 
コウヤマキ贋 Sci adopitys 
スギ属 Cryptomeria 
イチイ科 イヌガヤ科 ヒノキ科 T.-C. 
ヤナギ属 Salix 
クマシデ属ーアサダ属 Carpinus -Ostrya 
カパノキ属 Be tu la 
ハンノキ属 Al nus 
コナラ属コナラ軍属 Quercus subgen. Lepidobalanus 
コナラ属アカガン蛮属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis 
クリ属 Castanea 
シイノキ属 Cas tanopsi s 
ニレ属 ケヤキ属 Ulmus -Zelkova 
エノキ贋ームクノキ属 Ce 1t is Aphanan the 
ユズリハ属 Daphniphyl lum 
アカメガンワ属 Mal lotus 
ウルシ属 Rhus 
モチノキ属 Ilex 
カエデ属 Acer 
トチノキ属 Aesculus 
ブドウ属 Vi tis 
ヒサカキ属近似種 cf. Eurya I 
グミ贋 Elaeagnus 10 - - I 
ウコギ科 Araliaceae 4 - - I ー
カキ贋 Diospyros - - I 

エゴノキ属 Styrax - 一 一 I ー
イボタノキ属 Ligustrum l 

トネリコ属 Fraxinus - 一 一 一 l 

－

一

z
－

3
 

1
0
4
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3
4
 

1
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一
一
一
一
－
－

一
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一－

l
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t
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一
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3
 

一一

1

－
6
0
4
8
－
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－

1
1
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4
1
6
0
0
6
4
6
6
9
1
 

t
A
q＆

l

1

4

 

一
一
－
－

－
－
－
一
一
一
一

一守

－－

－
l

－
一
一

l

一
一
一

1
4
0
1
6
6
1
3
1
1
1
7
0
 

1

2

1

1

4

2

 

l -

l -

草本
ヒルムシロ属 Potamogeton 
オモダカ属 Sagi ttaria 
イネ科 Gramineae 
カヤツリグサ科 Cyperaceae 
ミズアオイ属 Monochoria 
クワ科 Moraceae 
ギシギシ属 Rumex 
ソパ贋 Fagopyrum 
アカザ科 ヒユ科 Chenopodiaceae -Amaranthaceae 
ナデンコ科 Caryophy llaceae 
カラマツソウ属 Thali ct rum 
他のキンポウゲ科 other Ranunculaceae 
アブラナ科 Cruci ferae 
パラ科 Rosaceae 
マメ科 Leguminosae 
キカングサ属 Rota la 
アリノ トウグサ属 Haloragis 
セリ科 Umbelliferae 
ナス属近似種 cf. Solanum 
ゴキヅル属 Actinostemma 
オオパコ属 Plantago l 

ヘクソカズラ属 Paederia 4 
ヨモギ属 Artemisia 25 - - 42 20 
他のキク亜科 other Tubuliflorae 4 
タンポポ亜科 Ligul i florae 4 - - 4 l 

2

－－

3

－
－
8
4
1
1
4

－
 

2

3

5

 

2
2
1
0
1
4
0
・
1
1
2
1
1
2

5

2

5

3

2

 

1
 
－
－
一
一
一
－

－
－
－
－
－

一

一
l

－
一
一
一
－

2

－
－
－

3

－

1
2

6
－
8

8
－
9

－
l

－
0

9

 

8

2

1

2

 

4 -

一一一 4 -

ー 10 -

ンダ植物
サノショウモ

単条型胞子

三条型胞子

Salvinia natans All 
一’
A

’A

1
9
4
 

3
1
 

一
一
一

－
2
1
 

2
1
0
 

1
2
 

Monolete spore 
Tri lete spore 

樹木花粉 Arboreal pollen 208 4 213 101 

草本花粉 Nonarboreal pollen 212 6 353 145 

シダ植物飽子 Spores 33 3 54 2 

花粉・胞子総数 Total Pollen & Spores 453 13 620 248 

不明花粉 Unknown pollen 48 l 2 40 5 

2.方法

花粉化石の抽出は、試料約2～ 5gを10%水酸化カリウム処理（湯煎約15分）による粒子分離、

傾斜法による粗粒砂除去、フ ッ化水素酸処理（約30分）による珪酸塩鉱物などの溶解、アセトリ シ

ス処理（氷酢酸による脱水、濃硫酸lに対して無水酢酸9の混液で湯煎約5分）の順に物理 ・化学

的処理を施すことにより行った。なお、フッ化水素酸処理後、重液分離（臭化亜鉛を比重2.1に調

整）による有機物の濃集を行った。プレパラート作成は、残i査を蒸留水で適量に希釈し、十分に

円
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U
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表3 佐山遺跡(B-2地区西壁試料）の花粉化石一覧表

和名 字名
30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 

科キノレ」－
属

科

ミ

属

属

膚

ヤ

ル

ダ

属

亜

キ

ガ
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亜
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ノ
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ヌ

－
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贋
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属

イ

属
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コ
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属
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属
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属
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科

鹿

モ
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ガ
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ノ
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キ
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ノ
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属
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ミ
キ
ミ
ガ
ツ
ウ
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チ
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ワ
マ
パ
ン
ナ
ナ
ナ
リ
イ
レ
ノ
カ
エ
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ク
ド
プ
タ
タ
コ

ポ
マ

船
マ
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ツ
マ
コ
ス
イ
ヤ
ヤ

サ
ク
カ
ハ

プ
コ
コ
ク
シ
ニ
エ
ア
カ
ト
ム
プ
ノ
ツ
マ
ウ
イ
ガ

草本

ガマ属

オモダカ贋
イネ科

カヤツリグサ科

クワ科
サナエタデ節 ウナギツカミ節

アカザ科ーヒユ科
キンポウゲ科

パラ科

マメ科
セリ科

ゴキヅル贋
ヨモギ属

他のキク亜科

シダ植物

サノンヨウモ
単条型胞子

三条型胞子

Podocarpus 
Abies 
Tsuga 
Pinus (Unknown) 
Sci ado pi tys 
Cryptomeria 
T. -C 

l - -
l 
5 5 2 -

34 - - --34-
2 - 18 17 6 - - 10 18 10 

4 - - - - - - 49 16 
6 17 Salix 

Myrica 
Pterocarya-Jugl ans 
Carpinus -Ostrya 
Be tu la 
Al nus 
Fagus 
Quercus subgen Lepidobalanus 
Quercus subgen Cyclobalanopsis 
Castanea 
Cas tan ops is 
Ulmus -Zelkova 
Celtis Aphananthe 
Mallotus 

一－ 6 -
l 
6 -

1
4
6
 

2

5

 

1
6
1
1
7
2
 

1

2

2

 

1
 

－
’A

’A

－
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1
2
9
5
4
1
1
 

1

6

1

1

3

 

1
1
1
8
1
4
 

3

1

3

l

5

 

1
 

3

9
－
4

－
4
 

3

4

1

 

－
－
一
一
一
－

－’
A

一

－
一
一

8
2
 

1
 

一一 12
l 5 

7 4 

Acer l l l 
3 10 11 
6 -
4 -

Aesculus 
Sapindus 
Vitis 
Ampelopsis 
Parthenocissus 
Actinidia 
Aral iaceae 
Ligustrum 
Viburnum 

l -

l - l 

I

l
－－ 

l
 

－
1
1
1
 

一－

l

－

－
－
一
－

－
－
一

－

－
一
一
－

－
一
一
－

l - -

Typha 
Sagi ttaria 
Gramineae 
Cyperaceae 
Moraceae 
Polygonum sect. Persicaria-Echinocaulon 
Chenopodiaceae － 削naranthaceae - - l 
Ranunculaceae 

l 

4
1
7
－
l
 

－
4

一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

l

一
一
一
一
一
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5
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一一
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Rosaceae 1
1
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1
 

1
 

l -
Leguminosae 
Umbelliferae 
Actinostemma 

- 4 

Artemisia 
other Tubuliflorae 

3 - 46 6 
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3 一一一 I 4 

Salvinia natans All 1
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1
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－
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1
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Monolete spore 
Trilete spore 

樹木花粉 Arboreal pollen 9 223 128 35 120 350 212 
革本花粉 Nonarboreal pollen 35 107 75 79 8 16 22 
シダ植物胞子 Spores 3 5 20 4 10 3 6 
花粉 ー胞子総数 Total Pollen & Spores 47 335 223 118 138 369 240 

不明花粉 Unknown pollen 3 3 10 自 3 1 。。10 27 20 

撹排した後マイクロピペットで取り、グリセリンで封入した。検鏡は、プレパラート全面を走査

し、その聞に出現した全ての種類について同定 ・計数した。その計数結果をもとにして、各分類

群の出現率を樹木花粉は樹木花粉総数を基数とし、草本花粉およびシダ植物胞子は花粉 ・胞子総

数を基数として百分率で算出した。ただし、クワ科、パラ科、マメ科は樹木と草本のいずれをも

含む分類群であるが、区別が困難なため、ここでは便宜的に草本花粉に含めた。なお、複数の分

類群をハイフンで結んだものは分類群聞の区別が困難なものである。

3.花粉化石群集の記載

A-1地区西壁面試料（試料14～24)

十分な花粉化石を産出したのは、試料14・15のみであった。同定された分類群数は、樹木花粉

20、草本花粉14、形態分類を含むシダ植物胞子3である。樹木花粉の占める割合は、約13～19%
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佐山遺跡の花粉化石群集

スギ属（約23%）、と極めて低率で、ある。試料15では、ハンノキ属が約35%で最優占し、次いで、、

コナラ亜属（約5%）の順に出現する。草本花マツ属複維管束亜属（マツ属（不明）を含め約20%）、

ミスイネ科も約31%と高率である。ほかに、アブラナ科が約47%と突出した出現をし、粉では、

マツ属複維管束亜属キカシグサ属などが低率で出現する。試料14では、アオイ属、ギシギシ属、

コナスギ属（約24%）、ハンノキ属（約15%）、（マツ属（不明）を含め約33%）が最優占し、次いで、

コナラ亜属は、増加マツ属複維管束亜属、ラ亜属（約14%）の順に出現する。試料15と比べると、

アブラナ科は減イネ科が増加して約54%を占める。し、ハンノキ属は減少する。草本花粉では、

ミズアオイ属、ギシギシ属、少するが、約18%と依然として突出する。ほかに、試料15と同様、

キカシグサ属、サンショウモなどが低率で、出現する。なお、試料16～24は、試料16のアブラナ科

3点、単条型胞子1点を除き、他の試料では、花粉・胞子化石を全く産出しなかった。

A-2地区西壁（耕作溝サンプル）試料（試料41)

単条型胞子l点のみを産出した。

Bー 1地区S005試料（試料25～29)

同定された分類群数は、樹木花粉30、草本花粉25、形態分類を含むシダ植物胞子3である。樹

スギ属（約15～32%）とエノキ属ームクノキ属木花粉の占める割合は、約34～46%と低率である。

コナラ亜属（約9～マツ属複維管東亜属（約5～ 9%）、（約20～23%）が最優占する傾向であり、

アカメガシワ属（約アカガシ亜属（約8～10%）も比較的高率である。また、試料25では、16%）、

ウコギ科（約2%）が特徴的に出現する。ほかに、グミ属（約5%）、ウルシ属（約10%）、3 %）、

クワ科（約6イネ科（約9～25%）、カキ属が1%未満で出現する。草本花粉では、試料28では、

ソギシギシ属、ミズアオイ属、オモダカ属、アブラナ科（約4～22%）が高率で、あり、～13%）、

草本花粉・シダ植物胞子樹木花粉
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佐山遺跡（A-1・A 2地区西壁試料）の花粉化石分布図
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オオバコ属、サンショウモなどが低率で一部試料から出現する。ゴキヅル属、パ属、キカシグサ属、

なお、試料26・27は、十分な花粉化石を産出せず、花粉化石分布図として示すことができなかった。

B-2地区西壁試料（試料30～40)

同定された分類群数は、樹木花粉31、草本花粉14、形態分類を含むシダ植物胞子3である。

B 2地区、西壁試料の花粉化石群集は、その種構成や各分類群の出現率によ って下位より 4つ

I帯は、更に2亜帯に細分される。の花粉化石群集帯を設定することができる。また、

アカ樹木花粉の占める割合は、約87～95%と極めて高率である。本帯は、l帯（試料38～39)

ガシ亜属（約32～41%）の最優占およびエノキ属 ムクノキ属（約12～15%）の比較的高率な出現な

クリ属の出コナラ亜属、どで特徴付けられるが、イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科、ヤナギ属、

アカガシ亜属I a帯は、I a帯（試料39・40）と Ib帯（試料38）に細分される。現の差異により、

イチイ科一イヌガヤ科ーヒノキ科が高率で、ある。エノキ属ームクノキ属、が最優占し、次いで、

ツタ属（試料40）も比較的高率であムクロジ属、クリ属、コナラ亜属、ヤナギ属、スギ属、また、

セリ科、サンショウモなどが1%未満～約3%とクワ科、ガマ属、イネ科、る。草本花粉では、

コナラ亜属が大アカガシ亜属がやや増加して最優占する。次いで、I b帯は、低率で出現する。

I a帯で比スギ属も比較的高率である。エノキ属ームクノキ属、幅に増加して出現する。他に、

クリ属は全く出現しなくなる。草本花粉で較的高率で、あったイチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科、

セリ科などがわずかに出現する。カヤツリグサ科、ガマ属、は、

十分な花粉化石を産出せず、花粉化石分布図として示すことができなかっ｜｜帯（試料34～37)

スギ属などが比コナラ亜属、アカガシ亜属、た。試料34では、比較的多くの花粉化石が産出し、

ゴキヅル属、水生シダ植物のサンシオモダカ属、イネ科が多産し、草本花粉では、較的多産し、

アカガシ亜属が更に増

ヨウモなども産出した。

樹木花粉の占める割合は、約57～67%と減少する。Ill帯（試料32・33)
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佐山遺跡(B-1地区SD5試料）の花粉化石分布図
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佐山遺跡の花粉化石群集
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佐山遺跡（B-2地区西聖試料）の花粉化石分布図第3図

コナラ亜属（約12～19%）が出現する。スギ属（8～13%）、加して約44～55%で最優占し、次いで、

クマシデ属 アサダ属、ヤマモモ属、I帯ではほとんどないし全く出現しないツガ属、ほかに、

カバノキ属が約2～5%と比較的目立つ。逆に、比較的高率ないし安定していたエノキ属一ムク

イネ科トチノキ属は、全くないしほとんど出現しなくなる。草本花粉では、カエデ属、ノキ属、

ヨモギ属も試料32では、約14%と高率で、ある。他に、試料32でが急増し、約17～28%を占める。

はサンショウモが出現する。

十分な花粉化石を産出せず、花粉化石分布図として示すことができなかっIV帯（試料30・31)

草本花コナラ亜属など、スギ属、やや多くの花粉化石を産出し、樹木花粉では、

ヨモギ属などが産出した。セリ科、イネ科が多産し、

た。試料30は、

粉では、

察4.考

A-1地区西壁画試料の古植生（試料14～24)

十分な花粉化石を産出した試料14・15の花粉組成から、古植生の推定を試みる。周辺には、針

コナラ亜属を主体とした森林がスギ属、落葉広葉樹のハンノキ属、葉樹のマツ属複維管東亜属、

成立していたと予想される。ハンノキ属は、おそらく遺跡周辺低地部において湿地林を形成して

キカシグサ属、サミズアオイ属、いたと思われる。堆積環境については、イネ科が高率で、あり、

ンショウモといったいわゆる水田雑草が随伴する組成から、水固ないし水田に類似した水位の低

い湿地が存在していたと予想される。栽培状況については、水田の可能性のほか、突出した出現

をするアブラナ科の栽培の可能性が考えられる。なお、試料16～24は、試粋16でわずかに花粉化

これ以外の試料は、全く花粉 ・胞子化石を産出しなかった。花粉化石は、水成
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第4図 佐山遺跡から産出した花粉化石(1)

(scale bar: 10μ m) 

1.スギ属、試料29、PAL.MN 1575 

2.イチイ科ーイヌガヤ科 ヒノキ科、試料39、

PAL.附 1576

3. コナラ属アカガシ亜属、試料32、PAL.MN 1577 

4.エノキ属ームクノキ属、試料28、PAL.刷 1579 

5.カキ属、試料28、PAL.刷 1581 

． 

堆積物である場合には良好に保存され

るが、土壌などの酸化条件下では、分

解・消失し、更にバクテリアによる腐

蝕も受ける。しかし、検討した試料は、

水成堆積物ではないという よりは、試

料の肉眼観察およびプレパラート状況

2 から、無機物が卓越する本質的に有機

物の非常に少ない堆積物と思われる。

また、試料は、砂が卓越することから、

花粉化石が流出してしまったとも考え

られる。

A-2地区西壁試料（耕作溝サンプ

ル）の古植生（試料41)

産出したのは、単条型胞子l点のみ

であり、古植生の推定はできなかった。

B-1地区S005試料の古植生（試

料25～29)

周辺には、針葉樹のスギ属と落葉広

葉樹のエノキ属ームクノキ属が優勢な

森林が成立していたと予想される。ま

た、針葉樹のマツ属複維管東亜属、落

葉広葉樹のコナラ亜属、常緑広葉樹の

アカガシ亜属も主要な構成要素であっただろう。試料25では、アカメガシワ属、ウルシ属、グミ

属、ウコギ科が特徴的に出現しており、地点により、これらも生育していたと思われる。これら

の中には、 二次林要素と考えられるものも含まれることから、人為的に聞かれた場所が存在して

いたのかもしれない。堆積環境については、イネ科がやや高率で、あり、オモダカ属、ミズアオイ

属、キカシグサ属、サンショウモといったいわゆる水田雑草が随伴することから、水固ないし水

田に類似した水位の低い湿地の存在が予想される。また、試料29では、ヒルムシロ属が出現して

いることから、幾分流れを伴っていた可能性があり、水田であったとすれば、試料採取地点付近

は水田脇の溝などといった場所ではなかったであろうか。付近には幾分乾いた場所も存在してい

たと思われ、ギシギシ属、カラマツソウ属、アリノトウグサ属、オオバコ属、ヨモギ属、タンポ

ポ亜科などが生育していたであろう。栽培状況については、水田の可能性のほか、試料29では特

に突出するアブラナ科や試料28のカキ属、ソパ属の栽培の可能性が考えられる。なお、試料26・

27は、花粉化石をほとんど産出しなかった。花粉化石は、水成堆積物である場合には良好に保存

されるが、土壌などの酸化条件下では、分解・消失し、更にバクテリアによる腐蝕も受ける。十
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分な花粉化石が産出しないことから、

検討した試料は、水成堆積物の可能性

は低く、少なくとも水成環境で安定し

て堆積したものではないと考えられ

る。試料26については、黒味を帯びた

i対ヰであり、土壌の可能性が考えられる。

B-2地区西壁試料の古植生（試料

30～40) 

I帯（試料38～40）の時期は、アカガ

シ亜属を主体にシイノキ属などをまじ

えた照葉樹林が優勢であったと予想さ

れる。また、針葉樹のスギ属、落葉広

葉樹のコナラ亜属、エノキ属一ムクノ

キ属、 トチノキ属も主要な構成要素で

あり、カエデ属も混じっていたであろ

う。I帯は、細かくみると H亜帯に細

佐山遺跡の花粉化石群集

第5図佐山遺跡から産出した花粉化石（2)

(seal巴bar:lOμm)

1. ソパ属、試料28、PAL.刷 1578 

2.アブラナ科、試料15、PAL.刷 1582 

3.キカシグサ属、試料14、PAL.刷 1583 

分されるが、 Ia帯（試料39・40）の時期には、イチイ科一イヌガヤ科 ヒノキ科、ヤナギ属、ク

リ属が主要な構成要素であったのに対し、 Ib帯（試料38）の時期には、これらはみられなくなっ

たと思われる。堆積環境については、ガマ属、セリ科、サンショウモなどが生育する水位の低い

湿地ないし水溜まりのような環境が予想される。

E帯（試料34～37）は、十分な花粉化石を産出せず、古植生の推定は困難で、ある。試料34では、

オモダカ属、ゴキヅル属、サンショウモが、試料35では、オモダカ属が産出しているので、湿地

的環境であったと思われるが、乾燥した時期もあったのか、花粉化石はあまり保存されていない。

いずれにせよ、検討した試料は、安定した水成環境で堆積したものではないだろう。なお、試料

37については、堆積物がやや組い砂であり、花粉化石が流出した可能性が高いと思われる。

E帯（試料32・33）の時期は、引き続き照葉樹林が優勢であり、更にやや林分を広げ、ヤマモモ

属もまじえていたであろう。また、 I帯と同様、スギ属、コナラ亜属は主要な構成要素であった

と思われるが、エノキ属ームクノキ属、トチノキ属、カエデ属は、ほとんどみられなくなったと

思われる。代わって、針葉樹のツガ属、落葉広葉樹のクマシデ属 アサダ属、カバノキ属などが

生育するようになったと思われる。堆積環境については、セリ科、サンショウモが生育するよう

な湿地ないし水溜りが予想されるが、ヨモギ属、シダ植物胞子が比較的目立つので、乾き気味の

環境も普通にみられたと思われる。

町帯（試料30・31）は、十分な花粉化石を産出せず、古植生の推定は困難で、ある。水成堆積物の

可能性は低く、少なくとも水成環境で安定して堆積したものではないと考えられる。

補記本分析については、（株）パレオ・ラボに委託した。
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付編 6

分析年代素灰吐ム放射

めにじは

佐山遺跡、より検出された木片および土壌の加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代

測定を実施した。

2.試料と方法

B 2地区西壁第14

地点第24層 〈黒灰色粘質土〉（本文第3章第l節参照）から採取した土壌l点（s -2）の併せて2

B-2地区SD5溝底から出土した木片（広葉樹）1点（s -1）、試料は、

点である。

木片試料は、酸 ・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去した。土壌試料は、 125μmのフルイ

フルイを通過したものだけを用い、酸洗浄を施して不純物を除去を用いて湿式飾い分けを行い、

これら前処理を施した試料を石墨（グラファイ ト）に調整した後、加速器質量分析計（AMした。

S）にて測定した。測定された℃濃度について同位体分別効果の補正を行った後、補正した℃濃

度を用いて℃年代を算出した。

果3.結

表に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値－25.0%。）、同位体分別効果による測定誤差を

補正した℃年代、℃年代を暦年代に較正した年代を示す。

℃年代値（yrB P）の算出は、℃の半減期としてLibbyの半減期5,568年を使用 した。また、付

記した℃年代誤差（±1σ）は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差（Onesigma）に

これは、試料の℃年代が、その℃年代誤差範聞内に入る確立が68%である相当する年代である。

ことを意味する。

放射性炭素年代測定および暦年代較正の結果

i!llJ定番号
試料データ 。l"Cド＂＂ "'C年代 11c年代を暦年代に較正した年代

（測定法） （%） (yrBP±l a) 暦年代較正値 I a暦年代範回

叫 BC760 
C呂lBC 680 

PLD 1215 
木片 cal BC 665 
（広葉樹） 26.5 2490±30 cal BC 635 C沼lBC 705 540 (94.0%2 (AMS) 

B-2地区SD5治底 cal BC 590 
cal BC 580 
叫 BC555 

PLD-1216 
土壊 cal BC 510 465 {54.4%2 

(AMS) 
B-2地区 -26.5 2390±30 cal BC 405 cal BC 450 440 (13.3%j 

西壁サンプル II雷 cal BC 415 400 (24.2%) 
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放射性炭素年代分析

なお、暦年代較正の詳細は、以下の通りである。

暦年代較正とは、大気中の＇＇ C濃度が一定で半減期が5,568年として算出された℃年代に対し、

過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の℃濃度の変動、および半減期の違い（℃の半

減期5,730±40年）を較正し、より正確な年代を求めるために、℃年代を暦年代に変換することで

ある。具体的には、年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚のU一百年代と℃年

代の比較、および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いで℃年代と暦年代の関係を調べたデータ

により、較正曲線を作成し、これを用いて℃年代を暦年代に較正した年代を算出する。

℃年代を暦年代に較正した年代の算出にCALIB4.3(CALIB 3.0のパージョンアップ版）を使用

した。なお、暦年代較正値は℃年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり、 lσ暦年代範囲

はプログラム中の確率法を使用して算出された℃年代誤差に相当する暦年代範囲である。カッコ

内の百分率の値はその lσ暦年代範囲の確からしさを示す確率であり、 10%未満についてはその

表示を省略した。 lσ暦年代範囲のうち、その確からしさの確率がもっとも高い年代範囲につい

ては、表中に下線で示した。

4.考察

各試料は、同位体分別効果の補正および暦年代較正を行った。暦年代較正したlσ暦年代範囲

のうち、その確からしさの確率がもっとも高い年代範囲に注目すると、それぞれよ り確かな年代

値の範囲として示された。

参考文献
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補記 本分析については業者委託を行った。
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付編 7

樹種分析の且装乃

1 .分析資料および分析内容

黒漆塗り腰万（B 2地区SD5出土）の鞘木と柄木の樹種鑑定と塗膜の断面観察。

2.使用機器

生物顕微鏡（（株）オリンパス製Bx 50) 

3.方法および結果

(1)樹種鑑定

a.方法

しかし、樹種の分類は、花、果実、葉など、種ごとに分化の進んだ器官の形態に基づいている。

木材組織は、種ごとの分化が進んでいないため、組織上大きな特徴を有する種を除き、同定でき

ない場合がある。種の同定が困難な場合は、科、亜科、族、亜族、属、亜属、節、亜節（分類の

大きい順）のいずれかで表す。

※科、亜科、族、亜族、 属、亜属、節、亜節、種の分類は、主に原色日本植物図鑑（保育杜）に

よる。

切片作成

カミソ リの刃で遺物をできるだけ

傷っけないように注意しながら、木

材組織の観察に必要な木口面（横断

面）、板目面（接線断面）、柾目面（放

射断面）の3方向の切片を正確に昨裂
板目面1 0 0倍

語 園田

柾目面

ホ才ノキ する。

永久プレパラー卜作成

切片はサフラニンで染色後、水分

をエチルアルコール、 n－ブチルア

木口面 30倍

1-a. 黒漆塗腰万（鶴本）

キシレンに順次置換し、ルコール、

非水溶性の封入剤（EUKITT）を用いて

永久プレパラートを作成する。

同定方法

50倍

q
L
 

司
E
4
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叫
玖顕件庄

ゐ
崎
中織物直

ム
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F
1の頭

面

柄

E

－
 

m
バ

本
材

鞘

板目面10 0倍本口面 30倍

1-b.黒，華塗腰刀（柄頭〕
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万装具の樹種分析

木口菌

第2図 黒漆塗り腰万の試料採集箇所

（透過、×20)

安芸宅Z：：：；転売主主j予三そ三：：5
''''"'"" ,, iが程

調・・・，
（透過、×50)

写真2 塗膜断面

（透過、×50)

写真4 剥離した塗膜表面 （×4) 

旗

地

胎

漆

下
木

塗膜の断面憎造

第3図漆塗膜とその断面構造

針葉樹については、早材から晩材への移行、樹脂道の有無、樹脂細胞の有無および配列、ラセ

ン肥厚の有無、分野壁孔の形態など、広葉樹については道管の大きさや配列状態および穿孔の形

態、柔組織の分布や結晶細胞の有無、放射組織の形態などを生物顕微鏡で観察し同定する。

顕微鏡写真撮影

木口面は30倍、柾目面は広葉樹100倍、針葉樹200倍、板目面は50倍で撮影する（第l図）。

b.結果

道管径がllOμm以下で、数多く分布し4個以下で複合している。道管の側壁に階段壁孔をもつこ

と、放射組織は向性から異性皿型で、 l～3列であることなどからホオノキと同定した。

ホオノキは北海道・本州・四国・九州でみられる日本特産の広葉樹高木である。良質の散孔材

で木理は直通、はだ目は精、組織は均質で、切削・加工は極めて容易である。家具、彫刻、建築、

木魚、琵琶、下駄などに用いられている。

(2）塗膜の断面観察

a.方法

q
t
U
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鞘部分に塗膜が剥離した箇所（第2図）がみられたため、静かに塗膜を持ち上げて細い筋模様部

分を含む箇所から極微量を採取した。採取資料を樹脂で包理し、断面が平滑になり光が透過する

まで研磨を行った。スライドガラス上に固定して永久プレパラートを作成し、生物顕微鏡で断面

の観察と写真撮影を行った。

また、剥離した漆膜裏面および鞘木に残る下地の状態を観察し、マイクロレンズを使用して写

真撮影を行った。

b.結果

断面観察の結果、表面が窪んだ逆台形状塗膜とそれに繋がる平らな塗膜が観察された（第3図

写真2）。

逆台形状部分では約10層の漆層が観察された。黒い層は漆に松煙か油煙を混入している可能性

が高い。底部では角が丸くなるように塗布し、その後、平らな部分まで続けて塗られたものと考

えられた。

塗膜の剥離部分の鞘木は、茶色と黒の色彩の相違がみられたが、下地とみられる物質はほとん

ど観察されなかった（第3図写真3）。

しかし、剥離した漆膜裏面には、約6mm幅の筋状部分に茶色の堅いサビ状物質の付着がみられ、

その聞には茶色の線状部分と木目の残る 3筋の黒い帯状部分とが観察された（第3図写真5）。以

上より、塗膜は、第3図の構造と考えられた。

補記 本分析については、 （財）元興寺文化財研究所に委託した。
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出土遺物観察表

付表6 弥生・古墳時代土器観察表

番号
I也 遺構・

器種 口径 器高 外面調整 内面調整 色調 胎土造岩鉱物
残存
備考

区 層位 率

A 1 SH47 局杯 16. 7 11. 0 ミガキ／ケズ ミガキ／シボ j炎樫灰 1～2阻石・ 0.5～lmrn長・ 5/8 
南区 リのちミガキ リ・ハケ 褐 0.5皿チャ

2 A 1 SH47 短~ 14.0 6.2 ナデ／ナデ ナデ／磨滅 暗赤褐 0.5～2皿石.0. 5～2凹 1/4 
北区 査 長 ・0.5mmチャ

3 A 1 SH48 斐 14.6 12.3 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 糧褐 0.5～lmm石多・ 0.5～lmm 1/4 
ケ ズリ 長多・ 0.5mmチャ・ 0.5阻

萱＝き耳C

4 A 1 SH48 両十不 (18. 0) 4.9 ハケのちナデ 磨滅 樫褐 0.5mrn長・ 0.5皿チヤ・ 1/8 
北西区 0.5mrn雲

5 A 1 SH48 両材、 17.4 4. 7 ハケ ナデ 樫褐 l凹石 ・0.5～2.5mrn長 ・ 1/6 
lmrnチャ 0.5～1. 5mrn 
赤.0. 5～lmrn角

6 A 1 SH48 局十不 9. 1 4.9 ナデ ナデ 燈褐 0.5～lmm長・ 0.5凹雲 ・ 1/3 
北西区 0.5凹角

7 A 1 SH48 小形 8.4 9. 7 ヨコナデ／ハ ハケのちナデ i炎褐 0. 1～2皿長・ 0.5凹赤 3/4 
北西区 丸底 ケ ／ケズリ

宜E

8 A 1 SH48 小形 9.4 9.0 ナデ／ハケ ナデ／ケズリ 淡褐 l～3.5阻石・ 0.5～4.5mm 1/2 
丸底 長 .1～4mmチャ ・0.1阻
宜E 赤

9 A 1 SH92 二重 (24. 0) 8.0 工具によるナ 磨減 明樫褐 0.5～l凹石 0.5～lmm 1/8 
口縁 デ／ハケ 長.0. 5～2mrnチャ・
査 0.5凹角

10 A 1 SH92 直口 17.0 11. 5 ハケのちナデ ハケのちナデ i炎褐 0. lmrn長・ lmrnチャ 1/3 
北東区 査 ／ハケ ／ケズリ

11 A 1 SH92 斐 18.4 5. 1 磨i威／タタキ ナデ／ケズリ i炎樫灰 0.5～lmrn石 ・lmrn長・ 1/4 
褐 0.5凹チャ

12 A 1 SH92 斐 15.4 5.2 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ i炎樫 0.5～2阻石多・ 0.5～lmm 1/3 
南東区 タキ ズリ 長多・ lmrnチャ

13 A 1 SH92 斐 15.0 5.5 ナデ／タタキ ナデ／磨滅 i炎褐 0.5～lmrn石 ・0.5～2阻 1/3 
南西区 長 .0. 5凹チャ

14 A 1 SH92 斐 15.7 4.2 ナデ／タタキ ハケ／ケズリ 燈 0.5凹石・ 0.5～l凹長・ 1/4 
北東区 0.5mrnチャ・ 0. lmrn赤

15 A-1 SH92 斐 13.6 4.4 ナデ／タタキ ナデ／ケズリ 灰褐 0.5阻石 ・0.5mrn長 1/6 

16 A 1 SH92 斐 (14. 0) 3.4 ナデ ナデ／ケズリ i炎褐 0.5凹石・ 0.5mrnチャ 1/10 

17 A 1 SH92 両杯 15.8 6. 1 磨j威 磨減 明者登褐 0.5～2凹石.0. 5～2凹 1/3 
長・ lmmチヤ ・l皿雲 －
0.5～l赤

18 A 1 SH92 局杯 17.8 6.8 ハケ ナデ 櫨褐 0.5～2皿石.0. 5～1. 5mm 4/5 
長.0. 5～l. 5mrnチヤ・
0.5～1. 5阻赤

19 A 1 SH92 小形 (14. 9) 7. 1 ミガキ／ミ ガ 磨滅 黄褐 0.5～lmm石 0.5～lmrn 1/8 
丸底 キ 長.0. 5～2mmチャ・
主本 0.5阻赤・ 0.5～lmrn角

20 A 1 SH92 直口 11. 8 4.8 ナデ／ナデ ナデ／ナデ 灰褐 0.5～1. 5皿石・ l凹長・ 1/4 
南東区 査 lmmチャ

21 A 1 SH92 器台 9.8 8.5 ミガキ／ミガ ミガキ／ケズ i炎黄 0.5凹長・ 0.5～lmrn 完存

キ チャ・ 0.5mrn赤

22 A 1 SH92 小形 9.0 8.0 ナデ／ハケ ナデ／ナデ i炎褐 0.5～lmrn石・ 0.5凹長 ・
丸底 （頚部径） 0.5凹チャ
鉢

23 A 1 SH92 小形 8.4 6.5 ナデ／ナデ ナデ／シボリ i炎黄褐 0.5～2皿石 0.5阻長・ 3/4 近江
器台 0.5凹チャ ～ 

東海

24 A 1 SH92 細頚 6.2 8.3 ミガキ ナデ 茶褐 0.5～I皿石.0. 5～l醐
北西区 査 （頚部径） 長.1凹雲・ l阻角

25 A 1 SH93 短頚 (12. 8) 6.5 工具によるナ 工具によるナ i炎褐 l～3凹石 ・lmrn長 ・l～ 1/12 
査 デ／ ミガキ デ／ハケ 2皿チャ・ 0.5皿赤

26 A-1 SH93 斐 (13. 4) 6.3 ナデ／ハケ ナデ／ナデ i炎褐 0.1～lmm石.0. 5～lmrn 1/12 近江
北西区 長.0. 5皿赤.0. 5皿角 系
南西区

27 A 1 SH93 望主 (15.2) 4.7 ナデ／タタキ 磨j威／磨滅 i炎褐 l～2皿石多.1～2凹長・ 1/12 
上層 l～2mrnチヤ・ 0.5～l凹角
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28 A 1 SH93 斐 3.9 ナデ／ハケ ナデ／ハケ i炎黄褐 lmm石・ 0.5～l醐チャ 1/12 近江
北西区 系

29 A-1 SH93 品杯 4.8 7.8 磨滅／ミガキ 磨滅／シボ i炎褐 l～2凹石・ 2阻長・ I～
北西区 （脚部径） リ・指オサ 3mmチャ多
上層 エ・ハケ

30 A-1 SH94 無頚 11. 0 13.2 ナデ／ミガキ ナデ／ハケの j炎赤褐 0.5～lmm石・ 0.5～2阻 2/3 
下層 歪 ／ミガキ ちミガキ／ハ 長.0. 5～l凹チャ・

ケ 0.5mm角

31 A-1 SH94 器台 16.2 10.5 ミガキ／ ミガ ミガキ／ナデ 淡糧褐 0.5～lmm石・ l～2mm長 1/2 
下層 キ

32 A-1 SH95 二重 12.0 4.0 ナデ 磨i威 樫褐 0.5～2.5凹石多.0. 5～ 
下層 口縁 （受部径） 2mm長多・ 0.5～lmmチャ

宜E

33 A I SH95 査底 5.4 10.0 ケズリのちナ ハケ i炎黄灰 0.5～2mm石.0. 5～1. 5醐
北東区 苦日 （底部径） ア 褐 長.I阻チャ Imm角

34 A I SH95 底部 2.9 3.9 ケズリのちナ ハケのちナデ i炎黄褐 0.5～lmm石・ l～4阻長・
上層 （底部径） ア l～3凹チャ

35 A-1 SH95 斐 15.0 7.4 タタキ ナデ 暗赤褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm
北東区 （頚部径） 長・ lmm雲 ・lmm角

36 A 1 SH95 斐 16.4 3.8 ナデ／タタキ 磨j成／ケズリ 淡黄褐 1. 5～2mm石 ・l～3長多 117 

37 A 1 SH95 受 14. 6 16.5 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ 黄茶褐 0.5～lmm石 ・0. 5mm長 1/2 
上層 タキのちハケ ／ケズリ

／タタキのち
ハケ

38 A I SH95 望主 (11.9) 2.9 ナデ／タタキ ナデ／ケズリ i炎褐 lmm石・ l～2凹長 1/16 
下層 のちナデ のちナデ

39 A I SH95 ！局祈； 13.2 9.3 ミガキ シボリ・ナデ i炎褐 lmm石・ 0. 5mm長・ Imm
下層 （底部径） チャ

40 A 1 SH95 甑 14.2 7.8 ハケ／磨滅 ハケ／ナデ j炎燈褐 0.5～l阻石 l～2mm長・ 5/6 
上層 l～2凹チャ

41 A 1 SH96 斐 (17. 0) 5.3 ナデ／タタキ ナデ／ケズリ i炎黄褐 0.5～lmm石 0.5剛長・ 1/8 
0.5mm赤

42 A 1 SH96 斐 12.2 4.4 ナデ／ハケ ハケのちナデ i炎褐 0.5～1. 5醐石・ 0.5mm
北東区 （頚部径） ／ケズリ 長・ 0. 5mmチャ
床直上

43 A I SH97 望主 10.8 5.3 ナデ／タタキ 工具によるナ 糧褐 l～1. 5阻石.0. 5皿長・ 1/6 
のちハケ デ？／磨J戚 1. 5mmチャ

44 A 1 SH99 喜望 (18. 8) ヨコナデ／タ ナデ／工具に i炎澄褐 0.5～2皿石.0. 5～Imm 1/8 
タキ／タタキ よるナデ／工 長.0. 5～2凹チャ

具によるナデ

45 A I SH99 甑底 3.8 5.6 タタキ 工具によるナ 淡褐 0.5～1凹石 ・l～2mm長・
北東区 昔日 （底部径） I 0.5～l剛チャ

46 A-I SHIOO 小形 10.8 5.0 磨滅／磨滅 ヨコナデ／磨 淡褐 0.5～2醐石 .0. 5～3阻 7/12 
丸底 j威 長.0. 5～2.5凹チャ・
鉢 0. 5mm赤

47 A 1 SHlOO 斐 14.5 8.3 ヨコナデ／ハ 磨i威／磨i戚 i炎褐 0.5～l.5mm石多 ・0.5凹 1/4 近江
ケ 長多.0. 5～Immチャ多 系

48 A 1 SHlOO 斐 (14. 6) 3.2 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ヨ i炎掻褐 0.5mm石・ 0.5～2mm長 1/12 
タキ コナデ

49 A 1 SH101 斐 16.6 4.3 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ i炎茶褐 0.5mm長・ 0.1～3mmチャ 1/6 
ケ ズリ 多.0. 5凹雲 ・0.5皿角

50 A 1 SH!Ol 斐 16.4 4.9 磨滅／磨滅 ヨコナデ／ケ 暗茶褐 0.5～2mm石・ 0.5～2mm長 2/11 
ズリ 0.5～I阻チャ

51 A 1 SHlOl 望主 14.2 12.2 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 黄灰褐 0.5～1. 5胴石.0. 5～2皿 4/5 
南西区 ケ ズリ 長 ・l阻チャ.1阻雲

52 A 1 SHlOl 斐 18.6 7. 7 ナデ／ハケの ナデ／ケズリ i炎樫灰 0.5～2mm石・ 0.5～2mm 4/5 
南西区 ちナデ 褐 長 ・5凹チヤ・lmm雲・

0.5凹赤

53 A-1 SH!Ol 望主 10.8 15.0 ヨコナデ／ハ ハケのちヨコ j炎褐 0.5mm石・ 0.5～l皿長・ 314 山陰
ケ ナデ／ケズリ 0.5～2皿チヤ・ 0.5凹角 系

のちナデ

54 A 1 SH101 台付 14.6 22. 7 ヨコナデ／ハ 磨滅／磨滅 暗茶褐 0.5皿石 .0. 5～2阻長・ 1/4 東海
護 ケ 0.5～lmmチャ 系

55 A 1 SHlOl 品科： 19.3 12.0 ミカキ／ハケ 磨i威／シボ i炎褐 1. 5凹石・ 1～2mm長 ・0.5 1/2 
リ・ ナデ ～3.5凹チャ
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56 A-1 SHlOl 品析、 17.0 10. 4 ナデ／磨滅 ナデ／ケズリ 暗樫褐 0.5皿石 .0. 5～l凹長・ 4/5 
篭内 0.5凹チャ

57 A 1 SH101 前十不 18.4 13. 1 ミガキ／磨滅 ハケ／磨滅 淡赤褐 l～2凹石 0.5mm長 ・ 7/12 
0.5凹チャ

58 A 2 SHlOl 局杯 18.0 6.0 ナデ・ケスリ ナデ 暗積褐 l皿長・ lmmチャ・ 0.5～ 1/6 
2四赤多

59 A 1 SHlOl 品杯 (18. 0) 5.4 ハケ／ー ハケ／シ示、リ i炎黄 0.5～2mm石 ・0.5～3阻 1/12 
長・ lmmチャ・ 0.5四角

60 A 1 SHlOl 品杯 19.4 5.5 ハケのちナデ ハケのちナデ 澄褐 0.5mm長・ l～2.5mm 1/6 
チャ・ 0.5凹雲

61 A 1 SHlOl 品杯 19.0 5.5 ハケのちナデ ナデ j炎黄 0.5～3阻石 ・0.5～l.5mm 1/2 
長.0. 5～l. 5阻チャ

62 A-1 SH101 高杯 17.8 4.8 ハケのちナデ ハケのちナデ 樫褐 l～3.5mm石 ・1～3凹長 ・ 1/2 
2阻チャ

63 A 1 SH101 両材； 17.8 4.6 磨i戚 ミガキ i対登褐 lmm石 ・l～2.5胴長・ 0.1 1/4 
～2皿チャ・0.5阻赤多

64 A-1 SHlOl 小形 10.3 7. 1 ナデ／ハケ ハケ／ケズリ i炎褐 l～1. 5mm石・ 0.5～l.5凹 1/4 
竃内 丸底 長・ lmmチャ・ 0.5剛雲 ・

宝E 0.5～lmm赤

65 A 1 SH101 査 31. 4 3.4 ナデ ナデ・ハケ 糧茶褐 0.5mmチャ・0.5～2剛角 1/4 讃岐
下！膏 多 産

66 A 1 SHlOl 二重 3. 7 磨滅 磨滅 燈褐 lmm石 l阻長 l～2凹 南関
東区 口縁 チャ・0.5mm雲 ・lmm赤 東系
下層 － Aτ廿"" 

67 A 1 SHlOl 二重 9. 1 磨滅 磨減 櫨茶褐 0.5町長・ 0.5mm赤 ・3～ 阿波
下層 口縁 4mm結 系

査

68 A 1 SHlOl 直口 16.2 9.9 ナデ／ハケ ナデ／ケズリ 樫褐 0.5～3皿石 ・0.5～l.5凹 5/6 
下層 査 長・ 0. 5mmチヤ・0.5阻

雲 0.5～l.5凹赤

69 A-1 SHlOl 短頚 13. 1 5.5 ナデのちミカ ナデ／ナテ 淡褐 l～3.5皿石・ l～3凹長 ・ 5/6 
北区 査 キ／ミガキ l～3凹チャ .0. l～lmm 
下層 雲 .0. 1～l凹赤

70 A-1 SHlOl 底部 3.8 2.3 ケズリのちミ ハケ 暗褐 l～2mm石 ・0.5～lmrn長・
下層 （底部径） ガキ 0.5凹チャ

71 A-1 SHlOl 斐 14. 0 8.0 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ j炎樫褐 0.5～lmm石・ 0.5～2mm長 1/3 
下層 タキ ア 多・ lmmチャ・ l.5剛角

72 A-1 SHlOl 底部 3. 7 2. 7 タタキ 工具によるナ i炎褐 lmm石 ・0.5～4.5胴長・
下層 （底部径） ア 0.5凹チャ

73 A 1 SHlOl 婆 (15. 4) 3.3 ナデ ハケ／ケズリ i炎褐 l～2凹石 ・lmm長 ・0.5皿 1/8 
赤

74 A 1 SHlOl 局十不 7. 1 ミガキ シボリ ・ナテ j炎黄灰 l～l. 5mm石.0目5皿長 ・
下層 のちハケ 褐 l凹チャ

75 A 1 SH102 斐 26.4 4.6 ハケのちナデ ハケのちナデ 暗灰褐 0.5～3mm石.0. 5～2凹 1/9 
チャ

76 A 1 SH102 斐 15.0 5.2 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ i炎褐 lmm石 .1阻長 .0. 5阻赤 1/4 
タキ ズリ

77 A 1 SH102 前十干 3.6 8.3 ナデ／ナデ ナデ／ナデ・ i炎褐 0.5～2mm石・ 0.5～2皿
（頚部径） ケズリ 長 .0. 5阻チャ

78 A-1 SH105 広口 10.0 4.3 ミガキ ミガキ j炎褐 lmm石.0. 1～2凹長 ・l～
北西区 宜E （受部径） 3凹チャ 0. lrnrn雲

79 A 1 SH105 宜τと2'. 21. 6 8.2 ミガキ／ミガ ミガキ／磨滅 j炎樫褐 l～l. 5皿長多 ・1～2皿 1 /3 西部

下層 キ チャ多 ・lrnrn角 瀬戸

内系

80 A-1 SH105 査 30.0 24. 1 ミガキ／磨滅 ナデ／ナデ I炎褐 0.5～3阻石.0. 5～4mm 近江
（胴部径） 長.0. 5～l皿チャ・0.5 系

～lrnrn角

81 A 1 SH105 二重 (23.6) 2.3 ハケのちミガ ミガキ i炎褐 0.5rnrn石 ・l～2rnrn長 ・ 1/12 
南東区 日縁 キ 0.5凹角

宝E

82 A 1 SH105 宜E 4.8 21. 0 ハケのちミガ ハケ／ナデ 灰褐 0.5～lrnrn石・ lrnrn長 lrnrn
南西区 （底部径） キ／ナデ チャ・ 0.5凹角
下層

83 A-1 SH105 斐 16.2 10.5 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ i炎褐 0.5～lrnrn石多.0. 5～2rnrn 3/4 
タキ ア 長多・ lrnrn角

84 A 1 SH105 事主 (16. 8) 4.9 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ 灰褐 0.5～lrnrn石・ lrnrn長・ l皿 1/16 
南西区 タキ ア チャ ・0.5mm雲
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85 A-1 SH105 斐 17.2 4.2 ナデ／タタキ ナデ／ハケ ・ 淡灰褐 0.5～2mm石 .0. 5～lmm 117 
南西区 ナデ 長 lmmチャ ・lmm角
下層

86 A 1 SH105 翌主 (10. 7) 5.0 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ i炎褐 l～2mm石 l～2mm長 ・ 1/8 
上層 タキ ズリ lmmチャ ・lmm角

87 A l SH105 高:>L (16. 0) 4.0 工具によるナ ヨコナデ／ケ 暗褐 lmm石・ lm皿長 ・0.1～2凹 1/12 
デ／ ズリ チャ

88 A 1 SH105 斐 (15. 8) 4.1 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ 赤茶褐 0.5～3mm石多 .0. 5～3mm 1/16 
北西区 タキのちハケ ア 長

下層

89 A 1 SH105 翌E 16.8 5. 1 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ i炎黄褐 0.5～3mm石・ 0.5胴長 ・ 1/6 
南東区 タキ ズリ lmmチヤ ・lmm角
下層

90 A 1 SH105 斐 14. 4 5.2 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ i炎燈褐 0.5～2凹石 .0. 5～2醐 1/6 
床直上 ケ ズリ 長 .0. 5～1. 5凹チャ ・

0.5mm赤多

91 A 1 SH105 斐 (16. 6) 2.6 ヨコナデ／ー ハケ／ケズリ 黄褐 0.5～2mm石 ・0. 5mm長 ・ 1/12 
床直上 0.5～lmmチャ

92 A-1 SH105 斐 19.0 7.3 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ 淡褐 0.5～3凹石・ 3～4醐長 1/4 
タキ

93 A 1 SH105 斐 17.4 3. l 磨滅／タタキ 磨滅／磨滅 暗茶褐 0.5阻石.0. 5～lmm長 115 
南東区

94 A 1 SH105 斐 5. 1 ナデ／タタキ ハケ／ケズリ j炎褐 l～2剛石・ 0.5凹長 ・lmm
南東区 のちハケ チャ

95 A I SH105 要E 17. 1 8.8 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 暗褐 0.5～l阻長 .0. 5～3mm 2/11 生駒
南東区 タキ ズリ チャ.0. 5～0.2剛角 西後
床直上 産

96 A 1 SH105 警主 14.6 11. 1 タタキのちハ ケズリ 暗茶褐 0.5～lmm石 0.5～2凹 生駒

（頚部径） ケ 長 0.5～lmmチヤ・ 西喜重
0.2剛角 産

97 A 1 SH105 底部 5.3 3.0 工具によるナ 工具によるナ i炎褐 l～1. 5胴長・ l～2mmチャ 底部

南西区 （底部径） ア ア に葉

脈

98 A-1 SH105 底部 1. 6 1. 9 タタキのちケ ナデ i炎暗褐 0.5～lmm長多 ・lmmチャ
南東区 （底部径） スリ ～ト Olmm雲多

99 A 1 SH105 高杯 19.4 11. 6 ミガキ／ミガ ミガキ／ケズ 暗黄褐 0.5～2mm石・ 0.5～lmm 1/4 
上層 キ 長 ・lmmチャ・ 0.5凹角

100 A l SH105 高杯 22. 7 7.0 ナデ 磨j戚 樟褐 0.5～1. 5剛石 ・0.5～lmm 3/4 
上層 長・ lmm角・ 0.5mm赤

101 A 1 SH105 高杯 20.0 7.2 ミガキ ハケ ・ミガキ 櫨灰褐 0.5～2mm石.0. 5～2.5mm 5/12 
長 .0. 5～lmmチャ

102 A 1 SH105 高杯 13.0 9.5 ミガキ シボリ ・ナデ j炎黄褐 l～2mm石 .0. 5～1. 5mm 
上層 （底部径） 長 .0. 5凹チャ ・0.5mm角

103 A 1 SH105 器台 6.8 ミガキ ナデ 赤茶褐 lmm長 ・0.5凹角

104 A 1 SH105 高杯 12.8 7.5 磨滅・ケズリ 磨滅 i炎黄褐 0.5～l. 5皿長 ・l～2mm
床直上 （底部径） チャ多 .1～3mm赤多

105 A 1 SH105 局杯 12.2 5.3 ミガキ ミガキ 櫨褐 0.5～2醐石・ l～2胴長・ 完存
上層 0.5～lmm雲 ・0.5～lmm

赤.0. 5～lmm角

106 A-1 SH105 器台 17.2 2.6 ヨコナデ ヨコナデ 暗褐 0.5～lmm石 ・l～2mm長 ・ 1/4 阿波
南東区 2阻チャ ・O. lmm雲 系

107 A 1 SH105 広口 16.4 3目3 ヨコナデ ヨコナデのち j炎糧褐 0. lmm石 ・lmm長・ lmm 1/4 
宜t2: ハケ チャ .0. 1～0. 5mm赤

108 A 1 SH105 小形 9.0 8目。 ミガキ／ハケ 磨滅／ハケ 赤褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 4/5 近江
器台 のちミガキ 長 ・0.5～1.5mm角多 ～ 

東海

109 A 1 SH106 二重 (28. 3) 9.5 磨滅 ナデ 鐙褐 0.5～2mm石 .0. 5～2叩 1/8 
下層 口縁 長.0目5～l皿チヤ ・

宜士2: 0.5mm雲
110 A 1 SH106 小形 7.4 1. 8 ミガキ ナデ 暗黄褐 lmm長 ・0.5凹チャ 1/6 

上層 器台

111 A-1 SH108 直口 13.0 18. 7 磨i威／磨滅／ ヨコナデ／ナ 樫褐 0.5～2凹石 ・0.5～2.5mm 3/4 
床直上 査 磨j威 T 長 .0. 5～lmmチャ

112 A 1 SH108 期J況」 12.8 24.6 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ j炎褐 0.5～l凹石多・ 0.1～lmm 213 
ケのちナデ／ ズリ／ケスリ チャ多 0. lmm雲
ハケ
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113 A 1 SH108 苦主 16.3 5.2 ヨコナデ ヨコナデ i炎燈褐 0.5～l. 5mm石.0. 5～l凹 4/5 
上層 長 .0. 5～l凹チャ・

0.5皿角
114 A 1 SH108 墾 16.8 6.3 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ i炎褐 0.5～2mm石・ lmm長 0.5 1/4 

床直上 ケのちナデ ズリ ～lmmチャ

115 A 1 SH108 饗 (17. 0) 4.0 ナデ／ハケ ハケ／ケズリ 暗灰褐 0.5～lmm長・ 0.5～I阻 1/8 
北東区 チャ・ 0.5皿角

116 A 1 SH108 斐 15.2 12.2 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 黄褐 0.5～2mm石.0. 5～2阻 2/3 
竃内 ケ ズリ 長.0. 5～2阻チャ

117 A-1 SH108 高杯 18.0 12.5 ハケ ・ナデ／ ナデ／ケズ j炎黄 0.5～lmm石 ・0.5～lmm 1/4 
竃内 板状工具によ リ－ハケ 長 ・0.5mm赤

る押圧

118 A 1 SH108 高杯 18.8 5.6 ナデ ナデ i炎黄 0.5～2mm石 ・0.5～lmm 1/2 
竃内 長 .0. 5～2凹チャ

119 A 1 SH108 高杯 12.0 7.2 ハケのちナデ ケズリ・ハケ i炎黄 0.5～2凹石 ・0.5～l醐
竃内 （底部径） 長.0. 5～l剛チヤ・

0.5mm雲
120 A-1 SH108 高杯 3.0 7.2 ナデ ケズリ j炎褐 0.5～l醐石多・ 0.5～lmm

（頚部径） 長 .0. 5～lmmチャ

121 A 1 SH108 高杯 26.6 6.8 ナデ ナデ j炎樫褐 0.5～l. 5皿石・ 0.5～lmm 317 
北東区 長.0. 5～lmmチャ・
南東区 0.5mm角
竃内

122 A 1 SH109 斐 17.8 15.8 ヨコナデ／ハ ハケ／ケズリ i炎黄灰 lmm石 .0. 5凹長・ 0.5～ 1/3 
ケ 褐 5皿チャ・ 0.5阻赤・ lmm

角

123 A 1 SH109 斐 (18. 6) 9.7 ヨコナデ／ハ ナデ／ケズリ 淡褐 0.5～lmm石.0. 5～lmm 1/8 
竃内 ケ 長 .0. 5～2阻チャ・ 0.5

～lmm角
124 A 1 SH109 Z霊 17.8 5.3 ナデ／タタキ ナデ／ナデ j炎褐 lmm石・ lmm長・ l～2阻 1/4 

チャ・ 0.5皿赤
125 A 1 SH109 小形 8.0 9.3 磨滅／磨滅／ 磨滅／指オサ j炎櫨褐 l～2阻石 ・l～2mm長 ・l 1/3 

丸底 磨減 エ／ナデ ～2醐チャ ・l～2阻赤
宝E

126 A 1 SHllO 斐 14.6 8.2 ヨコナデ／ハ ナデ／ケズリ 樫褐 0.5～lm皿石 ・0.5～lmm 1/4 
南壁 ケ 長 .0. 5凹角

127 A 1 SH116 査 (17. 6) 4.3 ハケのちミガ ヨコナデ 淡黄灰 0.5～1. 5皿石 0.5～2皿 1/10 阿j皮
東区 キ 褐 長・ 0. 5mmチャ 系
床直上

128 A 1 SHl 13 鉢 24.2 13. 1 ミガキ／ハケ ミガキ／ミガ i炎褐 0.5～1. 5皿石・ 0.5～2皿 1/4 
北西区 のちミガキ キ 長 ・0. 5mm雲・ 0.5皿赤
床直上

129 A-1 SH104 二重 21. 6 4.6 ミガキ／ミガ ミガキ／ミガ 黄褐 0.5～2凹石 ・lmmチャ 213 
南西区 口縁 キ キ
下層 査

130 A-1 SH104 斐 13.5 10. 7 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 暗黄灰 0.5～1. 5mm石 0.5～lmm15/16 
下層 タヰのちハケ ズリ／ケズリ 褐 長 ・0.5mm雲・ 0.5～lmm

／ハケ 角

131 A 1 SH104 斐 13.0 10.3 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ 淡援褐 0.5～3mm石・ 0.5～5凹 15/16 
南東区 長 .0. 5～lmmチャ・

0.5mm赤

132 A 1 SH104 高杯 11. 3 5.1 磨滅 磨滅 燈褐 0.5～2凹石多.0. 5～lmm 5/6 近江
長.0. 5～lmm雲 .0. 5～ ～ 
2皿チャ多・ 0.5mm赤 東海

133 A 1 SH104 鼓形 21. 1 11. 9 磨滅／磨滅 磨滅／磨滅 淡褐 O. lmm石・ 0.5～l凹 1/6 山陰
西区 器台 チャ・ 0.5mm赤 系
上層

134 A 1 SH104 小形 10.8 7.3 ミガキ／ミガ ミガキ／ナデ 暗褐 0.5～1. 5皿石 ・0.5皿 213 近江
下層 器台 キ 長 .0. 5凹チャ .0. 5凹雲 ～ 

東海

135 A 1 SH118 直口 18.3 8.2 ナデ ナデ j炎褐 1. 5～4mm石 ・0.5～2皿 完存

下層 査 長 .1～1. 5mm赤

136 A 1 SH118 斐 12.4 7.5 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ 糧褐 0.5～1. 5mm石・ l皿長 ・ 1/3 
のちハケ 0.5～3mmチャ多

137 A-1 SH118 斐 (15. 2) 6.5 磨滅／タタキ ハケ／ケズリ i炎褐 0.5～lmm石・ 0.5～2mm 1/16 
長 .0. 5～lmmチャ

138 A-1 SH118 護 (17. 6) 3.3 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ j炎褐 0.5凹石 ・0.5mm長 1/16 
ケ ズリ
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139 A 1 SH118 斐 16.4 4. 7 ヨコナデ ヨコ十デ 極褐 0.5mm石 ・0.1～0.5雲 ・ 1/7 
O. lmm角

140 A-1 SH118 望主 12.6 5.2 ヨコナデ／磨 ヨコナデ／磨 暗褐 l～2醐石・ 0.5～l脚長 ・ 1/5 
下層 滅 I威 0.1～0.5凹雲

141 A 1 SH118 婆 15.8 4.5 ヨコナデ ヨコナデ 赤褐 0.5～2mm石・ 0.5皿チャ 1/6 

142 A 1 SH118 品杯 3.0 2.8 ハケ ナデ j炎褐 0.5～l阻長 ・0.5凹
（頚部径） チャ・ 0.5皿雲

143 A 1 SH118 高杯 (15. 8) 5.4 ケスリのちミ ミカキ j炎樟褐 0.5mm石.0. 5～1. 5凹 1/16 
ガキ 長.2. 5凹チャ.0. 5阻角

144 A-1 SH118 高杯 22. 7 12. 1 ミガキ／ミガ ミガキ／磨滅 i炎灰褐 l～2剛石・ l醐長・ l～ 2/3 
下層 キ・ハケ 2阻チャ・ 0.5～lmm雲

145 A 1 SH118 高杯 17.6 ハケのちミガ ミガキ／シボ 淡樫褐 0.5～lmm石 .0. 5～lmm 2/3 
下層 キ／ミガキ ・ リ・ケズリ 長・ lmmチャ

ナデ

146 A-1 SH118 小形 9.4 9.0 ミガキ／ミガ 磨滅／磨滅／ i炎黄褐 l～3皿長・ l～2mmチャ・ 7/8 
下層 丸底 キ／ハケ 磨減 l～3阻赤

査

147 A 1 SH118 ノl、形 9.0 6.2 ナデ／ハケ ナデ／ケズリ i炎褐 0.5～lmm石・ lmm長・ 1/4 
翌E 0.5mrn雲

148 A-1 SH120 二重 15.6 22. 1 ナデ／ハケ ナデ／ケズリ i炎黄灰 l～5凹石.1～5凹長 ・l 1/6 山陰
下層 口縁 褐 ～2. 5mmチャ.0. 5～ 系

査 2.5阻雲

149 A 1 SH120 二重 18.2 35.0 ナデ／ハケ／ ナデ／ケズリ i炎褐 0.5～2凹石 .0. 5～2凹 3/4 
口t量 ハケ のちナデ／指 長 .0. 5～3醐チャ・ lmm
淳品ι三 オサエ 角

150 A-1 SH120 望E 10.8 11. 5 ナデ／ハケ ハケ／ナデ i炎黄褐 0.5～lmrn石 .0. 5～lmm 1/2 
床直上 長 .0. 5～2剛チャ ・

0.5剛雲 ・0.5mm角

151 A 1 SH120 望E 11. 6 15.4 ナデ／タタキ 磨滅／ケズリ i炎澄灰 0.5皿石・ 0.5～lmm長 完存

床直上 ／ハケ ／指オサエ 褐 多.0. 5～2阻チャ

152 A 1 SH120 斐 14. 6 15.4 ナデ／ハケ ナデ／ケズリ j炎褐 l～2.5凹石・ l～2mrn長 ・ 1/3 
竃内 l. 5mrn赤

153 A-1 SH120 高点む 14.9 9. 7 ナデ／ハケ ナデ／ケズリ i炎燈茶 l～4.5凹石.0. 5～2mm 1/2 
竃内 褐 長 ・lmrnチャ

154 A 1 SH120 望E 13.2 4. 7 ヨコナデ／磨 ヨコナデ／ケ 暗褐 0.5～lmm石 ・0.5～lmm長 1/4 
下層 i威 ズリ

155 A 1 SH120 空色 15.0 11. 0 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 暗黄褐 0.5～lmm石・ 0.5～2mm 1/4 
床直上 ケ ズリ 長 .0. 5～2mmチャ

156 A I SHl20 斐 16.2 12.0 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ i炎褐 0.5～2mm長 ・l～l.5mm 1/3 
床直上 ケ ズリ チャ .1～2mm赤

157 A I SH104 望主 (15. 6) 10.6 ナデ／ハケ ナデ／ケズリ 黄褐 0.5～l凹石 ・0.5～l.5凹 1/8 
南東区 長 ・Immチャ ・lmm角
下層

158 A-1 SH104 斐 21. 6 9.5 ヨコナデ／ハ ナデ／ナデ ・ 暗褐 0.5～2皿石 ・0.5～lmm 1/24 
北東区 ケのちナデ ケズリ 長・ lmmチャ
下層

159 A-I SH120 斐 (19. 8) 3.9 ヨコナデ ヨコナデ 明灰白 0.5～lmm石 ・0. 5mm長・ 1/8 
上層 褐 0.5～l. 5皿チャ .0. 5阻

z室，；

160 A 1 SHl20 婆 24.2 8.8 ナデ／ナデ 磨i威／磨滅 j炎黄褐 lmrn石・ Imm長 ・l.5凹 1/6 
チャ・ 0.5～Imm赤

161 A I SHl20 台付 3.6 ハケ ナデ 暗樫褐 0.1～2叩石 ・l～2阻長 東海
床直上 斐 系

162 A I SH120 高杯 12.2 7.5 ケスリのちナ ケズリ ・ナデ i炎黄灰 0.5～2mrn石・ 0.5～2醐
（底部径） ア 掲 長.0. 5～Immチャ・

0.5mm雲 .0. 5胴角
163 A 1 SHl20 高杯 19.0 13.3 ケスリのちナ ナデ／ケズ i炎燈褐 0.5～2mm石 ・0.5～4凹 314 

床直上 デ ・ハケ／ナ リ・ナデ 長 .0. 5～2mmチャ ・
デ ・ハケ 0.5凹角

164 A-1 SH!20 I司材： 22.6 7 ハケのちナデ ハケ j炎樟褐 l～2.5凹石 .0. 5～2凹 15/16 
竃内 チャ ・0.5皿雲

165 A 1 SH120 局杯 22. 1 6.8 ヨコナデ ヨコナデ j炎褐 l～4.5凹石.1～1. 5醐 2/3 
篭内 長 ・1.5～5m阻mチャ

166 A-1 SH120 高杯 20.0 5.9 ハケ 磨i成 i炎樫褐 0.5～l. 5阻石 ・0.5～lmm 1/5 
長 .1～5凹チャ多 ・
0. lmrn雲

nu 
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167 A 1 SH120 ノl、形 10.0 10.3 指オサエ／ハ ヨコナデ／指 i炎赤褐 0.5～lrnm石 ・0.5～lrnm 1/2 
下層 丸底 ケ オサエのちケ 長・ 0. 5mmチャ

宜E ズリ

168 A 1 SH120 ノj、形 (9.9) 7.2 ヨコナデ／ハ ハケ／ケズリ 暗褐 0.5胴長 ・0.5～lrnmチャ 1/12 
下層 丸底 ケ

査

169 A-1 SH120 ノj、形 9.4 7.15 ナデ／ハケ ナデ／ケズリ i炎灰茶 lrnm石.1～2mm長.1凹雲 1/2 
床直上 丸底 褐

宝世.:!: 

170 A 1 SH120 両杯 8.8 5.5 ナデ ナデ 黄褐 0.5～3rnm石・ 0.5～lmm 11/12 
長.0. 5～4mrnチャ

171 A 1 SK98 斐 16.4 5.5 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ 黄褐 0.5～l凹石・ lrnm長・ l阻 1/2 
タキのちハケ チャ・ lmm角

172 A 1 SK98 ノl、形 13.6 4.3 ナデ ナデ 明赤褐 0. 5rnm長・ 0.5阻角
北東区 丸底 （頚部径）

鉢

173 A 1 SK98 小形 (13. 0) 3.7 ミガキ／ミガ ミガキ／ミガ 暗樫褐 0.5mrn長 ・0. 5mrn雲 1/8 
南西区 丸底 キ キ

鉢

174 A 1 SK98 小形 (10. 0) 8.8 ミガキ／ミガ ミガキ／ミガ j炎赤褐 0.5～2阻長・ 0.5mrn雲 1/16 近江
器台 キ キ・ケズリ ～ 

東海

175 A 1 SK117 斐 3.1 磨j威 ヨコナデ j炎褐 0.5凹石・ 0.5凹長・ lmm
チャ

176 A-1 SD112 底部 3.2 2.7 タタキ ハケ j炎褐 0.5～2.5阻石・ 0.5～3mm
（底部径） 長 .0. 5～2mrnチヤ・

0.5皿赤

177 A-1 SD127 台付 3.8 4.2 磨滅／ミガキ ミカ守キ／磨滅 j炎褐 0.5～2凹石・ 0.5～2剛
鉢 （脚部径） 長 .0. 5～2mmチャ・

0.5皿赤

178 A 2 SH383 二重 20.4 7.2 ミガキ ミガキ 糧褐 0.5～2凹石 .0. 5皿雲・ 完存
下層 口縁 0.5凹赤

表

179 A-2 SH383 一重 18.8 4.3 ミガキ ミガキ 黄褐 0.5～3mm石.0. 5皿長・ 115 
口縁 0.5～lmmチャ・ 0. 5mm雲
宜E

180 A 2 SH383 二重 20.8 7.3 ヨコナデ・ ミ ヨコナデ・ミ i炎黄褐 l～4.5皿石・ 0.5～5凹 1/3 
下層 口縁 ガキ ガキ 長.1～6. 5rnmチャ・

表 0.5皿雲

181 A 2 SH383 重主 11. 2 7. 7 ヨコナデ／ハ ミガキ／ナデ 暗燈褐 0.5阻長 ・0.5剛赤 213 
下層 ケ

182 A-2 SH383 短頚 11. 9 4.5 ハケ ケズリ j炎褐 0.5～2mm石多・ 0.5～2凹 1/6 
表 長

183 A 2 SH383 直口 18.9 24.8 磨滅／ハケ 磨滅／ケズリ i炎糧灰 l～2. 5mm石.0. 5～lrnm 213 
壷 褐 長.1～2mrnチヤ ・lmrn雲

184 A 2 SH383 直口 17.2 8. 1 ハケ／ハケ ハケ／ケズリ j炎黄灰 l～3mrn石・ l～2.5凹長・ 5/6 
壷 褐 l～3rnmチャ

185 A-2 SH383 直口 12.6 7.8 ナデ／ナデ 工具によるナ 樫褐 0.5～lmm石・ 0. 5rnm長・ 1/3 
壷 デ／工具によ lrnmチャ・ 0.5rnm赤

るナデ

186 A 2 SH383 直口 8.6 35.5 ナデ・ハケ／ ナデ／指オサ 黄褐 0.5～2凹石・ 0.5～lmrn 1/2 
下層 査 ハケ／ハケ エのちケズリ 長.0. 5～2mrnチャ

／ケズリ

187 A 2 SH383 直口 14. 7 6.3 ミガキ ミガキ 燈褐 0.5～2皿石 ・0.5rnm長 ・ 1/2 
床直上 査 0.5皿雲 lrnm角

188 A-2 SH383 直口 17.4 5.7 磨滅 磨滅 i炎糧灰 0.5～2rnm石・ 0.5～1.5mm 1/3 
査 褐 長.0. 5～2凹チャ

189 A-2 SH383 査 (21. 2) 1. 8 ナデ ナデ i炎澄褐 l～3醐石 ・0.5阻長・ 1凹 1/8 
チャ

190 A-2 SH383 斐 13.4 10.4 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ i炎褐 l皿石 ・lrnm長 ・0.5～ 1/6 
タキのちハケ 1. 5皿チャ

191 A 2 SH383 斐 12.9 8.8 ナデ／タタキ ナデ／ケズリ j炎褐 l～2凹石・ l～1.5凹長・ 1/5 
l～2皿チャ

192 A 2 SH383 斐 14.9 19. 1 磨滅／タタキ ハケ／ケズリ i炎黄褐 0.5～lmm石.0. 5～2醐 11/12 
のちハケ／ハ ／磨滅 長・ 0.5mm赤
ケ
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193 A 2 SH383 斐 14. 6 17.2 ナデ／タタキ 磨滅／ケズリ i炎黄褐 0.5～2凹石・ 0.5～lmm 2/3 
のちハケ 長 .0. 5～3醐チヤ ・

0.5mm雲
194 A-2 SH383 妻E 15.6 22.6 ナデ／タタキ ハケ／ケスリ i炎黄褐 lmm長 ・l～2凹チャ 1/2 

下層 のちハケ／ハ ／ケズリ
ケ

195 A-2 SH383 斐 13.8 10. 8 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ i炎黄褐 l阻長 ・l～2阻チャ・lmm 718 
タキのちハケ 赤

196 A-2 SH383 警主 14.6 12. 7 ナデ／タタキ ハケ／ケズリ i炎黄褐 l～3.5醐石・ 0.1～lmm 1/4 
下層 のちハケ 長.1～l. 5胴チヤ ・

l. 5mm雲
197 A 2 SH383 斐 16.6 21. 6 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ i炎燈茶 lmm長・ 0.5凹～2mmチャ 2/3 

タキのちハケ 褐 多 ・0.5mm赤 ・0. 5mm角

198 A-2 SH383 斐 13.3 14.5 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ j炎糧褐 l～2mm石・ l～3mm長 ・l 3/4 
床直上 タキのちハケ ／ケスリ ～2mmチャ ・l～2mm角

／ハケ

199 A-2 SH383 斐 16.8 14. 1 ヨコナデ／タ 磨滅／ケズリ i炎黄褐 0.5mm石 0.5～lmm長 ・l 2/3 
下層 タキ ～3mmチャ

200 A-2 SH383 斐 20.4 5.2 ヨコナデ／タ 磨滅／磨滅 j炎黄褐 l～3mm石・ lmrr長 ・l～ 1/4 
タキ 3凹チャ

201 A 2 SH383 警主 12.0 8.4 磨滅／タタキ ハケ／ケズリ 淡燈灰 O. lmm石・ l～2mmチャ 1/4 
下層 褐

202 A 2 SH383 斐 17.2 16.5 磨滅／タタキ 磨滅／ケスリ 淡黄褐 0.5～Imm石多 ・0.5長・ 3/4 
0.5～2mmチャ多 .0. 5凹
赤

203 A 2 SH383 3を 18.0 8.8 ヨコナデ／タ ハケのちナデ 淡褐 0.5～lmm石・ Imm長・ 0.5 1/3 
タキのちハケ ／ケズリ ～3mmチャ ・lmm角

204 A-2 SH383 斐 13.8 17. 7 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 暗茶褐 0. 5mm石・ 0.5～l凹長 ・ 718 
タキ／ハケ ズリ／ケズリ 0.5～2凹角多

205 A 2 SH383 受 15.6 14. 1 ヨコナデ／タ ハケ／ケスリ 黄褐 0.5～Imm石 0.5～l凹 3/4 
タキのちハケ 長 .0. 5～3凹チャ・

0.5mm角

206 A-2 SH383 望主 17.9 14. 0 ヨコナデ／タ ハケ／ケスリ 淡黄灰 l～2mm石 l～2剛長・ l 1/4 
タキ 褐 ～2剛チャ

207 A-2 SH383 主筆 15.8 7.9 ナデ／タタキ ナデ／ケズリ 1炎燈灰 0.5～lmm石 0.5～Imm 1/3 
のちハケ 褐 長 l～2皿チャ

208 A 2 SH383 斐 15.5 9.6 ナデ／タタキ ナデ／ケズリ 淡黄灰 l. 5阻石.0. 5～2凹長 ・ 7/8 
褐 l凹チャ

209 A-2 SH383 斐 16. 7 8.6 磨滅／タタキ 磨滅／ケスリ 淡燈褐 0.5凹石・ 0.5mm長 ・0.5 718 
のちハケ ～lmmチャ .0. 5凹赤

210 A-2 SH383 警E 14.0 8.2 ヨコナデ／タ ハケ／ケスリ 淡樫褐 lmm石・ 0.5～lmm長 .0. 5 1/3 
タキのちハケ ～lmmチャ

211 A 2 SH383 斐 (14. 0) 8.8 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ 淡褐 0.5～lmm長 ・Immチャ 1/16 

212 A-2 SH383 斐 17.2 7.8 磨j成／タタキ 磨滅／磨滅 灰褐 l～2凹石・ 0.5～2mm長 ・ 1/3 
lmmチャ

213 A-2 SH383 斐 12.6 7.6 磨j威／タタキ ハケ／磨滅 黄褐 0.5～Imm石 ・0.1～3mm 1/4 
長.o. 5～Immチャ

214 A-2 SH383 翌E 17.2 8. 1 ナデ／タタキ ハケ／ケズリ 淡黄灰 l～3凹石 ・l～2.5mm長・ 5/6 
褐 l～3凹チャ

215 A 2 SH383 3草 (14. 6) 7.0 ナデ／タタキ ナデ・ハケ／ 淡黄灰 lmm石 ・lmm長 ・l凹チャ 1/12 
のちハケ ケズリのちナ 褐

ア

216 A 2 SH383 斐 13.8 6.0 磨滅／タタキ 磨i威／磨i威 i炎樟褐 0.5～1阻石 ・Imm長 ・0.5 1/3 
～2凹チャ・ lmm角

217 A 2 SH383 翌E 18.2 5.65 ナデ／タタキ ナデ／ケスリ 淡黄灰 0.5～lmm石 0.5～lmm 1/5 
褐 長.0. 5～2四チャ

218 A-2 SH383 斐 15.9 6. l 磨i威／タタキ 磨滅／ケズリ 淡黄灰 l皿石 ・0.5～l醐長 － 完存
のちハケ 褐 0.5皿チャ .0. 5～l阻角

219 A-2 SH383 斐 8.2 5.5 ハケのちナデ ノ、ケのちナデ 灰褐 0.5～l凹長石 ・0.5阻 1/4 
／タタキ ／ケズリ チャート

220 A-2 SH383 斐 15.0 5.9 ナデ／タタキ ナデ／磨滅 樟灰褐 0.5～l. 5凹石・ 0.5～lmm 1/2 
下層 長.0. 5～2mmチャ

221 A-2 SH383 警主 16.6 6.05 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ i炎樫褐 l～2mm石・ 0.5～l.5醐 1/4 
長 .1～2凹チャ・0.5mm
赤

つ山
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222 A 2 SH383 警E 8.2 4.8 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ i炎燈褐 0.5～2mm石・ l～2凹長 － 1/3 
下層 タキのちハケ lmmチャ

223 A 2 SH383 塗 16.2 4.0 磨滅／磨滅 磨滅／ケスリ i炎櫨褐 l～1. 5mm石.1～1. 5mm長 1/3 
下層

224 A 2 SH383 婆 16.6 9.8 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ 淡黄 0.5～lmm石 ・0.5～Imm 3/4 
長 .0. 5～lmmチャ ・
0.5mm角

225 A 2 SH383 整 14.0 6.0 ナデ／タタキ ハケ／ケズリ 淡褐 0. 1～2mm石・ 0.5mm長・ 1/4 
下層 lmmチヤ ・0.5～lmm赤

226 A 2 SH383 斐 (13. 0) 5.8 ナデ／タタキ ナデ／ケズリ 淡種褐 l～4mm石.0. 1～3胴長・ 1/8 
I皿チャ

227 A 2 SH383 斐 (13. 2) 4.6 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 淡黄褐 lmm長 .0. 5～l. 5mmチャ 1/8 
タキのちハケ ズリ

228 A 2 SH383 警主 15.8 4.8 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 淡黄灰 0.5～1. 5mm石・ 0.5～lmm 1/4 
タキ ズリ 褐 長.0. 5～2剛赤

229 A 2 SH383 雪主 (14. 8) 5.2 ナデ／タタキ ナデ／ケズリ 淡褐 0.5～6mm石・ lmmチャ 1/8 

230 A 2 SH383 斐 14. 8 3.3 ヨコナデ ヨコナデ／ケ 淡褐 l～2.5mm石・ l～2胴長・ 1/4 
ズリ l皿雲

231 A 2 SH383 高..... 14.8 11. 7 磨滅／ハケ 磨滅／ケズリ 淡黄灰 l～2mm石・ l～2mmチャ ・ 11/12 
褐 0.5皿赤

232 A 2 SH383 斐 (13. 8) 5. 7 ヨコナデ・指 ハケ／ケズリ 淡褐 0.5～5mm石.0. 5皿 1/12 
オサエ／ハケ チャ・ 0.5mm雲

233 A 2 SH383 受 18.8 17.9 ナデ／タタキ ナデ／ハケの 樫褐 l～2阻石 ・l～2.5阻長・ 1/4 
床直上 のちナデ／ナ ちナデ／ナデ 0.5～2凹チャ・ 0.5～lmm

ア 角

234 A-2 SH383 婆 13.8 8.4 ナデ／ハケ 磨i威／磨滅 淡褐 l～2.5mm石・ 0.5～3mm長 1/5 
下層

235 A-2 SH383 斐 17.0 20. 7 ヨコナデ／磨 ヨコナデ／ケ 淡褐 。目5～2mm長 ・0.5～3mm 3/4 
i威／磨滅 ズリ／ハケ チャ多・ 0.5～l凹赤・

0.5～lmm角
236 A 2 SH383 査 15.4 4.4 磨j威／ハケ ハケ／ケズリ i炎褐 0.5～lmm長 ・l～1.5皿 1/6 

チャ.1. 5阻赤

237 A 2 SH383 斐 13.6 5. 1 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 淡糧褐 0.5～2.5mm石 ・O. lmm 1/3 
ケ ズリ 長 .1～3mmチャ

238 A-2 SH383 斐 16.2 9.9 磨滅／ハケ 磨滅／ケズリ 淡黄褐 0.5皿石 .0. 5阻長・ 1/5 
0.5mmチャ多

239 A 2 SH383 墾 15.3 25.0 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 暗黄灰 0.5～2mm長 ・0.5～lmm 1/4 
ケ ズリ 褐 雲 .0. 5～lmm角

240 A 2 SH383 墾 21. 4 12.0 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 櫨茶褐 0.5～Imm石 ・0.5～l凹 1/3 山陰
下層 ケ ズリ 長.1～3剛チャ 系

241 A 2 SH383 斐 31. 8 13.9 ヨコナデ／磨 ヨコナデ／磨 樫褐 l～2凹長 ・l～3皿チャ 1/2 山陰
i成 i威 系

242 A 2 SH383 器台 20.0 5.2 ミガキ ミガキ i炎褐 0.5～lmm石 ・lmm長 ・ 1/4 
0.5剛赤

243 A 2 SH383 品tf (12. 2) 6.6 ミガキ／ミガ ミガキ／シボ 樫褐 0.5阻石・ 0.5mm長・ 1/12 
キ O. lmm雲

244 A 2 SH383 高杯 12.2 6.8 ミガキ／ ミカ ミガキ／ナデ 明樫褐 l～1. 5凹石 ・l～2.5阻 2/3 
キ 長 .0. 5皿チャ ・0.5阻

雲 ・lmm赤
245 A 2 SH383 器台 (20.0) 3. 7 磨滅 磨滅 i炎褐 0.5～l凹石・ 0.5凹長・ 1/12 北近

0.5皿チャ 畿系

246 A 2 SH383 小形 7.4 11. 0 ナデ／ハケの ナデ／ナデ／ i炎茶褐 0.5～2凹石・ 0.5～l.5mm 1/6 
丸底 ちナデ／ケズ ナデ 長.0. 5～2皿チャ
査

247 A-2 SH383 ノj、形 11. 1 7.4 ミガキ ケズリのちナ 樫褐 0.5凹長・ 0.5阻チャ・
器台 （底部径） ア 0.5～lmm赤

248 A-2 SH383 ノj、形 16.8 5.8 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ハ I炎樟褐 0.5～Im皿石・ 0.5～4皿 1/3 
丸底 ケ ケのちナデ チャ多
鉢

249 A 2 SH383 小形 17.6 5.0 磨滅／磨滅 磨滅／磨滅 明櫨褐 l～2皿石 ・I凹長 ・l～ 1/3 
丸底 2阻赤
鉢

250 A 2 SH383 ノl、形 15.8 6.9 ナデ／ケズリ ナデ／ミガキ 糧褐 I～2.5mm石・ 0.5～3mm 1/2 
下層 丸底 のちナデ／ケ ／ミ ガキ 長.1～2mmチャ

鉢 ズリのちナデ

-223-
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251 A 2 SH383 小形 11. 6 6.8 ナデ／ケズリ ナデ／ケズリ 援 0.5～2mrn長・ 0.5～lmrn 1/2 
丸底 のちミガキ／ のちナデ／ケ チャ ・0.5～lmrn赤
鉢 ケズリ ズリのちナデ

252 A-2 SH383 小形 10.2 6.4 ナデ／ハケ ナデ／ケズリ 黄褐 0.5～lmrn石・ 0.5～lmrn 213 
丸底 のちナデ 長 .I～4凹チャ・ 0.5剛
喜本 赤

253 A 2 SH383 小形 13.8 6. 7 ミガキ／ ミガ ミガキ／ミカ 権褐 0.5mrn長・ 0.5mrn角 1/7 
下層 丸底 キ キ

鉢

254 A-2 SH383 ノj、形 12.4 7.0 磨滅／磨滅 磨滅／磨滅 淡澄褐 l. 5mrn長・ lmm赤 1/2 
丸底
鉢

255 A 2 SH383 ノl、形 I l目9 5. 7 磨滅／磨滅／ 磨j威／磨滅／ 灰褐 0.5～2.5皿長 3/4 
丸底 磨滅 磨滅
鉢

256 A 2 SH383 ノl、形 11. 6 5目6ナデ／磨滅／ 磨滅／ケズリ 櫨褐 0.5～lmrn長・ 0.5～l.5mrn 7/10 
丸底 磨i威 ／ナデ チャ 0.5～I. 5mrn赤
鉢

257 A-2 SH383 ノl、庁長 12. 7 6.5 ナデのちミガ ミガキ／ミガ i炎燈褐 l～2mrn長・ Immチャ 4/5 
丸底 キ／ケスリの キ
鉢 ちナデ

258 A 2 SH383 ノl、形 11. 2 6. 1 ミガキ／ミガ ミガキ／磨滅 暗褐 0.5阻長 213 
丸底 キ／磨滅 ／磨滅
鉢

259 A-2 SH383 ノl、形 11. 3 6. 1 ナデ／ハケ／ ナデ／ケズリ 灰褐 lmrnチャ ・l.5凹赤 7/10 
丸底 ハケ ／ナデ

鉢

260 A 2 SH384 一重 22.3 5.8 ナデ／ ミガキ 磨滅／磨i威 暗褐 l～l. 5mrn石・ Imm長・ l～ 1/6 
口点差 2剛チャ
査

261 A 2 SH384 二重 21. 2 3.2 ナデ／ ミガキ ミガキ 鐙褐 l～2mrn石・ 0.5～2mrn長 1/5 
口縁
室主

262 A-2 SH384 直口 17.0 6.4 ハケのちミガ ハケのちミカ 黄褐 0.5～3mrn石 .0. 5～2mrn 213 
査 キ／ミガキ キ／ケスリ チャ

263 A 2 SH384 直口 17.8 8.9 ハケのちミガ ミガキ／ケス i炎褐 Imm石 ・lmrn長 ・0.5阻 1/4 
宝E キ／ハケのち リのちナデ チャ

ミガキ

264 A 2 SH384 直口 17.4 9.8 ミガキ／磨滅 磨滅／磨滅 j炎糧褐 0.5mm石・ 0.5～5mrn長 7/12 
宝E 多 .I～3醐チャ .0. 5～ 

l. 5mm赤多

265 A-2 SH384 直口 19.2 12.0 ヨコナデ／ナ ハケ／ケズリ i炎黄灰 0.5～Imm石 ・0.5～2mrn 3/4 
査 ア 褐 長 ・0.5mm角

266 A 2 SH384 小形 13.2 10. 7 磨滅／磨滅／ 磨i威／磨滅／ i炎褐 0.5～l.5mm石・ l～2醐 1/4 
宜E ケズリ 磨i成 長 .0. 5～lmmチャ

267 A 2 SH384 直口 11. 4 16.5 ミガキ／ ミガ 磨滅／磨滅／ 経褐 0.5～2町長・ 0.5～2mrn 1/3 
査 キ／ナデ 磨i威 チャ.1～2剛赤

268 A 2 SH384 短頚 9.8 4.9 ヨコナデ／ ミ ミガキ／ミカ 暗褐 0.5～Imm長 .0. 5～lmrn角 1/4 
査 ガキ キ

269 A-2 SH384 短頚 11. 5 15.4 磨滅／磨滅 磨滅／磨滅 i炎糧褐 lmm長 .I～3凹チヤ ・ 1/2 
室－ 0. 5mrn赤

270 A-2 SH384 査底 2. 7 20. 1 タタキのちミ ケズリのちナ 明赤褐 0.5～7mm石 .0. 5～5mrn 
部 （底部径） ガキ／タタキ デ／ナデ 長.0. 5～6凹チャ

271 A 2 SH384 整 18.5 17.3 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ i炎褐 l～2醐石 ・l～3mm長・ 1/4 
タキのちハケ 0.5～2. 5mmチャ ・0.5～

272 A 2 SH384 望E 12.4 5. 7 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ i炎褐 0.5～2.5胴長 ・0.5～Imm 1/8 
チャ

273 A 2 SH384 き差 16.8 7.2 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ 淡褐 0. 5mrn石・ l～l.5町長・ 1/3 
タキ のちナデ 0.5mrn角

274 A 2 SH384 受 14. l 5.4 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ i炎褐 0.5～lmm石 ・lmm長 ・lmm 1/4 
タキのちハケ チャ・ 0.5阻雲

275 A 2 SH384 斐 14. 6 8.0 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ j炎糧褐 0.5～Imm長 ・0.5～l.5凹 1/8 
タキのちハケ チャ

276 A 2 SH384 事主 13.9 16.2 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ i炎糧褐 0.5～I阻石 .0. 5～lmrn 完存
／タタキのち ／ケスリ 長.0. 5～2剛チャ ・0.5
ハケ ～lmrn赤
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277 A 2 SH384 饗 15.0 5.4 ヨコナデ／タ ハケ／磨滅 黄褐 0.5～lmrn石・ 0.5～lmrn 1/3 
タキ 長.0. 5～l皿チャ

278 A 2 SH384 整 19.2 4.3 ヨコナデ・指 ハケ／ケズリ 糧褐 0.5胴長・ 0.5～l凹チャ 1/4 
オサエ／タタ
キのちハケ

279 A 2 SH384 望主 12.2 3.5 ヨコナデ／タ 磨滅／磨i威 j炎褐 0.5～lmrn石・ lmrn長・ l阻 1/4 
タキ チャ・ 0.5凹赤

280 A 2 SH384 斐 (12. 2) 5.5 磨滅／タタキ 磨滅ケズリ j炎褐 0.5皿石.0. 5～lmrn長 1/12 
石.1阻チャ

281 A 2 SH384 望主 13.6 7.0 ヨコナデ／ケ ハケ／磨滅 稜褐 0.5～2mrn長・ 0.5～lmrn 1/2 
ズリ チャ・ 0.5～lmm雲

282 A 2 SH384 墾 15.0 5. 7 磨i威／タタキ 磨滅／ケズリ 燈褐 0.5～lmm長・ 0.5～lmrn 1/4 
チャ・ 0.5～lmrn雲

283 A 2 SH384 望E (19. 0) 5.3 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ i炎褐 lmrn石・ 0.5～2長・ 0.5～ 1/8 
2凹チャ

284 A 2 SH384 望主 13.8 5. 7 磨滅／タタキ 磨j威／磨滅 i炎黄灰 0.5mrn石・ 0.5剛長 1/7 
下層 褐

285 A 2 SH384 斐 15.4 7.3 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ 糧褐 0.5mrn石・ 0.5mm長・ lmm 1/4 
角

286 A 2 SH384 斐 15.6 6.5 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ 淡糧褐 0.5mrn石・ 0.5凹チャ 1/4 
0.5mrn雲・ 0.5～lmrn赤

287 A 2 SH384 斐 15.0 5.0 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ 淡褐 0.5mrn石・ 0.5～lmrn長・ 1/6 
タキ 0.5阻赤

288 A 2 SH384 斐 (14. 6) 4.0 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ j炎黄褐 0.5～l皿石・ 0.5醐長・ 1/12 
タキ 0.5皿チャ

289 A 2 SH384 斐 19. 1 5.0 磨j威／タタキ 磨滅／ケズリ 黄褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmrn 1/4 
長.0. 5～lmmチャ

290 A 2 SH384 望E 17.0 4. 7 ヨコナデ／タ 磨滅／ケズリ i炎撞褐 0.5～l. 5凹石 .0. 5～2凹 11/12 
下層 タキ 長 .0. 5～2mmチャ ・l凹

角

291 A 2 SH384 望主 15.4 6.0 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ j炎褐 0. 5mm石・ 0.5阻長・ 1/4 
0. 5mrnチャ

292 A 2 SH384 斐 15.6 6. 7 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ 淡極褐 0.5～lmm石・ lmrn長・ 0.5 1/5 
～1. 5mrnチャ

293 A 2 SH384 斐 15.0 8.0 ヨコナデ／タ 磨滅／ケズリ i炎黄褐 lmm石・ lmm長・ 0.5～lmm 1/6 
タキ チャ

294 A 2 SH384 斐 15.2 5.5 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ i炎褐 0.5～2mm石.0. 5～l. 5mm 1/3 
長.0. 5凹チャ

295 A 2 SH384 斐 (15. 8) 8. 1 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ i炎褐 0.5～lmrn石・ l～2胴長・ 1/8 
0.5～l皿チャ

296 A 2 SH384 望主 (15. 8) 6. 1 磨滅／タタキ 磨滅／磨滅 i炎褐 0.5～lmm石・ l阻長・ 0.5 1/8 
～lmmチヤ・ 0.5凹赤

297 A 2 SH384 斐 16.6 4.9 磨滅／タタキ 磨滅／磨滅 i炎黄褐 0.5～1凹石・ 0.5mm長 ・ 1/2 
0.5mrnチャ

298 A 2 SH384 斐 (13. 8) 5.3 磨滅／タタキ 磨滅／磨滅 経褐 0.5mrn長・ 0.5～lmrnチャ 1/12 

299 A 2 SH384 斐 16. 1 5.4 磨滅／タ タキ ナデ／ケズリ 淡褐 l～2阻石・ l～2阻長・ 1/4 
lmmチャ

300 A 2 SH384 斐 16.8 5.0 磨滅／タタキ 磨滅／磨滅 j炎樫褐 0.5～lmrn石・ 0.5～2阻 1/4 
チャ

301 A 2 SH384 斐 14.8 6.2 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ i炎黄灰 0.5～l凹石・ l～2凹長・ 1/2 
褐 0.5～2mmチヤ・ lmrn赤

302 A 2 SH384 斐 17.6 4.8 ヨコナデ／タ 磨滅／磨滅 j炎樟灰 l～2凹石・ 1凹長・ 0.5～ 1/3 
タキ 褐 2凹チヤ・ lmrn角

303 A 2 SH384 斐 17.0 5.2 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ 淡黄褐 0. 5mm石・ 0.5～l.5皿 完存
長.0. 5～lmrnチャ

304 A 2 SH384 整 13.0 7.8 ヨコナデ／タ ナデ／ケズリ j炎黄灰 0.5～l凹石・ I～2mm長・ 3/4 
タキのちハケ 褐 0.5～lmrnチヤ・ 0.5～I皿

赤

305 A-2 SH384 斐 16.0 ヨコナデ／タ ナデ／ケズリ i炎黄灰 0.5～l. 5mrn石多・ 0.5～ 1/3 
タキ 褐 l胴長・ 0.5～lmmチャ

306 A 2 SH384 斐 15.6 4.6 ヨコナデ／タ ナデ／ケズリ i炎褐 0.5～1阻石・ 0.5～lmrn 1/5 
下層 タキ チャ・ 0.5皿雲.0. 5凹赤

307 A-2 SH384 斐 13.4 8. 1 ヨコナデ／ハ ハケ／ケズリ i炎樫褐 lmm石.0. 5～2mrnチヤ・ 1/4 
ケ 0.5～lmm雲 0.5～l阻赤

308 A 2 SH384 斐 16.0 5.9 磨滅／ハケ 磨滅／ケズリ j炎糧褐 0.5～lmrn長・ 0.5阻チャ 5/12 
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309 A 2 SH384 望E 15.0 6.3 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 櫨灰褐 0.5～lrnm石・ l～3mm長 ・ 1/4 
ケ ズリ 0.5～lmmチャ・ lmm角

310 A 2 SH384 斐 14.6 3.6 ヨコナデ／ハ 磨滅／ケスリ 燈褐 0.5～lmm石 ・0.5mm長 ・ 117 
ケ 0.5mm雲

311 A 2 SH384 整 14. 0 9. 7 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／磨 明褐 0.5～lmm長・ 0.5～l.5mm 1/2 
ケ i威 チャ・ 0.5阻赤

312 A 2 SH384 斐 14.8 3.0 ヨコナデ ハケ／ケスリ i炎褐 0.5～l阻石 ・0. 5mm 1/4 
チャ .0. 5～lmm雲

313 A 2 SH384 斐 12.2 2.9 ヨコナデ ヨコナデ／ケ i炎褐 lmm石・ 0.5～2町長 ・l～ 1/2 
下層 ズリ 2剛雲

314 A-2 SH384 望主 14.2 4.3 磨j威／磨滅 磨滅／磨滅 i炎褐 lmm石・ 0. 5mmチヤ・ 0.5 1/4 
上層 ～l. 5凹雲

315 A 2 SH384 護 17.8 19.2 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 暗灰褐 0.5～I阻石・ 0. 5mm長 － 1/4 
ケ ズリ lmmチャ・ 0.5剛雲

316 A 2 SH384 斐 (13. 2) 2.5 ヨコナデ／磨 磨滅／磨滅 I炎褐 0.5凹石・ 0.5～lmm 1/12 近江
i成 チャ・ 0.5剛赤 系

317 A-2 SH384 要E 11. 1 2.3 ナデ／ハケ 磨j威／磨滅 時茶褐 0.5mm石 ・0. 5mm長 .0. 5 1/4 近江
～lmmチャ 系

318 A 2 SH384 警E 25.0 14.2 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ i炎黄褐 0.5～2mm石 .0. 5～l凹 5/6 
ケ ズリ 長 .0. 5～2mmチャ ・

0.5剛赤

319 A 2 SH384 小形 16.0 5.8 磨滅／ハケ／ 磨滅／磨滅／ 暗樫灰 l～2mm石・ 0.5～lmm長 ・ 1/3 
丸底 ハケ 磨滅 褐 lmmチャ ・lmm角
鉢

320 A 2 SH384 小形 15.2 5.6 ミガキ／ハケ ミガキ／ ミガ 櫨褐 0.5～lmm長・ 0.5～lmm 完存
丸底 のちナデ／磨 キ／磨j威 チャ・ 0.5凹雲 ・0.5mm赤
鉢 1威

321 A 2 SH384 ノj、形 13.6 6. 7 ミガキ／ミガ 磨滅／磨滅／ i炎黄褐 0.5阻石.0. 5～lmm 1/2 
丸底 キ／ハケのち 磨減 チャ ・0.5～2皿赤 ・0.5
鉢 ミガキ ～lmm角

322 A 2 SH384 高杯 (11.6) 7.4 ミガキ／ミガ ミガキ／ナデ 明樫褐 0.5阻石・ 0.5mm長 ・l～ 1/16 
キ 3mmチャ .1～2凹角

323 A 2 SH384 高杯 (12. 0) 5. 1 ケズリのちミ ミガキ 樫褐 0.5～lmm石 .0. 5胴長 ・ 1/12 
ガキ 0.5mm雲 ・0.5mm角

324 A 2 SH384 小形 (11. 2) 6. 1 磨滅／磨滅／ 磨滅／ナデ・ j炎灰褐 0.5～l皿長・ 0.5～2阻 1/12 
丸底 ケズリ 指オサエ／指 チャ .0. 5～2剛赤
鉢 オサエ

325 A 2 SH384 小形 9.4 7.2 ハケ／ハケ／ 磨j威／磨i成／ 黄褐 0.5～2皿長・ 0.5～lmm 1/6 
丸底 ケズリ 磨i威 チャ・ 0.5～lmn虐・ 0.5
鉢 ～lmm角

326 A-2 SH384 小形 10.3 7.2 工具によるナ 磨滅／磨滅 糧褐 0.5～l凹長 0.5～l. 5mm 1/2 
丸底 デ／磨滅 チャ

鉢

327 A 2 SH384 小形 (13. 4) 5.5 ヨコナデ ・ナ ヨコナデ・指 i炎灰褐 0.5mm石・ 0.5mm赤 1/20 
丸底 ア オサエ／ナデ

鉢

328 A 2 SH384 小形 9.0 8. 7 ミガキ／磨滅 磨滅／磨i威 暗樟褐 0.5～lmm石.0. 5～2.5凹 1/6 
器台 長

329 A-2 SH384 小形 (4. 4) 3.8 磨i威／磨j威 磨滅／磨i威 j炎極褐 0.5～lmm石・ lmm長・ l～ 1/20 
下層 台付 2叩チャ
f本

330 A 2 SH392 警主 (20.8) 9. 7 麿i威／磨i威 磨滅／磨滅 i炎褐 0.5～lmm石 ・0.5～2凹 1/8 
チャ

331 A 2 SH392 斐 (14. 4) 7.6 磨i戚／磨j威 磨滅／ハケ i炎赤褐 0. l～lmm石多 ・Ol～2mm 1/8 
竃内 長多 ・lmmチャ多

332 A-2 SH392 警主 20.2 10.2 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 極褐 0.5阻石 .0. 5～lmm長 － 1/6 
竃内 ケ ズリ lmmチャ ・0. 5mm角

333 A 2 SH392 斐 (24.6) 31. 5 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 淡褐 l～2凹石多・ l～2皿長 ・ 1/8 
ケ ズリ lmmチャ

334 A-2 SH392 主主 15.4 15.3 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 鐙褐 0.5～Imm石多 .0. 5～0.5 11/12 
ケ ズリ ～3剛長多・ Immチャ多 ・

0.5阻赤

335 A-2 SH392 喜怒 15.4 15.3 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 櫨褐 0.5～2皿石・ 0.5～lmm 1/4 
ケ ズリ 長 .0. 5～2凹チャ ・

0.5mm雲

pnu 
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出土遺物観察表

336 A-2 SH392 甑 26.0 8.3 ハケ ナデ・指オサ 黄灰褐 l凹長多・ 0.5mm雲
北東区 （胴部径） コニ 0.5凹角
下層

337 A-2 SH392 無蓋 16.4 6.9 回転ナデ・ 回 同転ナデ 青灰 lmm長・ l～l.5mm角多 1/5 
高杯 転ケズリ

338 A 2 SH392 杯身 11. 1 3.7 回転ナデ・回 回転ナデ 青灰 l～4胴長 1/3 
北東区 車i：ケズリ

339 A 2 SH392 杯身 11. 9 3.5 回転ナデ・回 回転ナデ 青灰 1皿長 1/4 
北東区 転ケズリ

下層

340 A 2 SH392 杯身 11. 7 4. 1 回転ナデ・回 回転ナデ 淡青灰 I～2凹長 1/6 
北東区 転ケズリ
上層

341 A 2 SH394 直口 (16. 0) 7. 7 磨滅／磨滅 磨滅／ケズリ 茶褐 lmm石.0. 5～2.5mm長・ 1/8 
上層 宝t2: l皿角

342 A 2 SH394 直口 18.4 18.0 磨滅／磨滅 磨滅／ケズリ 暗灰褐 0.5～2皿石.0. 5～lmm 11/12 
下層 査 長.0. 5醐角

343 A市2SH394 事主 17.6 6.5 ハケのちナデ ナデ／ナデ 暗褐 l～l. 5皿石・ l凹長・ 0.5 1/6 
／タタキ ～lmm雲

344 A 2 SH394 望主 l. 7 ナデ ナデ 淡褐 0.5～lmm石・ 0.5凹長・ 吉備
0.5阻チャ 系

345 A-2 SH394 斐 (15. 1) 10.6 ヨコナデ／タ ナデ／ケズ j炎褐 0.5皿石.0. 5～2.5mm 1/8 
下層 タキのちハケ リ－ナデ 長.1～4阻チャ

346 A 2 SH394 受 12.6 5.0 ヨコナデ／タ 磨滅／指オサ i炎褐 0.5～lmm石・ 0.5～2凹 3/4 
下層 タキ エ・ケズリ 長.0. 5～lmmチヤ・

0.5凹赤

347 A 2 SH394 斐 11. 6 5.2 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ j炎黄褐 l～l. 5mm石 .0. 5～lmm 1/4 
下層 タキ 長.0. 5～lmmチャ

348 A 2 SH394 護 16.0 3.9 ナデ・指オサ ハケ／ケズリ i炎褐 l～l. 5mm石.0. 5皿長・ 1/6 
下層 エ／タタキ 0.5阻チャ・ 0. 5mm赤

349 A 2 SH394 斐 (12. 7) 3.8 ナデ・指オサ ハケ／ケズリ i炎櫨褐 0.5～lmm石.0. 5阻チャ 1/16 
上層 エ／タタキ

350 A 2 SH394 斐 16.4 8. 1 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 暗黄褐 0.5～lmm石・ l～5町長 1/5 
下層 タキのちハケ ズリのち一部

工具によるナ

ア

351 A 2 SH394 斐 15.6 4.5 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ i炎赤褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 1/4 
北区 タキ 長.0. 5～lmmチャ
下層

352 A 2 SH344 饗 15.6 3.6 ヨコナデ ヨコナデ i炎褐 0.5～lmm石.0. 5～2mm 1/3 
上層 長・ 0.5mmチャ

353 A 2 SH394 斐 (15. 6) 4.5 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ i炎灰褐 0.5mm石.0. 5～l. 5凹 1/9 
ケ／ハケ ズリ／ケズリ 長・ 0. 5mm雲

354 A 2 SH394 斐 13.3 13.5 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 澄褐 l皿石・ I凹長・ l～2mm 213 
下層 ケ／ハケ ズリ／指オサ チャ

コニ

355 A 2 SH394 斐 12.4 14. 7 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 燈褐 0.5～2.5凹石.0. 5～ 1/4 北陸
下層 ケ ズリ 2.5町長・ l～4剛チャ・ 系

l皿角

356 A 2 SH394 局十不 17. 1 5.9 磨i威 磨i威 積褐 l～l. 5mm石・ lmm長・ i～ 完存
l. 5mmチャ・ lmm雲

357 A-2 SH394 高杯 11. 9 9.6 板状工具によ シボリ・ナデ 明澄褐 0.5皿長・ 0.5阻雲 ・0.5
下層 る押圧のちミ ～lmm赤多

ガキ

358 A 2 SH394 局杯 6. 1 ナデ／ハケの ナデ／シボリ i炎樫褐 0.5凹石・ 0.5～lmm長・
上層 ちミガキ 0.5凹雲

359 A 2 SH394 小形 17.0 5.0 ナデ／ナデの ナデ／ナデ j炎燈褐 0.5阻石・ 0.5～2mm長・ 1/6 
丸底 ちミガキ 0.5凹角
鉢

360 A-2 SH394 小形 12.0 6. 7 磨滅／ミガキ ミガキ／磨滅 i炎褐 lmm石・ l～2阻長・ l～ 1/6 
下層 丸底 2凹チャ・ 0.5～lmm赤多

鉢

361 A 2 SH394 小形 2. 7 ミガキ／ミガ ミガキ／ハ 樫褐 0.5～lmm長・ 0.5～2mm
上層 器台 キ ケ・ケズリ 赤.0. 5～lmm角

362 A-2 SH394 小形 9.0 9.9 磨滅／磨i威 磨滅／ハケ 糧褐 l～2mm石 ・0.5～l.5阻長 1/2 
器台 多

-227-
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363 A 2 SH394 局十不 16.4 1. 8 ミガキ ハケ j炎褐 0.5阻長 ・0.5～l阻チャ 1/6 
（底部径）

364 A-2 SH397 斐 17.8 15.0 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ j炎黄褐 l～3mm石 ・l～2胴長 ・ 1/4 
ケ ズリ l凹チャ ・0.5mm赤

365 A-2 SH398 三重 (24.0) 4.2 磨i威 磨滅 i炎櫨褐 0.5～2凹石・ 0.5～2醐 1/8 
西区 口縁 長 .0. 5～Immチャ
上層 査

366 A-2 SH398 直口 (12. 4) 5. 1 磨j威 磨i威 淡黄灰 0.5～Imm石・ 0.5～1.5長 1/5 
査 褐

367 A 2 SH398 斐 16.4 4.6 ヨコナデ／ハ ハケ／ケズリ 暗灰褐 Imm長・ 0.5～Immチャ ・ 1/4 
上層 ケ Imm雲 ・0.5mm角

368 A-2 SH398 ~ 14. 6 8.4 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ j炎褐 0.5mm石・ 0.5～l.5醐長 1/4 
タキ ズリ 多.0. 5阻チャ

369 A 2 SH398 斐 15.4 6.3 磨滅／タタキ ハケ／ケズリ j炎黄褐 l～l. 5mm石・ Imm長・ l～ 1/4 
南区 0.5mm赤・ l～2.5mm角

370 A-2 SH398 斐 15.8 3.4 ヨコナデ ナデ 灰褐 0.5～Imm石 0.5～Imm 3/8 
西区 長 .0. 5～2凹チヤ ・0.5
上層 ～Imm赤

371 A-2 SH398 斐 12.8 16.3 磨i威／タタ ナデ／ケスリ 明黄褐 0.5～Imm石 0.5～2凹 1/5 
キ ・ハケ／ハ ／ケズリ 長.0. 5～2皿チャ・ 0.5
ケ ～Imm角

372 A 2 SH398 斐 11. 6 12.5 磨i威／ハケ 磨滅／磨滅 黄褐 l～2皿石・ Imm長・ 0.5～ 3/4 
l阻チャ・ 0. 5mm赤

373 A 2 SH398 斐 11. 8 4.8 ナデ／磨滅 磨滅／ケスリ i炎黄灰 0.5～Imm石・ 0.5～2mm 1/4 
床直上 褐 長 ・O目5～Immチャ ・

0.5mm雲 ・0.5～Imm赤

374 A-2 SH398 高杯 12. 7 9.8 ミガキ／ハケ ミガキ／ハケ 樫褐 0.5mm長 .0. 5凹チャ・ l 5/12 
床直上 のちミガキ ～l. 5凹赤

375 A 2 SH398 両材； 18.8 8目3 ミガキ シボリ・ハケ i炎積灰 0.5～2mm長 ・0.5～Imm
（底部径） 褐 チャ ・0.5皿雲

376 A 2 SH398 高杯 4. 1 ハケのちミカ 磨滅 i炎褐 0.5～2mm石 0.5皿長 両面

床直上 キ 赤彩
－東
海系

377 A 2 SH398 両杯 5.3 ハケ ミガキ 褐 0.5～2mm石 0.5～Imm 213 
床直上 長.0. 5～2皿チャ

378 A 2 SH398 小形 11. 0 6. 1 ナデ／ナデ ナデ／ナデ 灰褐 0.5～l皿石・ 0. 5mm 1/4 
丸底 チャ 0.5凹赤
鉢

379 A-2 SH398 小形 13.2 7.8 磨滅 シボリ・ケズ 淡褐 0.5mm石 ・0.5mm長 ・0.5
器台 （底部径） リハケ ～Immチャ 0.5～Imm雲

380 A 2 SH398 小形 8.5 9. 1 ケズリのちミ ミガキ／ナ 赤褐 0.5凹石 ・0.5四長 ・ 1/3 
器台 ガキ／ ミガキ デ ・ハケ 0.5mmチャ ・0.5凹雲 ・

0.5～Imm赤

381 A 2 SH401 短頚 12.6 5.2 磨i威 磨滅 j炎黄褐 0.5～2阻石・ 0.5～l胴長 完存
査

382 A 2 SH401 斐 14.6 15. 7 ナデ／タタキ ナデ／ナデ j炎褐 0.5～2凹石・ 0.5～2阻 完存

のちナデ 長 .0. 5～2皿チャ多

383 A-2 SH401 翌主 15.8 24. 3 ナデ／タタキ ハケ／ハケ／ 黄灰褐 0.5～3凹石.0. 5～2醐 3/4 
のちハケ／タ ハケ 長.0. 5～2凹チャ多・
タキ 0.5凹雲

384 A 2 SH401 受 16.8 29.8 ハケのちナデ ハケ／ハケ／ 淡褐 0.5～3mm石多 ・0.5～3凹 完存
／タタキのち ハケ 長 .0. 5～2凹チャ多
ハケ／タタキ

385 A 2 SH401 警E 13.0 15.7 ヨコナデ／タ ナデ／ナデ／ j炎褐 0.5～3凹石多.0. 5～2mm 1/2 
タキ／タタキ ハケ 長.0. 5～2凹チャ多

386 A-2 SH401 望主 16.2 9.0 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ナ i炎褐 0.5～2皿石多 ・0.5～2凹 完存
ケ ア 長多.0. 5～3皿チャ多・

0.5mm赤
387 A 2 SH401 高杯 18.8 13.2 ミガキ／ミガ ミガキ／シボ i炎褐 0.5～3mm石多 ・0.5～2凹 5/6 

キ リ・ハケ／ケ 長 ・0.5～3皿チャ多
ズリ

388 A 2 SH401 台付 12.8 8.6 ハケ ・ナデ／ ハケ／指オサ 暗糧灰 0.5～3mm石多 ・0.5～2mm 1/3 
鉢 指オサエ コニ 褐 長.0. 5～2阻チャ・

0.5皿角

389 A 2 SH401 鉢 22.6 10.8 ヨコナデ／ ミ ミガキ／ミガ i炎赤褐 0.5～2mm石多・ 0.5～2凹 5/6 
ガキ／ナデ キ／ ミガキ 長.0. 5～2皿チャ多
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出土遺物観察表

390 A-2 SH401 ミニチュ 5.2 7.4 ナデ／ハケ ・ ナデ・ケズリ 淡茶褐 0.5～lmm石 .0. 5～lmm 1/4 
7査 タタキ／指オ ／ナデ 長 .0. 5～lmmチャ ・0.5

サエ 雪苫量

391 A 2 SH402 直口 19.2 8.4 ヨコナデ ヨコナデ 淡褐 0.5～2凹石多.0. 5～lmm 完存
床直上 査 長多・ lmmチャ

392 A 2 SH421 受 14.4 16.3 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 暗褐 l～3凹石 ・0.5凹長・ 完存
ケ ズリ 1. 5凹チャ

393 A 2 SH421 斐 14.8 25.6 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 暗黄灰 0.5～l凹石・ l～2凹長 5/6 
下層 ケ／ハケ ズリ／ケズリ 褐

394 A 2 SH421 斐 15. 7 18.0 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ j炎褐 0.5～l皿石多.1～2mm長 完存
下層 ケ ズリ 多.1. 5～2凹チャ

395 A 2 SH421 斐 16.4 17.5 ヨコナデ／ハ ハケ／ケズリ 淡褐 lmm石・ I～2mm長 完存
ケ

396 A 2 SH421 両杯 (17. 6) 12.8 ナデ・ケズリ 磨滅／ケズ 淡灰褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 1/8 
下層 ／磨i威 リ・ナデ 長.0. 5～2阻チャ

397 A 2 SH421 高杯 15.2 12.6 ハケのちナデ ケズリのちナ j炎黄灰 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 4/5 
／ナデ デ・ハケ／シ 褐 長.0. 5～2阻チャ・

ボリ・ナデ 0.5mm赤.0. 5～lmm角

398 A-2 SH421 高杯 12.8 磨滅／磨滅 磨滅／ケズ 暗糧褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 1/2 
リ・ナデ 長.0. 5～1. 5凹チャ

399 A 2 SH421 高杯 16.0 13.3 磨滅／磨滅 磨滅／シボ j炎褐 0.5～lmm石・ lmm長・ lmm11/1:< 
リ－ケズリ・ チャ
ナデ

400 A 2 SH421 両材； 7.7 板状工具によ ナデ 暗茶褐 0.5～lmm長・ 0.5～2mm角 生駒
下層 る押圧 多 西麓

産

401 A-2 SH421 小形 9.8 7. 7 ナデ／ナデ／ ナデ／ナデ／ 白褐 0.5～2醐長・ 0.5皿赤 1/2 焼き
下層 丸底 ナデ ナデ 継ぎ

鉢 あり
402 A 2 SH421 小形 8.8 7.65 ナデ／ナデ／ ナデ／ケズ j対登褐 0.5～l凹石.0. 5～2阻 11/li 

下層 丸底 ナデ リ・ナデ／ナ 長.0. 5凹チャ
鉢 ア

403 A 2 SH421 小形 8.4 8.8 ナデ／ナデ・ ナデ／ケズリ 黄褐 l～2凹石・ lmm長・ lmm 完存
下層 丸底 ハケ／ナデ ／ナデ チャ・ 0.5凹雲・ l皿赤

査

404 A 2 SH421 ノl、形 8.0 9.0 ナデ／ケズリ ナデ／ナデ／ i炎褐 0.5凹長・ 0.5～2凹赤多 1/4 
下層 丸底 のちナデ／ナ ナデ

宜E ア

405 A-2 SH421 小形 8.4 7.2 ミガキ／ケズ ミガキ／ケズ 明燈褐 0.5～l凹石・ 0.5～2mm 1/4 
丸底 リのちミガキ リのちナデ チャ・ 0.5mm赤
鉢 ／ケズリ

406 A 2 SH421 ノj、形 9.3 8.1 ナデ／ケズリ ナデ／ケズリ 暗褐 0.5～l皿m長・ 0.5～l皿 314 
丸底 のちナデ／ケ のちナデ／ケ チャ・ 0.5mm赤
鉢 ズリのちナデ ズリのちナデ

407 A 2 SH421 ノj、形 7.8 8.3 ナデ／ケズリ ナデ／ナデ／ 淡褐 0.5凹チヤ・ 0.5～3mm赤 完存
丸底 のちナデ／ケ ナデ 多
壷 ズリのちナデ

408 A 2 SH427 二重 (21. 4) 5.4 ミガキ ミガキ 明褐 lmm石・ 0.5～lmm長 ・0.5 1/36 
上層 口縁 ～lmmチャ
歪

409 A 2 SH427 一重 17.9 7.3 磨i成 磨滅 淡褐 0. 1～2皿長多 ・0.5阻 1/4 
上層 口縁 チャ

箆土

410 A 2 SH427 二重 9.3 11. 9 ミガキ・ハケ 磨減 明赤褐 0.5～3皿石多 0.5～3阻
上層 口縁 （頚部径） 長多 ・0.5～2皿チャ ・

査 0.5mm角

411 A 2 SH427 短頚 16.0 5.4 磨減 磨滅 淡燈褐 l凹長・ 0.5～2阻チャ・ 1/6 
上層 査 0.5～lmm赤

412 A-2 SH427 直口 12.0 17.0 ミガキ／ナデ ミガキ／ナデ 明赤褐 0.5～1阻石・ 0.5～2阻 完存

宜E のちミガキ／ 長.0. 5醐チヤ・ 0.5mm角
ナデのちミカ
キ

413 A 2 SH427 受 14. 5 15.8 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 暗褐 0.5～lmm石 ・0.5～1.5皿 2/3 
下層 タキのちハケ ズリ／ケズリ 長

／タタキのち
ハケ
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414 A-2 SH427 垂主 14.9 4.9 ヨコナデ／タ 磨滅／磨滅 黄褐 0.5～2脚石・ 0.5～lmm 1/6 
タキ 長・ 0. 5mmチャ・ 0.5～

l四赤

415 A-2 SH427 斐 17.6 10.4 磨滅／磨滅 磨滅／磨滅 暗茶褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 1/5 
長.0. 5剛チヤ・ 0.5～
lmm雲

416 A 2 SH427 事E 17.4 5.6 ヨコナデ ・指 ヨコナデ／ハ j炎黄褐 0.5～3mm石・ 0.5～l凹 1/4 
上層 オサエ／ハケ ケ 長・ lmmチヤ・ lmm雲 ・

0.5～lmm赤

417 A 2 SH427 斐 18.2 10.2 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ i炎黄褐 0.5～l凹石・ 0. 5mm長 ・ 1/4 
下層 ケ スリ 0.5mmチャ

418 A 2 SH427 品杯 21. 2 16.0 磨滅／磨i威 磨滅／ケズ 櫨褐 0.5～2mm長・ l～2mm 1/5 
上層 リ－指オサエ チャ・ 0.5mm赤

419 A 2 SH427 高杯 13.5 6.9 板状工具によ シボリ 明樫褐 0.5mm石.1～2mm長・ lmm
下層 （底部径） る押庄のちミ 雲.0. 5～2mm赤

ガキ

420 A-2 SH427 両十不 2.8 6.6 磨滅／磨滅 磨i威／磨i戚 赤褐 0.5～lmm石・ 0.5～2凹
上層 （頚部径） 長 .0. 5皿チャ

421 A 2 SH427 ノl、形 9.8 6. 1 ナデ／ナデ／ ナデ／ナデ／ 暗茶褐 0.5～lmm長・ 0.5～lmm角 9/10 
下層 丸底 ナデ ナデ

鉢

422 A 2 SH427 器台 9.8 6.2 ミガキ／ミガ ミガキ／ケズ 明褐 0.5～1凹石.0. 5～1凹 1/5 近江
キ 長 .0. 5剛赤 ～ 

東海

423 A 2 SH427 器台 3.2 ミガキ ケズリ・ナデ 淡褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 1/4 
長.0. 5～lmmチャ

424 A 2 SH460 斐 (16. 3) 6.5 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ 淡褐 0.5～l. 5mm石・ 0.5mm 1/12 
下層 タキのりハケ 長.1～2凹チャ

425 A 2 SH460 宝章 14. 7 5.2 ナデ／ハケ ナデ／ケズリ 暗褐 0.5mm石 ・0.5mm長 ・lmm 1/4 
下層 チャ

426 A 2 SH460 斐 16.2 9.5 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 淡褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 1/3 
ケ ズリ 長.1皿チャ ・0.5mm赤

427 A 2 SH460 警主 16.8 4.4 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 燈褐 0.5mm長・ 0.5チャ 1/4 
下層 ケ ズリ

428 A 2 SH460 斐 (12. 6) 6.0 ヨコナデ ヨコナデ j炎樫褐 0.5凹長・ 0.5～lmm雲 1/10 

429 A 2 SH460 底部 3.0 2.9 タタキ ハケ i炎褐 0.5～2皿石.0. 5～3阻
（底部径） 長 .0. 5～l凹チャ ・0.5

～lmm赤

430 A 2 SH460 局杯 16.6 4. 7 ヨコナデのち ナデのちハ 稽褐 1阻石 .1～3mm長.0. 5胴 1/4 
ハケ ケ・指オサエ 角

431 A 2 SH460 高杯 16.0 5.5 磨滅 磨滅 暗赤褐 0.5～2剛石 ・0.5～2mm 1/4 
長.0. 5～2mmチャ ・
0.5剛赤

432 A 2 SH460 小形 9.2 8. 7 ナデ／ナデ／ ナデ／ナデ／ 暗赤褐 0.5～lmm長 ・lmmチャ ・ 1/3 
丸底 ナデ ナデ 0.5凹角
宜E

433 A 2 SH442 斐 15.4 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 樫褐 0.5～2皿石 0.5～2mm 1/2 
ケ／ハケ ズリ／ケスリ 長 .0. 5～lmmチャ ・0.5

～lmm赤

434 A 2 SH442 斐 18.4 25.0 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 樫褐 0.5～lmm石 0.5～l皿 完存
ケ ズリ 長 .0. 5～2mmチャ ・0.5

雪三Z雪毛主

435 A 2 SH442 高杯 (18. 4) 9.9 磨滅／ミガキ 磨滅／ケズ 燈褐 1～4mm石・ 0.5～2mm長・ 1/12 
リ－ナデ 0.5剛雲・ lmm角

436 A 2 SH442 局十不 19.6 4.5 ハケのちナデ ハケのちナデ i炎褐 0.5～3醐石.0. 5～lmm 1/4 
下層 長 .0. 5～lmmチャ

437 A 2 SH442 品柄： 17.0 5.8 ハケのちナデ ハケのちナデ j炎褐 lmm石・ 0. 5mm長・ 0.5～ 1/2 
下層 lmmチャ

438 A-2 SH442 品柄： 6.3 ナデ ケズリ・ナデ i炎褐 0.5～l皿石 ・0.5mm長・
0.5～lmmチャ・ 0.5阻雲

439 A 2 SH447 査 (14. 9) 2.4 ナデ ミガキ i炎褐 0.5～lmm石 .0. 5～1. 5mm 1/12 
上層 長 ・lmmチャ・ l阻赤

440 A 2 SH447 斐 14.0 6.5 ナデ／タタキ ハケ／ケズリ i炎黄灰 0.5～l皿石 ・0.5mm長・ 11/12 
褐 0.5mmチャ

441 A 2 SH447 斐 (15. 4) 8.3 ナデ／タタキ 磨滅／ケスリ 暗褐 0.5～2阻石.0. 5～1. 5皿 1/12 
のちハケ 長.1～2mmチヤ・0.5～

1. 5mm赤
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442 A 2 SH447 小形 9.7 2. 1 ミガキ ミガキ i炎穣褐 0.5～lmm石.0. 5～lmm 1/2 
器台 長 .0. 5凹チャ・0.5皿

雲 .o. 5凹赤
443 A-2 SH449 高杯 24.0 6.8 ナデ ヨコナデ ・ミ 明灰黄 0.5～2mm石・ 0.5～2醐 3/4 

竃内 ガキ 褐 チャ .0. 5～lmm赤

444 A 2 SH449 角材L 17.0 10.0 ナデ／ナデ ナデ／ナデ 燈褐 0.5～lmm石 ・0.5～lmm 1/5 
篭内 長.0. 5皿チャ・ 0.5～

lmm赤

445 A 2 SH449 局杯 5.3 ナデ ・ハケ ナデ／ナデ 黄灰褐 0.5～2阻石・ 0.5～lmm
長 .0. 5～2剛チャ・0.5
～lmrr選

446 A-2 SH449 小形 8.6 7.6 磨滅／ハケ 磨滅／磨滅 糧褐 0.5凹石・ 0.5mm長・ 1/3 
下層 丸底 0.5凹チャ

歪

447 A 2 SH454 警告 15.8 7.2 ヨコナデノタ ヨコナデ／ケ j炎褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 11/lL 
タキ ズリ 長.0. 5～2凹チャ ・0.5

～lmm雲

448 A-2 SH454 ~ 15.2 6 7 ナデ／ハケ ナデ／ケズリ j炎灰褐 0.5mm石 ・0.5～l凹長 ・ 1/5 
0.5mm雲 ・0.5凹赤

449 A 2 SH454 局杯 12.5 8.6 磨滅／ハケ ケス＇） ・ナデ 茶褐 0.5～3凹石多 ・0.5～2凹
（底部径） 長 .0. 5～l凹チャ

450 A 2 SH470 斐 5. 7 ハケ ケズリ 灰褐 0.5～2凹石 ・0.5～lmm
長 ・0. 5mmチャ

451 A 2 SH470 斐 3.3 ヨコナデ ヨコナデ 淡褐 0.5～l凹石.0. 5～3剛
チャ

452 A-2 SH470 ノj、形 12.0 5. 7 ミガキ ケズリ ・ナデ 樟褐 lmm石・ 0.5～1.5町長 ・
器台 （底部径） 0.5～Immチャ

453 A 2 SH471 雪量 14.8 4.5 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 鐙黄褐 Imm石 .1皿長 ・0. 5mm赤 1/4 
ケ スリ 多

454 A 2 SH471 斐 (13. 1) 4.3 ヨコナデ／ハ ナデ／指オサ 明黄褐 0.5～Imm石・ 0.5～2醐 1/8 
上層 ケ コ二 長.0. 5阻赤

455 A-2 SH471 斐 14.8 5.3 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 樫灰褐 0.5～Imm石 0.5～lmm 1/4 
ケ ズリ 長 .0. 5～lmmチャ多

456 A 2 SH471 台付 8.2 7. 1 ケスリのちミ ナデ／ナデ 鐙褐 0.5～lmm長 ・0.5～2阻
査 （胴部径） ガキ／ミカキ 赤 .0. 5～lmm角

457 A 2 SH471 ノj、形 8.0 7.0 ナデ／ハケ ナデ／ケズリ 淡褐 0.5～lmm石 ・0.5凹チャ 1/4 
丸底
宣

458 A 2 SH497 短頚 10.8 16.0 ナデ／ナデ ナデ／ケズリ 暗黄灰 0.5～2mm石・ 0.5～l皿 213 
査 のちナデ 褐 長 .0. 5～2凹チャ

459 A-2 SH497 直口 (15.4) 7.0 磨i威 磨j威 淡4登褐 0.5～2mm石 0.5～2mm 1/8 
牽 長 .0. 5～2mmチャ

460 A 2 SH497 斐 14. 1 3. 7 ヨコナデ ヨコナデ 暗褐 l～2凹長 ・0.5mmチャ 1/4 
篭内 多 ・Imm雲

461 A 2 SH497 斐 15.6 7.8 ナデ・指オサ ナデ／ケズリ 暗樟褐 0.5～Imm石 0.5～I凹赤 1/6 
エ／ハケ 多

462 A-2 SH497 斐 (17. 6) 6.1 ヨコナデ／ハ 磨滅／磨滅 暗茶褐 0.5mm石 ・0.5～2mm長・ 1/8 
ケ Immチャ l～3凹雲

463 A 2 SH497 高杯 (18. 8) 4.2 ナデ ・ハケ 磨減 j炎燈褐 0.5～2阻石・ 0.5～Imm 1/8 
長 ・0. 5mmチャ .0. 5凹赤

464 A 2 SH497 両杯 18.8 5.5 ハケのちナデ ハケのちナデ 樟褐 0.5～l皿石 ・0.5凹長 ・ 3/4 
0.5～l四チャ ・0.5皿雲

465 A 2 SH497 両杯 15.2 5.5 磨i威 磨滅 j炎褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 2/5 
長 ・0.5mm赤

466 A 2 SH497 高杯 (21. 8) 6.8 ハケ 磨滅 濃赤褐 0.5～Imm石 .0. 5～2mm 1/8 
音量内 長 .0. 5～lmmチャ

467 A 2 SH497 高杯 (21. 6) 5.0 ハケのちヨコ ハケのちナデ i炎褐 0.5～lmm石 ・0.5～Imm 1/8 
ナデ 長 .0. 5～2阻チャ

468 A 2 SH497 品十不 22.0 5.8 ナデ ナデ i炎褐 0.5～lmm石 ・0.5～l凹 1/4 
長 .0. 5～2醐チャ・0.5
～Imm赤

469 A-2 SH497 高杯 12.8 6.5 ミガキ・ケス シボリ ・ケズ 淡褐 0.5mm石・ 0.5胴長 ・
（底部径） リのちナデ リ・ナデ 0.5mmチャ

470 A 2 SH497 高杯 11. 2 8.9 磨滅 磨i威 暗茶褐 0.5～l皿石 ・0.5～2凹長
（底部径） 多.0. 5～2mmチャ
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471 A-2 SH497 品杯 18.8 4.2 磨j威 磨滅 j炎黄褐 0.5～2mm石多・ 0.5～2凹
（底部径） 長多・ 0.5～3mmチャ

472 A-2 SH426 直口 13.4 5.9 ミガキ 磨i威 明樫褐 0.5凹長・ 0.5mmチャ 1/4 
宜士2: 

473 A 2 SH426 直口 (10. 0) 6.5 ミガキ／ミガ ナデのちミガ j炎黄褐 l～2凹長・ lmmチャ・ 1/8 
宜E キ キ／ナデ 0.5mm角

474 A 2 SH426 棄 (11.0) 2.2 磨滅 磨滅 淡赤褐 lmm長 ・l凹チャ多 1/16 
床直上

475 A-2 SH426 斐 16.0 20.6 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ 暗茶褐 0.5～2mm長・ 0.5～1.5mm 11/12 生駒
床直上 タキのちハケ ／ケスリ チャ ・0.5～Imm角 西麓

／ハケ 産

476 A 2 SH426 斐 11. 6 7.2 ナデ／タタキ ハケ／ケズリ 淡褐 l～3mm石・ lmm長・ 0.5～ 1/4 
lmmチャ.0. 5～2.5mm 
赤.1. 5凹角

477 A-2 SH426 望主 13.2 9.5 ヨコナデ／ハ 磨滅／磨滅 i炎褐 0. i～lmm石多・ 0.1～2凹 1/2 
床直上 ケ 長 .0.1～3阻チャ

478 A 2 SH426 局杯 14.6 3.5 磨滅 ハケ 燈灰褐 0. 1～lmm長・ lmrr虐
（底部径）

479 A 2 SH426 小形 10. 6 7.2 ヨコナデ／ミ ヨコナデ／ミ j炎黄灰 l～3凹長・ 0.1～2阻 1/3 
床直上 丸底 ガキ ガキ チャ・ 0.5mm雲・ 0.5mm角

鉢

480 A 2 SH426 小形 10. 1 7.9 ナデのちミガ ナデのちミガ 淡黄褐 0.5mm長・ 0. 5mm雲 1/3 
器台 キ／ハケのち キ／ケズリ

ミガキ ハケ

481 A 2 SH500 広口 16.3 5.0 磨j戚 磨i威 黄褐 0.5～3mm石多・ 0.5～3凹 1/6 
宝E 長多・ 0.5～3mmチャ・

0.5～2mm赤

482 A 2 SH500 饗 14. 6 16.9 ナデ／タタキ ナデ／ハケの j炎黄灰 0.5～2mm石・ 0.5～3mm 3/4 
／タタキ ちナデ／ナテ 長.0. 5～2凹チャ

483 A 2 SH500 斐 7. 1 14.2 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ i炎褐 l～2mm石.0. 5～2mm長・ 1/6 
タキ／タタキ ア lmmチャ

484 A 2 SH500 事主 14.4 5目6 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ i炎黄灰 0.5～2mm石 0.5～Imm 1/6 
タキ ア 長 ・0. 5mm赤

485 A 2 SH500 事主 17.8 27. 7 ナデ／タタキ 磨i威／磨j威／ j炎褐 l～3mm石 ・l～3mm長多・ 1/4 
／タタキ 指オサエ l～2mmチャ多

486 A 2 SH500 斐 14.6 4目。 ナデ／タタキ ナデ／ナデ j炎黄灰 0.5～2皿石・ lmm長 ・0.5 1/6 
～2mmチヤ・ 0.5～lmm
雲 .0. 5～lmm赤

487 A 2 SH500 斐底 4.2 6. 7 タタキ／タタ ナデ／ナデ i炎黄灰 0.5～3剛石多. 0. 5～ 
部 （底部径） キ 2mm長

488 A 2 SH500 高杯 23.0 15.0 ミガキ／ミカ ミガキ／シボ i炎黄灰 0.5～l凹石・ 0.5～lmm 1/6 近江
キ リハケ 長.0. 5凹チャ ～ 

東海

489 A 2 SH500 品杯 9.0 ミガキ シボリ j炎赤褐 0.5～lmm石・ 0.5～Imm長

490 A-2 SH500 鉢 20.0 11. 0 ミガキ／ミガ ハケ／ミガキ 淡黄褐 0.5～Imm石 .0. 5～lmm 2/3 
キ／ミガキ・ ／ミガキ 長 .0. 5～lmmチャ・ 0.5
指オサエ ～2阻赤

491 A 2 SH500 斐 7.9 9.95 ナデ／ハケ／ ハケ・ナデ／ 淡黄灰 0.5～2阻石.0. 5～2剛 3/4 
ナデ ナデ／ナデ 長 .0. 5～2mmチャ・

0.5mm赤

492 A 2 SH501 斐 17.6 13.3 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ハ 暗褐 l～3凹石多・ l～3mm長 1/6 
タキ ケ 多.1～3mmチャ

493 A 2 SH501 斐 15.6 21. 3 ヨコナデ／タ ナデ／ナデ／ 暗褐 0.5～2皿石多 ・0.5～2mm 1/6 
南区 タキ／タタキ ナデ 長多 .0. 5～l凹チヤ

494 A 2 SH504 斐 16.6 6.0 ヨコナデ ヨコナデ 淡黄褐 0.5～lmm石.0. 5～l凹 1/4 北陸
長 .0. 5～lmm雲多 系

495 A 2 SH504 高杯 16.8 9.0 ナデ／板状工 ハケのちナデ 樟褐 0.5～2mm石.0. 5～lmm 1/6 
具による押庄 ／シボリ 長 .0. 5～2凹チャ

496 A 2 SH504 斐 17.0 27.2 ヨコナデ／ハ ナデ／ケズリ 黄褐 l～3mrr百.l～2凹長・ l 1/6 
ケ／ハケ のち指オサエ ～4mmチヤ・ 0.5～l凹

／ケズリ 赤・ lmm角

497 A 2 SH504 饗 17.6 15.0 磨滅／ハケ 磨滅／磨滅 i炎褐 I～2mm石・ l～3凹長・ l 3/4 
竃内 ～3mmチャ

498 A 2 SD504 婆 14.4 11. 5 ヨコナデ／ハ ナデ／ケズリ 暗黄褐 0.5～2mm石 0.5～lmm 1/4 
竃内 ケ 長.0. 5～2mmチャ

円ノム】
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499 A-2 SH504 高杯 19.4 6.8 ハケのちナデ ハケのちナデ 暗茶褐 0.5～l凹石.0. 5～lmm 2/3 
長 .0. 5～l凹チャ ・
0.5皿赤

500 A 2 SH504 ノl、形 7.8 9.5 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 淡黄灰 0.5凹石.0. 5～2皿チャ 3/4 
丸底 ケ ズリ 褐
査

501 A 2 SH505 斐 (15. 5) 6.2 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 明樟褐 0.5～lmmチャ／0.5～lmm 1/8 
ケ ズリ 赤.0. 5～2阻角

502 A-2 SH505 高杯 16.0 6.0 ハケのちナデ 磨滅 i炎褐 l～2mm石 ・1凹長・ 0.5醐 2/3 
チャ・ lmrr選・ 0.5凹赤多

503 A 2 SH502 鉢 4.2 ハケ 磨滅 暗茶褐 0.5～1. 5mm石・ 0.5～l凹
長.0. 5～lmmチャ

504 A 2 SH526 広口 14.8 4. 7 ヨコナデ／ミ ヨコナデ／ナ j炎褐 0.5～lmm石・ l～6mm長・ 1/2 
査 ガキ ア l凹チャ

505 A 2 SH526 広口 (13. 0) 3.7 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ハ i炎褐 0.5～l. 5胴石・ 0.5胴長 1/8 
壷 ケ ケ

506 A 2 SH526 細頚 10.5 21. 2 ミガキ／ ミガ ハケのちナデ i炎褐 0.5～lmm石・ lmm長 ・l～ 完存
歪 キ／ハケのち ／ナデ／ハケ l. 5凹チャ・ 0.5皿赤

ナデ

507 A 2 SH526 望主 15.0 13.0 ナデ／ハケ ナデ／ハケ 暗赤茶 0.5mm雲・ 0.5皿角 1/4 近江
褐 系

508 A 2 SH526 翌5 (17. 6) 3.4 ヨコナデ ナデ 暗灰褐 lmm石・ 0.5～lmm長・ 1/8 
0.5mmチャ

509 A 2 SH526 斐 18.6 4.4 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ 淡褐 0. 1～lmm石 ・l～2mm長・ 1/6 
床直上 タキ ア 0.5～l皿赤 ・0.5～lmm角

510 A 2 SH526 局杯 24.0 13.2 ハケのちミガ ミガキ／シボ 淡黄灰 0.5～l. 5凹石・ 0.. 5～ 1/4 近江
キ／ミガキ リ－ナデ 褐 2凹長0.5～lmmチャ 系

511 A 2 SH526 小形 7.0 5. 1 ヨコナデ／ミ ナデ／ナデ 淡褐 0.5～3mm石 .0. 5～2皿 1/2 近江
査 ガキ 長.1～2mmチャ・ lmm角 系

512 A 2 SH526 小形 10.0 4.8 ヨコナデ／ヨ 磨滅／磨滅 赤褐 0.5～lmm石.0. 1～lmm 1/6 近江
鉢 コナデ 長.1～5mmチャ 系

513 A 2 SH526 鉢 12.8 7.3 ナデ／ハケ ヨコナデ／ハ 樫褐 lmm石・ lmm長・ 0.5～l皿 1/2 近江
ケのちナデ チャ 系

514 A 2 SH526 高杯 30.3 18.0 ハケのちミガ ミガキ／シボ 茶褐 l～l. 5mm石 ・l～l.5mm 3/4 
キ／ミガキ リナデ 長.0. 5～2阻チャ・ 0.5

～l凹角

515 A-2 SH524 2本 14.9 7.8 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ ミ 淡赤褐 l～2皿石多・ l～3皿長－ 1/2 
西区 ケのちミガキ ガキ l～3皿チャ

516 A 2 SD524 小形 9.2 9.5 磨滅／磨i威 磨i威／磨滅 淡黄灰 0.5～2皿石多.0. 5～2阻 2/3 
器台 褐 長 .0. 5～2mmチャ多 ・

0.5皿赤

517 A-2 SD466 二重 15. 1 23. 7 ヨコナデ／ミ ミガキ／指オ 赤褐 0.5～2皿石 ・0.5～2mm 1/2 
口縁 ガキ／ミ ガキ サエ・ハケ／ 長.0. 5～2mmチヤ・
宜E ハケ 0.5皿赤

518 A 2 SD466 二重 24.8 42.4 磨滅／タタキ 磨j威／ナデ／ 淡燈灰 0.5～lmm石.0. 5～lmm 5/6 
口縁 ／磨滅 指オサエ 褐 長 .0. 5～6mmチャ・ 0.5
査 ～2皿赤

519 A 2 SD466 一重 19.4 4.8 磨滅 磨滅 j炎櫨褐 0.5～2阻石.0. 5～l皿 1/6 近江
口縁 長.0. 5～2皿チャー ～ 
歪 0.5凹赤 東海

520 B-1 SD466 一重 9.6 13.2 ケズリ／ミガ ミガキ／ナデ j炎褐 lmm石・ l～2皿長多・ 0.1
口縁 （頚部径） キ ～0.5凹赤
牽

521 A 2 SD466 二重 9.4 9.6 ミガキ 磨i威 櫨褐 O. lmm石・ 0.1～lmm長・ l 1/3 
口縁 （頚部径） ～3mmチャ
宝三恒z 

522 A-2 SD466 広口 18. 7 6.9 ヨコナデ・ハ ヨコナデ ・ミ i炎灰褐 0.5～2mm石.0. 5～2凹 11/12 播磨
宜E ケのちミガキ ガキ／ケズリ 長.0. 5～lmmチャ 系

523 A-2 SD466 直口 13.6 13.3 ケズリのちナ ハケ／ケズリ i炎黄褐 0.5～lmm石 ・0.5mm長・ 1/2 
萱 デ／ハケのち 0.5～lmmチャ

ナデ

524 A 2 SD466 直口 15.4 25.0 ヨコナデ／ナ ナデ／ケズリ i炎黄褐 0.5～lmm石 ・0.5皿長・ 1/6 
室 デのちミガ 0.5皿チャ・ 0.5凹雲

キ・ハケ

525 A 2 SD466 短頚 12.2 20.2 ヨコナデ／タ ナデ／指オサ i炎黄茶 0.5～l皿石 .0. 5～2mm 1/4 
宝E タキのちナデ エ・ハケのち 褐 長.0. 5～2皿チヤ

／タタキ ナデ／ナデ

内
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526 A 2 SD466 底部 3.0 3.4 工具によるナ 工具によるナ 暗灰褐 0.5～lmm石・ 0.5～2阻長
（！長音II径） T ア

527 A 2 SD466 望主 3.3 10.5 タタキのちナ 工具によるナ i炎桜褐 i～3凹石・ l～3mm長 ・l
（底部径） デ／タタキの デ／ナデ ～2mmチャ

ちナデ

528 A-2 SD466 査底 6.0 17.2 ハケ／ハケ 磨滅／磨i威 暗褐 0.5～lmm長 ・0.5～2阻 讃岐
部 （底部径） チャ 産

529 A 2 SD466 短頚 (15. 4) 18.0 磨滅／タタキ 磨j威／磨滅 j炎褐 0.5～lmmチヤ・0.5～lmm 1/16 
歪 赤

530 A-2 SD466 整 16.0 18.5 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ 淡黄褐 0.5～lmm石多 ・0.5～lmm 1/3 
最下層 のちハケ チャ

531 A-2 SD466 望主 17.2 13.3 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 暗茶褐 0.5～lmm石 ・0.5～5mm長 3/4 生駒
最下層 タキ スリ 多 .0. 5～l. 5mm角多 酋麓

産

532 A 2 SD466 斐 16.3 11. 6 ヨコナデ／タ ナデ／ケズリ 暗茶褐 0.5～lmm石・ l～2mm長・ 1/6 
タキ 0.5～lmmチャ・ 0.5mm角

533 A 2 SD466 斐 16.8 17.6 磨滅／タタキ 磨滅／指オサ i炎黄褐 0.5～lmm石.0. 5～2剛 1/11 
最下層 のちハケ エ・ケズリ 長.0. 5～2mmチャ

534 A 2 SD466 翌E (19. 2) 7. 1 ナデ／タタキ ハケ／ケズリ 暗黄褐 0.5～lmm石 0.5皿長 ・ 1/16 
最下層 0.5mmチャ ・0.5凹赤

535 A 2 SD466 斐 15.0 5目3麿i戚／タタキ 磨j威／磨滅 j炎黄灰 0.5mm石・ 0.5～lmm長・ 1/6 
褐 0.5～lmmチャ

536 A 2 SD466 斑点じ 16.0 5. I ナデ／タタキ 磨滅／磨滅 i炎褐 l～2.5mm石 l～l.5阻 1/4 
上層 長 ・lmmチャ

537 A 2 SD466 き定 18.4 4.6 ナデ／ハケ ハケ／ハケ i炎褐 lmm石 ・0.5～lmm長 ・ 115 
0.5叩チャ・ 0.5～2mm赤

538 A-2 SD466 J瑠... 15.3 23.0 ヨコナデ／ハ ハケ／ケズリ 淡J燈 lmm石 ・0.5阻長 ・0.5～ 11/12 
最下層 ケ／ハケ ／ケズリ 3mmチャ・ 0.5～lmm角

539 A-2 SD466 局杯 21. 8 5.2 ヨコナデ・ハ ミガキ 黄褐 I～5皿石 ・0.5～lmm長 ・ 1/5 
ケのちミガキ l～3凹チャ・ 0.5～lmm赤

540 A 2 SD466 I本 14. I 5. l ハケのちミガ ミガキ 燈褐 0.5～1. 5mm石 .0. 5～lmm 1/3 
キ 長 ・0.5mmチャ

541 A-2 SD466 翌五 11. 3 9.4 ヨコナデ／ナ ナデ／ナデ／ 樫灰褐 0.5醐石 ・0.5胴長 ・ 1/2 
デ／ナデ ナデ 0.5醐チャ

542 A 2 SD466 小形 10.4 11. 0 磨j威／磨滅／ ハケ／指オサ 樟褐 0.5醐石 ・0.5～3mm長・ 1/4 
丸底 ）警i威 エ・ケスリ／ 0.5～2mmチヤ・ 0.5～2凹
査 磨i戚 赤多

543 A 2 SD466 底部 2. 7 5.6 ナデ／ナデ ナデ／ナデ 淡褐 0.5～2mm石・ 0.5～2阻
（底部径） 長.0. 5～2mmチャ・

0.5mm赤

544 A 2 SD523 査 13.2 4. 7 ナデのちミガ ナデのちミガ i炎燈褐 lmm石・ 0.5～lmm長・ 0.5 1/4 
キ／ ミガキ キ／ミガキ ～lmmチャ ・0.5醐雲 ・

0.5～lmm赤

545 A 2 SD523 宣を 34.6 13.8 ナデ ナデ ・ハケ 暗櫨褐 l～2mm石 ・l～3mm長 ・ 1/6 讃岐
0.5～Imm角・ lmm雲 産

546 A 2 SD523 翌E 13.0 4.5 ヨコナデ／ー ナデ／ケスリ i炎褐 0.5mm石・ 0.5剛長 ・0.5 1/3 
～lmn 

547 A-2 SD523 望E 14. 1 12.0 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 暗灰褐 0.5～3mm石 ・l～2mm長 ・ 2/3 
ケ ズリ l～2剛チャ ・0. 5mm雲

548 A 2 SD523 望E 14. 8 5.2 ナデ・指オサ ナデ／指オサ i炎J燈褐 0.5～l石・ 0.5町長・ l～ 1/6 
エ／タタキの コ二 2皿チャート・ 0.5～l町n
ちハケ 赤.0. 5～l皿角

549 A-2 SD523 高」＆ー 14.4 4.4 磨滅／タタキ ナデ／ケズリ i炎櫨褐 0.5～2mm石・ lmm長・ l.5 1/5 
～2mmチャート・ 0.5凹赤 ・
0.5～lmm角

550 A 2 SD523 要E 13.6 7. 7 ヨコナデ・指 磨滅／ケズリ j炎褐 0.5～2醐石 ・l～2mm長 ・ 1/2 
オサエ／磨滅 lmmチャート・ 0.5凹雲

551 A 2 SH523 期J民， 13.0 5. 7 ナデ／ナデ ナデ／ケズリ 暗灰 0.5～2凹長 ・0.5～4mm 2/3 
チャ多 ・0.5～2凹赤

552 A 2 SD523 斐 16.0 6.3 磨滅／磨滅 磨滅／ケズリ 淡褐 0.5mm～l凹石多.0. 5～ 3/4 
lmm長・ 0.5～lmmチャ多

553 A 2 SD523 望主 (17. 5) 4.3 ヨコナデ／磨 ヨコナデ／ケ i炎赤褐 0.5mm石.0. 5～l町長 ・ 1/12 
i威 ズリ 0.5阻雲 ・O目5mm赤

554 A-2 SD523 喜望 16.3 4.3 ヨコナデ ヨコナデ 暗褐 0.5mm石・ 0. 5mm長 ・ 1/6 近江
0.5阻チャ ・0.5～lmm雲 ～ 

東海
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出土遺物観察表

555 A 2 SD523 斐 17.5 3.9 ヨコナデ ヨコナデ j炎褐 0.5～lmm石・ 0.5凹長 ・ 1/4 
0.5～lmm雲多

556 A 2 SD523 斐 (15. 9) 3. 7 ヨコナデ ヨコナデ／ケ 暗灰褐 0.5皿石・ 0.5mm長・ 1/16 
スリ 0.5皿雲

557 A 2 SD523 高杯 16.6 12.8 ヨコナデ／ミ 磨滅／シボ j炎櫨褐 lmm石・ 0.5～2mm長・ 0.5 1/6 
ガキ ・ナデ リ・ケズリ ～lmm角

558 A 2 SD523 高杯 (17. 0) 5.8 ナデ ・ハケ ナデ ・ハケ 樫褐 0.5阻石・ 2mm長 1/16 

559 A-2 SD523 両杯 13.2 5.8 磨滅 ナデ ・ミガキ j炎褐 0.5～1凹長・ 0.5～lmm 1/3 
チャ .0. 5～lmm赤 .0. 5 
～lmm角

560 A 2 SD523 両杯 16.6 4.8 ハケのちナデ ミガキ 灰褐 0.5～2凹石・ l皿長・ l凹 1/6 
チャ ・0.5皿赤

561 A 2 SD523 高杯 (9. 0) 3.6 ナデのちハケ ナデ 澄褐 0.5～l凹石・ 0.5～l凹 1/28 
長 ・0.5mm雲

562 A 2 SD523 高杯 16.6 4.6 ヨコナデ ヨコナデ 稽褐 0.5～2mm石・ 0.5～1.5mm 1/5 
長 ・lmmチャ・ lmm角

563 A 2 SD523 高杯 11. g 11. 3 ノ、ケのちミガ シボリ・ケズ j炎黄灰 0.5～lmm石・ 0.5～lmm
（底部径） キ リのちナデ 褐 長.0. 5～lmmチヤ・

0.5凹雲

564 A-2 SD523 高杯 12.6 10.9 ハケのちナデ シボリ j炎燈灰 l～2mm石.0. 5～lmm長 ・
（底部径） 褐 l～2凹チャ ・lmm雲・

0.5皿赤多

565 A-2 SD523 高杯 9.3 ケズリのちミ シボリ・ケズ i炎糧褐 0.5皿石・ 0.5～lmm長 ・
ガキ ・ハケの リ・ハケ 0.5阻チャ
ちナデ

566 A 2 SD523 高杯 16.4 4.8 ミガキ ケズリのちナ i炎糧褐 0.5～l皿石 ・lmrr長 ・l～
（底部径） ア 1. 5皿チャ・ 0.5～lmm

雲 lmm角

567 A 2 SD523 器台 15.0 5.9 ハケのちミガ ケズリ 褐 l～3.5mm石.1～1. 5凹
（底部径） キ 長 ・lmmチャ・l～1.5阻

τ宣z言芯

568 A 2 SD523 高杯 ミガキ ナデ 極褐 0.5皿石・ 0.5皿長・ 0.5
～lmmチャ

569 A-2 SD523 高杯 13.0 9.5 ナデ・指オサ ナデ／磨滅 j炎黄茶 0.5～lmm石 ・0.5～2皿 3/4 
エ／ナデ・指 灰 長.0. 5～2皿チャ
オサエ

570 A-2 SD523 台付 (11.6) 7.9 ナデ／ハケ ナデ ・ケズリ j炎燈褐 0.5～3凹石・ 0.5～2凹 1/8 
鉢 ／ナデ 長.0. 5～lmm雲 ・lmm角

571 A 2 SD523 小形 11. 4 3. 7 磨i威／磨滅 磨滅／磨滅 i炎褐 0.5～lmm石 ・lmm長・ 0.5 1/6 
丸底 ～lmmチャ・lmm雲
鉢

572 A 2 SD523 小形 (12.4) 6.8 ミガキ／ミガ ヨコナデのち 樫褐 I～2mm石 ・0.5凹長・ 0.5 1/16 
丸底 キ／ケズリ ミガキ／ヨコ ～lmmチャ
鉢 ナデ／磨滅

573 A-2 SD523 小形 10.8 5.4 磨i威／磨i威 磨滅／磨i威 i炎褐 l～2mm石・ 0.5～l皿長・ 1/4 
丸底 0.5～2醐チャ・ 1.5凹雲
鉢

574 A 2 SD523 小形 8.8 5.8 磨i威／磨i威 磨滅／磨j威 i炎褐 0.5～2皿石・ 0.5～lmm 1/3 
丸底 長.1～2阻チャ
鉢

575 A-2 SD523 小形 9. 1 10.2 ナデ／ミガ ナデのちミガ i炎灰褐 0.5皿石・ 0.5～lmm長・ 完存 東海
器台 キ ・ナデ キ／ケズリ ・ 0.5～lmmチャ 系

ナデ

576 A 2 SD523 ノj、形 10.3 8.2 ヨコナデ・ミ ケズリのちミ j炎灰褐 0.5～lmm石 ・0.5～lmm 11/12 
器台 ガキ／ミ ガキ ガキ／ケズ 長 .0. 5～l皿チャ

リ・ハケ

577 A-2 SD467 斐 13.0 9.6 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ j炎灰 0.5～lm皿石 ・l～3mm長・ 1/4 
ケ ズリ 0.5皿チャ

578 A 2 SH527 蔓 21. 0 5.5 磨j威 磨滅 i炎櫨灰 0.5～l皿石・ l～2mm 1/5 
上層 褐 チャ ・0.5～lmm赤

579 A-2 包含層 広口 21. 0 5.0 ナヂ 磨滅 i炎褐 0.5～lmm長石・ 0.5～2凹 1/4 
査 チャート・ 0.5mm角

580 A-2 包含層 広口 (22.6) 2.4 ハケのちナデ ハケ i炎褐 0.5凹石.0. 5凹チャ・ 1/12 
査 l皿雲

581 A 2 包含層 器台 18.6 5.3 ナデ ナデ j炎褐 0.5～lmm石 ・0.5～lmm長 1/3 
（底部径） 多.0. 5～l皿赤多
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582 B 1 SH132 一重 12.6 4. 1 ヨコナデ ヨコナデ 暗赤褐 0.5～lmm長・ 0.5mm 1/6 
口出量 チャ ・0.5～lmm角
査

583 B-1 SH134 一重 18.6 ハケのちナデ ミガキ／ハ 積褐 0.5～2阻石 ・0.5～2凹 1/2 
口縁 ／ハケ／ハケ ケ指オサエ 長 .0. 5～l阻チャ
査 ／ハケ

584 B 1 SH134 広口 17.2 5.0 ハケ ・ナデ ナデ 糧灰褐 0.5～4阻石多 ・0.5～5凹 2/3 西部
宜士:>: 長.0. 5～3mmチャ多 ・ 瀬戸

lmm雲 内系

585 B-1 SH136 鉢 37.2 23.3 ナデ／タタ ミガキ／ミカ 樟褐色 0.5～2mm長 ・チャート0.5 1/2 
キ ・ナデ／ナ キ／ミガキ ～2mm多.0. 5剛雲 ・
デ 0.5凹角

586 B 1 SH146 3霊 3.3 ヨコナデ ヨコナデ／ケ 澄褐 0.5～l阻石 ・0.5mm長 ・
ズリ 0.5mmチャ

587 B 1 SH147 器台 (23.5) l. 5 ナデ ミガキ i炎褐 0.5～lmm石・ l凹長 ・0.5 1/12 
～lmmチャ

588 B-1 SH147 器台 (21. 8) 17.4 ナデ／ ミガキ 磨滅 ミガキ 明茶褐 0.5～2凹石.o. 5～3阻 1/8 
／ナデ 長.0. 5～5凹チャ・

0.5mm角

589 B 1 SH169 広口 16.0 6.8 ナデ／ハケの 磨滅／ケスリ 赤褐 0.5～2mm石.0. 5～lmm 1/4 
下層 査 ちミガキ 長 ・0. 5mm角

590 B 1 SH169 斐 14.0 21. 4 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ハ 暗褐色 0.5～2mm石多・ l凹長 ・l 1/3 
タキのちハケ ケ／ハケ・指 ～3阻チャ多

オサエ

591 B 1 SH169 斐 (17. 0) 2.9 ヨコナデ ヨコナデ 淡褐 0.5～2凹石・ 0.5～2mm 1/14 近江
下層 チャ 系

592 B 1 SH169 斐 13.8 4.4 ヨコナデ／細 磨滅／磨滅 淡樫褐 0.5～lmm石・ 0.5～2mm 1/2 
かいタタキ 長 .0. 5～2mm赤多

593 B-1 SH169 高杯 24.8 4.5 ハケのちミガ ミガキ i炎褐 0.5～lmm石・ 0.5mm長・ 1/6 
下層 キ 0.5チャ

594 B-1 SH169 高杯 3.4 9.0 ハケのちミガ シボリ ・ハケ 淡灰褐 0.5～l凹石.0. 5～3mm 
下層 （頚部径） キ チャ .0. 5～lmm角

595 B-1 SH169 鉢 19.4 5.3 ナデ 磨i威 暗赤褐 0.5～lmm石.0. 5～2mm 1/4 近江
下層 長 .0. 5～lmmチャ 系

596 B-1 SH189 二重 8.6 9.5 ハケ 磨j威 i炎黄褐 0.5～lmm石・ 0.5～3mm
床直上 口出量 （頭部径） 長 .0. 5～2mmチャ・

査 0.5凹赤

597 B 1 SH189 品＋不 18.5 4.5 磨滅 磨i威 暗茶褐 0.5凹石・ 0.5mm長・ 0.5
（底部径） ～lmmチャ

598 B-1 SH189 重主 18. 7 22. 7 ナデ ・タタキ ナデ・ナデ 淡褐 0.5～3阻石多 ・1～3mm長 1/6 
多 .0. 5～3皿チャ多

599 B 1 SH189 斐 17.2 28.4 ナデ／タタキ ハケ／ハケ／ i炎褐黄 0.5～lmm石 ・0.5～lmm 3/4 
／タタキ ハケ 灰 長 ・l. 5mmチャ

600 B I SH189 高杯 24.6 14.8 ナデ ・ミガキ ハケ／シホ、 茶褐 0.5～2凹長・ 0.5凹 完存
／ミガキ リ・ナデ チャ ・0.5～lr即時

601 B 1 SH189 高杯 (24. 6) 10.0 磨滅 磨j威 明褐 0.5～l凹石・ 0.5～2mm 1/10 
床直上 長 .0. 5～lmmチャ 0.5 

～lmm角
602 B-1 SH189 鉢 16.0 6.0 ヨコナデ／ハ ナデ／ナデ 樫灰褐 0.5～lmm石 0.5～2阻 1/4 近江

床直上 ケ 長 0.5凹チャ 0.5～ 系
lmm赤

603 B 1 SH192 高杯 磨滅 磨滅 明燈褐 0.5～l mm石 ・0.5皿長 1/6 

604 B 1 SH192 警主 15.5 16.2 ヨコナデ／ハ ハケ／ナデ 暗茶褐 0.5～3mm石多・0.5～2凹 1/3 
ケ 長 ・lmmチャ

605 B 1 SH192 斐 16.0 10.2 ナデ／タタキ ハケ／ハケ 暗赤褐 0.5～2凹石 0.5～lmm 完存
長 .0. 5～2mmチャ

606 B 1 SH192 斐 (19. 0) 10.0 ナデ／タタキ 磨滅／ハケ 明褐 0.5～2凹石 0.5～l阻 1/8 
長 0.5mmチャ

607 B 1 SH192 事主 (14. 0) 6.6 ナデ／タタキ ナデ／ケスリ 暗赤灰 0.5～2凹石・ l～2mm長・ 1/8 
のちナデ 褐 0.5～3凹チャ

608 B-1 SH192 底部 (20. 0) ナデ／タタキ ナデ／ハケの 淡黄褐 l～2mm石多 ・l～2mm長 ・ 1/8 
（矢羽状）／タ ち指オサエ／ l～3mmチャ
タキ（矢羽状） ハケ

609 B-1 SH192 班点む (15. 4) 5.4 ナデ／タタキ ナデ／ハケ ・ 淡穣灰 0.5～2凹石・ 0.5阻長・ 1/8 
指オサエ 褐 0.5～lmmチャ

610 B 1 SH192 底部 2.8 6.0 タタキ／タタ ナデ／ナデ 暗赤褐 0.5～2凹石・ 0.5mm長・
（底部径） キ 0.5～l皿チャ
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出土遺物観察表

611 B I SHl92 底部 4.8 4.6 タタキ ナデ 赤褐 0.5～2阻石 .0. 5～2阻
（底部径） 長.0. 5～2mrnチャ

612 B-1 SHl92 受 19.4 13. 7 ハケのち指オ ハケ／ハケ j剣登褐 l～3皿石 ・0.5～2町長・ 5/6 
サエ／タタキ I. 5～5叩チャ
のちハケ

613 B-1 SB356 受 20.2 I. 6 ヨコナデ ヨコナデ j炎黄褐 0.5凹長 1/10 

614 B I SH210 斐 2. 7 磨i威 磨滅 i炎褐黄 0.5四石・ 0.5～Immチャ
灰

615 B I SH210 底部 4.6 5.9 磨滅 磨滅 i炎褐 0.5～2mrn石・ 0.5～2mrn
（底部径） 長.0. 5～2mrnチャ

616 B-1 SH226 き整 16.3 6.8 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／磨 暗褐 0.5～Imm石・ 0.5皿長 4/5 
ケ i威 多 0.5～Immチャ

617 B I SH226 斐 14.6 6.6 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／指 暗赤褐 0.5～Im皿長・ 0.5～3mrn 1/3 
ケ オサエ チャ・ l凹角

618 B I SH226 事主 18.8 13. I ヨコナデ／ハ 磨滅／磨j威 明櫨褐 0.5～Imm石・ 0.5～2mrn 完存
竃内 ケ 長.0. 5～2凹チャ

619 B I SH226 高杯 12.5 5. I ケスリのちミ ナデ 糧褐 0.5～3皿長・ l～2凹 完存

ガキ －ナデ チャ・ 0.5～2叩角

620 B I SH226 局杯 13.6 4.6 磨滅 ナデ 糧褐 0.5～Imm石.0. 5～Imm 1/3 
竃内 長 .0. 5阻赤

621 B I SH227 斐 12.2 14. 0 ナデ／タタキ 磨滅／磨滅／ i炎褐 0.5～2mm石・ l～2凹長・ 1/3 
のちナデ／指 磨滅 l～2剛チヤ ・0.5～3mrn赤
オサエ

622 B I SH227 望主 15.8 7.6 磨j威／タタキ ナデ／ハケ 暗褐 0.5～2mm石・ l～2凹長・ 3/4 
l～5凹チャ

623 B I SH227 斐 (20.0) 7.3 ハケのちヨコ ハケ／ケズリ j炎黄褐 0.5～I. 5mrn石多 ・0.5～ 1/16 
ナデ／タタキ I阻長・ 0.5剛チャ

624 B I SH227 斐 15.9 11. I ナデ／タタキ 磨滅／ケズ i炎燈褐 0.5～Imm長・ l～2剛チャ 1/4 
リ・ハケ

625 B I SH227 斐 15.8 7.9 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ 積褐 0.5～2mrn石 ・l～3凹長・ 2/5 
タキ 0.5mrn赤・ O目5皿角

626 B I SH227 斐 17.2 6. 7 磨i威／タタキ 磨i威／磨i威 i炎褐 0.5～2mrn石 ・0.5～2凹 1/3 
長・ 0.5～2阻チャ

627 B-1 SH227 望主 13.8 11. 4 ナデ／タタキ ハケ／磨滅 明燈褐 0.5～2mm石・ 0.5～2凹 完存
長.0. 5阻赤

628 B I SH227 斐 16.6 9.0 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 暗黄灰 0.5～2mm石.0. 5～2mrn 1/2 
タキ スリ 長.0. 5～Immチヤ ・

0.5mrn赤
629 B I SH227 斐 (16. 8) 5.9 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 黄褐 0.5～l凹石・ 0.5～Imm 1/12 

タキ ズリ 長.0. 5阻チャ.0. 5皿赤

630 B l SH227 斐 17.7 5. 7 磨i威 磨滅 淡黄褐 0.5～Imm石多 ・0.5～l皿m 7/8 北陸
長・ 0.5～2阻チャ多・ 系
0.5～Ir即時多

631 B-1 SH227 斐 16. 7 3.2 ヨコナデ ヨコナデ j炎褐 0.5～Imm石・ 0.5～Imm 2/3 北陸
長.0. 5凹チャ 系

632 B I SH227 望主 (16. 8) 3.4 ナデ ナデ 黄土 Immチャ 1/12 近江
系

633 B I SH227 斐 13.6 3.0 磨滅 磨滅 灰褐 0.5～Imm石・ Imm長・ 0.5 1/6 
～2皿チャ

634 B I SH227 斐 8.8 8.8 ヨコナデ／ハ 磨滅／磨滅 赤褐 0.5～2皿石.0. 5～Imm 1/2 
ケ 長.0. 5～Immチャ

635 B I SH227 鉢 23.0 11. 6 ナデ／ミガキ 磨滅／磨滅 i炎褐 0.5～3mm石 ・Imm長・ Imm 2/5 
チャ・ 0.5～Im皿角

636 B I SH227 斐 6.3 タタキ ナデ・ケズリ i炎褐 0.5～Imm石 .0. 5～l皿 631 
長 .0. 5凹チヤ と同

ーか

637 B-1 SH227 両材l 14. 2 9.0 ハケのちナデ シボリ・ナデ i炎褐 0.5mrn石.0. 5皿長・
（底部径） 0.5mrnチャ

638 B I SH227 高杯 24.8 17.0 ミガキ／ミカ ミガキ／ナデ 褐 l～I. 5mrn石・ 0.5～2凹 3/4 
キ 長.I～I. 5阻チャ

639 B I SH227 高杯 22.6 7.0 ヨコナデ・ミ ミガキ －ナデ i炎褐 l～3皿石・ 0.5～I.5mrn 718 
ガキ 長.0. 5～2阻チャ

640 B I SH227 小形 9.6 9.5 磨滅／ミガキ 磨i威／ミガキ 明黄褐 0.5～2阻石・ Imm長・ 0.5 1/2 東海
器台 ～2mmチャ ・0. ..5凹赤 系
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641 B-1 SH228 斐 (10. 8) 6.9 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ i炎褐 0.5～Imm石 ・0.5～Imm 1/24 
床直上 タキ ア 長 .o. 5～Immチャ・

0.5mm角

642 B-1 SH228 局杯 10.9 12.0 ハケ－指オサ ナデ／ナデ 淡褐色 0.5～Imm石 ・0.5～2剛 3/4 
エ／ミガキ チャ ・0.5凹雲

643 B 1 SH228 両＋不 13.0 11. 4 ヨコナデ ・ミ ミガキ／ナデ 淡褐 0.5～Imm石 0.5～2凹 213 
ガキ／ ミガキ 長 .0. 5～2凹チャ ・

0.5mm雲

644 B 1 SH227 高杯 17. 1 12.9 ナデ／ナデ ナデ／シボリ 明極褐 0.5～Imm石 .o. 5～1醐 完存
長 .0. 5～Immチャ・ 0.5
～Imm赤

645 B 1 SH229 杯蓋 12.8 4. 1 回転ナデ 回転ナデ 青灰 0.5mm長 ・l凹チャ 1/3 
上層

646 B I SH228 製塩 6.6 5.5 磨j戚 ハケのちナデ 灰褐 0.5～2mm赤 1/12 
土器

647 B-1 SH254 斐 (16. 9) 3. 7 ハケのちナデ ハケ／ケズリ 淡暗褐 0.5～Imm石 ・Imm長 ・ 1/24 
／タタキ 0.5mm～2mmチャ ・0.5mm

角

648 B-1 SH251 斐 22.0 6.4 ナデ／ナデ ヨコナデ／ナ 淡褐 l～2叩石.0. 5～2mm長 ・ 1/4 近江
西区 ア l凹角 系

649 B 1 SH251 斐 16.5 16.4 ナデ／ハケ／ ナデ／指オサ j炎灰褐 l～5mm石・ l～6凹長 ・l 1/4 
ナデ エ ・ナデ／ナ ～6mmチャ

ア

650 B I SH251 鉢 (20.0) ヨコナデ／ナ ナデのちミ ガ 淡穣褐 0.5～Imm石 0.5～2mm 1/12 近江
南区 デ／ナデ キ／ナデ ・ハ 長 .1～3mmチャ 系

ケ／ハケ

651 B I SH251 斐 (14. 8) 22.2 磨j成／タタキ 磨滅／磨滅／ 暗褐 0.5～l皿石 0.5～2mm長 1/11 
／タタキ ナデ・ 指オサ 多.0. 5～Immチャ多

コ二

652 B 1 SH266 斐 15.8 15.4 ナデ／ハケ／ ナデ／ナデ ・ 淡赤褐 0.5～l皿石 0.5～Imm 1/6 
ハケ 指オサエ／ケ 長 .0. 5～2凹チャ ・

ズリ 0.5mm角

653 B 1 SH266 高杯 9.9 ナデのちミ カ シボリ・ナデ 黄茶褐 0.5～2阻石 0.5～2凹
北区 キ 長 .0. 5～Immチャ・

0.5mm赤

654 B 1 SH266 高杯 23.6 16.5 ミガキ／ミ 力 磨滅／磨滅 淡黄褐 0.5～2皿石 0.5～2.5阻 11/12 東海
キ 長 .0. 5～l皿チャ ・

0.5mm赤 近江
系

655 B-1 SH268 長頚 7.9 15. 7 ハケ／ハケ／ ハケ／ハケ／ 様褐 l～3mm石 ・lmrr長・ 0.5～ 1/2 
北区 査 ハケ ハケ lmmチャ

656 B-1 SH268 壷 18.8 40. 1 ヨコナデ／ハ ヨコナデのち i炎褐 0.5～lmm石 ・0.5～lmm 1/4 
北区 ケのち一部ミ ミガキ／ケズ 長 .0. 5剛チャ

ガキ／ケズリ リのちハケ／
ナデ

657 B l SH268 斐 (19. 6) 4.6 磨滅 磨滅 淡褐 0.5～lmm石 ・0.5～lmm 1/8 
長 .0. 5～2阻チャ・
0.5mm雲

658 B-1 SH268 斐 (17. 3) 4.2 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ハ 淡黄褐 0.5mm～2剛石 .0. 5～lmm 1/12 
タキ ケ 長.0. 5阻赤

659 B 1 SH268 局杯 26.6 16.3 ミガキ／ミ カ ミガキ／シボ 樫褐 0.5～Imm長 ・0.5～Imm 3/4 
キ リ ナデ チャ ・0.5皿赤

660 B 1 SH268 鉢 19.3 12.4 ナデ／ハケの ナデ／ハケ／ 淡褐 lmm石 .0. 5～lmm長 ・0.5 1/4 近江
北区 ちミガキ／ナ ナデ ～3mmチャ 系

ア

661 B-1 SH273 ノl、形 8.6 5, 1 ヨコナデ／磨 磨滅／磨j威 暗樟褐 0.5～lmm石 ・0.5mm 1/2 
丸底 ィ成 チャ ・0.5剛赤
鉢

662 B 1 SH273 三重 (21. 6) 6.4 磨i威 磨滅 i炎茶褐 l凹石 ・0.5～lmm長・ 0.5 1/8 
床直上 口t家 ～4皿チャ ・0.5mm赤

壷

663 B 1 SH273 査 12.2 5.0 ハケのちナデ ハケ i炎黄褐 0.5～lmm長・ 0.5～lmm
（頚部径） チャ ・0.5mm雲

664 B-1 SH270 斐 (17. 6) 5.2 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／磨 淡黄灰 0.5～Imm石・ 0.5mm～2阻 1/8 
ケ I威 褐 長 .0. 5～lmmチャ・

0.5醐角
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出土遺物観察表

665 B-1 SH270 斐 21. 0 6.2 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／磨 i炎褐 0.5～2醐石.0. 5～Imm 1/4 
ケ 滅 長.0. 5～2凹チャ

666 B 1 SH276 書主 (21. 4) 3.3 ヨコナデ ハケ 炭暗褐 0.5mm長・ 0.5mmチャ 1/10 

667 B 1 SH277 斐 (17. 6) 5.0 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ 樫褐 0.5～2mm石・ 0.5～2mm 1/8 
タキ ア 長.0. 5～2皿チヤ

668 B 1 SH300 斐 12.4 11. 6 ヨコナデ／指 ヨコナデ／ハ 明褐 0.5～2mm石 ・0.5～2皿 1/3 
オサエ・ナデ ケ 長.0. 5～5皿チャ・

0.5mm赤

669 B 1 SH358 高杯 (13. 8) 4.95 磨滅 磨滅 樟褐 0.5～l凹石・ 0.5～2mm 1/8 
長.0. 5～l凹赤

670 B 1 SH362 斐 20.6 4.4 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ j炎褐 Imm石.0. 5～I凹長・ 0.5 1/4 北陸
ケ ズリ ～Immチヤ・ 0.5mm雲 ・ 系

0.5阻赤

671 B 1 SH357 直口 (8. 0) 10.8 ハケのちナデ ハケのちナデ j炎褐 0.5～2皿石・ 0.5～2凹 1/12 
宜世2: ／ナデ ／ナデ 長.0. 5～Immチャ

672 B 1 SH357 斐 12.9 7.0 磨j威／タタキ 磨滅／磨j威 淡褐 0.5醐石・ 0.5～Imm長・ 3/4 
0.5～l凹チャ

673 B-1 SH357 短頚 12.0 16.4 ヨコナデ／ミ ヨコナデ／磨 j炎褐 0.5～2mm石・ 0.5～2mm 1/2 
直口 ガキ 減 長.0. 5～4皿チャ・ 0.5
査 ～Imm赤 ・0.5～Imm角

674 B-1 SH357 受 13.4 5.5 磨i威 磨滅 者登褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 1/6 
長.0. 5～3剛チャ

675 B 1 SH357 高杯 11. 4 8.2 磨滅／ナデ 磨滅／磨滅 樟褐 l～3mm石・ 0.5～2醐長 ・
（底部径） 0.5～4阻赤・ 0.5～2mm角

676 B 1 SH357 小形 11. 0 8. 7 ヨコナデ／ミ ヨコナデ／ナ 樫褐 チャ～ト0.5～Imm・0.5凹 2/3 
丸底 ガキ／ミガキ 'T 赤.0. 5皿角
鉢

677 B 1 SH359 斐 12.8 7.8 ナデ／ハケ ハケ／ケズリ 暗赤褐 0.5～l凹石.0. 5～lmm 4/5 
のちナデ 長・ 0. 5mrnチヤ・ 0.5mrn雲

678 B 1 SH359 高杯 14.6 ヨコナデ／板 磨滅／シボ 糧褐色 0.5～1. 5阻石.0. 5凹 1/4 
状工具による リ・ケズリの 長 .0. 5皿チャ
押圧・ミガ ちナデ

キ・ケズリ

679 B 1 SH359 斐 19.6 8.4 ハケのちヨコ ハケ／ケズリ 明樫褐 0.5～Imm石・ 0.5凹長・ 1/2 
ナデ／ハケ 0.5～2凹チャ.0. 5～l凹

角

680 B-1 SH359 整 15.6 8.5 ハケのちヨコ ハケ／指オサ j炎赤褐 0.5～1. 5皿石・ 0.5～ 完存
ナデ／ハケ コニ 1. 5mm長・ 0.5～lmm

チャ・ 0.5皿雲・ 0.5剛赤

681 B 1 SH359 受 (12. 8) 3.9 ヨコナデ ノ、ケのちヨコ 黄灰褐 0.5～Imm石・ 0.5皿長・ 1/8 
ナデ 0.5mrn角

682 B 1 SH359 器台 4.5 4.6 ミガキ ナデ 淡樫褐 0.5～1. 5mm石.1～1. 5凹 北陸

（頚部径） 長.1皿チャ 系

683 B 1 SH359 査 4.3 ナデ ナデ／指オサ 黄褐 0.5～lmm石 .0. 5～lmm 
コ二 長.0. 5～2凹チャ・ 0.5

～lmrr尚

684 B 1 SH360 器台 17.8 2.5 ミガキ ナデ 淡糧褐 0.5～l皿石多・ 0.5～lmm 1/6 
長.0. 5～Immチャ

685 B-1 SH360 査 磨j威 磨減 樫褐 0.5～lmm石.0. 5～lmm 東海
長 .0. 5～l皿チャ 系

686 B-1 SH360 望主 14.6 5. 1 ハケのちヨコ ハケ／ハケの 淡褐 0.5～2mm石.0. 5～lmm 1/4 
南東区 ナデ／タタキ ちナデ 長.0. 5～2皿チヤ・

のちハケ 0.5凹雲

687 B-1 SH415 二重 19.6 3.2 ヨコナデ ミガキ 淡黄褐 l～2mrn石・ l～3凹長・ l 1/4 
口縁 ～3mmチャ
賀古

688 B 1 SH415 一重 16.0 2. 1 磨滅 磨滅 i炎褐 0.5～l凹石・ 0.5～3皿 3/4 
口縁 長.1～2.5皿チヤ
宜E

689 B 1 SH415 査 5.1 ハケのちナデ ハケ i炎黄褐 0.5～lmm石・ 0.5～2凹
長.0. 5～2阻チャ

690 B 1 SH415 短頚 12. 7 15.9 ヨコナデ／ハ ナデ／ハケ 淡黄褐 0.5～2四石・ 0.5～2凹 完存

壷 ケ 長 .0. 5～2凹チャ・ 0.5
～2皿赤多

691 B 1 SH415 短頚 11. 4 9.9 ナデ／ミガキ ナデ／ナデ 極灰褐 0.5～2皿石.0. 5～2mrn 完存 西部
査 長.0. 5～2皿チャ・ 0.5 瀬戸

～2凹角 内系

n
H
U
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692 B 1 SH415 直口 10.4 15.0 ミガキ／ミガ ミガキ／ナデ 明樫褐 0.5～2凹石 ・0.5～I凹 1/2 東海
査 キ 長 .0. 5～2凹チャ 系

693 B-1 SH415 主筆 II. 6 14. 6 ヨコナデ／ナ ナデ／ケズリ i炎樫褐 l～2mm石・ l～2mm長 － 1/4 
デ 0.5～2阻チャ

694 B 1 SH415 警主 16.2 13.3 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ i炎褐 0.5～2凹石 ・0.5～2mm 1111' 
タキのちナデ ア 長 .0. 5～2剛チャ

695 B-1 SH415 斐 16.8 11. 5 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ 暗櫨褐 l～3皿石・ 0.5～3凹長・ 1/2 
タキのちハケ I I～2皿チャ.1～2mm角

696 B-1 SH415 斐 17.4 10.2 ヨコナデ／タ 磨滅／磨滅 淡褐 l～4mm石多 ・l～4脚長 9/10 
タキ 多 .1～4醐チャ多・ 0.5

～lmm赤

697 B-1 SH415 翌E 14. 8 19.6 ヨコナデ／タ 磨滅／ナデ・ 暗褐 0.5～4阻石多・ l～2胴長 3/4 
タキ／タタキ ハケ／ハケ 多 .0. 5～2皿チャ

698 B 1 SH415 斐 13.8 9.8 ヨコナデ／タ ナデ／ハケ i炎櫨褐 0.5～2阻石.0. 5～lmm 5/6 
タキ 長.0. 5～2mmチャ

699 B-1 SH415 斐 16.8 13.2 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ハ 淡褐 l～5醐石・ l～2凹長・ 1/2 
タキ ケ 0.5～2剛チャ

700 B 1 SH415 望主 14.8 14. 7 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ 淡褐 0.5～3mm石.0. 5～2mm 2/3 
タキ／タタキ デ／ハケ 長 .0. 5～4mmチャ・ 0.5

～Imm赤 .0. 5～2凹角

701 B I SH415 斐 16.2 7.5 ハケ／タタキ 磨滅／磨滅 明樫褐 l～3mm石・ Imm長・ 0.5～ 1/3 
2mmチヤ・ 0.5mm雲・ 0.5
～l阻赤

702 B-1 SH415 斐 (16. 6) 6.5 ハケ／ハケの ハケ／工具に 淡褐 0.5～2凹石 .0. 5～Imm 1/12 
ちタタキ よるナテ 長 .0. 5～2阻チャ

703 B-1 SH415 斐 15.8 13.2 ハケ／タタキ ハケ／ハケ i炎黄灰 0.5～2凹石・ Imm長 ・0.5 3/4 
褐 ～2醐チャ.0. 5～2mm赤

704 B I SH415 斐 (12. I) 12. I ヨコナデ／タ ヨコナデ／ハ 淡黄灰 0.5～2皿石・ lmrr長 ・l阻 1/8 
タキ ケ 褐 チャ・ 0.5～l凹赤

705 B 1 SH415 斐 12.4 11. 3 ナデ／タタキ ナデ／ケズリ i炎黄灰 0.5～2皿石・ 0.5～lmm 1/6 
のちハケ のちナデ 褐 長.0. 5～2mmチャ・

0.5凹雲

706 B-1 SH415 斐 9.8 7.2 ナデ／タタキ ナデ／ハケ・ i炎黄褐 0.5～lmm石.0. 5～Imm 1/4 線刻
ナデ 長 .0. 5～2mmチャ ・lmm あり

τ宣z言写

707 B 1 SH415 斐 (18. 4) 6.4 ナデ／タタキ ハケ／ケズリ 茶褐 0.5～2凹石 ・l～2皿長・ 1/16 
のちハケ 0.5～3凹チャ・ 0.5四雲

708 B 1 SH415 斐 17.8 4.5 ヨコナデ／ハ 磨滅／磨i威 暗黄褐 l～3mm石・ 0.5～2阻長・ 1/5 
ケ l～2凹チャ

709 B-1 SH415 斐 18.2 8.0 ハケのちナデ ハケのちナデ 黄灰褐 0.5～lmm石 ・0.5～Imm 1/4 
／ハケ ／ハケ 長 .0. 5～Immチャ・

0.5mm赤

710 B I SH415 受 19.8 8.2 ハケ／タタキ ナデ／工具に 淡褐 l～3凹石 ・l～3mm長 ・l 1/4 
よるナデ ～2.5凹チャ

711 B l SH415 斐 18.0 10.0 ハケ／ハケ ハケ／ハケ 黄灰褐 l～3皿石多・ l～3胴長・ 完存
l～4mmチヤ ・0.5mm赤

712 B-1 SH415 を本 (27.2) 5.6 ミガキ／ミガ ナデのちミガ 淡褐 l～2mm石・ 0.5～Immチャ 1/9 
キ・指オサエ キ／ミガキ

713 B-1 SH415 翌主 13.8 3.6 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／磨 黄褐 0.5～lmm石・ 0.5mm～2皿 1/4 
ケ 滅 長・ lmmチャ ・0.5阻赤多

714 B 1 SH415 斐 (16. 3) 3.8 ナデ／ハケ 磨滅／磨滅 糧淡褐 0.5～lmm石・ 0.5～1醐 1/8 近江
長 .0. 5凹赤 系

715 B-1 SH415 斐 14.6 21. 5 ヨコナデ／工 ヨコナデ／ケ 暗茶褐 0.5～Imm石.0. 5～2mm長 1/2 近江
具によるナデ ズリのちナデ 系
／磨滅 ／ナデ

716 B-1 SH415 翌主 16.3 8.0 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 暗樫褐 0.5～lmm石 l～3mm長 ・ 5/12 北近
タキ ズリ 0.5～lmm赤 江～

北陸

717 B l SH415 斐 16.0 7.4 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 暗樫褐 l～4皿石・ 0.5皿長 ・l～ 1/2 北近
タキ ズリ 2.5皿チヤ ・0.5mm赤 江～

北陸

718 B 1 SH415 斐 16.0 5. 7 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 暗櫨褐 0.5～lmm石・ 0.5～2阻 1/6 北近
タキ ズリ 長 .0. 5阻チヤ・0.5凹赤 江～

北陸

719 B-1 SH415 斐 (16. 8) 6. 7 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 暗樟褐 l～I. 5凹石 .0. 5～5剛 1/12 北陸
タキ ズリ 長 .0. 5皿チャ・ l阻雲 ・ 系

0.5阻赤
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720 B 1 SH415 斐 15.0 5.3 磨滅／タタキ 磨滅／ケズリ 暗茶褐 0.5～lmm長・ I～2皿角多 1/2 生駒
西麓
産

721 B 1 SH415 底部 4.0 7. 7 タタキ／タタ 磨滅／ナデ j炎褐 l～l. 5mm石・ l～3mm長・
（底部径） キ l～3mmチャ多・ 0.5凹赤

722 B 1 SH415 底部 4.2 12.6 タタキ／タタ ハケのちナデ j炎茶褐 0.5～lmm石・ 0.5～2阻
（底部径） キ ／ハケのちナ 長.0. 5～2mmチャ

ア

723 B-1 SH415 底部 3.4 4.5 タタキ 磨減 赤褐 0.5～3凹石多・ 0.5～3凹
（底部径） 長 .0. 5～3皿チャ

724 B 1 SH415 底部 3.0 3.2 タタキ ハケ 灰褐 0.5～3凹石.0. 5～lmm 
（底部径） 長 .0. 5～l凹チャ

725 B 1 SH415 底部 2. 1 3.2 ハケ ナデ 暗灰 0.5～2凹石・ 0.5～1阻
（底部径） 長.0. 5～lmmチャ

726 B-1 SH415 高杯 19.8 15.4 磨滅／ミガキ 磨滅／シボ j炎樫灰 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 1/4 東海
リ・ハケ 褐 長.0. 5～2mmチャ 系

727 B 1 SH415 両杯 4.0 磨減 磨i威 極褐 0.5凹石.0. 5皿長・ 0.5
～lmmチャ・ 0.5mm赤

728 B 1 SH415 高杯 (17. 2) ミガキ／ミ ガ ミガキ／ナデ 明糧褐 0.5～lmm石 ・0.5～2凹 1/8 
キ 長 .0. 5～2凹チヤ・

0.5mm赤

729 B 1 SH415 局杯 12.0 4.5 ミガキ ミガキ i燈灰褐 0.5～3mm石 .0. 5～lmm 完存
長.0. 5～lmmチャ

730 B 1 SH415 器台 17.8 14. 8 ヨコナデ ・ハ ハケのちミガ 淡褐 l皿石.1～l. 5凹長 ・l～ 1/2 近江
ケのち ミガキ キ／ハケ l. 5mmチャ・lmm雲 ～ 
／ハケのち ミ 東海
ガキ

731 B-1 SH415 器台 (18. 0) 2.2 ミガキ ミガキ i炎樫褐 Imm石 ・0.5～lmm長・ 0.5 1/12 近江
～lmmチャ ・Imm赤 ～ 

東海

732 B 1 SH415 台付 9.9 7. 1 タタキ ナデ j炎黄褐 l～3mm石多・ 0.5～3mm
苦主 （底部径） 長 .0. 5～3阻チャ・ 0.5

～l凹赤

733 B 1 SH415 小形 8.4 11. 4 タタキのちハ 工具によるナ j炎褐 l～3mm石多・ lmm長・ l～
台付 （底部径） ケ／ハケ デ／ナデ 2皿チャ
重吉

734 B 1 SH415 器台 10. 8 5.6 ミガキ 磨滅 j炎褐 0.5～lmm石 ・0.5～lmm
（底部径） 長.0. 5～2mmチャ・ 0.5

～2mm赤多

735 B 1 SH415 小形 10.2 7.0 ハケのちナデ ハケのちナデ i炎褐 0.5～lmm石 0.5～3阻 完存 東海
器台 ／ハケのちナ ／ハケのちナ 長.0. 5～lmm赤 系

ア ア

736 B 1 SH415 手熔 ハケ／タタキ ハケ／ハケ 灰褐色 0.5～lmm石.0. 5～lmm 1/3 近江
形土 長 ・lmm角 系
器

737 B 1 SH431 斐 11. 4 3.3 ヨコナデ ヨコナデ 淡褐 0.5～2皿石.0. 5～lmm 1/4 
長.0. 5皿雲

738 B 1 SH431 警主 13.8 13.9 ナデ／タタキ ナデ／ハケの i炎褐 l～4凹石多・ l～3胴長・ 1/3 
／タタキ ちナデ／ナデ 2～3皿チャ多

739 B 1 SH431 高杯 16.6 12.4 磨滅／磨滅 磨滅／シボ i炎褐 0.5～3皿石・ lmm長・ l～ 213 
床直上 リ・ハケ 2.5皿チャ・ 0.5～2mm赤

740 B 1 SH431 高杯 23. 7 14.6 ミガキ／ナデ ミガキ／ハケ 淡樫灰 0.5～l. 5凹石 .1～2阻 3/4 
床直上 褐 長.1～4凹チャ・ 0.5mm

角

741 B 1 SH431 器台 (14. 8) l. 6 ヨコナデ 磨滅 淡糧褐 0.5～lmm石 ・lmm長 ・0.5 1/8 
～2mmチャ

742 B 1 SH431 器台 4. 1 ミガキ ナデ・ミガキ i炎糧褐 I凹石.0. 5～3凹長・ 0.5
～2mmチヤ ・0.5～lmm赤

743 B 1 SH431 ノl、形 13.5 9.8 磨滅／磨i威 磨滅／ハケ j炎褐 0.5～2凹石多.0. 5～2皿 完存 東海
床直上 器台 長.0. 5阻チャ多 .0. 5凹 系

赤

744 B 1 SE361 斐 17.6 33.0 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ j炎黄灰 0.5～2凹石・ l～2凹長・ 7/10 
ケ／ハケ ズリ／指オサ 0.5～2mmチャ・ 0.5凹赤

.:r.. 

745 B 1 SE361 斐 14.4 24.4 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ i炎褐 0.5皿石・ 0.5皿長・ 完存
ケ／ハケ ズリ／指オサ 0.5凹チャ

J二
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746 B 1 SE361 斐 16.0 26.4 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 淡褐 l～2皿石・ 0.5～2醐長・ 完存
ケのち工具に ズリ／指オサ 0.5～1. 5mmチャ
よるナデ／ハ J二

ケ

747 B-1 SE361 斐 14.3 23.2 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ i炎褐 0.5～l阻長・ 0.5～lmm 完存
ケ／ハケ ズリ／指オサ チャ

.:r. 

748 B 1 SE361 局十不 20.4 5.3 ナデ・ハケの ミガキ 黄褐 0.5皿石.0. 5～lmm長 ・ 1/4 
ちミガキ 0.5醐チャ・ 0.5mm赤

749 B 1 SE361 局＋不 12.6 7.6 ハケのちナデ シボリ・工具 j炎樟褐 l～1. 5皿石・ l阻長・ 0.5
（底部径） によるナデ ～3凹チャ

750 B 1 SE361 器台 9.4 6.5 ナデ／ナデ 磨滅／ケズリ 灰褐 0.5～l凹石・ 0.5mm長・ 3/4 内面
0.5～l阻チャ に漆

付着

751 B 1 SE361 小形 7. 7 9. 1 ヨコナデ／ハ ナデ／ケズリ i炎黄灰 0.5～l醐石・ 0.5～2醐 完存

丸底 ケのちナデ 白褐 チャ・ 0.5mm赤
宜士:i" 

752 B 1 SE361 小形 7.4 8.5 ナデ／ハケ／ ハケ／ナデ／ i炎褐 0.5mm石・ 0.5mmチャ 完存

丸底 ハケ ナデ

査

753 B 1 SE361 小形 8.9 9. 1 ナデ／ハケ ハケ／指オサ i炎黄灰 0.5皿石.0. 5～lmm長・ 完存
丸底 エ・ケズリ 0.5凹チャ
査

754 B 1 SE361 器台 20.8 磨滅／ミガキ ミガキ／ナ 樫褐 0.5～2皿石多 ・l～3mm 1/2 
デ・ハケ 長.0. 5～2凹チャ・ 0.5

～2皿赤

755 B 1 SD156 二重 11. 2 5. 7 磨滅／磨滅 磨滅／磨j威 暗樫褐 0.5～lmm石・ 0.5皿長・ 15/16 近江
口縁 0.5皿チャ・ 0.5mm角 ～ 
宜E 東海

756 B 1 SD156 斐 13.2 4.2 ハケのちヨコ ヨコナデ i炎褐 0.5～2凹石・ lmm長・ 0.5 213 
ナデ ～3mmチヤ・0.5皿赤

757 B 1 SD156 斐 16.9 5.9 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ハ 黄褐 0.5～l凹石 ・0.5～lmm 1/3 
タキのちハケ ケ 長.0. 5～2皿チャ

758 B 1 SD156 斐 17.3 8.2 ヨコナデ／タ 磨滅／磨滅 j炎黄灰 l～3mm石多 ・l～2mm長・ 1/3 
タキのちハケ 褐 l～2mmチャ

759 B 1 SD156 斐 3.6 磨i威 磨i威 j炎褐 0.5～lmm石・ 0. 5mm 
チャ・ 0.5凹赤

760 B 1 SD156 斐 14. 1 6.2 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ j炎褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 1/4 
タキ ズリ 長・ l凹チャ・ 0.5mm赤

761 B 1 SD156 斐 (16. 4) 7.5 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 暗褐 0.5～2阻石.0. 5～lmm 1/8 
タキ ズリ 長.0. 5～2mm角多

762 B 1 SD156 斐 16.8 5.6 磨i威／タタキ 磨滅／ケズリ 暗茶褐 0.5～lmm石 .0. 5～1阻 1/3 
長.0. 5～2凹角多

763 B-1 SD156 局杯 (24. 4) 8.3 ハケのちナ 磨i威 i炎黄灰 lmrr長・ 0.5～2mmチャ 1/8 
デ ・ミガキ 褐

764 B 1 SD194 甑把 29.0 8.4 磨i威 磨滅 i炎樟褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm
手 （胴部径） 長.0. 5～lmmチャ・

0.5mm角

765 B 1 SD194 器台 17.8 2.3 ヨコナデ・ミ ミガキ j炎褐 0.5～lmm石・ 0.5～2mm 1/4 
ガキ 長.0. 5阻チャ・ 0.5mm雲

766 B 1 包含層 斐 4.8 21. 0 タタキ／タタ ハケ／ハケ i炎褐 0.5～2凹石・ 0.5～lmm
（底部径） キのちナデ 長.0. 5～2阻チャ

767 B 1 包含層 斐 (22. 0) 13.5 ヨコナデ／ハ ナデ／ケズリ I炎黄灰 0.5～2剛石・ 0.5～lmm 1/8 山陰
ケ 褐 長.0. 5～2皿チャ・ 系

0.5mm雲

768 B 1 包含層 鉢 (14. 7) 5.9 ヨコナデ／ナ ヨコナデ／ハ i炎褐 0.5～l凹石・ 0.5～lmm 1/12 近江
ア ケのちナデ 長 .0. 5～lmmチヤ・ 系

0.5凹雲

769 B 1 包含層 手熔 12. 1 5.3 ハケ・ナデ ヨコナデ 灰褐 l～2凹石・ lmm長・ lmm 1/8 近江
形土 チャ 系
器

770 B-1 包含層 手倍 (18. 8) 6.9 ナデ ナデ j炎褐 0.5～2阻石・ l阻長・ 0.5 1/10 
形土 ～2皿チヤ・ l皿角
器

771 B 1 包含層 深鉢 2.4 ナデ ナデ j炎黄灰 0.5～l皿石・ l阻長・ 0.5
褐 ～l皿チャ

772 B-2 SH1147 宣E ナデのちミガ ナデ j炎茶褐 0.5凹石・ 0.5～l凹長・
キ 0.5阻チャ.0. 5皿角
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773 B 2 SH1147 護 (16. 8) 2.8 ヨコナデ ヨコナデ i炎茶褐 l～2mm石.0. 5～3mm長・ 1/9 
l～2阻チャ

774 B 2 SH1147 器台 3.6 6.6 磨滅／磨滅 ハケ／シボリ i炎褐 0.5～l. 5阻石 0.5～2mm
（頚部径） 長 .0. 5～2阻チャ

775 B 2 SE1166 要主 16.0 6.0 ハケ／タタキ ハケ／ナデ i炎褐 0.5～2凹石・ l～3凹長 ・ 1/4 
l～3mmチャ・ 0.5皿赤

776 B 2 SE1166 事E 11. 6 4.0 ヨコナデ ナデ j炎褐 0.5～lm皿石・ 0.5～l阻 1/6 
長 ・0. 5mmチャ

777 B 2 SE1166 斐 14. 7 9.8 ナデ／タタキ ナデ／ケズ j炎褐 l～2.5mm石多・ 0.5～lmm 1/2 
のちハケ リ 指オサエ 長.0. 5～lmmチャ・ 0.5

～lmm赤

778 B 2 SK1140 器台 20.5 3.0 ナデ ナデ i炎褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 1/6 北近
長 .0. 5～lmm赤 畿系

779 B 2 SK1006 直口 12.8 13.0 ヨコナデ／ナ ヨコナデ／ハ 茶褐 0.5～3mm長・ 0.5～3皿 完存 西部

査 ア ケのちナデ チャ多 ・0.5～2mm角多 瀬戸

内系

780 B 2 SK1006 斐 14.8 7.9 ヨコナデ／ハ ナデ／ケズリ j炎樟褐 0.5～2阻石 ・0.5～l.5剛 1/3 
ケ 長.0. 5～3mmチャ・ 0.5

～l阻赤

781 B 2 SKl 138 斐 18.8 13.0 ヨコナデ／ハ ハケ／ナデ 淡褐 l～2.5凹石 0.5～l凹 1/2 
ケ 長 .1～l. 5mmチャ

782 B 2 SK1138 受底 5.4 13.5 ハケ／ハケ ハケのちナデ 暗褐 0.5～lmm石.0. 5～l皿 近江

部 （底部径） ／ハケ 長 .0. 5～2凹チャ・ l阻 系

角

783 B 2 SKl 138 斐 25.9 ハケのちナデ ヨコナデ／ハ i炎糧褐 0.5～3凹石・ l～2町長・ 完存
／ハケ／ハケ ケのちナデ／ l～2剛チャ
のちナデ 指オサエ

784 B 2 SK1138 斐 19.6 16.5 磨滅／タタキ 磨i威／磨j威 淡褐 0.5～2mm石・ lmm長・ 0.5 1/4 
～2mmチャ

785 B 2 SK1138 底部 4.2 14.2 ハケ／指オサ ハケ／指オサ 暗茶褐 0.5～2mm石.1～3凹長 ・
（底部径） コ二 コ二 色 l～l. 5凹角

786 B 2 SK1138 斐 15.4 24.3 ヨコナデ ・ハ ヨコナデ ・ナ 暗茶褐 0.5～2皿石.0. 5～2mm 5/6 
ケ／ハケ／ハ デ／ハケのち 長.0. 5～2皿チヤ ・0.5
ケ ナデ／ハケ ～1凹雲

787 B 2 SK1138 斐 17.6 25. 7 ハケ／ハケ ヨコナデ／ハ j炎褐 0.5～2皿石・ 0.5～2阻 2/3 
ケ 長.0. 5～2凹チャ

788 B 2 SK1138 事主 16.2 16.9 ハケのちナデ ハケ／ハケの 淡褐 0.5～2皿石 .1～3.5mm 完存
／ハケ ・タタ ちケズリ／ケ 長 .1～2阻チャ・ l～
キのちハケ／ ズリ l. 5皿赤
タタキ

789 B 2 SK1138 底部 4.2 8.4 タタキのちナ ハケ／ナデ 淡褐 0.5～lmm石・ lmm長 ・I～
（底部径） デ／タタキの 2mmチャ・ 0.5皿雲

ちナデ

790 B 2 SK1138 高杯 17.6 10. 7 ハケのちミガ ミガキ／ナデ i炎紫灰 0.5～lmm長・ lmmチャ 2/5 
キ／ナデのち 褐

ミガキ

791 B-2 SK1139 短頚 12.4 4.9 磨滅 磨滅 i炎糧褐 0.5～lmm石 ・0.5～lmm 1/3 
査 長.0. 5凹雲

792 B 2 SKl 139 斐 13.8 5.0 ヨコナデ／ナ ナデ／ナデ 淡灰褐 0.5～2皿石 ・0.5～2凹 1/4 
ア 長.0. 5皿角

793 B 2 SKl 139 斐 15.4 3.8 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ハ i炎褐 0.5～l皿m石・ 0.5～lmm 115 
タキ ケ 長.0. 5～l皿チャ

794 B 2 SK1139 斐 (13. 8) 3.0 ヨコ十デ ヨコナデ i炎褐 0.5～lmm石 ・0.5～lmm 1/8 
長・ 0.5阻赤

795 B 2 SKl 139 斐 (16. 6) 2.5 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ 暗灰褐 0.5～l皿m長・ 0.5～l阻 1/8 
タキのちハケ チャ

796 B 2 SKl 139 器台 (22.8) 3.8 ミガキ ミガキ i炎黄褐 0.5～lmm石 0.5～lm皿 1/10 
長 .0. 5～l皿チャ

797 B 2 SK1169 斐 13.0 2. 1 ヨコナデ ナデ j炎褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 1/4 近江
長.0. 5～2mmチャ 系

798 B-2 SK1169 器台 24.8 3.2 磨滅 磨i威 j炎糧褐 0.5～l皿石・ 0.5町長・ 1/6 
0.5凹チャ・ 0.5mm赤

799 B 2 SKl 169 甑 13.8 8. 7 タタキ／タタ ハケのちナデ i炎褐 l～3凹石・ l～2mm長 1/6 
キ ／ナデ

800 B-2 SKll 70 斐 18.9 4. 7 ナデ／ハケ ナデ／ハケの i炎赤褐 0.5～l凹石.0. 5凹長・ 1/6 近江
下層 ちナデ 0.5mm雲 系
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801 B-2 SKll 70 底部 4.6 13.3 ハケ／ハケの ハケ／ハケ 暗茶黒 0.5～lmm石・ 0.5～4阻
下層 （底部径） ちナデ 長 ・lmmチャ

802 B-2 SK1173 斐 13.0 5.4 ヨコナデ／タ ハケ／ナデ j炎褐 0.5～2皿石・ 0.5～2阻 1/3 
タキ 長 .0. 5～lmmチヤ

803 B 2 SK1174 望主 13.3 5.8 ハケ／タタキ ハケ／ハケ 淡褐 0.5～2四石・ l～2阻長 ・ 1/6 
0.5～l皿チャ・ 0.5mm雲

804 B-2 SK1190 広口 15.8 7.2 ハケのちミガ ナデ／ナデ ・ 暗黄灰 0.5～lmm石・ 0.5～2阻 完存
宜E キ／ナデのち 指オサエ 褐 長 .0. 5～lmmチャ

ハケ

805 B-2 SK1190 査 4.2 15.8 ハケのちミガ ナデ・ハケ／ i炎褐 0.5～l. 5mm石.0. 5～5醐
下層 （底部径） キ／ハケのち ハケ 長.0. 5～2mmチャ

ミガキ

806 B 2 SKl 190 整 14.2 11. 2 ハケのちナデ ハケ／ハケ 淡黄灰 0.5～2mm石.0. 5～lmm 1/2 
／タタキのち 褐 長.0. 5～2阻チヤ ・0.5
ハケ ～lmm雲 ・0.5～lmm赤

807 B-2 SK1190 斐 17.8 ハケのちナデ ハケのちナデ j炎茶褐 0.5～lmm石・ l～2阻長 ・ 1/4 
／ハケ・タタ ／ハケ／ハケ l～3mmチャ・ l阻角
キ／タタキ

808 B 2 SK1190 斐 15.5 5.0 ヨコナデ／タ 磨滅／磨滅 i炎褐 0.5～2mm石多 ・lrnn長 ・l 1/4 
タキ ～3mmチャ多.0. 5～lmm 

赤.1凹角

809 B 2 SKl 190 斐 17.8 24.7 ハケのちナデ ハケのちナデ 暗褐 0.5～3mm石・ l～2皿長 ・ 5/6 
／タタキのち ／ハケ／ハケ 0.5～2mmチャ
ハケ・タタキ
のちナデ／タ

タキ

810 B 2 SK1190 喜望底 3.8 5.4 タタキのちハ ハケ 燈褐 0.5～2醐石・ 0.5～lmm
音日 （底部径） ケ 長 .0. 5～2叩チヤ ・0.5

811 B 2 SK1190 斐 16.9 21. 8 ナデ／タタキ ナデ／ハケ／ 茶褐 0.5～2皿石・ l～2mm長 ・ 11/12 
のちハケ／ナ ハケ l～3阻チャ Imm雲 .0. 5 
ア ～lmm赤 ・Imm角

812 B-2 SK1190 受 15.6 4.6 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ハ 淡褐 0.5～lmm石 ・0.5凹長 ・l 1/7 
ケ ケ ～2凹チャ・ 0.5～Imm赤

813 B-2 SK1190 鉢 (37. 0) 3. 7 ミガキ 磨i威 淡褐 0.5～2凹石多 .0. 5～l阻 1/20 
長 .0. 5～2皿チャ・ 0.5
～lmm雲

814 B 2 SK1190 局f不 17.4 14. 1 磨滅／磨j威 磨滅／磨i威 淡褐 0.5～lmm石 0.5～lmm 1/2 
長 .0. 5～lmmチャ

815 B 2 SK1190 器台 9.6 7.8 ミガキ ケズリ ・ハケ 淡褐 0.5～2阻石 ・0.5mm長 ・
（底部径） 0.5～Imm赤

816 B 2 SD1027 広口 15.4 7.8 ハケのちナデ ハケのちミガ 淡褐 0.5～2醐石 ・l～4mm長 ・ 1/2 
l区東 査 ／ハケのちミ キ／ハケのち l～l. 5剛チャ

ガキ ナデ

817 B 2 SD1027 査 16.2 4. 7 ナデのちミガ ミガキ 暗褐 0.5～2凹石・ 0.5凹長 ・ 1/4 
l区東 キ 0.5～lmmチャ

818 B-2 SD1027 斐 (16. 2) 5.3 ヨコナデ／ハ ナデ／ナデ 暗褐 0.5～lmm石 ・0.5～2阻 1/12 
l区東 ケ 長.0. 5～2皿チャ

819 B 2 SD1027 短頚 15.3 5.0 ナデのちミガ ナデのちミガ 暗褐 l～l. 5mm石 .0. 5～2阻 5/12 
l区東 査 キ キ 長 ・lmmチャ

820 B 2 SD1027 直口 9.8 13.8 ミガキ／ ミガ ミガキ／ハケ j炎褐 l～2凹石 ・0.5皿長 ・0.5 1/4 
l区東 査 キ／ミ ガキ ／ハケ ～3阻チャ .0. 5阻赤

821 B 2 SD1027 婆 18.2 16.4 ハケのちナデ ハケのちナデ 黄灰褐 0.5～lmm石 0.5～l凹 3/4 
l区東 ／ハケ ／ハケ 長 .0. 5～2阻チヤ・

0.5凹雲

822 B-2 SD1027 望主 (19. 0) 5.2 ヨコナデ／タ ヨコナデ／磨 淡黄灰 l～l. 5凹石 ・0.5～l.5脚 1/12 
l区東 タキ j威 褐 長 l～3皿チャ

823 B 2 SD1027 要E 34. 8 4.5 指オサエのち ミガキ 淡黄灰 0.5剛石・ 0.5～2町長 ・ 1/5 北陸
I区東 ヨコナデ、 褐 Immチャ ・0.5～Imm雲 系

824 B-2 SD1027 品干不 (17. 4) 6. 1 ミガキ ミカ、キ 淡褐 l～2凹石・ l～5凹チャ 1/9 
I区東

825 B-1 SD1027 高杯 13.6 8.8 ハケのちミガ ナデ・ハケ 淡褐 0.5醐石 ・0.5～3皿長
1区東 （底部径） キ

826 B-2 SD1027 高杯 5.6 ミガキ シボリ・ナデ 淡褐 0.5～2mm石・ 0.5～2mm
l区東 長 .0. 5～lmmチャ ・lmm

赤
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827 B 2 SD1027 小形 9.6 9.8 ナデ／ハケの ナデ／ナデ／ i炎灰褐 0.5～2凹石.0. 5～l阻 11/12 
l区東 斐 ちタタキ／タ ケズリのちナ 長.0. 5～l皿雲

タキ ア

828 B 2 SD1027 短頚 13.6 10. 8 ナデ／ミガキ ナデ／ケズリ i炎褐 l～2mm石 ・0.5～lmm長・ 1/5 
l区西 査 のちナデ l～2mmチャ

829 B 2 SD1027 宜t:>: 31. 1 25. 1 ナデ・ミガキ ハケ／ハケ j炎褐 0.5～2mm石・ 0.5～lmm 近江
l区西 （胴部径） ／ナテ 長.0. 5凹チャ 系

830 B 2 SD1027 広口 10.2 ナデ／ミカキ ナデ／ナデ i炎褐 0.5～3mm石.1～3凹長・ 1/6 
1区西 宜τ甘:>: l～3. 5mmチャート ・lmm角

831 B 2 SD1027 斐 14.4 5.5 ナデ／タタキ ナデ／ケズリ 糧褐 l～2mm石 .1～2皿長・ 1/4 
1区西 のち工具によ のちナテ Immチヤ・0.5mm赤

るナデ

832 B 2 SD1027 斐 15.4 11. 0 ナデ／タタキ ナデ／ナデ 淡褐 0.5～lmm石・ 0.5～l阻 1/4 
l区西 長 .0. 5～l凹チャ・ 0.5

～lmm多

833 B 2 SD1027 斐 (13. 8) 11. 3 ヨコナデ／タ ハケのちナデ 暗褐 0.5～3mm石多・ l～2凹長 1/8 
1区西 タキ ／ハケ 多.0. 5～lmmチャ・ lmm

角

834 B 2 SD1027 斐 14. 0 11. 0 ナデ／タタキ ナデ／ナデ 灰黒褐 0.5～lmm石.0. 5～lmm 1/6 
l区西 のちハケ 長 .1～3皿チャ

835 B 2 SD1027 斐 (17. 4) 5.9 ハケのちヨコ ハケ／ハケ 淡褐 0.5～2凹石 .0. 5～l. 5凹 1/10 
1区西 ナデ／タ タキ 長 0.5mm角

836 B 2 SD1027 き車 15.2 10.0 ナデ／タタキ ハケのちナデ 暗灰 0.5～l阻石・ l～2町長・ 1/4 
l区西 のちナデ ／ハケ 0.5～3mmチヤ・ 1～1.5mm 

角

837 B 2 SD1027 斐 (18. 3) 6.0 ハケのちナデ ハケのちナデ j炎褐 l～3皿石 .1～2mmチャ 1/11 
l区西 ／ハケ ／ハケ 0.5四赤

838 B 2 SD1027 斐 14.4 3.9 ナデ／ハケ ナデ／ナデ 暗褐 0.5～2mm石 ・l凹長 ・0.5 5/12 近江
l区西 ～Immチャ 系

839 B 2 SD1027 斐 16.0 4.9 ナデ／タタキ ヨコナデ／ナ 淡褐 0.5～lmm石・ l～2醐 1/4 
I区西 ア チャ・ 0.5～Imm赤

840 B 2 SD1027 斐 (16. 0) 4.2 磨j威／タタキ 磨i威／磨滅 i炎黄灰 0.5～2皿石・ lmrr長・ lmm 1/12 
1区西 褐 チャ ・0.5～l皿赤多

841 B 2 SD1027 斐 (18. 4) 8.9 ナデ／タタキ ヨコナデ／ナ 暗樫褐 l～2mm長石 ・l～2mm 1/11 
l区西 ア チャート

842 B 2 SD1027 斐 16.4 5.0 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ 暗灰褐 0.5～l. 5mm石 ・0.5～l皿 1/4 
l区西 タキ ア 長.0. 5～2mmチャ

843 B 2 SD1027 望E (15. 1) 6.8 ヨコナデ／磨 ヨコナデ／ナ i炎赤褐 0.5～lmm石 ・Imm長・ l～ 1/12 近江
I区西 j威 ア 2皿チヤ・0.5mm雲・ lm皿 系

赤

844 B 2 SD1027 斐 (16. 8) 4.6 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ナ i炎褐 0.5～2mm石 ・lmm長・ lmm 1/8 
l区西 ケ ア チャ・ 0.5mm雲

845 B 2 SD1027 斐 16.0 3.8 ナデ ナデ 暗灰褐 l～5凹石 ・Immチャ・ 0.5 1/7 
l区西 ～lmm角

846 B-2 SD1027 葱 18.4 3.4 ヨコナデ ヨコナデ i炎褐 0.5～2皿石・ 0.5醐長・ 1/6 
l区西 0.5凹チャ

847 B-2 SD1027 斐底 4.2 5.2 タタキ ハケ 暗赤褐 0.5～3凹石 ・0.5～l.5肌
l区西 部 （底部径） 色 長.0. 5～l皿チャ

848 B 2 SD1027 斐 16.0 3.9 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ 暗褐 0.5～lmm石・ 0.5～lmm 1/6 
l区西 タキ ア 長 ・0. 5mm赤

849 B 2 SD1027 受 18.2 4.3 ヨコナデ／タ ハケ／ケズリ 灰褐 0.5～2皿石 .1～5凹長 1/6 
l区西 タキ 0. 5mm角

850 B 2 SD1027 片口 19. 1 5. 7 ハケ／ハケの ハケ／ハケの i炎褐 0.5～l. 5mm石 ・0.5mm 1/6 
l区西 主本 ちミガキ ちミガキ 長・ lmm角

851 B 2 SD1027 手熔 ナデ ナデ i炎褐色 0.5～2mm石・ 0.5～lmm長 近江
l区西 形土 系

器

852 B-2 SD1027 甑 14.5 7.9 ハケ／指オサ ハケ／ナデ i炎褐 0.5～lmm石 ・0.5～l凹 11/12 
l区西 コ二 長.0. 5～2剛チャ・ lmm

雲.0. 5～l皿赤

853 B 2 SD1027 器台 10. 1 3.2 ミガキ ミガキ i炎褐 0.5～1凹石・ 0.5皿長・ 5/12 
l区西 0.5～1皿赤

854 B-2 SD1027 斐 16.4 5.9 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ハ 暗褐 0.5mm石・ l阻長・ 0.5～ 5/12 近江
I区 ケ ケのちナデ Immチャ 系

855 B 1 SD1027 局材； 23.1 16.4 ミガキ／ハケ ミガキ／シボ 暗褐 l～2mm石・ l～l.5mm長・ 1/4 
l区 のちミガキ リ・ハケ l皿チャ
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856 B-2 501027 斐 14.8 19. 7 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 褐 l～2mm石・ 0.5～lmm長 ・ 1/6 
l区西 ケ／ハケのち ズリ／指オサ l～3mmチャ

ナデ コ二

857 B-2 501027 二重 29.4 9.2 ヨコナデ ・ハ ヨコナデナ 暗燈褐 0.5～2凹長 ・0.5～2mm 1/3 阿波
2区 口縁 ケのちナデ ア チャ .0. 5～1凹赤・ l～ 系
下層 宜E 3mm結

858 B 2 501027 査底 6.0 12. 1 ハケのちミガ ミガキ／ナデ I炎褐 0.5～lmm石・ 0.5～2mm
2区 音日 （底部径） キ／ハケ 長.0. 5～l阻雲
下層

859 B 2 501027 直口 12. 7 17.9 ミガキ／ミカ ミガキ／ハケ 明褐 0.5～2胴石・ 0.5～2阻 9/10 
2区 宜E キ／ケスリの ／ハケ 長 .0. 5～2mmチャ
下層 ちナデ

860 B 2 501027 広口 15.0 19.5 磨滅／ハケ 磨滅／磨滅 灰褐 0.5～2皿石.0. 5～2阻 1/3 
2区 査 長 ・l～3凹チャ多・ 0.5
下層 ～2mm赤

861 B 2 501027 三重 (16. 3) 6.8 ミガキ ミガキ 暗黄褐 l阻石 .0. 5～lmm長・ 0.5 1/8 
2区 口t量 ～lmmチャ
下層 宝古2: 

862 B 2 501027 斐 18.6 2. 7 ナデ ナデ i炎褐 0.5～2皿石・ lmm長・ l醐 1/6 
2区 チャ
下層

863 B 2 501027 墾 18.9 4.9 ナデ／ハケ ナデ／ナデ j炎褐 lmm長 ・0. 5mmチャ 0.5 1/2 
2区 ～1. 5凹赤
下層

864 B 2 501027 3差 13.2 15.0 ナデ／ハケ ハケ／ケズリ 黒褐 0.5～lmm石・ 0.5～2mm 4/5 
2区 長.1～2.5mmチャ
下層

865 B 2 501027 婆 14.3 4. 7 ナデ／タタキ ナデ／ケズリ 燈褐 0.5mm石・ 0.5～lmm長・ 5/12 
2区 0.5～lmmチャ
下層

866 B 2 501027 警E 16.0 24.8 ナデ／ハケ・ ナデ／ケスリ 暗褐色 0.5mm石・ 0.5凹長 ・ 1/3 吉備
2区 ハケのちミガ ／ケズリ 0.5阻チャ ・0.5mm角 系
下層 キ／ミガキ

867 B 2 501027 甑底 3.5 4.8 磨滅 ハケ 淡燈褐 0.5～lmm石 ・0.5皿長・
2区 部 （底部径） 0.5～3.5阻赤多
下層

868 B 2 501027 甑底 3.3 5.5 タタキ ハケ 淡褐 0.5～2mm石・ 0.5～2mm
2区 音日 （底部径） 長 .1醐チャ・lmm角
下層

869 B-2 501027 底部 3.9 3.3 ハケのちナデ ハケ I炎褐 0.5～2叩石・ 0.5～lmm
2区 （底部径） チャ
下層

870 B 2 501027 底部 2.8 3.8 タタキ ハケ i炎褐 0.5～l凹石 0.5～2阻
2区 （底部径） 長.0. 5凹チャ
下層

871 B 2 501027 高杯 22.2 17.5 ミガキ／ミカ ミガキ／シボ 澄褐 0.5～1. 5凹石多・ 0.5～ 2/5 近江
2区 キ リ－ナデ 2mm長 ・0.5～lmmチャ ～ 
下層 東海

872 B 2 501027 高杯 25.0 6. 7 ミガキ ミガキ i炎褐 l～1. 5mm石・ l皿長・ l凹 1/6 
2区 チャ
下層

873 B 2 501027 局杯 9.0 6.5 ミガキ －ナテ 磨滅／磨滅 燈褐 0.5～2mm石 .0. 5～I阻
2区 （底部径） ／ナデ・植物 長.0. 5～Immチャ・ 0.5
下層 繊維によるナ ～Imm赤

ア

874 B 2 501027 局杯 14.5 11. 1 ミガキ シボリ－ナデ 暗赤褐 0.5～lmm長・ 0.5～lmm赤
2区 （底部径）

875 B 2 501027 器台 8.9 ハケのちミガ 磨i威 淡褐 0.5～1. 5mm石・ 0.5～2mm
2区 キ 長.1～5凹チャ・ 0.5凹

角

876 B 2 501027 斐 (22. 6) 4.5 ハケのちナデ ハケ／ハケ 暗褐 l～1. 5四石.1～2.5阻 1/11 
2区 ／ハケのちナ 長・ lmmチヤ・ 0.5凹赤

ア

877 B 2 501027 斐 17.2 4.5 ナデ／タタキ ナデ／ナデ i炎褐 0.5～2皿石・ lmm長・］mm 5/6 
2区 チャ・ 0.5～1.5醐赤

878 B 2 501027 斐 17. 7 4.4 ハケのちナデ ナデ／工具に 淡黄褐 l～1. 5皿石・ l凹長 ・0.5 1/4 
2区 ／ハケのちナ よるナデ ～l阻チャ

ア

ph
U
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879 B 2 SD1027 斐 18.2 5.9 ナデ／タタキ ナデ／ケズリ i炎褐 0.5～lmm石・ 0.5～Imm 1/3 
2区 長.1皿チャ

880 B 2 SD1027 斐 17.2 5.8 ナデ／タタキ ナデ／磨滅 灰褐 0.5～2凹石.0. 5～1皿 1/4 
2区 長・ 0.5～lmmチャ

881 B 2 SD1027 高杯 12.5 5.0 ミガキ ミガキ 糧褐 2凹石・ 0.5～lmm長 1/4 
2区

882 B 2 SD1027 小形 8.8 7.5 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ j炎褐 0.5～1. 5mm石・ l～1.5凹 5/6 
2区 丸底 ケ ズリ 長.1～3mmチヤ・ 0.5醐

査 赤

883 B 2 SD1027 望E 17.6 11. 5 ハケ／ハケ ハケ／ハケの i炎赤褐 0.5～2mm石・ 0.5～2mm 1/3 
2区 ちナデ 長.0. 5～3凹チャ・ 0.5

～lmm赤
884 B 2 SD1027 壷 7.8 ハケ ハケ i炎褐 0.5～2mm石多・ 0.5～2凹

2区 長.0. 5～2mmチャ・ 0.5
～2皿赤

885 B 2 SD1027 台付 (7. 2) 11. 1 ナデ／タタキ ナデ／ケズリ i炎灰褐 0.5～lmm石・ 0.5～2mm 1/12 
2区 斐 のちナデ のちナデ 長.0. 5～3剛チャ・

0.5mm赤
886 B 2 SD1027 受 (10. 1) 7.2 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ハ i炎褐 0.5～2mm石 ・0.5～Imm 1/8 

3区西 タキ ケ 長.0. 5～Immチャ

887 B 2 SD1027 斐 (14. 5) 3. 7 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ナ 1炎褐 0.5mm石.0. 5～2mm長・ 1/8 
3区西 ケ ア 0.5～Immチャ

888 B-2 SD1027 鉢 (14.4) 10. 1 ナデ／ハケの ナデのち一部 明j炎褐 0.5～2阻石・ 0.5～Imm 1/12 
3区西 ちミガキ ミガキ／ハケ 長.0. 5凹チャ

のちミガキ

889 B 2 SD1027 広口 (14. 8) 2.5 ナデ・ハケ ナデ i炎褐 0.5～Imm石・ l～2凹長 ・ 1/8 
3区東 査 0.5mmチャ 0.5凹角

890 B 2 SD1027 斐 (15. 2) 2. 7 ナデ／タタキ ナデ／ナデ i炎褐 0.5～l凹石・ 0.5mm長・ 1/8 
3区東 0.5mmチャ

891 B 2 SD1027 斐 15.6 3.6 タタキのちヨ ナデ／ナデ i炎褐 0.5～Imm石・ 0.5mm長 1/5 
3区東 コナデ／タタ

キ

892 B 2 SD1027 査 7.6 7.4 磨滅 ナデ・ハケ 淡赤褐 0.5～Imm石.0. 5～2mm 1/3 
3区東 長.0. 5～lmmチヤ

893 B-2 SD1027 重E 17.6 10.8 ナデ／ハケ ナデ／ケズリ 淡褐 l～2皿石 ・0.5～2阻長 ・ 1/3 
3区東 l～5凹チャ

894 B-2 SD1027 広口 12.2 2.5 ヨコナデ 磨滅 暗糧褐 0.5～Imm石・ Imm長・ 0.5 1/6 
4区東 査 ～2mmチャ・ 0.5～2mm角

895 B-2 SD1027 広口 16.6 5.4 ハケのちナデ ハケ 淡褐 0.5～Imm石.1～3皿 1/6 
4区西 宝E チャ・ 0.5mm角

896 B 2 SD1027 斐 15.2 8.8 ヨコナデ／ハ 磨滅／磨滅 j炎褐 0.5～3mm石・ 0.5～2皿 1/3 
4区西 ケ 長.0. 5～2阻チャ

897 B 2 SD1027 斐 (11.5) 6. 1 ナデ／タタキ ナデ／ナデ i炎褐 0.5～2mm石・ 0.5mm長・ 1/8 
4区西 0.5～Immチヤ・ 0.5剛

雲 ・0.5剛角

898 B 2 SD1027 斐 (16. 2) 16. 1 ナデ／タタキ ナデ／ナデ／ i炎櫨褐 0.5～Imm石・ 0.5～1.5凹 1/12 
4区西 のちナデ／ナ ナデ 長.0. 5～lmmチャ・ lmm

ア 雲 .0. 5～3醐赤

899 B 2 SD1027 受 (21. 8) 4.4 ハケ ハケ i炎褐 0.5mm石・ l～2皿長・ 1/8 
4区西 0.5皿チャ・ 0.5mm雲

900 B 2 SD1027 斐 15.0 3.2 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ナ 淡褐 0.5～1皿石・ 0.5mm長－ 1/6 
4区西 ケ ア lmmチャ

901 B 2 SD1027 斐 16. 1 4.4 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ 黄褐 0.5～l皿石 .0. 5～Imm 1/4 
4区西 タキ ズリ 長.0. 5～2凹チャ

902 B 2 SD1027 斐 15.2 4.0 ナデ／ハケ ナデ／ナデ 淡灰褐 0.5～l皿m石 .0. 5～2阻 1/6 
4区西 長 .0. 5～2凹チャ .0. 5 

～l皿角
903 B 2 SD1027 斐 (17. 4) 8.0 ヨコナデ／磨 磨滅／磨滅 淡樫褐 0.5～2皿石 ・l凹長 ・0.5 1/8 近江

4区西 滅 ～2阻チヤ・ 0.5mm赤 系

904 B 2 SD1027 両＋不 4.4 ミガキ ナデ 淡暗黄 0.5～2mm長・ l～2醐
4区西 褐 チャ・ 0.5～lmm角

905 B 2 SD1027 高杯 15.7 8.6 ミガキ／ミガ ミガキ／シボ 赤褐 l～2mm長・ 0.5～1皿 近江
4区西 （底部径） キ リ・ハケ チャ・ 0.5mm角 ～ 

東海

906 B-2 SD1027 広口 14. 6 17.0 ハケ／ハケの ハケのち一部 淡褐 0.5～l凹石・ 0.5～2凹 9/10 
5区 宝t2: ちミガキ ミガキ／ハケ 長.0. 5～2胴チヤ・

0.5皿雲

-247-



京都府遺跡調査報告書 第33冊

907 B 2 SD1027 直口 8. 7 6.3 ミガキ／ミガ ミガキ／ナデ i炎褐 0.5～lrnm石・ 0.5～lrnm 7/8 
5区 三主主ι キ 長 ・0. 5rnmチャ・ 0. 5rnm角

908 B 2 SD1027 直口 12.9 10. 1 ハケのちミガ ハケ／ハケ 灰褐 0.5～1脚石 ・0.5胴長 ・
5区 査 （胴部径） キ／ミガキ 0.5rnmチャ

909 B 2 SD1027 斐 (17. 6) 6.0 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ナ i炎褐 0.5～2皿石・ 0.5～2rnm 1/8 
5区 ケ ア 長 .0. 5～2剛チャ

910 B 2 SD1027 斐 17.2 5.3 ハケのちヨコ ヨコナデ／ケ j炎褐 0.5～2凹石.0. 5～lrnm 1/6 
5区 ナデ／ハケ ズリ 長 .0. 5～lrnmチャ・

0.5rnm赤

911 B-2 SD1027 翌E 8.0 5.5 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ハ 灰褐 0.5～2rnm石・ 0.5～lrnm 1/6 
5区 タキ ケ 長 .0. 5凹角

912 B-2 SD1027 望E 15.3 9.2 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ 灰褐 0.5～lrnm石・ 0.5凹長 ・ 1/4 
5区 タキ ア 0.5～lrnmチャ・0.5～lrnm

角

913 B 2 SD1027 望E 18. 7 4.5 ナデ ・ハケ／ ナデ／ケズリ J炎樫褐 0.5～］. 5剛石 ・0.5rnm 7/12 近江
5区 ナデ ・ハケ 長 .lrnmチャ・0.5rnm雲 ・ 系

。目5rnm角

914 B-2 SD1027 重E 4. 1 19.2 ハケ／ケズリ ナデ／ナデ 暗茶褐 0.5～2rnm石 .0. 5～l. 5rnm 近江
5区 （底部径） 長 .1～2剛チャ 系

915 B 2 SD1027 翌主 15. 7 9.8 ナデ／タタキ ナデ／工具に j炎赤褐 l～2凹石.0. 5～2阻 完存
5区 よるナデ チャ .0. 5～lrnm赤

916 B-2 SD1027 車-"'"' (19. 8) 4.8 ヨコナデ／ハ ハケ／ケズリ j炎褐 0.5～lrnm石 ・0.5～lrnm 1/20 
5区 ケ チャ・ 0.5～lrnm赤

917 B-2 SD1027 苦主 17.9 2. 7 ヨコナデ ヨコナデ 淡褐 0.5rnm石・ 0.5凹長 ・ 1/4 
5区 0.5rnm雲

918 B-2 SD1027 事主 14. 6 6.8 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ j炎澄褐 0.5～2凹石 ・0.5剛長 ・ 1/4 
5区 ケ スリ 0.5rnmチャ

919 B-2 SD1027 甑 (11. 3) 7.9 ハケ／ハケ ナデ／工具に 暗灰褐 0.5～2胴石・ 0.5～lrnm 1/12 
5区 よるナデ 長 ・0. 5rnmチャ

920 B 2 SD1027 台付 5. 1 16.0 タタキ／指オ ハケのちナデ j炎褐 0.5～2rnm石 ・0.5～lrnm
5区 翌E （底部径） サエ ／ナデ 長 .0. 5～2凹チャ

921 B 2 SD1027 広口 20.2 17目7ナデ・ミ ガキ ヨコナデ／ハ j炎褐 0.5～2rnm石・ l～3rnm長 ・ 2/3 近江
5区西 三主4三 ／ナデ ・ミガ ケのちナデ／ 0.5～2rnmチャ 系

キ／ナデ 工具によるナ
ア

922 B 2 SD1027 短頚 15.8 26.2 ナデ／タタキ ハケ／ハケ／ 灰赤褐 lrnm長 ・0.5～2凹チャ・ 1/2 
5区西 査 のちナデ／タ 磨滅 0.5～2rnm赤多

タキ

923 B 2 SD1027 三A厳む 10.8 4. 1 ナデ ナデ 淡褐 0.5～lrnm石・ 0. 5rnm長 ・l 1/4 
5区西 ～3チヤ・ 0.5～lrnm赤

924 B-2 SD1027 広口 (16. 2) 4. 7 ハケのちナデ ナデ 淡褐 0.5～2rnm石 0.5～l阻 1/8 
5区西 査 長.0. 5～lmmチャ

925 B 2 SD1027 斐 11. 7 3.9 ヨコナデ ヨコナデ ・ミ 赤褐 l～3凹石 .0. 5～lrnm長 ・ 1/3 北近
5区西 ガキ 0.5～2rnmチヤ・0.5rnm 畿系

雲 .0. 5凹赤

926 B 2 SD1027 査 16.0 8.3 ナデ／タタキ ナデ／ナデ 灰褐 0.5～2mm石 ・0.5～3mm 4/5 
5区西 チャ 0.5剛雲

927 B-2 SD1027 ~ 16.6 6.0 ヨコナデ／タ ナデ／ハケ 淡黄褐 0.5～3mm石多 ・0.5～lmm 1/4 
5区西 タキ 長 0.5～2mmチャ －

0.5rnm赤
928 B 2 SD1027 望主 (14. 0) 8.2 ナデ／タタキ ナデ／ナデ 暗褐 0.5～2凹石 ・0.5～2mm 1/12 

5区西 長 .0. 5～l凹チャ

929 B 2 SD1027 斐 17.2 6. 1 ハケのちヨコ ヨコナデ／ハ 淡黄褐 0.5凹石 ・0.5～l町長 ・ 1/7 近江
5区西 ナデ／ナデの ケのちナデ 0.5皿チャ 系

ち一部ミ カキ

930 B-2 SD1027 望E 16.6 6目。 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ナ 淡褐 0.5～2阻石 .0. 5～lmm 1/4 
5区西 ケ ア 長 ・0. 5mmチャ

931 B 2 SD1027 要主 (19. 5) 4. 1 ヨコナデ ヨコナデ 淡灰褐 0.5～2凹石多 ・0.5rnm 1/8 近江
5区西 長 .0. 5～I皿チャ ・ 系

0.5rnm赤

932 B 2 SD1027 望主 (18. 0) 4.8 ヨコナデ／タ 磨滅／磨滅 淡褐 0.5～lmm石・ 0.5剛長 ・ 1/8 
5区西 タキ 0.5mmチャ・ 0.5rnm雲

933 B-2 SD1027 斐 (14.4) 5.3 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 淡褐 0.5～lrnm石 ・0.5剛長 ・ 1/12 
5区西 ケ ズリ 0.5mm角
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934 B 2 SD1027 高杯 4.0 10.6 ケズリ／ケズ 工具によるナ 淡黄褐 0.5～2凹石 0.5～4阻
5区西 （頚部径） デのちミガキ 色 長.0. 5～4凹チャ

／シボリ ・ナ
ア

935 B 2 SD1027 器台 21. 8 3.8 ナデのちミカ ナデのちミガ 淡褐 0.5～l凹石.0. 5～lrnm 1/4 近江
5区西 キ キ 長 .0. 5～l皿チャ ～ 

東海

936 B 2 SD1027 広口 14.0 7.1 ナデのちミカ ミガキ／ハケ 黄灰褐 0.5～2阻石多・ 1～2阻 1/2 
5区東 査 キ／タタキ・ 長 .0. 5～2rnmチャ

ハケのちミガ

キ

937 B-2 SD1027 斐 19.4 4.3 ハケ ハケ 淡褐 0.5～2rnm石 .0. 5～l皿 1/4 
5区東 長 .0. 5～lrnmチャ

938 B 2 SD1027 婆 22.8 3. 1 ハケのちナデ 磨滅 i炎褐 0.5～lrnm石.0. 5～lrnm長 1/3 
5区東

939 B 2 SD1027 高杯 25.6 7.6 ハケのちナデ ハケのちナデ 燈褐 0. 5rnm石 ・0.5～2rnm赤多 1/7 
5区東

940 B 2 SD1027 器台 (23. 2) 2.0 ナデ・ハケ ミガキ j炎褐 0.5～I皿石.0. 5～2凹 1/20 近江
5区東 長 ・0. 5rnmチヤ ～ 

東海

941 B 2 SD1027 器台 16.4 ナデ／ハケの ミガキ／ハケ j炎褐 0.5～lrnm石・ 0.5～l皿 1/2 近江
5区東 ちミガキ 長 .0. 5～3皿チヤ・ lrnm ～ 

角 東海

942 B 2 SD1027 斐 (11.6) 5.3 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ケ j炎褐 0.5～l皿石・ 0.5rnm長 ・ 1/20 
5区 タキ ズリ 0.5阻赤
中央

943 B-2 SD1027 高杯 4.7 ミガキ ナデ i炎暗褐 0.5皿石 ・0.5～2凹長・
5区 0.5凹角
中央

944 B 2 SD1027 広口 17.4 5.2 ナデ ミガキ i炎援褐 0.5～3皿石・ 0.5～2阻 完存
4・5 宜古:!'. 長 .1～2rnmチャ・ 0.5皿
区 角

945 B 2 SD1027 望主 (17. 2) 4.8 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ナ 灰褐 0.5～2rnm石・ 0.5～lrnm 1/8 近江
4・5 ケ デのちケズリ 長 .1～2醐チャ 系
区

946 B 2 SD1027 斐 (14. 5) 3.9 ヨコナデ ヨコナデ i炎褐 0.5～3皿石 ・lrnm長・ 0.5 1/8 
4 5 ～2rnmチャ.0. 5～2rnm赤
区

947 B-2 SD1027 蔓 16.6 5.4 ハケ／タタキ ハケ／ハケ 淡褐 0.5～lrnm石 0.5～lrnm 1/3 
4・5 長 .0. 5～2凹チヤ・ 0.5
区 ～lrnm赤

948 B 2 SD1027 斐 (16.6) 2.5 ヨコナデ ヨコ十デ 淡褐 0.5～lrnm石 ・lrnm長・ 0.5 1/8 
4 . 5 ～lrnmチャ
区

949 B 2 SD1027 繭Aむ 10.6 8.4 ヨコナデ／タ 磨滅／ケズリ 淡樫褐 0.5～l凹石・ lrnm長・ 0.5 5/12 
4・5 タキのちハケ ～1. 5凹チャ.0. 5凹赤
区

950 B 2 SD1027 両f不 8.0 板状工具によ シボリ・ナデ i炎褐 0.5～l阻石.0. 5～2rnm 
4 . 5 る押圧・ハケ チャ
区

951 B 2 SD1027 査 8.2 3.3 ヨコナデ／ヨ 磨滅／ナデ 淡褐 0.5凹石・ 0. 5rnmチャ 1/4 
（サ7トレ コナデ

952 B 2 SD1027 斐 16.4 12.6 ハケ／タタキ ハケのちナデ 淡褐 0.5～2凹石・ 0.5～lrnm 1/6 
（サ7ザトレ のちハケ ／ハケ 長.0. 5～1. 5rnmチャ・

0.5凹赤
953 B-2 SD1027 斐 24.3 6.4 ハケ ハケ j炎褐 0.5～2皿石.0. 5～l皿 1/6 

（サ7ゃトレ 長 .0. 5～3皿チャ・ 0.5
～lrnm赤

954 B-2 SD1027 事E 17.0 27.3 ヨコナデ／タ ナデ／ハケの j炎褐 0.5～2皿石・ l～2阻長・ 1/4 
（サプトレ タキのちハケ ちナデ 0.5～4皿チャ・ 0.5rnm雲

955 B 2 SD1027 斐 17.0 6.2 ハケのちナデ ナデ／ハケ i炎褐 0.5～lrnm石・ 0.5～lrnm 1/5 
（サ7ゃトレ ／タタキ 長.0. 5～2凹チヤ ・0.5
1) ～lrnm赤多

956 B 2 SD1027 斐 17.6 5.2 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ 淡褐 0.5～l凹石・ 0.5～2rnm 1/4 
（サ7ゃトレ タキ ア チャ・ 0.5rnm赤
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957 B 2 SD1027 要主 15.8 9.3 ナデ／タダキ ナデ／ナデ 暗灰褐 0.5～2凹石 ・0.5rnm長 ・ 1/4 
（サ7寺トレ 0.5rnm赤 ・0. 5rnm角
1) 

958 B-2 SD1027 斐 (17. 8) 5. 7 ハケ／タタキ ナデ／ハケ j炎褐 0.5～2rnm石 .0. 5～2阻 1/8 
（サ7寺トレ チャ .0. 5阻雲
1) 

959 B 2 SD1027 鉢 11. 2 8. 7 ナデ／タタキ ナデ／ナデ 暗灰褐 0.5～Imm石 ・0. 5rnm長・ 1/4 
（サ7＂トレ のちハケ 0.5～I凹チヤ ・0.5醐雲
1) 

960 B 2 SD1027 鉢 15.2 5.0 ナデ／ハケ ハケのちナデ i炎褐 0.5阻石 ・0.5阻長・ 0.5 1/6 
（サ7＂トレ ／ハケのちナ ～2醐角
1) ア

961 B-2 SD1027 鉢 14. 8 6.8 ナデ／タタキ ハケのちナデ 灰褐 0.5～2剛石・ 0.5～Imm 1/4 
（サ7ザトレ ／ハケ 長 .0. 5～2胴チヤ

962 B 2 SD1027 鉢 12.6 8.5 ナデ／タタキ ハケ／ハケの 灰樟褐 0.5～2凹石・ 0.5～Imm 1/3 
（サ7＂トレ ちナデ 長 .0. 5～Immチャ・
1) 0.5皿雲

963 B 2 SD1027 要主 17.0 15. 7 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ナ j炎褐 0.5～2rnm石・ 0.5～2皿 1/3 近江
（サ7ぉトレ ケ ア 長.0. 5～Imm赤 系
1) 

964 B 2 SD1027 斐 13.2 4.4 ナデ／タタキ ナデ／ナデ 黒褐 0.5～2凹石 ・0.5rnm長 ・ 1/3 
（サ7＂トL 0.5～2mmチヤ・0.5mm角

965 B 2 SD1027 斐 16.0 10.0 ナデ／タタキ ナデ／ハケ 暗褐 l～2凹石 ・0.5～Imm長 ・ 1/6 北近
（サ7＂トレ のちハケ Immチャ 江～
1) 北陸

966 B-2 SD1027 前十不 4.9 ／ミガキ ミガキ／ナデ 黄褐 0.5rnm石 ・0.5町長 ・
（サ7＂トレ 0. 5rnm角

967 B 2 SD1027 器台 12.3 9.0 ハケのちミカ ハケのちナデ 淡褐 0.5～Imm石・ 0.5mm長 ・
（サ7守トレ （底部径） キ Immチャ

968 B-2 SD1027 器台 13.4 11. 2 ナデ ・ハケの ミガキ／ハケ j炎褐 l～3.5剛石・ 0.5～2醐 完存 近江
（サ7• トレ ちミガキ／ミ 長 ・Immチャ・ l～1.5凹 ～ 
1) カキ 雲 .0. 5～1. 5mm赤 東海

969 B-2 SD1027 手づ 3.9 4.0 ナデ／ナデ ナデ／ナデ i炎褐 0.5～1阻石・ 0.5～Imm長 完存
（サプトレ くね
1) 土器

970 B-2 SD1027 ~ 17.5 7.0 ハケのちナデ ナデ／ハケ i炎褐 0.5～2阻石 ・0.5～2rnm 1/4 
／ハケ 長 .0. 5～2mmチヤ ・

0.5mm赤

971 B 2 SD1027 期Aし 19.2 8. 1 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ハ j炎褐 0.5～2醐石 .0. 5～2阻 1/3 
タキのちハケ ケ 長 .0. 5～2mmチャ・ 0.5

～1凹赤

972 B 2 SD1027 受 18.8 5.2 ヨコナデ／タ ナデ／ハケ j炎褐 0.5～3mm石 .0. 5～2凹 1/2 
タキ 長.0. 5～2mmチャ ・

0.5rnm赤

973 B-2 SD1027 局杯 15.6 9. 7 ミガキ ナデハケ 暗褐 0.5～Imm石 .0. 5～Imm 
（底部径） 長 .0. 5～2mmチャ ・

0.5rnm雲・ 0.5醐赤

974 B-2 SD1027 要主 19.0 5.6 ハケのちナデ ハケのちナデ j炎褐 0.5～Imm石 ・0.5～Imm 1/6 
／タタキのち ／工具による 長.0. 5～3mmチャ
ナデ ナデ

975 B 2 SD1027 斐 15.6 8.5 ヨコナデ／ハ ナデナデ 灰褐 0.5～2mm石.0. 5～3皿 5/12 
ケのちナデ 長 .o. 5～2mmチャ

976 B 2 SD1027 要E 14.0 11. 0 ヨコナデ／タ ハケのちナデ 暗褐 0.5～lmm石 ・0. 5rnm長 ・ 1/2 
タキのちハケ ／ケズリのち 0.5～lmmチャ
／タタキのち ナデ／ナデ
ナデ

977 B-2 SD1027 重主 (14. 0) 5.6 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ハ j炎褐 0.5～2剛石 ・0.5～Imm 1/8 
タキ ケ チャ ・0.5凹赤

978 B 2 SD1027 事主 13.8 5.8 ヨコナデ／タ 磨滅／ナデ 灰褐 0.5～2凹石 ・l～2阻長 ・ 1/4 
タキ 0.5～2凹チャ・ 0.5mm角

979 B 2 SD1027 斐 8.2 7.0 タタキ 工具によるナ 櫨褐 0.5～lrnm石 ・0.5～Imm
（頚部径） ア 長 ・0. 5mmチャ

980 B-2 SD1027 斐 13.8 4. 7 ヨコナデ／ナ ヨコナデ／ナ 淡褐 0.5～2阻石 ・0.5～3mm 115 
ア ア 長 .1～2mmチャ
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981 B 2 SD1027 翌主 (19.4) 2. 7 ハケのちナデ ハケのちナデ 淡褐 0.5～lmm石 ・0.5胴長 ・ 1/8 
0.5～lmmチャ

982 B 2 SD1027 楚 (13.3) 5.6 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ナ 暗褐 0.5～2mm石 ・0.5凹チャ 1/7 
ケ ア

983 B 2 SD1027 望5 17.6 16.2 ナデ／タタキ ナデ／ケズリ 灰褐 0.5～2凹石・ lmm長 ・ 5/12 
のちハケ 0.5mmチャ

984 B-2 SD1027 護 10.8 10.9 タタキ ケズリ j炎褐 0.5～l皿石.0. 5～I凹
（頚部径） チャ

985 B-2 SD1027 台付 15.8 2.9 ヨコナデ／タ ナデ／ナデ i炎褐 0.5阻石 ・0.5mm長・ 0.5 1/6 東海
費 タキのちハケ ～lmm雲多 系

986 B 2 SD1027 高杯 24.2 5.2 ミガキ・ハケ ミガキ 褐 0.5～lmm石・ 0.5～l凹 1/4 
長 .0. 5～lmmチヤ・
0.5mm赤

987 B 2 SD1027 器台 7.5 ミガキ ナデ・ハケ j炎褐 l～5mm石 ・0.5～lm皿長 ・
lmmチャ

988 B 2 SD1027 局杯 (16. 2) 4.9 ハケのちナデ ハケ キ登褐 lmm石.0. 5～2凹長・ l～ 1/12 
4mmチャ・ 0.5～2皿赤

989 B-2 SD1027 鉢 14. 8 7.9 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ナ 淡褐 0.5～2凹石・ 0.5阻長・ 1/6 
ケ ア 0.5阻チャ

990 B 2 SD1027 鉢 32.0 12. 1 ナデ／ミガキ ナデ／ナデ j炎褐 0.5～2凹石 0.5～1.5阻 1/6 
長 .0. 5～2mmチヤ

991 B 1 SD1027 鉢 8. 7 7. 1 ナデ／ナデ 磨滅／ナデ 淡白褐 0.5～2皿石多・ lmm長・ l 4/5 
～2凹チャ

992 B 2 SD1027 小形 9.8 5. 7 ヨコナデ／ナ ナデ／ケズリ 灰褐 0.5～I皿石・ 0.5～lmm 1/3 
丸底 デ－ハケ 長.0. 5醐チャ
査

993 B 2 SD1171 斐 (15. 4) 23. 7 ハケ／タタ ハケ／ハケの 茶褐 0.5～3凹石.0. 5～2凹長 1/12 
キ・ハケのち ちナデ／ハケ
ナデ／ハケ

994 B-2 SD1171 斐 14.4 12.0 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ 黒褐 0.5～l皿石・ 0.5胴長・ 完存 近江
タキのちハケ ア 0.5～l凹赤 系

995 B 2 SD1171 鉢 14.8 8. 7 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ナ j炎樫褐 0.5～2皿石 ・0.5～lmm 1/4 近江
ケ ア チャ 系

996 B-2 SD1171 局杯 13. 7 9. 7 ミガキ シボリ・ナデ i炎灰褐 0.5～2凹石・ 0.5阻長 ・
（底部径） 0.5～2凹チャ

997 B 2 SDll 71 器台 19.2 8.8 ミガキ／ミガ ミガキ／ナデ 白褐 0.5～l皿石・ 0.5皿長・ 3/8 
キ 0.5～l皿mチャ

998 B-2 SD1050 斐 16.9 7.25 ハケのちナデ ハケ／指オサ 淡燈褐 0.5皿石・ 0.5胴長 ・ 1/4 
／ハケ エ・ナデ 0.5皿雲

999 B 2 SD1050 高杯 10.6 7.2 ハケのちナデ ナデ 淡燈褐 0.5～lmm長・ 0.5皿
（底部径） チャ・ 0.5～l阻赤

1000 B 2 SD1050 杯身 10.9 3.2 回転ヨコナデ 回転ナデ 灰白 3凹石 ・0.5～lmm長 ・0.5 1/4 
～l凹チャ

1001 B 2 包含層 深鉢 (27.8) 4.6 ナデ・ 一枚員 磨滅 褐 0.5皿～2凹長多・ 0.5皿 1/12 
条痕 ～2皿チャ多・ I皿雲

1002 B 2 包含層 深鉢 (27.6) 7.0 ナデ ナデ・指オサ j炎暗褐 0.5～4阻長・ 0.5凹 1/12 
コニ チャ・ 0.5皿雲

1003 B 2 包含層 i菜鉢 31. 5 10.2 ナデ・指オサ ナデ・指オサ i炎褐 0.5凹石・ I～3mm長 ・01 1/5 
（』阿部径） .I. コニ ～2皿チャ .0. 5～I凹雲

1004 B 2 包含層 深鉢 27.0 7.6 ナデ 工具によるナ i炎褐 lmm石 .0. 5～5皿長 ・l皿 1/12 
(ij阿部径） ア チャ.1皿m角

1005 B-2 包含層 深鉢 4.0 ナデ ナデ・工具に i炎黄褐 l～3阻石・ i～2阻長 ・l
よるナデ ～4皿チヤ・ 0.5阻雲

1006 B 2 包含層 深鉢 3.6 ナデ ナデ i炎褐 l皿石 ・0.5～2皿長多・
0.5～3皿チャ多・ 0.5～
lmm雲

1007 B-2 包含層 二重 20.5 4.5 ナデのち一部 ミガキ i炎褐 0.5皿石 ・0.5凹赤 1/2 
口縁 ミガキ

宜E

1008 B 1 包含層 査 5. 1 ナデ／ハケ・ ナデ／ナデ 淡褐 0.5～I皿石・ 0.5～l凹 近江
ナデ 長.0. 5～2凹チヤ 系

1009 B 2 包含層 斐 (11.4) 5.6 ヨコナデ／ナ ヨコナデ／ナ 暗褐色 0.5～lmm石・ 0.5～l阻 1/16 讃岐
ア ア 長.1～3mm雲 ・0.5～lmm 産

角

1010 B 2 包含層 斐 16.0 8.4 ヨコナデ／ハ ヨコナデ／ケ 淡褐 0.5～lmm石・ 0.5凹長・ 1/2 
ケ ズリ 0.5～I皿雲
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1011 B 2 包含層 斐 (11.3) 4. 7 ヨコナデ／タ ヨコナデ／ナ 暗褐 0.5～lmm石・0.5～2阻 1/8 
タキ ア 長 .o. 5～2阻チャ

1012 B-2 包含層 高杯 18.8 2.4 ハケのちミガ ハケのちナデ j炎褐 0.5～lmm石 ・0. 5mm長 1/4 
（底部径） キ

1013 B 2 包含層 底部 4.0 2.5 ケズリ・ナデ ケズリ 灰褐 0.5～2mm石・ 0.5～2剛
（底部径） 長 .0. 5～2剛チャ

1014 B 2 包含層 底部 2.8 5.2 タタキのちハ ナデ 黄褐 0.5～2皿石 .0. 5～lmm 
（底部径） ケ 長.0. 5皿チャ

1015 B 2 包含層 甑把 ケズリ ・ナデ i炎褐 0.5～2凹石 .0. 5～lmm 
手 長 .0. 5～3凹チャ

備考

・口径は、残存率が低く、推定復原によるものについては（）内に示した。 また、口縁部が欠損するものの

うち、ほかの部佐で計測が可能なものは、 （）内で計測部位を示したうえで記載した。

－器高は、完存ないしは実演lj図上で反転復原できるもの以外は、残存高を示す0

・調整は、 最終調整を上位の部位から順に「／Jで区切って示した。

－胎土造岩鉱物は、石英を 「石J、長石を「長j、角セン石を 「角」、雲母を 「雲J、結晶片岩を「結J、チャ

ートを「チャ」、赤色斑粒を I赤」と省略して記載した。

－残存率は、口縁部の残存率を示し、小片のため計測不可なものは「－Jとした。
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付表7 中世土器観察表

番号 図版番号 地区 遺構 器種 口径 底径 器高 調整（外面／内函）

1016 第115 A-1 SDl 須恵器杯B (13. 4) (8.4) 4.5 回転ナデ、付高台／回転ナデ、ナデ

1017 第115 A 1 SDl 土師器椀A (12. 8) (3.3) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1018 第115 A 1 SDl 土師器高杯 (7. 7) 面取り、へラミガキ／ヨコナデ

a 第264 A-1 SD3 イスラム陶器 施粕／施紬

1019 第115 A 1 SD14 大和型瓦器椀 (14.4) (5. 6) 4.9 ヨコナデ、指押さえ、へラミガキ／ヨコナ
デ、沈線、ミガキ、暗文

1020 第115 A-1 SD14 白磁椀 (6. 0) (3.8) 削り出し高台（露胎）、畳付研磨、施粕／施紬

1021 第115 A 1 SDS 楠葉型瓦器椀 (11.9) (3. 6) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ミガキ

1022 第115 A 1 SDS 信楽すり鉢 (12. 0) (3. 0) ヨコナデ、底部板状圧痕／ヨコナデ

1023 第115 A-1 SD63 土師器小皿 (6. 8) 1. 1 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1024 第115 A 1 SD63 土師器小皿 (6. 0) 1. 0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1025 第115 A 1 SD63 楠葉型瓦器椀 (13. 6) (4. 0) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、ミガ
キ

1026 第115 A 1 SD63 楠葉型瓦器椀 (14. 0) (3.6) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ミガキ

1027 第115 A 1 SD63 白磁皿 (11. 4) (2.9) ヨコナデ、施粕／ヨコナデ、沈線、施紬

1028 第115 A 1 SD41 楠葉型瓦器椀 (13. 8) (3.2) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ミ
ガキ

1029 第115 A 1 SD41 楠葉型瓦器椀 (2.4) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ミ
ガキ

1030 第115 A 1 SD55 土師器小皿 (6.4) 1. 2 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
ア

1031 第115 A 1 SD55 楠葉型瓦器椀 (10. 0) (3. 8) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ミガキ

1032 第115 A 1 SD55 灰柚陶器皿 (9.4) (1. 8) 回転ナデ、付高台／施粕

1033 第115 A 1 SD55 白磁椀 (5. 8) (2.2) 削り出し高台（露胎）、畳付研磨／施紬

1034 第115 A-1 SD4 土師器小皿 (9. 3) 1. 2 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1035 第115 A-1 SD4 土師器大皿 (11.8) (1. 6) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1036 第115 A 1 SD4 楠葉型瓦器椀 (12. 4) (4. 3) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ミ
ガキ

1037 第115 A 1 SD4 瀬戸美濃縁粕 (10. 6) (2. 1) 回転ナデ、施紬／回転ナデ、施紬
皿

1038 第115 A 1 SD4 瀬戸美濃天日 (11.6) (4. 3) 錆紬、施紬／施紬
椀

1039 第115 A 1 SD4 青磁皿 (11. 4) (1. 4) 施紬／施紬

1040 第115 A-1 SD4 青花皿 (6.8) (1. 3) 施紬／下絵付け、施紬

1041 第115 A-1 SD4 瓦質土器羽釜 (5.6) ヨコナデ／ヨコナデ

1042 第115 A 1 SD4 瓦質土器鍋 (1. 8) ヨコナデ／ヨコナデ

1043 第115 A 1 SD4 陶器薬 (16. 2) (6. 0) ヨコナデ

1044 第115 A-1 SD4 陶器斐 (3. 5) 板ナテソヨコナデ

1045 第115 A 1 SDll 瓦質土器すり (3. 1) ヨコナデ／ヨコナデ
鉢

1046 第115 A 1 SD5 瀬戸美濃天目 (12. 0) (3. 6) 施紬／施紬
椀

1047 第115 A 1 SD72 土師器大皿 (10. 4) 1. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1048 第115 A 1 SD72 白磁皿 (5. 2) (1. 2) 削り出し高台（露胎）、畳付研磨／施粕

1049 第115 A 1 SX66 灰紬陶器皿 (7.6) (1. 5) 回転ナデ、付高台／施紬

1050 第115 A 1 SX66 須恵器斐 (19.8) (6.4) ヨコナテヘタタキ／ヨコナデヘタタキ

1051 第115 A-1 SX66 白磁椀 (14. 2) (4. 5) 施紬／施紬

1052 第115 A 1 SH104 褐粕陶器水注 施粕／回転ナデ

1053 第115 A-1 SK23 須恵器査 13.0 (28.8) 回転ナデ、指押さえ／回転ナデ、ナデ

1054 第115 A 2 SD206 土師器小皿 (10. 2) 1. 9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
デ
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1055 第115 A 2 SD206 土師器小皿 10.0 1. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1056 第115 A 2 SD206 土師器小皿 (9.4) 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1057 第115 A 2 SD206 土師器小皿l 9. 7 1. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1058 第115 A 2 SD206 土師器小皿 10.4 1. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
ア

1059 第115 A 2 SD206 土師器大皿 14.8 3.0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
ア

1060 第115 A 2 SD206 土師器大皿 (15. 6) 3.3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1061 第115 A 2 SD206 土師器大皿 (15. 6) 3.4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1062 第115 A-2 SD206 土師器大皿 14.4～ 3.3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
15.2 

1063 第115 A-2 SD206 土師器大皿 15.5 2.9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1064 第115 A 2 SD206 土師器大皿 (15. 6) (3.4) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、 板ナデ

1065 第115 A 2 SD206 土師器大皿 14. 35 3.3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1066 第115 A 2 SD206 土師器大皿 (13. 7) 2.5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1067 第115 A 2 SD206 土師器大皿 13. 7 2. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1068 第115 A 2 SD206 土師器大皿 14.4 3.3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1069 第115 A 2 50206 楠葉型瓦器椀 (13. 8) (4. 7) ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ／沈線、へ
ラミガキ

1070 第115 A 2 50206 楠葉型瓦器椀 (12. 8) (4. 2) 4.8 ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ／沈線、へ
ラミガキ、暗文

1071 第115 A 2 50206 土師器羽釜 (17. 4) (11. 3) ヨコナデ、板ナテソヨコナデ、ナデ

1072 第115 A 2 SD206 灰粕陶器鉢 (12. 4) (3. 1) 回転ナデ、付高台、 畳付研磨／内面使用によ
り平滑

1073 第115 A 2 50206 白磁皿 (10. 2) (3. 0) 施粕／施粕

1074 第115 A 2 50206 白磁椀 (12.3) (4. 0) 施紬／施紬

1075 第115 A 2 SD207 土師器小皿 (9. 2) I. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1076 第115 A 2 50207 土師~小皿 (10. 6) (1. 7) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1077 第115 A 2 50207 土師器大皿 (16. 0) (2.4) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1078 第115 A 2 50207 土師器大皿 (17. 2) 2.9 磨滅／ヨコナデ、ナデ

1079 第115 A 2 50213 土師器小皿 (10. 6) 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1080 第115 A 2 50213 土師器小皿 9.9 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1081 第115 A 2 50213 土師器小皿 (11. 2) 1. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1082 第115 A 2 50213 土師器小皿 (9. 7) 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1083 第115 A 2 50213 土師器小皿 10. 1～ 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
11. 1 

1084 第115 A 2 50213 土師器小皿 10.6 1. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1085 第115 A 2 50213 土師器小皿 10.9 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1086 第115 A 2 50213 土師器台付大 (8.8) (4. 5) ヨコナデ、付高台／ナデ
皿

1087 第115 A 2 SD213 楠葉型瓦器椀 15. 1 6.5 5. I ヨコナデ、指押さえ、へラミガキ／沈線、へ
ラミガキ、暗文

1088 第115 A 2 50205 土師器小皿 (9.8) 1. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1089 第115 A 2 50205 土師器台付小 10. 9 3.3 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、ナ
皿 ア

1090 第115 A 2 50205 土師器小皿 (9. 0) (7. 6) 1. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1091 第115 A 2 50205 土師器台付大 8.5 3.3 ヨコナデ、付高台／ナデ
皿

1092 第115 A-2 SD205 土師器大皿 15.2 3.5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1093 第116 A 2 SK274 大和型瓦器椀 (14. 4) (3. 0) ヨコナデ、指押さえ、へラミガキ／沈線、へ
ラミガキ

1094 第116 A 2 50202 楠葉型瓦器椀 (13. 4) (3. 2) ヨコナデ、指押さえ、へラミガキ／ヨコナ
デ、へラミガキ

1095 第116 A 2 50201 土師器小皿 9.2 1. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
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1096 第116 A 2 SD201 大和型瓦器椀 (14. 2) (3. 6) ヨコナデ、指押さえ、へラミガキ／沈線、へ
ラミガキ

1097 第116 A 2 SD201 東播系須恵器 (4.1) 回転ナデ／回転ナデ
鉢

1098 第116 A 2 SD318 土師器小皿 (7.4) 0.8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1099 第116 A 2 SD203 楠葉型瓦器椀 (12.6) (3. 2) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、へラミガキ

1100 第116 A-2 SD203 楠葉型瓦器椀 (12) (3. 9) ヨコナデ、指押さえ／磨滅

1101 第116 A 2 SD203 信楽？査 (13. 6) (8. 7) 回転ナデ／回転ナデ

1102 第116 A 2 SD203 白磁椀 (6. 8) (2. 0) 削り出し高台（露胎）、畳付研磨／施粕

1103 第116 A 2 SD235 楠葉型瓦器椀 (13. 6) (3. 3) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ヘラミガキ

1104 第116 A 2 SD235 土師器羽釜 (3. 7) ヨコナデ／ヨコナデ、当て具痕

1105 第116 A-2 SD235 瓦質土器羽釜 (20.8) (3.5) ヨコナデ／ヨコナデ

1106 第116 A 2 SD235 山茶椀 (7.8) (2. 2) 回転ナデ、回転糸切り、付高台、畳付籾痕／
回転ナデ

1107 第116 A 2 SD204 土師器大皿 (14. 2) (1. 7) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1108 第116 A 2 SD204 回転台土師器 (9. 8) (4. 6) 2.2 回転ナデ、回転糸切り／回転ナデ、ナデ
小皿

1109 第116 A-2 SD204 大和型瓦器椀 (14. 8) 6.2 5.2 ヨコナデ、指押さえ、付高台、へラミガキ／
沈線、板ナデ、へラミガキ、暗文

lllO 第116 A 2 SD204 楠葉型瓦器椀 (14. 9) (4. 3) ヨコナデ、指押さえ／沈線、ヨコナデ、板ナ
デ、ヘラミガキ

1111 第116 A 2 SD204 信楽鉢 (14. 0) (2. 6) ヨコナデ／使用により平滑

lll2 第116 A 2 SD204 中国陶器 (8.4) (3. 1) 型押し、ヨコナデ、貼付け／布目
土瓶？

lll3 第116 A 2 SD204 中国陶器 型押し、貼付け／布目
土瓶？

lll4 第116 B 1 SK288 須恵器杯葦 13.8 3.0 回転ナデ、回転へラケズリ、摘み貼り付け／
回転ナデ、ナデ

lll5 第116 B 1 SK288 須恵器杯葦 19.8 3.0 回転ナデ、摘み貼り付け／回転ナデ、ナデ

lll6 第116 B 1 SK288 須恵器杯蓋 (20.0) (2.8) 回転ナデ／回転ナデ

lll7 第116 B-1 SK288 須恵器杯B 19.0 14.2 6.0 回転ナデ、付高台、ヘラ記号／回転ナデ

lll8 第116 B 1 SK288 須恵器杯A 14.8 11. 6 3.3 回転ナデ、回転ヘラケズリ／回転ナデ

lll9 第116 B 1 SK288 須恵器杯A 15.8 12.3 3. 7 回転ナデ、回転へラケズリ／回転ナデ

1120 第116 B-1 SK288 須恵器杯A 15.0 11. 5 3.3 回転ナデ／回転ナデ

1121 第116 B 1 SK288 須恵器杯A 15.0 11. 0 3.5 回転ナデ／回転ナデ、ナデ

1122 第116 B 1 SK288 土師器皿 18.8 15.0 3.5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、暗文

1123 第116 B 1 SK288 土師器皿 21. 0 17.5 2.8 ヨコナデ、ケズリ／ヨコナデ、ナデ、暗文

1124 第116 B 1 SK288 土師器皿 18.0 12.9 3.0 ヨコナデ、ケズリ、ヘラミガキ／ヨコナデ、
ナデ、暗文

1125 第116 B-1 SK288 土師器鉢 (14. 4) 4.9 ヨコナデ、ケズリ／磨滅

1126 第116 B-1 SK288 土師器斐 15.6 14. 3 ヨコナデ、タタキ／ヨコナデ、指押さえ

1127 第116 B 1 SK288 製塩土器 (12. 2) (8.0) 磨滅／磨i威

1128 第116 B 1 SP70 土師器小皿 (7.4) 1. 2 ヨコナデ、指押さえ／磨滅

1129 第116 B 1 SP29 楠葉型瓦器椀 (11.9) (3. 9) ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ／沈線、へ
ラミカザキ

1130 第116 B-1 SP106 楠葉型瓦器椀 (13. 1) (2. 5) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、へラミガキ

1131 第116 B-1 SD69 須恵器杯A (13. 5) 8.5 回車長ナデ、ナデ／回車云ナデ

1132 第116 B 1 SD57・58土師器小皿 (10. 2) (1. 0) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1133 第116 B-1 SD57 (14. 8) (2.4) ヨコナデ／沈線、へラミガキ

1134 第116 B-1 SD58 須恵器査 (12. 4) (3.4) 回転ナデ／回転ナデ

1135 第116 B 1 SD40・41黒色土器B類 (12. 4) (2. 7) 指押さえ／沈線、ヘラミガキ
椀

1136 第116 B 1 SK108 Rl 土師器小皿 9.3 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1137 第116 B 1 SK108 R9 土師器小皿 9.8 1. 9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
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1138 第116 B 1 SK108-R3 土師器小胆 9.5 l. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1139 第116 B-1 SK108 土師器小皿 9.4 l. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1140 第116 B 1 SK108-R5 土師器小皿 9.1 l. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1141 第116 B 1 SK108-R8 土師器小皿 9. 1 l. 9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1142 第116 B 1 SK108-R2 土師器小皿 9. 1 l. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1143 第116 B-1 SK108 土師器小皿 (9. 6) l. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1144 第116 B-1 SK108 土師器小皿 (9. 2) l. 9 磨滅／磨j威

1145 第116 B-1 SK108 土師器小皿 (9. 1) l. 4 磨滅／磨滅

1146 第116 B-1 SK108-R7 土師器大皿 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1147 第116 B 1 SK108-R4 土師器大皿 14.2 2.9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1148 第116 B 1 SK108-R9 土師器皿 (14. 2) 2.3 ヨコナデ、ヘラケズリワ／磨滅

1149 第116 B 1 SD109 土師器小皿 (9. 2) (1. 7) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1150 第116 B-1 SD109 楠葉型瓦器椀 (13. 9) (5. 3) ヨコナデ、指押さえ、へラミガキ／沈線、へ
ラミガキ、暗文

1151 第116 B 1 SD109 楠葉型瓦器椀 15.0～ 6.5 6.8～ ヨコナデ、指押さえ、付高台、ヘラミガキ／
16.0 6.0 沈線、板ナデ、ヘラミガキ、暗文

1152 第116 B-1 SD109 楠葉型瓦器椀 (14. 2) (4. 5) ヨコナデ、指押さえ、へラミガキ／沈線、へ
ラミ ガキ

1153 第116 B 1 SD109 楠葉型瓦器椀 (14. 6) (5. 2) 5.5 ヨコナデ、指押さえ、 付高台、ヘラミガキ／
沈線、へラミガキ、 暗文

1154 第116 B-1 SD109 楠葉型瓦器椀 (6. 2) (4. 95) 指押さえ、付高台、へラミガキ／へラミガ
キ、暗文

1155 第117 B 1 SD5 弥生土器楚 4.5 (2. 1) タタキ／ナデ

1156 第117 B 1 SD5 弥生土器斐 3. 7 (3. 9) タタキ／ナデ

1157 第117 B 1 SD5 土師器高杯 (6. 1) ヘラ ミガキ／絞り目

1158 第117 B 1 SD5 須恵器壷 3.8 (5. 1) 回転ナデ、回転糸切り／回転ナデ

1159 第117 B 1 SD5 篠窯須恵器鉢 19.6 (3. 7) 回転ナデ／回転ナデ

1160 第117 B 1 SD5 大手口型瓦器椀 14.9 5.2 5.6 ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ／沈線、ナ
デ、ヘラミガキ、暗文

1161 第117 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 15.4 6.0 6. 15 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
デ、ヘラミガキ、暗文

1162 第117 B 1 SD5 東播系須恵器 (29.6) (3. 5) 回転ナデ／ヨコナデ、ナデ
鉢

1163 第117 B-1 SD5 東播系須恵器 (25.8) (6. 4) 回転ナデ／回転ナデ
鉢

1164 第117 B 1 SD5 瓦質土器火鉢 (31. 1) (6. 4) ナデ、離れ砂／ヨコナデ

1165 第117 B 1 SD5 瓦質土器すり (29. 3) (6.8) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
鉢

1166 第117 B-1 SD5 緑粕陶器皿 (7.2) 2.0 施手由、付高台／施秘

1167 第117 B-1 SD5 古瀬戸灰粕平 (15. 8) 2.4 施紬／施粕
椀

1168 第117 B 1 SD5 信楽萱 10.6 (6. 1) ナデ、押さえ／ナデ

1169 第117 B 1 SD5 信楽壷 13.8 (4. 4) 回転ナデ／回転ナデ、板ナデ

1170 第117 B 1 SD5 信楽すり鉢 (7. 2) 回転ナデ／回転ナデ、すり目

1171 第117 B-1 SD5 須恵器鉢 (33. 6) (1. 8) 回転ナデ／回転ナデ

1172 第117 B-1 SD5 備前すり鉢 22. 7 (6. 5) 回転ナデ、ナデ／回転ナデ、すり目

1173 第117 B 1 SD5 唐津椀 (4. 3) (3. 1) 施紬、削り出し局台／施粕、 胎土目

1174 第117 B 1 SD5 白磁皿 (5.0) 2.0 施紬、底部露胎／施紬、片彫り

1175 第117 B-1 SD5 白磁椀 (7.0) 2.4 施紬、削り出し高台（露胎）／施粕

1176 第117 B 1 SD5 白磁椀 約3.0 施紬、片彫り／施紬、片彫り

1177 第117 B 1 SD5 褐紬陶器査 8.3 (1. 8) 施紬／施手由

1178 第117 B-1 SD5 丸瓦 11. 0 9.0 23.0 タタキ、ナデ／コピキ、布目

1179 第117 B 1 SD5 土師器大皿 18.3 2.6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
ア
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1180 第117 B 1 SD5 土師器台付大 19.5 8.5 5.5 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、板
皿 ナデ、ナデ

1181 第117 B-1 SD5 土師器台付皿 高台 4.0 ヨコナデ／ナテ
(10. 0) 

1182 第117 B 1 SD5 土師器台付皿 高台 3.3 ヨコナデ／ナデ
(9.4) 

1183 第117 B 1 SD5 土師器台付血 (9.6) (2.6) ヨコナデ／剥離

1184 第117 B-1 SD5 土師器台付皿 (7.8) (2. 3) ヨコナデ／ナデ

1185 第117 B 1 SD5 土師器大皿 13.3 2.8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
ア

1186 第117 B 1 SD5 土師*if大皿 (14. 8) 3.0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
ア

1187 第117 B 1 SD5 土師器大皿 13.4 2.2 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
ア

1188 第117 B 1 SD5 土師器大皿 (13. 4) 2.5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
ア

1189 第117 B-1 SD5 土師器大皿 12.9 2. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
ア

1190 第117 B-1 SD5 土師器大皿 13.0 2.4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
ア

1191 第117 B 1 SD5 土師器大皿 10.4 2.0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
ア

1192 第117 B 1 SD5 土師器小皿 (10. 8) (1. 5) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
7' 

1193 第l17 B 1 SD5 土師器小皿 11. 1 1. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
ア

1194 第117 B 1 SD5 土師器小皿 10.0 1. 6 磨滅／！套減

1195 第117 B-1 SD5 土師器小皿 10. 7 1. 1 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1196 第117 B 1 SD5 土帥器台付皿 ( 10. 1) (2. 5) ヨコナデ、付高台／ヨコナデ、ナデ

1197 第117 B 1 SD5 土師器小皿 9.6 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1198 第117 B 1 SD5 土師器小皿 9.3 1. 9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナテ

1199 第117 B 1 SD5 土師器小皿 9.0 1. 9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1200 第117 B 1 SD5 土師器小皿 9.2 1. 9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1201 第117 B 1 SD5 土師器小皿 9.0 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1202 第117 B 1 SD5 土師器小皿 8. 7 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1203 第117 B 1 SD5 土師器小皿 8.6 1. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
ア

1204 第117 B 1 SD5 土師器小皿 8.5 1. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
ア

1205 第117 B-1 SD5 土師器小皿 8.2 1. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1206 第117 B 1 SD5 土師器小皿 8.0 1. 2 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
ア

1207 第117 B 1 SD5 土師器小皿 8.3 1. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1208 第117 B 1 SD5 土師器小皿 8.3 1. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1209 第117 B 1 SD5 土師器小皿 8.0 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1210 第117 B 1 SD5 土師器小皿 8. 1 1. 2 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1211 第117 B 1 SD5 土師器小皿 8.4 1. 0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1212 第117 B 1 SD5 土師器小皿 8.3 1. 2 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1213 第117 B 1 SD5 土師器小皿 7. 7 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1214 第117 B 1 SD5 土師器小皿 7.5 1. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1215 第117 B 1 SD5 土日ifj器椀 高台 (1. 9) 指押さえ、ヨコナデ、付高台／ナデ
(9. 2) 

1216 第117 B 1 SD5 回転台土師器 (8. 6) (2. 7) 回転ナデ、回転糸切り？／回転ナデ
椀

1217 第118 B-1 SD5 大手口型瓦器椀 (6. 6) (2.5) 指押さえ、付高台、ヘラミガキ／ナデ、ヘラ
ミガキ、暗文

1218 第118 B-1 SD5 大和型瓦器椀 15.2 5.5 5.3 ヨコナデ、指押さえ、付高台、ヘラミガキ／
沈線、ナデ、ヘラミガキ、暗文
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1219 第118 B 1 SD5 大手口型瓦器椀 13.8 4.8 5.2～ ヨコナデ、指押さえ、付高台、へラミガキ／
4.8 沈線、ナデ、へラミガキ、暗文

1220 第118 B-1 SD5 大和型瓦器椀 (13. 6) 4. 7 ヨコナデ、指押さえ、付高台、へラミガキ／
沈線、ナデ、へラミガキ、暗文

1221 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 ヨコナデ、指押さえ、付高台、へラミガキ／
沈線、ヨコナデ、ナデ、へラ ミガキ

1222 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 13.9 4. 7 5.0～ ヨコナデ、指押さえ、付高台／沈線、ナデ、
4.6 ヘラミガキ、暗文

1223 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 13.6 4. 7 4.8 ヨコナデ、指押さえ、付高台／沈線、ヨコナ
デ、ナデ、 へラミガキ

1224 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 14.0 4.9 4.8 ヨコナデ、指押さえ、付高台／沈線、 ヨコナ
デ、板ナテ＼へラミガキ、 暗文

1225 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 14.3 5. 1 5. 1 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、板
ナデ、ヘラミガキ、暗文

1226 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 13.9 4.5 4.6 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、板
ナデ、へラミガキ、自音文

1227 第118 B-1 SD5 楠葉型瓦器椀 13.4 5.7 4.5 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、 板
ナデ、ヘラミガキ、 暗文

1228 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 13.9 5.0 4.9 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、ナ
デ、ヘラミガキ、暗文

1229 第118 B-1 SD5 楠葉型瓦器椀 13. 7 4. 7 4.4 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、ナ
デ、へラミガキ、暗文

1230 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 14. 9 5.2 5.6 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、板
ナデ、へラミガキ、暗文

1231 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 13.4 4.9 5.0 ヨコナデ、指押さえ、 付高台／ヨコナデ、板
ナデ、ヘラミガキ、暗文

1232 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 14.6 5.2 4.3 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、板
ナデ、へラ ミガキ

1233 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 13.4 5.2 4.4 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、板
ナデ、ヘラミガキ、暗文

1234 第118 B-1 SD5 楠葉型瓦器椀 13.6 4.0 4.8 ヨコナデ、指押さえ、付局台／ヨコナデ、ナ
デ、へラミガキ、暗文

1235 第118 B-1 SD5 楠葉型瓦器椀 13.2 4.6 4.6 ヨコナデ、指押さえ、付高台／沈線、ヨコナ
デ、板ナデ、ヘラミガキ、暗文

1236 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 13.6 5.2 4.8 ヨコナデ、指押さえ、付局台／ヨコナデ、板
ナデ、ヘラミガキ、暗文

1237 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 (13. 3) (3. 9) ヨコナデ、指押さえ、 付高台（剥離）／ヨコナ
デ、板ナデ、へラミガキ、暗文

1238 第118 B-1 SD5 楠葉型瓦器椀 12.4 4.9 4.3 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、ナ
デ、へラミガキ、暗文

1239 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 (11. 7) (4. 5) 3.6 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、板
ナデ、へラミガキ、暗文

1240 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 11. 5～ 3.9～ 3.5～ ヨコナデ、指押さえ、 f寸高台／ヨコナデ、ナ
11. 8 4.4 4.0 デ、ヘラミガキ、暗文

1241 第118 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 (12. 2) 3.5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、へラ
ミガキ、暗文

1242 第118 B 1 SD5 和泉型瓦器椀 (13. 0) 3.9 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、へ
ラミガキ、暗文

1243 第118 B 1 SD5 瓦器杯 11. 4 (3.3) ヨコナデ、指押さえ、輪花／ヨコナデ、暗文

1244 第119 B 1 SD5 瓦器皿 (8.8) l. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1245 第119 B 1 SD5 瓦器血 9.8 l. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、暗文

1246 第119 B 1 SD5 瓦器血 9.4～ l. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、暗文
9.0 

1247 第119 B 1 SD5 瓦器皿 9.5～ l. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、暗文
9.2 

1248 第119 B 1 SD5 瓦器皿 9.2～ l. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、暗文
9.6 

1249 第119 B-1 SD5 瓦器血 (7.9) l. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、暗文

1250 第l19 B-1 SD5 瓦器皿 (9.5) I. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、暗文

1251 第119 B-1 SD5 瓦器皿 8.9 I. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、暗文

1252 第119 B 1 SD5 瓦器皿 8.9 I. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、暗文
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1253 第119 B 1 SD5 瓦器皿 8.8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、暗文

1254 第119 B 1 SD5 黒色土器A類 (13. 4) (7. 0) 6.3 ヨコナデ、指押さえ／沈線、ヨコナデ、へラ
椀 ミカキ

1255 第119 B 1 SD5 黒色土器A類 (14. 0) (7. 0) 4.4 ヨコナデ、指押さえ、付高台／沈線、ヘラミ
椀 ガキ

1256 第119 B 1 SD5 黒色土器B類 (25. 8) (3. 2) ヨコナデノヨコナデ
斐

1257 第119 B 1 SD5 土師器羽釜 (31. 3) (6. 1) ヨコナデ／ヨコナデ

1258 第119 B 1 SD5 土師器斐 (17. 4) (5. 3) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1259 第119 B-1 SD5 土師器羽釜 (20. 7) (8. 1) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1260 第119 B 1 SD5 土師器羽釜 21. 8 (8.4) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1261 第119 B 1 SD5 瓦質土器鉢 (20.4) (4. 6) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1262 第119 B-1 SD5 瓦質土器鉢 (20.4) (6. 8) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1263 第119 B-1 SD5 瓦質土器鉢 (21. 3) (4.4) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1264 第119 B 1 SD5 土師器十能把 (11.4) 面取り／ナデ
手

1265 第119 B 1 SD5 瓦質土器鍋 (25. 8) (3. 2) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1266 第119 B 1 SD5 瓦質土器鍋 (21. 3) (3. 2) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1267 第119 B 1 SD5 瓦質土器羽釜 (19. 5) 羽部 (6.4) ヨコナテソヨコナデ
(30.0) 

1268 第119 B 1 SD5 瓦質土器三足 ヨコナデ、指押さえ、脚貼り付け／ヨコナ
羽釜 デ、板ナデ、ナデ

1269 第119 B 1 SD5 瓦質土器三足 13.6 (10. 9) ヨコナデ、指押さえ、脚貼り付け、ナデ／ヨ
羽釜 コナデ、板ナデ

1270 第119 B-1 SD5 瓦質土器三足 (12. 0) 19.5 ヨコナデ、指押さえ、脚貼り付け／ヨコナ
羽釜 デ、板ナデ

1271 第119 B 1 SD5 瓦質土器三足 (12. 1) (8. 8) ヨコナデ、指押さえ、脚貼り付け／ヨコナデ
羽釜

1272 第119 B-1 SD5 滑石石鍋 鍔部9.2 (7. 0) ケズリ／ケズリ

1273 第119 B 1 SD5 須恵器杯身 受部 3.4 回転ナデ、回転ヘラケズリ／回転ナデ
(15. 0) 

1274 第119 B 1 SD5 須恵器杯蓋 (17. 9) 1. 1 回転ナデ／回転ナデ、ナデ

1275 第119 B-1 SD5 須恵器杯 (14. 4) (6.4) 4. 7 回転ナデ、回転糸切り／回転ナデ

1276 第119 B-1 SD5 須恵器椀 3.8 回転ナデ／回転ナデ

1277 第120 B 1 SD5 須恵器壷 5.4 (5. 0) 回転ナデ、付高台／回転ナデ

1278 第120 B 1 SD5 須恵器査 (9. 6) (7. 3) 回転ナデ、回転糸切り／回転ナデ

1279 第120 B-1 SD5 須恵器査 (9.4) (6. 1) 回転ナデ、回転糸切り／回転ナデ、回転へラ
ケズリ

1280 第120 B 1 SD5 須恵器歪 (12. 3) (7. 2) 回転ナデ／回転ナデ

1281 第120 B 1 SD5 須恵器室 (10. 6) (5. 5) 回転ナデ／回転ナデ

1282 第120 B-1 SD5 須恵器牽 (14. 8) 頚径 (4. 3) 回転ナデ、タタキ／回転ナデ、板ナデ
(14. 2) 

1283 第120 B 1 SD5 東矯系須恵器 20.0 (6. 1) 回転ナデ、タタキ／回転ナデ
斐

1284 第120 B 1 SD5 東播系須恵器 20.8 (3. 1) 回転ナデ／回転ナデ
主本

1285 第120 B 1 SD5 東播系須恵器 (23.8) (8. 2) 回転ナテソ回転ナデ、ナデ
鉢

1286 第120 B-1 SD5 東播系須恵器 20.8 (8.4) 回転ナデ／回転ナデ、ナデ
鉢

1287 第120 B 1 SD5 東播系須恵器 (27. 8) (5.4) 回転ナテソ回転ナデ、ナデ
鉢

1288 第120 B-1 SD5 東播系須恵器 (30. 2) (5. 7) 回転ナデ／回転ナデ、ナデ
主本

1289 第120 B 1 SD5 東播系須恵器 (27. 6) (3. 0) 回転ナデ／回転ナデ、ナデ
鉢

1290 第120 B 1 SD5 東播系須恵器 (29. 9) (3. 9) 回転ナデ／回転ナデ
鉢
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1291 第120 B I SD5 東播系須恵器 (24.4) (5. 7) 回転ナデ／回転ナデ
鉢

1292 第120 B-1 SD5 東播系須恵器 26.8 (4. 3) 回転ナデゾ回転ナデ、ナデ
鉢

1293 第120 B I SD5 東播系須恵器 (23.8) 4.4 回転ナデ／回転ナデ
喜本

1294 第120 B-1 SD5 東播系須恵器 (22. 2) (6. 7) 回転ナデノ回転ナデ、ナデ
鉢

1295 第120 B I SD5 東播系須恵器 (35. 8) (4. 3) 回転ナデ／回転ナデ
鉢

1296 第120 B-1 SD5 東t番系須恵器 (25. 6) (3. 0) 回転ナデ／回転ナデ
鉢

1297 第120 B 1 SD5 東播系須恵器 (9.6) (4. 0) 回転ナデ、回転糸切り／使用により磨滅
鉢

1298 第120 B-1 SD5 東播系須恵器 (7.8) (2. I) 回転ナデ、回転糸切り／使用により磨滅
鉢

1299 第120 B I SD5 須恵器鉢 (8. 6) (3. 3) 回転ナデ、回転糸切り？／回転ナデ

1300 第120 B-1 SD5 緑紬陶器輸花 (IO. 9) (!. 5) 施紬／施粕
椀

1301 第120 B I SD5 緑粕陶器椀 (8. 6) (2. 9) 施紬、回転糸切り／施紬

1302 第120 B I SD5 緑粕陶器皿 (I I. 7) 6.8 2.4 施紬、回転糸切り、付高台／施柏、トチン

1303 第120 B-1 SD5 緑粕陶器皿 (7.4) (2.4) 施紬（高台内露胎）、削り出し高台／施紬

1304 第120 B-1 SD5 緑紬陶器皿 (7.2) (!. 8) 施紬、付高台／施紬

1305 第120 B-1 SD5 灰手ilJ陶器椀 (8. 6) (2. 2) 回転ナデ、付高台／回転ナデ

1306 第120 B I SD5 灰紬陶器椀 6.0 (2. 6) 回転ナデ、回転糸切り、付高台／回転ナデ

1307 第120 B I SD5 灰秘陶器皿 6.8 (!. 4) 施紬（高台以下露胎）、回転へラケズリ、付高
台／施紬（見込み露胎）、回転ナデ、重ね焼痕

1308 第120 B-1 SD5 灰紬陶器皿 高台 (!. 6) 一部施紬、回転糸切り／施粕
(7. 0) 

1309 第120 B I SD5 灰粕陶器皿 (14. 2) (6. 7) 3. I 施柏、回転ナデ、付高台、墨書「政所」／施紬

1310 第120 B I SD5 白磁椀 17.2 (4.3) 施粕／施紬

1311 第120 B I SD5 白磁椀 5.8 (2.8) 回転ヘラケズリ、自ljり出し高台、畳付研磨／
施柏、沈線

1312 第120 B-1 SD5 白磁椀 (14. 2) (5. 1) 施粕／施手rt1

1313 第120 B 1 SD5 白磁椀 7.0 (3. 5) 施紬、削り出し高台／施紬（輪状紬掻き）、沈
線

1314 第120 B 1 SD5 青磁水注 (5. 0) 施紬／施柏、 回転へラケスリ

1315 第120 B I SD5 青白磁合子蓋 (9. 2) (!. 9) 回転へラケズリ、施秘（端部露胎）／回転ナ
デ、施紬

1316 第120 B I SD5 青磁椀 7.0 2. I 施紬（畳付以下露胎）、畳付研磨／施紬、双魚
文、漆継ぎ痕跡

1317 第120 B-1 SD5 褐紬陶器鉢 (21. 2) 腹径 (6.0) 施粕／施紬
(21. 0) 

1318 第121 B-1 SD5 土師器小皿 9.6 I. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1319 第121 B I SD5 瓦質土器三足 18. I (15. 3) ヨコナデ、指押さえ、脚貼り付け／ヨコナ
羽釜 デ、板ナデ、ナデ

1320 第121 B I SD5 瓦質土器三足 指押さえ、ナデ／板ナデ
羽釜

1321 第121 B-1 SD5 瓦質土器三足 ナデ
羽釜

1322 第121 B I SD5 須恵器査片 腹径 (6. I) 回転ナデ、貼り付け突帝、へラ記号／回転ナ
(16. 2) ア

1323 第121 B-1 SD5 白磁椀 6.8 2.8 施紬、削り出し高台／施紬、i尤線

1324 第121 B I SD5 東播系須恵器 25.4 (2.8) 回転ナデ／回転ナデ
鉢

1325 第121 B-1 SD5 東播系須恵器 27.6 (5. 0) 回転ナデ／回転ナデ
鉢

1326 第一121 B I SD5 東播系須恵器 21. 4 (2.4) 回転ナデ／回転ナデ
鉢
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1327 第121 B 1 SD5 東播系須恵器 回転ナデ／回転ナデ
鉢

1328 第121 B 1 SD5 東J番系須恵器 回転ナデ／回転ナデ、ナデ
鉢

1329 第121 B 1 SD5 土師器台付小 (9. 6) 5.0 l. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ
皿

1330 第121 B 1 SD5 土師器小皿 9.8 2.4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1331 第121 B 1 SD5 土師器小皿 9.6 2. 1 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1332 第121 B 1 SD5 土師器小皿 9.9 l. 9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1333 第121 B-1 SD5 土師器小皿 13.6 l. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1334 第121 B 1 SD5 土師詩小皿 9.6 l. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1335 第121 B 1 SD5 土師器小皿 (10. 5) (1. 6) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1336 第121 B 1 SD5 土師器小皿 9.5 l. 9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1337 第121 B-1 SD5 土師器小皿 9.6 l. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1338 第121 B 1 SD5 土師器小皿 9.4 l. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1339 第121 B 1 SD5 土師器大皿 14.3 3.5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1340 第121 B 1 SD5 土師器大皿 14.2 3. 1 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1341 第121 B 1 SD5 土師器大皿 14.5 3.2 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1342 第121 B-1 SD5 土師器大皿 14.9 3. 1～ ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、ナ
3.6 ア

1343 第121 B I SD5 土師器大皿 14. 8 3.5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1344 第121 B-1 SD5 土師器大皿 15.4 2. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1345 第121 B 1 SD5 大和型瓦器椀 15.6 6.3 6.5 ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ、付高台／
沈線、板ナデ、へラミガキ、暗文

1346 第121 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 15.0 5.5 6.0 ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ、付高台／
沈線、ヨコナデ、ナデ、へラミガキ

1347 第121 B-1 SD5 楠葉型瓦器椀 15.0 6.0 5.9 ヨコナデ、指押さえ、へラミガキ、付高台／
沈線、ヨコナデ、ナデ、へラミガキ、暗文

1348 第121 B-1 SD5 大和型瓦器椀 15.7 6.1 6.8 ヨコナデ、指押さえ、へラミガキ、 付高台、
線事lj／沈線、ナデ、ヘラミガキ、暗文

1349 第121 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 15. 1 5. 7 6.0 ヨコナデ、指押さえ、へラミガキ、付高台／
沈線、ヨコナデ、ナデ、へラミガキ、暗文

1350 第121 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 14. 7 6.3 5.3 ヨコナデ、指押さえ、へラミガキ、付高台／
沈線、ヨコナデ、板ナデ、ヘラミガキ、暗文

1351 第121 B 1 SD5 楠葉型瓦器椀 (14. 4) 5.3 5.4 ヨコナデ、指押さえ、付高台／沈線、ヨコナ
デ、ナデ、ヘラミガキ、 暗文

1352 第121 B 1 SD5 須恵器査 腹径 10. 6 (14. 2) 回転ナデ、 回転へラケズリ、貼り付け突帯、
(19. 0) 犯手、ヘラ記号／回転ナデ

1353 第121 B 1 SD5 白磁椀 (14. 6) (3.5) 施紬／施粕

1354 第121 B 1 SD5 白磁椀 (6. 3) (2. 7) 施紬、回転ヘラケズリ、削り出し高台、畳付
研磨／施粕、沈線

1355 第121 B-1 SD5 瓦質土器鍋 (29. 2) (8.4) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1356 第122 B 1 SK416 土師器小皿 9.3 l. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1357 第122 B-1 SK416 大和型瓦器椀 13.8 4. 75 5.2 ヨコナデ、指押さえ、へラミガキ、付高台／
沈線、ヨコナデ、ナテ＼ヘラミガキ

1358 第122 B 1 SD95 土師器小皿 (8.4) l. 4 ヨコナデ／ヨコナデ

1359 第122 B 1 SD95 土師器小皿 (JO. 4) l. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1360 第122 B 1 SD95 白磁椀 (16.5) (4. 3) 施手曲、回転へラケズリ／施紬

1361 第122 B 1 SDll 土師器小皿 (9. 6) l. 6 磨i威／磨滅

1362 第122 B 1 SDll 楠葉型瓦器椀 (13.4) (3.4) ヨコナデ、指押さえ／沈線、ヨコナデ、ナ
デ、板ナデ、ヘラミガキ

1363 第122 B-1 SD9 楠葉型瓦器椀 (6.1) (1.3) 指押さえ、へラミガキ、付高台／ナデ、暗文

1364 第122 B-1 SD82 土師器小皿 (8. 2) l. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1365 第122 B 1 SD82 土師器大皿 (JO. 8) 2.4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1366 第122 B 1 SD82 土師器大皿 (13.9) 2.5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1367 第122 B-1 SD79 土師器小皿 (9.4) l. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
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1368 第122 B 1 SD79 楠葉型瓦器椀 (11. 8) (2. 5) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ヘラミガキ

1369 第122 B 1 SD79 楠葉型瓦器椀 (13. 6) (4. 5) ヨコナデ、指押さえ／沈線、ヨコナデ、板ナ
デ、へラミガキ

1370 第122 B 1 SD79 土師器羽釜 (21. 0) (4. 0) ヨコナデ／ヨコナデ

1371 第122 B 1 SD79 瓦質土器三足 (19. 7) (6. 1) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ
羽釜

1372 第122 B 1 SD79 瓦質土器三足 残存長 太さ 面取り、ナデ
羽釜 21. 2 2.3 

1373 第122 B 1 SD79 東播系須恵器 回転ナデ／回転ナデ
鉢

1374 第122 B-1 SD79 東播系須恵器 回転ナデ／回転ナデ、ナデ
鉢

1375 第122 B-1 SD79 白磁椀 (15. 9) (2. 6) 施紬／施紬

1376 第122 B 1 SD7 土師器大皿 (14. 2) 2. I ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナテ

1377 第122 B-1 SD7 大和型瓦器椀 (12. 2) (4. 1) ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ／ヨコナ
デ、ナデ、へラミガキ

1378 第122 B-1 SD7 楠葉型瓦器椀 (13. 6) (2. 8) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、へラミガキ

1379 第122 B 1 SD7 楠葉型瓦器椀 (14. 6) (3. 8) ヨコナデ、指押さえ／沈線、ヨコナデ、ヘラ
ミガキ

1380 第122 B-1 SD7 楠葉型瓦器椀 (13. 4) 5.6 4.5 ヨコナデ、指押さえ、付高台／沈線、ヨコナ
デ、ナデ、ヘラミガキ、暗文

1381 第122 B 1 SD7 楠葉型瓦器椀 (13. 8) (2. 9) ヨコナデ、指押さえ／沈線、ヨコナデ、へラ
ミガキ

1382 第122 B 1 SD7 白磁皿 (11.3) (1. 9) 施紬、回転ナデ／施紬、沈線

1383 第122 B 1 SD91 土師器小皿 (8.4) l. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
ア

1384 第122 B 1 SD91 土師器大血 (12. 0) 1. 9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1385 第122 B 1 SD91 楠葉型瓦器椀 (13. 8) 4.3 ヨコナデ、指押さえ、付高台／沈線、ヨコナ
デ、ナデ、へラミガキ、暗文

1386 第122 B 1 SD91 楠葉型瓦器椀 (13. 8) (3.9) ヨコナデ、指押さえ／沈線、ヨコナデ、板ナ
デ、へラミガキ

1387 第122 B 1 SD91 楠葉型瓦器椀 (13. 0) (3.9) ヨコナデ、指押さえ、付向台（剥離）／ヨコナ
デ、ナデ、板ナデ、へラミガキ

1388 第122 B 1 SD91 楠葉型瓦器椀 (12. 0) (3. 9) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、ヘラ
ミガキ

1389 第122 B 1 SD91 楠葉型瓦器椀 (12. 0) 4.5 ヨコナデ、指押さえ、付局台／ヨコナデ、板
ナデ、ヘラミガキ、暗文

1390 第122 B-1 SD91 楠葉型瓦器椀 ( 11. 8) (3. 9) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ヘラミガキ

1391 第122 B 1 SD91 瓦器皿 (8.4) 1. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1392 第122 B 1 SD91 土師器羽釜 (24. 6) (4. 5) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1393 第122 B 1 SD91 土師器羽釜 (20. 6) (5. 7) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1394 第122 B-1 SD91 瓦質土器羽釜 (19. 4) (4. 5) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1395 第122 B 1 SD101 楠葉型瓦器椀 (14. 3) (2.4) ヨコナデ／沈線、ヨコナデ、ヘラミガキ

1396 第122 B 1 SD06 土師器小皿 (10. 0) ( l. l) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1397 第122 B 1 SD06 土師器小皿 (8.4) l. l ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1398 第122 B 1 SD06 土師器大皿 (13. 6) 2. 1 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1399 第122 B 1 SD06 楠葉型瓦器椀 (13. 0) (2. 6) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、へラミガキ

1400 第122 B 1 SD06 楠葉型瓦器椀 (13. 8) (4. 0) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、へラ
ミガキ、暗文

1401 第122 B 1 SD06 須恵器椀 (14. 2) (2.0) 回転ナデ／回転ナデ

1402 第122 B-1 SD06 土師器羽釜 (19. 8) (4. 5) ヨコナデ／ヨコナデ

1403 第122 B-1 SD06 瓦質土器羽釜 (19. 4) (3.9) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1404 第122 B-1 SD94 土師器小皿 (9. 8) (1.3) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
ア

1405 第122 B 1 SD94 土師器大皿 (13. 2) l. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1406 第122 B 1 SD94 土師器羽釜 (21. 3) (7.0) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1407 第122 B-1 SP85 土師器小皿 10.0 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ
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1408 第122 B-1 SP85 土師器大皿 (15. 6) 2.3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1409 第122 B 1 SD97 楠葉型瓦探椀 (14. 4) (4. 1) ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ／ヨコナ
デ、板ナデ、板ナデ、へラミガキ

1410 第123 B-2 SP1067 土師器小皿 (10. 0) 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／磨滅

1411 第123 B 2 SP1070 土師器小皿 (9.4) 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1412 第123 B 2 SP1074 土師器小皿 (10. 0) (1. 9) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1413 第123 B 2 SP1074 土師器小皿 (10. 3) 1. 9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1414 第123 B 2 SP1079 土師器小皿 (10. 2) (1. 7) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1415 第123 B 2 SP1079 土師器大肌 (14. 7) 2. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1416 第123 B 2 SP1106 土師器小皿 (9. 2) (1. 4) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1417 第123 B 2 SP1106 土師器小皿 (10. 4) (1. 8) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1418 第123 B 2 SP1102 土師器小皿 9.5 1. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
ア

1419 第123 B 2 SP1102 土師器小肌 (11.6) (1. 2) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナテ

1420 第123 B 2 SP1102 土師器小血 (10. 2) (1. 7) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1421 第123 B干2SP1102 土師器小皿 (9. 7) (1. 2) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1422 第123 B 2 SP1102 回転台土師器 10.0 4.9 2.2 回転ナデ、 回転糸切り／回転ナデ、ナデ
小皿

1423 第123 B-2 SP1102 土師器大皿 (12. 8) (3. 0) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナテ

1424 第123 B 2 SP1102 楠葉型瓦器椀 (15. 4) (4. 1) ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ／沈線、ヨ
コナデ、へラミガキ

1425 第123 B 2 SP1109 土師器小皿 (11. 7) (1. 2) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1426 第123 B 2 SP1109 楠葉型瓦器小 (9. 6) 3. 7 ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ、付高台／
椀 沈線、ヨコナデ、ナデ、へラミガキ、暗文

1427 第123 B 2 SPl 120 土師器小皿 (10. 2) (1. 5) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1428 第123 B 2 SP1071 土師器小皿 (11.4) (1. 2) ヨコナデ、指押さえ／ヨ コナテ

1429 第123 B 2 SP1072 土師器小皿 (9. 6) (1. 5) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1430 第123 B 2 SP1072 土師器大皿 (11.2) (2. 1) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1431 第123 B 2 SP1073 土師器小皿 (8. 9) (1. 7) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナテ

1432 第123 B 2 SP1073 土師器大皿 (14. 4) (3. 0) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1433 第123 B 2 SP1073 回転台土師器 (17. 0) (3. 0) 回転ナデ／回転ナデ
大皿

1434 第123 B 2 SP1073 黒色土器A類 (14. 8) (4.8) ヨコナデ、指押さえ／沈線、ヨコナデ、ナ
椀 デ、へラミガキ

1435 第123 B 2 SP1073 楠葉型瓦器椀 (15. 6) (4. 7) ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ／沈線、ヨ
コナデ、ヘラミガキ

1436 第123 B 2 SP1078 土師器小皿 (8.1) (1. 2) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1437 第123 B 2 SP1078 楠葉型瓦器椀 (13. 5) (4.4) ヨコナデ、指押さえ、 ヘラミガキ／沈線、ヨ
コナデ、ヘラミガキ

1438 第123 B 2 SP1078 白磁椀 (15. 0) (2. 9) 施紬／施粕

1439 第123 B-2 SP1083 土師器小皿 (9. 4) (1. 5) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1440 第123 B 2 SP1087 土師器小皿 (8.0) (1. 3) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1441 第123 B-2 SP1087 土師器大皿 (14. 3) (2. 3) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1442 第123 B 2 SP1105 土師器小皿 (10.6) 2. 1 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1443 第123 B 2 SP1105 楠葉型瓦器椀 (14. 2) (3. 2) ヨコナデ、指押さえ、へラミガキ／沈線、へ
ラミガキ

1444 第123 B 2 SPl 107 土師器小皿 (11.5) (1. 4) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1445 第123 B 2 SP1107 士師器小皿 (9. 6) 2.0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1446 第123 B 2 SP1107 土師器大皿 (12. 9) (2.9) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1447 第123 B 2 SPl 107 楠葉型瓦器椀 (13. 6) (3. 5) ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ／沈線、ヨ
コナデ、へラミガキ

1448 第123 B-2 SP1107 楠葉型瓦器椀 (6. 5) (1. 5) 指押さえ、付高台／磨滅

1449 第123 B 2 SPllOS 土師器小皿 (10. 0) (1. 4) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1450 第123 B 2 SPJJOS 土師器小血 (10. 8) (1. 6) ヨコナデ／ヨコナデ
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1451 第123 B 2 SPl 108 土師器小皿 (10. 6) (1. 8) ヨコナデ、指押さえ／磨滅

1452 第123 B 2 SP1108 土師器大皿 (15. 0) (2. 7) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1453 第123 B 2 SPl 110 楠葉型瓦器椀 (15. 0) (2. 6) ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ／沈線、ヘ
ラミガキ

1454 第123 B 2 SPlllO 楠葉型瓦器椀 ( 1. 1) 指押さえ、付高台／ヨコナデ、ヨコナデ、暗
文

1455 第123 B 2 SP1117 土日市器小皿 (10. 5) (1. 2) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1456 第123 B 2 SP1117 土師器小皿 (9.4) (1. 2) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1457 第123 B 2 SD1053 土師器小皿 10.5 1. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1458 第123 B 2 SD1053 土師器小皿 10.6 1. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1459 第123 B 2 SD1053 土師器小皿 10.5 l. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナテ

1460 第123 B 2 SD1053 土師器小皿 9.8 1. 9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1461 第123 B 2 SD1053 土師器小皿 9.5～ l. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
9.8 

1462 第123 B-2 SD1053 土師器小皿 9.5 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1463 第123 B 2 SD1053 土師器小皿 9.3 1. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1464 第123 B 2 SD1053 土師器小皿 9.0～ 1. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ
9.3 

1465 第123 B 2 SD1053 土師器小皿 8. 1～ 2.4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ
9.0 

1466 第123 B-2 SD1053 回転台土師器 10.3～ 5. 1 1. 7 回転ナデ、回転糸切り／回転ナデ
小皿 10. 6 

1467 第123 B 2 SD1053 黒色土器A類 (8. 0) (1. 0) 指押さえ、付高台／へラミガキ
椀

1468 第123 B 2 SD1053 黒色土器A類 (8. 8) (1. 4) 指押さえ、付高台／へラミガキ
椀

1469 第123 B 2 SD1053 黒色土器A類 7.9 (1. 2) 指押さえ、付高台／へラミガキ
椀

1470 第123 B 2 SD1053 黒色土器B類 5.8 (l. 5) 指押さえ、付高台／ヘラミガキ
椀

1471 第123 B 2 SD1053 黒色土器B類 (15. 8) (4. 8) 5.8 ヨコナデ、指押さえ、付高台、へラミガキ／
椀 沈線、ナデ、ヘラミガキ、暗文

1472 第123 B 2 SD1053 楠葉型瓦器椀 15.2 5.4 6.3 ヨコナデ、指押さえ、付高台、ヘラミガキ／
沈線、ナデ、へラミガキ、暗文

1473 第123 B 2 SD1053 楠葉型瓦器椀 15.4 6.5 6.0 ヨコナデ、指押さえ、付高台、ヘラミガキ／
沈線、ナデ、へラミガキ、暗文、線刻

1474 第123 B 2 SD1053 楠葉型瓦器椀 (16. 0) 5.0 5.5 ヨコナデ、指押さえ、付高台、へラミガキ／
沈線、ナデ、ヘラミガキ、暗文

1475 第123 B 2 SD1053 楠葉型瓦器椀 15.3 5.9 6. 7 ヨコナデ、指押さえ、付高台、ヘラミガキ／
沈線、ナデ、へラミガキ、暗文

1476 第123 B 2 SD1053 楠葉型瓦器椀 16.2 5.8 ヨコナデ、指押さえ、付高台（剥離）、へラミ
ガキ／沈線、ナデ、ヘラミガキ、暗文

1477 第123 B-2 SD1053 楠葉型瓦器椀 15. 1 6.8 5.4 ヨコナデ、指押さえ、付高台、ヘラミガキ／
沈線、ナデ、ヘラミガキ、暗文

1478 第123 B 2 SD1053 楠葉型瓦器椀 15.2 6.9 6.0 ヨコナデ、指押さえ、付高台／沈線、ナデ、
板ナデ、へラミガキ、暗文

1479 第124 B 2 SD1053 瓦器皿 10. 2 2.5 ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ／ヨコナ
デ、ナデ、ヘラミガキ、暗文

1480 第124 B 2 SD1053 瓦器皿 (10. 6) 2.2 ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ／ヨコナ
デ、ナデ、ヘラミカキ、暗文

1481 第124 B 2 SD1053 回転台土師器 6.4 (2. 7) 回転ナデ、回転糸切り／JEii転ナデ
椀

1482 第124 B 2 SD1053 緑粕陶器椀 (6. 6) (2.4) 施紬、削り出し高台／へラミガキ

1483 第124 B-2 SD1053 土師器羽釜 16.4 (6. 0) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ、当
て具痕

1484 第124 B 2 SD1003 白磁椀 (7. 5) (3. 2) 施秘（両台露胎）、削り出し高台、畳付研磨／
施柏、沈線

1485 第124 B 2 SD1002 土師器小皿 7.8～ 1. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ
8.3 

1486 第124 B 2 SD1038 白磁椀 (17. 6) (7.4) 7.3 施粕（高台以下露胎）、畳付研磨／施勅
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出土遺物観察表

1487 第124 B 2 SK1006 土師器小皿 10.2～ 2.4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
10.6 

1488 第124 B 2 SK1006 土師器小皿 9.0 2.0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1489 第124 B-2 SK1006 土師器小皿 9.3～ 2. 1 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
9.6 

1490 第124 B 2 SK1006 土師器小皿 9.2～ 2.0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
9.5 

1491 第124 B 2 SK1006 土師器小皿 9.0 1. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1492 第124 B-2 SK1006 土師器大皿 14.0～ 2.9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
14.5 

1493 第124 B-2 SK1006 土師器大肌 14.2 3. 1 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1494 第124 B 2 SE1008 土師器小皿 9. 7 1. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1495 第124 B 2 SE1008 土師器小血 9.3 2.0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1496 第124 B 2 SE1008 土師器小皿 10.2～ 2. 1 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
10. 6 ア

1497 第124 B 2 SE1008 土師器小皿 9.8 2.0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
ア

1498 第124 B 2 SE1008 土師器小皿 9.4～ I. 9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
9. 7 ア

1499 第124 B 2 SE1008 土師器小皿 (9. I) 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1500 第124 B 2 SE1008 土師器大血 (15. 0) 3.3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1501 第124 B 2 SE1008 土師器大皿 (13. 8) 3.2 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1502 第124 B 2 SE1008 土師器大肌 (14. 8) 2.8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1503 第124 B 2 SE1008 楠葉型瓦器椀 (15. 0) (5. 8) ヨコナデ、指押さえ、ヘラミガキ／沈線、へ
ラミガキ、暗文

1504 第124 B 2 SE1008 楠葉型瓦器椀 ヨコナデ、指押さえ、付高台（剥離）、ヘラミ
ガキ／沈線、ナデ、へラミガキ

1505 第124 B 2 SE!008 楠葉型瓦器椀 (15. 4) 5. 7 6.5 ヨコナデ、指押さえ、付高台、ヘラミガキ／
沈線、ヨコナデ、ナデ、へラミガキ、暗文

1506 第124 B 2 SE1008 楠葉型瓦器椀 (5.8) (2. 6) ヨコナデ、付高台、ヘラミガキ／ナデ、へラ
ミガキ、暗文

1507 第124 B 2 SE1008 楠葉型瓦r.if椀 (15.8) 5.4 6.0 ヨコナデ、指押さえ、付高台、へラミガキ／
沈線、ヨコナデ、ナデ、ヘラミガキ、暗文

1508 第124 B 2 SE1008 土師器羽釜 (24.0) (3. 0) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1509 第124 B-2 SE1008 瓦質土器羽釜 (25.0) (5.3) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1510 第124 B 2 SE1008 東播系須恵器 (24. 8) (29. 3) 回転ナデ、タタキ／回転ナデ、当て具痕
斐

1511 第124 B 2 SE1008 瓦器皿 (9. 6) (1. 3) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ヘラミガ
キ、暗文

1512 第124 B 2 SE!008 白磁椀 (14. 8) (4. 5) 施粕／施粕

1513 第124 B 2 SE1009 土師器小皿 9.3～ 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
9. 7 

1514 第124 B 2 SEI009 東播系須恵、器 16.0 5.5 6.0 回転ナデ、回転糸切り／回転糸切り
椀

1515 第125 B 2 SD1145 土師器小皿 (10. 3) 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1516 第125 B 2 SDl145 土師器小皿 9.6 2.0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1517 第125 B←2 SD1145 土師器小皿 9. 1～ 1. 6 ヨコナデ、指押さえ、穿干し／ヨコナデ、ナデ
9.6 

1518 第125 B 2 SD1145 土師器小皿 9.8～ 2.2 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ
10.0 

1519 第125 B-2 SD1145 土師器小血 9.6 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
ア

1520 第125 B 2 SD1145 土師器台｛寸小 9.6～ 2.5 ヨコナデ、指押さえ、付高台、穿孔／ヨコナ
皿 9.9 デ、ナデ

1521 第125 B-2 SD1145 土師器大皿 (15. 3) 3.5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1522 第125 B-2 SD1145 土師器大皿 14. 7 3.6 ヨコナデ、指押さえ、穿干し／磨i威

1523 第125 B-2 SD1145 土師器大皿 (16.0) (2. 8) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1524 第125 B 2 SD1145 土師器大皿 (14. 4) 2.6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
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1525 第125 B 2 SD! 145 土師器大皿 14.9 2.9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1526 第125 B 2 SD1145 土師器台付大 8.4 (3. 5) 指押さえ、付高台／ナデ
肌

1527 第125 B 2 SD1145 白磁椀 7.4 (4. 6) 施粕（高台露胎）、削り出し高台、畳付研磨／
施手由

1528 第125 B 2 SD! 145 瓦器皿 9.9 1. 9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1529 第125 B 2 SD1145 楠葉型正器椀 (16. 0) 6.5 6.9 ヨコナデ、指押さえ、付高台、ヘラミガキ／
沈線、ヨコナデ、板ナデ、へラミガキ、暗文

1530 第125 B 2 SD! 145 楠葉型瓦器椀 15.3 5.6 6.0 ヨコナデ、指押さえ、付両台、へラミガキ／
沈線、ヨコナデ、板ナデ、ヘラミガキ

1531 第125 B 2 SD1145 楠葉型瓦器椀 15. l 6.0 6.3 ヨコナデ、指押さえ、付局台、ヘラミガキ／
i定線、板ナデ、へラミガキ、暗文

1532 第125 B 2 SD1145 楠葉型瓦器椀 15. 1 5. 1 6.0 ヨコナデ、指押さえ、付高台、ヘラミガキ／
i尤線、ナデ、へラミガキ、暗文

1533 第125 B 2 SDl 145 楠葉型瓦器椀 (15. 5) -6.4 6. l ヨコナデ、指押さえ、付高台、ヘラミガキ／
沈線、ヨコナデ、ナデ、へラミガキ

1534 第125 B 2 SD! 145 楠葉型瓦器椀 (15. 8) 6. 1 6.4 ヨコナデ、指押さえ、付局台／沈線、ナデ、
ヘラミガキ、暗文

1535 第125 B-2 SDl 145 楠葉型瓦器椀 6.0 (1. 9) ヨコナデ、指押さえ、付高台、へラミガキ／
ナデ、ヘラミガキ、暗文

1536 第125 B 2 SDI 145 楠葉型瓦器椀 (15. 8) (5. 3) ヨコナデ、指押さえ、付両台（争lj離）、へラミ
ガキ／沈線、ヨコナデ、ナデ、板ナデ、へラ
ミガキ

1537 第125 B 2 SDI 145 楠葉型瓦器椀 (14. 3) (5. 3) ヨコナデ、指押さえ、へラミガキ／沈線、ヨ
コナデ、ナデ、へラミガキ

1538 第125 B 2 SDI 146 土師器小皿 9.6～ ]. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ
9.9 

1539 第125 B 2 SD1146 土師器大皿 15.3 4.0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1540 第125 B 2 SD1146 灰紬陶器水注 腹径9.l 5.4 (JO. 7) 回転ナデ、回転へラケズリ、自ljり出し局台、
施紬（上半）／回転ナデ、回転へラケズリ

1541 第125 B 2 SD1147 土師器小皿 9.4～ 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
9. 7 

1542 第125 B 2 SD114 7 土師器小皿 (JO. 0) 2.0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
ア

1543 第125 B-2 SD1147 土師器小皿 9.6 1. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1544 第125 B 2 SD114 7 土師器小皿 9.0 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
ア

1545 第125 B 2 SD1147 土師器ノl、m (9. 2) 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1546 第125 B-2 SD1147 土師器小皿 (9. 2) ]. 9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1547 第125 B 2 SD! 147 土師器大皿 (15. 0) 3.0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1548 第125 B 2 SD! 147 土師器大皿 (15. 8) (2. 5) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1549 第125 B 2 SD1147 土師器大血 (14. 8) 1. 9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
ア

1550 第125 B 2 SD1147 楠葉型瓦器椀 15.0 6. I 6. 7 ヨコナデ、指押さえ、付高台、へラミガキ／
沈線、ナデ、へラミガキ、暗文

1551 第125 B 2 SDl 147 楠葉型瓦器椀 (15. 6) 6.5 5.5 ヨコナデ、指押さえ、付高台、へラミガキ／
ナデ、へラミガキ、暗文

1552 第125 B-2 SD1147 大和型瓦器椀 (6.4) (1. 9) 指押さえ、付高台／ナデ、ヘラミガキ、暗文

1553 第125 B 2 SD1147 無納陶器椀 (6.4) (1. 7) 回転ナデ、回転へラケズリ、ヘラミガキ／回
転ナデ、へラミガキ

1554 第125 B 2 SD114 7 須恵器斐 (23. 0) (3. 9) 回転ナデ、タタキ／回転ナデ

1555 第125 B 2 SD1147 陶器斐 (19. 4) (2. 6) 回転ナデ／回転ナデ

1556 第125 B 2 SD1200 土師器大illl 14.3～ 3.5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
14. 7 

. 1557 第125 B 2 SD1200 瓦器皿 10.0 2. l ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、へラ
ミガキ、暗文

1558 第125 B-2 SDl 172 土師器小皿 8. l ]. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1559 第125 B 2 SDll 72 土師器小皿 8. l 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1560 第125 B 2 SDll 72 土師器小皿 8.2～ ]. 2 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
8.5 
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出土遺物観察表

1561 第125 B 2 SDl 172 土師器小皿 8.5 1. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1562 第125 B 2 SD1172 土師器小皿 8.2～ 1. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
8.5 

1563 第125 B-2 SD1172 土師器小皿 7目8～ 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
8.5 

1564 第125 B-2 SD1172 土師器小皿 7.7～ 1. 2 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
8.0 

1565 第125 B 2 SDll 72 楠葉型瓦器椀 14. 3 6. 1 4.4 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、ナ
デ、へラミガキ、暗文

1566 第125 B 2 SD1172 楠葉型瓦器椀 13.5 4.9 4. 7 ヨコナデ、指押さえ、付高台、へラミガキ／
ヨコナデ、ナデ、へラミガキ、暗文

1567 第125 B 2 SD1172 楠葉型瓦器椀 14.0 5.4 4.8 ヨコナデ、指押さえ、付高台／沈線、ヨコナ
デ、板ナデ、へラミガキ、暗文

1568 第125 B 2 SDl 172 楠葉型瓦器椀 13. 1 5.5 4.5 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、ナ
デ、ヘラミガキ、暗文

1569 第125 B 2 SDll 72 瓦器皿 8.2 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、暗文

1570 第125 B 2 SDl 172 瓦器皿 8.9 1. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、暗文

1571 第125 B 2 SDl 172 瓦質土器三足 (19. 0) 体部 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ
羽釜 (12. 5) 

脚部
(16. 6) 

1572 第126 B 2 SD5-a 土師器大皿 13.0 2. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1573 第126 B 2 SD5 a 楠葉型瓦器椀 14. 6 7.9 5.2 ヨコナデ、指押さえ、付高台、ヘラミガキ／
沈線、板ナデ、ヘラミガキ、暗文

1574 第126 B 2 SD5 a 楠葉型瓦器椀 14. 0 5.6 4.9 ヨコナデ、指押さえ、付高台／沈線、ヨコナ
デ、板ナデ、ヘラミガキ、暗文

1575 第126 B 2 SD5 a 楠葉型瓦器椀 13.7 4.5 4.4 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、板
ナデ、ヘラミガキ、暗文

1576 第126 B 2 SD5 b 土師器小皿 9.6 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1577 第126 B 2 SD5-b 土師器小皿 9目8 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
ア

1578 第126 B-2 SD5 b 土師器小皿 9.2 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1579 第126 B 2 SD5 b 土師器小皿 9.3 1. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1580 第126 B-2 SD5-b西 土師器小皿 9.2 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1581 第126 B 2 SD5 b 土師器小皿 9.2 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1582 第126 B 2 SD5-b 土師器小皿 9.6 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1583 第126 B 2 SD5 b 土師器小皿 9. 1 1. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
T 

1584 第126 B 2 SD5 b 土師器小皿 8.8 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1585 第126 B 2 SD5 b 土師器小皿 8.8 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
ア

1586 第126 B-2 SD5 b 土師器小皿 8.6～ 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
8.9 

1587 第126 B 2 SD5 b 土師器小皿 8.8 1. 8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1588 第126 B 2 SD5 b 土師器小皿 8.8 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1589 第126 B 2 SD5-b 土師器小皿 8. 7 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1590 第126 B 2 SD5-b 土師器小皿 8.8 1. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1591 第126 B 2 SD5-b 土師器小皿 8. 7 1. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1592 第126 B 2 SD5 b 土師器小皿 9.0 1. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1593 第126 B-2 SD5 b 土師器小皿 8.6 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1594 第126 B-2 SD5 b 土師器小皿 8.4 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1595 第126 B 2 SD5 b 土師器小皿 8. 7 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1596 第126 B 2 SD5 b 土師器小皿 7.5～ 1. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
8.4 

1597 第126 B 2 SD5 b 土師器小皿 7.9～ 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
8.2 

1598 第126 B-2 SD5 b 土師器小皿 7.5 (1. 3) ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
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1599 第126 B 2 SD5 b 土師器台付大 10.3 (3. 9) 指押さえ、付高台／ナデ
血

1600 第126 B-2 SD5-b 土師器大皿 14. 8 2.9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1601 第126 B-2 SD5-b 土師器大皿 13.9～ 3目。 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
14.2 ア

1602 第126 B 2 SD5 b 土師器大皿 14.2 2.6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1603 第126 B 2 SD5-b 土師器大血 13. 1 2.3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1604 第126 B-2 SD5-b 楠葉型瓦器椀 15.2 5.6 5.5 ヨコナデ、指押さえ、付高台、へラミ ガキ／
沈線、ナデ、へラミガキ、暗文

1605 第126 B-2 SD5-b 楠葉型瓦器椀 13. 7 3.9 4.6 ヨコナデ、指押さえ、付高台／沈線、 ヨコナ
デ、板ナデ、へラミガキ、暗文

1606 第126 B-2 SD5 b 大和型瓦器椀 14.4 5.4 4. 7 ヨコナデ、指押さえ、 付高台／沈線、ヨコナ
デ、板ナデ、ヘラミガキ、暗文

1607 第126 B-2 SD5-b 楠葉型瓦器椀 13.0 4.6 4.5 ヨコナデ、指押さえ、 付高台／沈線、ヨコナ
デ、板ナデ、へラミガキ、暗文

1608 第126 B 2 SD5-b 大手口型瓦器椀 14. 4 5.0 5.2 ヨコナデ、指押さえ、付高台、へラミガキ／
沈線ナデ、へラミガキ、暗文

1609 第126 B 2 SD5-b 大手口型瓦器椀 14. 0 4.9 4.8 ヨコナデ、指押さえ、付高台、へラミガキ／
沈線、ヨコナデ、板ナテ＼へラミガキ、暗文

1610 第126 B 2 SD5 b 瓦器皿 9.0 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1611 第126 B 2 SD5 b 緑粕陶器椀 (8. 9) (1. 9) 施柏、回転糸切り、 付高台／ヘラミガキ、施
粕

1612 第126 B 2 SD5-b 山茶椀 8.8 (3.8) 回転ナデ、回転糸切り、付高台／回転ナデ、
使用により磨滅

1613 第126 B 2 SD5-b 東播系須恵器 (19. 8) (5. 4) 回転ナデ／回転ナデ
鉢

1614 第126 B-2 SD5 b 瓦質土器盤 (4.1) ヨコナデ／へラミガキ

1615 第126 B 2 SD5 b 瓦質土器盤 (39.6) (29. 0) 8.8 ヨコナデ、指押さえ、葉状圧痕／ヨコナデ、
ナデ、ヘラミガキ

1616 第126 B-2 SD5-b 須恵器査 最大 (7. 3) 自然柏、貼り付け突帯／回転ナデ
腹径
(21. 0) 

1617 第126 B 2 SD5-b 須恵器壷 最大 (7. 7) 回転ナデ、貼り付け突帯／回転ナデ

＂~径
(23. 1) 

1618 第126 B 2 SD5 b 白磁椀 (16. 7) (3. 0) 施紬／施粕

1619 第126 B-2 SD5-b 白磁椀 (14. 6) (2.6) 施紬／施秘

1620 第126 B 2 SD5-b 白磁椀 (14. 3) (3.8) 施紬／施紬

1621 第126 B 2 SD5-b 白磁椀 (16. 6) (3. 3) 施利／施紬

1622 第126 B-2 SD5 b 白磁椀 (17. 1) (4. 4) 施紬／施紬

1623 第126 B-2 SD5 b 白磁椀 (7. 1 ) (2. 5) 施紬（高台露胎）、高IJり出し高台、畳付研磨／
施粕

1624 第126 B 2 SD5-b 白磁椀 7. 1 (2.4) 削り出し高台、畳付研磨／施利、 j本線

1625 第126 B-2 SD5 b 白磁椀 6.9 (3. 0) 削り出し高台、畳付研磨／施利、沈線

1626 第126 B 2 SD5 b 白磁椀 5.5 (2. 2) 削り出し高台、畳付研磨／施紬

1627 第126 B 2 SD5-b 白磁椀 6. 7 (2. 3) 施紬（高台露胎）、削り出し高台、畳付研磨／
施湖、沈線

1628 第126 B 2 SD5 b 白磁椀 (16. 4) 6.2～ 施粕（高台露胎）、削り出し高台、畳付研磨／
6.5 施紬

1629 第126 B-2 SD5-b 青磁椀 (15. 8) (3. 9) 施和I/施紬

1630 第126 B 2 SD5 b 青磁椀 (5. 0) (3. 2) 施紬（畳付以下露胎）、削り出し高台／施紬

1631 第126 B 2 SD5 b 青磁皿 3.6 (1. 5) 施紬（底部露胎）／施粕

1632 第126 B 2 SXllOO 土師器小皿 8.9 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1633 第126 B 2 SXllOO 土師器大皿 (12. 9) 2.2 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ

1634 第127 B 2 SD5 c 土師器小皿 9. 1 1. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1635 第127 B 2 SD5 c 土師器小皿 8.3～ 1. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
8. 7 

1636 第127 B 2 SD5-c 土師器小皿 7.8 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
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1637 第127 B-2 SD5 c 土師器小皿 8.0 1. 3 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1638 第127 B 2 SD5-c 土師器大皿 13.2 2.6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1639 第127 B-2 SD5 c 土師器大皿 13.3 2.5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1640 第127 B 2 SD5 c 土師器大皿 13.6 2.2 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1641 第127 B 2 SD5-c 土師器大胆 12.2～ 2.8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
12.8 

1642 第127 B 2 SD5-c 土師器大皿 13.0 2.0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナテ＼ナデ

1643 第127 B 2 SD5 c 楠葉型瓦器椀 14. 1 5.4 4. 7 ヨコナデ、指押さえ、付高台／沈線、ヨコナ
デ、ナデ、へラミガキ、日音文

1644 第127 B 2 SD5-c 楠葉型瓦器椀 13.6 5.0 4.2 ヨコナデ、指押さえ、付高台／沈線、ヨコナ
デ、板ナデ、ヘラミガキ、暗文

1645 第127 B 2 SD5 c 東播系須恵器 (26. 3) (7.0) 回転ナデ／回転ナデ
鉢

1646 第127 B 2 SD5 土師器小皿 10.6 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1647 第127 B 2 SD5 土師器小皿 9.5 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1648 第127 B 2 SD5 土師器小皿 9.0 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1649 第127 B 2 SD5 土師器小皿 9.5 1. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1650 第127 B 2 SD5 土師器小皿 9.3～ 1. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
9.6 

1651 第127 B 2 SD5 土師器小皿 9.2 1. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、板ナデ

1652 第127 B 2 SD5 土師器小皿 9.0 1. 1 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1653 第127 B 2 SD5 土師器小皿 9. 1 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1654 第127 B 2 SD5 土師器小皿 8.5 l. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1655 第127 B 2 SD5 土師器小皿 8.6 1. 5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1656 第127 B 2 SD5 土師器小皿 8.3～ 1. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ
8.8 

1657 第127 B 2 SD5 土師器小皿 8.5 1. 4 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1658 第127 B 2 SD5 土師器小皿 8.4 1. 1 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1659 第127 B 2 SD5 土師器大皿 (15. 8) 2.9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1660 第127 B 2 SD5 土師器大皿 14.2～ 3.0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
14.6 ア

1661 第127 B 2 SD5 土師器大皿 14目O～ 2.9 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
14.3 ア

1662 第127 B-2 SD5 土師器大皿 14.0 2.5 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ

1663 第127 B 2 SD5 土師器大皿 13. 1 3.0 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
ア

1664 第127 B 2 SD5 土師器大皿 13.0 2.8 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
ア

1665 第127 B 2 SD5 土師器大皿 12.8 2. 7 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、板ナ
ア

1666 第127 B 2 SD5 土師器台付大 8.4 (3. 5) 指押さえ、付高台／ナデ
皿

1667 第127 B 2 SD5 緑紬陶器椀 6. 7 (1. 6) 施紬、回転糸切り、付高台／施勅

1668 第127 B 2 SD5 無紬陶器椀 6.8 (1. 5) 回転へラケズリ、回転糸切り、削り出し高
台、へラミガキ／回転ナデ、へラミガキ

1669 第127 B 2 SD5 山茶椀 14.8 (6.6) 5.8 回転ナデ、回転糸切り、付高台、籾痕／回転
ナデ

1670 第127 B-2 SD5 瀬戸美濃天目 (11.0) (3. 0) 施粕／施粕
椀

1671 第127 B 2 SD5 瀬戸美濃天目 5.0 (2. 6) 施勅（高台以下露胎）、 削り出し高台／施紬
椀

1672 第127 B-2 SD5 白磁椀 (17. 4) (5.3) 施紬／施紬、沈線

1673 第127 B 2 SD5 白磁椀 (5. 3) (2. 6) 施紬（高台以下露胎）、 削り出し高台、畳付研
磨／施紬

1674 第127 B 2 SD5 白磁椀 (5. 3) (2. 5) 施紬（高台以下露胎）、 削り出し高台、畳付研
磨／施紬

1675 第127 B 2 SD5 白磁椀 5.9～ (2.4) 施紬（高台以下露胎）、削り出し高台、畳付研
6.2 磨／施紬
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1676 第127 B 2 SD5 白磁椀 (15. 0) (6. 0) 6.4 施利（高台以下露胎）、削り出し高台、畳付研
磨／施紬（見込み露胎）、沈線

1677 第127 B 2 SD5 白磁皿 (JO. 6) (3. 6) 2. 7 施納（底部露胎）、畳付研磨／施紬

1678 第127 B 2 SD5 瓦器皿 9.2 I. 6 ヨコナデ、指押さえ／ヨコナデ、ナデ、暗文

1679 第127 B 2 SD5 大手口型瓦器椀 15.3 6. 1 5.9 ヨコナデ、指押さえ、 付高台、ヘラミガキ／
沈線、板ナデ、へラミガキ、暗文

1680 第127 B 2 SD5 楠葉型瓦器椀 15目。 5.3 6.2 ヨコナデ、指押さえ、付高台、 ヘラ ミガキ／
沈線、ヨコナデ、板ナデ、ヘラミガキ、暗文

1681 第127 B 2 SD5 大手口型瓦器椀 14. 6 4. 7 5.4 ヨコナデ、指押さえ、付高台、へラミガキ／
沈線、ヨコナデ、板ナデ、ヘラ ミガキ、 暗文

1682 第127 B 2 SD5 楠葉型瓦器椀 12.8 4.6 4. 7 ヨコナデ、指押さえ、付高台／ヨコナデ、板
ナデ、ヘラミガキ、暗文

1683 第127 B 2 SD5 須恵器斐 (19. 8) (5.6) タタキ、回転へラケズリ／当て具痕、板ナデ

1684 第127 B-2 瓦質土器三足 (17. 4) (12. 6) ヨコナデ、指押さえ、 脚貼り付け／ヨコナ
羽釜 デ、板ナデ

1685 第127 B-2 滑石石鍋 (30.6) (7. 2) 研磨、ケズリ／研磨

1686 第127 B-2 篠窯須恵器鉢 (19. 6) (8.6) 10目。回転ナデ、回転糸切り／回転ナデ
1687 第127 B 2 白磁椀 (18. 3) 5.8 施紬（高台以下露胎）、削り出し高台、畳イ寸一

部研磨／施紬、沈線
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付表8 胎土分析一覧

土器
京都フ yショ

胎土分析結果 産地分析結果
奥田氏分析 ン・トラック 遺構 形式・系統

番号 分析 （奥田氏） （奥田氏）

37 。 SH95 庄内式斐 ・E 2 a 流紋岩組成 播磨

42 。 SH96 近江系受口口縁斐

43 。 SH97 庄内式斐・ E 2 a 

65 。 SH101 讃岐系査
79 。 SH105 西部瀬戸内系牽 山口

112 。 SH108 布留式斐 ・F2b
133 。 。 SH104 山陰系鼓形器台 因幡

192 。 。 SH383 庄内式受・ E 2 a 流紋岩組成 播磨

194 。 。 SH383 庄内式斐・ E 2 a 流紋岩組成 播磨

204 。 。 SH383 庄内式斐・ E2b 角閃石多量 河内－恩智周辺

239 。 。 SH383 初期布留式斐・ F 2 a 流紋岩組成 播磨

271 。 。 SH394 庄内式斐 ・E 2 a i定紋岩組成 播磨

276 。 。 SH384 庄内式斐 ・E 2 a i定紋岩組成 播磨

283 。 SH384 庄内式斐 ・E 2 a 流紋岩組成 播磨

383 。 SH401 第5様式系斐 ・B

386 。 SH401 近江・山城折衷系斐・ 03

387 。 SH401 近江－山城折衷系局杯

395 。 SH421 布留式受 ・F2b
399 。 SH421 畿内・山陰系折衷高杯

350 。 SH394 庄内式斐 ・E 2 a 流紋岩組成 湖北か丹波

408 。 SH427 畿内系一重口縁壷 ・B
417 。 SH427 布留式受 ・F 2 b 流紋岩組成 加賀南部

418 。 SH427 有稜局杯・ G
422 。 SH427 東海・近江系中空器台
507 。 SH526 近江系受口日縁斐 流紋岩組成 湖東

530 。 。 SD466 庄内式斐・ E 1 流紋岩組成 加賀南部

538 。 。 SD466 「布留傾向斐」 ・F 1 a 流紋岩多量 和泉

545 。 。 SD523 讃岐系大形複合口縁蚕 雲母多量 讃岐

623 。 SH227 庄内式受 ・E 1 流紋岩組成 播磨

624 。 SH227 庄内式斐 ・E 2 a 流紋岩組成 播磨

627 。 。 SH227 庄内式斐・ E 2 a 花向岩組成 在地

628 。 。 SH227 庄内系斐 ・E 1 流紋岩組成 播磨

629 。 SH227 庄内式斐・ E 1 流紋岩組成 播磨

630 。 。 SH227 北陸系月影式饗 流紋岩組成 加賀南部

660 。 。 SH268 近江系受口口縁鉢 流紋岩組成 湖東

716 。 SH415 北陸－北近江折衷系饗 流紋岩組成 湖東

719 。 SH415 北陸・北近江折衷系斐 流紋岩組成 湖東

736 。 。 SH415 近江系手熔形土器 流紋岩組成 湖東

854 。 。 SD!027 近江系受口口縁斐 i定紋岩組成 湖東

857 。 SD1027 阿波系二重口縁査 阿波

866 。 。 SD1027 吉備系有段口縁整 吉備・足守川

949 。 。 SD1027 庄内式楚 ・E 2 a 播磨か湖東

963 。 SD1027 近江系受口口縁斐 湖東・野治｜川

985 。 。 SD1027 東海系S字斐 花嗣岩組成 東海
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古墳時代前期 跡・土坑・井戸・溝 器・イスラム陶器・ ベット状遺

石製品・鉄製品・木 構を伴う住
集落 古墳時代中・後期 竪穴式住居跡・溝 製品・土製品・埴 居跡

輪－ 玉類 ・鉄i宰・五 多角形住居
集落 奈良時代 掘立柱建物跡・土坑・ i誇 輪塔 跡

線刻弥生土
集落・ 墓 ・条里 平安時代後期～鎌 掘立柱建物跡・屋敷墓・土 器

倉時代 坑・井戸.i葬・濠 ・条里坪境 古墳時代前
溝・里道・島畠 期の竃を持

室町～江戸時代 島畠・溝 つ住居跡
条里型地割

方一町規模
の居館跡
「政所」墨
書灰紬陶器
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